
        
            
                
            
        

    


[image: ＧＥＮＥＳＩＳシリーズ　境界線上のホライゾンX＜下＞]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







[image: ]







　目次








人物紹介

用語解説

チャット呼び名一覧、勢力関係図ほか

解説　●地上武蔵とその周辺●

第五十三章『見ぬ場所の火種達』

第五十四章『果ての知り合い』

第五十五章『神の場の人の馬鹿』

第五十六章『待ち場所の来たり人』

第五十七章『外の視聴者』

第五十八章『休み場所の求め人』

第五十九章『神越えの皆』

第六十章『神越えの遊撃手』

第六十一章『分かれ目の相対者』

第六十二章『片方の迎撃者』

第六十三章『花咲の行進者』

第六十四章『白州の反省屋』

第六十五章『連名上の発見者』

第六十六章『頂点の王者』

第六十七章『関係の関係者』

第六十八章『一線越えの母』

第六十九章『階段の再会者』

第七十章『戦場の荒武者』

第七十一章『到達場所の浮上娘』

第七十二章『集まり場所の再起者達』

第七十三章『望外の到達者』

第七十四章『一瞬の覚醒者』

第七十五章『東西の繫がり手』

第七十六章『無双の永続者』

第七十七章『水平線上の相対者』

第七十八章『開始の魔女達』

第七十九章『到達空域の到達者達』

第八十章『試験場の変態』

第八十一章『夜の森の娘狼共』

第八十二章『孤独地の進入者』

第八十三章『距離の簒奪手』

第八十四章『楔位置の馬鹿共』

最終章『船上の子供達』










イラスト：さとやす（TENKY）

カバーデザイン：渡辺宏一（2725 Inc）

本文デザイン原案：TENKY









[image: 人物紹介]







[image: ]







[image: 用語解説]







[image: ]







[image: チャット呼び名一覧、勢力関係図ほか]







[image: 解説　●地上武蔵とその周辺●]







[image: 第五十三章『見ぬ場所の火種達』]











●






　正まさ純ずみは、ふと、静かになったのを聞いた。

　場所は相変わらずの浅あさ間ま神社の境けい内だいだ。夜よ更ふけの底で篝かがり火びが産道を作り、葵あおい姉あねが宮舞台で音楽を鳴らして歌い、そして皆が屋台で食いたいように食い、ただ時間と思いを共有する。

　段々と、これを祭と勘違いした者達が集まってきていた。

　学生達だろう。だろう、というのは、誰だれも彼も、このうどん王国に来てからはいつもの武蔵むさしとは違う生活をしており、服装の乱雑さが増したからだ。武蔵上は重量税もあり、服装は皆大体同じだったが、地上ではそういったものもない。以前の水み戸とに作った横町街でもそうであったのだろうな、とは思うが、当時それに気付かなかったのは注意不足か視察回数が少なかったのか、どちらにおいても観察力か余裕が無かったのだ。だが今は違うと言うならば、

「不思議な話だ。──葵が死んだ方が余裕が出るとは」

　近くでメアリと屋台の料理について説明していたクロスユナイトが、ちらりと振り向く。葵の事は極秘だと、そういうアイコンタクトだろう。

　無論、こちらも気をつけている。

　……周囲に聞こえないように言ってるつもりだがなー。

　クロスユナイトに聞こえるのは、こっちの声が大きいからじゃなくお前の耳が聡さといからじゃないだろうか。

　葵の死と、黄泉よみ帰り。

　この一件。知っているのは梅組の皆や、浅間神社の関係者、そして委員長クラスの役職者だ。教員達にも知らされているが、オリオトライはここに来ない。教員が夜通しでつく、となるとそれは教きよう導どう院いん主体の行事となり、政治的な意味を持つからだ。

　浅間神社を場としての、私的な集まり。それがこれだ。

　気付けば、吹き抜けの地下にある浅間神社の周囲には、幾つもの小さな光があった。

　吹き抜けの壁となる階層通路にも、屋台が出始め、浅間の父が巫女みこ達と一緒に酒を持って回っている。

「いやあ、うちの娘達が、ちょっとここで上手うまくいったら神の顕けん現げんとか、そんな事を試してみようってんですよ！　明日あしたの朝には解わかるんで、出来が良ければ拍手御願いします！」

　……葵の事を神扱いかー。

　半目で思ってしまうが、まあそういうものだろう。下手へたに隠すより、程々に真実を入れておいた方がお互い安全だ。

　並ぶ屋台、右う舷げん側……、と思ってしまうくらいには武蔵での生活が染みている。そちらの篝火の方で笑い声がしたが、うちの連中ではない。ひょっとすると讃岐さぬきや今いま治ばりの住民も来ているのかもしれない。

　賑にぎやかだ。

　さっき上の方で打ち上げてない打ち上げ花火が五発程炸さく裂れつしたが葵あおいリスペクトだろう。

　これだけ派手にやっているんだから、

「戻って来いよ」

　呟つぶやき、表示枠サインフレームを開いた。クロスユナイトや警備のウルキアガ、伊達だて家け副長達から来ている報告もだが、大おお久く保ぼからの通神文メールが溜たまっている。

　小言も苦情も無しに、蓄積された仕事の処理や、各委員長への現状から見た提言などがまとまっていて、流石さすがだ。

　さっき、と言える程度には最近というか、今夕、再起したのだ。

　勢いがある。

　……泣かせたからなー。

　いろいろな仕事を突っ込むならば今だろうか、とは思うが、処理すべき事としては、それこそ大人おとな受けのいい彼女に任せたい案件がある。

　上だ。

　この、うどん奥おく多た摩まがある丘の上、教きよう導どう院いんの狭い校庭に、何人かが控えている。

　義よし康やすと、直なお政まさ。そして武蔵むさし所属の武神乗り達だ。

　二人がローテーションで〝義ぎ〟か朱雀すざくを構え、他が補助を行う。

　対岸、北方向に対し、準対艦砲を構えているのだ。
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　火種さねえ、と篝かがり火びも無い校庭で直政は一息をついた。

　今は自分が持ち場の時間帯だ。明かりは校舎の中、一階昇降口だけ。そこを仮の本部として、自分達は北の空に準対艦砲を向けている。

　狙ねらいはK.P.A.Italia。否、正確に言えば、M.H.R.R.神聖ローマ帝国だろうか。

　M.H.R.R.の航空艦隊が、対岸に集結しつつある。

　瀬せ戸と内ない海かいの北沿岸の大部分を支配するK.P.A.Italiaが、同盟を組んだM.H.R.R.に、

「その軒のき先さきを貸している、というところさね」

　目的は、今のところ、解わかりそうで解らない。

　……良い方に考えるならば、単なるK.P.A.Italiaへの訪問や輸送だろうさ。

　羽は柴しばが、各国へ、創そう世せい計画の準備のため、援助や補給を行う。

　だが全国規模では輸送艦の数が足りない。ゆえに、戦艦でも輸送事業に就つく事が有り得る状況が、今の御時世だ。

　創世計画が全てを変えた。

　戦争で領土を広げても、創世計画が生じたら無意味となるのだ。

　よって世界は創そう世せい計画を分析しつつ、いろいろな思おも惑わくから戦争や紛争を避ける流れになっている。

　創世計画を推す国家や地域の中で、支配側の生徒会に要求されているのは、創世計画が起きた後の身の安全と、衣食住を確保する方法だと聞く。

　今も表示枠サインフレームを開けば、讃岐さぬきや対岸側の広報委員が、延々とその辺りの特集を組んだ番組帯を構えていて、少々ウンザリだ。

　実のところ、自分達も有あり明あけに退避していた時期、関東の各広報委員が延々と〝武蔵むさしの押さえ込まれた極東〟を特集していて嫌気が差したものだった。

　……ああいう時に江え戸ど放送が平然とドラマや動画を流すのは良かったさね……。

　とはいえ、対岸の、戦艦を基礎とした艦隊。一国を滅ぼす大艦隊という訳ではないが、地ち中ちゆう海かいとしての瀬せ戸と内ない海かいを大部分封鎖出来るだけの数がある。

　だから悪い方に考えるならば、

「海上封鎖か」

　これはちょっと困る。何が困るかと言えば、今、武蔵むさしの経済は、対岸や讃岐、今いま治ばりなどの四し国こく勢との貿易で成り立ち始めているからだ。

　都市機能の回復や、復興という流れの基礎は、自給自足と貿易の二本柱だ。

　その片方を失えば、武蔵は内圧が高くなり、保たない。

　四国勢との貿易も、海上封鎖されれば話が変わる。四国勢だって対岸貿易を行っているが、M.H.R.R.神聖ローマ帝国側が、四国勢を通過させる取引として〝四国は武蔵との貿易を中止しろ〟と言い出す可能性だってあるのだ。

「そして一番マズいのが──」

　最も悪い方。それは、

「M.H.R.R.が、うちらに攻めてくる、ってか」
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　あり得ない話ではないさね、と直なお政まさは思った。

　武蔵は無い。羽は柴しば勢がこちらを潰つぶすならば、今だろう。そのような予感はここ、四国に来てから常に有り、だからこそ、自分達が対空砲撃の準備をしている。

　無論、今の武蔵勢に一艦隊を相手に出来るだけの対艦装備は無い。

　武蔵は失われ、ナイトとナルゼもM.H.R.R.旧派カトリツク領から動けない。

　武神戦力として〝義ぎ〟があり、対空砲としての準対艦砲はあるが、それで勝てるかといえば無理な話だ。

　武蔵勢として一番考えなければならないのは、今の地上武蔵は〝動けない〟という事だ。

　相手の攻撃に対し、機動力で対応出来ない。これは最大のネックだろう。

　敵はそれを理解している。

　攻めるならば今だ。否、

「いつでもいいんさ。──理由があればね」

　公的な理由はどうとでも出来よう。今、聖連は羽は柴しばの下にあるようなもので、M.H.R.R.神聖ローマ帝国もP.A.Odaも同様だ。

　どうとでも出来る。

　そして私的な理由としては、どうだろう。

「──M.H.R.R.内部で、こちらを潰つぶす意思のあるヤツがいればいいさ」

　誰だれだろう。

　羽柴や十じつ本ぽん槍やりではない、と思う。羽柴にしろ十本槍にしろ、こちらを〝止める〟つもりでいたのだ。潰すつもりではない。

　ならば誰だ。羽柴より、十本槍より、一時でも権限を上として、艦隊を自由に出来る存在。

　羽柴の先輩格は、賤しずヶ岳たけの戦いでの疲ひ弊へいがあるだろうし、こちらに私的な恨みを抱いているものがいるとも思えない。
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「そうだよまっちゃん！　今、武蔵むさし勢は讃岐さぬきの山奥から沿岸に向けて固定の地上都市を造って生活してるんだから、攻め込んでしまえば勝てるよ！

　やろうよまっちゃん！　たびたびカレーにやられてきた恨みを、今こそ晴らそうよ！」

『利とし家いえ君？　うどん王国には当然カレーうどんもあるのよ？』

「駄目かあ──!!」
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　直なお政まさは首を傾かしげた。M.H.R.R.やP.A.Odaの先輩格で、私的な恨みをこちらに抱いているのは誰かなんて、思いつかないさね、と。

　いや、小さなレベルではいろいろ恨みを買っているだろう。何度か衝突して、やらかしているのは確かなのだ。だが艦隊を動かしてくるとなると、

「誰だろうさね……」





●






「ふふふ、まさか教員が私し怨えんで艦隊を動かしてくるとは思わないでしょう」

「──キョーインがそれは駄目だと思うなあ、アンジー」

　補給での立ち寄り、という名目で石いし川かわ・数かず正まさの居城となる航空艦〝深ふか志し城じよう〟に着艦した安あん治じは、半目で周囲を見渡した。

　深ふか志し城じようは航空艦としては巨大なもので、ヨルムンガルド級の上位に該がい当とうする。

　十じつ本ぽん槍やりの教員用という事で、訓練艦だ。甲板には砲門もあるが口径は小型で数も少ない。後部甲板には訓練場となるスペースがあるのも特徴だろう。

　常時の訓練のためにだけにあるのではない。戦場において、急ぎの突入作戦などが必要となった場合、この艦上や内部でシミュレートと訓練を行い、現場に出る事もある。自分達も副砲による迎撃のシステムを理解するため、実際にこの深志城の副砲や迎撃システムの運用訓練を行い、迎撃〝する側〟の流れを学んだことがある。

　なのでこの甲板には馴な染じみがあるし、訓練艦である以上、旗艦にはなれない位置にいるのもいつも通り。

・ＡｎＧ：『でもこれ、深志城が旗艦なんだけど、武蔵むさし側からだと、何か突入訓練のためにこの艦あるように見えてるよね』

・きめえ：『アンジー、今、貴女あなた、突入班の隊長に見えてるわよ』

・ＡｎＧ：『いやいや、まさかそんなそんな』
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・長安定：『ハア？　向こうの訓練艦の上にさっき十本槍の脇わき坂さか・安あん治じが降りた？』

・十ＺＯ：『Ｊｕｄジヤツジ．！　上の方で直なお政まさ殿が準対艦砲の照準術式で捉とらえたので御座るが、あの大型機殻箒シヤーレベーゼンは確かに向こうの魔女テクノヘクセン二人の内、黒い方のものかと』

・長安定：『ちょう待て！　準対艦砲の照準術式って、それ砲口をモロに向こうに向けとるやろ!?　やめーや!!』

・副会長：『大おお久く保ぼ、クロスユナイトはこれでもお前より一年上なだけで先輩だけどその口調はやめた方がいいと思うぞ』

・ウキー：『点てん蔵ぞう、敬意があるかどうか解わからないタメ愚ぐ痴ちと、完全ディスの上に成り立つ普通喋しやべりとどちらがいい？』

・十ＺＯ：『……応対の少ない方で御座るかな……？』
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　さてまあ、と安治はとりあえずまだ夜よ更ふけ前の甲板上で、石いし川かわに問うてみる。

「乗り込む時、自分で行く？」

「今のM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクならば、何とでも理由はつけられるでしょう。自分で行ってもよし、麾き下かに行かせても良しですが、……自分が行った方が話が早いし正確でしょうね」

　……行く気かー。

　正直、武蔵勢とのゴタゴタはやめて欲しいと思う。自分達の方で、とりあえず決着とも言える勝敗はつけたのだ。

　相手に戦力は無い。総長連合は生きているが、自分の母達は行方ゆくえ不明とかで、えらく心配な一方、己と嘉よし明あきを相手に戦える力は無いと、そうも断言出来るのだ。

　そんな彼らに対して攻撃を仕掛けるというのは無駄な追い打ちであるとも思うし、

「キョーイン」

「──以前は、石いし川かわ、とか、先生、とか呼んでいたのが、今はそれですか脇わき坂さかさん」

「Ｔｅｓテスタメント．、──先生と呼べる所行ゆえんじゃないじゃん、今のキョーイン」

「学生になれと？」

　想像した。五秒程してから、

「ちょっと無理がないかな？」

「先生も少しそう思います」

　思った瞬間。石川が目の前にいた。

　正面。四し国こくを隠すように立つ身体からだの中央に、夜の中で光を弾はじく直線があった。

　一刀だ。

　縦に抜かれた刃やいばが、まっすぐ、自分の魔女帽の先端に入っている。

　抜き打ちの高速で下から上に貫通されたのだ。
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　動きは見えなかった。風も無かった。

　初めからそうであるかのような一撃だった。それに対し、安あん治じは、

　……うへえ。

　引く。身体ではなく、気分で引く。ついでに気分で問うてみる。

「──そんなに向こうの相手に恨みがある？」

「恨み？　私があそこにいるべきだったのを、取り戻すだけですよ」

「アンジー達が、旧十じつ本ぽん槍やりを追い落としたのは？」

「あれは貴女あなた達が強かったからです」

「じゃあ向こうは？」

　問うと、石川が口くちの端はを上げた。

「脇坂さん、一つ、憶おぼえておきましょう」

　言って、石川が刃を引く。ただ下に、まっすぐ、絞るように引く。

　すると、

　……お。

　魔女帽に穴は開いているのだろう。だが、見えない。銀線の抜けた位置には何も傷や穴など無いように見える。

　触れねば解わからない穴に、自分はしかし触りもせず、ただ石いし川かわが背を向ける。

　彼女が言った。

「──油断は最も許してはならない罪です」

「キョーイン、真ま面じ目め過ぎじゃないかなあ」

「先生はですね？　──自分が凄すごく好きなのですよ」

「それはもうホントよく解る」

　自分好きな人間が、自分のミスで敗北した。

　だから許せないのだ。それは自分をもう一度愛するための試練というべきか。

「他の好きな人は？　尊敬する人とか」

「酒さか井い学長！　素晴らしいですね」

　自分のあまり知らぬ人の名前が出た。しかし石川は構わずに、

「酒井学長には、勝てませんでしたから」

「自分好きだったら今みたいにストーキングして勝ちなよ」

「解ってませんね、脇わき坂さかさんは」

　石川が、珍しく、小さく笑った。

「酒井学長は、勝負に雑念は入れても外の念を入れないのですよ。ただ純粋に勝ち負けを、……恐らく、酒井学長も見てみたいだけなのでしょう。

　だから幾ら勝っても負けても、ただ自分の不足を感じるだけで、しかし目標となる人がいるなら、そこまで追いつこうとする私を自分は愛せるし、そう仕向けてくれる存在は素晴らしい」

「御免、アンジー馬鹿だから途中から理解が死んだ」

「オリオトライは外の念があったという事ですよ。──勝つ事が至上ではなく、勝つ事に理由が有り、その至上のために勝負を用いた」

「アンジー達もそうだったけど？」

「だから旧十じつ本ぽん槍やりはP.A.Odaを出て行ったでしょう？」

　言われてみれば確かにそうだが、それは結果に強引な当てはめを行われた気もする。

　……旧十本槍と話せるタイミングってあるかなあ。

　話してどうしようという訳でもなく、ただ思っただけだが、何か今ならば、当時の事にまた別の意味づけが出来る気もする。

　実際、清きよ正まさは真さな田だに行って少し変わった。

　前に出るようになった。以前と同じか。まあいい。

　しかし目の前の教員、面倒だが滅法強い。特とく務む級は当然で、副長クラスの実力はあるだろう。今の福ふく島しまでも〝意外〟という形でしか勝利を得る事が出来ない筈はずだ。

　それが乗り込んでいったとして、さて、どうなるか。

「明日あしたの朝？」

「明日の夜明けです。そのくらいは礼儀でしょう」

　意味が解わからないが魔女帽に穴が追加されてもアレなので黙っておく。すると、

「あ」

　対岸。光が生じた。こちらへの対艦砲撃ではないというのは光量で解ったが、ではあれは何かというと、

「花火？　低くない？」

「何かさっき〝愚ぐ弟ていリスペクトォ──！〟という放送が向こうから」

　母達……、は現場にいない筈はずだが、では何をしているのだろう。
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　……こっちに火の粉、飛んでこないだろうなあ……。

　と、正まさ純ずみは頭上とも言える近場で炸さく裂れつした花火の光を浴びていた。

　音もだが、火薬の匂においが凄すごい。地下の吹き抜けは煙も来るので、換気用の術式表示枠サインフレームが幾つも立ち、四方の通路から屋上側へと風を抜いていく。

　派手な夜だ。

　よく考えたら今年の夏も去年に続いていろいろ騒いだものだが、このように解りやすい祭の構図というものは、

　……いや、一度ならずあったな……。

　武蔵むさしが沈んでから、というか、本ほん能のう寺じ以後、忙し過ぎてちょっと時間の経過が早い。

　とはいえ、まだ儀式が始まってからすぐだ。それなのに皆、かなり出来上がって、境けい内だい据え付けの屑くず入いれからゴミ袋の回収も始まっているが、

「中、静かなようだが、……向こうではどうなってる？」
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　浅あさ間まは、ミトツダイラと共に白い野を急いでいた。

　真っ白だ。だが雪ではない。霧でもない。

　ただ白い野原と道があり、影がある。影の色は青黒く、時たま、水としか思えない薄い壁があり、それを突き抜けていけばいいのだと、そんな事が理解にある。

　初めは、寝オチたと、そう思ったのだ。

　不意の眠りに入った時の落下感。それがあった直後、確かに倒れた身体からだが水を抜け、しかし水深が浅いと思った。

　すぐ直下に水底があるように思え、慌てて受け身として肘ひじをついたら、ここにいた。

　後ろには表示枠が出ていて《この先戻るよ》と、何か矛む盾じゆんめいたメッセージがあったが、つまりそちらが帰りの道なのだろう。

　すぐ近くにミトツダイラも落ちてきていて、あとは道なりだ。

　ただ、急ぐ。

「智とも、結構来てますわよ？」

「いえ、距離と時間の関係がちょっと狂ってて、そう感じるだけです。実際はまだ一分も移動してない筈はずですね」

　と、澄んでいる割に暖かい空気を肺に入れると、身が引き締まる。

　幽かくり世よであり、異界であり、神の住まう〝界〟だ。あっさり来てしまったが、壁一枚を隔てたような関係なのだ、条件と用意さえ整えば、という事なのだろう。

　一応、移動しながら、表示枠サインフレームで自分達の確認をしておく。

　自分は巫女みこ服。ミトツダイラは騎士服。さっき寝た時の姿と気分と体調そのものだが、体調管理術式は全てが良好であると教えてくれている。

　……穢けがれゼロとか、マジですか……!?

「どうしましたの？　智」

「あ、いえ、こっち来てから、身体からだの穢れがゼロ判定になってまして」

「ゼロ判定？」

　ええ、と己は頷うなずいた。

「現うつし世よだと、どう頑張っても私、ゼロには出来なかったんですよね」

　言うと、ミトツダイラが横に開いた口と半目を向けてきた。

「あの、ミト？」

「いえ、別に、私、智がヨゴレ系だとか、思ってませんのよ？」

「いや、あの、現世だと、食事とか大気とか人の営みのおかげで、どう頑張ってもゼロにはならないんですって。人が生きていくだけで、いろいろと雑念など絡んでいって穢れになってしまいますから」

　これはもう、そういうものだとしか言い様がない。

　人が生きていく場合、一人であっても、周囲に影響は与える。もしも寝ているだけだとしても、身体の中で生命活動は生じ、それが僅わずかながらに穢れを生むのだ。

「……なので、神しん道とうやってると、誰だれもが一回は〝ゼロにしてみっか！〟と試すんですよね」

「智もやってみましたの？」

「中一に上がる時に。──ほら、背伸び感覚あるじゃないですか。だから父とうさんに頼んで準備して貰もらったんですよ」

「御父様、承諾しましたの？」

「ええ。〝父さんも智の頃にチャレンジしたよ！　そしたら逆に穢れが上がっちゃってね！〟って笑って言ってましたが、結論から言うと男の人はＭＵＲＩなんじゃないでしょうか」

「智ともの場合は？」

　あの時は、自分なりに結構頑張った。

「いろいろやりましたよ？」

「たとえば」

「精神集中で、矢を何本も速射して境けい内だいの端から端まで禊祓みそぎするとか」

「他には」

「裏の滝を浴びながら瞑めい想そうするとか」

「他には」

「祝詞のりとを読み続け、太巻、と呼ばれてる巻物型表示枠サインフレームを読破とか」

「それで結局」

「禊祓でゼロ目指すために、穢けがれを洗い落とす神酒みき〝ストロング霊・ジンジャー〟を飲んだら、これがまあ苦行の後だから喉のどに沁しみて美お味いしくてですね」

「失敗しましたのね？」

「神酒の飲み過ぎで穢れが上がるって、システム不備ですよね!?」

　ミトツダイラが両の手をこちらに向けた。まあまあ、と言葉を添えられ、

「我が王の処に急ぎましょう」

　言われて見ると、歩速が緩んでいた。これはいけない、とまた白い野を急ぎ出すと、ミトツダイラがこちらに視線を向けてきた。

　太陽はなく、遠くは翳かげる青黒い空。これは水底なんですね、と気付く手前で、狼おおかみが金の瞳ひとみで問うてくる。

「今、私も穢れゼロですの？」

「え？　あ、──はい、そうですね」

　ミトツダイラの体調管理表示枠を開いてみると確かにそうだ。

　異族は穢れのある存在だが、

「私自身の組成が変わってますの？」

「ここに来た時、流体存在に置き換わってるのは確かです。だから穢れは除外もしくは〝無いものとしておく〟になっているんじゃないでしょうか」

　それに、と前置きしておく。ちょっと難しい部分が既にある。体調管理の表示枠を見ていると、現うつし世よ側では無かった項目として《縁化：性質・同質化／区分・補助》というものがあり、そこに自分とミトツダイラ、ホライゾンと喜き美みの名が並んでいるのだ。
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　同質化、という言葉に、ミトツダイラは前に浅あさ間まから聞いた言葉を思い出す。

「私達の魂が、繫つながったという事ですのね」

　これから、ずっと、このままなのだ。

　よく考えるまでもなく、思い切った事だが、そうしようと決めた時の思いが全てだろう。その瞬間を思い出せば、何でも覚悟が決まる。

　ただ、自分の身体からだから、異族の穢けがれが無い状態で良かった。現うつし世よならばともかく、穢れゼロとなるこの幽かくり世よにて、皆の足を引っ張るのは避けたい。

「智ともは、私の穢れがゼロになると解わかってましたの？」

「狼おおかみの神もいますし、神しん道とうはかなりケモ系いけるので、大丈夫だと思ってました」

「自信に満ちた顔でそう言われましても……」

　神道恐るべし。

「あ、言っておきますけど、神道、糞ふん尿にようや吐いた唾だ液えきや吐と瀉しや物から普通に神様産まれたりしてますから、ほぼ全ての合体技が神事として有効になりますので気兼ねなく注意して下さい」

「どんだけマニアックですのと言うか、終わり方が変でしたのよ!?」

「いや、たまに事故あるんですよ……。新婚さんが祝福の加護が残ってるのを忘れて〝まさかこれはないだろう〟って合体技をやったら祝福表示枠サインフレームとニワトリの鳴き声と神様の実況がついて〝よくぞそんなマイナーな神を産んだ合体技を！〟って御近所に知れ渡るとか。

　人類が思いつくのはまず網もう羅らされてますね」

「我が王とホライゾンのも、既に前人が至った道ですの？」

「……言われてみると、ファンファーレが鳴らなかったですね……」

　神道関連にアクセス出来るだろうか、と浅あさ間まが表示枠を展開する。見れば、各所が〝来らい賓ひん用〟で制限が掛かっていたが、〝本家IZUMO〟というものがあった。

　……あー、これ恐らく出雲いずも大たい社しやの中のアレですわね。

　業務は現世と繫つながっているのか、大体同じ事が出来るようだったので、浅間が出産の届け出から検索を掛け、〝御利用者の意見欄らん〟から申請しておく。

「サマーソルトセントーンからの合体を新技として届け出ました。──これで大丈夫です」

「何が大丈夫ですの？」

「……よく解らないけど大丈夫です」

　思わず半目を作ったが、少し、気になる部分もある。

「メンタルはどうですの？」

「え？　繫がってるという事についてですか？」

　まあそれもある。だが、

「いえ、メンタルも、やっぱり禊祓みそぎされてますの？」

「あ、それはそうでしょう」

　浅間が得とく心しんしたらしい。表示枠で体調関係のものを開き直し、トップ側から精神状態の方を確認する。

「身体からだが穢けがれゼロですから、精神の方もまっさらに綺き麗れいですよ」

　メンタル表示がピンク色に染まって神しん道とうアラートが音を立てて回りながら点滅していた。
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　浅あさ間まは柏かしわ手でを打つやり方で表示枠サインフレームを左右から砕いた。
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　流石さすがに足を止める。

　浅間は少し視線を落とし、白い地面を見ながら、ミトツダイラに両の掌てのひらを向け、

「あのですね」

「何ですの？」

「──ミトのも見ていいですか」

　沈黙があった。下を見る視界の中、ミトツダイラが右の踵かかとを捻ひねり、爪つま先さきを二度、三度程軽くタップして、

「ま、まあ、いいですわ。ええ」

「──ええと、有り難う御座います」

　言うのはそれでいいんだろうか。ともあれ前を見ると、ミトツダイラが半目の赤面をこちらに向けていた。少し気マズいが、了承の上だ。なので自分は、

「では」

「いいですわよ？」

　念押しも得たので、見てみる。

　ミトツダイラの権限は預かっているので、そちらからメンタルの方を確認してみた。

　すると画面に、〝二月後半辺り〟と大きく書かれた文字が回っていた。

「…………」

　息を吸う。その音にミトツダイラが瞬発加速で右の平手を向けてきた。空気を叩たたく音に、こちらは一つ頷うなずき、

「どうぞ」

「──何ですの、二月って」

「サカ……、あ、いえ、最も多いのは一月から三月の間でしたっけ」

「わ、私、野生の動物じゃありませんのよ!?」

　言ってる横で、文字が〝三月初旬辺り〟に切り替わった。

「…………」

　二人で沈黙する。ややあってから、ミトツダイラがこちらに平手を上にして、

「どうぞ」

「……ミトも、ミトのお母かあさんみたいになるんですか？　やっぱり」

「いきなり三つ四つ飛んだ話に行きましたわね!?」

「いやまあ、何かそういう流れで。ええ」

「というか時期でそうなるものじゃありませんわよ!?　うちの母を見て解わかりませんの？　いつだってそうですのよ？」

　言われたので横を見ると〝三月初旬辺り〟が回っている。

　二人でその回転を見据え、自分は言った。

「つまりミトの場合も、あれが〝三月末〟から変化しなくなる訳ですね」

「いや、流石さすがにそれは……、無いと……、信じたいですの……」

　まあまあ、とこちらは俯うつむき掛けているミトツダイラを制する。

　結論を言うならば、

「痛み分けと言う事で」

「いや、智とものピンクタイフーンはちょっと分けようがありませんのよ!?」

　いやまあ、とこちらは首を傾かしげる。

「そんな私、ガッついていない筈はずなんですが……」

「でも何か用意とかしてませんの？」

「私、来る前に泉の中で言ったじゃないですか、術式とか頼りたくないって」

　ほら、と言って見せた表示枠サインフレームの術式ストッカーに神しん道とうＲ元げん服ぷくシールの表示が為なされた術式が限界まで詰まっていた。

「智──！」

「いやコレ父とうさん！　父さんが仕込んだんですよ！」

「というか何ですのコレ！　全部浅あさ間ま神社製品じゃありませんの！」

「いやそう言われましても、うちは出産関係とか扱ってますから……」

　あ、と気付いた。

「半分！　半分どうですかミト！　多分、そういう事なんですよコレ！　父さんがミトの分も用意してくれたんですね！」

　へえ……、と静かに言う狼おおかみの前で、変な汗をかきつつ、自分はミトツダイラの術式ストッカーを表示枠で確認した。

　ミトツダイラの表示枠の術式ストッカーに神道Ｒ元服シールの表示が為された術式が限界まで詰まっていた。

「智──！」

「あれあれ何で私なんですか。コレどう見てもミトのですよね」

「こっちに来る際に表示枠など変換してましたけど、その際に突っ込みましたのね!?」

「いや私のストッカーがエログッズ……、じゃなくて浅間神社の個性豊かな製品で埋まっている通り、そっちに突っ込んでないですよ。突っ込んだら減りますから」

「じゃあこれは？」

「うちの父とうさんじゃないでしょうか」

　うーん……、とミトツダイラが首を傾かしげて腕を組む。

　そのまま数秒、自分が前を指差し、言葉を作る。

「ミト、考えるのは歩きながらでも出来るので」

「──Ｊｕｄジヤツジ．、そうですわね。何はともあれ我が王の処へ──」

　と前を見た時だ。そこに、壁があった。
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　匂においが無い、というのがミトツダイラの感想だった。

　建築物には、必ず、その建材か塗料などの匂いがつきものだ。だが、この幽かくり世よ、重力も光も風も温度も湿度もある一方で、匂いが無い。

　隣を行く浅あさ間まの匂いも薄い。自分の匂いも薄い。恐らくは、穢けがれとして計上されないものの匂いだけが持ち込めているのだろう。

　そして正面。不意に見えた横一直線の壁は、やはり匂いが無い。

　建材は、武蔵むさしならば硬化木材の匂いがするし、地上ならば土の匂いがする筈はずだ。塗料も漆しつ喰くいをベースとしたものが鼻に届いてこように、

　……無臭だと、違和感ありますのね。

　不思議な事に距離感が乱れる。

　これまでの武蔵上や地上での生活によって、建築物との距離を結ぶものとして、匂いというものが自分の中で刻まれていたのだろう。

　何処どこまで近づいて良いのか、という事を確かめながら、浅間より半歩程遅れて壁に近づく。すると、気付いた事があった。

「壁の向こう……、何ですの？　あれは……」

　目の前に、長城のように左右に続く城壁があり、その上には瓦かわらの屋根がある。

　だが、その奥だ。

　向こう。ずっと遠くと思える程に空気の青みがかった奥。そこにあるものが見えていた。

　壁だ。

　こちらにある壁とは違う。しかも一見は、壁ではなく別のものと錯覚する。

　……崖がけ？

　山ではない。断だん崖がいで、絶壁だ。岩肌は黒く、見ればそこかしこから水が噴出し、木々が宿るように生えている。

　高い。

　高く、果てがない。

　見上げて、首を、真上を仰ぐ程にして、上端が確認出来る。が、あれが上の端とは限らない。地平線と同じように、ただ果てが見えないだけかもしれないからだ。

　ただ、不思議な事があった。

　これだけ巨大な壁なのに、先程はそちらに青黒い空が見えていた筈はずだ。

　更にこの、何もかもを遮断するような存在があるというのに、風がない。

　壁面を下る風は、武蔵むさしでは大気干渉で消しているが、そういうシステムも無いようだ。

　ただただ、視界いっぱいの断だん崖がい絶壁が、白の壁の遙か向こうにある。

「智とも、これは──」

「黄泉よみの世界を、神しん道とう側入口から見た時の、認識です」

「……認識？」

「幽かくり世よは、各教きよう譜ふや、それ以外の信仰に存在しているからですよ」

　どういう事か。首を傾かしげるこちらより半歩前で、巫女みこが振り向き微笑する。

「──神かみ代よの時代、幾つもの世界が〝馴な染じむ〟事で融合した際、それぞれの世界で同質とされる〝界〟が融合されるにおいて、実際を統合しつつ、しかし認識を統一しない事で、融和の道を開いたんです」

「つまり、……教譜などによって、どう見えるかが違う？」

　はい、と浅あさ間まが頷うなずいた。

「幽世と神界は特に同質性が高い上で、しかし差異の大きい場所なので、アーキタイプとしての環境を作ってから、認識差と、教譜や世界ごとに法律を立て、内部を重奏化したんです。

　だから私達には神道の黄泉としての入口が見えていて、内部に入るとそのようになっていると思いますが、あの中では旧派カトリツクやムラサイの〝あの世〟もあって、情報的に重奏化している、という訳です」

　だから、

「多重のフォーマットが為なされた記憶媒体があって、入る時は〝教譜〟が自分の対応フォーマットへの鍵かぎとなる訳ですね」

「じゃあ、旧派と神道だと、行き来出来ませんの？」

「情報世界として、根本の〝型〟の分割密度は同じです。上のフォーマットが違うだけなので。だから行き来する人のフォーマットの置き換えを行うか、フォーマットの共通部分を利用して〝門〟で行き来するか……。この辺り、極東と重奏神州の関係が似ていると聞きました」

　成程、と己は頷いた。

　じゃあ、と眼前というには遠くに見える巨大な壁を示し、

「あれが元々見えなかったのは、私達の認識を、〝あの世〟がまだ捉とらえる距離になかったと、そういう事ですのね？」

「そうです。そして──」

　浅あさ間まが眉まゆを立て、頷うなずいた。

「──あの黄泉よみの手前、この白い壁を越えた処に、トーリ君がいます」

「その通りだ。思ったより早かったな。うちの巫女みこと、──狼おおかみ娘か？」

　いきなりの声がした。

　顔を下に、視線を黄泉の断だん崖がいから下げれば、白の壁には入口となる門があり、その手前に、一つの姿があった。それは、

「智とも……？」

　浅間に似た女性が、立っているのだ。







[image: 第五十四章『果ての知り合い』]
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　ミトツダイラの見る限り、その女性は浅あさ間まによく似ていた。

　極東制服とは違う。しかし似た構造の衣装。色は浅間の巫女みこ服よりもやや明るい赤を基礎として、白を重ねる。上白、下赤、という色分けが多いのは古式の浅間系の衣装だと、そんな事を聞いた憶おぼえがあるが、確かにそうだ。

　ただ、彼女が周囲に纏まとっている流体光の散り方が異常だ。

　流体の光を零こぼすというと、メアリがその量などで代表格だと思うが、これは違う。

　身や髪から散る流体の欠片かけらが、ストールや羽は衣ごろものように制御されているのだ。

　……これは──。

　時に舞い、時に纏い、時に流して散らす。

　桜のように落ちるかと思えば、すぐにそれは風を巻いて上着のように踊り、気付けば、

「おい」

　いきなり目の前に、彼女がいた。浅間に似ているが、しかし両の目の色が違う。その事に気付き、はっとして顔を上げると、自分が眠りに落ちていたかのような感覚を受けた。

　思わず回避挙動を取っていたのだろう。

「ミト!?」

　半歩の瞬発回避を行ったこちらの正面、浅間の横に、彼女がいた。

　そして気付く。

「智の、御お母かあ様さまですの？」

「いや違う」

　彼女が言う横で、浅間が一歩を空けて、手で示した。

「うちの主神のサクヤです」

「チィ──ス。仕事は鉄てつ火か場ばと修しゆ羅ら場ばの管理な？　憶えとくといいぞ？」

　第一印象は、上機嫌で雑な浅間、と言う印象だ。見た目が浅間に似ているから、随分とギャップがある。だが、

「……どういう事ですの、智とも。こちら、神様ですのよね？」

「いやまあ、以前から仕事関係で遣り取りはありましたし……」

　ああ、とサクヤが頷うなずいた。

「浅間神社の鏡とか術式表示枠サインフレームから、映像とか流れてきてるから、大体知ってんぞ。ミトツダイラだよな？　浅間神社に泊まりに来た時、脱衣所の鏡の前で自分の胸揉もんで楽しいか？」

「智──!?」

「え？　何で私が!?」

「監督責任ですのよ……！」

　これはマズいというかこれは危険なタイプだ。明らかに母と本質が同じで人権というものの存在を自他共に気にしない派。

　そしてこの手の連中は大概が〝強い〟のだ。

　……流石さすがは神様、というべきですの？

　ハ、とサクヤが歯を見せて笑った。腰に手を当てて笑う。

「毎日うちには莫大な出産や恋愛とかそういったものの奉納が来る。武力や収穫のように一時期的なものじゃなく毎日継続さ。しかも基本は言こと祝ほぎ。死産や流産も、子供の魂は私のとこに来てまた〝生きる〟道に送り出すから、やはり言祝ぎだ。

　人の営みに直結したうちは、ある意味、最強の神かん処どころなんだよ。弱い訳がねえ」

「あの、……旦だん那な様は？」

　ああ、とサクヤが一息ついた。

「最近、体力落ちたと思ったら浮気してやがってさ……。浮気は神かみ代よの時代からの文化って言い張るから、三十人分くらい〝おいおい文化してんのに身体からだは素直だな。文化の声が出てんぞ。これがホントの文化人だなオイ〟って奉納させてやったら体力ゲージが尽きてなあ、今ちょっとオオクニ系の施療院に放り込んでる」

　中身はうちの母じゃないだろうかコレ。でも旦那が貧弱ですの。

　ただ、こちらの視線に気付いたのか、サクヤが鼻で笑った。

「国くに津つ神かみは、神っつっても元は人だよ。秘ひ匿とく条件を代演にして力を得てるから、あんまし言えないし、力も大きく貸せないけどさ。ただ今回、話をしやすくするのに、コイツのカーチャンのイメージ借りてる」

　気さくではあるようだ。

　……とはいえ礼儀は必要ですわねー……。

　何だか、〝学校のＯＢ〟とかに会ったら、こんな感じだろうか、とは思う。

　しかしこれからどうするのか、疑問に思っていると、サクヤが浅あさ間まに振り向いた。

「こっちはこっちで用意してっから、巫女みこ、お前、向こう行って呼んでこい」

「え？　私が、……一人でですか？」

「当たり前だ」

　サクヤが言った。

「この向こうは黄泉よみの領域だ。この狼おおかみが精霊系として強力な存在であっても、手続きはちゃんとしねえといけねえ。ここは私の仕切りで、巫女のお前は私の代理人になれるんだ。

　そして私はあの馬鹿をこの壁の向こうにミスって送った。

　私のミスだが、私が呼び戻しに行ったら私のミス確定だ。

　代理人のお前が、気付いてちゃっちゃと回収した。そういう事じゃなきゃいけねえ」

「あの」

「何だ狼おおかみ」

「……ミスって、何ですの？」
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　浅あさ間ま神社の泉でも話題にあった事だ。

　その時は、王を生き返らせるための方策として仕込んだと、そのような話があった。

　……ですけど、サクヤのミス、とは？

　サクヤとの契約で、王は悲しみを得たら死ぬ事となっていた。術式は正しく発動し、当然のようにあるべき結果が得られたのを、自分は間近で見ている。

　だがあの時、術式が途中で不正処理による解除を為なされたのも確かだ。

「神様の術式を止める程のミスとは、……何ですの？」

「簡単な事だ。私のミスは一つだけ。──命を奪ってはならない相手から、それを行った」

　サクヤの言った意味が、一瞬、理解出来なかった。

　……は？

「我が王が……、そんな特別な人なんですの？」

　と問う視界の中、浅間がこちらというかサクヤに背を向け、視線を逸そらす。

　そして己は気付いた。これが〝仕込み〟なのだ、と。そして浅間が、幾つかの手段の中で選択したのが、

「契約の後で、……想定外の変化を我が王に与えましたのね？」

「そういう事だ。まあ、以前から相談受けていたけどな、こっちも国くに津つ神かみだ、天津神クラスの決めた人の生死、特に死については管理が厳しい。馬鹿な契約を結んだ馬鹿が悪い、とは思うが、それを覆くつがえそうとする馬鹿を嫌いにゃなれん」

　しかし、とサクヤが小さく笑った。

「〝仕込み〟に気付いた時、思わず笑っちまってな。無効だ、と言う事も出来たが、笑ったら負けなのは岩いわ戸との代から決まってる。そしてこの巫女みこ──」

　サクヤが半目で、浅間を親指で示した。何を言うかと思えば、

「私が一応相談に乗ってやってんのに、いざとなったら大事な相手を優先して私をハメようとしやがった。主神だぞ私。いい度胸だが、こういう手合いが一番怖い。浅間神社の巫女は私と同じで、思いを決めたら火付けくらい平気でやるからな、腹いせに神社を焼失されたりとなると、こりゃ笑って乗ってやった方が得だろう」

「智とも……」

　友人が、王の事を思って陰でいろいろやっていたのは悟っていたが、主神に言われる程思い詰めた事までやっていたとは。

　だが、

「──それが智ともの出来る事ですものね」

「おい友人、[image: ]しかれよ。私の立つ瀬がないだろうが」

　サクヤの言葉に浅あさ間まが笑った。振り向いて、一息を入れ、主神に頭を下げる。

「有り難う御座います」

「あー、聞かねえぞ、礼を聞いたら私もグルになるからな」

　いいか。

「お前らは私にミスを犯させ、しかしそれが成立する前に、慌ててあの馬鹿を連れ戻しに来た。つまりミスは発生しなかった。これが取引の基本だ。いいな？」

　そういう事だ。

　……智が何をしたかは、ここでは言えませんのね。

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずき、ふと気付く。

「返答、Ｊｕｄ．、でいいですの？」

「大事なのは誠意な？　誠意」

　表示枠サインフレームから浅間神社に御お布ふ施せしようとしたら、そうじゃねえよ、と[image: ]られた。
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　浅間としては、これから彼を呼びに行くというところだ。

　とはいえ少し、聞いておきたい事がある。

「トーリ君、……あの馬鹿、って言ってましたけど……」

「あれホントに馬鹿だろう」

　何が？　というか、見てくれからそうだと言われると申し訳なく思うが、主神が腕を組んで一息を入れた。

「何で、表示枠のストッカーにあんなにエロゲが入ってんの？」

「……多分、父が、暇ひま潰つぶしに気を利かせたんだと思いますが、……すみません」

「他にも、何？　私にいきなりタメ口とか」

「……ああ、もう、それは何と言うか、……すみません」

　それと──、と前置きに、吐息をつけて言葉が来た。

「黄泉よみの川を渡るなら止めてやらんと、って思ったが、そこ居座ってな。──浅間達が来るから待ってていいよな、って、何？　あの余裕」

「────」

　言葉を失った。

　悲しみを得る瞬間に確認は取っていたが、信じていてくれた。

　これでもう、自分にとっては何もかも充分だと、そんな感情が来る。もしも遣り取りのようなものがあるとしても、この信頼に対しては何もかも投げ渡していいと。

「智とも」

「──はい」

　ミトツダイラの言葉に頷うなずくと、サクヤが一回柏かしわ手でを打った。

　音に跳ねるようにして、自分の眼前に表示枠サインフレームが一つ生じる。画面に〝解錠〟とあるという事は、目の前の門を抜け、戻るためのものだ。そして、

「行って来い。そっちの狼おおかみは私に付いてこい。これから肝心の儀式っつーか、イザナギのオッサンが寄越してきたノルマを叶かなえる環境作りするから手伝え」

「て、手伝えますの？」

「部屋とかいろいろ構築すんだよ。私はお前らの生活まで追えてないからな。レイアウトとかの意見寄越せ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と応じてサクヤに身を向けたミトツダイラが、軽く左の手を上げる。

　自分も左の手を上げ、打って、快音を響かせる。

　サクヤが小さく笑うが、確かに自分もちょっと笑う。ミトツダイラも笑う。まるでこれから行う事が、一大プロジェクトか何かのようで。しかし、

　……少なくとも、私達にとっては大事ですからね。

　現うつし世よの方はどうだろうか。とりあえずモニタしている。時間密度の時差があるが、ホライゾンとは直結状態なので見る事が出来よう。


《交神相手：ホライゾン・アリアダスト》

《状態：酒飲んで爆睡中》



　……来る前と同じですかコレ……！

「ああ、さっきチョイと見てきたけど、よく寝てたな。あのくらい落ち着いてれば接続も切れねえから安全だろ」

　そういうものかと思いつつ、とりあえず門を潜くぐる事にする。
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　ナルゼは、小屋に戻ってきて一息をついていた。

　先程、通つう神しんの方で、浅あさ間まとミトツダイラが黄泉よみに入ったという情報があった。

「出来れば実況欲しいけど、無理かしらねえ……」

　もし総長とホライゾンの時のように実況が来たら、死ぬ程拝んで感謝する。謝礼は出さん。だけど本になったら五冊くらいあげてもいいわね……！

　ただ、と己は呟つぶやき、暖だん炉ろ上のコンロに仕掛けたポットから、湯をカップに注ぐ。カップ上に仕掛けられたドリッパーには挽ひいたコーヒー豆が積まれており、

　……M.H.R.R.神聖ローマ帝国に落ちて良かった事というと、これよねえ。

　湯を落とした際に、湯気が香りとなって鼻から耳にまで届く。

　ただ、これでも手間が掛かる。原稿が忙しい時には無理ね、と思いつつ、カップを手に鎧よろい戸どを落とした窓に肩を預けた。

　視線を向けるのは、小屋の中央だ。

　荒い室内だ。休憩所であるため、ベッドは無く、ソファを代用する。調理台と流しはあるが、水は外からの汲くみ入れ。着替えは吊つるし。そして部屋のレイアウトを最も支配しているのが、中央にある作業台だ。

　一畳程の、木材を加工するための大型テーブルは床にネジで固定され、中央には鋸のこぎりを通すための穴が開いている。表面は堅い木を載せて動かす事を幾多も重ねられて傷つき、何度か天てん板ばんを削った跡もある。

　入口が広い事や、照明術式の灯光が高い位置にある事も含め、ここは休憩所でありつつ、簡易な作業場でもあったのだろう。閑期にやってきて、乾燥がなった木材を切り出して家具や食器などを作り上げる。

　壁には棚が並んでいるが、恐らくそういったものを並べる場所だ。

「しかしまあ、……そういったものに比べると、物騒ね」

　今、作業台の上にあるのは、木材ではない。

　白の破片。自分としては最も大きいものを持ってきたつもりだが、作業台の上で高い光を浴びるのは、一メートル長しかないフレーム部分だった。

「──白嬢ヴアイスフローレン二型。さてコレ、集めるのは大変そうねえ……」





●






　どうしようかしら、と呟つぶやき、集めたところでどうにもならないのでは、と思う。

　大体、自分に白嬢が直せるとも思えない。

　では諦あきらめたいがために欲するのかと思えば、逆だ。

「何かやってないと、堪たまらないのよね」

　武蔵むさしは沈んだ。皆はうどん王国の横辺りを間借りしているが、しかし再起を考えている。そして総長はホライゾンがヤッチマッタアアで、浅あさ間まとミトツダイラが同人誌のネタになりに黄泉よみに行っている。

　自分はさてどうだ。黄泉組のネームを切るのは当然だ。これは呼吸。息をする他に、自分は何をすべきかと考え、

「そうね」

　ようやく理解した。

　火が点ともったのだ。自分の中で、何をどうしたらいいかというよりも、何かをしていいのかという抑制に対し、答えが出た。

　白嬢は、諦めではない。

　白嬢ヴアイスフローレンのパーツを集めてもどうにもならないが、決別出来る。

　これでは駄目なのだ。アルマダ海戦以後、ずっと自分達を支えてくれて、時には楽器ともなってハシャいだ機殻箒シヤーレベーゼンは、もう駄目だ。

　これが有り、だからこその次を求めなければならない。

　壊れ、失い、だからこその次だ。

　武蔵むさしもそうだ。

　総長もそうだ。

　私達もそうだ。

　火が消えない。

　この地域は山間部で、既に夜の冷え込みがある。暖だん炉ろの火は外出時に灰を掛けておくくらいで、消しはしない。

　その火と、白嬢を交互に眺め、コーヒーの匂においを身体からだに通してくるカップを口につけ、

「あ」

　ドリッパーを外していなかった。

　格好つけて馬鹿をやった。ネシンバラみたいだわ。でも集中しているという証拠。今夜はネームが振るう夜になるだろう。

「実況無いかしらねえ……」
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　……実況は発生しないようにしなければ……！

　来きたる時を想定して、浅あさ間まは表示枠サインフレームをチェックする。とりあえず自分の方をクローズドにすれば良い訳で、通つう神しんにおいて、こちらではミトツダイラ、現うつし世よ側で繫つながるのはホライゾンと喜き美みだけとする。この三人は魂の部分での連結が為なされているので、逆に接続を切ってしまうと危険だ。

「よし」

　と設定を終え、そして門の前に立ち、一息を吐く。

　澄んだ空気だ。右手側、ミトツダイラとサクヤの姿はもう見えない。恐らく別の認識となる空間を開き、そこに入ったのだろう。

　こっちも、無人の野に居続ける意味は無い。〝解錠〟の表示枠を門に掲げると、

　……あ。

　開いた。

　押すというよりも、引っ張られるような勢いで開いていく。

　もうちょっと厳かかと思えばそうではなく。戸惑いを隠すために門の内側に身を置く。すると、背後で門が閉まった。

「え？」

　振り向くと、一瞬だけ、門の閉じる動きが見えた。だがそれは、

「……今、左右からスライドしませんでした？」


《そんな事はないです》



「いやでも今、確かに左右からピシャリと」


《見間違いではないでしょうか。いえ見間違いですよ。ははは》



「バレると何か不都合あるんですか」


《威厳が大事なんです威厳が》



　そういうものらしい。誰だれが答えているんでしょうか、と思ったが、ここは幽かくり世よであり、神界だ。何処どこにでも神はいる。ただ、

「────」

　後ろに振り向くと、石の河原かわらがあり、川があった。

　幅の見通せない川だった。流れがなければ、湖に見えるだろうし、潮の匂においがあれば海に見えただろう。

　水面の向こうはずっと、青黒い遠くのままで、その上に黄泉よみの断だん崖がい絶壁が広がっている。

　……この水が、あの断崖の前を塞ふさいでる？

　そのため、だとすれば、流れは何処へと至っているのだろうか。

　以前、皆と黄泉の形について議論したが、何となく、答えが見えた気がした。

　もしも、向こうに見える黄泉の断崖が〝国〟として一周をぐるりと囲んでいるものならば、目の前の川は、川ではない。これは黄泉の島を浮かべる湖だ。流れがあるのは、

「やっぱり」

　見直すと、流れが止まっていた。

　三さん途ずの川、と思ったから、流れがあったのだ。正面を見ればこれはきっと広大な湖で、その上に黄泉の島が浮いている、というのが正解なのだろう。

「あ」

　と気付いたのは、かつて黄泉の形を談義した時の事だ。

　……イザナギが黄泉の入口を岩で封じたんですよね。

　あの時、入口が消えてしまったのでは、という疑問が出たが、しかし極東の死者が黄泉に至るには、幾つかの説がある。

　一つは、それが深い水の底にあるというもの。

　もう一つは、それが、狭く長い坂の上にあるというもの。

　目の前にある湖は、深い〝水〟だ。

　もしも、この底から、地下を通じて向こうの黄泉に入れるようになっていたら、どうだろうか。こちらから入って行った場合、地下から地上へは〝長い坂〟を通っていくだろう。

　そしてこっちに戻ろうとしても、この水は禊祓みそぎを存分に行うもので、あの壁の向こうの〝住人〟になったら、二度と潜る事は出来ない筈はずだ。

　戻る事が出来るとしたら、神かみ代よの時代に各世界が融合した事で輪りん廻ねの概念も含まれたため、そのシステムに乗って生まれ変わるか、神界の許可によるしかない。

「トーリ君」

　万が一、ちょっと試そう、などと言って、水に入っていないだろうか。

　悪い事ばかり考える癖がついている。そうは思うが、ホントにいろいろやらかす人だ。

　危険な事がなければいいと、そう思って辺りを見回すと、全裸がいた。
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「ええと」

　何故なぜ全裸。

　三さん途ずの川の前で服を脱げというのは仏ぶつ道どう。これは死者の人権を無視していないか、という事で仏道内で議論が行われたが、仏神の、

「脱ぐと気持ちいいんだよ！　解げ脱だつって言うだろ!?　あア!?」

　との事で反対意見は消失したと聞く。神様ちょっとアナーキー過ぎないでしょうかね、と思うが、まあそんなだから神やってられるのだろう。

「あの、トーリ君？」

　呼びかけると、彼がビクリと身体からだを震わせた。

　振り返られる。

　そして見えるのは、彼の向こうの表示枠サインフレームに映っているエロゲの画面で。近くにはティッシュの紙箱があり、その表面には〝エロエール・プレミアム〟というのがあるが、コレは明らかにサクヤ謹製な気が。つまり状況証拠から推理するに、

「────」

　一人繁殖、という言い方が一番上手うまいだろうか、と、そんな事を思いました。
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　お互いが沈黙して、五秒程してから自分は言った。

「一回、私、外出ましょうか。終わったら声掛けて貰もらえれば」

「待て！　話せば解わかるぜ！」

「たとえば」

　そうだなあ、と彼が顎あごに手を当てた。

「エロゲやっていたら感動のシーンで涙が零こぼれてティッシュが必要だったとかどうよ!?」

「どうよ、って言われてハイそうですね、って返すのはちょっと……」

「じゃあ、この世界に穢けがれの多い俺おれはすまなく思って禊祓みそぎ中だったんだよ！」

「じゃあ、って言われてハイそうですね、って返すのもちょっと……」

「だったらどうだと思うんだよう」

　下唇を突き出して言われて、そうですね、と考える。

　そして行動。何だか酷ひどい赤面を感じるが、座り込んだ彼の前に回って、表示枠サインフレームを手に取る。

　……やっぱり。

「このエロゲ、〝甘あま摑づかみ・欧州編〟って、ダブルヒロインが巫女みこと騎士のやつですよね」

　一回毒味をして渡したから憶おぼえてる。内容は、英国での一件があった後に作られたからだろうか、アーサー王伝説にちょっと被かぶっていて、

「重傷を負って瀕ひん死しの王様を、合体技を介した回復術で回復させようという……」

　つまり、話は通じてる。恐らくサクヤ経由だろう。

　視線を戻すと、彼が苦笑していた。

「まあ、何ていうか、……心の準備？」

「予習、って言ったら、本試験がもう来ました、って返すところです」

　でも、そういう準備をしているなら、こういう事だ。

「……その分だと、聞いてますね？　サクヤから。何をするのか」

　言う。これはサクヤのサービスなのだろうか、業務上の義務なのだろうか。ただ彼は、しばらく何事か考えていたようだったが、いきなり声を上げた。

「──あー！　何!?　何も聞いてない！　浅あさ間まの口から説明して欲しいな俺！　これから俺、どうなっちゃうのかなあ──！」

　黙って出て行こうとしたら足にしがみつかれて引き留められた。
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「あー、成程な。あの馬鹿の家に住み込み？　それで長屋状態？　へえ──」

　と、サクヤがテーブルの上に広げた表示枠サインフレームに間取りを竹ペンで描いていく。その光景と動きを、ミトツダイラはじっと見ていた。

　場所は、庭だ。あの長い白壁の向こうには神社に似た屋敷が有り、並ぶ内の一棟。壁を取り払った舞台じみた空間で、自分達は〝場〟を作る打ち合わせをしていた。

　これから作られる〝場〟が何のためにあるかを考えると赤面ものだが、だからこそ不備の無いようにはしたい。

　サクヤはこちらからまず自分達の住居の話を聞き、

「えーと、じゃあうちの中にコレ、本舗？　作ってやるよ。外の風景はとりあえず周辺までは何とかするけど、それ以上は適当な情報だから踏み出すなよ？　屋外合体する際は近所にしとけ？　いいな？　あ、でも、巫女とバッティングしたら駄目か？　どうする？　別にして多重存在化するか？」

「え、ええと、長い時間掛かりますのよね？　だとしたら会って状況報告や情報交換出来た方がいいと思いますの」

「じゃあ邂かい逅こう点設けといてやるよ。ここ、ドア一個増設しとくから、そこ通れば巫女みこ側のフロアに移動出来るからな？」

　あ、とサクヤがこちらに表示枠サインフレーム描き込み用の竹ペンを突き出して言った。

「あの馬鹿、分身させんだろ？　合体の休憩時間に、気分変えるのに巫女の方と入れ替わろうとしたり、するかもしんねえから、そん時ゃ蹴けり飛ばしてでも戻せよ？」

「ま、まあそういう失礼なのは──」

「いやそういう事じゃねーよ。一界でやってんなら合体の〝幅〟だが、界を分けてると、戻して一人にした時、記憶が乱れるんだよ。場合によってはお前の方と巫女の方で各種設定変えたり、時間圧縮も変動させる訳だから」

「そこまでしますの？」

「おいおい娼しよう館かんやラブホじゃねえんだぞ。専門神が軒のき貸かしてんだ。隠れてやる事にしたって中途半端させねえさ。それに──」

　サクヤが小さく笑った。何となく解わかったが、これは彼女の癖くせだ。きっと、感情が動いた時、自分のそれに気付いて可笑おかしく思うのだろう。

　神が言う。作業を進行させながら、気分任せに、

「私達、他の教きよう譜ふの神とかとも繫つながりあって、結構頻繁に行き来してな。それで人の世界の流行とか情報得たり、トラブル解決にも奔ほん走そうするんだよ。お前らのいう聖せい譜ふ越境隊？　あんなの日常茶さ飯はん事じでな。特に一神教の連中は、自分の苦手があったり手が足りなくなると私達をヘルプで呼んでるくせに神奏者には〝我を崇あがめよ……〟だろう、今度天から蹴り落としてやる」

「何か最近、ありましたの？」

「欧州でペスト流行はやったろ？　あれで死者の台帳作るのに唯一神が忙殺されやがって、これだから一神教は。産む方疎おろそかにしたら尚なお更さら人口減るっつーの。だからイザナギのオッサンが〝あの、ちょっと帳ちよう尻じり合わせに行ってくんない？〟って言うから国くに津つ神かみが御出陣だよ。そしたら向こうの多神教や精霊共は下火で駄目な！　流体エコー診断で産まれるのが聖者かどうかも区別つかねえレベルに弱体化してやんの。やっぱ多神教は新大陸だな今は！

　で、話戻すけど、欧州に神が降りると一神教が矛む盾じゆんすっから、私、聖母のコスして各地回ってな。サルタ系三さん柱はしら連れて回るとウケがいいんだコレが！　勝手に羊飼いにされたから〝余分な羊は間引きましょう〟って食ったらラム肉超うめえ。塩で炙あぶったのが清酒に合うな！

　だから肉食って酒をセルフ奉納しながら各地で難産あったら聖母コスで跳び込んでスッポンスッポン安産にしてやったが、唯一神の野郎が〝じゃあ御お土産みやげに流行の免めん罪ざい符ふをあげよう〟って抜かすからワインの一いつ升しよう瓶びん突っ込んで〝ほらほら神の水だぞ？　ええんか？　ええんか？〟ってやったら帰るなりツクヨミにスゲー[image: ]しかられてさ。でも〝御酒をお尻しりから飲ませて変な趣味に目覚めたらどうするんですか！〟って、それはそれで何か間違いじゃねえ？　帰ってきたら旦だん那なは文化だしよ。どう思うこの扱い？」

「──うちの母とか、そちら的にはどうですの？」

　それだ！　と手を打って指差された。そのまま肩を叩たたかれ、

「お前のカーチャン、合体回数記録のタイトルホルダーだからな。お前も、な？」

「な？　って何ですの一体……！」

　まあまあ、と言われ、ふと己は気付いた。随分、自分達の距離が縮んでいる、と。サクヤが浅間の母のルックスを借りているせいもあるだろう。だが、

「どうしてですの？　どうして、そんな、親身になって下さいますの」

　おいおい、とサクヤが言った。

「さっき言ったろ。ろくな仕事がここんとこ来てねえんだ。私としては、自分のところにやって来た重要案件は──」

「噓うそですの」

　そうだ。噓だ。何故なぜなら彼女が小さく笑っていない。つい先程気付いた事だが、確証はある。その言い訳は、サクヤ自身が信じていない、と。

「お前──」

　と、サクヤが言葉を重ね掛け、しかしやめた。彼女は一息を吐き、

「私な？　姉あね貴きがいたんだ」

「いた？」

　まあ突っ込むな、とサクヤが言う。
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　言ってもいいだろ、と思って、サクヤは口を開いた。

「イワナガって言ってな。知ってっか？」

「え、ええ。……確か、貴女あなたの夫の、ニニギに対し、初め、貴女と共に嫁ぐ筈はずだったんですのよね？　──極東で一夫多妻が認められるのは、こういう神事があったからだと」

「あんな長屋住まいをしてるからには、巫女みこと一緒に調べたか」

「智ともから聞きましたの」

　巫女優秀。しかし姉妹で嫁がせようとは、親父おやじも面倒な事をしたものだ。

「だけど、姉貴はルックス悪くてな。──ニニギは姉貴を家に帰らせ、私だけを嫁にした。

　しかし姉貴が預かる権能は〝寿命〟だった。ニニギと私達の間に産まれるのが現うつし世よの人々だから、以後、人々の命は短くなり、それを知った親父が人類の設定に取り返しの付かないミスをしたと、旦那をえらく[image: ]った。──とまあ、そうなる訳だ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と狼おおかみが頷うなずいた。ここまでの故事は理解の上と、そういう事だ。だが、

「そうじゃねえ」

「は？」

「そうじゃねえんだ。よく考えてみろ」

　何がですの？　と問われるので、ペンを掲げて言ってやる。

「まだ未熟な世界で、人類の長寿化がいきなり起きたらどうなる？」

「それは──」

　そこまで言って、狼は気付いたらしい。眉まゆを上げ、目を見開き、

「……人類の高齢化に労働力の確保が追いつきませんのね？」

「そうだ。姉あね貴きの権能は〝不老〟じゃねえ。〝長寿〟だ。しかし労働力がものを言う未熟な世界で、本来なら食糧不足や病気によって死んでいき、それによってバランス取ってた青い集団が、姉貴のパワーで長生きするようになったらどうなる？　──働けない年寄りが集団化するんだぜ？」

　そうなった場合、食糧不足は増し、人々の移動にも影響は出る。

「姉貴の権能は、人類全体や世界に含めるべきじゃない。神社構えて、挨あい拶さつにきた奴やつらに挨拶分だけちょっとやりゃ充分なんだ。逆に私の権能は人類に必要だからしょうがねえ。

　だから──」

「だからイワナガを遠ざけましたの？」

　ジャーッジ、と己は口くちの端はから言葉を落とす。これは一種の罪だろう。そう思うからだ。

「私達は安直な親父おやじ殴り倒してソウカツ……、ああそうだよ私がやったんだ。そんな顔すんな。ちょっと噓うそ言っただけだ。

　で、私達はこう決めた。人類に対して公平であるべきなので、今後、姉貴は誰だれに嫁ぐでもなく、神社などでその権能を来てくれた人々に分けていくにとどめよう、と。

　だけど姉貴の権能は、この一件で表に知れ渡った。姉貴のそれを欲しがって、各地の神が動く筈はずだ。人類の定命が決まったあと、長寿の神を嫁にすれば、自分のところを信じる人々のみを長命にする事が出来るからな。

　だから私達はこういう風に手を打った。──イワナガのルックスは、ひどいものだと。もしも彼女を妻にすれば、お前を信奉する人々は、そのように産まれるだろう、と」

「それで……、どうなりましたの？」

「どうもこうもねえよ。その噂うわさが広まった御陰で、姉貴は逆に見た目でバレなくなってな。ただ、鏡とか映ると素性がバレる可能性あったから、近くにあると捨ててたけどさ。

　それで私を恨んで喧けん嘩かした事にして、家を出て、──帰って来ないんだ」

　言う。

「姉貴はおとなしい女でな。恋とかした事がねえ。だからあの時が、その最初で最後の機会かと思ってたんだけど、そういう事になっちまってな」

　思いは走ると、そう思う。

「──お前ら、想う人を長生きさせてえってんなら、それで私の〝産む〟方法を使えるってんなら、ちょっと私事で手伝ってやるよ。これはそういう事だ。──Ｊｕｄジヤツジ．、そうだ。審判とはよく言ったもんだ。そういう事さ。そういう事なんだよ」
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　ミトツダイラが息を詰めた瞬間。サクヤの顔横に表示枠サインフレームが展開した。

　横目でちらりと見た彼女は、

「何だ。地脈のマテリア──、今のは聞かなかった、いいな？　──ようやく、あの馬鹿を黄泉よみ帰らせる御講義か」

　先程言っていた〝仕込み〟だろう。これからそれを浅あさ間まが、王に説く。

「ちょっとした無む茶ちや苦く茶ちやだ。だが私達は歓迎する。──これは〝産み〟であり、言こと祝ほぎだ。

　さあ、どうなるか」
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「──で、俺、ここからも出られないんだけど、どーすんの？　あの門、閉じっぱなしでさ」

　そうですね、と相づちを打ちながら、表示枠を位相空間の入口として使い、中から赤の敷物を確保。河原かわらに広げ、二人で座る。

　彼と黄泉の畔ほとりで向き合って正座して、というのをどういうシチュエーションかと思いながら、そろそろ本題だ。

「トーリ君は、その進行を止めてますが、今、死者が黄泉にいたる流れの上にいます。で、コレ、流れ作業みたいなものなので、後戻り出来ないんですね、基本的に」

「じゃあ、俺、向こう行ってたらヤバかった？」

「そうしてなくて良かったです」

　これは本当にそう思う。折角、生き返らせる事が出来るのに、自分から死ぬ方に行かれてはお手上げだ。だがマニュアルを作っておく時間も無かったし、そもそもこの幽かくり世よ自体がどうなっているか解わからない。

「三さん途ずの川は渡ったら駄目だと思ってたからなー」

「いやコレ、三途の川じゃないんですが、結果的に良かったからいいです……」

「でもこの河原から、向こう、門の外に出られないんだけど？　浅間が入って来た時の術式使って、浅間についていけば出られる？」

「無理です」

「ＭＵＲＩ」

　はい、と自分は頷うなずく。

「ここは認識が重要な場所で、トーリ君は現状〝死者〟です。そしてあの白い壁が、死者と生者を分ける境界の一つ目なんですね」

「オメエはここいて大丈夫なの？」

「巫女みこですから」

　神の代理人だ。一応、教えられている通りなら、黄泉よみの入口までは行ける。そこから先は黄泉の権限が必要になり、神様同伴でなければならない筈はずだが、

「ここくらいなら、まあ私も初ですけど、来られましたね。戻るのも、私は可能です」

「じゃあ、俺おれをここから出すには、どうやんの？」

　そうですね、と自分は表示枠サインフレームを一つ出す。

「前提を壊すんです。トーリ君は大おお椿つばき系の術式として流体供給術式を作りましたが、認可は浅あさ間ま神社でサクヤが最高管理者です。でもこれは、トーリ君がトーリ君であった場合です」

「……俺が俺であった場合？」

　んー？　と彼が腕を組み、全身を傾かしげる。

「誰だれかと入れ替わったりする訳？」

　あ、と彼が声を上げて寄ってきた。え？　と息を詰めるより早く、両の肩を摑つかまれ、

「オメエが俺と立場替わって代わりに死ぬとか、そういう事じゃねえよな？」
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　トーリは、浅間が目を見開いたのを見た。そして彼女が唇を嚙かみ、俯うつむいて、

「ぷ」

　肩を震わせて笑い出した。おお巨乳が揺れるけど、何か俺面白い事言いました、か……。

　だがすぐに浅間が顔を上げた。こちらに対し、涙を浮かべた目を向けて、

「そんな事しませんよ。それやったら、トーリ君が哀かなしみますよね。だから、トーリ君がこの術式を使用してから、一度もそれは候補に挙げた事ないです」

「マジか──」

　良かった。というか俺、浅間に対して考え過ぎか。

　だが吐息をする。というか、面倒を掛けているのが解わかる一方で、浅間の対処も時に手段を選ばないような処があると解ってもいる。

　しかし良かった。我が事ながら、一線は引かれていて、その理由にまた自分がいる辺り、持ちつ持たれつだと今更ながらに実感した。ただ、

「俺、浅間がいて良かったわ。……プライベートでミスった時、引き上げてくれっから」

　これは本当にそうだ。そして今回もそうだ。

「──死んでも生き返らせてくれるとか、そこまで出来るってのはスゲエよな」

「いや、これはミトやホライゾンや喜き美みがいるからで……」

「今はオメエの事話してんのね？」

「ど、どうも……」

　だけど、と、浅あさ間まが言った。やや眉まゆを下げて、

「私、そんな、出来ないですよ？」

「何が？」

「だって私、……トーリ君が肝心な時、何も出来ず、喜美に任せましたから」

　それは、

「十年前、トーリ君が三み河かわから戻ってきた時、私、怖くて、……いつか全て前のように戻るだろうって、トーリ君のところ訪ねる事も出来なくて、だからあの時、泣いている喜美とトーリ君が、うちの実家に来た時、思ったんです」

　言われる。

「私はとんでもない失敗をしていたんだ、って」
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　……うわあ───────────────────────────────────！

　フフ、何この面倒臭い子！　と喜美の幻聴が聞こえてくるくらい、浅間としては自分の面倒臭さにひれ伏した。

　……し、死ぬ……！　死ぬ勢いの面倒臭さ！

　まさかこんなところで、合体予定待ちだというのに、これは無いだろう。だってこんな十年前の事など、言われたところでそもそも彼だってどうしようもない。

　こんな事、自分の中で消化して、本舗で夕食頂いてゲームでもしてる中で笑い話にして宙に放り出すような事だ。

　だけど出来ない。そう思ってしまう面倒臭さに、ほとほと、参ってしまう。

　しかし十年前、彼は死にかけ、そして十年後の今、彼はまた死にかけている。

　あの時は喜美だ。

　今は自分が主体で、皆だ。

　これは己の成長と言えるだろうが、

「変わらないんですよね」

　幾ら自分が成長して、出来る事が増え、力がついたとしても、変わらない。

「十年前の事を、無かった事に出来ないんです」

　過去の確定をどうとも出来ない。ただ救いがあるとすれば、

「あれがあったから、今、トーリ君を救えてると、それは確かな事なんですけどね」

　でもこれは、過去に対する辻つじ褄つまな気がする。そして、

「じゃあ、俺おれは昔の浅あさ間まに感謝だな。今の浅間をこうしてくれたんだから」

「そうですね。でも、私は……」

　彼の言葉に嬉うれしく思いながら、でも、自分は自分に噓うそを吐つかず、言葉を作った。

「あの時だって何か出来ていたらって、……今でも思うんです。あの時、喜き美みに任せず、何か出来ていたら、──今だって、もっと上手うまく何か出来ているんじゃないかって」
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　参った。俯うつむいてしまう。

　こんな大事な時間で、二人で話をしているのに、過去と、どうしようもない今の事を、救うべき相手に愚痴としてぶつけている。それも、自分の事ばかりだ。彼の事を理由として、自分の事を話していると、そう思う。

　これは汚い。良くない事だ。禊祓みそぎしたい。だけどここは穢けがれゼロの空間で、そんな中でこんな事を言ってる自分が嫌になる。

　涙が出る。流れるのではなく、落ちる。下を向いてて良かったと思う。

　大丈夫。すぐ回復。泣いたらスッキリする。だからすぐにこの気分を捨てて、本来やるべき事に戻らないと。

　……早く……！

　と、そう内心で己を急せかした時だ。

「あのさ、浅間」

　彼が言った。

「俺が三み河かわに戻れたのって、多分、あれ、浅間の御陰じゃねえかな、ってそう思う事があるんだけどさ。──どうだろう、憶おぼえてっかなー……？　事実じゃねえかもしれねえし」

「は？　……な、何がです？」

　言われている意味が解わからず、顔を上げる。見えるのは白と青の世界。それをバックに、彼がこっちの両肩に置いた手をどうしたものか迷いながら、あー、と前置き付きで、言う。

「俺が三河で治療受けてる時、オメエ、うちにいなかった？」
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　トーリは、当時を思い出す。

　片腕を、肩からではなく、もっと深い位置から切断。それも鋭利な刃物ではなく、馬車に撥はねられての事だ。力任せに千切られた、という状況に近かったらしく、正直、三河にいた時の記憶はない。

「三河から武蔵むさしに戻された時に目が覚めたようなもんでさ。だから、事故の瞬間から、ホライゾンがいねえ武蔵、ってのに放り込まれて、思い切りキちまったんだけど、その前、な？」

　多分あれは、治療中に見ていた夢だったのだろう。

「俺おれさ、夜中に、本舗にいたんだわ」
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　浅あさ間まは、当時を思い出す。

　あれは、喜き美みが一人で寝るのを怖がったせいで、自分の父も不用心を同意したから、それで泊まり込みが何日もあったのだ。

　そしてある夜、起きた時、人の気配のようなものが店舗側にあった。

「俺、何でこっちに帰ってんのかなー、と思って、店舗の中をうろうろしてたんだ。腹減ってるだろうな俺、って、何か変に冷静になって、真っ暗な店舗でさ」

　そうしたら、

「奥から誰だれかやってきて、姉ねえちゃんか！　って思ったら、浅間なんだよ」

　おかしいよな、と彼が言った。

「浅間がうちの子の訳ねえし、だからコレ、夢だと今でも思ってんだけど」

「き、喜美に聞きました？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と彼が頷うなずいた。

「そしたら姉ちゃん〝浅間に聞いてみたら？〟って笑って言うから。でもいくら何でもオメエに、うちの子になってました？　とか聞けねえだろう……」

　そして彼が、首を傾かしげながら言った。

「──で、その時さ。浅間が俺の方を見て、こう言ったんだ。──トーリ君って呼んでさ」

　憶おぼえてる。怖くて、身がすくんだけど、自分はあの時、不用心を避けるために泊まり込んでいたのだ。だからあの時言ったのは、その気配に対して、

「いるなら、ちゃんと戻ってきて……、トーリ君、って」

「ああ、そう。それ、それで俺、〝あれ？　浅間が俺だって解わからないって事は、俺、おかしいんだ。いつもの俺じゃねえんだ〟って思ったら、一気に意識飛んでさ。──気がついたら武蔵むさしに戻されてたんだけど」

　彼が、ああ、という顔をした。

「あの時、浅間が俺に声掛けてなかったら、俺、うろうろして、ここに来て、ヘタすると興味本位で川渡ってたんじゃねえかな」

「そんな……」

「あれ、本当だったんだなあ」

　はは、と笑い声が聞こえた。

「有り難うな、浅間。俺をまた救ってくれて」

　その言葉に、自分は腰を上げた。肩を摑つかむ彼の力より強く、前に出て、その腕を伝って胸に飛び込み、抱きしめて、頰ほおを寄せ、

「────」

　唇を重ねると、新しい涙がこぼれ落ちた。
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　ああ、と浅あさ間まは思った。彼を抱きしめて、力を返されて、こう思った。

　十年前、あの時、こう出来なかったのだ、と。

　御ご免めんなさい、と言うばかりで、しかし戻ってきた彼の事が怖くて出来ず、

　……でも、今は──。

　出来ている。怖くもない。どうすべきか解わかっていて、それをするのを躊躇ためらわない。ならば、

「……ん」

　舌を口の中で結び合って、息を交換し、飲むように欲してから、離れた。は、と息を吸って、彼の唇が濡ぬれているのを見て違和を得なかった。

　気付くと、彼を半ば押し倒したような構図だ。だが共に首を下に振り、身を起こし、

「──トーリ君」

　座って向き合って、言う。これからどうするのかを、だ。それは、

「トーリ君を、これから、神様にします」







[image: 第五十五章『神の場の人の馬鹿』]
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　アデーレは、正まさ純ずみが言った言葉を、復唱していた。

「総長を、……神にするんですか？」

　祭状態の境けい内だいの中だ。人の会話は入り乱れ、喜き美みの術式で音楽が上から雨のように降ってきて身体からだに響いている。そんな中で副会長が、アイスミント抹まつ茶ちやの竹ボトルを口に傾けながら、

「Ｊｕｄジヤツジ．、これならば、サクヤの決定を覆せる」

「どういう事です？」

　総長の死は、どことなく責任を感じている。それが救われる明確な方法があるならば、興味本位という以上に聞いておきたい。

　そして副会長が口を開いた。正面の階段を上がってくる副長に手を上げ、

「葵あおいが神になるならば、サクヤは、神に列席する存在をその術式で殺あやめてしまった事になるんだ。だが術式を止めれば、それはそれでサクヤの契約業務に対しての信用問題となる。

　そうなると、サクヤはダブルバインドだ。だからサクヤを誰かがフォローしなければならない。そしてサクヤに有利にするためには、術式は発動して、しかし神となる存在を死から救う必要がある。それもサクヤ本人以外が、仕込んだ事として、だ。

　──浅間はきっと、それを〝仕込んだ〟んだ」

「で、でも……！」

　己は疑問に、一歩を前に出ていた。

「総長が、どうやって神になるんですか……!?」

「歴史再現だ」

　副会長が、口くちの端はを上げた。やって来た副長に右手を挙げると、副長が食っていた焼き鳥をその手に重ねた。副会長が、多分〝違った〟のだろう、しかし苦笑して、頷うなずいた。

「安心しろバルフェット。──間に合ったんだ。ホライゾンと葵が間に合わせ、浅間が〝仕込んだ〟。そういう事だな、これは」
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　トーリは、浅間の言った事をちょっと理解出来なかった。

　……神様？

　誰が？　俺おれが。いやＭＵＲＩだろう。一応、通神帯ネツトでは攻略サイトで銀髪と巫女みこと騎士ジャンルのゴッドと呼ばれているが、そんな神となるのもアレだ。かなりいい。というか、

「神格化、って事？」

　種族というか、人間としての進化の一つだ。神かみ代よの時代、多くの人にこれが生じて、今の神に連なっていると言うが、

「あ、いや、そこまでじゃないです。それこそ今日きよう何度も言ってる〝認識〟です」

　よく解わからないけど、専門の浅あさ間まが言うなら大丈夫なんだろう。でも一応聞いておく。

「痛い？」

「いえ全く。書類上の変更に近いですから」

「……そんなんでいいの？」

「ええ、もう、大半は現うつし世よの方で済んでます。ぶっちゃけ、既にトーリ君は神様ですよ？」

　……は？

「あの……、攻略サイトの事です、か……」

「それは良く知りませんけど、……トーリ君、ホライゾンから襲しゆう名めい権を貰もらってますよね」

　言われて己は考えた。確かに、襲名を受けたと言えば受けた。その名前は、

「あの極ごく道どう親父おやじの襲名？」

「ええ、そうです。それ」

「……あれが神なの？」

　確かに三み河かわと一緒に吹っ飛んだ辺り、一種の〝神〟な気もするが、どうだろう。

　だが、対する浅間が、うーん、と考え込む。

「あのですね。松まつ平だいら・元もと信のぶの歴史再現って、知ってます？」

「極東全土を治める偉いオッサンで、途中でウンコ漏らした」

　うーん、と浅間がまた考え込む。そして彼女は再度、

「あのですね？」

「ああ、うん、何？」

　顔を上げ、こちらに視線を合わせてから、浅間が言う。

「松平・元信は、死後、奉られて、神となるんです。名は〝東とう照しよう大だい権ごん現げん〟。関東、日につ光こうにある神社、東とう照しよう宮ぐうにて奉られるんです、トーリ君は」

　つまり、

「サクヤとの契約を結んだ時、その予定はありませんでしたが、トーリ君が松平・元信の襲名権を得た時、状況が変わりました。サクヤは人の命を預かる神ですが、トーリ君は神格化する存在で、それを人の尺度で測る事は出来ません。

　だからトーリ君が哀かなしんだ際、術式はトーリ君の認識が変化している事を危険と判断し、途中でストップ、ここで会える事となった、という訳です」
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　浅間は、説明して、一息を入れた。

　……これは、ここじゃないと言えない事ですね。

　サクヤの不注意であるが、それとは別で、〝神が一人増える〟という、神界どころか、全ての教きよう譜ふにとっての大事件となる事なのだ。

「新興の教譜でもない限り、人から新しい神が追加されるなんて、滅多にない事です。極東だと菅すが原わらの・道みち真ざねや平たいらの・将まさ門かどなどありますけど、彼らは祟たたり神の部分もありますし、羽は柴しばも大だい明みよう神じんの神格化を受けますが、最終的には松まつ平だいら側に負けて弱体化してしまいます。

　──松平・元もと信のぶ程大規模に、しかも穢けがれとなる傷無く神格化するのは希まれなんですね」

　そんな事を巫女みこが迂う闊かつに口にすれば、言葉は精霊や神に拾われ、一気に広まる。

　神界にだって政治は有り、そして現うつし世よ側でも同様だ。もしもバレれば、共犯者であるサクヤに咎とがめが入るかもしれないし、現実の側でも彼が神格化すると知れば、政治的な駆け引きや、ヘタをすれば羽柴勢がまた押さえ込みに来るだろう。

　沈黙は価値だ。ゆえにここで初めて言葉として、彼の反応を待つ。すると、

「ええと、よく解わかんねえけど、一つ、いい？」

「はい、何でしょう」

　えーと、と今度は彼の方が思案した。言葉を選ぶというか、自分の中で問題を整理しているのだろう。腕を組んで、二、三回首を傾かしげ、そして一度手を打って、

「一つ、御願いがあるんだけど」

「……何です？」

　ああ、と彼が言った。

「そうなったら、浅間、俺おれの巫女として専属でついてくれね？」
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　……うわ。

　言おうとしていた事だ。

　神格化したとしても、その能力などを活いかすには訓練が必要で、しかし今の彼にはそんな余裕はない。サポート役が必要だ。それも専門として彼に仕えるサポート役が、だ。

　何故なぜなら、神の力は縁という関係によって下げ渡される。神を第一とする巫女がいれば、神は巫女を通して己の権能を全て使用出来るが、巫女がそうではなかった場合、つまり結婚していたりすると、神を第一としていないため、権能の下げ渡しは弱くなる。

　だから誰かが彼に、身を捧ささげるつもりで専属する事となる。しかし、

「私で、……いいの？」

「いや、実際、浅間を俺の専属にすると、浅間神社どうなっちゃうの、とか、浅間神社の協力を得てる武蔵むさし……、って武蔵ねえんだ！　ラッキー！　じゃねえ！　ラッキー駄目っ、めっ。地上武蔵があるじゃねえか。アレどうなんだ、っての、あるけどさ」

　でも、

「俺、浅間しか担当して貰もらった巫女いねえから、浅間が第一希望だわ」

「ほ、ほう……」

　何か凄すごい信頼感というか、当然のように言われ、少しこっちが緊張する。だけど、

「大丈夫です。既に父とうさんとそこらへん、打ち合わせしてきましたから」

「どーすんの？」

「浅あさ間ま神社は武蔵むさしのシステムの一つとなってますから、外せません。だからこっちは、父さんに当分頑張って貰もらいます。トーリ君に変な術式渡してる余裕があるんだから、多分、一人でも大丈夫だと思います」

　それで、

「本舗の近所に、浅間神社程じゃないですけど、東とう照しよう宮ぐう該当の神社を建て、私がそこの代表になります。一応、浅間神社提供と言う事にしておけば、私も完全じゃないですけど浅間神社の業務を行えるのでフォロー利きますから」

「浅間はそれでいいの？」

　問われると、自然と笑みが生まれるのを自覚した。

「私はトーリ君の処へ来たんですから。こういうのも覚悟の上です。武蔵側が迷惑しても、私はトーリ君を一番にしますから」

　そっか、と彼が言い、こちらと同じように笑った。

「浅間と一緒に武蔵に迷惑掛けるのって、初めてじゃねえかな」

「いや、トーリ君や喜き美み達と一緒に遊んで、周りに迷惑を掛けて、皆で母かあさんに[image: ]しかられた事もありましたよ？」

　ここで、今更ながらに、全部戻る事になるのか。それは、

「大人おとなぶったり強がったり、変な気遣いしたり隠したり、……無しですね」

　そういう事だ。だからというように、彼が先程から展開していた表示枠サインフレームに手を伸ばした。それは、サクヤの術式の介入によって再確認が発生していた項目で、

「──松まつ平だいら・元もと信のぶの襲しゆう名めいと、後の神格化を是とするか、ってか」

　彼が〝是〟を押した。こちらの手元に確認の承認が来るのでそのようにする。すると、

「あ」

　閉じていた門が開いた。振り向くと、その動きは確かに、

「……横、スライドしましたよね？」


《見間違いではありませんか》
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「──正まさ純ずみ君！」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　解わかってます!!」

　浅間の父の声に、正純は反応した。

　……急ぎだな！

　緊急に、すべき事がある。これは政治的な判断だが、

・副会長：『大おお久く保ぼ！　地上武蔵むさしの情報をシャットダウンしろ！』

・長安定：『──理由は後でキツく聞くで!?』

　直後、自分が展開している表示枠サインフレームと、周囲で開かれていた無数の表示枠の内、幾つかが《接続不能》の青い画面表示に切り替わった。同時に、

「お」

　周囲がいきなり寒気を帯びた。

　浅あさ間ま神社には篝かがり火びが有るが、地上武蔵側の横町や縦町の全てが、灯光術式はおろか家庭用の出力に至るまで、全てオフとされたのだ。

　停止する。

　お？　と皆が動きを止めるが、浅間神社の境けい内だいにいる者達は、これが葵あおい姉あねの舞台の演出か何かと思っているようだ。だが、生徒会や総長連合の通つう神しんサービスは未いまだに青画面のままで、

・奥多摩：『正まさ純ずみ様、〝全艦〟間の出力経路停止。各艦の保守状態に切り替わります。住民の皆様への御説明をお願い致します。──以上』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と己は返答を送っておく。そして浅間神社への階段を上がってきた広報委員に振り向き、右の手を上げる。

　周囲、光が戻ってきた。浅間神社の周囲は、神社が持つ出力系の余剰解放から。各階層街は自分達のブロックが持つ出力系から。最低限の光を街に供給し始める。

　その中で、己は、正面に展開した広報の撮影用表示枠に向かって言葉を作った。

「あー、皆、武蔵アリアダスト教きよう導どう院いん生徒会だ」

　何か久しぶりだな、と思いつつ言う。

「──ちょっと祭でハシャいで出力落とした。赦ゆるせとは言わん。言わんけど赦せ」





●






・金マル：『通神切って夜警に出ようとしたら何かトンチキ始まった？』

・不退転：『そろそろトンチキ語録が出来そうね……』

・傷有り：『いえ、いつもの正純様だと思いますよ？』

・副会長：『何気にメアリが一番キツいな!!』
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　平ひら野のは、K.P.A.Italiaの西側、呉くれの港にいた。

　湾内。着水した航空戦艦の屋上だった。

　糟かす屋やから四し国こくの騒ぎを通神で聞き、視界に入れられるところからそれを見ていたのだ。

　呉くれは、大和やまとによって割られた安あ芸きが湾の半ばから外に掛けて落ちているため、四し国こくを完全に見渡せる訳ではない。

　こちらには、やはりK.P.A.Italia東側から確認している脇わき坂さかからの画像が届いてくる。自分の方からも見える画像を合わせ、ミキシングと補正で夜間透過処理を行っているが、

・ＡｎＧ：『何やってんの？　いきなり出力オチというか、出停？』

・つるぎ：『いえ、保守出力に切り替わっているみたいですね。何でしょう？　事故か、出力の過剰需要があって、落ちたんでしょうか？』

　何があったのか。母がいるならば、出力経路の管理などは万全であろうにと、そんな信頼感はあるのだ。だとすれば、

　……内部のテロか何かですか？

　と、そんな事を思っていると、通つう神しんが来た。糟かす屋やだ。

・黒　狼：『──こちら、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの方で拾っている音声ありますの。ちょっと録音無しの、ここだけとして共有出来ます？』

・つるぎ：『あら、そっちは随分といい関係のようで』

・黒　狼：『ええ、さっきクンクンクンクンして、ああ、これはうちの係累、と確認しましたもの。あとで一緒に泉に入って再確認しますのよ？』

・黒　狼：『──御お母かあ様さまの御母様────!!』

　主導権を完全に奪われているというか表示枠レルネンフイグーアに音声本人確認のロックをつける事は出来ただろうか。ともあれ糟屋から、向こうの声が来る。それはノイズの乗ったものだが、確かに武蔵副会長の声による放送で、

『──ま、通神もチョイとオチ気味だが、気にならない程度だろう。私は武蔵の人々の代表だから、私が気にならない以上、武蔵の人々も気にならないという事だ。

　まあ通神関係だしな、通神が落ちたところで、ふつうしんぱいしないぞ、とか言って』

　表示枠に零距離から剣矢をぶち込んで割って、その後で再起動した。こんなところで会心の一射になるのは安芸が近いからだろうか。
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　会心のギャグだったな……、と正まさ純ずみは現状説明を終えてそう思った。

　出力が落ちたのは祭のせいで、どんな祭かは広報委員に現場を映させ、葵あおい姉あねのステージを放送させる事で説明はつく。

　先程から騒いでいるのは、各艦に通じているだろう。現場を見せれば、皆、やってくる。

・副会長：『大おお久く保ぼ、〝全艦〟の横町、縦町の番屋に連絡して、門を開けてくれ』

・長安定：『さっきの説明でいきなり言い出して何考えてるん？　既に手配はしとるけど、一体、どういう事や』

・副会長：『葵あおいの扱いが変わる』

　は？　と大おお久く保ぼから声が来た。二、三の呼吸の後に来るのは、

・長安定：『──死んだいうのが、確定したんか？』

　……あ、コイツには黄泉よみ帰りの話はしてないんだっけか。

　確かに、死んだらそれは報告を行わなければならない。だが違う。今回はもっと別の理由だ。

・副会長：『──葵は黄泉帰る。迷惑である事だが、大事な事だ』

・長安定：『せやったら、何も変わらんやろ』

　という大久保の台詞せりふから、彼女がこちらの〝出力切り〟について、大体の理由を理解していると悟る。

・副会長：『どう思う？』

・長安定：『仕込みおったな』

・副会長：『大芝居だ』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と大久保が応じた。

・長安定：『総長絡みの仕込み。死んだ総長が、しかし、今、何かの理由で、そのステータスに変動が入ったと、そういう事やな？』

・副会長：『そうだ。死んだ事は届けていない。浅あさ間ま神社も絡んで内密にしている。

　だが、浅間神社でも隠せない変動がある』

・長安定：『──神格化か』

　そう言ったあとで、大久保が立て続けに言葉を送ってきた。真相に気付いた勢いだろうか、

・長安定：『総長の神格化！　浅間神社との契約で死んだのを、総長の神格化でキャンセルするんやな!?　だとすれば総長は暫定的に東とう照しようの神や！』

　しかし、

・長安定：『──しかし、神の追加発生は重大な神事！　浅間神社はそれを発表せなあかん！　そうすれば総長の死も公表せないかんくなるから──』

・副会長：『Ｊｕｄ．、だから浅間神社を中心に出力を落とし〝通つう神しんがろくに出来ない〟事にした。そう、私達は隠すつもりなど無い。ただ通神が出力足りなくて落ちてしまってな』

・長安定：『いつまでや』

・副会長：『明日あしたの早朝だ』

　Ｊｕｄ．、と大久保が応じた。先程の応答より、やや間があった。

・長安定：『ええやろ。〝全艦〟各所で祭とするわ。もうこんな時間やけど、地元の暗くら闇やみ祭を忘れとったいうてな。ここの土地神には浅間神社から話つけてくれるか？』

　視線を向けると、母おも屋やの方で浅間の父が手を上げた。今の会話が通じている訳ではないが、何でも任せろと、そういう事だろう。しかし、

　……あれ？

　母おも屋やの中、人影が一瞬見えたように思った。不穏な予感はしなかったが、確認のために視線を向け直すと誰だれもいない。

「見間違いか……」

　浅あさ間まに似ている人影だと、そう思ったのだが。
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　さて、とサクヤは屋敷の縁側から、外を見た。

　広い庭。白の玉石の敷き詰めには、赤い敷物が敷いてあり、そこに三つの影が座っている。

　巫女みこ、全裸、騎士。

　どういう取り合わせだ、と思うが、まあ仕方ない。現うつし世よの下々の事はよく解わからん。だが馬鹿がさっきから辺りを見回し、ほう、とか、へえ、とか言っている。

「何見てんだよ馬鹿めが」

「ああ、広いなあ、って。──どんだけあるんだよ？　武蔵むさしの上より広くね？」

「適当に作っただけさ。お前らの相手するのに、うちでやったら面倒な事になる。ここは黄泉よみと神界の間に私が作った空間内だから、あまり見るな。粗あらが出る」

「え？　……つまり、あの壁の中に、これが？」

「私は産うぶ屋やの神でもあるから建築スキルは大体あるよ。それに神かみ代よの時代に距離と空間の圧縮技術は確立してる。こんなの、お前らだって歴史再現があと五百年もしねえ内にシラフからでも届く技術だぞ。今でももう、近いこた出来るだろ」

「〝花園アヴアロン〟ですわね」

「それは知らねえけど、言えるって事はあるんだろ。まあ、私達の方は、時間の圧縮と伸張も行えるから、少し上等だけどな」

　あまり言い過ぎると、歴史を狂わせる事になろう。知識の神がうっかりいろいろと教えた御陰で神代の時代は面倒な事になったのだ。だから先に言っておく。

「私達は、基本、人界に手を入れない。やるとしたら、私達がいて保たれるべきバランスが崩れた時、だな」

「末まつ世せの解決……、運命に抗あらがうのには、手を貸しませんの？」

「やってもいい」

　言うと、三人が顔を上げた。馬鹿も興味があるという辺り、やはり現世の方でも大事件になっているのだろう。だが、

「運命は地脈と直結だ。私達も同様の存在だ。それは地脈と地脈の争いとなり、世界は荒れる。運命を屈従させようというなら、私達では結局世界を壊してしまう」

「何、駄目なの!?」

　デカイ声で言われてイラっとしたが、多神教だから人間的でいいよな。

　……神しん道とうの神でよかった……。

　唯一神とか何でも自由になるようでいて真ま面じ目めを強いられるからやりにくかろう。たまにキレて無茶苦茶するが、真面目なヤツ程キレると面倒だよな。

　……不真面目でよかった……。

　そんな事をしみじみ思っていると、巫女みこがこちらをフォローした。

「あの、トーリ君、神様が手出しをして世界がおかしくなったら、駄目だと思うんですよ」

「でも世界が救われる事が第一じゃねえの」

「それもそうですね」

「アッサリ寝返るな……！」

　巫女が肩を小さくして、騎士が自分は違うと左右に手を振るが、お前ら〝組〟だしな……。

「でもまあ、そういう事だ。大体、貴様らの方で、運命に対して一発入れる武装を用意出来ているのだろう？」

「恥ずかしい名前で当たらねえのと、恥ずかしい名前で本気度高いのあるけど、どっちだ？」

「どっちでもいいさ馬鹿。まあそんな感じで、現うつし世よ側でやる気があるなら、ちょっとそっちで気張っとけ」

　あの、と騎士が手を上げた。狼おおかみの瞳ひとみをこちらに向け、

「私達の相手として、末まつ世せの過ぎた未来から来た者達がいますの。当時……、というのはアレですけど、地脈が希薄になって、一時的にでも消失した未来において、神々はどうしていたと思いますの？」

「私は地脈系の管理とかやる神じゃないから、あまり正確な事は言えないが、……希薄化か」

　一応、噂うわさでは聞いていた事だ。その対処としては、

「私達の〝型〟を残し、存在としての冬眠状態になる、という方法だろうな」

「──存在から流体を抜き、〝型〟だけにして、いつか流体が満ちるのを待つんですね？」

「そういう事だ。希薄化といっても、薄れていくのは地脈の流体だ。川から水がなくなっていくが、そこを流れていた経路は残る、その筈はずだ。──だから〝型〟だけ残して眠れば、不確かだが、最も多くの神による〝末世越え〟が出来るだろう。あと方法があるとしたら──」

　多分これだ。

「お前達の相手が、末世の後も生きていた方法。それは当然のように術式や加護が必要で、そのためには神が残存していなければいけない。

　だから恐らく、多くの神が神社もしくは象徴となるものとして、その方法に組み込まれ、お前らの相手と共に末世を越えた筈だ。無論、それには小型の〝型〟が使用されるので、私達の力もかなりそぎ落とされるがな」

　成程、と巫女が頷うなずいた。

「〝型〟の話は、私達が聞いた事と重なります。彼女達がこちらに抽出される際に用いた方法が、枯渇した地脈に流体を流し戻す事でしたから」

「じゃあ、こっちで対応考えてる連中に、それとなく教えておくか」

　さて、と自分は上半身を前に倒し、三人と視線の高さを合わせる。

「じゃ、イザナギのオッサンに言い訳するの、頑張って貰もらうか。──厳密に片方七百五十回って訳じゃなくて、両方で千五百超えればいいからよ」

「ええと、俺おれ、一人で千五百？」

「千五百一だ」

　準備がいる。簡単な技だが、

「──おい、巫女みこ、分けてやれ」
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　はい、と返事をして、浅あさ間まは彼の横に膝ひざ立だちとなる。

　……やるのは、この手の練習以来ですね……。

　だがここは神界。現うつし世よよりも安定しているだろう、という確信はある。すると彼が振り向き、

「どーすんの？　分けるって」

「はい、トーリ君をこれから二人に分けます」

「ちょっと待って」

　彼が首を傾かしげた。

「それ、二人の俺って、面倒な事にならね？」

「面倒なのはいつも通りですが……、簡単に言うと、結界内限定で、トーリ君という対象の存在解像度を分けるんです」

「解像度？」

「ええ。たとえばの話ですけど、トーリ君を上から超薄切りにスライスして左右に分けると考えて下さい」

「オメエ、男に対してゾっとする表現を……」

　そういうものだろうか。ただ、そこで終えると確かに怪奇だ。ゆえに、

「分けた不足分は、流体で複製して埋めますから、実質、二人化します。結界内だけという限定ですけど、実像分身とは違って運動を必要としませんし、長時間保てる強みがありますね」

「私が産みの神だから出来る技だな。赤子の成長過程における身体組織の〝複製〟。それを転用しているから、入れ替えた流体複製の方が新鮮でいいぞ」

「え？　それ、スゲエ便利じゃね？　いつも結界広げてやりゃいいじゃん」

　そう言われると思ったが、これは条件がある。

「……サクヤの術なので、寝所というか〝そういう場所〟限定です」

「限定」

「あと、そういう事のための術式なので、そういう事とか、そういう事に繫つながる事してないと、〝やる気ねえのか〟って解除されます」

「やる気」

　ハハハ、とサクヤが笑った。

「私の居場所はそういう場所扱いで、これからそうなるんだ。ちょっとやってみろ」

　はい、と頷うなずき、準備していた術式を展開。

　……あ、やっぱり発動安定の穢けがれがゼロですね。

　というか、マイナス表示になっているのは初めて見た。

「トーリ君、ちょっとじっとしてて下さいね」

　ちらりとミトツダイラを見ると、興味津しん々しん、という顔で頷かれた。対する自分も一度首を下に振り、

「えい」

　彼の頭を横から押すと、彼から彼が横に転がった。
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　……マジですの!?

　目の前に、達磨だるまのように転がったもう一人の王が、反動で起き上がる。

　浅あさ間まの方と、自分の方。二人の王は、それぞれ顔を見合わせ、

「おおおお」

「だ、大丈夫ですの？　智とも」

「術式は成功してますよ？　ええ」

　彼女と自分の間。王が顔を見合わせ、お互いの肩を叩たたく。そして、

「……俺おれだな」

「うん、俺だな」

「……記憶の共通化とか、してねえのな」

　サクヤが小さく笑った。彼女は縁側に垂らした足を揺らし、

「戻った時、記憶が合致する。感覚としては、一日の途中で寝て起きた時のようなもんだ。どっちの体験が後か先か解わからないが、そういう理解として記憶に残る」

「身体からだの方のフィードバックはどうなりますの？」

「鋭いな」

　と、サクヤが庭に敷き詰められた白い玉石を拾った。それを彼女は緩く放る。こちらの王へと、だ。

　そしてこちらの王が、すくい取るように玉石をキャッチしたなり、サクヤが言った。

「巫女みこの方、──こっちのが手にしてる重さ、感じるか？」

「いや、ねえけど？」

「そういう事さ。──解像度を半分に分けて、隙すき間まを埋め直してやったんだ。同じ存在だが、分かれてからは影響を受け合わねえ。だが、片方が受けた傷とかは、元に戻った時、半分の解像度として受ける。そこは気をつけておけよ？」

「……これ、ダメージ半減となる強力な負傷軽減の術式では？」

「元々は、出産の妊婦と赤子にもしもの事があった際の保険術式だよ。

　そっちはもっと複雑で、無事な身体からだのスペアを用意するようなもんだが、こっちはそれを簡略化してエンジョイ用な。

　術式としては分化と整合。そして戻す時の記憶と肉体の処理が中心だな」

　しかし、

「一応、戻った際のフィードバックは半分で掛かるが、両方が同じ事やってた場合や、それ以上カマしてた場合は合致して〝一〟を超える時があるからな？　気をつけろよ馬鹿」

「え？　どういう事？」

　あ、と解わかった瞬間、サクヤが口を横に広げた笑みで言った。

「お前らがハシャぎ過ぎると、一人に戻った時、三人、四人分とか、それ以上の負担が掛かる場合もあるって事だ。だから千五百一回終えても、すぐに戻るな。時間いっぱい頑張って戻った瞬間にハートショックで死ぬ事例が幾つか生じてるからよ」

「エロって危険なんだな……」

　……しみじみ言わなくていいですのよ──？

　ただ、サクヤが一息ついた。

「他、質問とか、要求あっか？」

　どうだろう。動き出してから解る事はあるから、そのケアが欲しいという辺りか。

　だが、浅あさ間まが手を上げた。何かと思えば、彼女は赤面で、

「レ、レギュレーションの緩和は、有りですか？」
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「あー、確かにな。お前ら、私達と違うもんなー……。初心者だし」

　サクヤは、今更ながらに、目の前の三人が人間の初心者だと思い出す。無論、自分だってかつてはそうだったものだが、そんな頃ころの何倍も、数えられない年月、神なのだ。

「ま、私だって、新しい術式が幾つか出来た時、旦だん那な相手にチョイと試験してみるけど、準備やケアが足りねえと途中で痛くなったりするからな。そして旦那は死ぬ」

「オメエの旦那って、どういう人？」

「文化人だ」

　狼おおかみは視線逸そらさなくていい。ともあれ問題はコイツらの方で、

「いいかお前ら、とりあえず〝当てる〟事についてはそんな厳密じゃねえ。母体の方、生き物は、産まれた時にはもう、何人産めるかの上限設定が大体あるしな。

　無論、今のお前らは現うつし世よの身体からだじゃねえから、私の権限でその上限解放してやっても問題ねえけど、当たり判定に拘こだわってると時間が掛かる。

　お前ら、実質は流体の塊なんだ。だからお前、そこのダブル馬鹿。お前の流体が、そっちの二人の流体の中に入ったら、当てた事にしてやんよ。

　大体厳密にやっても、結果として私がフォローして当ててやっから、同じ事さ」

「えっと、じゃあ、その正規のやり方でなくても──」

「ま、初しよ手てからあまり普通じゃねえ事すんなよ？」

「いやでも暴発とかあると聞きますから……」

　言われて、客を安心させるつもりで資料検索。半目で表示枠サインフレームを出す。いろいろな故事はあるものだが、当たり判定については、

「同じ川に浸つかっただけで当たった、ってのもあるけど、そこまで甘く見ると私が面白くねえからなあ……」

「そ、その辺り、緩和の一声欲しいですのよ……！」

「じゃあそういうのは二分の一判定で。他は身体の中に収めたらその分を有りって事で。

　──あまり長時間だと私のミスの問題が露呈するし、お前らがここ来てるのもバレる。そっちはそっちで、枕談義もあるしシチュエーションもあるだろうが、急げる場合は急げよ」

　投げた言葉に〝四人〟が頷うなずいたので、よし、と手を一度打つ。

　コレでひとまず、事を進める。

「何かあったらソッコ連絡な？　時間圧縮はとりあえずお前の方での六時間？　そのくらいの中に百五十日分を詰めてやる」

「……い、一日五回ですのね？」

「あまり詰め過ぎると、周囲の空間とのズレが強くなってバレる。空間一つだったら私が何かやってると誤魔化せるが、二つだからな」

　あと、と、〝四〟人を呼び止める。言うべきは、巫女みこと騎士に、

「お前ら先に入れ。色直しがあるだろ？」

「え？　着替えんの!?」

　と、馬鹿がそれぞれの担当に振り向いた。お互いは、巫女と騎士を眺め、

「……あの、さっきから、いつもよりもパッツンパッツンの薄くて透けてるので、俺おれは凄すごい心が喜んでいたんですが、そういうの他にあります、か」

　巫女と騎士が肘ひじを入れるが、それが普段着で現世ケッコー進んでるなあ、と思っていたのは私の勘違いか。
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　はあ、と一息を吐き、自分の方の〝部屋〟に行こうとしたミトツダイラは、ふと後ろから浅あさ間まに肩を叩たたかれた。

　何かと思う。表示枠サインフレームの設定でもあっただろうか、と。だが、

「ミト」

　不意に熱と圧が来た。浅間に抱きしめられたのだ。

　突然の事だったが、何故なぜ、そうされたのかは解わかる。だから彼女を抱き返し、

「──智とも？　私も、同じ事を考えていましたし、これまでもずっとそうでしたもの、ここに至る道、これからも続く道上、一緒ですから、気にせずにいて良いですのよ」

「うん。……でも、これまでと、これからも、有り難う御座います、ミト」

「私もですわ。有り難うと、礼をいいますの、智。そして喜き美みやホライゾンにも、ですわね」

　そしてお互いが軽く、しかし肘ひじで浅く抱き合うようにして視線を交わす。

　……サクヤというか、母？　によく似ていますのね。

　自分と母の関係と違って、二人とも巨乳なので尚なお更さら感がある。そして、

「ミト、恐らく、次に会う時は、ちょっと違う関係になってると思います」

　浅間が言った言葉が、胸に来た。

　……そうですわね。

　これまで二人の間にあった王に対し、ここから先、お互いが知らないところまで踏み込んだ関係となるのだ。

　かつて浅間と一緒に過ごしていた時間に、これからは王の存在が割り込んで来て、それがしかし、浅間と自分の共通項に出来ない。そんな時が今後はあるのだろう。

　王は気を遣ってくれるだろうが、置いて行かれる、という感覚を得る場合もあるだろう。

　それは事実だ。だから、

「ですわね」

　己は頷うなずいた。浅間も解っているのだし、自分も解ったのだから、首を下に振った。

「王がいる時、王がどちらかを選ぶような状況があると思いますの」

　でも、

「喜美やホライゾンとも、そうでしたものね。そして二人やどちらかがいる時は、私達、また、並んで眺めてる事が多くなると、そう思いますの」

　ならば、

「変わりませんわ、時間は。ただその時間が、濃くなりますの。智が私の知らない我が王との付き合いを見せた場合は、智がようやく気兼ねなく全てで付き合えたと言う事で、私もそれは同じ事。本来の姿だと思いますし──」

「よく考えたら、トーリ君がいても、私達は私達でする事ありますからね……」

　そうなのだ。自分と王だけの時間が出来ると同時に、だからこそ、自分と浅あさ間まだけの時間も作られて行く。そして共有をしたければ、本舗はそういう事の出来る場だ。

「トーリ君が、お前ら俺おれを構えよ、って言うくらいが丁度いいのかもしれませんね」

「もし王の事で気兼ねを生じた場合、私、智ともにさっきの分身の術を頼みますわ」

「お安い御用です」

　ハハ、とサクヤが王二人の頭に手を乗せる。

「狩猟協定を結ばれて、さて獲物は大変だな！」

「……俺、最大で四人分身して、三人でホライゾンと浅間とネイトの相手して、一人は姉ねえちゃんとゲームしてるとか、そんな毎晩になる気が……」

　想像して、笑ってしまった。

　浅間も笑っている。ホライゾンはどうだろう。笑わないかもしれないが、右の親指を上げてくる気がする。喜美は酸欠になるまで笑うだろう。だったら、

「────」

　浅間と一度額を当て、別れた。

　大事な友人。これからは家人だろうか。だが友だ。そういう関係に、これからなるのだ。

　……智だから、とか言うのは、正まさ純ずみみたいですわね。
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　正純が一息をつくのを、メアリは屋台の内側から見ていた。

　……お疲れ様です。

　総長兼生徒会長がおらず、浅間もミトツダイラも、ホライゾンも不在だ。

　生徒会、総長連合、民間側の各動きの頂点は、今、正純に全て集中しているだろう。先程から表示枠サインフレームでの指示を矢継ぎ早に出し続け、ここでようやく一息というところだ。

　何か息抜きに飲むものでも、と思うので、

「アデーレ様、正純様にこれを」

「あ、Ｊｕｄジヤツジ．！　何ですコレ！」

「こちらの名物らしくて、〝飲むうどん〟というものです。私、まだ試してませんが、地元の方が〝これは凄すごいですよ！　何が凄いって、飲むと皆そう言いますから！〟と言われるので」

　アデーレが何か味わい深い表情で三度程頷うなずきながら竹ボトルを受け取り、正純の方へと走っていく。

　賑にぎやかだ。

　舞台上の喜き美みも、ずっと踊り、時に水分補給をするくらいで、場に音楽を提供し続けている。

　曲のリストは彼女が考えたものが数ブロック存在し、間にリクエストを受け付ける。

　トークが欲しい気もするが、浅あさ間まやミトツダイラ達がいないのだ。ナイトやナルゼもいないとなると、対バンも難しい。

　……大変ですね。

　そう思うが、来る人々は楽しんでいるようだ。顔ぶれに、一度去ってからまた来た人もちらほらいるようで、会釈も受ける。

　自分達もまた、屋台という持ち場があるのだ。点てん蔵ぞうが篝かがり火びに薪まきを足すのを見ながら、追加の竹ボトルと交換で戻されたものをそれぞれの置き場に並べていく。

「……意外にやる事が多いのですね！」

「なるべく楽出来るのを選択したつもりで御座るが、上手うまくいかぬもので御座るなー」

　浅間神社の屋台並びは、警備の事も考えて総長連合の持ち出しとなっていた。第一特とく務む隊は潜入作戦のために諸処の技も身につけているが、祭事関係は特にマストだと点蔵から聞いた。

「祭という各地の交流の場に入る際、一般として参加すると氏うじ子こ判定など食らいやすいので御座るが、業者として入るとそもそも余所よそ者ものでも関係ないので、その辺りスルーされやすいので御座るよ」

　無論、暫定支配国側が警戒している事もあるが、各地の小さな祭ならば、さほど気にする事なく活動が出来るらしい。

　そんな第一特務隊が、昨今仕事がないから本気を出すとどうなるか。

　浅間神社の境けい内だいの左右舷げんのみならず、狙そ撃げきされそうな吹き抜けの内側テラスなど、要所に屋台が立っている。どれもこれも、左右舷で対称に同じ品を並べて、屋台の飾り付けも同じ色にするという凝り様だ。

　武蔵むさしの横町と縦町で作られる構造は、直角を基礎としたシンメトリが基礎となる。そこに左右対称の屋台が並んで夜を照らすと、

「何だか教会のステンドグラスのようですね」

「タコ焼きとかリンゴ飴あめとかなので、そこまで上等なものではないで御座るが、全員でムキになって出場してみたので、意外に密度あるで御座るなあ」

　と、上の方から大声が聞こえてきた。喜き美みの音楽や周りのざわめきに紛れているが、自分の耳には金属の音も届いてきた。ちょっと気になって点蔵を見ると、彼は表示枠サインフレームを出しており、

「あ、大丈夫、間かん者じやらしいが、ソッコで押さえ込んだで御座るよ。一般の参加者からは暴れた酔客に見えて御座ろう。祭に影響はないのでよう御座るな」

「皆様、凄すごいのですね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、誰だれも彼も武術と調理師の免状を取得してるで御座るよ。他にもいろいろあるで御座るが、卒業後に進路を迷わずに済むで御座るな」

　と、また表示枠が来た。何事かと思えば、

「──下げ手しゆ人にんへの尋問に御座るな。メアリ殿、ちとすまぬで御座る」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずくと、点てん蔵ぞうが表示枠サインフレームに対して腕を組む。応答を音声変換にして、


《相手の事を『下げ手しゆ人にん』様と仮定義致します：確認》



　ふむ、と点蔵が腕を組んだ。表示枠に向かって、

・十ＺＯ：『では特とく務む隊、こちらでモニタして御座るから、尋問を』

・特務隊：『Ｊｕｄ．！　本日の案件百七十二番！　記録と尋問開始します！』
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・特務隊：『──さあ、ではそちら、何処どこの手先か言ってみろ』

・下手人：『フ、そのような事、言うと思っているのか』

・特務隊：『言わないのか？　その場合、どうなるか解わかってるのか？』

・下手人：『舐なめるな！　これでも如何いかなる拷ごう問もんも耐えうる訓練をしている……！』

・特務隊：『──じゃあ面倒だから浅あさ間ま神社で神しん道とう裁判行こうか？　ハイお一人様──！』

・下手人：『え』

・特務隊：『──大丈夫大丈夫、お前、神道裁判初めてか？　肩の力抜けよ』
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　通つう神しんが止まった。ややあってから、向こうの特務隊の方から、

・特務隊：『第一特務！　この野郎、今の一言の恐怖心から気絶を！』

・十ＺＯ：『うーん、神道裁判が効き過ぎたで御座るかな』

「効果覿てき面めんなのですね、浅間神社の神道裁判は」

「いや、浅間神社に限らず、各地での神道裁判は無茶苦茶やらかして御座るもので」

「たとえば」

「熊くまは神の使いなので、罪を犯していなければ熊が褒めるだろうと檻おりの中で御一緒とか」

「大丈夫なのですかそれ」

「大概ＭＵＲＩで御座るが、たまに殴り倒すのも出てくるので、まあ有りではないかと。その際は〝神の使いとスキンシップだよ！〟と言う言い訳が立つので御座るが、熊パンチを一回食らった時点で〝ほら！　神の使いに撫なで撫なでされたよ！〟というのも後年使われるようになって、翌年から大蛇を使うようになったとか」

「神道、動物好きには堪たまりませんね」

「動物との間にも平気で子を成すから明らかにアングラ教きよう譜ふなので御座るがなあ……」

　点蔵が首を傾かしげている間に、向こうで正まさ純ずみが、

「何だコレ!?　凄すごいな！　おかしいぞ！」

　とアデーレと一緒に盛り上がっているのが聞こえて、良かったと思う。そして、

・特務隊：『第一特務！　気付けの尻しりうどんで下手人を目覚めさせました！　どうしますか!?　自白うどんを使って吐かせますか!?　それともうどん牢ろう獄ごくに入れて抱きうどんの刑にしてやりますか！』

「点てん蔵ぞう様、よく解わかりませんが、流石さすがうどん王国ですね。うどんのホーリーパワーを感じます」

「慣れたくないで御座るなあ……」

　と、点蔵がまた表示枠サインフレームに身構える。尋問が再開するのだ。
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・特務隊：『さて貴様、我ら武蔵むさし勢の恐ろしさが解ったであろう。神しん道とう裁判をもし避けたとしてもここはうどん王国。尻しりから逆うどんなどもあるのだぞ？』

・下手人：『ハンバーガーに芋いもつけますか、みたいに気軽に拷ごう問もんを勧めるとは、正に副会長の滑りを強制的に笑わされると噂うわさの恐怖政治国家だな……！』
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　点蔵が正まさ純ずみの方を無言で見ると、彼女が気付いて視線を合わせてきた。

「どうしたクロスユナイト？　あ、メアリ、この〝飲むうどん〟凄すごかったな。うどんだけあって、もうどんなものが来るかと思ったぞ、みたいな。──解りにくいか？　おいクロスユナイト、お前は解ったろうどんな感じだ？　んン？」

　点蔵は視線を戻した。
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・特務隊：『──確かに我ら、ギャグに厳しい戦闘国家である事に偽りは無い！』

・下手人：『フ、それでこちらをどうする気だ』

・特務隊：『いや、貴様みたいなのは結構いるから、何処どこからの手先であるかを聞いた後は、次に領内に入ったら尻から流体ちくわぶの神罰が入るようにして、腹に〝まけいぬ〟と書いてリリース。コレが総長由来のＡコース』

・下手人：『コースあんの!?』

・特務隊：『興味が出たな？　でも教えません。いいから何処の出身か言って貰もらおうか』

・下手人：『フ、教えると思っているのか……!?』

・特務隊：『♪それにつけても』

・下手人：『♪親父おやじはカール』

・特務隊：『第一特務！　コイツ、M.H.R.R.神聖ローマ帝国です！　甲こう賀が以西ですね！』
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「点蔵様、麾き下かの方も優秀ですね！」

　メアリは賞賛した。すると、全ての屋台で働いていた者達が胸に手を当て一礼し、

「……Ｊｕｄジヤツジ．！」

　祭の中で一斉に響いた声の向きに、来ていた者達が振り返る。ゆえに自分も手を前に揃そろえて一礼し、言葉を作る。

「今夜は皆様、賑にぎやかにお願い致します」

　返る答えは、当然のＪｕｄ．、だ。境けい内だいの中のみならず、各階層のテラス、そしてこの祭を放送で見ている者達が応答を送って来た。

　対する己は半精霊だ。人々の感情を色で見たり、感じる事が出来る。

　……まあ。

　境内。そして外。自分達に繫つながる人々が応じる感情を波のように体感し、

「────」

　髪から零こぼれた花が一瞬で浅あさ間ま神社の境内を埋め、歓喜の風に乗った。

　そのタイミングで、喜き美みが音を上げる。指笛を鳴らし、

「ＹＥＡＨＨＨＨＨＨＨＨ──────────！」

　もはや真相を漏らしていないので謎なぞワードだが、合い言葉のように皆で叫んだ。

「レッツ通つ夜や──!!」







[image: 第五十六章『待ち場所の来たり人』]
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　浅あさ間まは、着替えを終えていた。

　場所は本舗の自室だ。窓の外は暗く、空気も確かに夜のそれだが、

　……これ、ミトがサクヤと一緒に用意してくれた場所ですよね。

　よく出来ている。というか、流石さすがに床下収納の中身などは曖あい昧まいだが、置いてある本や服、御菓子などはかなり確度が高い。何度もお互いが部屋を行き来しているせいもあるが、目で見る以上に匂においで憶おぼえているのだろうとも思う。

「私が担当だったら、ここまで再現出来てませんよね……」

　少し興味があったので、ちょっと隣の部屋などを覗のぞいてみたくなるが、我慢。作り物だからと言って、いつもは断って入る他の部屋に勝手に入るのは、正しくないと思う。

　ともあれ風ふ呂ろ場ばなど確かめていると、店舗の方で物音がした。家鳴りではない。誰だれか来たのだ。というか来るのは一人しかいない。

　店舗へ行くと、しかし、

　……あれ？

　誰もいない。おかしい。だが気付いた。これはきっと、彼の気遣いなのだと。

　ゆえに自分は、一度息を吸い、言葉を口にした。軽食堂の空気に対し、

「──いるなら、ちゃんと戻ってきて……、トーリ君」

　問いかける。台詞せりふが店舗内に染みる。そして、

「おお、俺おれ俺おれ、ここな」

　と、入口の下駄箱の陰から、彼が立ち上がる。

　制服。夏服姿だった。笑みの彼が、しかしこちらを見て、

「あれ？　浅間、その格好……」

　あ、うん、と己は頷うなずいた。

　自分が身につけているのは、浅間神社の巫女みこ服だ。だが古式で、色は白と桜色を基調としている。飾りとしての布や、桜の花はな弁びらをモチーフとした意匠も施されているが、これはつまり、

「……こういう時のための、一回だけの着物」

「マジで？　貴重？　何かスゲエな。でも──」

「でも？」

　何かチェックが入るのだろうか。評価されるのは怖いと、そんな事を感じていると、

「それ、一回だけじゃねえだろ。今回含めて、二回着て貰もらえるんだから、俺、幸運だよな」

「────」

　言われた意味を理解して、鼓動を速めたところで彼が来た。手を取られ、

「浅間神社、あるんだろ？　行こうぜ」

「え？　ありますけど、でも──」

「……その格好見たら、ちょっとここだと勿もつ体たいないというか、二回目はここになると思うし」

　その通りだと思ったが、それも何なので軽く肩を叩たたいておく。しかし、

「浅あさ間ま神社は、この本舗と空間的に隣接してるので、外出て〝脇わき〟に入るか、直接移動で大丈夫ですよ。あっちは多分、サクヤ謹製なので、かなり精密ですね」

「どういう事？」

　体感した方が早いので、表示枠サインフレームを開く。周囲の結界に干渉操作が出来るので、操作をマクロ化しながら掘ると、すぐに見つかった。移動範囲を自分と彼に設定し、

「──はい」

　言うと、夜の浅間神社の境けい内だいにいた。
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　一瞬だ。空気に変化が無いが、周囲からは不思議な事に祭の音が聞こえてくる。

　……あれ？　これ、喜き美みの……？

・鉄火女：『あ、音が無いと寂しいかと思って、チョイと現うつし世よの浅間神社から音拾ってる。無しにも出来るから設定な？』

　余計な気遣いを、と思ったので、とりあえず音は消しておく。

　周囲、篝かがり火びと灯光術式はあるが、照らされていると言うにはやや不確かな薄明かり。その中、拝殿前で自分は彼と向き合っていて、

「──これから、ここでも、外に出ても、宜しく御願いしますね？」

「──ああ、今までより、宜しくな」

　はい、と頷うなずき、表示枠を出す。それを入口として、中から引き出すのは杯だ。これから行う事も、これからのお互いの関係も、自分にとっては神事。杯には自動で酒が湧わく。浅間神社の術式で、何度も人々の婚儀で使ったものだが、自分に使う事になるとは。

「……私が仕込んだものなので、合うかどうか解わかりませんけど」

　言ってる間に飲まれた。あ、と思っていると、彼は頰ほおに軽く含んだそれを喉のどに流し、

「桜の匂においがする？」

「うちというか、母かあさんから直じき伝でんの、私だけのものですから」

　理由になってない説明だが、そういうものだ。そして自分もそれを受け取り、飲み、

　……あっ、結構多く残してあるのは私への気遣い……!?

　どういうサービスだろうか。ただこれで、〝同じ〟ものを身体からだに入れた。杯に二人で礼して表示枠に戻すと、

「お」

　周囲に桜が散った。否、今の時期に有る筈はずがない。これはアレだ。

・鉄火女：『浅あさ間ま神社のサービスな。流体の桜を散らす。──良かったな』

　このサービスは昔からあるものだが、ひょっとしてサクヤからの下げ渡しとなる術式なのだろうか。ただ、

「あの、トーリ君……」

「拝殿で？」

　直撃と言える内容に、やや考えてから首を慌てて横に振った。

「拝殿は、ええと、現うつし世よの方で私達やホライゾンもいますから、ちょっと、その」

「あっちの舞台は、……多分姉ねえちゃんがいるよな」

　はいはいはい、と、がくがく頷うなずくくらいにはテンパって来た。どうしようかと思い、

「お、お風ふ呂ろ先にします？」

「それはかなり後のシチュエーションじゃねえの？」

「じゃ、じゃあ、私の部屋で──」

「それ本舗と変わらなくね？」

　じゃあどうすれば、と言う思いを込めて、彼の胸を両の手でちょっと何度かバッシング。すると彼が申し訳なさそうに頭を搔かき、

「あの、提案というか、現状説明、いい？」

「……何です？」

「浅間の今の格好、透け巫女みこ服の時以上に凄すごいし、ついでに酒も入ったせいか、あれだ、ほら、──ちょっと俺おれの方が我慢出来なくなっているというか」

　表示枠サインフレームを開いてみる。結界内で先程共有範囲をつけたので、設定は共有化可能だ。だからそこから彼の方を見てみると、

「──何？　この、俺の項目の〝タメ打ちゲージ〟って」

「あ、直接表記だと恥ずかしいという人が多いので、隠語になってるんです」

「隠語。──〝ミッション残り七五一〟ってそういう事？」

「そういう事です」

「あ、でも俺、〝残機設定：５〟ってあるんだけど？　増やせるの？　時間で回復？」

「いえ、あの、初めから設定以上にあまりＭＵＲＩしない方が……」

　成程ー、と感心してる彼は別として、これは私の設定は見ない方がいいですね……、としみじみ思う。とはいえ、

「タメゲージがフル状態に近いんだけど」

「……何でタメを我慢しないんですか」

「いや、浅間が、ほら、そういう格好で……」

「私のせいにされても、と思いましたけど、そういうための衣装でした……」

　自己完結した。どうしよう、と思うが、下手へたに暴発されては一回分が損失する。ボンバーの無駄打ちは避けるべきなんでしたっけか、と考え、周囲を見る。

　浅あさ間ま神社は、眠りに落ちる前の再現だ。拝殿が胎内で、境けい内だいが産道ならば、

「────」

　自分は赤面の熱を感じながら、彼の手を引いた。拝殿には入らないが、浅間神社の拝殿前には屋根もあり、スペースもある。左右に壁型結界の衝つい立たてを立て、賽さい銭せん箱の奥、陰に彼を連れ、

「浅間？」

　無言で敷物を敷く。一応、布ふ団とんもすぐ引き出せるようにストックの並びを変えておく。

　そして立った彼の前、敷物に正座して、見上げる。が、流石さすがに視線は逸それていく。暗くても拝殿前の軒下は明かりのある場所だ。赤面は充分に伝わっているだろう。

　そこで彼も、ようやく何がどう決断されたのか思い至ったらしい。あー、という顔の後、

「──脱がす？　それとも俺おれの方で脱ぐ？　どう？」

　返答代わりに、彼のベルトに手を掛ける。
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　ミトツダイラは、場所を間違ったかと今更ながらに思っていた。

　サクヤと、幾つもの空間を作りながら、お互いに盛り上がってしまったのがいけない。何しろ神様の建築スキルが高くて、説明していく片っ端からそれを形にして、上や横からの構造を表示枠サインフレームで見せてもくれる。言った傍そばから、となると、それこそ神の行いだ。

「二階屋は二階堂式の神社しか作れねえんだけどな。お前らのガッコ？　それをやる場合はコツがいるなあ……」

「べ、別に、教きよう導どう院いんでする気はありませんのよ？」

「馬鹿、盛り上がるんだって、見ろ」

　と、サクヤが表示枠で表を見せた。それは十歳から十八歳までの棒グラフの並びで、

「私のところに世話になりに来た原因の内、八～十一パーセントがガッコな？　お前らも十回に一回はガッコでしていい。それが平均だ」

「……後半どうかと思いますけど、社会勉強になりますわ……」

　だがそんな感じで作り込みの強い現場を建造しまくっていたら、お互いに気付いた。

「ちょっと情報量高くなり過ぎたか？」

「……何か、生活感とか強過ぎると集中出来ない気がしますの」

　じゃあしょうがねえ、とサクヤが用意したのが、白の平面だ。

　真っ白い。何も無い空間だ。空も白く、地面は床だが、座ると布団のようになって、立つと絨じゆう毯たんのように組成が変わる。ちょっと撫なでると波が立ち、手を伸ばしてめくるとやはり毛布のように剝はがれて暖かい。近くにある表示枠では、明かりの調整が出来、壁も建てられるらしい。だが今は白のままにしていると、

「ネイト──。おおお、ここか！　本舗からいきなり飛ぶの？　ここ」

　王がきた。空中を遣り戸のように開け、王がこちらを見つける。

　全裸だ。

　来る。その歩みがいつも通りで安あん堵どすると、

「お？」

　と王がこちらに膝ひざをついて滑り込みながら、言った。

「髪」

　気付かれましたわね、と思うが、気付かない方がおかしい。ただ、ちゃんとそれをアピールして貰もらえたのが嬉うれしくて、己は首の後ろから髪に手を差し込み、大きく払った。

「──いつもロールにしてますけど、あれは戦闘用に邪魔にならないようまとめているのであって、本来はこれくらい長いんですのよ？」

　七メートル程の銀の髪が、広く波打ち、白の世界に己を主張した。
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　トーリは、すげえなあ！　と素直に思った。

　いつものミトツダイラの髪型は、ロールでボリュームあって、発はつ条じようのような構造ゆえに身体からだの動きで上下に揺れる。見ていて面白いし、髪質が硬いため、五本ロールの中に入ってミトツダイラを後ろから構いまくる際、その感触が面白くもある。

　だが今、目の前で見ているものは違う。

「これ、いつも術式で巻いてたの？」

「──術式もですけど、人狼ルウガルウの加護で毛け繕づくろいがありますでしょう？　戦いの際に毛並逆立たせるのと同じで、普段のアレは、その状態を保ってますの。後は、そのままだと、牙きばのように持ち上がってくるだけなので、術式と常時加護で回してやるとこうなりますの。──十世紀前後から、今のこのようなロール化が進んだと聞いてますわ」

「へえ……」

　すげえすげえ、と言ってばかりだが、ちょっとこれは凄すごい。更に、

「俺おれにだけ？」

「え？　あ、ええと、浅あさ間ま神社の泉だと加護が剝はがれやすいので、ロールがほどける時もありますし、寝る前などはそれなりに緩めますけど、──完全解除は我が王だけですわ」

「凄えなあ。俺とネイトの秘密だ、コレ」

「どう思いますの？」

「何が？」

　首を傾かしげると、騎士が問うてきた。

「私と、こういう風になる事を、我が王、どう思ってますの？」

「ああ、うん」

　今、思った事を、自分は言う。

「騎士が全部を王様に預けに来てくれたんだろ。勝手におっ死ちぬ王様が心配で、騎士として、もう全部何も隠さないで、今後もずっと傍そばにいると、そう覚悟してくれたんだろ」

　幸いだ。

「中等部の時と逆だよな」

「────」

　狼おおかみが目を見開いて、こっちを見る。だから言う。中等部の時、自分と同じような後悔を抱いていた彼女をこちら側に引き戻したが、

「これであの時の恩を俺おれに返す事になるんだ、ネイトは。だから──」

　座って、近寄って、動かない騎士の両の肩。今更気付いたけどコレ、銀のドレスじゃねえか。うわあ髪型先に入ってそっちばっかですまねえ。だけど、

「──あの時の事は秘密。ここでの、今の事も秘密。そして俺達、これで同じだ。

　だからもう、恩とかそういうのじゃなくて、──全部俺の騎士でいてくれよ、ネイト」
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　ミトツダイラは、何をどう言っていいか解わからなかった。

　……王と騎士として、これからする事をどう捉とらえるか、考え込みもしましたけど。

　王はいつも解りやすい。

　全部だ。騎士として全部。それは、自分という個人が全てを騎士としているならば、その何もかもを意味する。そして、

　……ええ。

　自分は、全部が騎士だ。戦って護まもるだけならば、傭よう兵へいにも出来る。王に仕えるならば文官にも非戦闘員にも出来る。では騎士と他との違いは何かと言えば、王に仕え、戦って守る事を全てに優先するという事だ。

　出来る。二十四時間。生きて、死ぬまで、全部そう出来る。そういう自分を全部、

「──何もかも騎士として預けますわ。そうでしかない私の全部を、我が王」

　言って気付くのは、王もまた、自分のようにお互いの関係の落としどころを悩んでいたのだろうという、そういう事だ。だとするとこの黄泉よみ帰りの儀式は、王と騎士の物語としては重要なものになるのだろう。そして、

「ん」

　額に口をつけられた。いつもはそこで終わるが、

「ん……」

　初めて、唇を重ねられた。目は閉じていたが、予感はあったので不意打ちではない。

　全てなのだ。

　一瞬、唇を重ねるのが達者な浅あさ間まの事を思うが、

　……あ、あんなに濃いめには出来ませんわ……！

　大体、意味が違う。あっちは祝詞のりとを読む巫女みことして。こっちは契約としての口づけだ。ホライゾンの場合は吸引力だったがアレは何だろう。全く変わらない、という示しだろうか。

　だが、王の味が口に残って、離れた。鼻に抜ける直接の与えに、一瞬意識が飛びそうになるが、何とか堪こらえた、というか保もった。

　そしてこれからどうするか、という事だが、一応、サクヤからは聞いている。

「──ガっと押し倒して、ウダウダ狼狽うろたえてるようだったら逆にこっちが主導権握るチャンスだ。やっちまえ。いいか、初めに大事なのは勢いだ。上になったら勝ちだからな？」

　……全くアドバイスになりませんわ──！

　というか騎士が王に馬乗りは確かに騎士だが初しよ手てからそれは駄目だろう。

　……でも上になったら勝ちならホライゾンはパーフェクトウイニングでしたのね。

「あの、ネイト？」

　どうしようか、というニュアンスの口調に、自分は覚悟を決めた。

　王を救いに来たのだ。全部預けるつもりなのだ。だからここは自分から、

「あの、我が王？　ちょっと立って下さいません？」

　母の時とは逆な気もする。が、それはそれとして、

「……契約の流れで、狼おおかみとして、剣が頂きたいですわ」
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　浅間は、丁寧に行く事にした。

　座った眼前、彼が賽さい銭せん箱に腰を預ける形となって、ゴッドモザイクを解除してみると、

「……酔ってますか？」

「……調子に乗ってるらしいです」

　ホライゾンと彼の際、実況は聞いていたので、成程、と思う。そして、

「────」

　ふと念のため、表示枠サインフレームを確認するが、通つう神しんは実況状態になっていない。さっき見た通りだ。喜き美みとホライゾンとの繫つながりはあるが、そこから先は閉じている。

　大丈夫、と己は頷うなずき、こう思った。

　……だったらもう、何やっても、誰だれも咎とがめませんよね。
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　両腕は、薄明かりの中で働いていた。

　主人である本体が完全に寝ていて、しかし今回は寝場所が違うせいか寝相がファラオ系ではなくアステカの壁画系でよく動く。そのために自分達は関節に無理がないようにとパージされ、

『…………』

　スリープ状態から起きると、主人の寝相がやはり酷ひどい。何か一回転してるので右腕と左腕はまず敷き布ぶ団とんから正し、主人を寝かせ、ファラオ系の眠りのポーズにしてから掛け布団を掛ける。そして一息つくといきなり主人が、

「ゴォオオオオオ────────ル！」

　奇声と共に布団を天井近くまで蹴けり上げたので、自分達は慌てて落ちる布団を空中でキャッチした。着地も静かに、周囲の仕掛けを潰つぶさないようにフォロー。

　今のは危険だった。

「只ただ今いまの決まり手は──、外角高めのアッパーカットォ──」

　などと寝言をぶちかます主人の横。布団はひとまず後にする事として、両腕は他に回った。いつも遊んだり仕事をくれたりリボンなどで飾ってくれる浅あさ間ま神社代表と騎士は、どうも眠っているようだ。

　少し布団が乱れているので、直しておく。右腕側オッケー、左腕側もオッケー、いい仕事。そして中央の馬鹿も、

『…………』

　布団が乱れていない。珍しい、というか、時たま本舗で見ていると、エロゲの画面を表示枠サインフレームに出したまま椅い子すで寝ていたりもするのだが、今日きようは違うようだ。

　何となく心配なので、布団を二、三、軽く叩たたいて元気注入。

　さてこれから主人だ、と思うと、寝ている姿勢を正したせいか、彼女の頭上に表示枠が回っていた。

　開いているのは通つう神しん関係だ。知覚情報を頭脳系から頂いてくると、浅間神社代表がアクセスしてきたようだった。彼女はそこで寝ているのだが、何か急ぎだったのかもしれない。

　知覚してみると、コンソールで、不ふ思し議ぎな事に、いつもだったら実況通神チヤツトに情報が制限解除されているのにクローズドだ。

　おかしい。

　よって左右の腕で会議を始める。

　どう思うかと、まず数秒。

　結論として、多分、このクローズドを直そうとしたのだろう、と判断した。

　主人達が以前、表示枠を蹴って実況状態にしたのを憶おぼえている。アレはウケがよかった。ならばこれも同じなのだろう。ウケる事は大事だ。だから浅間神社代表が〝ちゃんと出来ていなかった〟代理として、右腕は左腕を摑つかんで掲げ、操作を行う。


《実況通神に接続されました：確認》



　主人達が蹴けり飛ばして設定を変えてしまわないように、ロック。

　良い仕事をした。

　両腕は満足して、主人に布ふ団とんを掛け直し、自分達も潜り込んで接続。スリープに入る。

　グッナイ。
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「ちょっと、向こう向いてて下さい」

　言って、浅あさ間まは息を吸い、まず舌を当てる事にした。

　当たる、と思った時にはもう舌が押されていて、距離感が摑つかめていないのだと悟る。

　離す。味は感じなかったが熱いと思ったし、重さがあると思った。何をしているんだろうと今更ながらに感じるが、始めてしまったのだ。だったら物もの怖おじせず、

「……一度、その、試しておいた方がいいですよね」

「というか、浅間、……祝詞のりととか読む口で、大丈夫？」

　言われ、そういうものかと思った。

「穢けがれていたら禊祓みそぎしますし、トーリ君は私の神様ですよ？　気にせず」

　これ自分に言ってますね、という事くらいは解わかる。つまり言い訳だ。だから、

「────」

　キスをした。

　軽く先を吸って、舌でつつくと震える。見た目より繊細だと思い、だとしたら放っておいてはいけないのだろうと考え、唇を開き、

　……ん。

　思い切って食はむように、唇で先端部を越え、口に含んだ。

　咥くわえる。唇を閉じると顎あごの間にそれだけが感じられ、してしまったのだ、と悟った。

　恐る恐るだが、軽く吸い、舌を這はわせ、口にしたという事を確かめる。

　思った以上に熱く、そのせいか乾いている。

　それは、彼からは自分の口の中が冷たく感じられているという事だ。

　熱くしないと、と思った。身体からだの奥側に導けば熱い筈はず。つまり喉のどの奥だ。

　だから顔を前にゆっくりと出す。口を先に、手た繰ぐるようにして、彼を受け入れていく。

　歯は当てない。口を大きく開けて、唇で支える。意外に唇の絞る力が強いと、こんな事で気付かされる。

　……あ、これも〝初めて〟になるんですよね……。

　そんな事を思いつつ、まっすぐ喉に詰まる処まで行って、でもまだ余っている。

　ちょっと限界。が、すぐに抜かない。初めてなのだ。記憶に残す意味があるかどうかは別として、今回のレギュレーションでは繫つながっている事になろう。

　少しここで慣れておこうと思う。が、口で息が出来ないので一気に顔に熱が上がった。

　緊張がやってくる気がした。つまり完全に限界だ。離す。だけど急がず、舌で支え、押し出しながら、ゆっくりと唇で磨くようにしつつ、首を引き、

「あ、ちょっと、浅あさ間ま。ええとあの、声が出ちゃうんですけど俺おれ」

　今、声出てませんか、と思うが、そういうものじゃない。そのくらいは解わかる。

　ただ、下唇に力を入れると、気持ちいいらしい。下側に脈のようなものが通っているのが舌と下唇で解ったので、ここを前後に刺激すればいいのだろう。

　唇と舌で搔かいてあげる、といったところか。

　何となく動きと扱しごきのイメージが出来たので、口から生やすように表へと滑らせていく。

　抜き切る必要は無かった。舌の上に先が残る辺りで鼻が通った。

　……抜かなければ〝初めてのまま〟という判定でしょうかね……。

　そんな初物に拘こだわるのは神社育ちの性さがか。既に耳が熱を持って腫はれている気がするが、息を整え、もう一度。ゆっくりとまた口の中へ、舌で誘いながら導き入れる。

「あ、ちょっと？」

　次が始まると思ってなかったのだろう。彼が姿勢を整えようとするので、その腰を両手で摑つかんで従う。そして収まったところで再開。

　受け入れる方が難しい。夏に武蔵むさしの川で焼き鳥による練習を皆でしたものだが、タレや脂ののった焼き鳥と違って、こちらは熱した木の棒のようなものだ。スムーズにするには、唇を湿しておく必要があるし、舌で舐なめておく事も肝要だ。

　受け入れる途中で、そうした。口の中にある唾だ液えきを舌と頰ほおの内側に寄せ、彼の熱を吸って絞り、口の中のぬかるみを染み込ませるようにする。

　舌でしていては効率が悪い。だから頰も含めて口全体を使い、吸って絞ったまま首を軽く前後に手た繰ぐり、口に満ちた粘度を彼に寄せていく。すると、

「あ、ちょっと」

　その言葉よりも口調に、これで良いんですね、と思うと、何か安心した。

　飲むように受け入れる。するとさっきとは全く違う。一回目は熱ばかりを感じたが、今は熱と堅さがありつつ、表面がぬめる。柔らかさは無いが、前は全部硬く感じていたのに、今は芯しんに太いものがある弾力、そんな実感だ。

　飲めそう。腹の方で息をしながら、口から喉のどまでを斜めに通すと、身体からだのバランスが崩れ、

　……あっ。

　前に少し倒れ掛かる。

　その勢いで、喉に通った。ん、と息を失うと同時に、彼の下腹に己の額が触れた。

　思わず、という勢いで、ほぼ根元まで受け入れてしまっていた。

　流石さすがに想定していない事で、しかも思った以上に喉が嚙かんでしまい、柔らかくロックしたような状態になっている。当然息は出来ないが、こうなったならばそうなる、というのは以前からの予測にあったので、慌てはしなかった。

　息は整えられないが、受け止めようとする喉のどを緩ませる。胃から外にものを出すイメージを喉奥に与えつつ、ゆっくりと首を後ろに引くと、

　……抜けますね。

　気道が通った処で鼻から息を吸うと、彼の腰が震えた。喉奥に通る息がくすぐったいのだろうか。

　気付くと随分と時間を掛けていた。だが、何となく解わかったと思うし、何よりも彼の熱さをあまり特異に感じなくなっていた。自分の方も熱が籠こもり出したのだ。

　抜いていく。唇に先端の傘を掛けて止めたまま観察すると、ひどく濡ぬれているのが見えた。余剰な湿りが、縄を振ったように糸を引いて垂れ、落ちていくのも見える。

　これを受け入れていたし、今もそうしているのだ。

　続けようと思う。彼の腰を摑つかみ直し、己の腰を前に少し寄せる。先程うっかり飲みかけたのは、自分の位置が遠く、身体からだが前にバランスを崩したからだ。だから喉奥前辺りをストロークの平均と出来る位置にする。この場所だと彼の腰を摑んで身を支える必要はなく、しかしちょっと近い。口を前に送る分、身体は前に倒すので、支えるぎりぎりとして前に手をつく。

　正座で、腰を浮かせ、手をついて首を前後する。

　……うわ。

　賽さい銭せん箱ばこの置かれている床は木で、敷物を通して硬さが解る。実家にいた頃ころはよく掃除をしていて、子供時代は彼がよくかくれんぼでこの隙すき間まを利用した。十数年後に、まさかここで彼の広義の掃除な上に、かくれんぼしている気がするが、何か盛り上がってませんか私。

「ここで昔、浅あさ間まと一緒にかくれんぼで潜んだりしたよな……、って、憶おぼえてる？」

　凄すごい憶えていて今そのレベルアップの成果を体感してる最中です。

　ただ、間違った年月の過ごし方はしていない。これだって、それこそこれからの事を得るために必要なのだ。

　……い、言い訳大事ですよね!?

　心底そう思う。だからという訳ではないが、何でもしようと決めたのだ。

　大きく口を開ける。舌を表に出して、支えるというより下のぬめりを舐なめ取るようにして、

「ん」

　前後に首を振り、始めた。
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　湿った音が自分の耳に聞こえる。

　乾いては駄目ですのね、とミトツダイラは思った。コツとしては、まず、余り深くないストロークを途中で止め、舌と頰ほおで絞りながら前後に磨く。ふやけさせるつもりでするとその後が楽になるのでそうする。特に下側の刺激がいいらしい。

　そして半ばを吸い、絞りながら、呼吸が合ったところで、

「ん」

　飲む。

　母や喜き美みが見せていた技はこれだ。喉のどを通す事もだが、気道が閉じる本能的な恐怖感を避けるために呼吸を合わせて行く。

　絞ってしゃぶって八度。奥に三度、飲むように一度して、また八度。

　いいコンビネーションですわ、と自分で思うが、間違いなく、今、自分は、母と同類になりかけていてかなり懸念。ただ、母がこういうのを好むのも解わかる。大体、先程から、口の中に王の味が段々と染み出しているのだ。

　汗でもなければ血でもない。肌、身体からだ、肉から染み出る複合的な味だ。それが自分の、己では感じない匂においの中から染料でも零こぼしたように沸き立って、不意に鼻に抜けてくる。

　王を食べている。

　母が父に対してそのような表現をしていたが、解る。今までになかったくらいに王を感じているし、

　……これ、危険ですわ。

　王の命を、今、握っているという、誘惑とも臣心とも言えるスリルと満足感。任されている、という事実がそれに上乗せされ、ともすると嚙かみつきたくなる情動をセーブする。

　ぎりぎりだ。目の前の事に集中していなければ、はっと気付いた時には取り返しの付かない事をしてそうで怖い。母はきっと気付かないタイプ。アレはそう。でも自分は気付くので、全身をくねらせて王を受け入れながら、その顔を見上げた。

　どのような顔をしているのか。こちらを見て、我慢か、慈しみか、それとも笑顔か。

　……我が王。

　見上げた王が、全力で仰のけ反ぞって顎あごを天に向けていた。
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　……反応良過ぎですのよ──!?

「あっ、ちょっ、ネイっ、駄目っ、やっ、あひっ。らめえええ」

　何処どこのヒロインだろうか。ムードも何もあったものではないが、ウケがいいのはいい事だ。何となく落ち着いたのでこのまま続行。すると、

「あ」

　……あ。

　鼓動のようなものが、伝わってきた。

　来るのだ。外に抜いては零こぼしてしまう。半ばにとどめ、一回だけ誘うように強く唇で引き、戻し、先端の口を舌で包むように受け、もう一度傘を下唇で引く。すると王が身体からだを堅くし、

「うわ、ネイト、御免……」

　口の中に、一回目が来た。
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　……んン!?

　浅あさ間まは、もう何でもしようと決めていた。身体を負傷するとか、そういう事ではない限り、大体は神かみ代よの時代に為なされているのだ。神しん道とう万歳。巫女みこは頑張ります。

　だが、意外というものはある。それも二つ、一気に来た。

　一つは量だ。口の中で出されたのは、レギュレーションとして受け止める必要があるから当然……、いやしょうがない事で、そのつもりでいた。だけど勢いよく来た粘りのあるそれが、

　……えっ、ちょっと。

　止まらない。幾度か彼が腰を震わせ、こちらに負担がないようにしてくれているが、こっちもかなり動転した。口の中、緩い熱が広がり、止まらないのだ。舌上から、それは、口にしたままの彼の熱を浸し、大きく開けた歯の間から頰ほおに膨らむように流れ行こうとして、

「────」

　慌てて飲んだ。ただ、飲むための舌の動きが上手うまく取れないので、吸った勢いで喉のどを使って飲む。すると粘る熱の流れが、初めは抵抗したものの、ある時から太く緩く揚がった麵めんを飲むように、つるりと下る動きに入った。

　喉を鳴らし飲み込む。しかし、まだ出ている。飲む必要があるが、まず息をした。慌てかけていると思ったので、深く鼻で息をして、吐き、口の中にまた溜たまるのを舌で押さえてから、

「ん……」

　今度は、やや引いて飲む。喉が開いて、息も重なったので、塊として頂く。口の中に唾だ液えきが溜まっていたから、粘りが貼はり付かずに済んだのだと思い、彼の勢いが収まってきているのに気付いた。しかし、まだ舌奥に零れているのは確かなので、

　……こんなにたくさん……。

　思い、また飲む。喉が鳴る。そして口の中で舌を伸ばし、始まりの時に歯の裏などに溢あふれたものを拭ぬぐっていると、彼が腹で息をついたのを見た。

　終わったのだ。

　だけど口の中にある硬さを、吸う。根元近くまで飲み、下側を下唇で締めながら、硬い脈を上へと押し上げて手前側までしごいて引くと、出残りが舌の上に来た。

　ふう、と息をつき、ここでようやく、口を離した。

　舌で押し、歯に当てないようにしながら表に出してあげると、赤くなっていた。

　生肉、という感想を抱くが、粘質に湿っているだけではなく、出し切った零こぼれが垂れようとしていて、勿もつ体たいないので舌で拭ぬぐう。そして飲んで、

「あの、トーリ君」

「あ、ハイ」

「……何ですか、この量。あ、座らなくて良いです。すぐ続きに入るので」

「ハイ。ええと、始まりは三み河かわの時？」

　三河？　と、口の周りのものを指と舌で舐なめ取って問うと、

「三河以降、何かよく解わからねえけど、いきなり大量に出るようになってさ。初めは〝ああ、後悔がなくなると、人は出すのか……〟とか思ってたんだけど、ずっとそんな感じで？　でも身体測定でも異常ないし、浅あさ間まも俺おれの体調管理してるけど、異常ないよな？」

「まあ、そうですね……」

　と言いかけ、気付いた。

　……流体供給術式!!
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　浅間は、喉のどに少し絡んでいるものを飲み込み直しながら、彼の術式関係をチェックした。

　だが、見ても、おかしいと思えるところはない。表記は全て定格だ。だから、

・あさま：『サクヤ先生！　ちょっと聞きたい事があります！』

・鉄火女：『誰だれが先生だ。ってか、今、狼おおかみからも来てんだけど、アレか？　量か』

　イエス量。と、ホライゾンのような事を思ってしまうが、

・あさま：『大体解ってるんですが、どういう事なんです!?』

・鉄火女：『馬鹿、お前が作った術式だよ。あれだ。つーか、こうなる事を狙ねらってああしていたんじゃねえのか？』

　は？　と眉まゆと首を傾ける。

・あさま：『トーリ君の流体供給術式は、武蔵むさしの権限としてトーリ君の拝気量分を他者へと供給するものですよね？　でも設定の方、間違っているとは思えませんが……』

・鉄火女：『まあそりゃ間違ってねえよ。外からの拝気を、馬鹿を通して他者へ渡す。そういう術式だ。その鍵かぎとして喜の感情を介するから、哀かなしんだ場合、違反として馬鹿は死亡する。間違っちゃいねえ、だけどな？』

　だけど、

・鉄火女：『──お前、これ、代演設定してねえだろ』

・あさま：『……は？』

　代演と言われても、どういう事だろうか。これは拝気の受け渡しという、術式としては単純なもので、感情を介する芸能の大おお椿つばきは浅間神社の下にあるのだ。

　この何処どこに、他の神の権能を借り、代価を払う代演を挟む必要があるのだろうか。

　……そんなの、ありましたっけ？

・鉄火女：『お前の考えてるのと逆だよ馬鹿。普通、流体の受け渡しは、受ける側があれば充分だ。お前のところの商人が他の神の力を買うように、受ける側が代演を払う。これがフツーだ。解わかるな？』

・あさま：『ええと、はい、確かに……』

　だとすると、自分の術式は何がミスだったのか。こちらは設計の図式を眺め、

・あさま：『あ』

・鉄火女：『言ってみろ』

　先程までとは違う意味での〝恥ずかしい〟が熱としてきたが、言わねばなるまい。

・あさま：『〝哀かなしみ〟の設定は、トーリ君が武蔵むさしから〝受ける〟ための契約条件になりますけど、トーリ君が〝送る〟のには適用されないんです、か……』

・鉄火女：『…………』

　……うっわ、沈黙痛ぁ──！

・あさま：『で、でも、死ぬんですよ!?　哀しんだら死ぬなんて、凄すごいキツいですよ!?　それなのに、供給を武蔵から受けるのに使ったらそれだけで、送る方には適用が無いって、それちょっと重みがアンバランスじゃないですか!?』

・鉄火女：『一個の代演は一個、または一方向の契約に適用な？　──で、後はどうなったか、どういう事か、解るか？』

　もはや理解出来た。このミスは、こういう結果を呼ぶのだ。

・あさま：『トーリ君の〝供給〟に対して、何を支払うかを明確にしてませんでしたけど、死を条件に術式を走らせたせいで、多分、……そちらが迷惑しましたよね？』

・鉄火女：『当たり前だ馬鹿野郎。流体を取るだけ取って送れねえのに、送り先だけは確保しやがって。だから急いで手配してやったんだよ、こっちで』

　何が為なされたかは解る。

・あさま：『供給量の人数分の代演として、浅あさ間ま神社は出産関係なので、でもトーリ君、男性なので……』

・鉄火女：『供給量の人数分、出るようにするわな。空打ちでも、子を成すに至る力の奉納になるし、付け替えで、当てられない連中の補強になる。──でもな？　今回、私がこういう方法、お前に仕向けた意味、解るか？　空打ちもありだが、ちゃんと当てて言こと祝ほぎ。代演分として、一番良い形で私の借金分を返せ、そういう事だ』
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　……成程──。

　と、浅あさ間まは感じ入った。目の前、自分の唇から糸を垂らしているそれに触れ、

「ええと、トーリ君、今、何人分供給出来るんでしたっけ」

「その日の調子にもよるけど、五十六人分……？」

「……浅間神社としての知識で述べますけど、一回平均3.5mlだと言われてるので、トーリ君の場合、一回で196ml出ますね……」

「ああ、コレ、ビョーキじゃなかったんだなあ……。あ、でも、そんなに出して、俺おれ、おかしくなったりしねえ？　大丈夫？」

・鉄火女：『身体からだに無理あるような代演を私が組む訳ねえだろうが。ちゃんと回してるさ』

　こればっかりはサクヤに土下座だ。しかし、この発覚で気付いた事がある。

　……あー……！　うちの父とうさんが、やたらトーリ君の事心配してたの、コレですね！

　父は恐らく、自分が作った術式を見て、ミスに気付いていた筈はずだ。だが手を入れる前に発動が行われてしまい、こちらが気付いていないので、フォローをしようとしていたのだろう。

　武蔵むさしの術式関係の代表のように振る舞う自分だが、肝心なところで大事な人の案件をやらかした。酷ひどく落ち込むが、

「いやまあ、浅間のサービスかな、ともちょっと思った。やっぱエロゲみたいに豊富だと、気持ちいいのは気持ちいいので」

「豊富」

「ただまあ、後片付けが大変でなー……」

　それはさっき体感した。よく考えたらホライゾンとのプロレスの際もそうだ。

「あの、終わりの辺りで、ホライゾンがトーリ君をいきなり殴りつけましたよね……」

「あれ、説明する前に暴発しちまって、ホライゾンが腰浮く勢いで」

「そんなに」

　と、考えると、他にも思い至る。

「……前、トーリ君、いきなり洗面所で倒れたのも、ありましたよね？」

「ああ、ほら、ホライゾンとかもだけど、オメエとか、下に水着つけてる余裕から無防備全開な時がありましてね？　それでまあ、禊祓みそぎが必要だという俺の総合的な判断から……」

　……何か、すごく、要らない伏線を回収している気が。

　ともあれ、こっちにも原因があるとなると、なかなか難しい。彼としては、内々で処理していた案件という事にもなろう。だけど、過ぎた事として敢あえて言うならば、

「そういう時に言ってくれれば……、って、そういう意味じゃなくて、この術式のミスに気付けたかも、って事ですから」

「いや、気付いても無理だろ。だって、流体供給術式の解体必要だろ？　逆にオメエらに凄すごい気を遣わせて、これ原因で、じゃあもう合体とかしようか、ってなったら、それはちょっと責任取る感強くてさあ……」

　ですよねー、とうなだれる。だが、うーん、と自分を納得させようとして、気付いた。

・あさま：『サクヤ！　レギュレーションの改定御願いします！　一回が五十六回分なら、七百五十回が十三・四回で終了に出来ますよね!?』
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・鉄火女：『私は産むのは楽なら楽な方がいい派だが、お前、自分のミスで楽しようとしてんじゃねえよ。大量に出しても当たりは一発だったら一回な？』

・あさま：『い、いや、サクヤの加護だったら新鮮で豊富ですよね!?　だったら神しん道とうパワーもあるから、単体でも強いじゃないですか！　だから単性繁殖可能なくらい、って考えて二分の一の二十八人分ですよ！』

・鉄火女：『私ゃ人類を新たなステージに連れて行く何かか。屑くず籠かごから子供生えてきたらホラーじゃねえか。でもまあ暴発から産まれるのも神道にあるけどさ』

・銀　狼：『だ、だったらこちらからもそれでイキに出来るよう御願いしますわ！』

・あさま：『ミトも同意ですか!?　そうですよね!?』

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．！　だってさっき口の中にぶちまけられて、でもあれ、成分としては御肉と同じなんですのよね？　そう考えたら我が王を消化しようとしてる、と思って気を失いかけてしまって……。七百五十回もそれをされたら、私、死んでしまいますわ！』

・浅間系：『…………』

・銀　狼：『な、何ですの二人してその沈黙！』

・鉄火女：『いや、お前、〝向いているヤツ〟っているんだなあ、って、お前そうか、カーチャンが、そうか……、そうだよな……』

・銀　狼：『だ、だから何ですのその納得！』
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　浅あさ間まは、何を話しているんでしょうね、と自問しながら交渉を開始した。

・あさま：『──ええと、話スっ飛ばしますけど約三分の一で十八回分では』

・鉄火女：『そこの狼おおかみが面白かったから二回分』

・あさま：『いえ、やはり十八回。私とトーリ君とミトの三人で分けて、という事で』

・鉄火女：『それ理由になってねえぞ。──というか、早く終わらせてえのか？　大事な時間だろうが』

・あさま：『いや、だから……』

　ちょっと贅ぜい沢たくを望むつもりで、言ってみる。

・あさま：『用件を早く終わらせたら、余った時間を大事な時間にも出来ますから……』

・銀　狼：『ど、同意ですわ！』

　二人で言うと、サクヤにもこちらの内心が通じたのだろう。一呼吸分の間が来た。

・鉄火女：『あのなあ……、それじゃちょっと足りてねえだろ。だって、馬鹿の回復時間の考慮もねえじゃねえか』

・あさま：『だったら──』

・鉄火女：『実際は、一回で十回、と言いたくもある。十人一気に産んだケースはあっからな。だが──』

・あさま：『当てる回数と、産まれる子供の数は別問題ですよね』

・鉄火女：『言ってみろ』

・あさま：『──当てるのは巡りの問題ですから浅あさ間ま神社の領分ですが、産まれる子供の数はその命の結果の一つです。こういう時に数として計上するものではないと思います』
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「押さえるところは押さえてやがるな」

　行為と命の違いが、解わかっていると、そういう事だ。実況通神チヤツトの上でも、今回の件は〝回数〟で数えていて、産まれる子供の人数としての計上はない。

　……じゃあ、軽視はねえか。

　サクヤは、屋敷の縁側で足を揺らしながら呟つぶやいた。

「そんな都合良く行くとも思えねえが、まあいい、勢いが大事ってのは私の性分だ」

・鉄火女：『五回分だ。片方、計百五十回か？　──それで手を打とう』
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　百五十という数字に、ミトツダイラは頷うなずいた。横の王が腕を組み、

「何か随分と現実的な数字になって来たんじゃねえの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、御お母かあ様さまから頂いたバリエーションマニュアルに従っても、全部使わずに済みますわ」

　言って、自分は二秒してから真顔になった。

「──今の、聞かなかった事にして下さいません？」

「んー、興味はあるから後で見せてくれるなら」

　こちらから浅あさ間まの方にもその要求を送っておく事で、手を打った。しかし、先程の量とは別で、気になる事が一つあった。それは、

「あの、……広義の我が王のソースですけど」

「ソース」

「ま、まあそういうものですけど、──さっきちょっと頂いた時、甘みがありましたの。どういう事ですの？」

・鉄火女：『糖尿かよ』

・俺　　：『違えーよ！　身体測定で異常なかったぞ俺おれ！』

・あさま：『あ、私もそれ思いました！　ゴックン行った時に、あ、これだったらイケ……、何でもないです。ええ。とりあえず飲むのに支障がないというか。苦いと聞いてたので、アルコールの強い柑かん橘きつ酒みたいなものかな、と思っていたんですが……』

　という事は、浅あさ間まやサクヤが何かを仕込んだ訳でもないという事か。だとすると、

「我が王？」

「あー、姉ねえちゃんのアドバイスで、ほら、オメエらも、食事の後とか、匂におい玉あるじゃん。口寂しい時に舐なめる飴あめみたいなアレ。アレとか、あと、アレだ。うどん王国に来てから、何か果くだ物もの食う機会増えたじゃん」

　ああ、と得とく心しんした。歴史再現もあってか、蜜み柑かん、葡ぶ萄どう、桃と梨なしが目に止まる。特に蜜柑はこの時期から出ているものもあり、桃ももなどと合わせて勉強小屋の間食になっていた。逆に肉を頂く機会が減り、自分などは保存用の加工肉に頼る事が多かったが、

「……母の話と同じですわね」

　元から王は果物類などをよく食べていた。スイーツ系は得意なのだ。体臭にもそれは出ていたが、このところで洗練されたならば、尚なお更さらだろう。

　今更ながらに、母が言っていた父の〝匂い〟の事を思い出す。肉の匂いなのに、苦手な柑橘の香りが混じっていて、嫌いな筈はずのそれが逆に美味を感じさせるのだと。

　頂いた時、気を失いそうになったのも、同じ事だ。

・鉄火女：『タバコ吸ったりアルコールだけの酒やコーヒー飲んでると匂い悪くなっからな？　あと、成分は糖分と亜鉛だから、豆とか肉食ってると後者が味や匂いにキツくなる』

・あさま：『や、安いのは飲んでないですよーう。大丈夫ですよーう』

・銀　狼：『ええと、じゃあ、私、男性じゃありませんけど、肉食系なので……』

・鉄火女：『お前は消化能力や性質が人と違うだろうが。気にすんな。むしろ果物食った時の消化が半端で、逆にそっちの匂いがよく出るようになる。あとまあ、うちでやってっから、余計な雑味は禊祓みそぎされてんだろ』

　そういうものだろうか。ともあれ嫌気がないのはいい事だ。だから、

「あの、我が王、続きというか……」

　触れ、舐め、言い訳をする。

「今の、再確認してもいいですわよね？」





●






　ちょっと話に集中してしまったため、熱が冷めてしまったかもしれない。だが、

「……調子に乗ったままですね、トーリ君」

「何か術式掛かってるっぽい？　保護系の」

・鉄火女：『うちの中だから途中放置でも冷やす訳ねえだろ。寧むしろ上がる設定だぜ』

　……い、要らん気遣いを！　有り難う御座います！

　触れて、一度両手で拭ぬぐうようにして挟んで磨き、匂においなどを禊祓みそぎしてから、また舌で迎え入れる。何が起きるかという事と、味の部分での理解が出来ると楽だ。頂く感が強くなる。

　ただ、やはり冷めているのではないかと、気を遣ったのが悪かった。熱を持たせるには血行をよくする事だというのは推測出来たので、右の指を輪にして根元を押し、全体を張らせた上で、先の部分を唇で咥くわえ、吸いながら引っ張り、仰のけ反ぞり、

「────」

　空気が破裂するような、しかし湿った音がした。張った先端が震えるのを咥え、幾度か傘の部分に向けて前後してから、また吸って引っ張り、仰け反って鳴らす。

「あ、ちょっと、浅あさ間ま」

　構わず、繰り返した。根元からも吸って、やはり唇を引っかけて、緩めず外れるまで。

　何度かしてから唇を外すと、赤い飴あめ玉だまのようになったものが目の前にあった。見るからに熱を浸されていて、これなら大丈夫と、改めて唇から喉のどに入れようとした時だ。

　舌が触れた瞬間に暴発された。

「あ」

　勢いで跳ねた。大量に、さっき口の中で感じた匂いが顔や胸に零こぼされ、脇わきや腹にまで伝い落ちる。でも止めようがなく、飴玉の色と同じような熱を正座で浴びせられ、

　……判定としては半分になるんでしたっけか。

　しまったと、そんな事を思って正面を見ると、全力で仰け反っている彼がいた。

　結果は失敗の範はん疇ちゆうかもしれないが、喜ばれたなら有りだろう。それに、

「……もう、外に出しちゃ駄目ですよトーリ君」

　先に拘こだわり過ぎた。だから今度は奥に拘ろうと、膝ひざを前に寄せ彼の腰を抱きしめた。そのまま唇から、まだ零しを生む熱を咥えて、喉に通した。

　もう一回しますね。
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　ナイトは、外に出ていた。

　夜のこの時間、自分が住まわせて貰もらっている村では、起きている人などまずいない。ただ、自分はM.H.R.R.神聖ローマ帝国の魔女テクノヘクセン部隊からはぐれた者となっているので、夜よ更ふかしがＯＫだ。寧ろ魔女として、そうしていないと本物かどうか怪しまれる事にもなろう。

　なので不自然とならないよう、夜警を一つの仕事としていた。手に、丸い光を作る灯光術式のカンテラケースを提げ、村の各所を回る。夜にふと起きて気付いた住人が警戒しないよう、ルートとシフトは連絡してあるし、だからこそカンテラから生じる光には形を与えて、誰だれなのかが解わかるようにしているのだ。

　一応、ルートを通ったアリバイとして、各場所の先に置かれた古い外灯を点ともすのが約束だ。これは夕方にも行うもので、日付が変わる頃ころに消える。それを点つけ直せば、翌朝、村人達は夜警が正しく行われた事を知る。

　……でもコレで農作物の窃盗とかあったら、ナイちゃん疑われるのかー。

　何度か犯人を検挙したが、イノシシに鹿に猿だった。特に猿は何らかの影響で高知能化しており、どこかの戦士団から奪った防具や長銃まで持ち出してきて戦の時間がスタートしてしまったので、かつて六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズで腕を鳴らしたという元射撃部の老婆と共に射撃戦を行ったが、老人は耳が遠くて老眼だから号令もハンドサインもよく見えない一方で狙そ撃げきはスゲエというのは勉強になった。ならなくていい。

　ともあれそれまで住人が犯人では、という懸念を晴らした事から、信用は高い。夜警の最中でも、まだ起きている〝不良〟の子が、窓に掛けたカーテンの隙すき間まからこちらを覗のぞいているのが見える。

　……サービスで何か術式使ってみよっかなー。

　等と考えるが、今日きようはちょっと違う。

　ルートの先に、二カ所、通つう神しん場所があるのだ。こんな深夜に、とも思うが、地上武蔵むさしとやらは祭状態のようだし、ソーチョーがどうなったかも気になる。だから行く先、周囲に人の気配がない事を観測術式で確認してから神しん道とう表示枠サインフレームを開く。

「祭の実況かなあ」

　と思って見た画面の中では、

・あさま：『もう、トーリ君、一日五回のつもりが、もう、口で四回目ですよ……？』

　……ん!?　んンンンンンン!?
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　ナイトは足を止めて息を整え、襟えりを正して記録を開始した。

　落ち着けマルゴット・ナイト、現マルガ・ナイト。落ち着け。ビークールだよコレは。

・あさま：『え？　……口じゃなくていいんですか。──暖まった？』

・銀　狼：『我が王、もうそろそろ、いいんですのよ？』

　ダブルでコレ何か始まってる、というかコレからかなコレ。何だコレ。だがコレって、

　……何で実況始まってんの？

　狂った？　と思ったが、アサマチもミトっつぁんも、何かスイッチ入るとおかしな事するからなー、と納得する。何処どこかでトチ狂って、実況を見せようと考えたのだろうか。

　だが、そうではない可能性もある。

　その場合、ちょっと難しい。アサマチの実況解放設定が半クローズドなら、こちらが実況通神チヤツトを開始しても向こうからは見えないが、そうではなかった場合、あっちの通つう神しんにこっちが混神をする事になるからだ。

「どっちだろうなー」

　恐らく、皆も気付いていよう。率先してこの話題に嚙かんでくるとしたら、アデーレ辺りだと思うが、そこらが沈黙しているのはつまりこっちと同じだ。

　……ツッコんだらバレるかもしれない……！

　なかなか難しい。大体、自分も外でずっと突っ立っている訳にはいかない。

　だがコレ、向こうとの空間と時間密度の誤差も調整しながら流してきているから、多分大丈夫じゃないかなあ、と思うんだけど、

「────」

　だめだやっぱりツッコミ入れて御破算になったら惜し過ぎる。







[image: 第五十七章『外の視聴者』]
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　ミトツダイラは、ドレスを脱いでいた。

　狼おおかみだ。獣だ。そういう観点から言うと、裸になるのは羞しゆう恥ちが先に立つ事ではない。ただ、こういう状況に不慣れな己を、武器も防具もない姿にしてしまう事が怖い。

「我が王……」

　見ると王が、仰向けになってまっすぐ身体からだを伸ばしている。両手は腿もも横よこにつけ、何もかも一直線に伸びた状態だ。

「我が王、何ですのそれ」

「──万が一、上から来た時も、これなら耐えられるからな？」

　変なクセがついてないだろうか。ただこちらは、逆に今ので気が楽になり、ドレスを脱ぎ、タイツも剝はがすように足から抜くと、

「──我が王」

「ネイトのハダカは事故で何度か見た憶おぼえがあるけど、──今回が一番いいです」

「……いつも更新出来るように努力しますわ」

　既に気分自体は出来上がっている。ただ、

「あの、流石さすがに上からはありませんのよ？」

　じゃあ、と王が身体を起こす。膝ひざ立だちになっているこちらと向き合う事となり、

「────」

　拝まれた。よく解わからないが、そういうものだろうか。柏かしわ手でまで打たれて二礼一拝一礼。

　それが終わってから、王が右手を挙げた。

「──さっきの逆がしたいです」

「私に、術式で広義の焼き鳥を？」

「そういう事じゃねえよ……！　今の状態で、ほら」

　ああ、と納得したので、ちょっと背後の床を持ち上げる。ソファのように、腰から背を支えさせながら脚を開き、手で隠さないのが騎士の度胸というもの。そして、

「い、いいですわよ」

　頷うなずきの動きと共に、王が姿勢を低くした。這はうような状態でこちらの脚の間に顔と肩を入れ、広げた両脚を下から抱え込まれ、

　……ぅあ。

　王の側に引っ張られた時、反射的に脚を閉じていた。両の腿がぶつかる、と思ったら間に王の頭が有り、結果的には瞬発加速のダブルレッグラリアートで挟撃。

　あ、と思って脚を開いた時には遅かった。王がぐらりと揺れ、そのままこちらの脚の間に頭から落ちた。

　ノックダウン。

「ちょ、ちょっと我が王──!?」

・鉄火女：『何やってんだお前。新技か？』

・銀　狼：『ち、違いますわよ！　ちょっと反射的にやってしまっただけですの』

・鉄火女：『仕方ねえ。軽く喝かつ入れてやっから今後は気をつけとけよ？　ホレ』

「あひィ……!?」

　王がいきなり顔を起こした。早……！　と思っていると、王はこちらと視線を合わせ、しかし真っ正面というか息の掛かる距離でこちらの脚の間を見据え、

「……具」

「具」

　黙礼された。その上で顔を沈め、また口をつけてきて、

「うわ」

「な、何ですの？　うわ、って」

「ホントだ。ちょっと甘いってか、柑かん橘きつ系」

「言わなくていいですのよ──!?」

「というか、さっきのダブルキックみたいなの、何？」

「あ、仰向けで他人にされるの、怖いんですの」

　舐なめられ、味をみられて、もう何でもありだと思った。騎士として弱点のようなものだが、王に晒さらすなら恥ずかしくはない。

「狼おおかみですもの。仰向けに腹を晒すのは、嚙かみ殺されてもいいくらいの服従ですの」

「あー、御免。さっき引っ張ったから、ネイトの我慢出来る姿勢を崩したのか、俺おれ」

　そういう事だ。だが、

「じゃあこっち？」

　言われる間に、抱え込まれた脚を持ち上げられ、身体からだを捻ひねられた。なにか考えがあるのだろうと思って従うと、今度は俯うつぶせ。さっき迫り上げた床を上から浅く抱く姿勢で、何かと思って膝ひざをつくと、

「あ、それ、良い感じ」

「え？」

　と言ってる間に、突き出した尻しりの中央に王が唇を当ててきた。中央、間にまず舌が割ってきて、唇が強引に割り込んで来て、

　……ちょっと──!?

　さっきのは恐怖があったが、こっちは完全な羞しゆう恥ちだ。舌の先端が、抵抗出来ない処に差し込まれ、許すしかなくて、ただただ自分は王の邪魔をしてはいけないと、抱えた迫り上がりの床に爪つめを立てながら、腰の力を出来るだけ抜く。

「わ、我が王……！」

　さっきから、誰だれが自分に何をどのように何故なぜ何処どこでしているのかと、そんな５Ｗ１Ｈが事実として連続で頭を打ってくる。これまで、何となくで考えていた事が次々と現実になり、まだまだ上があるのだと思うごとに、意識が飛びそうになる。ドレスを脱いでも、首にはチョーカーが残っていて、その縛いましめがぎりぎりで意識をとどめさせてくれているが、

「……ネイト、俺おれも初心者でよく解わかんねえけど、さっきネイトが俺にしてくれたみたいに頑張るし、もう、何でもするから」

「……何でも？」

　言うなり、後ろに舌が来た。ひ、と思うとそれが前に下り、既に緩められた間から、押し込まれて来て、

　……我が王に、舐なめ溶かされてますわ。

　思ったところから、波のように強くなる震えと、どうしようもない脱力感が来た。
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　回数的には足りないが、どうしようも出来なくなる時間は、こちらの方がずっと長いと、浅あさ間まはそう思った。

　汗が酷ひどい。衣装は透けてしまっていて、袷あわせの部分から外に滴が伝う程だ。

　表示枠サインフレームから水分補給の竹ボトルを取り出し、彼と定期的に飲む事を始めたが、明らかにこれはスポーツの一種だろう。

　そして彼が触れてくる。スーツは極東仕様だが、メインの袷は中央を首元から股またを通り、背まで完全に一周する。

「真っ二つに分ける事が出来るデザインなんですよね、コレ」

「欧州はこういうの多いけど、こういう意味？」

「あれは単に袷が身体からだの中央を通る服が歴史再現で指示されていたので、そこからのデザインだったと思います。これもまあ、そういう時は袷をきっちり寄せない、という形ですけど」

　タイツの上にインナースーツという構造ではなく、タイツとインナースーツは一体型。袷が中央を通っていてパンツ部分が分解する作りではないから、一体にした方が楽だ。

　だが、そういう作りだと、一つの事実が生じる。

「……透け方が思い切りいいよね……」

「白系で何も当ててなかったりする上で生地が薄いから、一気に行きますね……」

　見られ、触れられる。いつもの制服や巫女みこ服で身体を触れ合わせたり、抱き合うのとは全く違う、薄皮一枚に内側から密着している身体を、丁寧に触られる感覚。

　肌というものが、意外に密着感のないものなのだと、よく解る。

　素材がつるりとしている事もあるが、それが伸び、内側が湿っているので、隙すき間まも何も無い。素材の弾力と滑りが、そのまま身体からだの表面になったようだ。全身の形が己に強調される。

　そして指で摑つかまれると、肉はそれを沈み込ませ、薄皮によって逃げ場がなく、圧が来る。

　圧迫感の痛みとくすぐったさが、触れられ、揉もまれて食い込まれるたびに同時に来て、

「──は」

　息が熱さを感じる。両の胸に驚く程彼の指が沈み、先を弄もてあそばれ、

「金庫のダイヤルは駄目。金庫のダイヤルは駄目……」

「そうなってないから落ち着いて下さいトーリ君」

　落ち着いて続きをやられると、先の方に爪つめを立てるように押し込んで来て、

　……うわ。

　痛い、と思った一方で、薄皮の圧迫で逃げ場がなく、張り詰めの気持ちよさがある。自動的に強く揉まれ、緊張からの解ほぐされる緩みも届いている。

　そして唇を重ねられた。さっき、熱を喉のどまで入れて、何度も飲んだというのに、躊躇ためらいなく舌が来て、息を交換される。まるでこちらが禊祓みそぎされてる感覚だと思った。

　すると彼の右手が脚の間に来た。一度腿ももで挟んで動きを止めるが、抵抗ではない。しようとしている事に気付いているという示しだ。だからその後で脚を緩めると、背の後ろから回された左腕が、ウエストをホールドした。逃がさない、という事だろう。

　頷うなずく。唇はそのままに、彼の右手、中指が中央の袷あわせを伝い、腹から下、先端に沈んだ。

　……ん。

　自分の予測より、袷の肉が唇のように彼の指を咥くわえてしまい、戸惑う。腫はれているのだ。きっといつもの制服だと、食い込んでしまうだろうに。伸縮性のある薄いスーツだから気付かなかったが、

「こうか……、な？」

　沈んだ中指が、形を探るように動いて、くすぐったさに腰が揺れる。時折〝当たり〟を取られて、逃げる動きを押さえるように、人差し指と薬指がスーツとタイツの継ぎ目、その左右に食い込んで来て、沈んだ。

　奥へ。奥へ。形を知られ、ここかと軽くタップされて、身が震える。しかも袷からは内側の湿りが漏れ続けていて、粘質な音も聞こえ始めた。汗もあり、いろいろ漏れていて、さっきは暴発で浴びもしたのだ。言い訳しようとして、私じゃないですと、そう言おうとして、

「わ、……た、わ、……じゃないです」

「ああ、……タワシじゃねえな。うん、見て解わかる」

　違いますよ!!　と思ったが、まあそっちもそっちで事実。セーフ。

　だが、完全に何もかも浮き上がり、形を露あらわにしたスーツを眺め、食い込ませて撫なでながら、彼が言った。

「……正直、浅あさ間まがここまで許してくれるってのは何か凄すごいなー……」

「そ、そうですか？　もう、本舗入る辺りで覚悟出来てましたけど」

「いや、小等部の時、後ろから揉もんだら泣いたじゃん？　だから、こういうの、エロっぽいところあっても最終的には毛嫌いしてんのかな──、って」

「あ、あれは、ビックリしたからですよ」

　古い事を持ち出されるが、自分は憶おぼえている。彼も憶えているなら、

「ホントにあれは、それだけです。いきなり後ろからだったので」

「……前からだったら有りだった？」

「ビックリはしなかったと思うので、……多分、泣きはしなかったんじゃないかと」

　そうなのかー、と、彼が嘆息した。

「俺おれ、あれケッコー引っかかってたんだけど、そっか、行き違いか……」

　じゃあ。

「前から揉むのはよかったんだな浅あさ間ま」

　ちょっと、と肩を叩たたいて置く。何かニュアンスが違う気がする。

　だが、彼のそんな反応を見て、一つ頷うなずいて、自分も合点が行った部分がある。

「トーリ君、私を、名前で呼ばないですよね」

　彼が名字で呼ぶのは、大体、相手が決まっている女性だ。ハイディとか。新顔は違う時もあるが、ホライゾンもミトツダイラも、名前で呼ぶし、正まさ純ずみや他もそう。だけど、

「何で私だけ、相手もいないのにずっと名字なんだろ、って思ってたんですけど」

「これから名前にすっか？」

「……今からだと違和感強いですよ。でも、トーリ君に任せます。これから先、浅間神社の代表でもなくなりますから」

　そっか、と頷かれる。そして彼が指を二本、中央の袷あわせに差し込んだ。広げられる。が、

「……これ、袷はどうやって開けるんだ？」

「脱ぎましょうか？」

「……あの、凄すごく難しい問題かと思いますが、着衣のままとか……」

　どうだろう。最初はハダカ同士で、というのはセオリーとしてどれだけあり得るものだろうか。ただ、今着ているのは、そういうための衣装と考えると、着るのは現うつし世よであと一回あるとしても、この中ではこれっきりだ。ならば、まあそういうものだという事で、

「いいですよ？　……じゃあ、これ」

　一枚の表示枠サインフレームを渡す。小さめ。名刺サイズのそれは、

「……それで袷が分けられます」

「え？　これ、そういう仕掛けなの？　術式？　さっきから開けようと頑張ってたよ俺」

「──だから捏こね回してたんですか。これ一応、私とトーリ君しか、この表示枠を使わないと開けられない設定です」

　拝まれたので黙礼しておく。すると彼が、脚の間、先端にそれを当てた。あれ？　と思い、

「上からじゃないんです、か……？」

　着衣の考えがちょっと違った。どうしよう、と思った直後に表示枠サインフレームが袷に当てられると、水が弾はじけるような音がして、内側の圧が震え、表へと跳ねて張った。

　……うわあ。

　腫はれてる。迫り出した肉が、開いた袷を内圧とぬめりで勢いよく震えて外に広げた。

　だが、ある程度の処から、袷が口の広げを止めたので、今度は、広がったスーツの分かれ目が肉を縛るようにして強調する。

　見てられない。汗やら何やらで艶つやを持ち、指で緩められて赤くなっている。

　そして彼が前に回って、顔をそこに近づけた。

　こちらがしたように、お返しをするつもりなのだ。

　された。

　脚を抱えられ、緩んだ間を指ではなく舌で撫なでられ、形を生で確かめられた上で、来た。

　中。浅い位置を、彼の味見が来る。

「……！」

　緩んでいるところを、柔らかい湿りで広げられる。短いと思えばそれなりに長く、

　……ひあ。
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　幾度か震えが来る程にされて、荒い息を吐き、涙が目め尻じりに浮かんだところで、彼が顔を上げた。こちらの脚を広げ、膝ひざを曲げさせて、胸の袷あわせも弾はじかれた。半脱ぎといえる状態にされ、

「あの、浅あさ間ま」

　何をするのか理解出来たので、自分は息を整え、顔を上げた。

　身を起こす。無言で、薄く開けた唇を頤おとがいと共に上げると、彼もこちらの意図を悟ったらしい。身を起こし、こっちの腰をまたぐようにして来る。

　来た。目の前にあるものを舐なめた。熱い。でも照れはない。

　彼の腰を抱き、改めて舌に乗せて導き入れ、奥まで飲み、口の中の水気を前後して幾度となく塗り込んで、

「ん」

　抜くと、熱で乾きかけていたものが、脂に浸したようになった。

「どうぞ」

　彼が笑みを作って、脚の間に戻るが、自分は腰を軽く浮かせ、見えるようにして、

「トーリ君……」

　解わかっているだろうし、解る状態になっているが、舌とは違うものが来る。ゆえに自分は両の指で広げ、

「……御願いします」
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　狼おおかみとは面倒なものだと、ミトツダイラは思った。

　後ろからさんざん舐められて、これから何をするか舌でリハーサルされて、覚悟も決まったのに、王が言うには、

「流石さすがに初めてがこの姿勢だと、ちょっと蛮族っぽくない？」

「ま、まあ、確かにそうですわね」

「それに俺おれもネイトの反応見ながらじゃないと、初心者及びプロレスラーだから、手加減が出来ないかもしれないっていうか」

　頷うなずくしかないのがどうかしてるが、頷くしかない。だが、

「さっきも言いましたけど、前からだと、仰向け、怖いんですのよ、私。慣れると大丈夫だと思いますけど、こちらもこちらで初めては流石に……」

　じゃあ、と王がまた初めのように直立で寝た。自分の腹を叩たたき、

「よーし真上からバッチコォ────イ!!」

「私も初心者ですから、そこからの流れは無理ですわよ……！」

　言うと、王が身を起こした。ふうむ、と王がこちらを手招きするので、正面に身を寄せる。すると、

「偉大な先人を参考にする？」

「うちの母ですの？」

「どうだったっけ」

「アレは、鎖で立ったまま縛られた状態でしたのよ？　だから立ってましたの。そして御お父とう様さまが下から……」

　と、そこまで言って、どうすればいいか気付いた。王も同じらしい、まず胡座あぐらを搔かき、

「ネイトネイト、ここ、ここに膝ひざ」

　無言で何度も頷うなずき、急いで王をまたぐように膝立ち。膝をつく位置は、王の腰の真横よりもやや後ろ側。かなり深く寄る位置で、実際、己の下腹が王の胸に当たる。

　が、これが正解だ。王が下からこっちのウエストを支えるように抱き、

「これだよな」

　そうだ。膝立ちだ。

　ここから腰を落とし、王の脚の間に座るようにして行きながら、受け止めていく。

　……これなら、お互いの顔が見えていて、仰向けではありませんわ。

　抱き合う姿勢になるので、背を両腕で護まもって貰もらえるし、自分も無防備な腹を抱きしめて隠して貰える。ならば、

「Ｊｕｄジヤツジ．、……調整、お任せしますわ」

「よーし、オーライオーライ、あ、右、右に──、そっち左！」

「い、いきなりそういうネタで大丈夫ですの!?」

　まあまあ、と言われ、支えられたウエスト、骨盤を左右から抱かれ、下に誘導される。

　……え？

　まだちょっと腰を下げただけなのに、下から当たった。

「……我が王？」

「す、すみません！　すみません！　さっきから調子に乗りまくってて……！　こいつめ！　こいつめ！　おっとお？　調子が降りていきませんよお？」

　視線逸そらしてギャグ言わなくていいですのよ？
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　浅あさ間まは受け入れた。準備は出来ていて、これ以上は無いくらいだと思ったが、何なに分ぶん、彼が調子に乗り過ぎている感もある。

　入口は指で広げられても、すぐに力の届かない処まで食い込み、至られて、

　……うわあ。

　飴あめ玉だまにしてた部分が、肉に刃物を差し込むように入ってきて、後戻りが出来ないと悟った。だからそのまま身動きはしないようにとただ見ていると、確かにゆっくりとくる。

　割られる、という感覚が正しい。恐らく感想には個人差がある世界だが、脚の間から臍へそに向けて、腹奥が左右に剝はがされていき、その中央を着実に熱の塊かたまりが押し入ってくる。そして途中で引っかかりがあり、だが緩んでいるのか、弾はじけるように踏み込まれそうになり、

「あ、と、トーリ君」

　初めてだからというアピールをしようとした時だ。彼がこちらを真顔で見ていた。その顔が、不意に赤面して目を逸そらし、

　……え？

　自分が今、どんな顔をしているか解わからない。ただ、今の彼の不意打ちに気が緩んだ瞬間、

「──あ！」

　引っかかりを千切るようにして、熱塊が一気に奥まで突き込んで来た。

　己の知らない処。彼だけが解るのは狡ずるいと思うが、だが、おかしな事があった。

　……痛くない!?

　これまで使ってない部分を使っている。今まで閉じていた肉を割わけられるのだ。初めて踏み込まれた時の痛みは、ホライゾンにして真下に連打を叩たたき込むに相応ふさわしいものがある筈はずだった。

　だが、違った。小さな、傷口に触れられているような震えはあるが、

「え？　あ、どうして……」

　彼が、こちらのぬめりの中を臍奥へと割ってくる中で、痛みに似て、しかし別のものが来た。

　腫はれから生じる痒かゆみのようなものが、己の底から熱く湧わいてくるのだ。

　彼を受け入れ、その形に沿い、憶おぼえていく中で、己の内側の腫れが痛つう痒ようの欲求となり、くすぐったさと、もっと強く何度も搔かいて欲しいような、そんな震えがきた。

　……うわ、マズい。

　そして気付いた。この不痛と湧き上がってくる痛痒は、ミトツダイラだ、と。
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　そうだ。ミトツダイラだ。その上で共有化の術式だ。自分達は魂をある程度連動出来るようにしたが、これによって狼おおかみと感覚的に共有出来る部分が生まれている。その上で、

　……人狼ルウガルウは、共感性があるんですよ……！

　人狼と心を交わした王と騎士の間では、共感によってお互いの感覚が共有され、良い方が勝っていく。だからミトツダイラは、自分の痛みよりも、彼から来る、柔らかさに浸つかったような感覚を得ている筈だ。

　それを介して、自分も同様となる。自分が得る痛みは、ミトツダイラに渡され、そして彼女から自分に戻って、

　……私と繫つながってるミトの分から、トーリ君にまた渡る筈で……。

　駄目、と思った。自分の予定としては、ここで痛みが酷ひどくて、そういうものですね、と彼と笑い合うくらいの余裕を作るつもりだったのだ。そして少し落ち着いて、残りの回数を二人で緩やかに埋めていこうと、そんな風になると思っていたのに。

「駄目……」

　崩れた。彼に、搔かいて貰もらうと声が出そうになる。

　自分の底の部分から、臍へその裏側辺りまで、虫に刺されて腫はれたような痛つう痒ようさが満ちている。彼がそこを満たして動くだけで腫れを扱しごいて搔かれ、頭の上にまで熱のある感情が突き抜ける。奥と入口近くと、途中、口の部分や、もはや全体がそういうものになっていた。

　やだ、と思うが、もう駄目だ。そういう始まりになってしまった。もっと後からこうなるんじゃないかと思ったが、初しよ手てから情けなくなってしまって、

「あ」

　彼が奥底を打ち尽つきて、根元まで受け入れたと解わかった瞬間。腫れを全体的に押された。

　虫に刺された時、腫れた部分を搔かず、押して堪こらえるのと同じだ。あれが肉一杯に満ちて、

「────」

　達する。

　ナルゼの描く同人誌だと仰のけ反ぞる絵ばかりだが、違う。彼がこちらの脇わきの間に突いた両腕を、自分はそれぞれの手で取ってしがみつくようにして、身体からだを前に折った。

　視界に映る何もかも理解出来なくなって、ただ脚を彼の腰に掛け、腕と共に引くようにしてしがみ付つき、抱きついて堪えようとした、その時だった。

「あ、ちょっと、スゲえってか……」

　彼が肘ひじを曲げ、上から被かぶさり、抱き返して来る。

　びっくりした。ただそのまま自分が、彼を下から抱き直し、脚でしがみついた時。奥で彼が震えた。五十六人分が来る。受け入れるまでもなく、一瞬で熱が浸って、たっぷりと満ちて、

「あ」

　脱力だった。それ以上、力を込められなくなる。彼が身を突っ張らせ、自分も身体を震わせながら、何度も彼の肩を嚙かむようにして頷うなずき、ずっとこうしていたいと、そう思った。
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　ミトツダイラは、王を深く抱きしめていた。

　上から腰を落としているので、自分の方がやや高い。首元に王の頭を抱くような状態になっているが、身体を少し折るだけで視線は揃そろえられる。

　だが出来ない。

「わ、我が王、……調子乗り過ぎ、ですの、よ……？」

　息をするだけで、腹の奥から頭の芯しんまでが震動する。何か脳の中に霞かすみのようなものが掛かってしまったかのようだ。いろいろと思考は出来るが、大事なものが摑つかみ切れていない状態に感じ、しかし、

　……違いますわ。

　大事なもので満たされてしまって、他が上うわの空そらになっているのだ。

　多幸感、という言葉が、頭の中に体積として実感出来る。これは母がおかしくなるのも、しょうがないというか、真ま面じ目めな父がそれしか見えなくなるのもよく解わかる。それに、

　……智とも。

　さっきから、幸いな誰だれかを見ているような感覚が、ずっと届いてくる。

　ああ、これ、向こうは凄すごい事になってますわねー……。

　真面目な人間程、箍たがが外れるとえらい事になる、というのを地でやってる気がする。だけど間違いなく、そのブーストをしているのは自分だ。母のスキルというか、人狼ルウガルウの加護が、魂の連動で浅あさ間まにも働くとは想定外。

　よく考えたら想定通りになった事はないような気がする。

「我が王」

　息を吐き、緩めると、身体からだを折るポイントが解った。だからそうして、視線を合わせると、王が笑った。

「抱きしめてれば、仰向けでも行けっかな」

「──困った騎士を、王が保護してくれますの？」

[image: ]

「昔はそうしたつもりが、俺おれが膝ひざ枕まくらされてた気がするけど」

「じゃあ、今はちゃんとして下さいますのね」

　ああ、と頷うなずき、抱きしめられ、そのまま後ろへと二人で倒れていく。背中から落ちるのが怖くないように、王が腕を回してくれるが、力の無い王だ。密ひそかに脚を外に立てて軽く支えの助けにしておくくらいはサービス。

　王は自分の陰からこちらを出さないようにして、

「あの、俺、既にケツの横の辺りが筋肉痛になってっから、途中でツったりしたら御免な」

「疲労軽減術式がありますわよ？」

「じゃあずっとする」

　歯を見せて言われて、こちらも笑うしかない。ただ脚を絡め、

「ずっとだなんて、──決まり切った事ですもの、好きなように、濃いめに御願いしますわ」
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・あさま：『店長！』

・鉄火女：『誰だれが店長だ』

・あさま：『トーリ君の残機が切れてました！　道理で私の方だけ何周もしておかしいと思ったらそういう感じです！　幾らですか!?　両替要ります!?』

・鉄火女：『ゲーセンじゃねえんだぞ馬鹿野郎……！』
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　いつの間にか、衣装は左右に割られていた。

　突き上げられるというより詰め込まれて搔かかれ、震わされながら、気付いた事がある。

　想像していたり、漫画で読むのと違って、仰向けの場合、支えてないとどんどん頭の方向に身体からだがズレていくのだ。

　……よく考えたら一人分の重量の押し込みですよねー。

　物理的だ。それがお互い解わかってからは、彼が腕なり肘ひじなりを床に突き、それを自分が摑つかんで支えるか、彼の両脚に自分の脚をそれぞれ乗せ、腰を摑んで貰もらうか、どちらかになった。

　時折、彼が一番奥を打ち、そこを熱の先端で舐なめる。そして甘く嚙かんだ繫つながりを確かめるように、小刻みに搔いて、揺らし小突いてくる。これが死にかける。良過ぎて。

　汗に濡ぬれた胸が弾はずむのを、指を食い込ませて押さえ込まれ、摑まれると、痛いが、圧迫の熱が届いてきて有りだと思うようになっていた。そんな事を繰り返し、何度も達して、せがんで叶えられ、浴びせられ、口にして、息が切れて、お互いがようやく一休みしようと思った。

　何か飲む必要があると、階段に竹ボトルが出してあったのを思い出して振り向いたら、膝が崩れて前に倒れた。階段に伏せつつ、腰を彼に突き出すような姿勢になる。みっともないが、竹ボトルが密閉状態のまま彼の方に転がったので、こう言った。やや回らない舌で、

「あ、……これ、トーリ君の、です」

「え？　俺おれの？　そういう解釈で、今、いいの？」

「え？　あ、はい、今じゃなくても好きなタイミングで、いいですよ？」

「好きなタイミングで良いの？」

　うん、と頷うなずくなり、いきなり彼が来た。

　後ろからであった。

　腰を両側から摑つかまれ、熱くぬかるんだ中を一気に入り口から奥まで割り広げてきた。

　……これはそれじゃないです──!?

　達して打たれ、奥の一番痒かゆいところを抉えぐるようにされ、声を我慢したら、引き抜かれる動きで全てを搔かれて無理だった。あ、という声と、や、という声の止めようがなくなり、そのまま好きにされ、己も求めて気付いたのは、こっちの姿勢だと床や敷物を手で摑めるので身体からだがズレにくいという事だった。物理に勝利の時。と思ったが、膝ひざは滑るので段々と腰を上に反らしていく事になって結論だけ言うと彼が調子に乗った。更には、奥より少し手前、腹側にある口に対し、この姿勢だと彼の口も宛あてがいやすいらしく、直接にキャストされもしたが、

・鉄火女：『何かお前ら、いきなりスコア上がったんだけど、何してんだ初心者が』

・あさま：『スコアって何ですかスコアって！』

・鉄火女：『残機頼んだ口がそれ言うかー。というか狼おおかみは仰向け行けるようになったろうけどケモい方がスコア高いぞ』

・銀　狼：『何か情報漏ろう洩えいされてますのよ──!?』

　まあ、ミトったらお盛んで。こっちはもう階段に押しつけられるような姿勢になっていたが、数度の後、彼が馴な染じませるようにしばらく詰め置き、息を合わせて表へと引き出していった。

　零こぼれる。伝って存分に敷物を汚す。スコア、という言葉がちょっと気に掛かり、

「トーリ君、それ、駄目……」

　口でなら何とか対応出来ると、そう思った。だから、

「別の方で、させて……」

「別で？」

「はい。……そっちはちょっとたっぷり入ってるから。その……」

　何を言っているんだろう、と自分でも思うが、実況はない。大丈夫。
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「アサマチスゲエ──……」

　ナイトは足を止めてしみじみ呟つぶやいた。
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　浅あさ間まは、息を整えようとしながら、言葉を作った。膝ひざに力が入らず、姿勢は先程と同じままになっているが、

「そっちじゃない方で、しますから。……御願いします」

「うん。……御願いされた。うん」

　じゃあ、と彼が言うなり、また腰を摑つかまれた。再び階段に押しつけられるのかと思い、

「え？　そ、そっちじゃなくて、こっちです」

「うん。だからこっち」

　後ろに来た。

　押しつけられ、あ、と思った時には、抵抗も出来ずに咥くわえ込んでしまって、

「──!?」

　止められない。もうこうなったら受け入れるしかないが、

　……ちょっと、あの、初回で全部とか滅多にないというか……！

　驚きで声が出ないが、その分、緩やかに彼が奥へと達した。

　流石さすがに参った。緩んでいて、濡ぬれていたが、これは違和がある。駄目でしょう。無理。ちょっと無茶が過ぎませんかね、と。その筈はずだった。

　違和感より、背から頭の奥にまで痺しびれるような震えが来た。これはアレだ。

　……ミト──!?

　そっちは痛覚など無い筈なのに、あの痛つう痒ようが来た。

　奥、どこまでも搔かいて欲しいと感じ、まずいと思う。そっちはちょっと同人誌とかエロゲ過ぎる。これでちゃんとしてる時と同じ声を出したら、畑の違う人間になる。でも今、広義の芋いも掘ほり中な気もしてそれじゃあしょうがないですね……。なくない。駄目。ストップ農業。

　だが、動けなくなって荒い息と身を震わせているこちらの状況に、彼が気遣いを見せた。

「有り難うな浅間」

　いえ勘違いです勘違い！

「なるべく優しくすっから」

　スローはやめて下さい──！

　痒かゆい処ところを丁てい寧ねいに全て搔かれた。他人がしない、嫌がる事を進んでするのが偉い子です。そんな標語が十年ぶりくらいに思い出されて、身体からだの中、腰の裏側で体現される。

　緩やかに注挿を繰り返され、奥の果てが無い中を行き来され、感覚など本来無いとされているのに、狼おおかみの加護を経由して自分が今、彼を受け入れ喜んでいるのが解わかって死ねる。

　でも大丈夫。何とか耐えられる。一回切り。これが終わったらやめて貰もらうように頼もう。そう思っていると、彼が、あ、と声を上げた。こちらの芯しんにも擦こすり上げと下げの震えが届き、

「あ、ちょっと、浅あさ間ま、そう締められるとキツい」

　え？　というか、力を入れられる箇所なんて一カ所しかなくて、

　……う、うわあ。

　恥ずかしい、ともはや意味の無い事を考えて力を抜いた瞬間。反動で彼が一気に詰めてきた。奥、打つような場所は無いが、それゆえに何処どこまでも貫かれ、そのまま鼓動のようなものをぶちまけられた。行き止まりがないので、全部貯ため入れられる。そんな事実に気付いて、

「あ……！」

　あっけなく声が出て、羞しゆう恥ちも何も無駄になった。

・あさま：『ミト、あの、私、……トーリ君を消化するコースに入会したようで……』

・銀　狼：『安心なさい智とも、──こっちは既にそうなってますわ。狼おおかみの姿勢で、となった時、私がうっかり〝じゃあ後ろから御願いしますわ〟と言ったら意思疎通のミスで』

・あさま：『じゅ、順番的にはそっちの方がいい気がしますよ!?』

　こっちもこっちで良いと言えば良い。

　声を出した事で、了解とされたのだろう。彼が続けて動いてきた。自分の方は、とんでもないところまで彼の形を憶おぼえていく事に対し、敷物にしがみついて堪こらえようとするが、無駄だった。気が付くと声を出してせがんでいた。泣く。良過ぎて。

　憶えてしまった。

「あ……」

　サクヤが、初しよ手てから無茶するなと言っていた気がするが、結果がちゃんと出てるならいいか、と思うのは駄目だろうか。

　そこでまたワンコイン分を消費して、引き抜かれたところで、唇で磨いた。

　穢けがれゼロだから気にせず、丁寧にしていると一度頂く事が出来、

「……衣装も乱れてますし、場所、移しましょうか」
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　ミトツダイラは、最近の疲労軽減術式の性能に唸うなりながら、王と一緒に本舗に戻った。

　表示枠サインフレームで選んで飛ぶだけだ。行き先は自分の部屋だった。ここならどうとでもなると、

「我が王、狭いので、髪を戻しますわね」

　ロールにして床に流すと、王が嬌きよう声せいをあげて跳び込む。こっちはこっちで綺き麗れいというよりも遊び友達感覚らしい。ただ、そんな王の肩を叩たたいて振り向かせると、自分の髪をベッドにするように寝かされて、

「コレね、ホント、前からやってみたかった。──ネイトの髪に包んで貰もらって寝るの」

「わ、私と一緒に寝ることになりますわよ？」

「だから今やってみて、いいな、って思った」

　そう言われてしまうと、しょうがない。

「騎士が王を匿かくまう訳ですのね」

「籠ろう城じようか──」

「飲み物は表示枠サインフレームから出せますのよ？」

　籠城戦が開始された。

　飲むものだけを頼りに三日程、騎士の城内では王と広義の抗争が始まり、お互いは争って、飲んでは眠ってを繰り返した。

　そうすると、術式と加護で体調が保たれていても、空腹は感じる。

「でも、……よく考えたら、洗面所に行きませんわね」

「何か風ふ呂ろ入らないでも臭くならないよな……」

「こちらに来た時の状態が、禊祓みそぎ状態で保存されてるようですのね」

「伸びないか……」

　どういう意味か解わかったので突き飛ばしておくが、迂う闊かつに智ともや喜き美みの部屋に飛び込まないよう、カーテンの壁は見た目とは別で当たり判定の塊にしてある。そのため、王が壁間際の虚空で跳ねて戻ってくるのを受け止めると、

「な、何かテキトーに作ったゲームみてえだな！」

「必要でしたら、言えばアップデートするそうですのよ？」

　だとするならば、と王が要求したのは、本舗の氷ひ室むろに食材などを調えて貰もらう事だった。サクヤが言うには、

「ここの大気を吸ってれば食う必要はねえけど、ここの作物を食すと栄養分の効果がある他、禊祓の効果が高くなり、つまり現うつし世よに戻った時に術式や加護の通りがよくなる。──とりあえず食っておいて損はねえけど、時間掛かるんだから程ほどにな」

　との事だった。

　流体で出来ている世界と身体からだとは、そういうものか。

　ただ寝間着を着て、店側で食事をして、久しぶりの脂や塩、胡こ椒しようと言ったものを味わうと、急にまた、気分が上がってくるのは駄目だと思った。

　いや、ホント駄目。駄目だから、その駄目を禊祓しなければなりませんの。ええ。

　いつも使っている椅い子すとテーブルの上で、口から始めて、途中、椅子に座った王の上に腰を落とし、

「……これを、いつもの手順に追加すると、一コイン分丁度ですわよね」

「つまり……、シンプル定番シリーズ〝合体〟？」

　頼り過ぎるのはよくない、と結論をしたが、過ぎてないので頼った。

　そこから風呂へ入り、ちゃんと洗ってあげていると、手元に当然のように石せつ鹼けんがあり、これがまたいけない。泡が良く立つのはもっといけない。王が深く頷うなずき、

「泡凄すごいなあ……」

「凄いですわね」

「……でも泡だけ立ててどーすんのネイト」

「い、いえ、これは、……どう使うのか、我が王は知ってますの？」

「泡は……、うん、……泡で、使うんだよ」

　された。思い切り声を上げたが御近所が不在なのでノーカン。ただ気付いたのは、ナルゼの同人誌だと、自分はこういうところでテンパった時に、

「わがおっ！　わがおっ！」

　などとキャンキャン鳴いて、ちょっとコレはあり得ないと思った。よく考えれば解わかる。現実というか、実際においては、

「わがおっ！　わがおっ！」

　……その通りでしたわァ────!!

　その部分だけ一次創作恐るべし。だがちょっと石せつ鹼けん関係でやらかしたのは、石鹼自体は当然に味が悪いので、口に入るとアレなのと、

・鉄火女：『おい！　殺菌するな！　スコア減らすぞ！』

　何で変なところで厳密なんですの。
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　浅あさ間まとしては、泉が広くて正解でした、というのが本音だった。

　洗い場に樹脂のマットを敷けば身体からだは伸ばせたし、水音さえ気にしなければ縁に腰を乗せる事で脚を湯に浸つけたまま、身体を冷やさずに済んだからだ。壁の位置も、立った時に肘ひじをつくには良くて、

　……これ、でも、現うつし世よに戻って泉に入ったら思い出しますよねー……。

　その傾向が特に強いのは、浅間神社の母おも屋やにある自室だ。

　場所を移動しよう、と言った時、彼が提案したのがそこだった。本舗に行くと想定してたので意外だったが、

「本舗は、生き返ったら、そこが中心だから」

　との事で、赤面した。確かに、現世に戻ったら浅間神社では結界でも張らない限りは無理だ。ついでに言うと教室や往来もそうだが、

　……普通は自分達の家以外はＭＵＲＩなんですよ……！

　ちょっと思考がグローバル化し過ぎていたようだが、ここらも初心者なせいだろう。

　ともあれお互いが知っている自室で、昔話を時折にしつつやらかして、外の太陽と月の動きに合わせて食事を作りつつやらかして、泉で禊祓みそぎしてやらかして、寝てやらかして──、

・鉄火女：『あの、何か凄すごいペース早いんだけど』

・あさま：『あ、あれ？　そ、そういう時間帯ですよ、ね……、これ……』

・他二人：『…………』

　まあ、ミッションの遂行状況は悪くないのだと、そう思う。

　そして少し余裕が出たので、自室周りから境けい内だいを見に行く事にした。このところ、寝間着姿ばかりだったので、久しぶりの巫女みこ服を着て、境内の掃除くらいはしようと思ったのだ。

　だが、彼に見られない内に片付けようと思っていた初日の大騒ぎの跡は、消えていた。

　流体と情報で出来ているので、不要ならばそのまま消してしまえるのだろう。後片付け不要というのは有り難いが、だとすると巫女服などは本当にファッションなんですね、と思う。

　ただ、起きてきた彼と、昼の太陽の下で境内を歩き、昔はああだった、あんな事したな、などと話をしている時、ふと、言ってしまった。正面の鳥居の処で、

「ここで以前、水着の撮影とか、しましたよね」

　言って、お互いが動きを止めた。彼が平手を上に、促しを送るので、己は頷うなずき、

「……言い出しっぺの法則ってありますか」

「撮影はお互いのものであるならば有りだと思います」

　いやいやいや、と己は手を左右に振る。流石さすがに先日、賽さい銭せん箱ばこのところで広義のかくれんぼしたものだが、鳥居の処や御ご神しん木ぼくの処で撮影の思い出再現云うん々ぬんはどうかと思う。

　大体、間違いなく、〝その後〟がある。しかし、

「……聖域ですからね。日中に表から丸見えなところでするのは、穢けがれになってしまう気が。

　鳥居や御神木なんて、ホントに神様直結ですから、罰当たりですよ？」

・鉄火女：『往おう生じよう際ぎわの悪さを私のせいにすんじゃねえよ』

　そういう事になった。

　衣装を水着に切り替えると拍手された。冷えるとアレなので小こ袖そでを羽織っているが、それがまた良いらしい。気軽ですねー、と思い、

「あのですね。衣装と言っても情報なので、切り替えで済みますから、巫女服でも制服でもいつでも替えられるので、何かノリが悪いと思ったらそう言って下さいね？」

「じゃあ巫女服なんか、さっきのも、替えはあるの？」

「替えというか、初期化がある、という感じです」

「さっきから何度かムラっと来てたから、頼めば良かった……」

　素直で有り難い。だが、

・あさま：『ミト、求められるのはいいんですけど、現うつし世よで私生活の時、間違いなくコレは現場で思い出しますね……、というの、ありますよね』

・銀　狼：『今、教きよう導どう院いんの教室にいる私に何言ってますの？』

　……教室！

　その手がありましたか、と思うが、ふと気付いた。

・あさま：『〝智ともに気付かれますわ〟とか、そういうシナリオ組んでませんよね……!?』

・銀　狼：『安心しなさいな、そんなシナリオ組んでませんわよ？　──私は』

・あさま：『ちょっと……！』

　通つう神しんを切られたが、カーチャン化が始まっていないだろうか。だが、そうだとすると、

「────」

　無言で表示枠サインフレームを出し、音声をオンにする。

　現場のリアルタイム、という訳ではないが、現うつし世よ側の浅あさ間ま神社の音が、周囲から聞こえてくる。それはどことなく遠く、幾つもの観測場所から拾う波のあるもので、

「あれ？　……姉ねえちゃんの声とか、聞こえる？」

「……こういう方が、リアルといえばリアルなので」

　前は消した音が、今は何となく必要に感じた。盛り上がりそうなので。ええ。

　どういう事かはそれ以上聞かれても無視する事として、自分は小こ袖そでを鳥居の下に広げておく。立った場合、肘ひじをつく高さはあの辺りかな、と大体の今後を考えつつ、

　……これ、現世に戻った時に、感覚ズレてると危ない気が……。

「でもまあ、トーリ君を蘇よみがえらせるためですからね」

・銀　狼：『智！　智！　何か言い訳上じよう手ずになってますわよ!?』

・あさま：『い、いいじゃないですか、こっちはこれから階段で〝撮影〟ですよ！』

・副会長：『お前ら少しは節度を持てよ』
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・あさま：『──え？』

・銀　狼：『今、ちょっと!?』
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「あっ、馬鹿！　セージュン何やってんの!?　──うわあバレるかなあ、コレ」
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・あさま：『ちょっと、あの、……まさか実況入ってますか!?』

・約全員：『いやいや入ってません』

・銀　狼：『どういう事ですの──!?』
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　ホライゾンは、呼ばれた気がして起きた。

　だが、左右を見ると、誰も呼んでいなかった。浅あさ間まもミトツダイラも寝ているし、トーリもまだ仕上がっていないようだ。

　頭上。表示枠サインフレームが回っている。見上げれば浅間から、通神文メールで、

『──ホライゾン！　通つう神しん関係の設定がちゃんとしてるかどうか見て下さい！』

　見た。

　だが、どういう事が〝ちゃんとしている〟のか、己には解わからなかった。

　己には面倒な設定が解らぬ。日々、自由に遊んで暮らしてきた。

　だが見たところ、何の警告文も出ていないので問題がないだろう。

「浅間様、大丈夫です」

　それだけを告げて、自分は右の親指を上げたまま布ふ団とんに倒れ込んだ。

　寝る。

　グッナイ皆様。
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・あさま：『あれあれ？　何かホライゾンの方で通神を固定されたっぽいですけど？』

・銀　狼：『怪異！　怪異ですわね!?』
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「アチャー、バレたなあ、コレ」

　ナイトは、嘆息した。これから浅間神社組は大騒ぎになるだろうが、こっちは距離も離れていてまあ大丈夫だろう。表示枠経由で何か術式が叩たたき込まれてくる可能性もあるが、武蔵むさし側からM.H.R.R.神聖ローマ帝国の暫定国境を越えれば検閲が入る筈はずだ。

　だったら夜警に専念して部屋に戻ろうか、と、そう思った時だった。

・●　画：『──早く続きしなさいよ。既に描きまくってるのよ』
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・金マル：『ガっちゃん!?　また外出たの!?』

・●　画：『ちょっと探し物も出来たのよ。──そっちも、何してるの？』

・金マル：『こっちは夜警～。出る口実になっていいよ。知能上がったサル相手に射撃オババと一いつ緒しよに戦ったりするけど』

・●　画：『こっちはそういう生産地イベント無いのよね……。ともあれちょっと通神ポイントに中継術式置いてたら、実況始まっちゃって。外でガリガリ描いてるところ』

・銀　狼：『ちょっと！　ちょっと、いつからですの!?』

・賢姉様：『プハハハハハハハ！　今!?　今気付いたの!?　アンタ達！』

・銀　狼：『相当前ですわね──!?』

・貧従士：『あまり生々しく言いたくないからボカしますけど、一気飲みからです』

・二　人：『うわあ……』

・●　画：『いいから続きしなさいよ。もう、初日から全部制覇する勢いとか、ホライゾンと違って王道過ぎるけど回数おかしいわよアンタ達。何このブラック合体産業。あ、でも、ブラックというかピンクなのかしら』

・あさま：『一応、神事なのでホワイトにして貰もらえると有り難いんですけど……』

・●　画：『ああまあそりゃ白いでしょ、と思ったけど、真っ赤なの出たりしないの？』

・あさま：『マジ答えするとサクヤの加護が凄すごい凄くて大丈夫みたいです』

・●　画：『そういうもんかー。でもアンタ達、今本気で公式が最大手状態になってるから勘弁して欲しいわ。私が描いてるコレ、このままだと二次創作じゃなくてアンタ達のドキュメントにしかならないじゃない』

・あさま：『それは私達の責任じゃないような……。というか、すみません、トーリ君がローアングルと接写に拘こだわるんですが、リアルじゃないから注意してきます。──ミト、後は任せましたから！』

・銀　狼：『に、逃げましたわね!?』

・●　画：『境けい内だいで撮影ネタね……。大丈夫。資料はあるわ。で、アンタはどうするの？』

・銀　狼：『──取引しません？』

・●　画：『どういう事？』

・銀　狼：『智とものは自由に描いていいですから、──導入をちゃんと描きません？　だって多分、そっちが見始めた時期から考えると二コマ目から合体だと思いますもの』
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「……何がなにやらというところだが、倫理の乱れが世界を救うのはちょっと凄いな」

「……三み河かわでもエロ不注意が世界を救ったで御座るからなあ」

　というクロスユナイトの台詞せりふを聞き、正まさ純ずみは頷うなずいた。

　思い出すと他にもある。

「……IZUMOで話がまとまったのも、〝ちょんまげ〟のおかげだしな……」

「あ、でも、ミトツダイラ様の御お母かあ様さまが味方になったのは、ウエットマンさまがミトツダイラ様の御母様の誘いを弾はじき切ったからと聞いています」

　……あいつ、そういう事しか出来ないんじゃないかという疑惑が……。

　ともあれ、魔女テクノヘクセンと狼おおかみが、巫女みこも時折挟んで情報交換や遣り取りをしているという事は、多分、上手うまく行っているという事だ。

　何となく安あん堵どしたが、まだ儀式は多重構造で存在する。向こうで三人がイザナギ相手の課題をクリアしたとしても、馬鹿の魂がこちらに戻る事が出来るかどうかは、それこそこちらの儀式が上手うまく行くかに拠よるのだという。

　浅あさ間ま神社を胎内に見立てた〝産み〟の儀式に、境けい内だいでは天あまの岩いわ戸とをベースとした〝引き出し〟の儀式を重ねている。

　これがどれだけの出来となっているか。浅間神社側が上手く行ったとしても、〝引き出し〟が上手く行かねば、魂は戻らない。

　だから気が抜けず、宮舞台の上では既に三時間程葵あおい姉あねが踊り、謳うたい、曲を掛けてＤＪとして皆の誘導を行っているのだ。

　一番危険なのは、夜明けの頃ころだ。

　浅間神社側の儀式が終了し、浅間とミトツダイラが、馬鹿の魂を連れて帰ってくる。

　浅間とミトツダイラは生者なので、身体からだと魂の繫つながりは保たれている。だから向こうからは、〝門〟のようなものを潜くぐってくれば、それで大丈夫。

　だが馬鹿の方は違う。一度、身体と魂の繫がりが切れているので、それを戻さなければならないのだ。そのためには、〝引き出し〟を行い、もう一度馬鹿を産み直した事にする必要がある。

　夜明けとなると、皆の疲労の蓄積が酷ひどくなっている頃だろう。

　今回の件について、騒ぎが生じ、他国に漏れるといけないので、多くは何も知らずにこの祭に参加している。が、それゆえに、夜明けまで付き合う者は少ないだろうし、〝引き出し〟の儀式に対して真剣味を持つ者も少なかろう。

　……問題は山積だ。
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　一息を吐き、座るところはないかと探すが、無い。

　皆、どうしているのだろうか、と思えば、高台となっている神社の縁。敷地を囲っている手て摺すりに座ったり、正面の階段に腰掛けている姿が見受けられた。

　その中に入っていける程、度胸がある訳でもなく、どうしたものかと考える。すると、

「副会長！　こっちです！」

　バルフェットの声に振り向けば、クロスユナイトとメアリのいる屋台があった。

　見れば二ふた代よやウルキアガ達が奥にいて、そこには縁台も出ている。

　屋台の裏側が、それなりの休憩所を兼ねている場所もあるようだ。ゆえにそちらに回ると、伊達だて家け副長や立たち花ばな夫妻が野外用のテーブルから飲み物や屋台の戦果を差し出してくる。

「こういうの、いつも浅間神社代表に任せる事多かったから、ちょっと楽しいわね」

「同意です、伊達家副長。──いろいろな意味で特別な夜ではありましょう」

　そうだなあ、と頷うなずいていると、バルフェットが声を掛けてきた。

「さっき、何処どこか行くつもりでした？　声掛けないと、外出ていくみたいでしたけど」

「ああ、ちょっとこういう忙しい時、休む場所があってな」

「そっち、行きますか？」

「いや、夜だからな……」

　場所はあると思うが、ちょっと不用心だろう。ただ、何処どこかは皆も知っていよう。

「ほら、あれだ。教きよう導どう院いんの正面。自然区画にあるだろ。御ご霊りよう平へい庵あんとかいう、ちょっとした会議場所みたいな庵いおりのある広場。──忙しい時は、あそこで本読んだりしてな」

　言って、ふと気付いた。

　周囲の皆が、沈黙しているのだ。

「……どうした？」

「いえ、あの……」

　と、バルフェットが首を傾かしげた。そして彼女は、こう言った。

「あの場所、完全に放棄されて荒れ地というか、廃はい屋おくが森に飲まれた場所ですよ？」







[image: 第五十八章『休み場所の求め人』]
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　何かおかしいな、と正まさ純ずみは思った。

　ちょっと待て、と右の平手を皆に見せておく。そして思うのは、

　……初めてあの場所に行ったのは、三み河かわ争乱の直前か。

　三河の関所から戻り、急いで教きよう導どう院いんに行こうとしたのだったか、とりあえずショートカットして、遠くから響くホライゾンの歌を聴いた憶おぼえがある。

　そして後悔通りに出て、父達や馬鹿と会った訳だ。

　更にはその後も、何度かというか、結構頻繁にあの場所には行った。とにかく狂人の多い武蔵むさしだ。ああいう静かな場所は貴重。古本を読むのもぐいぐい進む。最高だ。ならば、

「──いや、あるぞ。確かにあの場所は、ある」

　言う。

「三河争乱の直前だ。そこから後悔通りに出て馬鹿と会ったりもした」

「それは、あの中央の自然区画を突き抜けただけで御座ろう？」

「いや、その中に広場があるんだよ。それで、六角形ぐらい？　そんな会議場みたいな庵いおりがあってさ。公園っぽくて、子供達とかも遊んでて」

　そうだ、確か、人が中にもいた。

「何か、その庵の中にも人がいたよ。ちょっと見慣れない服着て、だから父達のような、役人達の集まる場所じゃないか、って思ってたんだが」

　言うと、クロスユナイトやウルキアガ、アデーレやノリキ、ネシンバラに御お広ひろ敷しきといった、純武蔵勢が顔を見合わせた。

　彼らがスクラムを組み、何か相談を始める。

　その中に加わる事は選ばず、メアリがこちらに視線を向けた。

「正純様、そちらの場所にはよく行かれているのですか？」

「ああ、古本を静かに読むには最適でな。何しろ、邪魔がいない」

　言うと、顎あごに手を当てて思案された。ややあってからメアリが顔を上げ、

「あの、……つまりこの地上奥おく多た摩まで言うと、後部側。そちらの自然区画という事になりますよね？　違いますか？」

「いや、違わない。浅あさ間ま神社から後ろ、教導院側だ」

「教導院から見えていましたか？」

「いや？　木が結構伸びていて、な？　……だが、何となく木の並びに乱れたところがあるので、あの辺りかなあ、と思っていたもんだが」

　言っていると、正面の階段の方からざわめきが来た。

　何かと思うと、第一特とく務む隊に誘導され、二つの姿が来る。

「東あずま」

　彼と、あの半透明の少女だ。
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　東は、ミリアムの代理というか、二人分で来ていた。

　流石さすがに夜も更ふけていて、人がとにかく多いのは解わかっていたのだ。ミリアムの車椅い子すは、浅あさ間ま神社の階段を上がる際、手て摺すりをレールとした昇降機を使うが、

「言われた通り、祭の時は階段が座る人で一杯だね」

　確かにこれは無理だ。強引に連れてきて、この状態を見て諦あきらめを感じたらミリアムにとっては「それ見なさい」だが、そこにあるのは咎とがめよりも無知なこちらに対しての同情だろう。

　ハシャいだ自分が萎しぼむのを見ると、ミリアムもまた気分を落とす。出来の悪いのを理解させてしまった、という思いなのだろうか。

　ただ、ここは言う事を聞いて正解だった。盛況な現場だ。急ぎ足で、しかし周囲をちゃんと見ておく。ミリアムは画像で見せるよりも、まずこちらの話を聞きたがるからだ。

　画像は誰だれでも撮れるし、自分の感想しか得られないよりも、他の人の感想が欲しいのだと。

　だから、祭を楽しんだり、何か買ったり持ち帰ったりもあるが、話すために来た。

　そのつもりだったが、

「──皆で何してるの？」

「ああ、まあ、ちょっとした検証だ。東は？」

「ああ、うん、ミリアムの代わりも含めて、いろいろ」

　そうか、と正まさ純ずみが頷うなずいた。教きよう導どう院いんでは会っているが、自分は本ほん能のう寺じの変へんの前にパージによる退避をしたので、武蔵むさしの撃沈などを見ていない派だ。

　その辺りはどう問うていいものか、それともこのまま〝無し〟で行くべきか、迷ってはいるのだが、やはりこれもミリアムに言わせると、

「知らない方がいい事っていうのはあるけど、それも、聞いてみないと解らないわよ？」

　との事で、確かにそうだとも思う。だからまあ、何はともあれ、

「何の祭？　これ」

「ああ、葵あおいが死んで生き返らせるところだ」

　へえ、と頷き、ふと思った。

　……あれ？

　何だろうか、この違和感は。確かにこの三週間程、ちょっと距離を測りかねていたが、

「あの。……今、人命ってどのくらい軽くなっていたっけ」

「東、何を言ってる。人命は尊いものだ。重さで言えば計りしれないくらい重い」

「葵君は？」

「ああ、死んで生き返るから気にするな」

「葵あおい君の命ってどのくらい重い？」

　東あずま……、と静かに言われた。

「あいつも一応人間だから人命は尊いものだ。重さで言えば計りしれないくらい重い」

「後半棒読みだったよ？」

「とりあえずホライゾンと葵姉あねと浅あさ間まとミトツダイラ分くらいは重いだろ」

　ああ、と思う。その四人が関わっているのか、と。何が何だか解わからないが、彼の傍そばにいる四人が動いて、正まさ純ずみ達がフォローに回っているなら大丈夫だろうと思う。

「軽いというか、身軽だね」

「……東は、神界について知ってるか？」

「内だい裏りというか、御ご所しよにいた時には講義を受けたよ。神様がかなりアバウトだから、向こうから呼んだらホイホイいけるけど、こっちからだとまず無理とか」

「……今のあいつら、ドア開けたらメシが待ってるような気軽さで行ってるよなー……」

「行ってるの？　というか通つう神しん来てるの？」

「行ったし来てる。……恐らく、世界でも希まれなレベルでの神界行きの事実だが、ネタがネタだけに表に出せないのと、タメ口上等だから信じて貰もらえないだろうな」

　ミリアムに言ったら信じるだろうか。ただ、正純が一息ついてこちらにテーブルの皿を差し出してきた。

「食うか？」

「──あ、いや、持ち帰るつもり」

『たべたい──』

　少女が袖そでを引っ張るのを見つけ、二ふた代よが振り向いた。彼女は、ふうむ、と頷うなずき、

「ではこの、食べると舌が真っ赤になる〝チョコトメイトゥ〟などはどうで御座るか。新大陸原産品でしか出来てないで御座るよ」

『ほしい──』

　と、立たち花ばな嫁が入って来た。

「本ほん多だ・二代！　元東とう宮ぐう様の内縁の妻との間にいらっしゃる子に何てものを！

　こちらの〝今いま川がわ回転大判焼き〟は如何いかがでしょうか」

『そういうのはいらない──』

　と、少女が二代の方に行く。

　う、と置いて行かれた立花嫁が俯うつむくと、夫が差し出されたそれを手にとって口にする。

「美お味いしいですよね誾ぎんさん。こういう定番でも、これらは特に」

「いえ、そういう意味では無個性な上で、更に名前も妥協案の塊のようなものであったので、刺激を求める子には物足りなかったかと……」

「というか立たち花ばな嫁、さっき凄すごい勢いで東あずまの家族関係を身も蓋ふたもなく言っていたぞ」

　まあそういうものだろう、という理解は出来ている。こちらとしては、

「──で、何を話してたの？」

「ああ、東は知ってるか？　教きよう導どう院いんの正面。自然区画の中に、御ご霊りよう平へい庵あんっていう庵いおりというか会議所があるんだよ」

「あ、うん、知ってる。酒さか井い学長から昔に聞いた事あるよ？」

「ほら見ろ！」

　正まさ純ずみが、スクラムを組んでいた皆に振り返った。

「どうだ！　東も知ってるぞ！　お前達の中では比較的まともな東が知ってるんだ。私の言ってる事に間違いはないだろう？」

　あ、いや、と自分は手を上げた。

　補足が必要だ。つまり、

「──酒井学長が言うには、それは武蔵むさしが正式建造された三十年前に建てられて、でも放置状態で荒れちゃったって」

　だから、

「あんまり、あっちの自然区画とか踏み込んでもいい事ないからね、って、そんな風に言われたんだよね」
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　アデーレは、正純が右の手を額に当て、左手の平をこちらに向けたのを見た。

　ややあってから、彼女は深く息を吸い、

「東も、お前らの仲間だったか……」

「そ、そろそろ自分の非を認めましょうよ副会長……！」

「というか、僕達の知る限り、あの自然区画の中、確かに廃はい屋おくはあるけど、それ以上でも以下でもないと思うよ？」

　書記の言葉に、御お広ひろ敷しきが頷うなずいた。

「あの場所には、元もと信のぶ公の依頼で建てられた建物があるというのは聞いた事あります。ただ元信公が、武蔵に乗り込むのが禁じられたため、放置状態となり、しかし元信公からも保全の指示など何も出なかったので、各国からの物言いを警戒し、荒れるに任せたと」

「俺おれ達、小等部の時に〝隠かくれ家がになりそうだ〟って言ったけど、屋根が落ちていてな。

　周囲の草木もガッチリ生えてたから、これは駄目だと、そう判断したんだよ」

　ノリキが腕を組みつつ言うのに、第一特とく務むも頷く。

「元信公の土地、という扱いなので、手が出せないので御座るよ。だから周囲の自然区画を間伐や掃除しても、あの周囲はあのままなので御座る」

　その通りだ。自分達従士隊は、よく保健委員と合同で市街清掃の指揮なども担当するが、幾つかの進入禁止区画に、あの場所は入っている。

　……でも何でそれを副会長が？

　と思った時だった。不意に表示枠サインフレームが来た。

・賢姉様：『何か面白い事言ってるわね。今、音源再生をスクラッチして流す時間帯になったから、ちょっと付き合ってあげるわ』

・貧従士：『喜き美みさん、あの自然区画の一帯について、何か知ってますか？』

・賢姉様：『フフ、知る訳ないじゃない。馬鹿なの？　そうなのねアデーレ！　私、馬鹿な子って大好きよ！　でも賢い方がもっと好きだから自分スクラッチェーメンテゲダー!!』

　深夜でも何言ってるか解わからん。だが、一周回ってる喜美が声を掛けてきたという事は、

・貧従士：『暇なんです、か……？』

・賢姉様：『ククク、暇な訳ないじゃない。リストの消化率とか体力配分とかトークネタの確保とか大変よ？　でも貧乳政治家、アンタ、三み河かわ争乱の前、愚弟に後悔通りで会ったって、そう言っていたわね？』

・副会長：『ああ、その通りだ。エロゲ箱を持って行かれてなあ』

・金マル：『あ、それ、ナイちゃんがセージュンに預けたヤツだ。

　あと、ナイちゃんとしても皆と同意見。武蔵むさしの上を飛んでて、教きよう導どう院いん前にそんな空間あったら気付くし、そこに配送の仕事が一回は入ってるんじゃないかなあ』

　何だかアリバイのようなものが揃そろっていく。その先で、喜美が言った。

・賢姉様：『私、教導院の階段の上から見ていたけど、確かにそこの欠食政治家は自然区画の中に入って行ったわ。あんなとこ通ろうとして、何してるのかしら、って思ったもの』
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・副会長：『葵あおい姉あね、ちょっと待ってくれ』

・賢姉様：『何かしら？　フフ、言ってみなさい？』

・副会長：『お前の中で、私が見たり、休憩に使っていたあの場所は、どんな扱いだ？』

・賢姉様：『物覚えが良い私の記憶の中では、愚弟達が小等部の時、あの場所行って帰ってきて、それでまあえらく汚れて[image: ]しかったの憶おぼえてるわ。だからそういう場所だって、そんなイメージしかないわね』
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　正まさ純ずみは思った。葵姉は狂人の範はん疇ちゆうだが、こういう時に噓うそを吐つく相手ではない、と。

　変な信頼感はある狂人だ。こちらとしては、

「……だとすれば、何だ？　私が見ていたのは」

「行ってみますか？」

　メアリの言葉に、ウルキアガが手を上げた。

「拙せつ僧そうと成なる実みがひとっ飛びして、映像を送ってくればいいだろう」

「私は別にいいわ。元々、その場所を知らないし」

「じゃあ拙僧も別にいいか」

　そこで終わった二人を半目で見て、己は思う。

　……こいつら良く似てるよなー……。

「どうするかなあ」

　と呟つぶやいた時だ。教きよう導どう院いん側にいる直なお政まさから、通つう神しんが来た。

・煙草女：『こっちから見ている限りだと、何もあるようには見えないさね。ナイトとナルゼがいりゃあ空撮も出来るんだろうけど』

・副会長：『武蔵むさしの鳥ちよう瞰かん図ずというか、撮影したのはあるか？』

「Ｊｕｄジヤツジ．、自分の方で、とりあえずあるにはあるで御座るよ」

　あるにはある、とはどういう事か。

　クロスユナイトが出した画像を見て、己はその意味に気付いた。

「……ちょっと上から過ぎないか？」

　目当ての場所を判断するには、少々小さい。それなりの解像度ではあるが、影などもあり、自然区画の中は不ふ明めい瞭りようだ。

「解わかるようでいて、解らないもんだなあ」

「だから実画像はあまり欲されぬので御座るよ」

「そういうものか？」

「Ｊｕｄ．、武蔵上、各艦単位では移動にも困らぬし、表示枠サインフレームのインフォメーションも御座る。それら説明があれば、このような実画像はあまり重要視されぬので御座る」

「桜の季節とか紅葉の時期だと上からの全体画像がたびたび出ますけどね。普段は……、アルマダでの被害状況確認と、武蔵改かいの改修時での確認でしたっけ」

・奥多摩：『いろいろお聞きして、役に立つか不明ですが、設計からの説明図をそちらに御送付致しました。──以上』

　見てみる。これは航行の際などにもよく見る概がい要よう図ずだ。被害状況や人の密集度、インフラの偏りなどを色の分布表示で手早く確認するのにも使われる。これを住所説明モードにして、先の実画像に重ねると、

「ここか」

　場所は解った。実画像の上では、森があり、その中に、

「屋根か、これ」

「広場は木々で埋まってしまって、無いわね……」

　伊達だて家け副長の言う通りだ。確かに広場となっているスペースはここからだと見えない。

「だとすれば、……私が見ていたのは、何だ？」

「寧むしろ、逆に一回見てきてはどうだ？」

　ウルキアガが言う。

「貴様が見ていたものが、実際にあの場所にあるものと同じかどうか。そしてまた、先程のトンチキ発言からするに、ひょっとしたら貴様が行けば、貴様の言う通りになるような、そんな怪異かもしれんのだ」

「怪異か！　それはいいね！　盛り上がるよ！」

　ネシンバラうるさい。
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　浅あさ間まは、とりあえずの課題を終え、彼の体調を戻す休養期間に入っていた。

　……まあ随分と頑張ったものですが……。

　百五十日程、と元々言われていたのが、三週間程で終わったのは快挙だろう。ミトツダイラの母が持つ記録には及ばないが、ミトツダイラの方がどうなってるかは知らん。

　とはいえ、残りの日数を全て休養とするのも避けたかった。彼を急ぎ黄泉よみ帰らせたいという事もだが、期日は現うつし世よでの〝翌朝〟なのだ。

　課題をこなしていても、期日を過ぎたら決済は行われず、儀式は失敗となる。

　そして、今回のは完全なイレギュラー故、何が起きるかは解わからない。

　出来れば早い内に戻り、時間的な余裕を得ておくべきだろう。そんな判断で、休養期間は五日間とした。三日だと早過ぎる気もするし、七日だと一週間を越えて、習慣化してしまいそうな気がしたからだ。

　週休二日の平日五日間、という、そんなイメージで設定するのは、有りか無しか。

・あさま：『サクヤには感謝します。いろいろな用意や、長々と付き合って下さって……』

・鉄火女：『ハハハ、気にすんな！　こっちはこっちで時間密度変更するだけだから、さっきお前らと別れてまだ十五分くらいしか経たってねえさ。今、そっちのエロハウス作った補給でトンコツラーメン食ってるけど仕事の後の一杯は美味うめえな！　アガったら食うかお前らも！』

・あさま：『か、感謝が台無しですよ……！』

　ただ、サクヤとミトツダイラが用意してくれた環境で三日も過ごしていると、現世での音を重ねて貰もらっている事もあり、何となく寂しさを感じてもくる。

　ふとした音で、お互いが外を気にしてしまい、この時間が〝休む〟という事以外に不要であるという事に気付かされるのだ。それに、彼と話し合って、

「制服でするのは、やめましょう。……まだ学生ですから、私達。

　現世に戻った後、制服姿を見てムラっと来るのは避けたいです」

「うん。流石さすがにちょっと、何かの弾はずみでこっちの事と重ねて見る事になったら気まずいって言うか。……記憶は残るんだよな？」

「はい。身体からだへのフィードバックの有無では確かめられない記憶、という風になります。記憶情報だけが魂とともに現うつし世よに持ち帰られますから」

　そうかー、というところで四日目、制服姿で教きよう導どう院いんに行ってみた。とはいえそれも場所移動で即座に校舎前の橋から教室までを移動出来るだけのものだが、

「……スゲーしばらく振りに制服着るよ俺おれ……」

「ゴッドモザイクがあるかなしか、みたいな生活してましたよね、トーリ君……」

　着方を忘れる、という事は無いだろうが、復帰のリハビリという意味でも、この休養期間は大事だと、そう思った。そして教室に行き、休み時間のように彼の席の周辺に座って話していると、不意に郷愁感のようなものが来る。

「この教室は、もう、無いんでしたっけ」

「そう言われてみると、そうだな……。ここだけのものか、一応」

　自分の責任だ、などと彼が言い出してしまわないかと、そんな事を今更思うが、哀かなしんでも死ぬ事はない。

　ただ、外から、現世での音が再生され、届いてくる。

　かつてあった時間。もう無い時間。あるとしたら、地上武蔵むさしの校舎の中で、という事になるだろうが、それは似ていても、これではない。これはここだけだ。

　そして彼がふと、こちらを見た。

　……え？

　何だろうか。ここだけのシチュエーション。こちらを凝視されている。格好はこれまで着ていなかった制服姿。

　ミトツダイラの母のバリエーションノートでは、確かに制服という選択肢はあった。

　だけど現世に戻った時に……、とも、ここに来る前に彼と話し合った事を一瞬考えた。

　だが、ここは彼優先だ。そう望むならば、いいだろう。

　……そうですね。

　と、椅子から立ち上がり、彼の横、窓際に手をついて腰をそちらに向けた。

　バックスカートの止めを外して床に落とせば、準備は完了だ。あとはもう、イザナギに対しての追加サービスという言い訳もつけて、

「い、いいですよ……？」

　問うて促した先。彼がこちらを見ていた。そして、

「え？」

　という反応が返った瞬間。己は気付いた。

　……間違えました……!?
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　しまった！　と浅あさ間まは思った。明らかにこれはこっちのフライング。

　多分彼は、教室とこっちを見て、何か別の事を思っていたに違いない。それを自分が勘違いしたというのは、彼に対しても失礼だし、己は一体何を考えているのだと。

　ゆえに自分は、焦りを感じ、

「えっと、あの、今のは、その、無しで……！」

　と、床に落としたバックスカートを拾おうとして身を下に折る。

　直後、上半身を前に倒したため、上に突き上げた形となった腰の左右を、彼の両の五指がそれぞれホールドした。

　……え？

「トーリ、君……？」

「いやあ、浅間が俺おれと同じ事考えていて嬉うれしいわ──」

「ぼ、棒読みですよ……！」

　ちょっとちょっと、と思うがこれはきっと彼の気遣いだ。こちらに恥をかかさないようにしてくれている、とは思うのだが、

「きょ、教室で……？」

「バレたらヤバいかなあ」

　ああそういうシチュエーション、と、己は観念した。元の姿勢にしようとも思ったが、同意となると気分も変わる。振り向き、右手の指で自分の唇、舌を出して押さえて見せると、彼が両手で拝んでくれた。どうしたもんでしょうねー、と思いつつ、表示枠サインフレームを出し、周囲に流れている現うつし世よの音の音量を上げる。

「お、ちょっとコレは……」

「バレたらヤバいですよね。……でも、結界使いませんから」

　ここだけのシチュエーションと、そう思いつつ、彼の前に両の膝ひざをつく。

「着るのは一人で出来ましたけど、脱ぐのは一人で出来ますか？」
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・鉄火女：『オイイイイ！　何をいきなり追加処理してんだよ！　こっち今、物足りなくて餃子ギヨーザ作ってんだから余計な事すんな！　ってか一日のアベレージ超えてんぞ！』

・あさま：『あ、すみません、ちょっとこっち、今、凄すごく忙しいので。ええ』

・銀　狼：『智とも！　智！　休養日って、常識が休む日という事ですの!?』

・あさま：『大丈夫ですよミト、──父とうさんから貰もらった術式がたくさんありますから』

・鉄火女：『馬鹿野郎！　うちのを使えうちのを！　ナメてんのか！』

・銀　狼：『ツッコミ所はそこじゃありませんのよ──!?』
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　謎なぞの広場の有無を確かめる、という事で、鈴すずが合流した。

　アデーレとしては〝無い〟派だ。いろいろな事実や、各地を見回りや犬の散歩で見ている自分の経験から言っても、無いと思う。

　だが、副会長限定の怪異の可能性もあるし、別の理屈で成立するものかもしれない。

　だから鈴だ。彼女の知覚系もだが、航行補助のために作っていた武蔵むさしの模造がある。

　鈴の記憶は確かで、浅あさ間ま神社の上、自然区画で合流した彼女は、副会長からの話を改めて聞くと、こう言った。

「──あそこにあるの、廃はい屋おくだ、よ？」

　皆がそれで頷うなずいた。全員で声を揃そろえて、

「──やっぱそうだと思ってたんだ！」

「お前ら向むか井いに対して発する信頼感と、私に対してのそれが全く違うのは何故なぜだ……！」

　ともあれ廃屋である事は決定した。そうなると副会長限定の怪異となるが、これは出来れば浅間がいて欲しかったところだ。

　ただ、急ぎ足に後悔通りからの自然区画入りを求める皆の中、鈴が小さく笑った。

「どうしたんです？　鈴さん」

「ん。──浅間さんの事」

　何がだろうと、そう思うと、鈴が上機嫌の空気で言った。

「三み河かわでいろいろ有った時、私、浅間さんに作文読んで貰もらったよ、ね」

「あ、ハイ、ありましたね。あれが──」

「私、浅間さんになら読んで貰って大丈夫って、預けたの」

　つまり、

「〝私はトーリ君の事が好き〟って、迷わず言える人だから」

　だから、

「今夜は、嬉うれしい夜だよね」

　言われて、笑ってしまった。

　総長は死んでいて。対岸にはM.H.R.R.神聖ローマ帝国の艦隊が集合していて。皆は完全には揃ってなくて。武蔵も無くて。

　そして自分達はふと出てきた副会長の怪異を探ろうとしているのに、それなのに、

「Ｊｕｄジヤツジ．、──嬉しい夜です、鈴さん」

　言っている間に、場所についた。副会長が示すのは、夜において鬱うつ蒼そうと暗がりを見せる木々と下草の闇やみだ。何となく、という〝跡〟として小さな道が見えている。

　続く道の前、書記が立ち塞ふさがり、

「さあ！　ついに我々取材班は、怪異の生じるという自然区画の闇やみの前へと来たのだ！　この天然の要害が成すトンネル！　この奥深くに何があるというのか──」

　第二特とく務むが書記の襟えり首くびを摑つかんで逆を向かせ、そのまま盾にして番組を進行させた。

　怪異担当ではないが、流体検知などが出来るメアリを続かせて、ついていく。
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　結局、ミトツダイラが自分の側の王とサクヤの屋敷に戻っても、まだ浅あさ間まの方は来ていなかった。時間潰つぶしがいると考えたのだろう、サクヤが庭にある東あずま屋やを指差し、

「おう、来たな。何だかんだでいい仕事したから、そこにあるもんで適当に食ってけ」

　との事で、東屋にある氷ひ室むろを見た王がこう言った。

「トンコツラーメンに餃子ギヨーザが出来るか……」

「お？　解わかるなお前！　じゃあ何か作ってけ！　うちは今、旦だん那なを浮気の懲役に出してて食材余ってんだよな」

「じゃあちょっと中華やっか──」

　と、いろいろ作って、頂き、そして一息ついたところで浅間達が合流。こっちの王もまた氷室を確認して、

「だったらこっちは御飯ものいくか──」

　と餃子の具を転用した五穀チャーハンに、浅間が脂を使わない野菜の塩煮を出してきたので二食目も進んだ。そして追加の一息の後、リザルト説明があり、

「お前ら、合計で千八百超えてんだけど、休養日って何だか解ってるか？　あ？」

「イ、イザナギにサービス分だって言って下さいよ……！」

「イザナギのオッサン、こういうところで余裕が出ると要らん事業を始めるから厄介なんだよなあ……。まあ、付け替えでプールも出来るし、結果としてはよくやった」

　と、サクヤが、二人並んだ王の後ろに回る。

　瞬間だった。彼女が左右の王の頭を摑つかみ、勢いよくぶつける。

　音がする。頭ず蓋がいの当たる硬い響きが発生する。そう思ったが、

「……!?」

　何故なぜか、こちらの全身に震えが来た。一瞬だけ脳内に、浅間の、どうともいえない定かではないイメージが去来し、目眩めまいのようなものが抜ける。

「お？　やっぱ三週間分近くだと、人狼ルウガルウの共有反動や魂の共有化が出るか」

「ど、どういう事ですの？　それと、我が王との、……魂の共有化？」

　見れば、王を挟んだ向こうにいる浅間も同様だ。こちらを見て赤面しているが、ひょっとしたら彼女の方はこっちよりも明確なイメージを見たのだろう。これは、

「この馬鹿の中で記憶が重なった時、お前らの方にもそれが共有化されたんだ。──まあ、三週間分ともなると酔うだろうさ。普段使いで一晩とか三日くらいなら、そうはならん。

　御利用は計画的に、ってやつだ。これから多用するだろうから憶おぼえておくといい。

　それとまあ、──あれだけ流体交換したんだ、お前ら三人、そして繫つながってる二人にもある程度は〝型〟の変化が生じて共有が生じてる。〝気の合う〟ってやつだな」

　何となく〝揺れ〟が冷めてきて、浅あさ間まと王越しに視線を合わせ、苦笑する。間にいる王はといえば、しばらく額に手を当てて俯うつむいていたが、

「俺おれ……」

「何ですの？」

「……いや、何か、幸せもんなんだなあ、って。ホライゾンがまずいて、これだから」

　浅間と共に、王の笑みに同意する手て前まえ、サクヤが小さく笑った。

「早く戻ってやれ」

　一息。

「帰ったら最初からやり直しだがな？　記憶はあるなら分身しないでやってみ？」

「そ、そういう事言うのはなしですのよ……!?」

　ただ、ハハハ、と笑ってサクヤが縁台から足を振る。履いていたサンダルが脱げ、皆の頭上を越えて行く。その先にあるのは、

「──あの門から出て行け。帰路と直結させている。出ればすぐに、巫女みこと騎士は自分の身体からだに戻れるが、馬鹿の方はそっちの儀式次第だ」

「喜き美み達の方でどうなるか、という事ですのね？」

　そうだ、とサクヤが頷うなずく。

「こっちは魂を戻すための手て筈はずはつけてやった。あとはそっちが引き戻せるか、だ。

　一応、次からの手筈も整えてるから、お前らはその馬鹿の手を取って行け。それでお前らの処までは誘導出来る」

　さあ。

「──行け。お互いレアな経験だろうが、結構楽しかったぞ。また来い、とはすぐに言えないが、姉あね貴きの──」

「姉貴？　イワナガでしたわね、それが何か？」

「いや、こっちの事だ」

　サクヤが頷き、肩をすくめた。

「──長生きしろよ？　お前ら。向こうにいる連中も、だ」
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　無い、というのが、点てん蔵ぞう達の得た結論だった。

　自然区画の中に、廃はい屋おくはあった。だがそれは完全に廃屋で、正まさ純ずみが近づいても何も怪異は生じず、メアリにも流体の検知は出来なかった。

　一応、正純の来たルートに問題があるのではないかと、そんな論も出された。

「副会長が三み河かわから戻って、後悔通りに出たと言う事は、左さ舷げん側からですよね」

　との事で、そちらからのルートを辿たどっても、しかし何も起きず、正純単独で、というのも行ってみたが、やはり彼女が何事もなく自然区画を通り抜けてきただけだった。

　……何も起きないで御座るな。

　鈴すずの知覚では、確かに広場があったとされる場所は、生えている草木の状態が違う事が解わかった。木よりも草が多い、という程度だが、

「……ベンチ？　確かに崩れたのがある、よ？」

　というのは、正純の証言とも合致していて、これが疑問となったのは確かだ。

「正純殿が、何なに故ゆえ、ここがこうなる前の状況を知っているので御座る？」

「小生思うに、……広場にはベンチがある、という思い込みでは？」

　というそれは、確かにそうとも言えよう。だが、

・奥多摩：『廃屋の形状、名称も合っております。──御ご霊りよう平へい庵あん。三十年前、武蔵むさしの正式建造が成された際に移設されたものです。──以上』

「……正純殿は、何故、その名を知って御座るのかな？」

「何か、ひょっとして、さっき〝奥おく多た摩ま〟が見せてくれたようなああいうのを見た記憶が、都合良く入って来てるような気がしてきたぞ……？」

・奥多摩：『いえ、この御霊平庵の載る詳細図は、三十年前に作られ、しかし元もと信のぶ公が武蔵に乗る事が出来ないと解って以後、〝元信公の土地〟としておくのは政治的に問題があるとして、単に自然区画として使われています。当時の議事録を見ると、公園や会議所として使われる事を望んでいたようですが、元信公に気を遣って、逆に放置状態となったようで。

　そしてこの詳細図は使われておりませんので、正純様がこれにアクセスした。もしくは何処どこかから情報を得た、というのは難しいものと判断出来ます。──以上』

〝奥多摩〟の言葉に、首を傾かしげたのはメアリだ。

「……怪異だとしたら、記憶改変の怪異でしょうか」

「記憶が改かい竄ざんされる、と？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、恐らく、ここか、もしくは別の場所であった頃ころの事が怪異化しており、正純様に当時の事を見せたのではないか、と……」

　ふむ、と頷うなずいたが、少し疑問がある。メアリが、持論に納得いっていないようなのだ。

　この場合、答えを待つより聞いた方が早いと己は昨今はそうしている。これも同じで、

「メアリ殿、今の回答に自分で疑問が？」

「──え？　あ、Ｊｕｄ．、……記憶改竄であるならば、正純様が本を読んでいた、というところに、少し疑問が生じるのです」

「──私の読書が？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とメアリが頷うなずいた。

「本に書かれているものは情報ですが、正まさ純ずみ様の記憶が記憶側によって改かい竄ざんされた場合、当然その本の内容を怪異は理解出来ていません。そして正純様も初読であったならば、改竄された記憶の中で読んだ本の内容は憶おぼえていない、もしくは別の内容に置き換わっている、という事になります」

・●　画：『私、それ、あるわ……。点てん蔵ぞうとメアリの夏祭編を描いて入稿したつもりが、会場で表紙開いたら点蔵がモブ男を実像分身で次から次に捌さばくネタに置き換わっていたの。

　そして別のモブ中心イベントでは本の中身が点蔵とメアリのイチャラブになっていて、どっちもやってきた連中が〝こんな仕打ちを……〟って床に倒れてたわね』

・礼賛者：『それナルゼ君が寝不足頭でやらかしただけでは』

　鬼畜大手の世よ迷まい言はいいとして、では正純の場合はどうだろうか。視線の先、彼女は肩のオオアリクイに表示枠サインフレームを出させて、書籍関連のサイトを検索。そして、

「うーん……。私の読んでいた本、あまり自信は無いが、だけど実際のあらすじと同じだと思うぞ？　何も憶えてなかったら、それはそれでおかしいと気付くしな」

「では、記憶改竄でもありませんね。……他にあるとしたら感覚改竄でしょうか」

「それは一体……？」

　Ｊｕｄ．、とメアリが頷く。

「こっちは記憶の改竄とは逆で、実際に目に見えているものや、聞こえるものなどを、別のものに置き換えてしまいます。精霊系が特に得意とする技で、ほら、ありますでしょう？　旅人が親切な人に誘われて夜道を歩き、しかしそれをおかしいと思ったら、崖がけの上に誘導をされていたとか。そういう、幻術ともいえますが、感覚を乗っ取る怪異です」

「その場合、私の本は、どうなるんだ？」

「感覚改竄の場合、種類などにもよりますが、手元の情報は正しく見えるものがあります。外から与えられるものは大体正しく知覚されていませんが、手元のものは、別のものに置き換わっているのでなければ、大体、本来のままですね。この場合、本の内容は保護されているので、記憶としては確かになりますが──」

　メアリの懸念は解わかる。感覚改竄だと、ある齟そ齬ごが生じるのだ。

「感覚が乗っ取られていても、実際は変わらないから、このような鬱うつ蒼そうとした茂みの中に踏み込めば、見えているものと身体からだの感覚が違うので、どこかで気付く筈はずで御座るな？」

　そうね、と応じたのは成なる実みだ。

「ベンチに座って本を読むのが〝いつもの事〟だったんでしょう？　でも、さっきの例えだと、それはもう〝崖から踏み外している〟のよね。だって、ベンチだって崩れているのに、それに座った訳だから」

「そのような齟そ齬ごまで誤魔化すとなると、改かい竄ざん系としてはかなり上位です。そしてそういったものが発動していたならば、この武蔵むさし上で誰だれも気付かない筈はずがありません」

　だとすれば、と、メアリが言った。

「──何か条件で、正まさ純ずみ様は、異界とも言える何処どこか別の空間、または時間軸を移動していた可能性があります」
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　……条件……!?

　何だそれは、と己は思う。いつも空いた時間に行って、そして一息入れていただけだ。そう考えると、

「つまり条件とは、……私がお前達の相手に疲れ、休息を望んだ時か」

・金マル：『何かなその福利厚生怪異』

・労働者：『今、疲れてないって事か！』

　……充分疲れてるよ……！

　じゃあ違うか。まあいいか。

「本を持ってるとか、ですかね副会長」

「今も持ってるぞ」

　引かれた。理不尽だな、とは思うがそういうものか。

　だとすると何だろうか。自分以外のところに条件があったろうか。だが、

「ここで考え込んでも、何だなあ」

　と、皆と頷うなずきあった時だ。表示枠サインフレームが開いた。

・浅間父：『皆！　智ともとミトツダイラ君が頑張ってトーリ君から搾取した御陰で、儀式が早まりますよ！　すぐ戻って下さい！』
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「では動きましょうか」

　祭にて明るい四し国こく側、讃岐さぬきより西方面を眺めながら、石いし川かわは決めた。

　何が起きているか解わからないが、今、四国にある地上武蔵は盛り上がっているようだ。

　……祭ですか。

　だが自分の記憶を思い返し、記録を見直すに、この時期、武蔵で催される祭はない。四国に来て初めてのものであるならば、目的として推測出来るものは二つだ。

「一つは、この地から獲とれたものなどを喜ぶための奉納祭。……これは、武蔵勢があの地上武蔵でやっていくと決めて、これからテンションをアゲていこうと、そう決めた祭です。

　──調子づかないよう、潰つぶしてあげた方がいいでしょう」

　ではもう一つの推測。それは何かと言えば、

「──何かの術式。それも夜通しで祭を、浅あさ間ま神社で行う程のものとなれば大事。

　よからぬ気配がしますね。これはよからぬ気配がします。

　──もしも悪い事であった場合、大変です。潰してあげた方がいいでしょう」

　表示枠レルネンフイグーアを出す事と指示を出す事は同義だ。

　今は生徒達も起きていまい。止める者がいないのは残念だが、あの遣り取りは結構好きなのだ。反対されれば反対される程先生はテンションが上がる派です。なので今はテンション極めてフツー。つまり冷静。なので、

『全体、出港用意。揃そろい次第四し国こくへと前進。──地上武蔵むさしの制圧に入ります』
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　さて、と、真っ白い門の前で、左右の手を浅間とミトツダイラに握られ、自分もまた握り返しながら、トーリは言った。

「いろいろ面倒掛けるな。浅間も、ネイトも。……向こうだとホライゾンと姉ねえちゃんも、か」

「儀式は、聞いた話だと一般参加も必要ですのよ？　もっと多くの人に迷惑掛けますわ」

「何だか俺おれ、[image: ]しかられに戻るみてえだなあ」

　と言った時だ。浅間が頷うなずき、言葉を作った。

「きっと、こういう事って、昔にもあったんだと思いますよ？」

「……昔？」

「ええ、……何と言うか、サクヤのサービスっぷりとか、今回の魂の連動の事とか、そういうの、何故なぜだろうと考えていて思ったんですけど。──つまり私達が、私達である以前から、こういう関係だった、という可能性があるんです」

「転生ルールは、各界で採用されてますのよね……？」

　はい、と浅間が頷いた。

「そのルールに基づき、死者となった人は、黄泉よみのような死界に入る場合もあれば、それまでの功く徳どくの積み重ねによって神界の一般住人となる時もあります。この時、以前の記憶を閲覧したり、さっきのトーリ君みたいに自分の中に多重化する事も出来ます。

　ただ……、界を移って重ねられた関係は、その関係自体が〝型〟となって続きます。

　転生した人達同士が、現うつし世よで近しかったり、似た関係になるのはそのせいです」

「俺達も、それ？」

「確証はないですけどね。それに、そういった関係が前にあったから、今がある、と考えるのも、ちょっと癪しやくなところがあります。私、えらく蓋ふた開けてこうなってますから」

　だよなー、と苦笑すると、握る手に力を入れられた。対するミトツダイラが軽く笑って、

「〝蓋ふた〟も関係の〝型〟になってますわよ。──異様な程、意固地でしたもの」

　それもまた……、と呟つぶやいた浅あさ間まが、正面の〝門〟を見る。

「どうなんでしょうね」

「俺おれ達が、そういう関係かどうかって、事？」

「はい。もしその場合、私、こう思うんです」

　それは、

「きっと、現うつし世よ側が末まつ世せの騒ぎになって、人々が不安を感じているという話が出てきた時、多分、トーリ君、放って置けなかったんだと思います。

　だから私達と、手伝ってやろうぜ、って、現世に行く事を決めたのかな、って」

「智とも、……夢小説の類たぐいの内容ですわよ、それ」

　そうだなあ、と自分も思う。だが、

「そうだとしたら、──ちゃんとしてやんねえとな」

　何となく、思い切りがついた。

「向こうで〝要らねえ〟って言われるかもしれねえけど、とりあえず行くよ、俺。

　──総長で生徒会長だ。世界で何人いる訳でもねえし、皆もいるんだ」

　だから、

「驚かしてやろうぜ。──ゆっくり死んどけよ！　って言わせてやらねえとな！」







[image: 第五十九章『神越えの皆』]
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　一番最初に、M.H.R.R.神聖ローマ帝国側の動きを悟ったのは鈴すずだった。

　浅あさ間まの父からの報告で、浅間神社に戻る途中だった。屋台の光が見え、食事の匂におい、特にソース系が強く届き始めた時に、それが来た。

　音鳴りさんから、確認のために外部情報が伝わってきたのだ。

　武蔵むさし野の艦橋は失われており、うどん奥おく多た摩まとうどん武蔵野の間に、退避した自動人形の詰め所がある。そこから、各地に仕掛けられた知覚素子の情報をまとめ、送られてきたのは、

「……艦隊が、準備してる！　来る、よ……！」

　そうだ。浮上し始めている艦が幾つかあり、港の中での場所を替えるのかと思えば、違う。艦首をこちらに向けている。着水するものがあっても、どれもただ並びを揃そろえ、こっちへと向き直っていくだけだ。

　来る。その用意が進んでいる。そして、

「……今から出港準備だとすれば、戦闘待機状態から十五分後には出られるで御座ろう」

　点てん蔵ぞうの言葉に、応じる声があった。直なお政まさだ。

・煙草女：『悪い、こっちいて確認が遅れるたあ恥さね。──しかしこれから先は観測を開始する。警告としての光学信号は送るかい？』

・副会長：『いや、放置でいい。その代わり移動してくれ』

・義　　：『移動？　戦闘をするのではないならば、何処どこへだ？　別の迎撃場所か？』

・副会長：『陸りく港みなとだ。既に次の手は打ってある。──事が上手うまく進めば、少々時季外れの旅行になるぞ？』

　だが、それより先に、すべき事があった。浅間の父から届いた情報だ。

「トーリ君が帰ってくる……？」
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「──さあて、ちょっと早いけど帰ってくる辺り、姉思いでいいわよ愚弟」

　宮舞台は既にバックミュージックを流すための箱だ。

　喜き美みは拝殿を正面に見る産道の石畳に立ち、篝かがり火びの並びを左右に置き、

「奏上──!!」

　叫び両の手を振ると、五指に光で出来た羽が長く伸びた。それは容易たやすく一メートルを超え、多重に重なって作られる形は、扇でも翼でもある。

「──さあ」

　両の手を振る。前から後ろ。拝殿から左右へと振り抜いた。

　直後。鈴が鳴った。おお、と周囲で眺める見物客や特とく務む隊の面々が聞いたのは、しかし浅間神社の鈴ではない。異界。神社という聖域だから届く神界の入口。拝殿の戸を〝門〟として、そこに愚弟達の戻る道が繫つながったのだ。

　鈴が鳴る。凜りんと響く。その音は鼓動に合わせるように打たれ、

「いいわね」

　言って、己は大きく左右の腕を空に振り上げた。

　直後。光が左右を貫いた。

　縄だ。拝殿の扉の左右。それぞれから、こちらの横を抜け、背後の鳥居の向こうまで、流体の縄が一直線に伸びた。

　極東の人間ならば、何をすればいいか解わかるだろう。だから、己は言った。

「皆、聞いてくれる？」

　許可は得ていない。しかし、既に状況は動いていて、助力は必要なのだ。だから、

「今日きよう、愚弟が死んだの」
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　急ぎ、現場へと戻りながら、正まさ純ずみは聞いた。

『──哀かなしんだら死ぬ、って話、あったでしょ？　その通り、哀しんで死んだわ』

　だけど、戻って来るの。

『でも馬鹿だから、愚弟、一人じゃちゃんと戻って来られないのよ。今、浅あさ間まとミトツダイラが迎えに行っているけど、戻れるかどうかは〝これ〟次第』

　儀式だ。天あまの岩いわ戸とに通じる召還の術式が、浅間神社では展開していよう。

　ではそれに対し、皆はどうするか。この術式、葵あおい姉あねが導き手になるのは確かだが、開門のための〝引き手〟は確かに必要なのだ。

　……どうだ？

「拙せつ僧そう達が引くのは確かだろう」

　先行して浅間神社へ行こうとするウルキアガを、己は止めた。伊達だて家け副長も同様に頷うなずく。

「──駄目だ。私達がいないのはタイミングも悪かったが、これは、皆が自分で選ぶ事だ。

　あの場にいる者達。この祭を見ている者達だけではあるが、皆で決めるんだ」

　つまり、

「馬鹿が戻れば、自分達は世界に抗あらがう事となる。

　今、安定しつつあるこの生活を捨て、また抗争の流れに跳び込むのか。それも武蔵むさし無しでやっていく覚悟はあるのか。──それを皆で決める時間でもあるんだ、これは」

　告げ、皆が首を下に振った時だった。

　既に光が下から主張を始めている浅間神社から、声が響いた。

　姉の声だった。

『──ようやくね。私、思ったの。ようやくね、って……』
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　喜き美みは言った。動かぬ皆に言った。

　ただじっと、息を潜め、判断を自分でつけようかどうか不動となっている誰だれも彼もに言った。

『──愚弟ったら、十年前、ホライゾンを一度失ってから、哀かなしんだら負けだ、っていうようなところがあってね？　だからああいう契約にしたんだろうけど。でも──』

　でも、

『ようやく、哀しめたわ』

　フフ、という笑みが喉のどから漏れる。軽くステップを踏む。それで声が揺れるようなヤワい鍛錬はしていない。ただ左右の手から流体光を散らし、言葉を作る。

『十年前、私が感情を戻してやって、だからこそ哀しんだら負けだ、ってなってたのが、ここでようやく、許したの。ホライゾンが認めて、浅あさ間まが保護して、ミトツダイラが支えて、ね。

　──負けても良いって、そう思えたのよ。でもね？』

　息を吐く。

『でもね？　──愚弟、戻ってくるって』

　馬鹿ねえ。

『戻ってくるって。馬鹿よね。哀しんで、おっ死ちんで、これでもう勝ち逃げじゃない。今の武蔵むさしがどうなろうと知ったこっちゃない。皆が苦しもうが、末まつ世せだろうが、創そう世せい計画がどうなろうが、今更生き返って、どうすんのよ、って』

　でも、

『ホライゾンがこう言ったの』

　あれは、いい境界線だった。今、ここで言うに値する。

『哀しめるのは幸いな事ですよ、ってね』

　皆が沈黙している。こちらの言葉に集中している。左右の流体光の綱は張力のテンションを保っている。それら全てを確認し、自分は言った。

『生き返ったら、愚弟には、楽しい事や、哀しい事が一杯起きるわ。だって、末世を解決したって、私達はいずれ死に別れるし、アンタ達だって死んでいく。あの世で意気投合かもしれないけど、この世においてはサヨナラばかりが決まり事。生きていてどーすんの、ってね』

　でも、

『喜べる事も哀しめる事も、幸いなのよ』

　左手を振る。縄を左さ舷げんの扉に追加する。

　右手を振る。縄を右舷の扉に追加する。

『──もう何だって怖くないわ。哀しい事も、負ける事も、死ぬ事だって、愚弟を諦あきらめさせる事なんて出来ない。馬鹿な弟。おっ死ちんで、向こうで美味うまいものでも食いながらエロゲやってりゃ直に皆も行くのにね』

　だけど、

『いつかアンタ達がサヨナラする時だって、幸いでいてくれる人が必ず一人いる。

　それだけで私の世界は何度だって浮かれて回るわ。

　それだけで世界の何もかもが輝いて笑ってられる。

　それだけで世界の何処どこかに降る雨に泣いてられる。

　それだけで世界は退屈だって楽しいと信じられる。

　それだけで私の世界は何度だって浮かれて回るの。

　何度だって、何度だって、何度だって、何度だって、何度だって。

　いつも、いつも、いつだって、いつまでも！

　そう。何度だって、いつまでも、泣いて笑って、永遠に続くもの。

　──何か知ってる？』

　言う。

『幸い。

　──それだけで充分よ』

　喉のどを開ける。

　声を出す。

「あ」

　喉は音色の源だ。

　楽器すらない時代。人々は獣であっても咆ほう吼こうで愛を奏でた。

　謳うたう。

　舞う。

　準備は出来ている。それで充分だ。

　これは祭。

　そして夜。

　祭の夜に何をするかなんて、極東の人間だったら誰だれでも知っている。

　だから呼ばない。

　来いなんて言わない。

　今の時代の咆吼は歌なのだ。

　祭の響きを、己は喉に通し、神に奉納する。
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　喜美は謳う。

「──いつだって　強がって」

　動く者はおらず、ただ皆が沈黙し、控える中、

「──ホントの事　しまっとこ」

　篝かがり火びの影を揺らして謳うたう。

「──焦らせて　　手を繫つなぎ　　いけない事　していたい」

　音を入れる。咆ほう吼こうは歌声、鼓動はドラムだ。

「──手を引いて　謝って」

　重ね、ステップを入れる。

「──うそばかり　たまってく」

　身をスイングさせ、弦の音を乗せた。

「──いじらしく　手を引いて」

　弦を増やす。

「──やりたい事　我慢して」

　鍵けん盤ばんを重ね、そして、管楽器を跳ねさせ、

「──それが欲しくて　隠せないから　誘うのに笑うの」

　全てを連ねた。

「──それを見上げて　離せないから　誘うのに泣くの」

　そこからだった。一度全て止め、直後に、

「────」

　全開した。流体光が湧わいて爆はぜ、浅あさ間ま神社の建造物が全て震動した。

「──それだけで私の世界は何度だって浮かれて回るの」

　咆吼は歌声。

「──それだけで世界の何もかもが輝いて笑ってられる」

　鼓動はドラム。

「──それだけで世界の何処どこかに降る雨に泣いてられる」

　求愛のディスプレイは舞。

「──それだけで世界は退屈だって楽しいと信じられる」

　全てを重ねて奉納とする。

「──それだけで私の世界は何度だって浮かれて回るの」

　加速する。

「──何度だって　何度だって　何度だって　何度だって　何度だって」

　音と流体光と動作の全てを叩たたきつけ、吠ほえた。

「──いつも　いつも　いつだって　いつまでも！」
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　これ以上は要らない。ただ重ね、加圧していくだけだ。

　喜き美みは集中をまっすぐ正面の拝殿、扉に向け、再度の動きを入れようとした。

　直後。舞い降り、風踊って散る流体光の中を、幾つもの影が来た。

　見ない。振り向かない。自分は全ての先頭なのだ。振り向く事は己への自信のなさを示しているし、振り向く気は全く起きない。

　自分の舞と踊りに動かない者はいない。

　愚かな弟を救おうとしない者もいない。

　来た者達が、音圧の震えの中、声を上げた。

「──全く！　全く……！　全くどういう祭だ！　だが──」

　Ｊｕｄジヤツジ．！　と誰だれかが応じた。

「それがどういう理由や流れであろうと、目の前で幸いを望む者がいたならば、極東の住人は必ず助けようと思う！」

「如何いかなる困難にも対しようとする者に、──死ねばいいなどと、そんな言葉を信じるように生きてきた憶おぼえはない!!」

　当たり前だ。

　その当然の事を、当然としてここで行う。

「引け！」

　引く。

「開けろ黄泉よみの扉を！」

　だが、力を込めても、拝殿の扉は軋きしみの一つもあげてこない。

　しかし幾度もアタックする中から、声が叫んだ。

「来い！　来い！　皆！」

「俺おれ達、一人一人じゃ足りない事に疑いは無いが──」

「俺達が世界を変える一人である事にも、一切の疑いは無い……！」

　応、と頷うなずく姿があった。Ｊｕｄジヤツジ．、と動く影があった。それは境けい内だいから現れ、階段から来て、テラスから飛び降りて来た。それぞれは、自分のいた場所から飛び出す者もいれば、居所から己を剝はがすように動く者もいた。見ているだけの者も、だがこちらから目を離さない。

　当たり前だ。

「高たか嶺ねの花が黄泉の間際で咲いているのよ」

　己は言った。

　両腕を振る。その動きで全ての者達の動作を整え、表示枠サインフレームでこの光景を見ている人々にも、

「見ていなさい。震えでもしたら、足を踏みでもしたら、息を詰めでもしたら、それをこれから私達への力にするから」

　芸能神の術式は、広報術式に乗って広範囲化する。ここまで祭で練り上げてきた拝気は、浅あさ間ま神社の出力を借りて地上武蔵むさしの全域に届いている。

　……さあ。

「夜明け前に岩いわ戸とを開けるわよ……！」

　応じる総勢の声に重ね、自分は舞った。ただただ訳もなく、何もかも嬉うれしくて、舞った。
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　鈴すずが知覚したのは、強烈な歓喜の震えと激音だった。

　場所は浅あさ間ま神社の吹き抜けの縁。皆と共に浅間神社へ駆けつけようとして、艦尾側から回り込む動きの最中だ。

　……凄すご、い……。

　知覚が飽和し、アウトしている。

　そこから来る何もかもが知覚の〝有る〟になっていて、凹おう凸とつのようなものが感じられなくなっているのだ。有るとしたら、湧わき水に手を入れた時のように、ただただこちらを満たそうとする力の湧き上がりばかりで、

　……うわ。

　何だろう。

　自分は目が見えないが、もし、光というものがあるとすれば、これだろうか。

　輝くという、これまで体感した事の無い知覚は、この力なのだろうか。

　ともすれば走っているだけで押され、進路を揺らしてしまうような圧だった。それに気付いたのか、右手側にメアリがついてくれて、

「凄すさまじいですね。……大精霊クラス、いえ、舞の神が顕けん現げんしているような状態です。

　あれを、人が成すとは──」

「喜き美み殿の術式の特性に御座るよ」

　幾度か喜美と相あい対たいした二ふた代よが、皆の後ろから正まさ純ずみを担いで来ながら言葉を作る。彼女は、下から止まる事なく響き続けて押し寄せる圧力に顔を向け、

「──喜美殿の術は、他の者に合わせた上で自分のノリに持ち込む事で、その場を支配する芸能の技。これによって暖められた以上、自分でも思わぬ程の全力と実力が出せる一方、喜美殿を超える事は至難。

　しかしこのように皆が力を合わせる場合、それは相乗効果を持ち、もはや一人の術式ではなく、恐らく──」

　一息。

「恐らく──」

　二ふた代よが言葉に詰まった。彼女は、やや考えて、もう一度、

「恐らく……！」

「……この地上武蔵むさし全域が、術式を奉納している状態です、本ほん多だ・二代」

「流石さすがで御座るな誾ぎん殿……！」

　どっちも流石過ぎる、と己は思った。だが、そうだとすれば、

「──十万人弱の術式奉納など、欧州でも聞いた事がありません。そんな事が起きているとなると、これは大変ですよ」

　メアリの口く調ちように笑みを感じるのは、彼女もこの輝きを幸いと思っているのだ。

　そして自分の知覚に、別の湧わき上がりが来た。

「うわ……」

　各地だ。十数キロに渡って散在する地上武蔵むさしの各所から、空に〝圧〟が伸び始めた。

　恐らく、各町の神社だ。そこが喜き美みの術式によって回収した応援を代演として集め、余波が空に昇り始めている。

　それだけではない。

「──地脈を通して代演が届きます！」

　メアリの言葉に応じるように、外界が知覚を全域に走らせた。

　散在する各町から、このうどん奥おく多た摩まに向け、地中を主に根のように走り、そして空中では雷光のように突っ走り、光が来た。

　受けるのは浅あさ間ま神社だ。

　空が割れた。

　幾度も幾度も、金属片をぶつけ、星が散るような音が鳴り、その直下で歌声が響いた。

「あ」

　喜美の声だ。

〝見える〟。全ての輝く力の先端で、喜美が舞い、謳うたい、

「──それだけで私の世界は何度だって浮かれて回るの」

　加速する。

「──何度だって　何度だって　何度だって　何度だって　何度だって」

　加圧し、身体からだというものをもはや超えて力と意思、感情を表現する。それは、

「──いつも　いつも　いつだって　いつまでも！」

　何周かを過ぎ、高たか嶺ねの花が更に上に行った。
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　ミトツダイラは、目覚めていた。

　……な、何ですのコレ!?

　跳ねている。

　否、身体からだは寝ていた。上半身を起こしても床からのズレはない。

　だが明らかに跳ねている。周囲のものも、自分が寝ている拝殿も、全く微動だにはしていないが、しかしどれも軋きしみ、震えている。

「──私達の身体ではなく、〝型〟が震わされているんです！　喜き美みの術式で！」

　同じように起きて、身体を起こした浅あさ間まの台詞せりふで、何もかも納得出来た。

　喜美の術式はデタラメだが、その事は解わかっているのだ。あの馬鹿は何でもやらかす。それも派手な方に吹っ飛ばして解決して笑うのだ。

　今もその流れにあろう。しかし、

　……我が王！

　見ると、王が動いていない。布ふ団とんを掛けられたまま、寝た状態だった。これは、

「黄泉よみ帰りが失敗してますの!?」

「いえ、手順も何もちゃんとしました。つまりコレは、トーリ君の魂がこっちに来ていても接続が出来ていないんです」

　そのためにはどうするか。

「この拝殿の扉を開ければいい。そういう事です」

　今、喜美が外から開けて引っ張り出そうとしている。しかし、これだけ拝殿が軋きしんでいるのに開かないという事は、

「こちらからも開けていかないと駄目という事ですのね!?」

「はい！　天あまの岩いわ戸とは、最終的に外へと興味を持ったアマテラスがチョイ開けしたのを、外から強引に開いたんです。だから──」

　言葉を皆まで引く必要はなかった。己の力があれば拝殿の扉など開けられよう。だが、

「あら？」

　歩幅が合わない、という感覚で、いきなり転倒した。

　布団の上だ。足は滑らない。それが顔面から転ぶ勢いだった。更には立ち上がろうとしても、

　……え？

　膝ひざというか、太ふと腿ももに力が上手うまく入らず、崩れた。

　さっきからどういう事だろうか。しかし、原因を考えると、思い当たる節ふしがある。

「こ、これってまさか……」

「ええ。ミトもやっぱりそうですか……」

　浅間が、口を横に開いた変な笑みで、頷うなずきながらこう言った。

「いやあ……、股またの嚙かみ合いがおかしいですよね。可動域が明らかに狭いっていうか。何て言うか、神しん道とう御神体模型の祈き禱とう戦士・ダブル乙おつ神カン弾ダンでいうと、ＨＧとＭＧくらいの差というか」

「……ふふ、智とも、男子向けの玩具おもちやも詳しいですのね？」

「いや、出来上がったものの展示会で、やはり御お祓はらいする仕事があるので……」

　言った浅あさ間まに、問題解決の方法を問うてみた。

「やはり記憶だけがこちらに持ち込まれるとは言え、三週間分となるとそれ以前と以後が齟そ齬ごを生じてますわ。これを直す方法、智とも、用意がありますのよね？　それは一体？」

「……トーリ君に同じ事して貰もらったら直ると思いますよ？」

「こっち！　こっち向いて回答しませんの!?　智！」

「いや、私、さっき気付いたんですけど、顎あごと喉のどの開き方も何か狭いな、って。……これ、祝詞のりとの発音が変わっちゃうんじゃないかと……」

「……変なところで弊害が出てますけど、向こうでは充実していたからノーカンですわよ」

　ともあれ身体強化術式や調整術式で、不確かな部分は補助だ。

　見れば王の頭上には一枚の表示枠サインフレームが浮いている。

「──トーリ君の魂は来てます！　後は開くだけです……！」

　浅間と頷うなずきあって、自分達は拝殿の奥へと振り向いた。

「ホライゾン！　そっちは──」

　見ればホライゾンがファラオの眠りを続行していた。浅間が深く頷き、

「流石さすがですね……」

　と呟つぶやくが、そういう事ではありませんのよ？
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　ホライゾンを起こすのはハナミに任せ、浅間は拝殿の扉を開く事に集中した。

「ミト！　ちょっと下半身に力入らないと思いますが、拝殿の扉を内側から叩たたいて下さい！」

「下半身云うん々ぬんは余計ですのよ！　行きますわ！」

　狼おおかみが瞬発加速で行ってコケた。派手に半回転して顔から布ふ団とんの床に激突。動かなくなって、外での喜き美みの歌がまた一周して、表示枠が来て、

・賢姉様：『ククク、そっちまだ？』

・あさま：『い、意外と余裕有りますね!?』

　言っている間にミトツダイラが無む造ぞう作さに起きた。一回床を殴るのは行儀が悪いが、何となく言いたい事は解わかる。

「さあ！　ミト、もう一回！」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　行きますわ！」

　今度はしっかり立って、すり足気味に扉に寄ったミトツダイラが、振りかぶっての打撃を扉の合わせ目に叩き込む。だが、

「流体光!?」

　外から来る軋きしみや轟ごう音おんに対し、狼の一発は何も届かなかった。

　扉を開く前に、表示枠サインフレームが出たのだ。それは真っ白なもので、砕ける代わりに打撃も音も衝撃や何もかもを消去した。

　消し去る。自分はそれを見届け、

「──やはり神界からの介入ですね!?」

　思った事を言うと、ミトツダイラが笑顔をこちらに向けた。

「やはりって何ですの？　智とも？　私、言われて殴りましたのに」

　とりあえず視線を逸そらす事にした。ともあれ右の人差し指を立てて言葉を追加すると、

「神界です。この拝殿自体が、神界からの直接介入で封じられてます」

「それは──」

・鉄火女：『おー、悪い悪い。ちょっとしくじった』

・銀　狼：『どういう事ですの一体！』

・鉄火女：『アマテラスのヤツが直接介入してきやがった。あの女、委員長思考だから親父おやじであるイザナギに食って掛かってな。親父が私らに仕事を代行させたのが気にくわねえらしい。だから私の権限に監査つけるって』

・あさま：『それは──』

・鉄火女：『意味はねえよ。単に嫌がらせだ。業務ちゃんとやってますかねえ、って、邪魔しに来てるだけだ。大体、私の業務を完全に止めたら現うつし世よは大騒ぎになる。それに、馬鹿の魂自体はそっちに行ってるんだ。そっちでどうにか出来る筈はずだ』

・銀　狼：『でも、扉が開きませんのよ？』

・鉄火女：『嫌がらせに対して力が足りてねえんだ。今、こっちでも仕込んでる。イザナギのオッサンが、お前らの余剰分をツクヨミ経由で各所に回していてな。外堀埋めてる。

　──仕込みは通すから、お前ら引き負けるな。アマテラスも親父にたてつくんだから本気だ。黙っていたら馬鹿の魂を手元に引き寄せ、本来の流れに乗せる筈だ』

・あさま：『アマテラスが、何故なぜ、そこまで……!?』

・鉄火女：『嫉しつ妬とと意地だ。プライド高いヤツはこれだからな』

　サクヤが吐息をつけて言う。

・鉄火女：『アマテラスが持てていない権能の一つが、現世の人々の〝産み〟だ。アイツは現世に降りてねえ上に結婚してねえから神産みどころか〝神造り〟しか出来ねえ。

　だからお前ら現世の連中の出産の管理は、アイツより上のイザナギのオッサンが持っているんだが、私達は、それを出し抜いた形になってる。それに──』

　それが嫉妬ならば、意地とは何か。

　……神しん道とうの現最高神としての意地となるならば──。

・あさま：『これが、天あまの岩いわ戸とだという事ですね？』

・鉄火女：『そうだ。そうだ。よく気付いたな？──天岩戸さ』

　サクヤが言う。

・鉄火女：『自分より格下の国くに津つ神かみと、その庇ひ護ご下の人間が、自分を出し抜き、さらに太陽神が〝産まれた〟オマージュとなる天岩戸を再現しようとしているのさ。

　アマテラスにしちゃあ、自分のメンツを潰つぶされたようなもんだ。だけどそうじゃねえ。これは馬鹿の黄泉よみ帰りって話だ。こっちにだってメンツがあらあ。天あま津つ神かみ上等、やってやる。やってやるさ。──だからお前らも負けんな。すぐに力を手配する！』

　それは一体、と思った瞬間だ。

　表示枠サインフレームが新たに展開した。

　武蔵むさし側、〝奥おく多た摩ま〟からのものだ。警告音と共に現出したそれは、

・奥多摩：『対岸、K.P.A.Italiaにて待機状態にあったM.H.R.R.神聖ローマ帝国艦隊がこちらに向けて前進を開始しました！　──十二分後に沿岸部に到達致します。──以上！』
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　正まさ純ずみは引き手に加わっていた。全員は音と光と震動の中、自分をその一つとして光の縄を引き絞っている。既に幾度となくアタックを掛け、全ては軋きしみ、唸うなりを上げているが、

　……まだなのか!?

　そう思ったところに、〝奥多摩〟からの警告が来た。

「く……！」

　悪いタイミングだ、と思った。恐らく誰だれもがそう感じたに違いない。

　時間切れ、という言葉を連想され、皆がしかし諦あきらめない。

「急げ……！」

　慌てて引くその意気はいい。だが、乱れた。

　そして力が対抗された。

　自分達が引く縄が、引き戻されたのだ。それも一気に数メートル。先頭にいた者達はバランスを崩して転び、前へと〝引きずられる〟事となり、

「くそ……！」

・あさま：『──正純！　皆！　堪こらえ所です！』

　浅あさ間まが展開した表示枠の中で叫んだ。

・あさま：『今、アマテラスが抵抗しています！　これを解除しようとしていますが、時間が掛かっています！　ですが、確かに解除は出来ますから、それまで堪たえて下さい！』

　言ったが、浅間の状況が悪かった。

　巫女みこ服が透けていたのだ。枠の大きさの関係で胸元より下、肝心な部分は見えないが、

「────」

　引き手の半数が一瞬使えなくなって、一気に縄が持って行かれた。

　わああ！　と皆が引っ張られ、崩れかけ、

・賢姉様：『ククク、でもアンタ邪魔しに来たの!?　そうなのね!?　このオッパイ！　想像力を搔かき立てた方が勝ちとかそういう勝負!?』

・●　画：『アー、最近それでも規制が厳しいのよねえ──』

・あさま：『そ、そういう事じゃありませんよ!!』

　どういう事だよ、と思うが、言わないでおいた。

　ただバランスが壊れかけた中で、動く影があった。

　葵あおい姉あねだ。

　彼女は皆の視線の先、もはや拝殿の前にて身を一度振った。

　それだけで、皆が身を震わせ、余計な身動きが止まった。

　身振りだけで完全同期させたのだ。だが、彼女の左右、縄は緩やかに飲まれていく。明らかにアマテラス側の力が、こちらの引き手の全力を上回っている。しかし、

「フフ。面白いわね。この状況」

　聞いた。

「うちの愚弟を、アマテラスが欲しがってる？　イザナミ辺りに献上する？

　凄すごいわねうちの愚弟。──神々の政争に使われるくらいになってるわ」

　うわ、という声が、後ろにいるバルフェットから漏れた。

「あれ、喜き美みさん、怒ってますよ……」
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　ミトツダイラは、息を詰めた。

　扉を挟んで逆側に立つ浅あさ間まも同様だ。

「……あれ、喜美、怒ってますわよね」

「喜美は不機嫌のゲインが広いんで、フツー一線越えないんですけど、……トーリ君の事となるとちょっと別ですよね」

　ええ、と頷うなずいた瞬間だ。いきなりの上下震が、一発来た。〝型〟の揺れだが、今までの中で一番大きい。縦に一メートル程外れ、視界が乱れた程だ。

　……これは──。

　喜美だ。音楽を聴いていれば解わかる。既にループは二ふた桁けたに入ろうとしているが、

「これまでの加圧を、全て叩たたき込むつもりですの!?」

　直後。もう一度の震動が来た。同じ上下で、更に、

　……もう一発……!?

　感覚を短くして、喜美が激震を連続させている。
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　これは、と部屋を出て、確認に出た姿があった。

　クリスティーナと、忠ただ興おきだ。二人は間に横町の並びを挟みながら、うどん奥おく多た摩まに向かう艦尾側へと走った。

　その間にも夜の下、震動が連続する。それも早く、高速に、だ。これは、

「私が救われる時、ネルトリンゲンを目覚めさせた震動！」

　そうだ。武蔵むさしの踊り子は、町をも容易たやすく揺らす。そして彼女がよく使用する楽器は何かと言えば、鼓動だ。鼓動に合わせてテンポを踏み、世界を揺らして目覚めとした。

　だが今、この激震は違う。高速化し、もはや継ぎ目の無いものとなっていくが、

「鼓動ベースの高速ドラムだ！」

　通りを抜けたところで、忠興がこちらを見つけて叫んだ。

「──数で勝負だ！　クリスティーナ！　浅あさ間ま神社に行くが、その間、お前のコネクションで北欧由来の連中にも手伝わせろ！」

　名前を呼ばれ、力強い指示に目眩めまいを得て、録音データを即座に不可視の打だ鍵けんでフアナに送ってしまうが、クリスティーナはその通りにした。

「忠興様！　これは──」

「ドラムの高速化だ！　ドラマーの技で、出来るヤツが希まれにいるんだ！　打音を一つの音に繫つなげて、全ての観衆のテンポに合わせる、って神技をな」

　それをすると、どうなるのか。

「現場の一斉化もだが、──狙ねらいはもっと別だ！　攻性使用で神を殺す気だぞ！」
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　メアリは、理解するのに数秒を要した。

　激震は速く、止やまず、一音のように連続していく。だがそれが速くなればなる程、振幅の継ぎ目が消えていき、

「音が……！」

　クリアになっていく。これまで全てが圧に満ちていたのが、まるで水が引くように何もかもが澄み、夜なのに視界も晴れてきた。

　喜き美みがやっている事は、ただただ、足先で石畳をタップしているだけだ。

　だが、無茶苦茶だ。音や動き、流体の力や何もかもは、全て波を持っている。その波を、彼女は自分の鼓動を基礎とした高速の激震で潰つぶし、上書きし、統一化させたのだ。

「力が激化すると生じる淀よどみや、力に伴う穢けがれを、同様の力をぶつけて消したのですね」

「フフ、芸能神ならではの、粋いきなノイズキャンセリングでしょう？　ここまで溜たまってなければ全域で行うのは無理でしょうけどね。だけど──」

　喜き美みが足を踏みつつ、軽く動いた。

　無茶だ。あれだけの高速で世界を踏みながら、どうして身軽に動作が出来る。

「教えてあげるわ、上から見ているお偉い神様」

　喜美が身を上下させ、世界を更に揺らした。中にいる自分達にとっては、加速的に空気が澄み、身体からだから重さが無くなっていくような感覚だ。

　……激震の強度を上げているのですね……！

「いい？　これは全て鼓動。神だろうと何だろうと、流体である以上は波としての鼓動があるのよね。そう、霊であろうと流体としての振幅があり、神様だってそれは同じ」

　だったら、と喜美が言った瞬間だ。

　拝殿の方へとじりじりと引き戻されていた縄が、総すべてその動きを止めた。

　……え？

　何が起きたか、解わからない。ただ、縄はもはや引き戻される事なく、

「捕まえたわ、アマテラス」

　一息。

「偉そうに縄引っ張って。その〝動き〟は鼓動を基礎としてんのよ。──アンタ、真ま面じ目めに踊った事ないでしょう？　でも残念。どんなに逃げようと、今、全域の鼓動で検索して、その縄伝ってアンタ捕まえたから──」

　だから、

「──クシャマンにしてやるわ」
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・鉄火女：『おい、ちょっと！　何が起きてるそっち！』

・あさま：『あまり聞きたくないですけど、そっちは何が起きてます？』

・鉄火女：『アマテラスが束縛状態になった！　──どういう事だ!?』





●






　母の母が顔を上げたのを、糟かす屋やは見ていた。

　焚たき火を前に、話を重ねながら四し国こくの状況を追い、時にうたた寝をしていたのだ。

　だが母の母が、視線を戻して言った。

「人狼ルウガルウの女王には、月の光を自由にする力があるの、知ってますわね？」

「あれは、でも、私は……」

「使えますわよ？　人狼女王レーネ・デ・ガルウの血筋であり、獣変調が出来るなら。あの子から習っているのでしょう？　それに──、あまり大した術式ではありませんわよ？」

　と、母の母が空を見上げた。

　森の頭上。この御菓子の家の広場の上、開いた空間には夜空があった。

　だが、そこに朝がある。

　東の方から一直線。一刀にも似た直線が、東の空から西へと突っ走っている。

「大御お母かあ様さま、あれは──」

「朝ですわよ」

「朝って、でも、今はまだ日の出ではありませんのよ？」

「私達の術とは逆ですわ。ありとあらゆる法則を無視して陽光を呼ぶ。──極東では太陽神アマテラスに準じる技だと思いますけど、それをあそこにいるものが使ってますのね」

　母の母が見るのは、森の向こう。南の方角だ。自分には解わからないが、しかし、

　……あ。

　四し国こくだ。母達のいる場所。祭の現場として、石いし川かわが向かう階層都市の一つに、東の空から発された直線光が突き刺さっている。

　それだけではない。

　陽光の穿うがつ先、そこから流体光を纏まとった姿が立ち上がったのだ。

「まあ」

　母の母が言う。

「──舞の神が顕現するとは、向こうの祭は宴えん酣たけなわですのね」
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　周囲が一斉に動き、また構え、引きのアタックを掛けたのを喜き美みは悟った。背後と頭上に舞うのはウズメの顕現だろう。極東の衣装を荒く纏った女が、音に身を回せていく。

　こちらの力に対し、神が同意したのだ。

　アマテラス対ウズメ。天あま津つ神かみの最高神と、天津神の芸能神だ。格は違うが、専門家としては何も劣るものはない。それがこちらに応じて、今、応援に掛かっている。

『────』

　天から降る音楽は、己が奉納しているものと同じだった。

　全てが澄み、何もかもが光り輝き、悉ことごとくに生命の鼓動が満ちている。

　押してきた。それに重ねて、

「続けろ……！」

　おお、と皆が動き、Ｊｕｄジヤツジ．、と誰だれもが集まった。

「Ｊｕｄ．！」

　来たぜ、と浅あさ間ま神社を囲むテラスから声が響いた。来たわ、と神社に至る階層の通路から声が届いた。その誰も彼もに顕現した神が笑い、

『…………』

　神鳴る声が全域から集う流体の走りと雷光を強化した。

　空は光り、総すべてがまた整い、咆ほう吼こうをあげた。

　だが己は振り向かない。ここで起きている事は当然なのだ。

　自分がいるならば、当たり前の事。振り向く気もない。

　そして己は今、東の果て、空から届いた陽光をスポットライトにしている。

「アハ」

　声を上げ、息を吸った。ウズィに音響術式を展開させ、叫ぶ。

「こ────の引き籠こもりが……!!」

　足を上げた。頭上まで振り回し、石畳を真下へとキックした。

　後方への高速一回転を入れると同時に、この澄んだ中で全体が激震する。直後、自分の傍らに一つの影が飛び込んで来た。

　二ふた代よだ。

「喜き美み殿。──途中まで付き合い申すで御座る」

　合いの動きで、こちらの加圧を引っ張るというのだ。だから、

「ついて来なさい」

　言って、己は舞った。







[image: 第六十章『神越えの遊撃手』]
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　二ふた代よは、何かと思った瞬間に吹っ飛んでいる自分に気付いた。

　……何……!?

　喜き美みだ。かつて有あり明あけの上でこちらに稽けい古こをつけて貰もらった事がある。

　比ではなかった。

　何しろ、動いている。

　あの時、喜美は自分の位置をほぼ固定して、相あい対たいしていた。だが今は、

「……っ！」

　動く。ステップ一つ一つで身を飛ばし、謳うたい、全力で自由を謳おう歌かする。それは型にはまらず、しかし全ての動きが繫つながった上で、

　……神の顕現をもって、更にこの地を己の禊祓みそぎした場に変えて御座るか!!

　圧倒的アゥエイだ。ここはもはや彼女の全能の場。神しん道とうの最高神を捕まえてビンタぶち込んでる最中なのだとしたら、自分如ごときが途中までの踏み台になる事も──、

「本ほん多だ・二代!!」

　横に、朱あけの色が来た。

　誾ぎんだ。彼女が視線もくれずに叫んだ。

「待たせてどうするのですか！」
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　二代は頷うなずいた。そうだ。待たせている場合ではない。

　途中まででも、付き合い、自分を加速の踏み台として、それを報恩とするのだ。

　楽器が鳴っている。澄んで鳴っている。そして横の誾が身を沈めた瞬間。

「──！」

　翔しよう翼よくを全開し、自分は前に出た。





●






　点てん蔵ぞうは、無茶苦茶な全てを見た。

　縄を引く自分達の周囲。そこに喜美が同時に連続出現したのだ。

　……実像分身!?

　違う。本体がいない。あるのは流体光を螺ら旋せんに纏まとって瞬間的に位置を変えていく喜美で、その数は数十を超えて各所に達し、テラス上や顕現の神の肩上にも生じ、

「──音と舞を結界として、その中に入ったのです！」

　メアリの声が驚きに満ちていると言う事は、彼女にして初めて見る事なのだろう。そして、

「二ふた代よ殿と、誾ぎん殿も……！」

　ついて行っている限りは、パートナーと言う事なのだろう。二代と誾が、光を弾はじけさせて連続出現する喜き美みに同数で突っかけては弾かれ、躱かわされ、吹っ飛ばされる。

　高速だ。

　踏み込んだ瞬間に二代がトバされれば、その陰から誾が突っかけ、しかし後ろに回り込んだ喜美が笑う時には朱あけの姿も宙を数回転させられている。

　連続する。攻撃の全ては紙一重で交わされ、二代が多重展開した翔しよう翼よくの制御動作は、その裏に軽いステップで回り込まれ、膝ひざをカックンされて術式が破裂し、しかし、

「──フフ」

　喜美が吹っ飛ぶ手を取って弾いたなり、二代の身体からだが勢いよく着地する。そして彼女の肩を踏み、真上から誾が突っかけた。彼女は四つ角十字クアトロ・クルスを宙から引き抜き、後部を前に回した対艦攻撃状態で、

「これなら……！」

　砲ほう撃げきした。だが皆は、何が起きるかを解わかっていた。

　縄を引く流れに乱れがないと言う事は、喜美が対応出来ているのだ。

　点てん蔵ぞうの視界の中。結果が生じた。喜美が足で一度石畳を蹴けり、手を一つ打ったのだ。

　それだけだった。

　それだけで、四つ角十字の砲撃が消えた。

　……ノイズキャンセル！

　砲撃の威力に対し、この〝場〟の激震を同調。放たれる一撃の威力を相そう殺さいしたのだ。

　だが、そこで終わらなかった。喜美が手を打ち、石畳を蹴っていたからだ。

　四つ角十字の発射に対する激震は手と足のどちらか。だとすれば、もう一発は、

「最高のドラムね」

　後部を下に向けていた四つ角十字が、正しくその先端、砲口側から空へと砲撃した。

　激音が走り、風が生まれ、

『──！』

　己は見た。着地に入ろうとした誾の横。四つ角十字を、空からの手がひったくったのを、だ。舞の動作の流れとして、無理なく繫つないだがゆえに誾すら反応の出来なかった手は、しかし彼女の位相空間にもアクセスしたのだろう。

　神の手が、四つ角十字を両手に持っていた。

　何をするかは解る。対艦砲としても使える双の大砲が、女神の手の中で展開。対艦砲撃状態を作ると、

『……！』

　音を鳴らした。高速で。神の打楽器として、流体光の弧を引きながら空に音と光をたなびかせる。その光景を見上げた誾ぎんは、一瞬だけ口を開けて呆気あつけにとられていたが、着地。即座に喜き美みが跳ね、一発を通そうとした処に、青の影が飛び込んで来た。

　二ふた代よだ。彼女が誾を搔かっ攫さらい、こう告げた。

「誾殿──」

　息が荒れている。それを隠さず、二代が言った。

「──頼むで御座る！」
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　成程、と誾は思った。

　この女にとって、自分の夫は東西の無双の片方として認識をされているが、

　……一つの壁として見ているのは、こちらの存在なのですね。

　これまで、総長の姉を〝相対者〟として意識した事はなかった。無論、舞の術式のデタラメ振りは認めていて、その能力の高さも理解をしている。

　だが武人として見た事はなかった。

　それがこのように突っかけ、短時間だが悟った。

　これは違う。

　武人の範はん疇ちゆうではない。が、しかし人が至る事の出来るものだ。

　人が何処どこまで力を発揮出来るかという、それに対し、一つの答えになっているだろう。

　では自分達の持つものとは何だ。これまで己が大事にしてきた〝強さ〟とは、〝勝つ〟という事は、この存在に対してどれだけの意味があり、何であるのか。

「本多・二代」

　問う。

「貴女あなたは、これと、相あい対たいしてきたのですね」

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　応じる声が、前を見ていた。視線が向くのは、神の足下で、しかし神を敬うでもなく、自由に力を振るう花のような存在で、

「──拙せつ者しや、少しは〝冴さえた女〟と、そうなりたいもので御座るよ」

　本ほん多だ・二代は気付いているのですね、と己は思った。

　これは単純な強さや力の比較ではない。武と術と力と武器という、総長連合などに連なる、力の比較。東西の無双のような尺度の比較ではないのだ。

　完全なジャンル違い。存在の到達度というものを示す戦いだ。それを〝冴えた〟というが、

「本多・二代」

　言いつつ自分は、先行した。踵かかとに〝駆かけ爪づめ〟を多重展開し、

「──〝冴えた女〟などという表現はありません」
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　誾ぎんは追った。もはや走るのでは間に合わない。目で追うよりも、相手の身体からだの傾きやバランスを悟った瞬間、そちらに〝駆かけ爪づめ〟で全身を吹っ飛ばす。姿勢制御は二の次だ。何故なぜなら、

「フフ」

　耳元で小さな笑い声が聞こえた瞬間。世界が回転する。

　足払いだとは思えない。明らかにこちらの動きを転用している。しかし、

「────」

　喜き美みの髪の匂においを感じた直後に、身体が更に横に回され、気付けば視界が正しく着地姿勢に入っている。

　これでは駄目だ。これでは相手の制御下にいる。

　……ならば──。

　十字砲火アルカブス・クルスを二門展開。空砲状態として砲撃反動を自分の加速と姿勢制御に叩たたき込む。

　放った。

　もはや綺き麗れいな動きなど何処どこにもない。跳ねて、回って、そして穿うがって、ただ止まりはせず、喜美を追撃していく。

　正面に捉とらえる事が至難だ。同じように本ほん多だ・二ふた代よが、逆を回って喜美を追う。

　駄目です。私に見えているようでは、まだまだ追えていない。だから、

「……！」

　視線が本多・二代と合った瞬間。自分は実弾砲撃を彼女に叩き込んだ。

　数メートルの至近距離だ。人もいる。だが放った一発を、二代が無呼吸で合わせて踏み、

「……っ」

　跳ねるような加速で喜美へと突っ走った。それを振り返らず、空に散った砲弾を捨て置き、自分も本多・二代と同じ方向へと加速した。
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　鈴すずは、テラスの上から全てを知覚していた。

　フィールドは六分割されている。本殿の扉を中心に、張られた四本の縄で扇状に境けい内だいが区切られているのだ。

　その中を、喜美と二代と誾が多重した。どれも同じ動きをしているようなものはなく、しかし喜美が弾はじけて位置を飛ばすのを、二代と誾が必死に追撃しているのが解わかる。そして彼女達の攻撃が悉ことごとく弾かれ、時に踏み込まれて吹っ飛ばされるのも、だ。

　だが、二代と誾が息を合わせ始めていた。自分の知覚には届いてくる。二代も誾も疲労によって息が荒れているが、だからこそ呼吸は刻むように作られ、速いテンポで合っていく。

　落ち着いた調ちよう息そくでは喜き美みに対応出来ないとするのは、武の力の発想だろうか。

　乱雑だ。

　もはや早鐘の心臓よりも速い呼吸を重ね、お互いに突き飛ばすように、片方を踏み切り板として蹴けって跳びながら、それでも先行した側の勢いに乗じてお互いが遅れを引き上げ、また先に行く者は速度を上げる。

　それら高速の動作が数十の箇所で同時多発した。

「いやあ、流石さすがです」

　と、不意に横から声がした。

　宗むね茂しげだ。彼は、自分の妻の挙動に顔を向け、

「私と誾ぎんさんだと、誾さんは私の補助に回ってしまうんですが、──対等となると、これです。私もこうして欲しいのですが、贅ぜい沢たくな残念ですね、きっと」

　さあ、と彼が言った。

「舞の巫女みこが、助力を得て狙ねらいを見せ始めましたよ」

　宗茂の言っている意味は解わかる。喜美達の出現場所が、ある程度固定されて来たのだ。

　六つに区切られたフィールドの中。扇の中心から生じる放射状の線を、しかし区切られた弧を描くように三つの影が踊る。そうして作られる図形は、

「アマテラスは太陽神ですが、彼女が作る陽光には恐らくテンポがあるのでしょう。

　先程、総長の姉あね君ぎみは太陽光を浴びましたが、そこから逆算し、角度ごとにテンポを検出。アマテラスの陽光の、全方位における解析を行っているのです」

　それはどういう事か。

「縄の向こうにいるアマテラスの全てを、陽光の鼓動から逆介入して押さえつけ、自分の舞の支配下に置こうと言うのですよ」
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　誾は跳ねた。

　もはや思考ではない。反射神経と、長年の積み重ねの勘が全ての世界だ。

　一回でも間違えればもう追いつけない。一息でも遅れればもう脱落する。そんな緊張感と動作と疲労に揉もまれたような時間の中で、

「──！」

　跳ばした。

　自分の全力を出している。

　武ではない。強さではない。力ではない。それらが通じないが、それらしか自分にはないので使わなければならない相手。

　このような存在と相あい対たいした事は、今までなかった。だが、

　……追撃出来ています!!

　見える。見えている。時折にだが、喜き美みの顔が視界の中に入るのだ。

　笑っていた。

　誘うように笑う。

　何と楽しそうな事か。

　……ああ。

　己の技は、約五百年を前に生まれ、そして幾つもの新しきを迎え入れ、そして自分と宗むね茂しげをもって最新となっている。

　だが、それが届かず、しかし自分達には、これでなければ届かないものがある。

　回る。浮かれて回る。何度だって、何度だって回る。

　そして追う。

　武。

　力。

　技。

　強さ。

　武装。

　それらを総動員して追いつく事がやっとで、

「は……」

　諦あきらめてしまえ。これは武の強さを表すものではない。完全アウェイ。向こうは神の顕現まで行い、場を完全に支配しているのだ。どうせ追撃なんて出来っこない。しかし、

・立花夫：『誾ぎんさん』

　声が聞こえた。

・立花夫：『素敵です！』

　どんな[image: ]しつ咤たよりも、感情が一瞬で燃え上がった。
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　誾が強引に先行したのを二ふた代よは悟った。

　行くのだ。ここが勝負所として、燃え尽きるつもりで行くのだ。だから、

　……翔しよう翼よく！

　もはや制御はしない。多重化をただ喜美に向け、右膝ひざから突っ込んだ。

　直後。先行した誾が喜美に踏み込んだ。踊る動きの直前で身を沈ませ、速度を強引に溜ためる事で喜美の迎撃を発生させず、更に十字砲火アルカブス・クルスをこちらの背後に召喚。

　砲撃が来た。

　迷わなかった。

　かち上げた右膝ひざをそのまま空に向け、空中で即座に後ろへとキック。

　そこに十字砲火アルカブス・クルスの砲弾が着弾し、しかし踏む形となり、

　……見事！

　空中で翔しよう翼よくを多重展開し、一回転してみれば、

「喜き美み殿……！」

　誾ぎんと共に、喜美を挟んだ。

　視界に相手は入っている。

　ここまで全力を尽くし、手に入れた一瞬の機会だった。
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　二ふた代よは攻撃を叩たたき込んだ。高速の動作により、上中下段合計七十二発の突きを打ち込んだ。

　誾も攻撃を叩き込んだ。こちらは両手の双剣で、左右に連続二十八発の斬ざん撃げきを叩き込んだ。

　直線の突きと横よこ薙なぎを基礎とした斬撃の交差だ。

　当たる。避けられない。

　その筈はずだった。

　だが二人は見た。自分達の一撃一撃に対し、喜美が動きを合わせ、手や肘ひじで弾はじきながら、舞を加速したのを、だ。
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　誾は、正解と間違いを悟った。

　自分達の攻撃は高速だが、確かに一発ごとである事は確かだ。

　だから如何いかに高速でも、一つ一つに対処していけば、かわす事は可能。

　……無論そんな事は不可能です！

　だがそれは、〝武の物差し〟の話だ。

　ここは舞と歌の世界。自分達が送った攻撃は、手を取り合う動作に他ならず、喜美はその通りに対処したのだ。

　高速の全てに、目に見える程おかしな速度差で緩やかに、髪を踊らせ、身を回し、スカートを翻して、

「アハ」

　また、誘うように笑う。

　おかしい。どう見ても、動きの時間がこちらと合っていない。彼女がこちらの攻撃を一つ弾く間に、こっちの斬撃が七発は届いている筈だ。だが、

「──感謝するわ。拝気の調整の御陰で、高たか嶺ね舞まいが使えないの。あれは大体、追加加速用の舞には使えないものね」

　だから、と喜き美みが背後の二ふた代よに言った。

「私に攻撃を〝弾はじかせる〟ところまでついてきてくれて、有り難う」

　何が行われているのか、解わかった。

　武だ。

　この舞の巫女みこは、こちらの武として放った攻撃を、受けて弾き、舞の一部とする事で、

　……代演とするのですか!?

　彼女にして加速を難しいとされる速度領域において、自分達の攻撃を加速剤にする。そして己は見た。喜美を挟んだ向こう、そこにいる二代がこちらと視線を合わせ、

「────」

　……馬鹿。

　武が通らなかったというのに、何をそんな満足げな顔をしているのですか。

　だが自分も、最後の一撃を弾かれた時、こう思った。自分達の最新は、神に届く助力にまで至ったのだと。そして、

「総長を、お任せします」

　言った瞬間。自分と二代は流体光の風に突き飛ばされ、弾かれた。

　喜美が加速し、集ったのだ。皆の視線の中央、拝殿の前で、

「捕まえたわ……！　アマテラス……！」
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　喜美は笑った。舞って、声を上げ、境けい内だいの全てが澄んだ上で震わせ、皆のアタックを先導して叫んだ。すでに縄は一気に引き戻され、拝殿の軋きしみもこれまで以上となっているが、

「さあ！」

　これで終わりの訳がない。向こうは神しん道とうの最高神なのだ。ならば、

「いい女だったら意地を見せてみなさいよ……！」

　告げた瞬間だった。

　光が来た。

　光は巨大な岩だった。

　二枚。左右を閉じる形の、流体光で出来た大岩が、拝殿の前に落下した。

　その高さは三百メートルを超え、幅も二百メートルを超過する。無論、そんなサイズは浅あさ間ま神社の境内に塡はまらない。だが、

　……やってくれるわね……!?

　神の手、アマテラスの権能による岩いわ戸とだ。現実の事象など無視して、巨大なサイズの岩がそこに存在した。拝殿を護まもる形のそれからは、後ろに通じる縄が飲まれ、だが、微動だにしなくなっていた。

　完全な天あまの岩いわ戸との再現だ。

「そうね」

　己は、笑った。

「これまでの天岩戸が、単に私達の再現だったから、本物を破ってみろと、これを出してきたのね!?　アハ！　駄目よアマテラス！　こんな岩で！　本物だとしても駄目よ！

　──だってアンタ、私を無視出来てない！　芸は見られたもん勝ちなのよ!!」

　だから、

「素敵よ最高神！　芸が解わかるアンタは、だからこそ負けるのよ……！」

　言って喉のどを開ける。音を作る。神の顕現はこちらも出来ているのだ。それに、

　……来たわ！

・鉄火女：『おい！』

　サクヤが間に合ったのだ。続く彼女の言葉は、

・鉄火女：『こっちの仕込みは達成した。だけどそっち、手を抜くなよ！』
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「馬鹿ね」

　喜き美みは苦笑した。だって、

「愚弟が見ているのよ。──愚弟を助けると言った私が、手を抜く筈はずないじゃない」

　直後に己は謳うたった。

　音は高速。

　舞のテンポに合わせたものだ。

　だが、曲が違う。

　歌も違う。

　これまで謳っていたものではなく、それは、

「──通りませ」

　通とおし道どう歌かだった。
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　音が響いた。

　風が光を生み、音が影を作った。

　ステップはもはや誰だれからも周囲の世界が縦揺れしているように見せ。

　声は届くところ全ての大気を凜りんと震わせた。

　全てが揺れ、全身の挙動が雷光のような流体光を散らし、鳴り響く。

　髪が風を切ればそれは霧を呼び、衣服の羽ばたきは宙を打ち爆はぜた。そして声は、

「──通りませ」

　笑みの口調で、

「行かば　何処いずこが細道なれば」

　周囲の音を伴奏に、

「天てん神じん元もとへと　至る細道」

　ただ声と動作が乱れなく繫つながり、

「御意見御無用　通れぬとても」

　幾度も幾度も流体光が快音と共に鳴らされ、

「この子の十とおの　御祝いに」

　舞が回って速度を上げ、

「両のお札を納めに参ず」

　周囲の大気を巻き込み、

「行きはよいなぎ　帰りはこわき」

　聖域と呼ばれる境けい内だいの玉たま砂じや利りや木々が喝かつ采さいの音を生み、

「我が中こわきの──」

　しかし更に、

「通りませ──」

　二ループ目に入った。止まらない。止まらない。留とどまる事なく、更に速度が上がり、

「──!!」

　流体光の波が、澄んだ世界の中で更に発生した。
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・鉄火女：『仕込みが通じた！』

　サクヤの声を、ミトツダイラは表示枠サインフレームで見た。

・鉄火女：『私がやられたのと同じ事をしてやった！　その馬鹿が神になるという話を、人の身に戻した上で黄泉よみ行きの処理をしようとしてやがったから、〝手違い〟でその手続きを行わずに通過させてやった！』

　それはどういう事か。黄泉へと、王の死亡処理を済ませる書類は届いたのだ。そこに不備があるとは言え、

・銀　狼：『まさか、イザナミにまで──』

・鉄火女：『当たり前だ！　イザナミは死者の女王だが、だからこそ子供であるアマテラスの手続き処理のミスをおっ被かぶせられたんじゃたまらねえ。そこでアマテラスを呼びつけて説教すりゃあ、原因究明でイザナギのオッサンと三者面談だ』

　えっと……、と扉に対して解錠術式のパターン検索を行っていた浅あさ間まが俯うつむく。

「迷惑を掛ける天井って、何処どこまでですかね……」

「ど、何処までだって行きますわよ？　だって、我が王ですもの」

　だが、サクヤの手て筈はずが進めばどうなるかは解わかる。

「──人界の出生はイザナギとイザナミの協議で決まった事。その代行を、アマテラスがメンツで止めようとするならば、イザナギはアマテラスにメンツを潰つぶされる事となって、許す筈がありませんのね？」

・鉄火女：『そうだ。そういう事だ。だがイザナミも、娘を[image: ]しかるだけじゃ駄目だって解ってる。だからその馬鹿の魂は引き戻さないが、アマテラスの咎とがめは生きている。

　つまり直接対決に勝て！　──他、そっちはどうだ!?』

　ミトツダイラは手元の表示枠サインフレームを見た。激震する拝殿の中、宙に静止した画面に見えるのは、自動人形達の詰め所から送られてくるM.H.R.R.神聖ローマ帝国艦隊の動きだ。

　……恐らく、爆撃ではなく上陸作戦で来ますわね……！

　ならば沿岸への上陸を想定すると、

・銀　狼：『迎撃や撤退を行う臨界時間は、あと四分……！　通とおし道どう歌か二ループ分ですわ！』
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　歌が加速した。

「──通りませ」

　喜き美みは速度を圧に変えた。

「行かば　何処いずこが細道なれば」

　正まさ純ずみは身を低く、全力で引き、声を上げた。

「天てん神じん元もとへと　至る細道」

　メアリは点てん蔵ぞうと共に術式で周囲の疲労を軽減し、

「御意見御無用　通れぬとても」

　アデーレも鈴すずと共に全力でアタックを掛けた。

「この子の十とおの　御祝いに」

　宗むね茂しげは、誾ぎんが二ふた代よと共に縄を引きに向かうのを支え、

「両のお札を納めに参ず」

　ネシンバラはノリキや御お広ひろ敷しき達と階段間際の引きを制御し、

「行きはよいなぎ　帰りはこわき」

　ウルキアガや成なる実みは機き動どう殻かくも出して全力で引いた。

「我が中こわきの──」

　他、外にいる者も、中にいる者も、誰だれもが、

「通りませ──」

　最終ループに入る頃ころには、全力のピークを迎えつつあった。

「──!!」

　総員が引き絞る。
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　何もかもが加速する中、喜き美みは声を作った。

　不ふ思し議ぎな事に、焦るべき現場で、何もかもを失っているのに、

　……幸いね。

　そして思い出すのは、弟と、ホライゾンの事だった。

　二人は、こうなる前の結論として、こう言った。

「哀かなしめるのは幸いな事」

　それは幸いだから出来る事。

　そして哀しめるから幸いにもなれるのだとしたら。

「──私は、何でも出来る最高の女って事ね、今！」
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　浅あさ間まは見た。

「──通りませ」

　ホライゾンが奥で起き上がり、左右を眠そうに見渡したのだ。

「行かば　何処いずこが細道なれば」

　そしてホライゾンがこちらに気付くと、寝ね惚ぼけ眼まなこで彼を見つけた。

「天てん神じん元もとへと　至る細道」

　まだトーリ君が目覚めないんです、と、己はそう伝えた。儀式は充分なのに、と。

「御意見御無用　通れぬとても」

　するとホライゾンが彼を指差し、立たせるように指示をする。

「この子の十とおの　御祝いに」

　どういう事か解わからないが、ミトツダイラが反射的に動き、彼の身体からだを起こし上げた。

「両のお札を納めに参ず」

　自分も支えに入るが、重く、力が無いのは、まだ魂が入っていない証拠。

「行きはよいなぎ　帰りはこわき」

　だが、見れば彼の胸前には、彼の魂がここに来ていると伝える表示枠サインフレームがある。

「我が中こわきの──」

　そして前を見た時、自分は気付いた。

「通りませ──」

　ホライゾンが本殿に至る通路の扉を開け、その向こうから全力の助走をつけ、

「──眠気覚ましのホライゾンスーパーダッシュキック!!」

　布ふ団とんで滑ってバランスを崩し、砲弾のような跳び込み頭突きが彼の胸に直撃した。
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　皆は見た。

　岩いわ戸とが内側から砕かれながら一瞬で全開したのを、だ。

　その向こうにある拝殿の扉は開いていた。

　そしてそこから、あるものが飛んで来た。

　馬鹿だった。産道。篝かがり火びの間。喜き美みの正面に落下して三回転したのは、

「あら、愚弟」

「あ、姉ねえちゃん」

　砕けた岩戸の流体光が降る中。空に身を舞わしていた神が笑って消える下。

「おお、皆」

　身体からだを起こした馬鹿が笑って、姉にこう言った。

「──もう死なねえよ。リニューアル俺おれ、ってやつだ」

「フフ、お馬鹿さん」

　喜美が笑って、腰を落とし、弟を抱きしめた。

　皆、動けない中。しかし動作する者がいた。拝殿の吹っ飛んだ扉を無言で片付けに入る浅あさ間まとミトツダイラと、そこからの階段を降りてくるホライゾンだ。

　階段の途中で、ホライゾンが辺りを見渡し、首を傾かしげ、そして、ガッツポーズを取った。

　動かない。

　皆、動かない。

　ただアデーレが、やや考えてから表示枠に鐘を鳴らす術式を展開。それを三度打ち、

『──浅間神社杯、無制限一本勝負──。フライングヘッドバットからの場外で副王ホライゾンの勝利──』

「ＹＥＡＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨ!!」

　その叫びに、皆が、そろそろと、しかし次第に確かな拍手を送った。

「はは……！」

　笑い声が起き、湧わき、既に澄んでもいない祭の後の夜気に、誰だれもが叫んだ。

「やれるじゃねえか……！」
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「どういう理屈ですの？　今」

「いえ、理には適かなっているんですよ……」

　と、ミトツダイラと共に小こ袖そでを羽織って片付けを始めた浅あさ間まは、拝殿の中を見た。内部は早速、控えていた巫女みこ達が掃除を開始しているが、最後の一発でかなり散乱した。

　特に、ホライゾンが助走をつけるために退どかした鏡が酷ひどい。二枚有る内、一枚は割れている。だがそれは、

「トーリ君の魂が入った瞬間、割れましたね」

　どういう事かは、解わかる。

「トーリ君の魂が来ているという表示枠サインフレーム。正式には、あれを儀式で開封する必要があって、それを間接操作するのが、今回の儀式でした」

　だがアマテラスの介入で、開封が遅れ、更には開封の儀式的難度も上がった。特に後者が問題で、だからこそ喜き美み達も必死になって奉納の力を上げていったのだ。

　しかし限界時間が来たところで、丁度ホライゾンが起き、動いた。

「本堂の通路は、胎内を模した拝殿の構図で言えば最も奥。そこから魂を押し出す力として、助走つけてトーリ君の身体からだに、開封の表示枠を叩たたき込んだ訳です」

　見たところ。確かにホライゾンの頭突きが表示枠に当たり、そのまま彼の胸部へとぶち込まれていた。

「……見事な心臓打ちでしたわね、あれ」

「ホライゾンも儀式に関わっていて、神界とのアクセス役でした。……神界に繫つながる身での一撃となれば、表示枠も砕ける訳で……。更にはこの儀式、門を開ける事で魂を肉体と繫ぎ、蘇よみがえらせるものでしたが、トーリ君に強引に魂が入った上、トーリ君は処理の関係上、神扱い。封印の岩いわ戸とは不正処理によって緊急停止し、砕けますよね」

「それはつまり……」

　ええ、と己は頷うなずき、俯うつむき、笑ってしまいながら、こう言った。

「──理に適ったバグで、トーリ君は黄泉よみ帰ったんです」

「智とも」

「何です？」

　振り向くと、こちらもまたどうしようもない笑いを振り払えない狼おおかみがいる。彼女は、ホライゾンがガッツポーズのまま皆の作った一礼と人垣の谷を渡って行くのを見て、

「どういう理屈って私が問うたの、……ホライゾンの荒技と私達の連携についてですのよ？」
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　ミトツダイラに問われ、自分は考えた。

　……どういう、って……。

　思えば、確かに自分の方も、理屈に合わない部分がある。そう、記憶に拠よれば、

「ホライゾンがトーリ君を立たせるように指示した時は、どういう事か解わからなかったんですよ。ただ、助走つけた辺りで何か、こう……」

「〝それだ〟！　というような……？」

　はい、と言って気付く。自分達は魂が繫つながっているのだと。だから、

「──喜き美みは儀式をレベル高くまとめ上げていて、私は儀式のシステムを知ってましたし、ミトはトーリ君を起こし上げるのを即座に反応しましたし、そういった私達の意識を一つにまとめたら、何をどうすればいいか、後はホライゾンが……」

　一息。ミトツダイラから視線を逸そらし、言葉を作る。

「──後はホライゾンが必殺技を持っていた、そういう事です」





●






　騒ぎが起きていた。誰だれもが、この聖域だった場所で立ち、座り、お互いを讃たたえ、笑っている。すぐそこに敵が来ていて、外では対処の動きも始まっているのに、ここは浮かれている。

　だが正まさ純ずみも、何をどうしていいか、解らなかった。

　そして場の中央に、馬鹿がいた。小こ袖そで姿では格好つかないと思ったのか、クロスユナイトが持ってきた制服の下を穿はき、靴も潰つぶして引っかけている。

　……戻ってきたか。

　いろいろ言いたい事はあり、やるべき事もあるが、今はちょっと考えつかない。神気に当てられ過ぎたと、そういうところだろう。しかし、周囲の人々の中から、背の高い男が、一人、馬鹿の方に足を向けた。

　皆の間を通り、ちょっと御免よ、と手で周囲に示して、彼は馬鹿の正面に立った。

　何か、場が不意に冷えた。熱気が下がって夜気になった。そんな雰ふん囲い気きを作った長身は、短い髪を搔かき上げ、馬鹿にこう問うた。

「──どうするつもりなんだ」
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　おお、とトーリは、ちょっと力の入らない身をミトツダイラに支えて貰もらいながら、応じた。

「どうする、って？　何をだよ」

「ここで、お前を一人生き返らせて、何が変わる」

　皆が沈黙した。何人かが前へ出て、抗議しようとするが、だが他の者が止めた。

　……まあ、そうだろうな。

　確かに自分が生き返った方が面倒だ。ホライゾンや姉ねえちゃん、浅あさ間まやネイトとは、考えが違うヤツだって当然いるし、冷静になったらそっちの方が多いかもしんねえ。それに、

　……生き返っても、おとなしくしとけよ、って考え方もあるよな。

　だが、今は違う。今の、この誰だれかの問いかけは違う。

「それはオメエの事か」

「いいから答えてくれ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と己は頷うなずいた。

「俺おれ一人が生き返って、何が変わるか、……ってか？」

「そうだ。何が変わる？」

「何もかもが変わる」

　相手が一瞬、動きを止めた。そのまま彼はこちらに半歩近づき、

「お前、そんな重大な人物なのか？」

「いや。ギャグの切れが良くて、ちょっと皆の人気者だけど、基本、ただの人だぜ」

　背後でホライゾンが首や指をコキコキ鳴らし始めたが、これは愛情表現。大丈夫。俺には解わかってる。すると、じゃあ、と相手が言った。また髪を搔かき上げ、

「──そんな一人で、何もかもが変わるのか？」

「変わる」

　言い切った。これは事実で、揺るぎないものだと解っているから、言う。

「どんな人間だろうと、誰だろうと、一人を失えば、何もかもが変わるんだ」

「それが世の中に出なかった、生まれ得なかった人間だとしても、か」

「変わるぜ」

　当たり前だ。

「生まれ得なかったと、オメエがそう言った時点で、俺達ゃその存在？　それを想像するさ」

「それが表に出ず、隠されていたとしても、か」

「ああ」

　知っているのだ。人がいないという事は、どういう事か。

「世界がその分、寂しくなるんだよ」

「言え」

「教室や、食堂や、広場の中、空いている椅子が一つ生まれるって事だ」

「────」

「教室の中、町の中、通りや、ふと見た仲間達の中に、空いたスペースは、誰のもんだ？」

　そうだ。

「例えそいつが隠され、表に出されずにいたとしても、俺達ゃその存在を思うよ。

〝誰もいない〟が生まれ、そこにいる事を、俺達ゃ思うんだ。

　ここに誰かいる筈はずじゃねえのかな、って。──それがオメエだ」

「そうか」

　言って、男がこちらに頭を下げた。そして不意に彼が笑った。

「だとしたら、──俺おれが叶かなわなかった事を、お前に頼もう」

　その言葉が進むに合わせ、長身の姿が消えていく。足下から光に変わり、空に昇っていく。

　彼だけではない。皆の中にいた幾人、いや、数十人が、同じように笑い、頷うなずき、

『さて……、やがて我らと同じくなる者、見届けに来たがよい収穫！』

『まだ人なんだから、無理して来月出雲いずもに来なくていいわよ？』

『さあ皆、──いい土産みやげ話が出来た！』

　それを合図に、一斉の光が空に跳ね飛んだ。
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　空に消えた流体光を、皆、呆ぼう然ぜんと見上げ、空いたスペースを見た。

　トーリは同じように夜空を見上げたが、ややあってから視線を落とし、

「今のは……、何？　驚嘆ビツクリ系？」

「いえ、サクヤが言っていた仕込みの一つでしょう。来月は神かん無な月づき。気の早い神々が地元を離れて各地を巡っているのを、ここに集めたんです」

「……フフ、最初、何か壁際とかでノリが悪いのいるわねえ、って思ってたけど、私の顕現を合図に跳び込んで来たのは、そういう事ね。国くに津つ神かみが天あま津つ神かみに遅れちゃ恥だもの」

　じゃあ、と己は言った。

「さっき俺と話したの。黄泉よみの〝匂においがない匂い〟がしたから、そういうのかと思ったけど」

「極東神話や各地の伝承では、生まれ、しかしすぐに死んだり、死産して、名前のない神もたくさんいるんです。彼らにとって、産み直しのトーリ君は、羨うらやましくて、だから確かめようとしたんでしょう」

「そっか」

「そっか、じゃないぞ。すぐに行動だ……！」

　正まさ純ずみが、こちらの肩を叩たたいて外に出る階段を指差す。点てん蔵ぞうがその横で手を上げ、

「総員整列……！　学生衆は急ぎ予定の場所に集合に御座る！」

「おいおいおい、俺、何か腰から何から嚙かみ合い悪くてフニャフニャしてんすけど」

　ミトツダイラが支える肘ひじで脇わきを小突いてきたが、調子乗ってホントすまねえわー。

　ただ、正純が半目でこちらを見た。彼女は、鼻で軽く笑って、

「──おい。祭の御み輿こしだ。この馬鹿皆で担いで行くぞ」
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「──何とかなったか」

　広く白い玉石の庭の上で、サクヤは一息をついていた。

　正面。あるのは、庭に存在するにしては大面積の池だった。

　自分の屋敷ではない。空は青く晴れ、何処どこにも山などの影がない場所だ。

　背後には平屋の建物があるが、屋根と左右に続く廊下が何処までもあり、

「──これだけ制御出来てます、ってかよ。これだから上の連中は」

　と、言っていると、遙か向こうの廊下を、二つの人影が歩いて行く。

　先に行くのは背の高い女性で、光り輝く髪を宙に流していた。何か楽器を抱えて、荒い足取りで歩いて行く彼女の後ろを、黒い長髪の女性が何か話しかけてついて行く。しかし前を行く女性の反応に、黒髪の彼女は慣れたように引き、

「────」

　こちらに気付いた。自分の方から手を上げると、黒髪の彼女が頭を下げ、

「……！」

　前を行く女性が足を止め、しかしこちらに振り向かない。

　対する自分は、ハと肩をすくめた。

「──連中にも礼を言っておかねえとな。土産みやげはどうすっか」

　と視線を落とすのは、正面の池だった。

　水面には、夜と明かりが映っている。四角い形の境けい内だいと、神社と母おも屋や。それを真上から見下ろした映像だ。

　声は聞こえない。だが、馬鹿が担ぎ上げられて運ばれていき、それに、馬鹿の姉や、姫や、巫女みこや狼おおかみがついて行く。

　賑にぎやかなのが解わかる。そんな光景を見て、己はふと、気付いた。

　水鏡。それは水とは言え、そのものの正しい姿を映し出す。

　しかし水面に映る己の顔形は、変わっていない。巫女や騎士、馬鹿に会った時の顔。そのままだった。

　己は映る顔に手を伸ばしかけ、やめ、呟つぶやいた。

「姉あね貴き」

　小さく笑った。

「──長命の権能は、引き継がれているみたいだぜ」
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　浅あさ間まの父は、一人の少年が、自分の娘達と共に皆と合流したのを見た。

　何と言う事か。振り向けばこんなところで〝いい父親〟のポーズを取っているというのに、娘すら気付こうとしない。あ、ハナミは偉いね。よく見てくれたね。でも礼をしなくていいよ。寂しい気持ちになるから。

　ただ、聞こえる騒ぎを聞きつつ、己は母屋の戸の陰に声を掛けた。

「詠えいさん。──智ともがやったよ。恐らく、神しん道とう史しにおける快挙だろうね。こんな事表に漏らしたら、嫉しつ妬とで各所のデカイ社やしろから喧けん嘩か売られるから言えないけど」

　と、呼びかけた先、妻は出てこない。というか自分以外がいると姿を見せないし、自分がいても普段は姿を出さず、

　……押し倒してくる時あるよね……！

　だが、出会って、いい時間を得て、別れて、その間、妻はバレないと思っていただろうけど、自分は解わかっていたのだ。

「詠えいさんが僕を見つけて、押しかけてきて、……智ともが産まれて、凄すごく喜んだのが、何か、最近の事みたいだよね。それがまあ、こうなるなんて」

　大丈夫、と、自分は、見えぬ彼女に告げた。

「詠さん。──言イワ永ナガがうちに来てくれたなんて、誰だれも信じないよ」
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　……担いでないで早う来ーや!!

　と、東からの風を浴びながら、大おお久く保ぼは土の地面を軽く蹴けった。

　場所は陸りく港みなと。背後に山渓と森を置いて作られた場所で、下や水平からはその構造などが不確かとなる浅い掘り込みの港だった。

　ここにあるのは輸送艦。それも人員輸送用の装甲艦だ。

「……有事の際、これにて敵地に突撃、武神戦力を展開し、中枢を攻略する」

　つまりは終わりが見えた時の決戦艦やな、と嘆息する。

　今後の作戦は決まっている。

　M.H.R.R.神聖ローマ帝国側の目的は、武蔵むさし勢への監査という名目での侵攻だろう。

　だが、狙ねらいは無血開城だ。今、情勢がどう動いていようと、無力な武蔵に構う意味は無いのだから、下手へたに損害を出せばM.H.R.R.内でも問題となろう。

　破壊ではなく、制圧。支配がしたいというのは、敵の動きから解る。

「ここまで、威嚇の砲撃も何も無かったからな」

　そうだな、と頷うなずくのは、隣で皆を待っている里さと見み生徒会長だ。既に彼女は、〝義ぎ〟を朱雀すざく達と共に輸送艦に搭載し、一息を入れている。

「まさか、あの馬鹿が死んだ上に生き返るとは」

「表示枠サインフレームの空詠みカラオケで無茶苦茶代演入れとったやないか」

「そっちこそアマテラスの割り出し計算の補助代演で、太陽の軌道計算とかテーブル出してやってたろうが」

　お互い無言で拳こぶしを掲げ、横からぶつけ合う。よし、と里見生徒会長が言い、

「──武蔵勢は脱出。この地上武蔵は自動人形管理の学生不在な貿易都市とすれば、とりあえずM.H.R.R.側は侵攻と支配の言い訳を失う、か。──だが、追撃されたらどうする？」

「そこはもう手配が出来ている。というか私が二重仕事でやったわ」

「……ブランクあったが、周りはちゃんと動いてくれたか」

「復帰祝いみたいなもんやな。しかし──」

　眼下。敵の動きが速い。森を挟んで下る麓ふもと側。沿岸部に降りたM.H.R.R.神聖ローマ帝国の戦艦群からは、人影が二つしか降りていない。だが、

「もっと準備に時間掛かると思っとったけど、あれだと確かに準備不要やな」

　死者だ。戦艦群の手前。薄く光る霊体の影が二つある。

　前まえ田だ・利とし家いえと、まつの姿だった。
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「そうだね。マクデブルクでも、ノヴゴロドでも、見せたのを憶おぼえているだろう、武蔵むさし勢。

　──僕とまっちゃんの加賀百万獄カガ・ミリオネンガイストは、広範囲に一斉の戦士団を装備状態で出現させる。

　動きは遅いけど、実は強襲や即座の攻防に向いた戦士団なんだよ」

　利家は、一息を入れ、正面の丘を見上げた。

「武蔵勢が撤退すれば、確かにここに僕達が攻め入る必要性は薄くなる。石いし川かわさんが意固地になるかは別としてね」

「意固地ではありません。──執念です」

　傍らの訓練艦の上から訂正され、走狗マウス状態のまつが笑った。

『おもしろーい』

「ふふ、私も自分でそう思ってますから同意は嬉うれしいですよ。まつ様」

　様づけなんだ、と利家は思った。なので小銭を一気にバラ巻きながら、上に問うた。

「石川さん、あのさ、僕に用がある時は、何て呼ぶんだい？」

「──前田家代表」

　おい、とか、お前、ではなくて良かったと思おう。ともあれ仕事専念。やるべきは簡単だ。

「武蔵勢は、まさか僕がここに上陸とは思ってないだろう。僕も思ってなかった。でも四し国こくでは船幽霊が大量にスカウト出来ますって聞いたら来るよねフツー」

　左横、四センチの位置に刀がまっすぐ落ちてきて浜に突き刺さった。すぐに上から、

「すみません、おい、落としました」

「あ、ハイ、おい頑張ります。すぐに死者に運んで行かせますんで！」

『おもしろーい』

「まっちゃん何か煽あおろうとしてる？」

　問うた上で、金を撒く。スピード勝負だ。

　……武蔵勢は、恐らく、撤退のための陸りく港みなとに移動している。

　非常状態となって明かりのほとんどが消えているため、外からでは強力な光学術式でなければ状況を確認出来ない。しかも先程、続いていた祭で神の顕現まで生じた。

　あの時の余波はヤバかった。強烈な圧で、まつが走狗マウス状態になる事を強いられた程で、自分も金の代演で死者を呼ぶのではなく、己の保護が必要だったのだ。

　あれをもう一度、この上陸の至近でやられるとヤバい。

　ゆえに艦周辺の結界に自分を護まもらせ、霊体戦士団を上陸させる。

　武蔵むさし勢は、こちらが霊体戦士団によって即座の侵攻に出るとは考えていなかっただろう。陸りく港みなとの位置は幾つか目星をつけているが、

『前まえ田だ様！　──うどん多た摩まの東側に、流体反応があります！』

　うどん玉かよ、と思ったが、まっちゃんがギャグに厳しいので言わなかった。ただ、表示枠レルネンフイグーアで重ねた図像に、赤のポイントがつけられた。正面、とまでは行かないが、やや左。霊体戦士団を三つに分けて動かしていたが、左二つをまとめれば行ける。後の一つは第二波としよう。

「よし」

　間に合う。そう思う。先程の浅あさ間ま神社の騒ぎを見るに、学生総員がすぐに退避出来る筈はずもない。陸港を制圧し、交戦状態に持って行けば勝利条件は満たされたも同然だ。

　行けると思う。そんな安心の源が、実は自分達の他にあるのだ。

「ちょっと試験的だけど、初うい陣じん行こうか。──信のぶ繁しげ君」

『Ｔｅｓテスタメント．……！』

　と、自分の正面に空から勢いよく着地した影がある。

　赤の天竜。全身から熱気の揺らぎを夜尚なお生み、輸送艦クラスの巨体を身震いするのは、

『──天竜皇おう、真さな田だ・信繁、……参る！』
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　マズいわな、と大おお久く保ぼは思った。何がマズいかと言えば、副会長達が定刻通りの動きをしつつ、しかし敵の展開と侵攻が速い事もだが、

「──どないすんのや」

　と、己は里さと見み生徒会長がいるのとは逆側を見た。

　陸港の縁となっている土手上。そこに黒のP.A.Oda制服を荒く着込んだ姿がある。

　黒の髪を油と櫛くしで後ろへ撫なでつけ、眼下から来る霊体戦士団と、赤の天竜にサングラス越しの視線を向けているのは、

「──佐さつ々さ・成なり政まさ。何考えて、ここに来たん？」
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　いい度胸のチビッコじゃねえか、と佐々は思った。

　……何か、俺おれ、眼鏡めがねの薄いのにばかり縁があるな……。

　意味もなくそんな事を思うが、多くを言う気は無い。ただ今、自分にとって大事なのは、

「俺おれの助力をする気はあるか」

　問うた先、里さと見みの生徒会長だったか、それが前に一歩を出ようとした。が、武蔵むさしの代表委員長が右手を軽く挙げ、彼女の動きを制する。

　一拍の間を空けてから、代表委員長がこう言った。

「否。──武蔵勢は貴方あなたに助力は出来ない、佐さつ々さ・成なり政まさ」

「Ｔｅｓテスタメント．、いい返答だ」

　頷うなずき、己は、軽く前に出た。

　土手の下は森、闇やみが有り、その向こうには下りの斜面と、光源としての霊体達がいる。誰だれも彼もこちらへとゆっくりと昇りながら自分達の〝場〟を広げ、湧わき上がる数を増やしていく。

　……トシも面倒な事をするぜ。

　思いつつ、森の中へと踏み込み、

「行くか」

　己は、闇の中から全力を叩たたき込んだ。







[image: 第六十一章『分かれ目の相対者』]
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　非公式の初うい陣じんだ、と信のぶ繁しげは思った。

　己は今や真さな田だ唯一の天竜。世界でも希まれな存在だ。

　だが関係ない。己は真田・信繁の襲しゆう名めい者なのだ。

　襲名は人の姿で、更には真田内で行った。その際に当然、種族関係などは「襲名時は人だったから」として、外には自分の素性を隠していた。

　しかしここで表に出た。

　本来、己が襲名した最大の理由は、真田の完全な存続だった。

　来きたる関せきヶ原はらの合かつ戦せんを経過し、大おお坂さかの役において、真田は二つに割れる。羽は柴しば側につく自分、信繁派と、松まつ平だいら側につく兄、信のぶ之ゆきの二派に分かれるのだ。

　どちらが勝っても真田が存続出来るように、という配慮だったが、歴史再現では信繁は戦死し、真田は松平の下で兄達が継ぐ事になるのだ。

　それが歴史再現だ。

　信繁の襲名を行えば、死の解釈を必須とされる。

　だが、という意見が真田の中で生じた。

「現状、松平は三み河かわに封じられた状態。しかし、羽柴はM.H.R.R.神聖ローマ帝国をほぼ乗っ取り、楽しい傀かい儡らい政権を築いている。ならば松平側は安泰として、羽柴側につく信繁の襲名者には、生き残りを前提とした存在を襲名させていいのではないか？」

　つまり、情勢としては羽柴が上。ならばそちらにこそ力を注ぎ、死の解釈は羽柴の庇ひ護ご下で安全に行えばいいと、そういう事だ。

　そこで襲名を望んだのが自分だ。戦力として羽柴側が認めるに充分であるし、もしも関ヶ原から至る歴史再現を強制されても、己ならば抗あらがう事が出来る。

　だからそうした。

　予定が崩れたのは、三河争乱以後だ。あれより後、世界の勢力図はズレて行き、羽柴は追い詰められ、P.A.Odaの織お田だ家は事実上瓦が解かいした。

　現状、P.A.Odaはその政治システムを極東側の羽柴に頼っている。

　このまま、羽柴は衰退するのか。自分が、この天竜としての力を振るって生き残り、真田の両翼ともいえる兄弟を存続するしかないのか。

　……そんな事を思案していたら、また、世界が一転するとはな。

　武蔵が撃沈されたのだ。
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　信繁は思う。敵である武蔵勢を通し、己を思う。

　……武蔵むさしは、失われたのだ。

　武蔵勢は力の源を喪失した。彼らに代わって、今後、羽は柴しばが創そう世せい計画をもって、世界に力と救いをもたらしていく。そうなったのが山やま崎ざきの合かつ戦せんだった。

　自分は羽柴勢の真さな田だとしてその恩恵にあずかり、運命を殺害するまでの間、真田に安定と安全を与える事となるだろう。

　これが、欧州から排除された天竜皇おうの末まつ裔えいとして、保護を担ってくれた真田への報恩だ。

　そう思っていたところに、武蔵勢のこの動きだ。

　二転、三転として、山崎の合戦で息の根が止まったろうに、まだやる気なのか。

　天竜の自分には解わかるのだ。先程空に昇った光は、流体光の中でも神格級の穢けがれ無きもの。神気と呼ばれる形質のもので、それは自分達天竜を作るものに近しいのだ。

　そんなものが、敗北した勢力の中に立ち上がる筈はずがない。三み方かたヶ原はらの時と同じだ。真田の南を通過して追い詰まり、多くを失ったのに、それでも再起をしてきた。

　彼らに武蔵は無い。だがそれでも、

『────』

　己は思い出した。武蔵が撃沈される際、あの左右一番艦の自動人形達は宣言したのだ、自分達は屈くつしないと、そう言ったのだ。

　……ならばこれは必然か。

　彼らは己の安全を脅おびやかす。

　羽柴の下、創世計画まで、少なくとも自分達の関係が失われるまでの安定は確保したい。

　だから、だ。だからここで、危険の芽を摘む。

　非公式な初うい陣じんではあるが、相手は武蔵勢の内、学生達だけだと聞いている。

　一般の民には被害を与えない。そして、

「陸りく港みなとが有り、撤退をすると言うならば、輸送艦を潰つぶすまでが私の仕事か……！」

　それがいい。無用な殺傷をする気は無い。天竜の皇を継ぐ者なのだ。竜属は人よりも上。白竜も黒竜も武蔵勢に倒されたが誉れ有る戦いだったと、空に昇った魂が告げていた。

　もしも武蔵勢を認めるところがあるならば、そこだろう。

　見事な戦いをする筈だ。ゆえに自分は前に出た。

　斜面を駆け、先行する霊体戦士団を一体も踏む事なく、風も余分に乱さず、一気に行き、

『……む』

　跳ぼうと、そう思った。己は地上戦主体だが、光翼を展開する事で飛ひ翔しよう可能だ。寧むしろ、空からの竜砲による広範囲爆撃の方が安全だが、竜の皇としてはどうかと思う。圧倒的な破壊の威厳を見せ、抵抗力を奪うならばそれも有りだろうが、今はそれを必要とする状況では無い。無用な破壊を行えば、〝監査〟の名目も危うくなろう。

　ゆえに跳び、陸港があるとおぼしき場所へとショートカットを挑もうとした。

　距離としては三歩も跳躍をすれば充分。高台直下の森が気になるが、速度は防御の一種だと考える。己の装甲をどうと出来る者がいるとも思えない。

　そうした。

　その直後だった。空にいきなり壁が生じた。巨大にして多重の光の出現は、

　……防御障壁！
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「掛かりました！　〝青梅おうめ〟様！　──以上！」

〝青梅〟は、今夜の残業は何時間になりますかね、と、詰め所の三階で頷うなずいた。世間一般からは〝地上艦橋〟と呼ばれているここは浅あさ間ま神社の件もあって不夜城だが、

　……M.H.R.R.神聖ローマ帝国の侵攻が予定より随分と早い……！

　前まえ田だ・利とし家いえによる展開速度もだが、出港のタイミング自体も早かった。

　……まあ確かに、こっちもガッツンガッツンと神を立てたりしてましたからね……。

　自じ業ごう自じ得とく、という言い方はこの場合合っていただろうか。後で検索。

　ともあれ押さえ込みに掛かる。使う防護障壁は武蔵むさし用の予備を転用したものだ。機関部が一艦分だけ外へ持ち出していたもので、現在の地上武蔵ではこの地上艦橋に置いてある。ここから出力を送り、各地の防御用に回すのだ。

　ゆえにタイムラグと出力の減衰は現場の距離に比例し、今回はそれがややキツイ。

　だが発生する防護障壁は、武蔵級とまではいかないが、それなりの力を持っている。計算や操作が流用出来るため、武蔵の時と同じフォーマットで用意した。その代償として枚数が稼げないが、硬度は可能な限り保ったのだ。

　本来は対岸や戦艦から砲弾を撃ち込まれたり、高速砲弾化された輸送艦や戦艦を弾はじき除のける事を目的とする。

　しかし今は、地上にて侵攻する霊体戦士団を堰せき止め、その上で、

「敵、竜属の頭上を押さえます！　──以上」
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〝青梅〟の戦術は、無理をしないというものだった。何しろ山やま崎ざきの合かつ戦せんでは自艦を一番に失うという無理をやらかした。

　こちらには防御の用意しか無い。準対艦砲を持った武神は輸送艦で撤退するのだ。

　……だから防御専念。まずは竜属を囲みます……！

　地面がある。そして斜面だ。傾いた大地に対して垂直に防護障壁を立てれば、昇ってこようとする相手にとっては自動的に屋根になる。

　結果、三方向だけ押さえて枚数を重ね、強度を上げるのが一番だ。

　あとは竜属の動作を読み、対処をしていく訳だが、これは楽だ。竜属は外見から骨格が想定しやすく、多くは中世初期に欧州で発生した竜害の中で解析もされている。

　天竜は死ぬと流体に戻るため、骨格標本が存在しないのだが、多くは地竜を参照として対処が出来る。この相手も同じだ。動物で言えば狼おおかみに近い。突進力と高速での制御、荒れ地での走破性能に優れるが、後退や真横への移動が難しい。

　ならば相手の幅を捉とらえ、その行き先に障壁の射出位置を三パターン用意する。そして確定出来たらその一パターンを展開し、残り二パターン分の処理能力と準備出力をそこに注ぎ込む。

　狙ねらう。

　各地に仕掛けた視覚素子は、やはり武蔵むさしの予備部品だ。竜の動きは未明の闇やみでも明確に捉えられ、霊体達の発光の助けもあって歩数と足跡の向きまでが確定出来た。

　……この辺り、鈴すず様による鍛錬の御陰ですね。

　相手の動作を読み、呼吸をタイミングとせず、歩数合わせで実行した。

　踏み込んだ足が次に動く瞬間を狙って、眼前に障害物を叩たたき込む。

　放った。
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　おお、と利とし家いえは思った。やはりここは武蔵勢の土地なんだなあ、と。

　斜面を急ぎ昇る信のぶ繁しげの眼前、その視界を隠すように三枚の防護障壁が生じたのだ。

　動きを読まれている。だからこその対応だ。そして、

「更に重ねるか」

　防護障壁が多重した。こちらの霊体戦士団は無視する、という判断が為なされたのか、信繁だけに障壁が集中する。

　初しよ手てで威力を見せ、突撃の意気を削そごうというのだ。

　現場は斜面、足を止めれば膂りよ力りよくはあっても重量過多な天竜だ。次の突撃を速度に乗せる事は難しい。それを狙った対処だが、

　……ちょっと、甘かったね。

「山やま崎ざきの合かつ戦せんで、突撃した一番艦がどうなったか、憶おぼえているかい？」

　問うた視線の先。光が分化した。

　信繁の行き先にあった防護障壁が、上下に両断されたのだ。
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〝青梅おうめ〟はそれを見ていた。そして疑問を抱いた。

　……防護障壁が切断された？

　おかしい。防護障壁とは、受けた技や力を全て〝攻撃〟という一ひと括くくりにし、受けるものだ。武蔵むさしが用いる神しん道とう型の場合、許容範囲内では減衰し、それを超えると消滅もしくは破砕する。

　ゆえに切断されるという結果は無い。その筈はずだった。

　しかし視覚素子で見た先、赤の天竜は勢いを止めない。

　上下に分かたれた防護障壁を突き抜け、

『────』

　そこで障壁が割れなかった。はね飛ばされ、土の斜面に落ち、二、三転し、ようやくのタイミングで二つに割れた障壁が砕け散った。

　しかしそれはダメージによるものではない。自壊だ。

　……まさか──。

　疑念を思ったと同時に、右手側で防護障壁の射出制御を行っていた〝御み嶽たけ〟が振り返る。

「〝青梅おうめ〟様、あれは空間切断ですか!?　──以上」

「違います！」

　己は即答した。続ける言葉として、

「空間切断では、周囲の空気などもズレを生じ、その補完で何らかの大気変動が起きます。

　それが生じないと言う事は、あれは違う攻撃です！　──以上」

　次弾として投入した防護障壁は、横一列に放ったものだった。

　数は二十三枚。しかし重ねていないので、竜に対してさほどの壁にもならないだろう。

　しかし狙ねらいは別にあった。

　……その手並を見せなさい……！

　直後。一直線に防護障壁が切断された。

　やはり同じだ。周囲に影響を与えず、いきなりの切断が障壁を割った。

　初めて見る攻撃であったが、それでいて、己はこれを知っていた。

　即座に表示枠サインフレームを開き、言葉を放った。その行き先は撤退の陸りく港みなとに向かう武蔵主力だ。

『敵天竜、竜砲に切断能力確認！　蜻蛉とんぼ切きりの割断能力と同等です！　──以上！』
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　眼下、とも言える斜面の中域で、地崩れのような響きが生じているのを、正まさ純ずみは気付いていた。だが、

「割断……？」

　その言葉に振り向くと、皆の中、ペルソナ君に担がれて運ばれる二ふた代よがいた。

　先程の祭が終了したと同時に尻しり餅もちをつき、蜻蛉スペアを抱えて眠りに落ちたのだ。これは立たち花ばな嫁も同様で、彼女の方は立花夫が背負っている。

　二人とも疲労軽減や体調調整術式を多重に掛けられ、腕や首には直接的な術式を血管に投与する符ふまで貼はられている。

　もはや当分は戦闘行動が不可能と、そういう状態だが、

「蜻蛉とんぼ切きりの系列以外に、竜が割断能力を使用するのか……？」

「天竜クラスになると、何が出来てもおかしくないわ」

　伊達だてにて竜属に近しい伊達家副長が、呟つぶやくように言う。そして彼女は、

「──それに、蜻蛉切は三み河かわ製。元もと信のぶ公やその周辺は、真さな田だとも繫つながりがあったのよね」

「だとすると……」

　と、ホライゾンが、無む造ぞう作さに腰の後ろから悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシを引き抜いた。

「これも含めて、全部、極ごく道どう親父おやじが竜属の力をパクって作ったという事でしょうか」

「あながち妄想とも言えないと思うよ？」

　と、ネシンバラが竜属の図鑑を表示枠サインフレームに出し、ついでに竜関連の出るゲーム攻略本なども展開して言う。

「竜属の竜砲は、術式系の砲と同じだ。だが、天竜はそれ自体が独立した法則の存在として、単なる砲撃ではなく、多様な力としてその〝砲〟を転用する。僕達が相あい対たいした白竜も黒竜も、彼らの力は竜砲に由来する〝出力とその加工〟なんだ。

　実際、術式砲や流体砲は竜属の砲撃システムを再現したものも多いけど、だとすれば天変地異級の問題を打開する事を考えた時、〝法則〟を有する竜属の研究をするのは間違いじゃないだろう」

　そうだな、と言ったのはウルキアガだった。彼は軽く翼を動かし、

「……〝青竜〟も、そういうものか」

「あれはもう、ホントにそういうものね。元が──」

　と伊達家副長が言って、言葉を止めた。

　同様に、クロスユナイトが一度考え込むように俯うつむき、

「……四し聖せい武神は、島しま原ばらの乱らんにて作られたので御座ったな」

　ああ、と頷うなずき、己は彼の言葉の続きを悟る。

　繫がったのだ。何と何が繫がったかと言えば、

「──島原の残党は真田に移り、そこで第二次島原の乱ともいえるものが生じた。それを鎮圧したのは元信公だ」

　つまり、

「四聖武神、竜属、元信公は、真田にて一度全て揃そろっている、と言える」
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　ネシンバラとしては、面白いネタだと思った。だが、

　……もっと面白く出来るよね！

　四聖と竜属、元信公の重なりには、順番があろう。

「四し聖せい武神に竜属の技術が転用されているとすれば、それは何処どこからだい？

　あるとしたら、旧派カトリツクだよね。──竜属と戦闘を繰り広げた中世、竜害の時代、欧州では旧派が皇帝と結びついて強力となり、最終的には敵を退けるんだから」

　山道を急ぐ足の下。麓ふもとからの斜面を、明らかに竜の響きが近づいている。

　しかし、可能性は喉のどを突く。言葉として出るのは、

「──欧州から退けられた竜属と、欧州から竜を退けた技術は真さな田だで出会い、そこに世界をどうにかしたいと考えた元もと信のぶ公が合致したんだ。どうだい？　浪漫ロマンだろう？」

「〝偶然〟の呼び方が変わっただけだわ」

　……成なる実み君はちょっと現実主義な処があるね……！

　しかし、とバルフェットが首を傾かしげた。

「元信公が、竜属の技術を用いている、というのは早計では？」

「そうかい？　もう既に答えは出てるじゃないか」

　何が？　と首を傾げ、人によっては蔑さげすみに近い視線を送ってくる者もいる。その最たる魔女テクノヘクセン二人がM.H.R.R.神聖ローマ帝国にて休養中なのは何か物足りないが、慣れとは怖いものだ。

　ただ自分は言う。答えとは、つまり、

「アリアダスト君、君だ。君の大罪武装ロイズモイ・オプロ〝焦がれの全域オロス・フトーノス〟は嫉しつ妬とを司つかさどる。そして、嫉妬を司る存在が何かと言えば、──全竜だ」

　決まった。

「──全竜とは、全ての化け物の様相を持つ史上最大の竜！　どうだい？　元信公が何と出会い、何を学んで何を作ったか、既に答えは出ているんだ！」
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・ホラ子：『ハイ、ではネシンバラ様の妄想ノートに皆様の御評価を』

・貧従士：『自分的結論から言うと、旧派では既に嫉妬＝全竜という例えになっていたので、真田で元信公が竜の力を集めて作ったから全竜とし、嫉妬を担わせたというのは、ちょっと論として主従が逆転しているのでは、となりました』

・副会長：『興味深いが、大罪武装に全竜を当てたのか、それとも偶然そうなって〝じゃあそうしよう！〟としたのか、元信公に聞かないと解わからないよな……』

・労働者：『答えが出てても合ってるかどうかは別だな！』

・未熟者：『く、くそ！　こういう時、ナルゼ君とナイト君ならもっとスマートに見下してくる筈はずなのに、君達は野蛮な視線を僕に向けるね……！』

・●　画：『アンタ合流したらチョイと話す必要があると思ったから、今度会うまでにサークルの預金通帳に金額貯ためときなさい』

・未熟者：『そう！　それだよ！　そのくらい間接表現で……！』

・奥多摩：『というか皆様、余裕カマしてないでお急ぎ下さい……！　──以上!!』
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　え？　とトーリは喜き美みによって両手で上に掲げられて運ばれながら、疑問した。

「大丈夫だろ、竜とか来たって」

・奥多摩：『え!?　総長が犠牲になって止めるんですか!?　──以上』

「こ、この野郎！　俺おれ今さっき生き返ったばっかだぞ！」

　何ですかその極東語……、と御お広ひろ敷しきが言うが、まあそういうもんだ。だが、安心感は絶対的なものがある。

「迎撃出来るだろ？」

「いえ、あの、わ、我が王？　私、ちょっと今、すみませんけど体調優れませんの」

「ええと、わ、私もですね。ええ。術式くらいなら」

　下で姉ねえちゃんが吹くが、ああ、アレ。だとすると原因俺か。そしてホライゾンが、

「この男が夢世界で調子乗った御陰で武蔵むさし勢が危険に陥るとは……」

「それよくある事じゃねえの？　どうなの？」

「だけど葵あおい、誰だれがどう迎撃するんだ？」

　ああ、と己は頷うなずいた。

「ハッサンがいるじゃねえか。カレーだよカレー！　カレーで撃退出来るだろ！」
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　そうで御座ったな、と点てん蔵ぞうは思った。確かに眼下、やって来ているのは霊体戦士団と竜属のみ。そして霊体戦士団には、ノヴゴロドで対策を打たれたものの、ハッサン殿ならば更なるカウンターを用意しているに間違い御座らぬ。更には、

「例え巨大な竜であろうとも、屋外で、範囲攻撃も可能なカレーの前ではイチコロで御座るな！」

「オウ、でもさっきの祭の屋台で、仕込んでる分は全て出し切ってしまいましたネー」

　ハッサンの肩をすくめて言われた台詞せりふに、皆が動きを止めた。

　ややあってから、アデーレが皆の前に走る。彼女は、バックステップを踏みながら両の手を下から上に振って、さんはい、と、皆で揃そろえて、

「うわ──！　終わりだ!!」
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　ははははは、と、敵の迎撃が無い事に、利とし家いえは笑った。

「カレーはあるまい！　武蔵勢！　君達のカレー屋台は、祭が終了するならば、それに合わせて大体を売り切る事が出来る商売上じよう手ず！　その事から既に君達にはカレーも、カレーうどんを作る分も無いと予測した！」
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「ハッサン、スゲー勢いでリスペクトされてね？」

「オウ、これでカレーでお返し出来ないのが残念ですネー」

「顔に叩たたきつけて成じよう仏ぶつさせてやるんですか、やっぱり」
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　信のぶ繁しげは、背後から利とし家いえの声を聞いた。

「さあ信繁君！　行ってみよう！」

　今回の作戦、実際の発案者は石いし川かわだが、教員は学生の行いに不可侵だ。そこで石川に同意した利家が現場責任者として出ている。ゆえに非公式戦闘でもあるのだ。

　信繁としては、利家はベテランであり、戦力的に見ても総合では自分より上だと思っている。今の自分は天竜皇おうとしての力があっても、経験は足りず、政治的、コネクションなどを含めても未熟だ。単なる武器でしかない。それゆえに、

「────」

　前に出た。武器である自分が、襲しゆう名めい者としてのキャリアを積むための始まりだ。

　そう思い、防護障壁を割り、今度こそ前に出ようとした。その瞬間だった。

　踏み込もうとした眼前に、左側、東の斜面から前に跳び込んで来た姿があった。

　人だ。

　位置から言って、自分達と共に来た者ではない。

　何かと見れば、両の腕を左右に広げている。こちらを止めようとするその姿は、

「……兄上!?」

　真さな田だ・信のぶ之ゆきだった。
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「ああ、兄若様がやっぱ行ったね。──もう、信之様、って言うべきか」

　才さい蔵ぞうの言葉に、そうだな、と頷うなずき、森の上側、太い枝の上で佐さ助すけは頷いた。

　今、偵察に来ている先、人狼女王レーネ・デ・ガルウの広場は賑にぎやかだ。

　M.H.R.R.神聖ローマ帝国特使として来ていた糟かす屋や・武たけ則のりと人狼女王が、毛もう利りの自動人形達を交えて急ぎの情報交換を行っている。

「──見ている限り、M.H.R.R.の四し国こく侵攻は、予定外のようだね」

「若様が出てるってのは、さて、糟屋クラスで知らなかったとなると、コレは完全に内部のタカ派の決行だな」

「穴あな山やまとの連絡がついてて正解だった、って事かい？」

　ああ、と佐さ助すけは頷うなずいた。

「身内の情報で、唯一、あっちの会議よりこっちが優れていた部分だ。忍しのびとしちゃあ笑えねえ話だ」

　と、佐助は才さい蔵ぞうに手招きした。相手は気付き、

「何？　巻いて欲しいのかい？」

「お前、屋外だと寒いからなあ。──怒るなよ！　そうじゃねえ。行くぞ」

「……あっちに？　何で？　真さな田だからはそんな指示出てないよ？」

「兄若様が出た事を向こうは知らねえ。──糟かす屋やも人狼女王レーネ・デ・ガルウも、少なくとも今、あっちに出てるM.H.R.R.神聖ローマ帝国勢よりも親武蔵むさしだろう。こっちが情報出さねえと勝手に決めつけられるし、それが攪かく乱らんになるならまだしも、現状では兄若様の事が通じてない以上、俺おれ達、東の真田までが敵対に巻き込まれる」

　行くぞ、と佐助は木の幹を軽く蹴けって、森に降りた。その途中で才蔵が追いつき、

「小国は大変だよねえ。──まあ、だから醍だい醐ご味みってのもあるけどさ」
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　信のぶ之ゆきは、息を深く吸っていた。

　目の前に、夜目にも赤の装甲を輝かせている巨大な天竜がいる。

　デカい。軽く構えているだけで頭部の天てつ辺ぺんは十五メートル以上に達する姿だ。こちらに伏してきただけで、自分は潰つぶされて死ぬだろう。

　だが、急ぎ、ここに来た意味はある。

　佐助経由で穴山から信繁の動向を聞き、まず関西に行こうと思ったのは山やま崎ざきの合かつ戦せんの直後の事だった。理由は単純で、

　……顔を売らねばな!!

　武蔵が沈んだと言う事は、つまり松まつ平だいらの天下は解釈と歴史再現の遵じゆん守しゆが為なされなければ遂行されなくなったという事だ。極東は被支配側で、聖連諸国と言える欧州中心の世界は支配側なのだ。武蔵がいなくなれば、極東勢が天下を取る構図はまずあり得ない。

　現状、武蔵側についている真田は危険だ。

　無論、羽は柴しば側は信繁がついている。ゆえに今後、真田の〝旨味〟は信繁に任せ、自分は東の真田として信繁の御陰でデカい顔をさせて貰もらおうかと、そんな事も思っていたのだ。

　だから挨あい拶さつに、関西に来た。

　ヤアヤアどいつもこいつも御機嫌如何いかがですか、うちの信のぶ繁しげ、凄すごいっしょ？　だって天竜だぜ？　そんで今を時めくM.H.R.R.神聖ローマ帝国羽は柴しば勢！　俺おれはその兄貴なんですよ！　羨うらやましいか！

　そんな気分で、信繁に会ったらちょっと兄貴分吹かせて、俺達、東の真さな田だの事を頼むぜと、言ってやるつもりだった。だが、

　……くそ。

「信繁！　……何してんだ、お前！」

『兄上、──兄上こそ、こんな場所で何を』

「決まってるじゃねえか」

　ええと、何だ。上手うまく言えねえが、こういう事だ。

「お前を止めに来た！」
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　信繁は疑問した。一体どういう事なのか、と。

『兄上。──何故なぜ、そんな事を言う？』

　真田は東西に分かれ、両方が存続を懸かけていく。それが自分達のあり方だ。己が、西の真田として、羽柴勢の一角として、この天竜の力を使っていく事は、東の真田のためにもなるのだ。それを信のぶ之ゆきが止めるとは、

『兄上は、真田の安定が欲しくはないのか』

「馬鹿野郎……！」

　信之が言った。

「俺はな！　俺は頭いいから解わかってんだ！　お前は馬鹿だから、解ってねえんだ！

　だから、創そう世せい計画ってのを手伝ってるんだ、お前は!!」

　一息。

「──お前が何をして、頑張っても、創世計画ってのが動いたら、真田自体が無くなっちまうじゃねえかよ！　何してんだよ、お前！　うちを消す気か!?」
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　……そーだそーだそーだとも！

　何て事してやがるんだ、というのが、信繁には悪いが、こっちの感想だ。

　関西に来て、まず受けたのが、歓待だった。何しろ天竜という大戦力の提供元なのだ。琵び琶わ湖こ安あ土づちに通され、大おお坂さか城じようとなっている大和やまとを横に見ながら会食やM.H.R.R、P.A.Odaの紹介やら何やらを受け、襲しゆう名めい状況に対しての相談も受けてくれた。ぶっちゃけ、地元を離れている事と、向こうが秘ひ匿とくの結界も掛けてくれたので、相談したのは嫁候補の事だ。

　磨り硝子ガラスの衝つい立たてがついた相談所で俯うつむき気味に、

「あのう、俺おれ、本ほん多だ・忠ただ勝かつの娘を妻にする事になってるんだが、……本多・忠勝の娘は本多・忠勝を襲しゆう名めいするっていう超訳解わからん状態になってるし、俺は親父おやじとの衆しゆ道どう同人誌が出回っているわでどうしたら」

「前者の悩みについてですが、本多・忠勝の娘で本多・忠勝の襲名を行おうとしている者の娘は福ふく島しま・正まさ則のりなので現状本多・忠勝の娘は存在していません」

「え？　な、何？　何だ今の？　俺の思ってるよりもっと凄く複雑なの？」
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・つるぎ：『福島？　何かうちの系列の悩み相談所に、本多・忠勝の娘を嫁に欲しいんだけど、って人が来てますけど、話聞いてみます？』

・巨　正：『ち、違います！　福島様は福島・正則の襲名者です！　本多・忠勝の娘ではありません!!　駄目ですからね！　許しませんよ！』
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　さて、と相談役の言葉を信のぶ之ゆきは聞いた。

「では後者の悩み、御お父とう様さまとの同人誌の件ですが、印刷しているのがM.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタントなので、こちらからだと手っ取り早い解決は宗教戦争となります。御客様、三十年戦争中に何か闘争や略奪などの歴史再現をお持ちでしょうか？」

「いやあ、流石さすがに今日きようは持ち合わせが無くて……」

　という遣り取りがあったのだが、その後で説明をされたのが創そう世せい計画だった。その内容は、


・運命が、実は人格をもって生きている[image: ]何となく解る

・末まつ世せは運命の自害が原因[image: ]何となく解る

・だから自害される前に運命の心を殺す[image: ]何となく解る

・すると世界から〝関係〟が消える[image: ]オイイイイイイ！



「それをやったら、うちとかどーなんだよ！」

「うちも何も、そういうものが全て解らなくなりますし、御客様だけではなく、世界全体がそうなるので、ここで今悩む必要がないのです」

　つまり、

「先程御客様が悩まれた事なども、全て解らなくなり、消えてしまいます。あとは御客様や、他の方々だけが残り、そこからはどうなるか解りません。

　ただ、この方法ならば、世界はなくならず、運が良ければ、御客様は、そういう世界で、今よりも幸せな生き方をされるのではないでしょうか」

　との事だった。

　そういうものかと、その時は思い、場所が場所だけに、そして立場が立場だけに、本来ならば親武蔵むさし勢としての自分は、何も言えなくなってしまった。ただ、退出する時、こちらの対応をした広報委員からは、こう言われたのだ。

「信のぶ繁しげ様の手配、どうも有り難う御座いました。──創そう世せい計画に対し、もし逆らう者がいたとしても、信繁様という戦力はそれに即座の対抗が出来るものでしょう」

　そうか。だったらこれは正解なのだ、と、そう思った。

　それから宿に戻り、大和やまとを夜景として眺められる部屋で一息を吐つき、真さな田だに連絡をした。当然のように傍受はされているだろうという前提だ。父親はしかし自分が歓待された事を喜び、信繁については期待されている事を喜んだ。創世計画については、

『まあ、そういうのもありだろう。全てが公平に関係を失うならば、基礎能力の高いお前は、今よりもいい将来を迎えられるかもしれん』

「でも──」

『信のぶ之ゆき、──以前、武蔵勢の手配で水み戸との方に屋敷や仕事も世話してもらったが、あれ、合わなかったのだろう？　あれは、信繁派がうちから関西に行った事で、お前の亡命云うん々ぬんもなくなったから、という理由で戻ってきていたが、実は、そうではなかったのだろう？』

　父が言った。

『面倒ごとから逃げ、そして与えられたものからも逃げてきた。だったらお前、全ての関係がなくなる、というのは、いいのではないか？　お前は今の事を全て忘れて、まっさらになってやり直せるのだ。その方がいいのではないかと、そう思うのだが』

　そうかな、と、その時は思った。

　確かに親父おやじには迷惑を掛けてる。同人誌になったし。

　ただ何か、引っかかったのだ。格好だけのものかもしれないと、そうは思いはしたが、何か反抗心のような、いつもの我わが儘ままに似たものが、引っかかったのだ。

　そして今、自分は、信繁を止めに来た。

　昨夜ゆうべの事だった。信繁がここに来て、遂に真田・信繁として活動を開始する。それを佐さ助すけから報告された時に、決めたのだ。

　動くならば帰りの途中だった。海路で行くと決めていた。ゆえに途中、堺さかいでの船の乗り換えの時、佐助と合流して、そこで入れ替わった。

　このような小細工なら得意なのだ。

　佐助の報告通り、対岸に艦隊が整列したのは、淡あわ路じ経由で四し国こくに入ってすぐだった。

　マジかよ、というのが本音だ。武蔵八艦も巨大で威圧感があったが、こっちは数で偉容を感じさせる。あの中に信繁がいるのだとしたら、もはや彼は自分などが与あずかり知らぬ領域にいる事となる。

　だが、来た。そして信繁と向き合い、問われた。

『兄上。──何故なぜ、そんな事を言う？』
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　信のぶ繁しげは、兄の抗議を聞いた。長年、というには短いが、この世界に再生してから、今の形態になるまで、付き合いはあったのだ。

　産まれた日時として、兄の方が一週間早かった。だから襲しゆう名めいの時、どちらが兄か弟か、という事で、父がそれを決定した。能力や、種族的な強さから言って、自分を信のぶ之ゆきに望んでいた者達こそが、後に信繁派となって、兄と敵対する事となる。

　兄は弱い人だ。

　能力、種族的にも弱いが、常に自分が〝出来ない〟ものとして扱われてきた。だから総長になる事に意固地になった。しかしその座を獲得しても、兄を認めない者達は認めない。今度は能力不足を言い出し、追い落とそうとした。

　運が良かったのは、真さな田だ十じゆう勇ゆう士しが来てくれた事だ。彼らは襲名上、自分の直轄となるが、真田の中では外と様ざまから来た者として、内部の気風にあまり縛られなかった。

　それでも一部の者達との政治的な遣り取りで、兄が武蔵むさしに亡命をしようとした時、自分は真田を出る事に決めた。

　良い判断だったかどうかは解わからない。ただ、兄はこれで楽になるだろうと、そう思ったのだ。だが、

『私の判断が真田を消すと、そう言うのか？』

「創そう世せい計画だ！　当たり前だろうが！　あれをやったら、真田が無くなっちまう！　お前、そのくらいも解らないのに真田の安定とか言ってんじゃねえよ！」

　何を言っているのだ。

『兄上。そもそも創世計画がなければ、真田も消えてしまうのだ。真田という関係は確かに消えるかもしれないが、あの地に住まう人々や、兄上、父上、十勇士達も消えてしまうのだ。

　だからまず、創世計画を保つ事が必要なのだ』

「だけど真田は無くなっちまうだろうが!!」

　何だこれは、と己は思った。何故なぜ、兄が、こんなに怒っているのか。わざわざこのような戦場に飛び込んで来たのか、解らない。何故なら、

『兄上にとって、真田は、居づらい場所であったろう……!?』

　己は、何故、自分がここに来る事を決めたのかを考える。

　真田を保ち、そして自分を育はぐくんだ場所で、兄を巡る政争など、そのようなものが見たくなかったから、決断したのだ。ならば、

『創世計画によって、兄上は、楽になるのだ……！』

　言った。

　その直後だった。己はあるものを見た。

　光だった。夜の闇やみ、周囲を前進していく霊体戦士団達がいるが、彼らが起こす光が、あるものを照らしている。

　信のぶ之ゆきが、眉まゆを立て、怒りと見える形ぎよう相そうで、しかし、

「く……」

　両の瞳ひとみの端から、涙を零こぼしているのだ。
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　信之は、よく解わかっていなかった。

　自分が何故なぜ、引っかかっているのか。何故、ここに来たのか。何故、この優秀な弟分にこうも突っ掛かっているのか、解っていなかった。

　今もそれは解っていない。だが、

　……何だこれは……。

　泣いている。みっともない、とは思わない。必要なら噓うそ泣きして言い逃れしてその場を切り抜け「はははアイツ騙だまされやがったよ！」と、そのくらいはいつもの事なのだ。

　だが、今の涙は違う。人を騙し、自分が優越に浸るためのものではない。

　本物だ。

　自分が望まずとも勝手に流れるもの。意思とは無関係に落ちるなら、感情の涙だ。

　では己は何を感じているのか。それは、

「くそ……」

　胃の辺り、上の方が軋きしんで、捻ねじれて、身体からだが折れてしまいそうだ。

　そんな歪ゆがみの中から、声が出た。

「お前は！」

　涙を零し、己は叫んだ。ああそうだ、今、言葉に出来る。父に対し、ハッキリ言えなかった事が、今ならば言葉に出来る。そうだ、つまりは、

「お前は！　俺おれが！　それで喜ぶとでも思ったのか……！」
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　信のぶ繁しげは、兄が攻撃してきたのに対し、防御した。

　兄は泣きながら腕を振り、突っかけてきて、こちらの右の前足を殴りつけてきたのだ。

「くそ！　くそ……！」

　殴る。打撃してくる。何度も何度も、だ。

　しかし素手だ。腰の刀も抜いていないし、足場は斜面で自分の踏み込みによって崩れてもいる。その上で、いつもなら変に身軽な身のこなしもない。

　既にこちらの前足を、両手を握ってしがみつくようにして叩たたいているのに、足は頽くずおれないように必死に前に踏んでいる。

　無む茶ちや苦く茶ちやだ。しかし、

「お前は……！」

　兄が言った。

「お前は！　俺おれを！　見下していないと、そう信じていたんだ……！」
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　言われ、信のぶ繁しげは、よく解わからなかった。

　兄を見下していたつもりなど無い。弱い人間だとは思っていたが、竜属ではなく、政治的にも難しい立場に据えられた人だったのだ。それも父によって、だ。だからその環境で、逃げたりしながらも堪たえている兄の事は、認めていた。

　決して見下してなど、いなかった。そのつもりだった。

　ゆえに、兄の苦労を軽減出来ると、そう思っていたのだ。だから、

『兄上、行き違いだ』

　昔からの付き合いだ。この関係は大事だと解っている。しかし、

「馬鹿にするな……！」

『馬鹿になどしていない……！』

「じゃあ、じゃあ何故なぜ、ここにいる！」

　問いかけは、先程と同じだ。己は回答を思案し、しかし、

　……何だ、一体……。

　どう応じればいいのか、解らない。自分の答えは先程と同じままだ。だがそれでは兄に通じないし、見下した事となるらしい。

　何が悪いのか。ただ、そのような自問は別として、

「──信繁君。どうする？　初うい陣じんとして不都合があるなら、今回は無しにしようか？」

　利とし家いえの届いてきた声に、自分は為なすべき事を思い出した。利家が嫌味や試しで言っているのではなく、本意で言っているのは、口調で解る。大戦力としての己に対し、気を遣わせている。それ程の存在に、自分はなっているのだ。

　そして眼下を見れば、

「くそ……」

　兄が、己の前足を摑つかみ、身を折って泣いている。唸うなり、全身を震わせている。

　この場を離れるべきだと思った。兄はずっと泣いているのだ。泣き止やむまで待てば、話して和解する機会があるかもしれないが、

『──!?』

　横から、いきなりの力が来た。

　大猿だった。真さな田だの方、山奥にも野生のものが存在しているが、これは違う。霊体戦士団が大量に湧わき、進行速度を更に速めるため、合体を開始したのだ。

　これまで、周囲に対して余りアクティブではなかった霊体達も、この形状になると変わる。その事は知識として知っていたが、実際は予想以上の敏びん捷しよう性だ。

　己は利とし家いえにとって味方として扱われているので問題がない。ただ、兄は、途中から飛び込んで来たし、真さな田だとしては敵の〝東〟側だ。

　眼前、大猿が更に追加され、一匹が兄を狙ねらった。

　……マズい！

　判断だった。己は兄のしがみつく前足で、その身体からだを掬すくい上げ、

『すまぬ、兄上……！』

　何も解わからず、至らぬ弟だ。言うべき答えは、いつか必ずと、そう思いながら、己は兄の身を外へ。この戦場となっている斜面の東側、兄が元来た方へと前足をスナップした。

「おい……!?」

　兄がしがみつき、離そうとしなかった。が、勢いが違った。その身は軽く数十メートルを飛び、並ぶ木々の向こうに落ち、

『────』

　己は気付いた。今、自分は、西の真田として、東と決別したのだと。
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　行こう、と信のぶ繁しげは思った。

　行こう。西の真田として、為なすべきを為すのだ。

　酷ひどく思考がシンプルになっている。いろいろな事を、今、考えようとしていない。

　己は武器だ。ここは大事な戦場で、結果を出す意味がある。

『──ああ』

　周囲では、既に巨人型の死霊が立ち上がり始めていた。

　背後。斜面の下は霊体戦士団の白の光で埋まっており、その並ぶ白光の遙か奥にいる利家が、こう言った。

「すまない、信繁君。──君にも大事なものがあるんだろうに」

『──それらも何もかも、一度失い、しかし護まもるのが創そう世せい計画だろう』

　ならば、と己は言葉を継いだ。

『これが正解だ』

　それでいい。それ以上を、今、考えたくはない。そして己は前に出た。跳ぼう、と思ったが、自分が高く跳べるイメージが湧わかなかった。手早く済ませたいと、そう思い、

『──！』

　力任せに竜砲を発射しようとした。

　割断するのは斜面だ。武蔵むさし勢の行く陸りく港みなとはこちらから見上げる高台の向こうに隠れている。

　ならば己の割断で、斜面を割ればいい。

　手前の森ごと、莫大な地崩れが生じるだろうが、周囲は霊体と自分だけだ。問題ない。

　ゆえに走りながら身構え、竜砲としての割断を放つ。

　その瞬間。いきなり頭上に影が飛んだ。

　……木!?

　違う。木は一部だ。

　こちらを被かぶるように来るのは、もっと大きなもの。それは、

『森か……!?』

　地崩れどころではない。森が下から破裂し、波となって迎撃してきたのだ。
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　森の濁流化は、幅二百メートルに及んでいた。

　前後においては五十メートル程。深さは十五メートルを超える。それがめくれるように跳ね、途中からしなだれかかる動きで斜面下側へと倒れていった。

　音は木々の折れる叫びと、土ど砂しやの落ちる雨音じみた連続だ。

　それは斜面の表面側にある土壌を巻き込み、崩し、山を作って止まりかけ、

『────』

　霊体達が足下を不確かにした瞬間。崩落した。土の摩擦力に対し、斜面に載った地殻と森の重さが勝り、液状化したのだ。

　一息だった。

　自重を支えられなくなった斜面が、一部ではなく、数百メートル単位の全体として崩れていく。それは一斉の速度を持ち、時折、流れの速い川の水のように跳ね、載っているものを巻き込みながら下へと走った。

　対する力は何も通用しない。霊体達も、その大猿型も、巨人型も、全面として流れて砕ける土石に巻き込まれ、転倒から沈んで圧壊していくだけだ。

　追い打ちを掛けたのは、初期に吹き飛んで崩落の上を流れていった森の木々だった。これは長さや枝の繁みの恩恵によって土石に沈まぬものが多く、また、内部に飲み込まれても全てはそうならず、大部分をその上に突き出していた。

　それらの木々が、何とか残っていた霊体達を巻き込み、狩っていく。単に打つだけではなく、土波の中で捻ひねられては地表側でスイングし、巨人型ですら砕ける力で何もかもを薙なぎ払っては食っていくのだ。

　後には、剝むけた地殻だけが広がっていく。

　砂の零こぼれる音や、押さえを失って勢いよく吹き出した地下水の下、斜面が大地を脱いだ。服を剝はぐような動きで、古い地表が下へ脱ぎ捨てられていく。

　そして溜たまった土石の波は、更に加速して下へと走った。浜の方、斜面から繫つながる海へと、全てが流れて行こうとする。

　そこに飛び込んでくるものがあった。

　赤の色だ。

　竜だった。

　最初の崩落が生じた際、後ろへと大跳躍した竜が、土石よりも先に斜面の下へと辿たどり着き、

『……っ！』

　振り向きざまに放った咆ほう吼こうが、力となった。

　波として崩れ、突っ込んでくる斜面の液状が、縦に割られたのだ。それも斜面の中腹まで、一直線に、だ。
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　利とし家いえは、眼前で大地が割れたのを見た。

　縦に一発だ。距離にして約一・五キロの割断。それは最初、鋭利過ぎたために力を発揮しなかったが、地崩れによる歪ゆがみが助力した。

　元々、地面は均等に出来ていない。ランダムに出来た地殻の作りが、まず左右に割られ、その上から指で剝むくように崩落が押し、引っ張ったのだ。

　割断の裂け目を、崩れる地殻の重さが押し広げる。

　断裂からの歪みと広がりは、一度始まると止まらなかった。

「──割断で、完全に割られた、って事か」

　言っている間に斜面が割ける。

　眼めの前にいる竜の向こう。恐らくはすぐ手前から一キロ半の奥へと、崩落を左右に退けた谷間が生じている。

　地殻として一枚分。深さは十五メートル程。それが〝割断〟の認めた威力の適用範囲だ。そんな深さの裂け目が、最大で七メートル程度に開き、口を開けた。

　そして左右に土ど砂しやが来た。

　土と草の匂においと煙らせた波が、自分達のいる艦群の脇わきをぎりぎり抜け、海に飛び込んだ。

　……地形が変わるなあ。

　水が跳ね、波が砕かれ、丘だったものが海へと飛び込んでいく。

　背後で風が生じ、波が上がった。

　土砂に押された海面が、この近辺だけの軽い津波を発生させたのだ。

　こちらには届かないが、浜に着底していた航空艦が後ろから波を受け、

「おお」

　軽い輸送艦が艦尾から浮き上がり、押されて僅わずかに前に出た。

　各所から警報が鳴った。軽量艦の幾つかが、ぶつからないように、急ぎ浮上を開始する。

　風が動いた。左右の崩落が、海に重なり、自らを押し込むように堆たい積せきをして行く。もはや聞こえるのは土ど砂しやの積み重なる波音と、岩が激突し、転がり跳ねて海へと落ちる水音だ。

　全ては崩れ、だが、何にもならない。左右の割れ目に救われた自分は、まつと共に、周囲の動きや音を気にせず、前を見た。そして、

「──参ったね。信のぶ之ゆき君がゲストかと思えば、もう一人いるとは」

　崩れた丘の上、最初に割られた森の手前に、人影が一つあった。

「ナっちゃん。どういう事だよ、コレは」







[image: 第六十二章『片方の迎撃者』]
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　成なり政まさは、一息を入れた。

　視界の中、今もまだ地殻が滑り、斜面は剝むけて抉えぐられ、その角度を強くしている。これからも小規模に砕け、自ら落ちていく場所もあるだろう。

　だが自分の足下は無関係だ。

〝癒使イスラフイル〟は大地の力を利用する。このような地殻を剝き出しとした場では、逆に踏み込みは確かとなり、握る力にも最大限の加護が入るのだ。

　超有利。その事実を、しかし気分的に頼る事なく、己は斜面を下り始めた。

　眼下。未いまだ土壌は零こぼれて流れて割れて行く。中央には裂け目も出来て派手な事だ。

　夜の下で分かたれた斜面の向こう。そこにはデカい竜がいて、更に向こうには、

「トシ、──どういう事も何も、解わかってんだろ」

　己は、脚を止めて言った。

「──今の一撃。山雪崩なだれが挨あい拶さつだ。俺おれの〝癒使〟とテメエの〝癒使〟、どっちが強いか試そうぜ。そういう事だ」

　つまり、

「戦うんだよ、俺達」
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　成政の言葉に、利とし家いえは頷うなずかなかった。

　代わりというように、息を吸ってこう言った。

「嫌だよ」

「──嫌とか言うな！」

　応じる声が、離れた遠くから聞こえてくる。お互いが同じ〝使い〟であるため、相手の影響を受けるのだろう。まつが成政の大声に軽く仰のけ反ぞった。

　そして成政が言った。

「テメエだって、大体、解ってんだろ。──そろそろ、そういう時期なんだ、って」

　つまり、

「俺達はとっくに九州攻めの歴史再現も終えてる。それは先輩達の歴史再現や、本ほん能のう寺じなどに備えて、P.A.OdaやM.H.R.R.神聖ローマ帝国の〝外〟で行われる歴史再現をなるべく早めに終えておこうって判断だった訳だが、──本能寺と賤しずヶ岳たけが終わった今、俺なんかにゃ何もねえ。

　テメエだって、あとは関せきヶ原はらの準備くらいだろう？　そして──」

　そして、

「後は小こ牧まき長なが久く手ての戦い。そういう事だ、トシ」
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「──信のぶ繁しげ君。すまない。下がってくれるかな」

『まさか──』

「歴史再現になるとしたら、出遅れは避けたい。そういう事だ。まだ決まりじゃない」

　言って頷うなずいてみせると、赤の巨竜は身軽に身を翻した。右隣の戦艦の前を回り、その向こうに控える。何かあった場合、すぐ出るという事だ。

　そんな護衛を理解した上で、己は思う。

　……小こ牧まき長なが久く手ての戦いか。

　神かみ代よの時代においては、信のぶ長ながの死後、羽は柴しばと松まつ平だいらが正面から激突したほぼ唯一の戦いだ。

　羽柴が、天下に向かうに当たって、織お田だ家を押さえ込もうとしたのだが、そのやり方に異議を唱えた織田・信のぶ雄かつと松平に対し、戦闘を仕掛けたのだ。

　それは東海方面から関東を巡って行われ、共に優秀な将を失う結果となった。だが、

「──あの戦い、戦闘の面では松平側が勝利し、しかし政治的な面では羽柴側が有利となった。更には織田家側への羽柴の懐柔から、多くを敵にする事を避けた松平は、結局羽柴と和解する事となったそうだね。

　だけどその中で、反羽柴派はいろいろな動きを見せている」

　反羽柴。それを明確にして松平を頼った者が一人いるのだ。

「佐さつ々さ・成政。──松平の助力を得るために、真冬の降雪厳しい飛ひ驒だの山系を抜けて嘆願しに行ったが、結局は断られ、降伏する事となった」

「ハ、格好悪い事言うんじゃねえよ」

　成政が笑って、その後でこういった。

「末すえ森もり城じようの戦いだ。……前まえ田だ勢の末森城を俺おれが攻撃し、松平に助力を願うが断られる。

　そして俺は負ける」

　いいか？

「さっき、武蔵むさしの代表委員長に聞いたんだぜ、俺。助力は得られるか、って。そしたらあのチビッコ、少し考えてからこう言ったんだ。〝それは無理な話だ〟ってな。武蔵代表の一角として言う、ってダメ押しまでされたぜ」

　つまり周囲も解わかっているのだ。

　ここで自分が来て、成政がいる場合、どのような構図になるのかを、だ。だが、

「ナっちゃん。──末森城の戦いをここに認めるというなら、ナっちゃんの襲しゆう名めいはこれで終了だよ。僕は会計で、いろいろ手を回せるけど、襲名の案件だけは流石さすがに駄目だ。

　ナっちゃん、それでいいのかい？」

「解れよ」

　夜の暗がり。既に霊体戦士団は新しく出現を開始し、その数を一気に増やしつつあるが、湧わいていく青白い光の向こうで、成なり政まさが言った。

「テメエとの戦闘を最後にとっておいたんだ。それをやろうってんだ、解わかれよ」

　嫌だよ、と己は首を振った。

「──何でだよ」
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　女め々めしい野郎だ、と成政は思った。

　こんなの、「やっか！」「応！」でドーンとやって終わりでいいじゃねえか、と。しかし、

　……それはあのウゼエ野郎の芸風か。

　利とし家いえは違う。その事は解っている。だから何か応じようと思って、

　……滝たき川がわ先輩の件があったろうが。

　小お田だ原わら征せい伐ばつと同時に行われた蟹かに江え城じようの戦いだ。あれは小こ牧まき長なが久く手ての戦いの一部で、やはり滝川は敗北をするのだ。それを前倒しの局地戦で行われ、確かに自分達は、以後、本ほん能のう寺じの変へんと賤しずヶ岳たけの戦いが始まるまで、〝外〟からの影響を無しに過ごす事が出来ていた。

　だが、これも同じだ、と言ったところで、利家が納得するだろうか。

　何しろ既に羽は柴しばの天下だ。〝外〟からの影響など、ほぼ考えられないし、この戦いを終える事で襲しゆう名めいを終えるのは己だけ。利家は、この戦いの後、大きな戦闘はないものの、羽柴の五大たい老ろうの一角として各国の間を取り持つようになる。それが神かみ代よの時代の前まえ田だ・利家だ。

　利家にとっては〝得〟を呼ぶ歴史再現だと言えるだろう。

　だが利家は、これをやめようという。

　……ああ、そうか。

　利家が何を考えているか、問わなくても解る。

　あの女々しい男は、つまり俺おれ達との学生生活を続けて行きたいのだ。

　解る。

　利権もあって、気の合った連中がいて、更には自分達の所属する勢力が天下をとっているのだ。ならばこれを何故なぜやめる必要があるのだ。

　どうせ創そう世せい計画で全ては無しになる。存続するが、バラバラになる。言葉も通じず、知識も消え、人々はその存在以外、失ってしまうのだ。

　だったらそれまで、楽しくやっていった方が得だろう。

　……否。

「違うんだ。違うんだよ、トシ。そうじゃねえんだ」

「何が違うんだよ、ナっちゃん」

「──解れよ」

「何をだよ」

　利とし家いえの声に応じるより先に、答えが来た。

　駆動音だ。地響きというより、金管楽器を鳴らした音を多重に重ね、伸ばし、そこに排気音を乗せて行くような高鳴り。そこに潮しお騒さいの音が重なれば、もう充分だ。

　……輸送艦が出る、か。
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　武蔵むさし勢が乗った艦が出ようとしている。

　準備の時間に至った音に、成なり政まさは満足した。

　……でもまだ、全員が乗り込んだ訳じゃねえだろ。

　武蔵を支えていた人員だ。学生だけに限定しても相当の数がいる。輸送艦は待機状態にあった筈はずだから、これですぐ浮上出来るようになってはいるとはいえ、

　……あと一、二分は考えておかねえとな。

　話をするのは時間稼ぎになるだろうか。そうだといい。だから言う。

「楽しい学生時代。有りだと、俺おれも思うぜ。何しろ羽は柴しばの天下だ。誰だれも文句言わねえ。そして文句を言う武蔵勢は、武蔵を失って、どうしようもねえ。

　だから、俺達、P.A.Odaや、M.H.R.R.神聖ローマ帝国の勝利だ。このまま創そう世せい計画まで持って行こうぜ。

　──そりゃよく解わかる話だ」

　だがよ、と、己は背後を指差した。今、流体光によって光の湧わき上がった陸りく港みなとを示す。

「だが、羽柴勢じゃねえ奴やつらにとっちゃ、そんなの関係ねえんだよ」

　当たり前の事だ。

　自分達がどれだけ今、最後とも言える学生生活を謳おう歌かしようが、それは羽柴勢だからだ。他国、他勢力に行けば、そんな事はない。政争、闘争、国家間抗争はあり、羽柴の天下と創世計画があるから仮かり初そめの平和が為なされている。そういう事だ。

「楽しいのは自分達だけ、ってな」

「──でもそれでいいじゃないか。そうするために僕達は戦ってきたんだろう？　戦っていい生活をする。間違いないじゃないか！　何で、他国や、武蔵勢に有利になるような事をするんだい？　そんな事をして、僕達が負けたらどうするんだよ！」

「──でも俺は佐さつ々さ・成なり政まさなんだよ」

　己は言った。

「自分の襲しゆう名めいがあり、それが世界を変えるなら、良かれ悪しかれ可能性を認め、そこに尽くす。それが襲名者の醍だい醐ご味みだろう」

「でもそれは義務じゃないよね？」

「義務じゃねえよ」

　だけどな、と口くちの端はで笑った。

「──俺おれ達にいろいろ継がせてきた先輩どもは、そうしてきたんだ」





●






　やめてくれよ、と利とし家いえは思った。

　それを言われちゃあ、どうしようもない。

　……賤しずヶ岳たけの戦いとか、確かにそうだったけどさ。

　だけど僕はこう思ってたんだ。

「先輩達は立派だよ。強いし、その武や力を誇りにして、だからこそそれに殉じゆんじていける。

　──でも僕は違う。歴史再現で見た時、前まえ田だ・利家の方は調整力と内政の人だと思うし、ヴァレンシュタインも傭兵王ではあったけど、個人としては暗殺されて終わるんだ」

　そして、

「終わるのが嫌だから、僕は先に死んで、こういう霊体になったのにさ。

　──終わろう、って言われたら、僕は嫌だよ。全力で終わりたくない」

「俺達がいる事で、歴史が進んでなかったり、後輩どもが足踏みしても、か？」

「誤差だろう」

　己は言葉を作った。

「あと、三ヶ月切ったんだよ、創そう世せい計画まで。僕達の九州征伐なんてどれだけ前倒しだったよ？　他にも、一年、二年、十年どころか五十年以上も前倒しや後回しになってる歴史再現なんてたくさんあるじゃないか。──三ヶ月程度、見逃そうよ」

「トシ」

　一歩、こちらに近づいた声が言った。

「テメエが一番、見逃せてねえじゃねえか」
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「あっという間だ」

　成なり政まさは言った。一歩を前に踏んで言った。

「俺は頭がよくねえけど、それでも解わかってる事がある」

　前に一歩。

「俺達より先に、先輩どもがいて、でも、その先輩どもにも、同じような先輩どもがいて、それを繰り返して、な？　それで皆、テメエみたいにヤダヤダ言って、でもどうにかしてやって来たんだろうけど、何でそう出来たか、俺には解る」

「──何がだよ」

　ハ、と笑って、己は言った。

「学生でなきゃ出来ねえ事はあるが、じゃあ、限界はどうなんだ、ってな」

　……多分、ここが嚙かみ合わねえ。

　そう思いながら、自分はまた一歩を前に踏み、言葉を利とし家いえに送った。

「自分が想像出来る限界に達した時、──もう、どうでもよくなんのさ」
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「嫌だよ」

　利家は即答した。

「どうしてだよ？　どうしてそんな、皆、突っ走って、満足して、勝手に去っていくんだよ。

　それが良いし、納得出来るし、楽しいかもしれないけど、それで終わり!?　もう二度はないのかい!?　それで、残された者はどうするんだよ！」

　僕は嫌だ。

「格好悪くても、狡ずるくても、情けなくても、僕は学生のままがいいよ！　襲しゆう名めい者のままでいたいよ！　特権で、皆で優越入って、安心出来る上がいて、自分の承認感覚満たせる後輩達がいて、それで皆、まとまってるじゃないか。そこから、何で、自ら抜け落ちようとするんだよ！

　僕達はM.H.R.R.神聖ローマ帝国やP.A.Oda所属だ。卒業の義務はない！　なのに何故なぜ、襲名を果たし、皆、学生をやめていく!?」

「時間は関係ねえんだよ」

　また、成なり政まさが一歩を踏んで告げた。更に一歩を踏み、頭上を指差した。

　空に光がある。彼の向こうにある陸りく港みなと、そこからの流体光が一際強くなったのだ。

「トシ。確信があるか」

「……何の確信だい？」

「自分が今、最高の仕上がりで、それによって、──歴史が変わるという確信だ」

「────」

　待ってくれ、と、そう思った。そこから先を言わないでくれ、と。

　だが、聞いた。

「今、ここで、俺達は歴史を手にしているんだぜ」

　いいか。

「お前の大好きな先輩達が預け、大好きな後輩が待ち続け、そして世界全体がどうにかしようとも、どうとも出来ないもの。それを今、俺達が握ってるんだ」

「武蔵むさし勢がそれだと言うのか!?」

　問うた。

「僕達の勝利がほぼ確定しているのに、武蔵勢に助力したら世界が変わると、ナっちゃんはそう思っているのかい!?」

「テメエは先輩達が終わるのを止められなかったろう」

「────」

「同じだ。俺おれも、本ほん能のう寺じでヤツらを止められなかった」

　いいか。

「これは敗者復活戦なんだよ、トシ。口先でいろいろ良い事言っていて、肝心な時にそれが出来なかった俺達が、ここで向き合っているのは、そういう事なんだ」

　つまり、

「俺達は、二人一緒じゃねえと世界を変えられねえんだよ」
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　解わかっているだろう。

　中途半端な世代だと、成なり政まさは自分をそう思う。

　……俺達は、武蔵むさし勢に明確な勝利を得てねえしな。

　利とし家いえは三み方かたヶ原はらの戦いに参加しているが、あれも間接的なものだ。以降、自分達は、常に乗り越えられる側になっている。

　だがここで、構図が変わった。歴史再現で、自分は武蔵側に付き、利家と争うのだ。

　それが出来るのは、恐らくここだ。武蔵勢に対し、羽は柴しば勢のタカ派が動く戦場。

　即時投入出来る戦力の内、武蔵というものを解り過ぎる程解っていて、尚なお且かつ恐れているのは、利家だと、己は思った。

　実際、そうだった。ここで話していて解った。

「トシ、テメエは世界を自分の思う通りにしようとした。先輩達のようにアイツらと正面からぶつからねえで、自分が有利ないい状況を探って、今こそと言う時に首元を摑つかもうとした」

　だけど、

「──それは、俺をのけ者にしてるだろ、トシ」

　これは利家の気遣いなのだろう。

　自分の好きなものを護まもるためならば、先輩達から受け継いだものや、彼らから学んだものすら捨て去り、後輩達が忌避していた郷愁をも是とする。

　だがそれは、

「俺を外すなよトシ。──俺を哀れんでいるのか」

「それは──」

「俺は、終わる事よりも、テメエに哀れまれる方が嫌だぜ、トシ。何故なぜなら──」

　踏む足に、〝癒使イスラフイル〟の紋章が点ともる。

「俺達は二人で一つの〝六ろく天てん魔ま軍ぐんの四番〟だ」

　だから、

「──付き合えトシ。世界がどっちの味方をするのか俺おれに教えろ」

　成なり政まさは、前に進みながら言った。

　もはや足は止まらない。両の手や肩、脚や両腰に百ゆ合り花ばなの紋章が生じ、流体光に散っていく。

「まだ世界は決まってねえ。──俺達がいた事で、世界がどうなるのか、教えろトシ」

　頼む。

「俺達を、半端物ではなかったと、そう証明するのに付き合え、──前まえ田だ・利とし家いえ」
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「佐さつ々さ・成政」

　利家は、目を閉じてこう言った。霊体なのに意味も無く深く息を吸い、言葉を作った。

「──羽は柴しば様の意向に反し、武蔵むさし側につくその身、赦ゆるす訳にはいかないね」

　笑えない。だけど、笑う意味は無い。必要も無い。ただ顔横のまつが、こちらの頭を軽く叩たたいてくるのに頷うなずき、己は結論した。

「ここで君を負かす。それが正しい歴史再現だ。そして武蔵むさし勢を止めて、二度と反乱の意思を持てないように〝和解〟する。それが正しい歴史再現だ」

　だから、

「君に世界は変えられない。──佐々・成政」

　言って、目を開けた。

　ずっと、ずっと向こう。霊体達の海が既に昇り始めた斜面の果て。そこで自分の相方が、軽く手を上げた。

「そうだ。──それでいい、前田・利家。俺がお前の世界を変えてやる。だからそこで待ってろ。お前が思っている程、この世界は甘くねえって、教えてやるよ」

　直後。こちらへ向かう一歩が繫つながった。身を前に、落ちるような速度で漆黒の影が来る。それに対し、自分は改めて小銭を撒まき直し、総員に指示を出した。

「全速前進！　統合優先！　目標は──、丘上、陸りく港みなと！　途中にある障害は潰つぶせ！　絶対だ！」
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　うわ、と、表示枠サインフレームで丘側の状況を見ていたアデーレは、輸送艦の甲板上で息を詰めた。

　佐々・成政が何故なぜかいて、前田・利家が来ている。そして莫大な量で展開している霊体戦士団が、まず成政に向かって突撃していくのだ。

　千軍、万軍、という数字が、流体光を散らしながら突っ込んでいくのに対し、成政がまっすぐに激突した。

　死にに行くんですか、とアデーレは思った。

　だが同じように表示枠を見ていた第五特とく務むが、甲板の後ろ側に振り向く。

「援護砲撃くらい出来ませんの!?」

「それを行ったら、敵対行為となります！　私達は、祭の終了による豊作成就の加護を持ち、これから交渉に出る！　それが大義名分です。──以上」

〝奥おく多た摩ま〟の言葉に、第五特とく務むが更に言葉を重ねる。

「では、いつ、出ますの!?　既に待機起動は済んでいますのよね!?」

「それは、その……、浅あさ間ま神社が陸上武蔵むさしの出力を奪ったのは何故なぜなのかと……」

「アァ────!?　すみませんですの……！」

　……まさか神まで起こすとは思いませんでしたからねー……。

　ただ、音が響いた。遠く、ものが崩れる重音だった。武蔵では工事現場で足場が倒壊すると、こんな音を聞く事が出来た筈はずだ。

　成なり政まさが、敵勢を砕きに入ったのだ。
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　成政は前に出た。

　今、大地は近く。しかも下りだ。勝手に全身は歩を進める。

　急ぐ必要は無い。敵は自らこちらに来る。だが打撃には踏み込みが必要だ。

　踏み込んで、殴って、反動で身体からだが浮き、下りで前に身が倒れ、踏み込んで、また殴る。

　楽だな、と思った。

　踏み込むだけで勢いをつけて殴れる。一発、二発、三発とコンビネーションで穿うがっていくが、百ゆ合り花ばなはすでに展開中だ。一撃で十、二十程の霊体を砕いている。

　骨の砕ける音がする。

　手て応ごたえは軽い。しかし流体光が辺りを照らし、己は気付いた。

「おお」

　眼前、利家のいる位置、約一キロ半の向こうまでが、霊体戦士団で埋まっていたのだ。

　その先端にいる己に対し、

『────』

　波が起きた。

　眼下。敵の群の最も最下段から、白い影が湧わき上がったのだ。

　大猿型の霊体戦士団だった。それが一斉の波として果ての一列からこちらへと発生し、連鎖成形して形を変えていく。

　単純な変化ではなく、総勢としての変化だ。更にはそこで空いた隙すき間まに次の霊体戦士団が湧いてきている。

　手抜きが一切無い。

　……やるじゃねえか……！

　己は身構えた。これから、自分のいるところにまで、大猿型の連鎖成形が届いてくるのだ。あのクラスとなるとよく動くし、流石さすがに一発で十匹とはいかない。

「五匹ってところか」

　呟つぶやいた直後。己は、利とし家いえの手抜きの無さを理解した。

　眼下、斜面の果てで、光が爆発したのだ。

　まだこっちへと大猿型の連鎖が届いていないというのに、巨大な形が発生した。

　巨人型の霊体だった。

　それも、一つではない。横一列。更には、

「それが本命か……！」

　機動殻を纏まとい、速度や力を強化された巨人型が、一斉の波として連鎖成形されてくる。

　光が跳ね、その成形は大猿型の連鎖を抜き、そして何もかもが一斉に、

『──!!』

　巨人の疾走と突撃に対し、己は強く踏み込んだ。

　それは下り坂任せではない、力を込めた疾駆だった。

　ただ、行く。







[image: 第六十三章『花咲の行進者』]
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　その戦場では力が振るわれた。

　前へ行く方が個人力を叩たたきつけていけば、押し寄せる方は総合力を惜しみなく注ぎ込んだ。

　倒す。砕く。打つ。壊す。そういった言葉だけがただあり、そこについてくるとしたならば、前へ進むか道が空くか、その二択しかない。

　回避すらない。

　寄せる方はひしめき合って我先にと激突に行き、行く方は全てを打撃で返答した。

　攻撃の全てに対し、打つ一いち撃げきで返したのだ。

　多勢によって振られる極厚の刃やいばは、スナップの利いた拳こぶしで砕かれ、振りが遅ければ横からのフックで亀裂の形に飛び散った。突き込まれる槍やりはそれよりも高速の拳に圧縮されて折れ、斧おのや剣、ハンマーも、拳の軌道に一瞬なりとも停滞する事が許されなかった。

　大地の力をもって加護と強化された拳なのだ。

　幾ら巨大で、幾ら硬く作られようと、大地から生まれた素材で作られた武器は役に立たない。

　その事を予測していたのか、時折、押し寄せる側に加護持ちの武器が乗る。対流体戦闘のために強化された武装だった。万軍のために大量買い付けした中、サービスとしてつけられたもので、これらに対しての迎撃は、直撃を許さない即応だった。

　しかし一撃は、引く事なく、速度を上げて、敵の武装を下から上へと突き上げた。

　打撃によって跳ね上げ、吹っ飛ばした武装を、続く一発の中で殴りつけて飛ばす。

　反射的な勢いで加速した簒さん奪だつの刃は、一直線に数十の力を切断し、貫徹した。

　加護のある武器は、霊体にも効くのだ。

　そして力の担にない手は下がらない。だが、

「は」

〝癒使イスラフイル〟の力と大地の全面的な加護によって、莫大な回復力と力が流れ込んでいても、人体をベースとした冷却力は不足気味だ。

　下手へたに水冷性を高めればあっという間に脱水症状に陥る。ゆえに〝癒使〟は、大地からの流体摂取を〝水分〟準拠の扱いとして、打撃の力を冷却した。

　結果。行く力の周囲には流体光が霧として舞い、そして打撃と共に散った。

　炸さく裂れつする音と連続する震動の下、大地が踏み固められていく。

　それは初め、足跡のサイズだったものが、一メートルを超え、三メートルを超え、

「百ゆ合り花ばな……！」

　叫びと共に、震脚のみで巨人型の霊体が数体足下からはじけ飛んだ。

　既に力は大地から浸透する。

　そこまでの打撃を練り上げ、全身を通し、汗を散らして力は前に出た。

　速くはない。

　だが遅くもない。

　ただまっすぐに敵を打ち潰つぶし、砕いていくだけだ。その手て数かずは当初に比べて減ったが、一発と挙動ですら敵を圧壊する。

　砕きの快音は光の色を纏まとって夜気に歌う。

　壊しの震動は花のように散って宙に舞う。

　打撃の動きは振り止まる事なく。連打の流れは動作に頷うなずき止やむ事がない。

　止まらない。

　行った。

　位置は全体の中盤を過ぎていた。全方向。上からも巨大な攻撃が振り、下からも湧わいてきた腕や武器が狙ねらう中を、打撃主は悠然と踏み込み、熱気を吐いて前進した。

　そして風が巻く。敵勢の中央に吹いた流体光が集い、一つの巨影を作って行くのだ。

「超大型霊体戦士団。──前まえ田だ・ＫＧケーニツヒ・ガイスト」

　麓ふもとから響く声とともに、全高八百メートルの巨人が空を振り仰いだ。
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『……！』

　利とし家いえは、視界の全域にＫＧが起動するのを確認した。

　速い展開だったが、全身に不備はない。自分の肩上にいるまつも、背の翼を光らせているが、視線を強く保っている。

　行ける。ゆえに己は手を振り、告げた。

「抜刀」

　空から応答の叫び声が来た。人の息を何万倍にも拡大し、震わせたような音だった。お、とも、う、とも聞こえる穴底の音色が大地を震動させ、こちらの要求へ産うぶ声ごえとして返す。

　その咆ほう吼こうと共に、しかし巨大な影は動いた。骨を絡めて作ったような右腕で左の手首を摑つかみ、

「行け。──決着をつけろ。この世界に変化など必要ないと、教えてくれ」

　右手が、左の腕から刃やいばを抜いた。

　下腕の尺しやつ骨こつだ。大気へと引き出されてくる刃は、明らかに腕の中にあるより長かった。

　歪いびつに曲がった一刀を、ＫＧは前に一歩を進んで叩たたき込んだ。

　だが、一発が放たれたのは成なり政まさに向けて、ではない。

「武蔵むさし勢。──出航間際の無防備な状態で散ってくれ。それで決着なんだ」
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　成政は、敵の動きを見た。

「トシ、テメエは本当、甘いよな」

　頭上、こちらを一歩でまたいだＫＧがいる。その巨影が全身を振って大上段からの一刀を背後の陸りく港みなとに叩たたき込んでいく。

　利とし家いえの狙ねらいは解わかる。こちらを手頃な位置まで引きつけて、ＫＧを起動。巨大な体格によるロングレンジ攻撃で武蔵むさし勢への直接攻撃を行い、こっちの迎撃を間に合わせないつもりなのだ。

　確かに今から、ＫＧの足下へ行く事も、刃やいばが届く陸港に戻る事も無理だろう。

　だがそれは、

「普通なら、俺おれでも出来ねえ。──普通なら、な」

　言って、己は拳こぶしを構えた。

　頭上のＫＧの動きがまだ届かない事を、目を切って読みながら、息を整えた。

「行くぜ……！」
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　技術的には出来る。

〝癒使イスラフイル〟の力は大地に関連しているならばこちらを強化する。ゆえに移動術として、地面からの高反発力で高速移動する事は可能なのだ。

　曲芸じみた技で良いならば、壁を走る事や、壁を跳ねて高速で町を行く事も出来る。

　つまり地面は発射台だ。

　後は簡単だ。一撃の反発では八百メートルの身長に届かない。

　ゆえに溜ためる。

　敵の攻撃をここで初めてかわし、

「──聞け、〝癒使〟」

　拳こぶしを振る。全力だ。だが〝癒使〟を力の放出に用いない。

　息を吸って、吐くのを止めるように、〝癒使〟を溜める。

　するとまた攻撃が来た。当たり前だ。霊体戦士団は巨人型も大猿型も、単なる人型も、こちらに殺到しているのだ。

　だが迎撃しない。攻められる中、隙すき間まを見て動作を繫つなぎ、己は拳を振り、踏み込み、

　……八回くらいか。

　二回は行った。

　ゆえに背後からの巨大な一刀の脇わきを回って三回目。

　突っ込んで来た槍やりの下を潜くぐって四回目。そのまま左右から打ち込まれた剣と刀を乗り越えるように捌さばいて五回目。その着地を狙った槍の上を一回踏んで回って六回目。続いて左から高速で放たれた上段一刀を相手に身を寄せてかわして七回目。

　そして敵勢が身構えるのに合わせて身を回し、八回目を踏んだ。

「全く……」

　回避はしたが、幾度か引っかけられ、傷は負った。

　血は流れるが、止めない。それ程に〝癒使イスラフイル〟の出力を溜ためねばならない。

「ここまで面倒を掛けさせるとはな」

　流石さすがは俺おれの相方だ。

　だから自分も応じる。息を吸い、全ての蓄積を足下に寄せ、両腕を軽く上に振る。

　ステップ。

　その着地を、単なる踏み込みではなく、両の足を大地に突き刺すようにして、

「百ゆ合り花ばな……!!」
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　成なる実みは見た。万が一を考えて不ふ転てん百足むかでを展開していた眼前。迫る超巨大霊体戦士団の頭上へと、一つの影が舞ったのを、だ。

　……佐さつ々さ・成なり政まさ!?

　そうだ。幾度か見た通りの存在。本ほん能のう寺じでも敵対した相手だった。

　だが、莫大な流体光を果て無く吹き流していた身が、巨影の背に着地した。

　何をするつもりか。まさか、という思いが答えを導けずにいる間。英国王女が叫んだ。

「駄目です……！」

　前に一歩、こちらに来る彼女は、かつての敵の力と技を知っている。

　その上で英国王女が警告した。

「その状態でその加護を使えば、加護を失いますよ……!?」
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　成政は、構わなかった。

　位置は大上段の刃やいばを振り下ろしていくＫＧの背の上。もはやのっぴきならない状況だ。

　だが〝癒使〟は力を失っている。当然の事だ。ここに来るまでに溜めた力は、ここに来た事で失われている。だから、

「は」

　一気に疲労が来た。もう少し力を溜めておけば、体調の補正分くらいは賄まかなえたと思うが、時間が時間だ。

　速度が何ものにも優先されたし、だからそうしただけの事。ただ、

「────」

　ぶちまけるように湧わいた汗に、意識が飛びかける。

　負傷箇所も、これまでに累積があったのだろう。〝癒使〟が強力に押さえ込んでいた傷が開き、熱と血が全身から衣服を落としたように落下した。

　だが勝算はある。賤しずヶ岳たけの記録を見ていて解わかっているのだ。

「これだけ巨大な存在ならば〝相〟が生じる、ってな」

　地面を踏む存在だ。この〝相〟が地の力を含んでいない筈はずが無い。だから、

「〝癒使イスラフイル〟。──全開だ」
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　メアリは、一つの終了を見た。

　成なり政まさの加護は、大地からの力を彼に供給し、その身を守り、強化するものだ。

　そして今、力を失い、負傷と疲労にまみれた成政に対し、その加護は全力を尽くそうとする。

　あの巨大な霊体を通して大地からもう一度、力を吸い上げるのだ。しかし、

「足りません……！」

〝癒使〟の力が確かであっても、人体が甘受出来る許容量がある。

　これまでは大地の上で戦闘を続けていたため、その限界値を制御し、範囲内で負傷や疲労を軽減や押さえ込んでいたのだが、

　……それでも消し切れていなかったのです！

　それらが全開となった今、改めて押さえ込もうとしても、出力が足りず、更には受ける側の許容量も足りていない。だけど、

「────」

　成政が、得られる力を全て打撃に回した。

　疲労の軽減、負傷の回復、そこにまず投入すべき加護を、攻撃に注ぎ込んだのだ。

　行く。

　振り下ろされる拳こぶしが、大気を激震させた。

　夜気が明らかに一瞬白く光り、

　……あ……！

　成政の全身から、百ゆ合り花ばなの紋章が砕け散った。

　その足下からも翼の紋章が破裂する。

〝癒使〟が、出力不備のまま、だが最大の打撃を要求された事に応じ、

「……砕けます」

　代償として加護の限界値に達し、破砕したのだ。
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　よくやった、と成政は思った。

　無茶を通したのは解っている。だがそれをしなければ間に合わなかった。

　そして、最後の一瞬。力が足りない分は、己を注ぎ込んで要求を果たした。

「羽は柴しば、……お前そのものだな、これ」

　御お館やかた様から貰もらったが、そんな事はどうでもいい。

　いつも小さく身を縮めていて、外の世界に不慣れで、だが果断で、特に自分自身に対しては最も厳しいヤツだった。

　毎度ウゼえと思っていたが、だが、仕事は抜群だ。腹が立つくらい、ぞっとするくらいに遂行をする。

　そんなヤツの作って寄越した加護だ。必ず、果たす。そして、

「テメエを救おうって奴やつらを、テメエが救ったぞ。──羽柴」

　ああ。

「だから返してやる。もう、俺おれにはいらねえからな」

　全身から砕け散った光の先。真下に己の拳こぶしは打ち込まれていた。

　超巨大骨格。その全体が動きを止めていた。

　通ったと、そう思った時、


《癒使イスラフイル：制御解放・確認：──これまでの御利用を有り難う御座いました》



　現れた表示枠インシヤ・コトブが消えると同時。己が打撃したＫＧが一瞬で崩壊した。

　一撃によって、決されたのだ。





●






　糟かす屋やは、眼前に展開された表示枠レルネンフイグーアの映像に、身を正していた。

　立ち上がり、焚たき火びを横に、母の母の視線を受けながら襟えりを正し、

「見事ですの……」

　代償を払ったとは言え、あの超巨大骨格を一撃で全域に粉砕した。

　獣変調した自分が、頭部中心に〝相〟への介入から砕いたのとは、訳が違う。

　強化や加護はあれど。純粋に、力勝負なのだ。

〝癒使〟を砕いての強化はあったが、条件が揃そろっていればそのような代償もなく、あれを果たしていただろう。

　……八百メートル級というと、航空艦ならば主力戦艦級ですの。

　それを一撃で破壊する事が、自分に出来るだろうか。

　佐さつ々さについてはさほど接触もなく、北陸方面での修行と調整中に柴しば田た班との遣り取りでその存在や人となりを知っていた程度だった。

　だが、六ろく天てん魔ま軍ぐん。五ご大だい頂ちようの一角としてどれだけのものか。

「武蔵むさし勢を倒し、それなりの自負があったつもりですけれど……」

「上には上がいる。そういう事ですわ。だからほら、上には、──上、ほら、どうですの？　上の方を見上げてみるのは」

　大御お母かあ様さま、自分にカモカモする手振りに臆おく面めん無いのは見事ですのよ？
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　成なり政まさは、前を見ていた。

　着地は降下術式が勝手にやってくれた。あまり必要ないと思っていたものだが、不ふ破わ辺りが勝手に仕込んだのだろう。助かった、というべきか。

　だが正面。敵がいる。

　こちらは〝癒使イスラフイル〟を失った。

　己の〝百ゆ合り花ばな〟は、打撃強化術式で、これは本来〝癒使〟の力で全力となる。しかし、

「中途半端でも行けるか」

　前には敵が溢あふれている。位置は中盤。さっきの破砕で落ちた時にやや下げられた。そして敵勢には大猿型も巨大型も揃そろっている。

　行けるか。否。

「いい仕事だぜ利とし家いえ」

　こっちを侮っていない。全力で来ている。ならば、

「──負かしてやるよ。初めて会った時みたいにな……！」
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　成政は、感謝した。

　正面から怒ど濤とうをぶつけてくる利家にも、己の全身に未いまだ展開する〝百合花〟にも、だ。

　大地の力を受け、打撃強化を為なす際に咲く紋章。何とも自分が持つには情けないが仕方ない。

　妹が設計したものなのだ。

　その力を振り、穿うがち、しかし攻撃された分だけの負傷を得ながら、己は思う。

　よくここまで来たものだと。

　……百合ゆり。

　彼女の最後の名前を、力に宿してそう思った。
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　妹は兄に似ず、身体からだが弱く、術式や加護を必須としていた。

　保護を求め、選抜隊イエニチエリのリーダーであった自分は、彼女を総長スレイマンの妻の一人として差し出す事とした。当然、年の差がある二人だ。病弱ともなれば後宮では〝安全圏〟であるために他の〝妻〟達からも大事にされていたと聞く。

　変化は来た。P.A.Odaで織お田だ家が急激にその権力を伸張する一方、スレイマンがその襲しゆう名めいを奪われ、本ほん願がん寺じ・顕けん如によとして抵抗運動を行う事になったのだ。

　自分は、スレイマンについていくつもりだったが、諭された。織お田だ家に入り、後の時代を生きろと、そう言われたのだ。

「織田に乗っ取られてもP.A.OdaはP.A.Odaだ。いずれ織田は消え、羽は柴しばが乗っ取る。そういうものだ。ならばお前はP.A.Odaにいろ。──そういう事だウルージ。私がいる事の出来なくなったP.A.Odaに、お前はいてくれ」

　そして織田家からも引き抜きに、襲しゆう名めい者としての条件をつけて勧誘が来ていた。

　佐さつ々さ・成なり政まさになれと、そういう事だった。

　スレイマン達との抗争には参加しない、という事で、九州征伐など他の地域への出しゆつ立たつを行う中、気掛かりが一つあった。

　佐さつ々さ・成政には、小さ百ゆ合りという恋人がいる筈はずなのだ。

　この女性は、成政の寵ちよう愛あいを受けながら、他の側室達の妬ねたみから密通を疑われ、成政の怒りを買って斬ざん首しゆされる。

　自分に親しい女？　不ふ破わはアレちょっとそうじゃねえしな……、と思っていたら、妹の訃ふ報ほうが届いた。

　病いか、と思えば、違った。歴史再現だという。許可を得てスレイマンの元へ行ってみると、既に妹は荼だ毘びに付されていた。

　小百合の襲名をしていた。

　斬首だと言う。

　そして聞いたのは、その襲名を勧めたのはスレイマンだという事で、処刑も同様で、

「馬鹿野郎」

　会って問うたら、頷うなずかれた。

「お前に対しての人質になるかとも思ったが、その前にこうなってしまったな」

　騒ぎを起こせば、この場が敵地になる。自分の死と妹の恨みと、どちらを取るべきかを考え、しかし判断は、

「これが歴史再現か……!?」

　妹が何のためにそれを望んだのかは解わかる。こちらに対して、歴史的な弱みとなる事件を、身内である己が潰つぶそうとしたのだ。

　彼女が望んだ事を、自分が壊すべきではない。これは保身だろうか。

　ただ去る際に、術式を預かった。

　百ゆ合り花ばなだ。

　それを今振るい、己は思う。

　……馬鹿野郎。

　あれから、何故なぜそんな事をしたと、スレイマンを恨んだが、そうではない。

　……馬鹿野郎……！

　あれは妹が選択したのだ。病は体質的なもので、常時の調整が必要なものだったが、成長によってバランスが崩れていた。再調整するごとに非調整の時間が生まれ、体調は崩れていく。そして戻らない。ただただ悪化をしていく彼女から、自分は離れて織お田だ家についていたが、辛つらかったのはスレイマン達だったろう。

　妹はそこで、自分の死に意味を与えようとした。

　解わかるのだ。彼女がどうしてその選択をしたのか解るから、真実は理解出来ていた。そして彼女の思いを通すため、スレイマンは噓うそをついた。彼女を処刑したという虚偽を通した。

　己が望んだ通り、スレイマンは、妹を任され、大事にしたのだ。

　自分はただ、妹を哀れんでいただけだった。

　だから、だ。

　だからそれを信じたくなくて、恨みに変えた。自分が正しいと思おうとした。

　だが、この手には力が存在する。

　妹が残してくれた力は、もう何も哀れまない。

　全力で叩たたき、全力で迎撃する。

　それが出来るものを与えてくれた妹は、自分が哀れまれていると思っていたのか。

　そしてもしそうだったとしても、この術式があれば、

「いいぜ」

　今、確信出来る。

　そんな難しい事、きっと、あの馬鹿な妹は思っていなかったろう、と。

　ただこの術式があれば、俺おれが、あの織田家の中で少しは出来るようになるだろうと、そんなオカン視点でいたに違いない。

　だから死ぬ時、こっちをだませると思って、芝居をし、それでなお、〝足りない兄貴〟の歴史再現的不備を無くそうとしたのだ。

　そういう関係だった。

　ああそうだ。

　この術式があったから、ここまで来れた。そして、この術式があったからこそ、

「最後まで、通せるぜ……！」
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「一番艦から浮上開始します……！　──以上！」

〝奥おく多た摩ま〟の号令と、一斉に出力を上げた仮想海の流体光を見ながら、メアリは呟つぶやいた。

「どうしてですか……」

　正面、外の状況を確認するため、甲板の前側には外の様子を映す表示枠サインフレームがある。

　その中。霊体達を砕き、ただ進む成なり政まさが映っていた。

　既に彼には〝癒使イスラフイル〟が無い。大地の力が無ければ、打撃力は落ちるし、身体からだの冷却も、負傷の回復や痛覚の減衰なども、全て人並みの加護や術式に頼るしかないのだ。

　大体、大地の力を借りねば、崩落の斜面では足場が確保出来ないだろう。

「あ」

　アデーレが声をあげた瞬間。佐さつ々さが転倒した。

　右手側からの攻撃を避け損なって、引っかけられたのだ。

　……危ない！

　思う視線の先で、敵勢の波が爆発した。

　殺到した者から先に、立ち上がって拳こぶしを振った成政に吹き飛ばされたのだ。だが成政も無事ではない。既に全身から出血し、振る打撃には血ち飛沫しぶきが舞っている。それなのに、

「どうしてですか……。前まえ田だ様も佐々様も、お互い同胞でしょうに」

　何故なぜ、そこまでの事を望むのか。

　何故、そこまでの事をするのか。

　解らない。そう首を横に振った自分の背後から右手側に、影が来た。

　点てん蔵ぞうだ。彼はこちらの手を取って、握って、

「これは、佐々殿や前田殿にとって、自分達の英国と同じなので御座るよ」

　つまり、

「あの二人以外から見たら、ひどく単純で、しかし、あの二人にとっては、何もかもを失っても構わぬという、──お互いがいなければならない事なので御座る」
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・●　画：『何かテキトーに言葉並べて上手うまい事言ったと思ったヤツは処刑とか、そんな法律、作らない？』

・十ＺＯ：『テ、テキトーじゃなくてちゃんと考えたで御座るよ──？』

・煙草女：『それはそれでサムくないさね？　今の』

・奥多摩：『それより出航するので待機姿勢御願いします……！　──以上！』
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　警報音を成政は聞いた。背後の高い位置から鳴る呼び子は、航空艦が正式に出航する際、他の船へ与える警告の音だ。それはつまり、

　……出るのか……。

　武蔵むさし勢の船が出る。ヤツらが行けば俺おれの勝ちだ。だが、

「はは……！」

　随分やられた。そりゃそうだ。〝癒使イスラフイル〟がなければ疲労も負傷も積もるばかりで、特に迎撃で殴ればいいという訳じゃないのがキツい。今も右の上腕に折れた刀が刺さったままで、これが治癒系の術式を阻害する。

　抜く。その間に別のヤツが突っかけてくるので蹴けりで潰つぶす。

　そして刃やいばを引き抜き、投げつけて前に出る。

　……百ゆ合り花ばな。

　見れば、百合ゆりの紋章も散りつつある。こいつもこいつで、完全にオーバーワークだ。術式として、自分用に〝一個〟であるため、流体経路が焼き付いて〝型〟がついたら、それで終わってしまう。

　いいぜ別に。

　きっとこれが最後なんだ。トシが俺おれに付き合ってくれるのは、これで仕舞いだ。だから、

「おい！」

　シメに行く。

「後ろは気にすんな！　こっちだけ見て、手を抜くなよ！　トシ……！」
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　花が咲くな、と成なり政まさは思った。

　もう秋の入口だというのに百合の花が咲く。

　手の先に咲く。

　打つ先に咲く。

　夜の風に咲く。

　そして敵が来る。もはや百合の花よりも明るい流体の塊を、しかし打って咲かせる。

　骨の花だ。

　前に出て穿うがてば、百合と骨が咲いて散る。

　あの子の墓には骨があり。

　あの子の墓には花が咲く。

　そうだ。

　この戦いが終わった後、何もかもが赦ゆるせているならば、そこで俺は俺を赦そう。

　馬鹿みたいに寝て。好きなもの食って。もう戦う事とか考えない格好をして。

　あの子の墓を手入れに行こう。

　そして身軽になろう。

　咲く花のように軽くなるのだ。

　この手の先で散っていく花。骨の音も乾いて咲く花のように。

　前に出る。

　敵がいる。

　打つ。そして花が咲く。骨が咲く。だからまた打つ。それに続いて花が咲く。

　打つ。咲く。前に出る。打つ。咲く。散る。前に出る。打つ。乱れる。

　ああ。そうじゃない。

　もっとシンプルだ。ただ咲けば良い。

　前に出る。打つ。咲く。咲く。咲かせる。散らせる。そうだ。いいぞ。もっとシンプルに、向こうにいる情けないヤツに届けば勝ちだ。否、勝ちとか言ってると駄目だ。

　前。打つ。咲く。

　打つ。咲く。咲かせる。

　花。

　花だ。

　花でいい。

　全てが花でいい。前に出るのも打つのも、咲くのも、全て花だ。

　花。百合ゆりの花。そろそろ枯れて、骨の花。

　盛りの花はやがて枯れる。その時、誰だれが傍そばにいるだろうか。俺おれはそれを赦ゆるせるだろうか。

　花だ。

　花がいい。

　盛りの花が枯れた時、傍に咲く花がいてくれるだろうか。

　散っていく。

　手の中で、百合の花が消えていく。だけどもう少しだ。あと少し。

　花の咲く道がそろそろ終わる。だから、

「百ゆ合り花ばな……!!」
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　は、と成なり政まさは息をついた。

　底に来ていた。

　眼前。狭い谷がある。

　巨大な航空戦艦が左右にあり、谷間を作っているのだ。

　そして正面に、相手がいた。

　利とし家いえだ。

　コイツを倒せば終わる。勝てる。そう思い、前に出ようとして、

「…………」

　足が動かない。

　……おい。

　馬鹿野郎。新記録樹立くらいの流れでここまで来たんだ。動け。動けよ。

　……おい。

　だが動作しない。ただ息が荒れたままで戻らず、そして自分は気付いた。

　全身から血を零こぼし、五体など満足な部分が一つも無いのだと。

　右腕は折れ、五指が歪ゆがんでいる。左腕は下腕部が刃やいばの群に叩たたき込んだように毟むしられ、出血が止まらない。両脚は裂傷が何条も走り、右の足先には折れた刀が刺さっていた。

　胴体も左脇わきに短刀が刺さり、背後まで抜けているほか、幾つもの刀傷が時折骨までを覗のぞかせている。

　顔も相当だ。右頰ほおが大きく裂けているし、頭もこめかみの辺りが変に冷たく、髪型が大きく乱れている。

「格好、つかねえな」

　言って、震える右手で髪をなでつけた。指は使えないから掌てのひらで叩たたくと、泥に触れているような音がした。

　……さて。

　息はついた。動く筈はずだ。

「おい」

　動く。正面、見慣れた顔がある。こちらに対し、

「ナっちゃん」

　この男が、実刀を抜くのを初めて見た。そして、

「いいぜ」

　と、己は前に出た。既に右の手にも左の手にも百合ゆりの花は無い。

　枯れたのだ。

　これは、終わったのか。それとも、ここまで連れて来て貰もらえたのか。解わからず、しかし、

「おお……!!」

　足を引きずって前に出た瞬間。横から一つの影が飛び込んで来た。

　……は？

　こちらの身体からだを受け止めるように、背伸びして抱き留めてきた姿。それは、

「不ふ破わ……!?」
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　不破は、血の匂においを肺に入れた。

　いつもなら力任せにふりほどかれそうな男だが、今は違う。こちらの方が上だ。だから、

「おい……！」

　必死ともいえる声を、己は首を横に振って止めた。

　この馬鹿を、これ以上、前に出させない。

「終わったのよ」

「何がだ……!?」

「武蔵むさし勢は全艦、西の海上に出たわ。──アンタが勝ったのよ、佐さつ々さ」

「だからどうした……!?」

　解わかる。武蔵勢の是非を決めるのがこの戦いだろうが、佐々としては〝終わり〟の戦いでもあったのだ。ここで全てを出し切って終わり。そういう形で、佐々・成なり政まさという襲しゆう名めいを終える。そのつもりだったのだろう。だが、

　……ダメよ。

　この馬鹿の〝全て出し切る〟は、自分を終える事だ。

　自分を終えた者に護まもられてきた以上、己を終える時は、同じ場所に行く。無論、強ければそれをせずに済むかもしれないが、この男は無敵でもないし、そのように思えた柴しば田たとて倒されたのだ。

　だけど自分は見たのだ。敵勢を突き抜け、前まえ田だの元に佐さつ々さが来た時、

「花が散ったわ。もうアンタの妹の季節は終わったの。アンタの妹が終わらせてくれたの」

「────」

　いい？　と己は言った。

「これからアンタは、詰まらない人生を送るの。もう、サカってた頃ころのような実力は出せず、襲名を捨てて、でもその頃のクセが抜けずに偉ぶって嫌われて、ろくに取り柄も無いから、財産残り潰つぶしていくだけの生活になってね。そして上手うまく収まりついて丸くなったら、毎日毎日家と職場の往復で上司に[image: ]しかられてばかりになって、今度は〝昔は良かった〟とか言い出して、でも、もっと上手く行ったら、子供が出来て、孫に囲まれて、〝昔はな？〟って、そういう話をする、──そう、アンタはね？　今からだと想像出来ないくらい、詰まらない人生を、これまでより遙かに長く送っていくの」

　でも、

「その隣で、私が〝ああそうね。皆、話半分にしといて〟って、言ってあげる」
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　利とし家いえは、まつが頰ほおを叩たたく事で、ようやく我に返った。

　正面。成政が不破に寄りかかり、気を失っている。

　不破が、既に大量の治療術式と輸液術式を展開しながら、

「──賤しずヶ岳たけのいろいろ終えて、佐々の足取り摑つかめないっていうからさ。またあの男はセンチメンタリズムに入ってるだろうし、アンタの処にいれば来るだろうにと思っていたら……」

「ミッチー、カンが鋭いねえ」

「悪い方に当たってばかりのカンよ」

　不ふ破わが吐息し、自らも血と泥に汚れるようにしながら、佐さつ々さを支えて行く。一人で大丈夫かと思ったが、運動補助の術式などもあるのだ。触れないでおく。が、その代わりに、

「ミッチー、有り難う。……正直、ナっちゃんを霊体戦士団に加えられる自信が無かった」

「何アンタ、あんだけ見み栄え切っておいて負けるの？」

　しょうがないよ、と己は言って、右の手を上げた。出した表示枠レルネンフイグーアの中では石いし川かわが苦笑しつつも頷うなずいている。根はいい人なんだよなあ、と思った上で、視線を戻す。

　不破は既に、自艦の方へと身を向けている。

　そして自分達は気付いた。

　頭上、二つの艦の甲板から、こちらに対し、密度高く整列した学生達が手を上げ、敬礼をずっと通していたのだ。

　これは秘め事。

　五ご大だい頂ちようの二人の、表に出され得ぬ決着だ。だから誰だれもが何も言わず、こちらを見ず、

「──Ｔｅｓテスタメント．」

　自分も、人の姿に戻ったまつの手を引き、頭上に並ぶ敬礼の並木の下を歩いて行く。

　盛りの花は枯れて散った。だが、

「これから咲く花を、僕は期待しよう。──それが先輩の特権だ」
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　夜の空は久しぶりだと、正まさ純ずみは思った。

「高いな……」

　三週間程前まで、この高度よりももっと上に自分達は存在していたのだ。

　まだ夜は明けていない。空には六艦からなる装甲輸送艦が西へ向かう。自分達はその先端の甲板にいて、

「正純、──何処どこへ逃げるのだ？　それと、M.H.R.R.神聖ローマ帝国の追撃にはどうする？」

「M.H.R.R.の追撃は無い。出来ない筈はずだ」

　と、ウルキアガの問いに応じると、皆が首を傾かしげた。その中で、誾ぎんを医務室に寝かせてきた立たち花ばな・夫が顔を上げる。

「──三征西班牙トレス・エスパニアへと行くのですか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、流石さすがだ立花夫。……そうなると、どう安全なのか、何処へ行くのか、解るよな？」

　言っている間に、西の空に無数の光が見えてきた。そして真っ先に接近してきた八つの白光がある。

「機き鳳ほう……！」

　かつてアルマダで相あい対たいした機体だ。双嬢ツヴアイフローレンが撃墜した時よりも、恐らくは強化されているのだろう。色も夜間仕様で暗い青紫と灰色のカラーリングだった。

　八機はこちらを追い抜き、更に飛ぶ。東側、やや薄明るくなってきた空の先に、

「M.H.R.R.神聖ローマ帝国艦隊か」

「機き鳳ほうは何しに行ったんだ？」

　ノリキの問いかけに応じる答えは持っている。

「──警告だ。三征西班牙トレス・エスパニアは、M.H.R.R.、否、欧州全域に対してここで警告する力を持っている。だから行ったんだ。代わりに私達は──」

　前を見る。すると先程から見えていた無数の光が、それを支える形を持ち始めていた。

　艦影だった。

　三征西班牙主力艦隊。かつてアルマダ海戦で戦い、最小限の被害をもって本国へ帰投した艦隊が、今、瀬せ戸と内ない海かいを西からこちらに向かって来る。そして、

『──歓迎するよ。君達』

　表示枠サインフレームに、懐かしいというにはやや難しい顔が映った。それは既に冬服姿の、

『三征西班牙、総長兼生徒会長、──フェリペ・セグンドだよ』

　何故なぜモップを持っているのか聞いたら駄目なのだろうか。







[image: 第六十四章『白州の反省屋』]
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「──成程、三征西班牙トレス・エスパニアの外界開拓事業、及び、現新大陸での事業などへの投資のため、三征西班牙が出てきた以上、K.P.A.Italiaはここからの介入を望まないという訳ですか」

　すまないね、という腰の低い皇帝の声が、表示枠レルネンフイグーアから聞こえた。

　背が高いのに何故なぜか下からアオってくる構図の皇帝に、未明の甲板上で石いし川かわは吐息した。

「確かに、三征西班牙とK.P.A.Italiaは持ちつ持たれつですからね」

　……やられましたね。

　懐柔ですか、と、そう思った。恐らく間違いは無い。何しろ皇帝が言うのだ。

『武蔵むさし勢は航空艦の技術を高く有している。建造も操艦も、だ。これは三征西班牙から見ても優秀なもので、武蔵を失った今こそ、彼らを麾き下かとし、この短い期間で可能な限りの繁栄をしておくのが、聖せい譜ふに従うものの倣ならいだろう。違うかい？　石川君』

「Ｔｅｓテスタメント．、──そうですね。誰だれの論ですか」

『おや、厳しいね石川君。これは向こうの物言いを私がそう捉とらえたものだよ』

　完全に言いくるめられている。というか「こう言えば言い訳が立ちます」をそのままぶつけてきたというところだ。

　……おとなしく傀かい儡らいしておけばいいものを、とうとう懐柔の味まで覚えたか……！

　大義名分の理屈作りとしては、三征西班牙の副会長によるいい仕事だろう。

「──武蔵勢についても、麾下にする事で制御、欧州の安定に一役買うと、そういう事ですね？」

『ああ、それを今から言う処だったんだ！　教員は流石さすがだね……！』

　やられたものだ。

　M.H.R.R.神聖ローマ帝国は三十年戦争において三征西班牙と共に六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズを左右から挟撃する形になっている。が、実際、三征西班牙は六護式仏蘭西と裏で協調し、それをお互い解釈で済ませているといった塩あん梅ばいだ。

　三征西班牙はアルマダの次を考えなければならないし、六護式仏蘭西は対羽は柴しばで忙しく、またこちらもその後を思案する必要があった。その両者の思おも惑わくを生み、支えたのは、武蔵だろう。

　そして両者からの恩恵を得ているのが、K.P.A.Italiaだ。

　K.P.A.ItaliaはM.H.R.R.の同盟国で、もはや属国に近いが、羽柴は自治を認めている。

　大事なのは教皇の掌握によって旧派カトリツクの実権を握る事と、聖連機関の獲得。そして地ち中ちゆう海かい沿岸の港を得る事だ。

　それ以上を羽柴は望まない。ならば自分がこれ以上西行きを望んでも無駄だ。

　……これは、三征西班牙の仕込みですか。

　三征西班牙は、本ほん能のう寺じの変へんの直前に京で武蔵勢と相あい対たいしている。その後、武蔵の基本船殻部が退避するのを護衛したが、

　……帰投の途中で、一部の艦隊がK.P.A.Italiaに立ち寄っていましたね。

　あのタイミングで、恐らく、仕込まれたのだ。

　何かあった際、武蔵むさし勢を三征西班牙トレス・エスパニアが迎え入れる。それは、マティアスが言い含められた通りの理由かもしれないが、

『──どうですか』

　と、別の表示枠レルネンフイグーアから声がした。もう一枚、既に応答していた者がいたのだ。

　それは自分達がいる四し国こく、地上武蔵の土地にある学長室からの映像だった。

　だがそこに、武蔵の学長である酒さか井いは映っていない。いるのは、明かりの下で頰ほお杖づえをついたまま笑みでこちらを見ている女。

『この地上武蔵の総長として、瑞典スウエーデン総長クリスティーナが問うであります。──石いし川かわ教員、何か当地でお探しでありますか』
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　……危なかったでありますね……！

　祭で忠ただ興おきと応援に駆けつけ、二人で縄を引いて音楽に合わせて飛び跳ねていたりして、

　……こ、コレがライブでピョンピョン跳ねるアレでありますね!?

　などと、人生初のライブ参加をしていたのだが、帰宅が無茶苦茶だった。まず武蔵勢は退避となったが、自分はそうではないし、忠興は中等部だがいろいろな作戦に参加しているので主力扱いとして連行される事となった。

　更に武蔵副会長からの頼みが無茶だった。

「瑞典総長！　頼む！　半日だけでいいからここの総長となってくれ！」

　……私、一応は瑞典所属でありますよ？

　そうは思ったものの、通つう神しんで石川と話をしてみると、これが正解だったと解わかる。

　石川は、武蔵勢を監査に来たのだ。

　だが、武蔵勢は撤退した。だからその場合、石川としてはメンツもあるだろうから、

「石川教員？　もしもここに乗り込み、監査を行うというならば、私は抵抗するものであります。何故なぜならここは今、私、瑞典総長が預けられた土地。実質的には瑞典のものなのでありますから」

『四国の未踏大陸に瑞典が入っている、と？』

「いえ、ここは幽閉地であります」

　武蔵副会長から聞いていた言葉を、目の前に置くように告げる。

「ネルトリンゲン近郊の屋敷にて幽閉されていて、屋敷は爆発、木こっ端ぱ微み塵じんとなりましたが、あの時、私は救出された一方、幽閉というには些いささか短い時間ではなかったかと、そう思っているのであります。ゆえにこの、誰だれにも邪魔される事の無い未踏の場で、歴史再現を正しく処理するため、幽閉期間の再確保をしているのであります」

『Ｔｅｓテスタメント．、成程、──こちらも言い訳は充分なようですね』

　ハイハイハイそーであります、と内心で頷うなずいていると、石いし川かわが一息を入れた。

『酒さか井い学長は？』

「酒井様は、昨今、うどん武蔵むさし野のの小等部で体育の講師をしています」

『マジですか……!?』

　いきなり食いつかれた。が、既に石川が酒井のファンで、結構な勢いで尊敬しているという事くらい、この情報通には理解が出来ている。ゆえに自分は表示枠サインフレームを広げ、

「講義中の画像と、運動の指導でジャージ姿の画像もありますが、如何いかがであります」

『買収する気ですか』

　いえ、と自分は言った。

「帰る際、自分への御ご褒ほう美びが無いと寂しいものでありましょう？」
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　どうでありましょう？　と心の中で問うたクリスティーナは、相手を見た。すると、石川は、やや上がっていた肩から力を抜き、

『次は、──大和やまとを出せるよう、指導してきましょう。ジャージ姿を御願いします。あと、出来れば定期供給を』

「Ｔｅｓ．、ではそのように伝えておきます。定期供給には、M.H.R.R.神聖ローマ帝国にある筈はずの忠ただ興おき様の画像を頂きたく思うであります。こちら所持リストがありますので」

　成程、と言った石川と、お互いに契約の術式表示枠を送り合って承認。敵であってもこうして繫つながる事が出来るから情報というものは素晴らしい。そして石川が、静かに言った。

『その分だと、オリオトライはそちらにいないのでしょうね』

「Ｔｅｓ．、──だから土産みやげの話をしたのでありますよ」

『Ｔｅｓ．、いい判断でした。ではまた今度、──貴女あなたが学長では無い時に』

　と、通つう神しんが切れた。そして数秒、己は、

「プハ────」

「……お疲れ様でした瑞典スウエーデン総長、いきなりの大義、御見事だったと判断出来ます。──以上」

　と声を投げてくるのは、撮影術式と照明を管理していた〝青梅おうめ〟だ。ここ学長室は彼女達の詰め所である建物の二階。既に窓からは東の空が見え、明るくなっているが、

「忠興様が戻ってくるまで、我慢がいつまでになるのでありますやら……」

　連絡は取れるからいい。このところの安定供給は「約束する」と言われていたから、動画でも作って通神帯ネツトに流そう。ああそうだ、BGMはさっきの祭の音源が既に通神帯に出ているのだった。神気溢あふれる祭の曲は既に極東売り上げのトップにいて、YSKというユーザーが早速やたらと熱い長文感想と★五つをつけている。

　去っても賑にぎやかな武蔵むさし勢と、そんな感想だが、

「──今いま頃ごろ、どうしているでありますやら」
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　白しら州すでありますわね？　と、ミトツダイラは、輸送艦内の一室で正座をしていた。

　ミーティングルームと呼ばれる、本来ならば立ったままの集合、集会の場だ。約九メートル四方の部屋で、奥は一段高く、壁に黒板が設けてある。

　今、段上には白い毛布が敷かれ、そこではホライゾンが脇きよう息そくに左肘ひじを乗せている。

　対する自分は、左に王を置き、その向こうに浅あさ間まを置いて正座だ。

　そしてホライゾンが、何処どこからか取り出した扇子を開き、口を開いた。

「さて。……改めての結果報告を」

　自分は浅間を見た。王も浅間を見た。浅間がこちらを見て、えっ、と肩を震わせ、

「いや、あの、とりあえずまあこんな感じでトーリ君が黄泉よみ帰りました。ええ」

「オツカレサマアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　いきなりホライゾンが叫び、そして一息を入れた。彼女は浅間に視線を向け、

「──で、何回でしたか？」

「……規定では千五百一回です……」

「千五百一回……！　では、実際は？」

　えーと、と、浅間が王越しにこちらを見た。そして味わい深い笑顔で指折り数えて、

「千八百七十二回で……」

「……その差分は何処からですか？」

「規定数をクリアした後、トーリ君の休養が必要かな、とか、その間で、流れで」

　ほう、とホライゾンが前に身を倒した。浅間を扇子で差し、

「どちらが、何回で？」

「え？　あ、ええと」

　己が即答した。

「私が百二十七回多くて智ともが二百四十四回ですの」

「ミト！　ミト！　さっき平均値を言おうって約束したじゃないですか！」

「どっちもカーチャン様を除けば前人未踏の一晩スペシャルでは」

　と、ホライゾンが言って、身を戻し、ふと頭に扇子を当てた。

「……レギュレーションでは、中か表面でなければ〝回数として認めない〟のでしたか」

　ゴクリ、と浅間が唾つばを飲む音がしたが、情けがあるので追及しない事とした。

　そしてホライゾンが、ふむ、と頷うなずき、王を半目で見た。

「あまり変な事を、お二人にしてないでしょうね、トーリ様」

「例えば？」

「プロレスとか」

「へ、変って言った！　自分で言ったな!?　ズルいぞ!?」

　まあまあ、とホライゾンが、今度はこちらに視線を向ける。

「お二人は、──どうでした？」

　ん？　と己は自問した。変かどうかと言われても、延長戦がずっと続いた初夜というものだ。だから言われてみると不安になる感で、右手を窺うかがうように挙げてみる。

「あの……、御お風ふ呂ろの中で迷い狼おおかみを洗っていたらそれが人になって恩返し、というのは、何処どこまでフツーの範はん疇ちゆうですの？」

「トーリ君……、何処のエロゲの……」

　んー、とホライゾンが首を傾かしげた。

「……でもそのシチュエーション、ミトツダイラ様ならば人狼ルウガルウなので、あまり変ではないのでは。恩返し中というのも、まあ他人から見てどうというものでもありませんし。

　寧むしろ、カーチャン様辺りを想定していたので、おとなしい方かと」

「……一体、どういうのを想定してましたの？」

　ホライゾンが、天井の方をやや見上げた。しばらくしてから視線を戻し、

「トーリ様を料理に見立てて、ソースを塗りたくって舐なめ回していくとか」
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「まあ！　うちの子の子ったら、M.H.R.R.神聖ローマ帝国の御お土産みやげに、阿お国くにソースですの!?　いいですわねコレ、後でうちの人で活用させて頂きますわ！」

「……あの、大御お母かあ様さま？　うちの人〝で〟？」
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　母は確かに今いま頃ごろ実行してそうですわね……、とミトツダイラはしみじみ思った。だが王が、

「流石さすがに食材ネタはなかったなあ。でもホライゾン、オメエからそういう案が出てきたって事は、やっぱネタあんの？　例えばナンタラ酒とか、こう、注いで飲む的な」

「注いで飲む」

　成程、とホライゾンが手を一つ打った。王に対して首を傾げ、

「ウインナーコーヒー」

「ホットは危険ですのよホライゾン！」

「というかウインナーコーヒーにはウインナー入ってないですよ」

　と言った浅あさ間まを、皆が見た。

　浅間は、全員の視線を浴びて動きを止め、ややあってから、

「──あっ」

・ホラ子：『まさか浅間様からダイレクトな比ひ喩ゆが来るとは』

・あさま：『そ、それ、矛む盾じゆん表現ですよね!?　ね!?』

・俺　　：『というかホライゾンはメモするのやめね？　何するのそれ？』

　と、ホライゾンがメモ用の表示枠サインフレームを新しく出し、浅間に目を向けた。

「では浅間様の方は？」

　じゃあ、と浅間が手を上げた。

「大体の衣装で、というのは、フツーの範はん疇ちゆうですよね？」

「オッキー様のように、チンーコを化粧して白しろ無む垢くとか着せてなければ」

・岡──：『してね──よ!!』

・俺　　：『おいおい子供が大人おとなの話に加わりてえのか？　また黒くすんぞ？』

・岡──：『メーワクだからするんじゃねえよ！　大体、あんな変な彩色遊び、歴史再現とかにもねえだろうが！』

・ホラ子：『まあ、お歯は黒ぐろなどは当時の身だしなみであったそうなので、チンーコを黒く染めるのは頭おかしいですね』

・岡──：『台詞せりふの前と後ろが繫つながってねえ──！　ってか、お歯黒違うだろ！　チンコ黒く染めたら何て言うんだよ!?』

・ホラ子：『おはチンコ』

・岡──：『黒が無くなったじゃね──か！』

・あさま：『ホライゾン、歯で嚙かむように見えるからそれはちょっと』

・銀　狼：『智ともも何言ってますの──!?』
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　しまったちょっと前の方にダッシュし過ぎましたね、と浅間は反省した。

　そしてまた、ホライゾンがこちらに顔を向けてくる。

「何かコレは、というのは、ネタとしてありましたでしょうか」

　そうですね、と自分もメモ用の表示枠を取り出した。幾つか流して止めて、

「早朝、浅間神社に来た参拝客の少年が、第一参拝者にはサービスがあるんですよ、って言われて後ろから抱きしめられて抵抗出来なくなったところをツーフィンガー？　ノーノースリーフィンガーって感じで思わず昇天しそうになったところで止められて泣きそうになりながら続きを懇願するのに対して優しく笑顔を向けて〝まだまだですよ、我慢しましょうね〟というので導入を浅間ちょっと御願い」

「我が王──!!　何かすごくよくあるネタですわよ!?」

「トーリ様、何がそこまで」

「いや、まあ、ああいう空間じゃないと出来ないし？」

「いや結界使えば別に……」

　真顔を向けられたので三十秒くらい言い訳して、結界術式を提供する事で手を打った。

　ともあれ、とホライゾンが扇子を広げた。

「後でトーリ様には最大回数＋１を付き合って頂きましょうか」

「あ、サクヤから、向こうの〝界〟をちょっと間借りして時間密度上げる術式を貰もらってきました。場所が限定されますけど、本舗だったら是非」

　ホライゾンがこちらを両手で拝むので、こっちもまあまあと返しておく。そして、

「では浅あさ間ま様、トーリ様は一体、どんな塩あん梅ばいなのでしょうか」

　そうですねえ、と浅間は頷うなずいた。

「現状、トーリ君は人なんですけど、ほぼ神格化に近いです。私達もですが、向こうで過ごしていろいろ御料理頂きましたから、その影響が長く続くと思います。そして──」

　ホライゾンを指差す。

「ホライゾンや、外にいる喜き美みも、私達からの伝でん播ぱでその影響を受けます。私達よりその効果は小さいですが、私達由来なので、こっちの神気が失われるまで続きますね。

　流体の行き来があったので、トーリ君もホライゾンと喜美を含めた私達も、皆、いろいろと感覚を少しながら共有します」

「成程、ではその効果を生む神気の補給は？」

　ええと、と口くち淀よどんだ。言葉を選んでいうならば、

「……蘇よみがえらせたのと同じですね。強いて言うなら神様に触れている事で、穢けがれが吸い取られていく事にもなるので」

「俺おれ、つまりクリーナー？」

「神様の特質として、基本的にはトーリ君が神としての行いをした時、神気が発揮されます。人なので常時、とはなりません」

「俺の行い？」

　はい、と己は応じた。

「まあ、黄泉よみ帰りの時のような事とかもですが……、ええと、この辺り、サクヤが仲介して神界での登録を進めているそうです。東とう照しよう大だい権ごん現げんは、まず駿河するがの久く能のう山ざん東とう照しよう宮ぐうに奉まつられ、そこから日につ光こうの東照宮へと移られるので、私の権限移行とかもいろいろありまして……」

　これは本当に面倒だ。東照宮、という扱いで新規に用意がされるように、父も話を進めており、これは極東側で松まつ平だいらの権限を確保するため、IZUMOもしっかり乗り出してきている。

　大丈夫だろうとは思うが、政治的な遣り取りで左右される部分もあろう。彼の特質がどうなるかは解わからないが、

「今のところ、流体供給術式は、その効果と反動が対ついでキャンセルされてます」

「え？　じゃあ、泣きゲーやるのは有りなの？」

「我が王……」

　ここはミトツダイラや、ホライゾンの半目に同意だ。

「まずはホライゾンに負債分を払ってから御願いします」

「ああ、うん、頑張る……。あ、でも」

「何です？」

「量どーなってんの？」

　皆の真顔を向けられたので、一回柏かしわ手でしてから問うてみる。

・あさま：『サクヤ先輩！　あの、奏上しますけど、量の方、どうなってるんでしょう』

・鉄火女：『先輩言うな。あと、どういう奏上だ馬鹿野郎……！』

・ホラ子：『あ、どうも、トーリ様とお二人が御世話になったそうで、有り難う御座います』

・鉄火女：『あー、あー、お前も元気な寝相はどうにかしとけ？　ともあれアレだ。量に関してはそのままにしてんぞ？　私の認可術式の問題点部分じゃねえし』

・あさま：『じゃあ、あの、Ｍサイズで御願い出来ますか？　今、ＬＬくらいで量が多くて』

・鉄火女：『ジャンクフードのドリンクじゃねえんだぞ……！　本人どーなんだ？』

・俺　　：『量が減ると、寂しくなっちゃうんじゃねえかな……』

・あさま：『じゃあ……、身体からだに無理ない程度の量で御願いします……』

・鉄火女：『お前ら実は別の話してねえか？　大丈夫か？』

　まあやっとく、という軽い言葉で表示枠サインフレームが消えた向こう。当然のようにホライゾンとミトツダイラの半目が来ていた。言う事があるとすれば、

「まあ、レギュレーションが適用なら、一回で五倍の加護が来ますから、ええ」

「そういうものですの？」

　そうとしか言えないが、その辺りは東とう照しよう宮ぐうの巫女みこになっても引き継げるだろうか。

　ともあれこれからを考えると赤面ものだ。あっちの世界で行って、身体にフィードバックがなかった一方で知識と感覚だけはしっかり持ってきている。それをこれからどうするのか。

　だけどまあ、と彼が足を伸ばした。

「久しぶりに、何も出来ねえただの馬鹿だな、俺おれ」

「現状、トーリ君以上に何もかも出来てる人はいないと思いますよ？　──死んでも生き返ったなんて、史上初に近いですから」

「実感だよ実感」

　笑って、彼が天井を見る。そして毛布の上に大の字になり、

「生き返って良かったあ──」

　言うと、ドアが開いた。何だか脂と鼻奥に来る匂においは、

「フフ、唐揚げとかサラダ作って来たわよ？　そっち反省会済んだら、境けい内だいの録画見ながらちょっと騒ぎましょうよ。どうせ、道のり長いんだから」

「……道のりって、何処どこへ？」

　ああ、と応じる声は、喜き美みの後から来た。正まさ純ずみだ。彼女はこちらの方を見て、

「まあそっちも大体話はまとまったか。──外に出ると面白いぞ。これから〝門〟に入る」

「〝門〟？」

　主に空間を歪ゆがめて移動するシステムの事だ。重奏統合争乱前は、重奏神州との行き来に使用されていた筈はずだが、今、現存しているのは各地方を繫つなぐためのショートカットや、同盟国との行き来用に組まれたものの筈。そしてメジャーなのは、

「三征西班牙トレス・エスパニアとの話はつけてある。──行くぞ、新大陸へ」
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　宗むね茂しげは、〝門〟を通過した事がある。

　かつてキャリアを積むために新大陸へ渡り、そこで生活していたからだ。

　当時の所属国、三征西班牙は、現在、公的に認められた〝門〟を持つ国の一つだ。

　地球が球体で、ぐるりと回っている事を再現するため、重奏神州では西班牙の西沖に新大陸東岸と繫がる門が設けられていたのだ。

　今、自分達の行く先にあるのは、重奏統合争乱の際、現うつし世よに落ちてきていた内の一つ。

　多くは海中に沈んだり、上空、遙かな位置にズレて固定されているが、安全に使用出来るものの一つにこれから、

「入りますか」

　正面。東からの薄い朝の光に照らされた西の空がある。

　色の弱い空中に、巨大な鳥居型の紋章が浮いていた。幅、高さ共に一キロを下らないそれは、下の海面から流体光をちらほらと吸い上げながら、その向こうに光の壁を見せている。

　あの壁が、新大陸とこちらを結ぶものだ。

　……懐かしい、という程回数を利用していませんが、久しぶりの三征西班牙トレス・エスパニアならではの風景ですね。

　誾ぎんがいたら二人で感想を述べ合っていただろう。

　自分達の輸送艦に随伴するのは、西班牙スペインの主力艦隊。その内、戦艦群は下しもの関せきを通過する前に航路を南北どちらかに向け、離脱する。ここから先は戦艦の行く道ではないのだ。彼らは羽は柴しば勢が西へ向かってくる場合の牽けん制せいとして、下関沖に展開する事となる。

・副会長：『武蔵むさし勢は、京での会議によって、三征西班牙の外界における新大陸開拓に関与する事となった。武蔵が無くなったとしても、航空艦の建造技術や、航行の技、そして開拓地でのインフラ構築などは、極東や神しん道とうに有利な部分が大きい事業だからな。ゆえに──』

・立花夫：『向こうでは何が不足しがちだったとか、何があると良いと思ったか、など、そう言った事は私と誾ぎんさんの方で情報を出せますので』

・副会長：『そう言った話し合いとなった際は頼む』

　という副会長の物言いに、己は一つの意味を感じた。

　……これは、退避の選択ではないのですね？

　四し国こくに移動しても、M.H.R.R.神聖ローマ帝国が追撃の手を伸ばしてくる。ゆえにここは三征西班牙トレス・エスパニアという大国の保護を受けようと、そういう事かと思っていた。

　違う。表向きはそのように見える動きをとりつつ、何か思案があるのだ。

　では、それは何か。既に三征西班牙側も知っている筈はずだ。

・立花夫：『──元もと信のぶ公関連、ですか』

　京の会談にて、自分達はフアナにカルロス一世から始まる暗号文の解読を一部依頼した。その時、いきさつは通じているだろうし、カルロス一世はセグンドの前総長でもあったのだ。フアナの方でも彼らについての情報は持っているだろう。

　自分達が三征西班牙にいた頃ころでは無意味だったが、今になってみると、その姿を変えて現れるもの。

・未熟者：『僕にとってはちょっとした里帰りだ。第十三無む津つ乞ごい令れい教きよう導どう院いん、それがかつて三征西班牙にあった訳だからね。だけど、今はもっと先、新大陸に行くんだろう？』

・副会長：『そうだ。三征西班牙副会長から、新大陸のある場所へ行くように言われている』

　それが何処どこか、自分には見当がつく。

・立花夫：『新大陸では、私達の拠点の他、幾つかの施設が歴史再現のために古くから設置されていました。──とはいえ、その多くは開かずの間のような扱いで、私達は主に〝刑場アンダミオ・デラ・エジエクシオン〟などの戦艦を住まいとしていたのですが』

　視界の中、主力艦隊の内、戦艦群がゆっくりと東へ回頭をしていく。

　その戦闘艦の舳へ先さきに、隆たか包かねがいた。

　こちらに気付いていたのだろう。顔を上げると右の手を上げられたので、右の手を上げ返す。すると、

「────」

　隆包が右手首を返し、掌てのひらを上に向けたので、自分は即座に右の手首から先を前に振った。

　それを隆包が右の手首を返したまま、外に弾はじく動きを見せ、

「御見事です」

　自分は頭を下げた。
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・ＢＡ３：『タカさーん、何してんの？　宗むね茂しげ君と遊んでる？』

・犠打命：『アイツ、相変わらず俺おれのバント返せねえのな』

・ＢＡ３：『付き合ってくれてるのか、三征西班牙トレス・エスパニアの国防は安泰なのか、どっちかなあ、と』

・犠打命：『安泰だよ安泰!!　というか京でサクサクやられ過ぎだろうちの連中……！』
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　フアナは、薄暮の生徒会居室で、武蔵むさし副会長と表示枠コルテチエフイルマで言葉を交わしていた。

　武蔵勢が新大陸への〝門〟を渡ってしまえば、専用の処理をしていない武蔵の輸送艦とは連絡が取れなくなる。護衛艦をつければ別だが、そこまで関わるとM.H.R.R.神聖ローマ帝国や羽は柴しば側からの追及も厳しくなろう。それなりに無理なく自然に振る舞う、というのが大事だが、だからこそ今の内に情報を交換しておく。

　切り出すには、まず、核心から行こうと、そう思った。

・ふあな：『──天あま津つ乞ごい神しん令れい教きよう導どう院いん、というものを、貴女あなた達は知っていますね？』

・副会長：『ああ、そちらも当然、知っているだろうと、そう思っていた』

　その通りだ。Ｔｅｓテスタメント．、と言わざるを得ない。しかし、

・ふあな：『何故なぜ、そう思ったのです？』

・副会長：『うちの書記が、かつてそちらにあったという、似た名前の教導院にいたんだ。そして、黎れい明めいの時代、各地にあったとされる天津乞神令教導院は、ノヴゴロドの地下にて確認が出来たが、同様の構造が内だい裏りにも見られた』

　そして、と武蔵副会長が再び言った。

・副会長：『内裏の守護にて、三征西班牙が傭兵として選ばれたのは、偶然か？』

・ふあな：『──聞きましょう』

・副会長：『貴女達は京にて、内裏と明あけ智ち・光みつ秀ひでによって傭兵に選ばれた。それは貴女達の手が空いていたから、という面が多大にあるが、明智・光秀は三征西班牙に遠回りながらも関係を持っている』

　それは、

・副会長：『〝皇帝総長〟カルロス一世だ。彼もまた、元もと信のぶ公の教え子だった。三征西班牙のかつての長は元信公の下で〝どこにでもあり、どこにもない教導院〟にて末まつ世せ対策を研究していたという事となる。それも明智・光秀達と共に、な』

・ふあな：『Ｔｅｓ．、確かにそうだという事が、京の内裏暴きや本ほん能のう寺じの変へんなどで判明しました。でもそれは、カルロス一世の代の話。何故、私達を傭兵とする事になるのですか？』

・副会長：『単純な話だ。既に貴女は答えを言った』

　その通りだ。既に答えは出している。

・副会長：『天あま津つ乞ごい神しん令れい教きよう導どう院いんだ。──三征西班牙トレス・エスパニアに、それがあるのか？』

・ふあな：『あるといえばあり、無いと言えば無い事になりますね』

　と、一息を吐いた。

　今は早朝だ。朝と言っても、こちらは昨夜ゆうべに武蔵むさし勢が騒ぎ出してから一睡もしていない。それはまあ、非常時の仕事として納得出来るが、珈琲コーヒーなどを淹いれてくれるのがフローレス達ではなくおじさんなのはいいのだろうか。まあいいです。私が得です。

　今も、四杯目となる珈琲をカップから口にして、西の空を見る。

　エナレスからはまだ薄明るいだけの空が見えていた。雲が無いが、代わりというように、そこへと三征西班牙の主力艦隊が西から来る。

　武蔵勢は正しく新大陸へ向かっただろう。

「これは、三征西班牙の賭かけです」

　誰だれにともなく、自分は呟つぶやいた。

「もしも、創そう世せい計画を止めた上で、末まつ世せを止める事も出来たならば、ここで作る武蔵勢への貸しは、莫大なものとなるでしょうから」

　自信はある。その根拠として示せるものは、

「──武蔵副会長は、かつて彼女が武蔵入りをした際に関わった島しま原ばら関連でのトラブルにおいて、私の意図を汲くむ事でそれを回避し、英国では私達の方針に抗あらがうためにアルマダ海戦に関わり、そして京においてもお互いの立場を尊重する結論を出しました」

　つまり、

「私は武蔵副会長を攻略出来ていませんが、武蔵副会長もまた、私に対して明確な勝利を得た事がないのです」
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　女の人って怖いな……、とセグンドは廊下の隅をモップで拭ふきつつ思った。

　汚れが酷ひどいのは、このところいろいろと忙しくて、運動系の部活が泥をつけたまま居室まで上がってくるからだろう。これは活気と勢いの示し。だから注意して活気が失われるよりも、自分の仕事がある事を幸いだと思う事とする。

　ただまあ、このくらいは言おう。

「フアナ君、──僕達は一人じゃないよ」
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　廊下から聞こえた言葉に、フアナは深く頷うなずいた。

　……おじさんが見ていてくれるのが幸いです。

　自分達とて一人ではない。外界への開拓事業という大きな目標のために一丸となっている。

　が、今の彼の言葉は、そういった事も含めた戒めだ。

　武蔵むさし副会長とて、一人ではないのだ。

　京での会談をしていてそれはよく解わかった。あの連中、カレーや奇声や奇行を用いて場をかき乱したり、皆で急に相談モードに入ってこちらにプレッシャーまで与えてくるが、それが彼らの総合力なのだろう。

　自分一人で武蔵副会長を押さえ込めると思うのは、早計だ。そのような気分でいれば、いつか食われる事となるだろう。その事を肝に刻み、己は言う。

・ふあな：『黎れい明めいの時代が終わる頃ころ、重奏神州を建造するため、新大陸にも人は渡ったのです。まだそこは蝦夷えぞ地ちの環境で、だからこそ人々は、やはり教きよう導どう院いんを建てました』

・副会長：『──それが、新大陸の天あま津つ乞ごい神しん令れい教導院か』

・ふあな：『いえ、そうはならなかったのです』

　そこにあるとも、無いともいえる教導院。その理由は、

・ふあな：『新大陸は先住民族の再現としては必要な場でしたが、そこは南側で温暖。早期から大人数である必要性も薄く、初期の橋きよう頭とう堡ほとして作られたものの、完成を経ずして放棄。

　後に私の政策によって新大陸貿易を盛んとした時も、機動性のある航空艦を住すみ処かとする方針だったので、放置状態でした』

　これが、今までそこを気にしていなかった理由の一つだ。

　だが、もう一つ、これまでそこを見逃していた理由がある。それは、

・副会長：『……不自然だな』

・ふあな：『何がですか？』

・副会長：『小お田だ原わら征せい伐ばつで見た遺跡は、小田原に近い環境であったが〝遺跡〟だった。

　ノヴゴロドでさえ、内部は環境が荒れたものとなっていたのだ。

　途中放棄されたものが、新大陸で放置状態にあったとして、残るものか？』

　なかなか鋭い。

・ふあな：『当然、それは荒れていたと思われます。ただ、三征西班牙トレス・エスパニアは、先代の時代に、私にも関わる一つの歴史再現の場として、そこを選んだのです』

　それが、自分の見逃しとなっていたもう一つの理由だ。

・ふあな：『私が、〝小フアナ〟と歴史上で呼ばれていると、知っていますか？』
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・ホラ子：『珍しくネシンバラ様──!!』

・未熟者：『Ｊｕｄジヤツジ．！　珍しく僕が担当出来る回だね!?　いいとも！　いいともさ！　ここは僕しか出来ないところだ！　さあ、行ってみようじゃないか!?　皆、いいね!?』

・ホラ子：『ハイィ！　制限文字数オーバー確定なので誾ぎん様ァ────！』

・立花夫：『あ、誾さんは今、休養中なので、代わりに私では駄目でしょうか』

・ホラ子：『……宗むね茂しげ様、お言葉は有り難いのですが、刺激が欲しいのです。刺激が』

・賢姉様：『じゃあここは最新のチンコが肌色の長なが太ぶと！　お前よ！』

・岡──：『嫁ェ────！』

・自爆娘：『Ｔテｅ、Ｔｅｓテスタメント．！　実は三征西班牙トレス・エスパニア副会長のフアナ様、実はその祖母もフアナという名前で、こちらを〝大フアナ〟、その孫のフアナ様を〝小フアナ〟と呼ぶのであります！』
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・副会長：『──知ってる』

・ふあな：『えっ？』

・副会長：『あ、いや、そっちが小フアナと呼ばれるのを知っている、という事だ』

・ふあな：『──え？　あ、はい、Ｔｅｓ．、だとしたら、大フアナの歴史再現について、知っていますね？』
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・副会長：『──何？』

・貧従士：『あの、副会長、昔、自分は三征西班牙についてはよく調べたんだよなあ、みたいな事、言ってませんでしたっけ!?　何を都合良く馬鹿になってるんですか！』

・俺　　：『何だアデーレ！　都合のいい馬鹿って、俺おれの事か!?　そうなんだな!?　そうとも俺は未来の娘から駄目人間扱いされる都合のいい馬鹿だぜ！　羨うらやましいか!?』

・貧従士：『ぬああああ！　羨ましくないけど腹立つ……！』

・あさま：『トーリ君、ちょっと、その辺り話があるので本舗組はこっちに』

・副会長：『というか、私が詳しいのは私のあやかり元に関係がある島しま原ばら関連周辺から今の三征西班牙についてだからな？　それ以前となると皆とあまり変わらないぞ』
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「では僕が答えよう！」

　甲板から〝門〟の動画と静止画を録画していたネシンバラは、ポーズを取った。

　こちらと同じように甲板に出ている正まさ純ずみに向かって、指を向けて言うべきは一つだ。

「大フアナは優しく、才人だったとされている。カルロス一世を産んだのも彼女だ。だが、熱心なTsirhcツアーク神奏者である彼女は、夫の不実や死によって心を病み、後の西班牙スペインとなるカスティリヤ王国の王女となるものの、〝狂女王〟として四十年間幽閉されたんだ」

　どうだ、と己はポーズを改めて決めた。すると正純が頷うなずき、

「いや、それは知ってる。濃い話だからな」

「オイイイイイイイイイイイイイ！」

　だが、というタイミングで声が来た。メアリだ。彼女は手を上げ、

「──一つ、今回の件に関わる事実があります。

　史実では、人の区別もろくに出来なくなった大フアナは、しかし幽閉された先で、末娘のカタリナには心を開き、また、カルロス一世も遠征後は必ず彼女を見舞いに行っていたのです」

　ならば、と彼女が言った。

「歴史再現として考えるならば、三十年前、カルロス一世は、父や母達と共に〝何処どこにもない教きよう導どう院いん〟に行っていたのです。そしてそこには元もと信のぶ公もいた筈はずですが、元信公のこの件についての足取りが摑つかめない理由は、こういう事ではないでしょうか」

　つまり、

「元信公が建てた〝何処にもない教導院〟は、〝極東〟上にあるのではなく、カルロス一世が訪れた先、──大フアナの幽閉場所にあったのでは？」

「だとすれば、……それは何処だ」

　言う正まさ純ずみに、自分は頷うなずいた。

「……ヅカ本多君、君はさっき言ったね？　島しま原ばら関連など、そこから関わる三征西班牙トレス・エスパニアの事を詳しくはある、と」

　ああ、と正純が眉まゆを歪ゆがめて頷いた。

「島原の乱については、元信公達が関わっている部分が大きい。……元信公と、三征西班牙もしくは旧派カトリツク勢力の繫つながりがあったとしても、おかしくはない」

「じゃあ、──僕にも一つ、飛躍で解わかった事がある」

　己は表示枠サインフレームに言葉を出す。

「カルロス一世の暗号で、一つ、解らない部分があった。それは出だしの一文だ」


『たいきょうさまにことばあそひのしつもん　ういりあむにたのむか』



　己は言った。その場にいる皆に、表示枠を叩たたき、口くちの端はをあげて問いかける。

「これ、今なら読めるよね」
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　ミトツダイラは、拡大された表示枠に書かれた文字を口にした。

「たいきょうさまにことばあそひのしつもん　ういりあむにたのむか……」

　確か、〝たいきょうさま〟が誰だれか、昔にも解らなかったのだ。だからその後に続くゴルゴダやら何やらを先に解読しようとして、最終的に光みつ秀ひでや信のぶ長ながから解答を教えて貰もらうという前代未み聞もんの手を取った。

　だが、結局のところ、

「たいきょうさま、が誰だれか、解わかっていませんのよね」

「フフ、これはアレよ！　胎教！　胎教よ！　つまりアンタ達が七百五十回オーバーをぶちカマした時に私が胎教音楽をガンガンとバイヴスしていたアレ！　あの事よ！」

　浅あさ間まが握った右の拳こぶしを振り上げると狂人が高速ステップで逃げていった。

　……ホントにこんな時にも頭のおかしい……。

　と己は半目になり、暗号が読める事に気付いた。

「たいきょうとは、……大フアナの事ですのね!?」







[image: 第六十五章『連名上の発見者』]
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　ミトツダイラは理解した。というか、これは非常に簡単で、そのままだったのだ。

「たいきょう……」

　向こうで狂人が何か歌を歌い出したが、とりあえず放っておく事とする。

　大事なのは、暗号文のルールだ。

　この暗号文は数字からの置き換えを利用するので、

「濁音など、後から付加する部分が大きいんですの」

　だから〝たいきょう〟にも、それが適用される。

「〝大狂〟ですわ」

　カルロス一世が手紙に書く大狂とは、誰だれの事か。今のメアリの話にもあったではないか。

「〝狂女王〟となった〝大〟フアナ。もしくは〝狂〟で〝王＝大〟としてもカルロス一世の判じた言葉なら通じますでしょう。

　──これは、大フアナに内容を問うか、それについてオラニエ公ウィレムに頼むか、という出だしだったんですのね!?」

　そうだね、と書記が頷うなずいた。

　彼が、解読した暗号文に、今の出だしを追加する。


「大フアナ様へ言葉遊びの質問　ウィレムに頼むべきか

（元もと信のぶ公の）メサイア計画は壊れた

　信のぶ秀ひで公のゴルゴダ計画が正しい

　大罪武装ロイズモイ・オプロを一つに収め

　夏終わりの第二の月に犠牲を収めよ」






「解わかるかい？」

　書記が言った。

「三十年前、元信公が集めた〝何処どこにもない教きよう導どう院いん〟でメサイア計画は失敗し、無様な救いを得たものの、ゴルゴダ計画……、つまり今の創そう世せい計画が正しいと判断された。

　だがきっと、カルロス一世はメサイア計画が失敗したかどうか、ゴルゴダ計画が正しいかどうかを含め、各地で調査を開始したんだ。

　結果、カルロス一世は結論した。どう考えても、ゴルゴダ計画しかない、と。

　だけど彼は迷った。自分の判断が正しいか、大フアナに言葉遊びの暗号で問おうとした。平文にすれば二に境きよう紋もんを食らうだろうからね」

　だけど、と書記が軽く肩をすくめる意味は解る。

「……それでも、カルロス一世は迷いましたのね？　本当にゴルゴダ計画が正しく、推すべきか、大フアナに問う事すらも恐れ、まずはオラニエ公に頼もうか迷ったんですわ」

　弱い人間だ、とは思わない。横で王がこう言ったのだ。

「運命殺すかどうか、って判断だろ。──カルロス一世は、俺おれ達の側だったんだ」

　その言葉に、ホライゾンや浅あさ間まも、皆も頷うなずいた。だが、

「恐らくその後に、カルロス一世は二に境きよう紋もんに遭ってますのね……」

　皮肉な話だとは思う。だが、運命の側も必死だったろう。この相手を止める事で、自分の自殺を邪魔されずに済むのだ。

　そうすると、何となく、見えてくるものもある。

「……三み河かわで怪異が多く生じたのは、地脈炉の稼働によって、ですわよね？」

「はい、その筈はずですが──」

　と言った浅間が、口を横に開いた。

「ゴルゴダ計画としての創そう世せい計画を推す事にした元もと信のぶ公が、運命に狙ねらわれて消されない筈がないですよね……」

「フフ、じゃあ、こういう事？　あの頃ころの三河は、地脈を歪ゆがめる事で、あの大和やまとや大罪武装ロイズモイ・オプロを生産しつつ、しかし運命の手を逃れる目め眩くらましにもなっていた、っていうの？」

「一応、術式でも二境紋の解除は出来ると解わかりましたけど、常時となると、もはや結界化しないと駄目だと思います。それこそ、あらゆる流体の干渉を歪める結界ですから、相当な出力と、余波が出ます。

　狙ったかどうかは解りませんが、あの頃の三河がそういうものであった、と言われるならば、確かにそうであったかも、とは言えると思います」

「──それでも、外堀を埋めるように、井い伊い・直なお政まさが二境紋に飲まれた時、元信公は運命が自分に辿たどり着きつつあると悟ったんだ。それがアリアダスト君と武蔵むさしがまた三河に来た事が関係しているのか、僕には解らないし、これは飛躍だけどね」

　だけど、と彼が言った。

「これで解った。元信公が作った〝何処どこにもない教きよう導どう院いん〟は、大フアナが関係する。

　彼女の幽閉場所は何処だい？　ヅカ本多君には解るだろう？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──当時、島しま原ばらの乱らんなどで政治的に忙しくなる三征西班牙トレス・エスパニアにとって、〝狂女王〟の存在はウィークポイントだ。だから、私達が瑞典スウエーデン総長の〝幽閉〟を四し国こくに持ってきたのと同じで、本国内では行わないだろうな」

　……だとすれば、答えは一つですわね。

　己は、息を吸って、言葉を作った。

「新大陸にて放棄されていた天あま津つ乞ごい神しん令れい教導院。そこが大フアナの幽閉場所であり、元信公が〝何処にもない教導院〟として選んだ場所ですわ！」
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　……その通り、という事なのでしょう。

　フアナは、武蔵むさし副会長から来た回答に頷うなずき、肩から力を抜いた。

「──新大陸に、カルロス一世によって封じられた場所があります。そこが〝大狂女〟フアナの幽閉場所です」

　現総長連合、生徒会は、当時からほぼ引き継ぎがない。

　よって自分達は、先代から、こう聞いている。

「〝大狂女〟フアナの歴史再現は、正しく行われたのだと」

　だが、そこで、また別の〝触れられぬ〟事業が生じた。

　武蔵書記が所属していたという教きよう導どう院いん。それらは、カルロス一世の肝入りで作られたものだが、恐らくその内容は、当時と以後では、変化して行ったのだろう。

　……きっと本来は、創そう世せい計画の代わりを見つけられるような、そんな存在を輩出するための教導院だった筈です。

　しかしその理念を表に出せば、二に境きよう紋もんを食らう事となる。結果、やがて表に出されぬ理念は見えないままに無視され、人材強化だけの場となり、内紛を呼んだのだ。

　上手うまく行くものではない。しかし、

「おじさん。……おじさんは、前総長に、何で僕を総長に選んだのか、問うたそうですね」

　カルロス一世の本心は解らない。だが、

「おじさんは、私を救ってくれて、三征西班牙トレス・エスパニアを中興し、更に──」

　今、答えが一つ、追加された。

「カルロス一世が、どうしても言う事が出来なかった事にまで辿たどり着き、それが出来る者達を回答の場に送り込んでいますよ」

「フアナ君」

　廊下から、小さな声がする。

「──有り難う。君達がいてくれた御陰だ」
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・ふあな：『し、死ぬ……。し、死んでもいいですよね私……』

・自爆娘：『解る……。ホント、それ、解るでありますぅ……』
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　まあ飛躍ばかりだがな、と通つう神しんを切った正まさ純ずみは表示枠サインフレームを消した。

　直後。輸送艦が一回、光のトンネルのようなものに洗われる。これは、

「あ、輸送艦の結界が反応しました！　通過します！」

　え？　と思った直後。それが来た。

　傾きだ。輸送艦がズレている。そういうのもおかしいが、周囲が薄暗くなり、そして、

「────」

　落ちた。明らかに三秒程、落下感と共に滞空した。

　しかし違う。

　甲板上の皆が、着地姿勢を取っている。何人かは空足を踏んだが、当然、空中に身を置いている者などいない。

　自分達は、そのままだった。

　だが、落ちたのだ。その証拠に、

・奥多摩：『……本艦、今、五メートル程落下を致しました。皆様、怪我けがなどされておられませんでしょうか。──以上』

　問題はない。左右を見回すが、誰だれも彼も頷うなずきを返す余裕がある。ならば今のは、

「門の入口と出口側で、ズレがあったという事でしょうね」

　浅あさ間まの見立てが事実なのだろう。甲板に来ていた直なお政まさが一息と共に座り込み、

「これ、帰りはその五メートル差に〝激突〟しないだろうさね？」

「かつて私達が新大陸を行き来する時は高度を上げていましたが、やはり今のような感覚は相互に上下でありました。上下の端に触れていなければ問題ないと思いますね」

　立たち花ばな夫が解説役としていてくれて助かる。ただ、

「……ホントにここ、新大陸沖か？」

　周囲は海上の空だ。先程と何も代わり映えはしないが、

「副会長、後ろを見て下さい」

　立花夫の言葉に、皆と共に振り向いた。すると、

「お」

　いきなりの光に目を刺され、手を翳かざす。眩まぶしさがさっきよりも強い。それは、

　……太陽の位置が変わったか！

　先程まで、東の空は薄く明るかった。遠ざかっていく本土も見えていた筈はずだ。

　だが今それらはなく、既に東の空に太陽が昇っている。

　西の空には通過した〝門〟があるが、その影から自分達は既に出ていた。

　明るい。朝なのだ。更には、バルフェットが一回身を震わせ、

「……何か肌はだ寒さむいですよ？」

「今時期の伊達だてより寒いわね」

　応じるように、艦の周囲に結界の光が走った。大気干渉をかけ直しているのだ。

　その理由を伊達家副長に言わせると、こういう事だ。

「緯度が上がったのよ。──三征西班牙トレス・エスパニアから、新大陸へと、ね。だから──」

　伊達だて家け副長が西の果てを指差した。

　遠く、かなり先にだが、海の上に雲が集まっているのが見えた。その下には黒い影が有り、見れば左右にずっと続いている。

「新大陸。──伊達にとって、蝦夷えぞ地ちの対岸側ね」
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　わ、と皆が艦首側に行くのを、浅あさ間まは見送った。

　今日きようは徹夜で大騒ぎして、まあ自分は神界で寝てきたからいいとしても、皆元気だ。

　……これきっと、後で反動来ますねー……。

　回復術式などは用意しておこうと、そう思った時だった。不意に、甲板に上がる階段側から影が一つ来た。

　東あずまだ。見たところ、何か探しているように、辺りへと視線を配っているが、

「どうしました東君。──新大陸なら、見えていますよ？」

「あっ、浅間さん、ええと、あ、葵あおい、……様と呼ぶべき？」

「──余よ、俺おれは新しい神となるみたいだから、オメエ、俺とタメ口で話せよ」

　その後頭部をホライゾンが勢いよく右手で張った。えらくいい音がして、

「東様、この、浅間様とミトツダイラ様の御陰でインスタントゴッドとなったこの男ですが、あまり気になさらないように。大体トーリ様、東様がトーリ様に丁寧に喋しやべられるのは、トーリ様が馬鹿で理解出来ないだろうという深い思いやりです。解わからないのですか」

「く、くっそ、新しい解釈で来やがったな……！」

「というか東、何ですの？」

　うん、と東が頷うなずいた。そして彼は、待ちかねたというように辺りをまた見回し、

「ミリアムがいなくなっちゃったんだよ!?　見てないかな!?」
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　は？　と、東の言葉が届く範囲の皆が、首を傾かしげた。

　浅間は、東に向き合っている事もあり、皆の反応を軽く受け止める。そして周囲に、両の掌てのひらを立てて、落ち着くように指示し、

「ええと、東君？」

「うん。……ミリアム、こっちに来た？　車椅い子すはあるんだよ。だから──」

「いえ、あの、落ち着いて下さい東君。まずはこちらの話を聞く余裕を」

　言うと、東が数度視線を迷わせながら、最終的に首を下に振った。

　うん、という声を聞いてから、自分は彼を見た。すると彼も首を傾げているから、多分、こっちと同じ塩あん梅ばいなのだろう。

　東あずまを慌てさせてはいけない。ゆえにまず、落ち着きを保つためにも、

「東君がここに来るまで、甲板上には私達しかいませんでした。だから誰だれかを探しているなら、ここ以外に行った方がいいと思います。ただ──」

　ただ？　と東が小首を傾かしげた。そこに、自分はこれを言っていいものか思案する。が、

「浅あさ間ま」

　彼の促しで、自分は決めた。問おうと。

　……東君の立場でコレは、ちょっと問題になるかも、と思いますが──。

「ミリアムって、誰ですか？」
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「は？」

　と、東は、浅間を見た。が、浅間も、トーリも、他、皆がこちらを見ている。

　答えを待っている。そんな表情だ。だから己は言う。

「ミリアムは、ミリアムだよ。ほら、自宅で授業を受ける制度をとってて、余よはそこで同室する事になっちゃって。……うちのクラスの女子は皆、ノートとか持ってきたじゃない」

　と、言ってみる。だが、

　……あれ？

　浅間が、顎あごに手を当てた。ミトツダイラも同じような雰ふん囲い気きで腕を組む。そしてホライゾンが両腕を外して、それが支えるのに座って足を組み、

「トーリ様」

「え？　何!?　何かくれんの!?　ホライゾン」

「今、ホライゾンは不ふ思し議ぎな感慨を得ています。東様は比較的まともだという印象だったのですが、東様の印象をトーリ様達のように非実在少女に夢中になるタイプまでボトムするか、それとも東様はこれでも比較的まともだから全体を下げるべきなのか、と……」

「それどっちにしろ、俺おれ達扱い悪くね？」

「おい！　こっちを巻き込むなよ!?」

　と正まさ純ずみが言っているが、無理じゃないかな……。

　だが、どうしたものか、どういう事なのか、よく解わかっていない自分の視界に、新しい人影がやってきた。

　オリオトライだ。彼女は朝食らしいフランスパンにハムを挟んだものを口にしつつ、

「あら、どうしたの東、朝の光を浴びに来た？　先生は昨夜ゆうべの祭で飲んだから迎え酒よ」

「あ、先生！　酒が抜けてるなら、ちょっと聞いて下さい！」

「何を？」

　皆の視線が気に掛かるが、問う。教員は答えを寄越す存在だ。だから、

「ミリアムがいなくなったんです。先生、知りませんか？」

「ミリアム？」

　オリオトライが眉まゆをひそめた。そして教員が、答えを寄越した。

「誰だれそれ？　東あずま」
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　東は、事実を一瞬、受け止められなかった。

　何か冗談が、大規模に発生していると、そんな風に思い込もうとしたのだ。

　……これは、何か、間違いだろう。

　そう思った時だ。不意の声が自分の意識を冷ました。

　泣き声だ。甲板に上がる階段。自分もさっき駆け上がってきたそれの奥から、揺れるような泣き声がゆっくりと上がってくる。

　……あれは──。

　自分達に割り当てられた部屋に置いてきた少女だ。半透明の姿は、今、ペルソナ君の肩上に乗せられて階段を来る。そして、

「ぱぱ……！」

　彼女がこちらを見つけ、叫んだ。

「ぱぱ、いるの……！」

　でも、

「まま、いないの……！」
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　トーリは、少女の声を聞いた。

　耳に来た台詞せりふは、三み河かわ争乱の始まる夜、少女が東を見つけた時のそれに似ている。

　……あれは何て言ってたっけ？　まあいいか。似てるのは確かだろーし。

「東」

　己は、首を傾かしげながら言う。

「悪い、俺おれもちょっと、その、ミリアムってのが誰か解わからねえ。さっき通神帯ネツトで検索掛けたらエロゲだと結構ある名前で、東も遂に現実との境がなくなっちまったか、とか本気で心配して、俺は大丈夫だから通販サイトで何か買おうと思ったら〝門〟越えたせいかサイト重くてな！」

　ホライゾンの蹴けりが後ろから股こ間かんに入って、一瞬意識が飛んだ。

「我が王！　我が王！」

「ああ、ネイト、大丈夫……。何か全力で壁にぶつかってる気が……、これ床か。

　お、おう、まだ立てるぜ俺おれは……。行けるぜ俺は……、俺はよう」

「ムーヴが長過ぎですトーリ様」

　ホライゾンにもう一発食らった。転がったこっちを東あずまが避けて、

「葵あおい君、無理しなくてもいいよ？　ムーヴは短めで」

「いやいや、そうじゃねえんだ」

　あのさ、と自分は、ミトツダイラに左から支えられつつ、右の手を上げた。

「さっき、俺が死んでる間に、今のオメエとよく似た事を言ってたっぽいヤツがいるんだよ」

　右の手を下ろす。その先にいるのは、

「セージュン、オメエだ。これ、似たような手合いか？　やっぱ」
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　どうだろうか、と正まさ純ずみは思った。自分もまたミリアムという名を知らないが、

「私の方は、場所の話だ」

　だが、東の場合は違う。腕を組み、遂にこうなったか、と思い、

「東の方は、脳内少女の妄想告白だからな」

「違う！　違うよ!?　余よの話、ちゃんと聞いていた？」

・●　画：『あれよね、夏休みの終わり辺りの町中で「あああああ●●ちゃん！　何で現実にいてくれないの!?」とか言うアレ』

「えっ、余はそれ知らない!?　あるのそんなの!?」

「知らない方がいいと思うで御座るよ？」

　朝から盛り上がってきた気がするが、昨夜ゆうべから神も降りてきた流れだ。東の言う事はどういう事かと考えてみれば、

「私の方は、怪異として見た場合、その場所が機能している時代か空間に入った、という怪異だ。その場所を皆が知ってる、という事では、皆と私の共通項がある」

　だが、東の場合、少々違う。

「東の方は、東と、その少女以外、……先生ですら、東の言う女性の事を知らない。

　だが東は、私達が彼女と会っていた、というのだな？」

「うん。会って話もしたし、先生の指示で余達の部屋にノートを持ってきていたよ？」

「先生」

「あ、解わかる解る」

　と、オリオトライが表示枠サインフレームを開いた。

　そこに見えるのは、自分達のクラスの出席簿だ。オリオトライは皆に見えるようにそれを大きく展開し、

「東、その子の名前は？」

「ミリアム、ミリアム・ポークウ」

「名字が適用されてればこの辺りね」

　と、後半側の方を示す。しかし、自分達が見る限り、

「いないぞ！」

　ノリキが眉まゆを歪ゆがめて言った。馬鹿の隣のホライゾンも、首を傾かしげ、

「いませんね。……どういう事なのですか、東あずま様」
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　東は、今の状態の異常性を、改めて思い知った。

　ミリアム・ポークウ。名字が〝ポ〟から始まるので、直前に並ぶのは、

「シロジロ君の下、ですよね？」

「二ふた代よのすぐ上になる筈はずだ」

　見て気付く事がある。まずはメアリが苦笑の頰ほおに手を当て、

「意外にうちのクラス、ハ行の名字の方が多いですね」

「あ、自分も確かにそうですね」

「ハッサンもそうですネー」

　成程、ハ行の中。ベルトーニと本ほん多だ・二代の間。そこを見た皆が、口を揃そろえて言う。

「いないぞ？」

　だが、自分は現状の異質さを目の前に見た。

　いるのだ。

　ベルトーニと、本多・二代の間。そこに、

「いるよ」

　明らかに一行が存在している。だが皆は何故なぜかそれが見えない。だから、

「ここにいるよ！　ミリアムが！　ポークウの名字があるよ！　先生！」

　駆け寄った。そこを指で示す。

「ここにあるじゃないか！」

「待て、東」

　正まさ純ずみが、眉を歪めた顔をこちらに向けていた。

「言っていいか？」

「いいよ？」

「……お前は今、ベルトーニと、二代の名前を分けるラインを指差している。私にはそう見える。──皆はどうだ？」

　正純のこちらを見ている問いかけ。彼女は何の誘導もしていない。が、しかし、

「──Ｊｕｄジヤツジ．」

　皆が正まさ純ずみの言葉に同意した。つまり、

「ミリアムがいるという証拠は、そこに無いぞ、東あずま」
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　馬鹿な、と東は思った。

「ここにあるよ！」

　あるのだ。明らかに、名前が書いてあり、その幅もある。

「ここから！　ここまで！　幅があるのが解わからないの？」

　言うと、オリオトライが表示枠サインフレームを拡大した。だから自分は、両の手でその幅を挟み、

「──この大きさで、名前が書いてあるよ！」

「同じだ。東」

　正純が即応した。彼女はこちらの手で作った幅を見据え、ゆっくりと言う。

「今、お前は、ベルトーニと二ふた代よの間のラインに対して、その幅を適用している」

「じゃあ、どうすれば……、どうすれば皆に信じて貰もらえる!?」

・●　画：『……そのミリアムってのとの、全会話記録が貰えるかしら』

　あっただろうか。否、ある訳がないが、

「余よ、余との話で記憶に残ってる分でいいかい？」

「ちょっと！　ちょっとナルゼ！　それ、単に同人誌のネタにするだけですよね!?」

・●　画：『馬っ鹿、皆で楽しむのに〝も〟最高のネタでしょ？』

　何か重大な過失が未然に防がれたようなので、今度浅あさ間ま神社に御お布ふ施せを投げに行こうと心に誓いました。

　だが、トーリが前に出た。彼はこちらに対して右手を前後に振り、

「余、勘違いすんな」

「……何を？」

「ああ。俺おれ達は、オメエの言ってる事がアレだろうと、非難しねえ。大体、皆、既に二次元から二・五次元どころか一次元や存在しない非次元のものにまで恋愛出来る域に達してる」

「頷うなずくと駄目な話かな？」

「いい話になるんだよこれから！」

　ムーヴが長過ぎたので蹴けりが入った。

　一回休みが入った後、膝ひざをついたトーリが下腹を叩たたきながら言う。

「誰だれもオメエを疑ってねえよ。──誰か一人が間違ってなくて、他が間違ってるなんてこたあ、幾らでもあるんだ」

「だったら、ミリアムは──」

　と言った処で、手が一つ上がった。直なお政まさだ。

「あたしゃ、東あずまとあたし達の間に起きてるコレを、知ってるさね」

　それは何か。

「創そう世せい計画と同じさ。──関係が、切られたんさ」
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　確かに、と浅あさ間まは思った。

「怪異として説明するなら、大規模な健忘だと思います。ただ、彼女の存在した証あかしが、東君にだけ見えて、私達には見えないとなると、それは認識が改変されたからですね。

　最近の言い方では関係の除去。──つまり、縁が切られたんです」

　指差すのは、オリオトライが掲げている表示枠サインフレームだ。それに対し、自分も表示枠を出す。細身の、尺の目盛りが書かれたものだ。物差しや立体測距にも使えるものだった。

　だが、それをオリオトライの表示枠に当てた時、皆が声を上げた。

「面白いですね」

　シロジロの名前を示す枠の上端から、二ふた代よの名前を示す枠の下端。この間の長さを測ると、解わかる事がある。

「今、拡大された表示枠の中、枠一つの縦幅は約三十センチです。だから私達の目にはペルソナ君と二代の枠しか見えていないので、二人分で合計六十センチとなる筈はずです」

　だが、違う。手で示す上端と下端の間は九十センチあるのだ。

　明らかにもう一個、枠がある。それなのに、

「……何故なぜか私達には、間の一枠が見えません。不思議な事に、シロジロ君と二代の枠幅は縦に一・五倍になっていますから、そのように見える筈です。しかし、そうなってませんよね？　どちらかというと、皆大体、〝詰め〟をされたように見えていると思います」

　と、メアリが手を上げた。

「あの、私には、……全て均等幅に並んで、でもミリアムさんの名前がありません」

「メアリは精霊系で、流体関係を見る視覚もあるので、恐らくこの認識欠如の流体変化がバランスをとった形で認識されているんだと思います。実際、個人差は結構ある筈ですね」

「矛む盾じゆんありまくりの状況さね……」

「はい。二、三人で同時に測ったら、それぞれの計測が違うと思いますね、これ」

「どういう事？」

　東の問いかけには、先程答えた通りだ。もう少し突っ込んで言うと、

「ミリアムが実在したかは〝私達〟には現状証明する手立てがありません。彼女との縁が、過去において切られてしまったんです」

「ええと、……もう一回、どういう事、って、聞いていい？」

　どう言ったものか。ひょっとしてコレ、専門系の自分ではない方がいいんでしょうか、と思いつつも、言ってみる。

「何らかの原因で、……恐らくミリアムは、消えた瞬間から前に持っていた全ての〝関係〟を、失ってしまったんです。以前の〝関係〟が残っているのは、今解わかってる範囲だと、東あずま君と、その女の子だけです」

『ままは──？』

　親、という訳ではないと思うが、近しい人がいなくなった反応だと思う。

　子供は噓うそは吐つかない、とは思わない。が、子供が喪失を隠す事が出来ないのは彼との十年前の事で解わかっている。

　だとすれば、ミリアムはいた。そう信じる事が出来る。ただ、

「どうしてそうなったのかは、解りません。……記憶の改かい竄ざんなんかとは、レベルの違う事象です。その人の関係を、過去に遡さかのぼって消せるなんて」

「創そう世せい計画が関係してるのかな」

　ネシンバラの言葉に、皆が視線を向けた。自分もそうだ。だがウルキアガが、

「……羽は柴しば勢がミリアムとやらを気に掛ける意味があるのか？」

「というか、関係を消した瞬間、M.H.R.R.神聖ローマ帝国からもミリアムは認識出来なくなるわよね」

　成なる実みの言葉に、皆が顔を見合わせてから拍手を送った。すると視線を奪われたネシンバラが、慌てて言葉を募った。

「ちょっと待った！　じゃあ何でミリアムという女の子の話を、僕達は出来ているんだい？」

「過去の縁が切れた後でも、発見によって縁が新しくそこから作られます。それは復縁ではないので、過去の縁を修復出来ませんが、東君が私達にミリアムの事を話した瞬間から、〝これから〟のミリアムについては認識が出来るようになる、そういう事です」

「じゃあ、こういう事？」

　と言ったのは、オリオトライだ。

　彼女は自分の表示枠サインフレームに手を当て、シロジロと二ふた代よの間にあるラインを範囲指定。そこにタイピングで、

「ミ・リ……」

「先生！　候補が出てます！」

　という東の言葉に、オリオトライが苦笑した。

「成程ね。先生にはそれ、見えてないのよ。──東は〝本物〟なんだわ」

　言って確定。直後に改行が入り、そこにミリアムの出席票が確定された。だが、今の流れで、東が息を詰めた。彼は表示枠を指差し、

「……塗り変わった？」

「〝上書き〟ですね。認識系の怪異では、よくある事です。多分、東君の目には、古い出席票が新しいものにいきなり切り替わったように見えた筈はずです」

　東あずまががくがくと頷うなずく。彼の目には今まで〝正常〟に見えていた筈はずだが、ここでこちらと合流したのだ。こっちからどう見えていたのか、これがおかしな現象である事も含め、証拠のように捉とらえる事が出来ただろう。そして彼が手を一つ打って、

「よっし、じゃあ勝負はこれからだな。これからミリアムってのに会えば、仕切り直しか。俺おれ達にとっては、さ」

「そうなりますわね。……東、彼女の香水か何かありますの？　どこまでが縁の範囲になるか解わかりませんけど、流石さすがに新しく購入すれば大丈夫な筈。そこから私が突き止める手もありますわ。これでも狼おおかみですものね」

「有り難う。でも……」

　東が言った。皆を見て言った。

「……皆、余よを信じて助けてくれるんだ」

「馬ァ鹿」

　彼が、鼻で笑って言った。

「オメエが言ってる事が噓うそだとしても、こういうのって、昔にやったろ？　地下通路の奥に化け物がいるんだ、とか、秘密の会合が何処どこかで行われてるぞ、とか、それと同じだ。

　それを〝騙だまされる〟って言うか？　違うぜ。──見つけに行くってのは、それだけで充分な事なんだよ。でないと、出来なきゃ価値がねえ、って事になるから、俺とか無価値でどうしようもねえだろ」

　それに、

「──オメエの言う事が本当なら、俺達は世界を一人分、賑にぎやかに出来る。

　オメエの事助けてる訳じゃねえ。俺達ゃ賑やかにやってねえと死ぬ生き物だからな。

　そんな生き物に餌えさを一匹追加、そういう事だぜ、余」
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　……全く。

「口先だけは達者なんですから、トーリ君は」

　あら、と喜き美みが半目の笑みで近づいてきた。何かと思えば肩に肘ひじを乗せられ、耳打ちで、

「口先だけじゃなくて口の奥まで達者なのって、誰だれ？」

　向こうで狼の耳を利かせたミトツダイラがぎこちなく離れて行こうとするが、これはもう、そういうものだ。

「──まだ達者とは言えませんから。ええ、修行中です」

　言うと喜美が軽く吹いてこちらの肩を叩たたいた。

　随分と自分も言うようになった、というか、開き直るようになったと思うが、今はまた別の話をしているところだ。

「気になるのは、ミリアムがいない、という事ですよね」

「余よが、この子と朝食を取りに行ってる間だと思う。さっきの事だよ」

「〝門〟を抜ける時の影響か？」

「ううん。それより前」

　だとすると、〝門〟による移動がトリガーになった訳ではない。というか、

「何か痕跡はありました？　二に境きよう紋もんみたいな……」

「いや、無いよ？　だから初め、何処どこかに行ってるのかと思った」

「連れ去られた訳ではないんですのよね？」

「だとすると縁を切ったりもですが、輸送艦の持つ管理系や監視系に一切引っかからないというのは、考えられない手並だという事になります」

「第一特とく務む隊の方でも、点呼など行って御座るが、人数は変わりないで御座るよ？　認識欠如によってミリアム殿の数は減って御座ろうが、下げ手しゆ人にんが逃げたりすれば増減はある筈はず。そういった変化は今のところ、無いで御座る」

「その下手人も、また自分の縁を切ったとしたら？」

「逆にそれは危険です」

　己は首元のハードポイントパーツを軽く手で叩たたいた。

「縁を切れば加護も何も失います。教きよう譜ふの関係も失いますが、今、この高度を移動する輸送艦の中であれ、加護を失えば、体温調整や気圧調整など、かなり危険な状態となります」

「じゃ、じゃあ、ミリアムは──」

　危険ではないのか、という問いかけに、答えを確かめる手がある。

・あさま：『奥おく多た摩ま、乗員に一人分、追加をして下さい。ミリアム・ポークウ、ここで私達と同級生になった人です』

・奥多摩：『Ｊｕｄジヤツジ．、転入生ですか。浅あさ間ま神社の方での入艦手続きを転用しますので──、と、ハナミ様は素早いですね……。って、……え？』

〝奥多摩〟からの反応が、一度止まった。ややあってから、

・奥多摩：『浅間様、……ミリアム某なにがし様ですが、乗り込まれていらっしゃいません。ただ、ちょっとこれは管理側のミスかと思うのですが……』

・あさま：『一人分、乗員重量に空きが生じました？』

・奥多摩：『Ｊｕｄ．、その通りです。どなたか落下したならば検知出来ていると思いますが、ちょっと洗い直します。──以上』

　と、そんな遣り取りの表示枠サインフレームを、自分は柏かしわ手でで潰つぶし、砕いて禊祓みそぎとする。

　……怪異ですね。

　結論は、こうだ。

「ミリアムは艦内からいなくなっています。恐らくは怪異です。──が、縁が新構築出来る以上、彼女の存在が抹消された訳ではありません。生死の判断は今つけられませんが、戻ってくる可能性が無い訳でもありません」

「俺おれ達に出来る事はあんの？」

「ミリアムがいる、という事実の上で過ごしていく事ですね。例えばこれが〝界〟を間違って移動してしまった場合、元に戻るためには、自分の認識をしてくれる場があれば有利になります。自分の〝型〟の用意が、そこにある訳ですから」

　だから、

「東あずま君、敢あえて言いますが、不意に消えたというならば、その怪異は希まれであっても大規模なものではありません。小規模、もしくはミリアムを狙ねらい撃ちしたものです。

　前者であれば怪異の終了はすぐなので、ミリアムは戻ってくるでしょう。

　後者ならば、それを行った相手を突き止める事が出来ます」

「つまり──」

「待つのはオメエの仕事。相手を突き止めるのはオメエと俺達の仕事、そういうこった」

　オイオイ、と言ったのは半目の正まさ純ずみだ。

「これ、最終的には相手に全て教えて貰もらうパターンじゃないか？」

　皆が顔を見合わせ、そして正純を見た。ややあってから、ホライゾンが右手を挙げた。

「……そういう時、いつも正純様が交渉担当な気がするんですが」

「私か!?　いや、こういうのは連帯責任だろ!?」

「ああ!?　何だセージュン！　俺にそんな責務負わせて、答えが出ると思ってんのか!?」

　流石さすがにコレはそうだと思う一方で改善すべきだとも思ったので止めた。
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　正純は、自分に起きている怪異の事を思いつつ、皆の対応を見た。東にはクロスユナイトとメアリがついて、検分に入るらしい。半泣きの少女も、メアリが抱き上げて数言話しかけるだけで落ち着いた。これが人徳というものか、とも思うが、

・副会長：『いや、メアリも英国第四階層で苦労したんだよな。つまりスキルか……』

・貧従士：『……副会長、その手のスキルはキャラメイク時に〝人徳〟が無いと獲得出来ないタイプのアレだと思います』

・立花夫：『いや、大丈夫です。人付き合いは誰だれにでも出来ますよ……！』

・俺　　：『オメエのそれはそれで説得力が逆にねえぞ？』

　まあ私、無ぶ愛あい想そな方だしな、と思う。皆は隠し子が未来からやって来たりで、ここらへん、思うところはあるのだろうな、と考えるが、

「ん？」

　艦首側で、声が上がった。何かと思えば立たち花ばな夫が振り向き、

「目的地が見えてきたのでしょう。──新大陸東側、南北の境は右側手前の根ね室むろから釧くし路ろとされていますが、そこから西岸が三征西班牙トレス・エスパニアの開拓地です」

　海図を概要図として開いてみると、解わかる事がある。

「意外と奥おう羽うが近いな。それと、……東からまっすぐ来ていたと思ったが、実際はやや南東から北西に向かっているのか。武蔵むさしの貿易ルートとしてはどうなんだ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、新大陸には、伊達だて家などがその南西に入っていますから、武蔵も極東貿易としてそちらに行く事はありますの。ただ、利益やスケジュールの関係からいつもという訳ではありませんし、蝦夷えぞ地ちとして見た場合、武蔵は全域を渡れませんものね。だから武蔵勢としても、こちらのルートから入るのは多分、初ではありませんの？」

　新大陸に対し、右下から進んでいく形だ。正面には、確かに水平線よりこちらに黒い島影が見えて来ている。それも巨大なものとして、だ。

　先に見えていた雲の広がりは、やはり陸地が下にある証左だった。どことなく寒さを感じるが、実際にそうなのだろうと思い直した瞬間。

・奥多摩：『正面、飛来物有り！　──アメリゴ教きよう導どう院いん所属の機竜〝雷鳥サンダーバード〟です！　八機編隊でこちらに接近します！　──以上！』

「来ましたか！　──デイル卿きよう！」

　立たち花ばな夫が声を上げた瞬間。既視感にも似たものが輸送艦の側面を通過した。

　音と速度だ。それは、

　……三征西班牙の機き鳳ほうか……!?

　違う。二回り程巨大で、色も青と白。六枚翼の全身は竜に似ており、主翼の上には、

「──三征西班牙と英国の紋章！」

「Ｊｕｄ．！　新大陸の開拓において、南部を担当する三征西班牙は、北部を担当する英国とその事業の中立を保つため、暫定教導院を設けているのです。──現場の判断で、ですが」

「それって、つまり……」

「貿易も何も、完全に身内で閉じた状態だからこその、手討ちですよ、副会長。下手へたに衝突をすればお互いが滅びる可能性もある。ゆえに外交館を並べて作ったところに、安全を求めて町が出来、暫定教導院となった。内部は二つの教導院ですが、私達もここに来た頃ころは幾らか世話になったものです」

　機竜隊がターンをしてくる。

　それは速度を落とし、並行するものだ。見た事が無い機体だが、八機とも安定した挙動でこちらの右う舷げんと左さ舷げんに並ぶ。そして間近な右の一機が、角のような先尾翼を上げた。

『三征西班牙、英国の両国から連絡を受けている。──武蔵勢、極秘の任務との事だが、その現場まで案内をしよう。ゆえに──』

　その機体が、前に出た。明らかにこちらを引く動きをして、加速光を見せつける。

　行き先はもう見えている。遠くにあった島影はもはや大きく。沿岸部の町もある。だが機竜は緩やかに高度を上げ、行き先を示してくれる。

　町の向こう。丘陵地帯に、

「あれは……」

　ミトツダイラが、見覚えのある、と言った口調で呟つぶやいた。

「変態が幽閉されていた鉄塔？　よく似てますわね。……もっと大きいようですけど」

「高さは同様に御座るが、幅は四、五倍に御座るな」

　円柱なのだろう。朝日がほぼ正面から当たるため、光が反射し、壁に見える。その周囲には荒れ地が広がるが、

・奥多摩：『陸りく港みなとはありますが、非公式な到着だと判断出来ます。そのまま、あの塔の脇わきに着地致しますので、不備を御理解下さい。──以上』

　充分だ。追っ手が来る可能性も考えると、急ぎで動ける範囲にいた方がいい。そう思っていると、左右の機竜達も加速した。

　行く。その中で、先頭の機竜が言葉を送ってきた。それはノイズ混じりだが、確かに、

『──頼むぞ。我らが目を逸そらしたものを、解放してくれ』
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「よくぞ動いたものだ。大国が組むという、その事を前面に押し出すのは当分先かと思っていたが、存外に機会は来るものだな」

　朝のパブ。朝食の取り合いや、弁当を受け取って走り出す人影の中で、ダッドリーは妖精女王の声を聞いていた。

　ここ『人魚亭』は、元々がジョンソンやシェイクスピア達の入り浸る場所で、彼らの存在が暇ひま潰つぶしに最適と理解した妖精女王が訪ねてくるようになってからは、人魚をレリーフしたローカル貨幣が流通する程の人気場所だ。

　警備や防犯も一時期は考えたものだが、並の者ならば妖精女王を間近に見れば格の違いを無意識に知って頭を下げる。そうではないならば何らかの〝力〟を持つものとしてスカウトだ。

　……人材確保のために民の間に降りるとは、陛下は心のお広い……！

　単に、大騒ぎしても怒られない場所に来たいだけかもしれないが、考えないでおく。

　今は、来る皆が頭を下げ、朝食を摂とり、または出来た弁当を手に出て行く時間帯だ。

　自分達は、昨夜ゆうべからの武蔵むさし勢の騒ぎを地上武蔵の英国外交館から聞き取りつつ、メアリ・スチュアートが武蔵勢とともに三征西班牙トレス・エスパニアに逃れたのを確認した。そして、

「──三征西班牙副会長、現状では、貴様の掌てのひら、というところか」

　通つう神しん用の表示枠サインフレームを、隠す気も無く開いた彼女の視線の先、こちらも寝ていないだろうに、髪など乱れなく整えた眼鏡めがねの女がいた。三征西班牙副会長、フアナは首を横に振り、

「正直を言えば、これは既に私共の制御を離れています」

「では何故なぜ、武蔵勢を匿かくまう？」

「──これと、未来の私達の利益は別だからですよ」

「賢さかしらな答えだ」

　つまり、

「メアリ・スチュアートの事で絡み、アルマダでもまた絡んで来た三征西班牙は、未来の利益のためならば、そういった事を見なかった事にしろと、そう言うのだな？」

「いえ、別に見ていても構いません。──未来の利益はあるのですから」

「──日が沈む国が、別の明かりを見つけたか」

　フ、と笑って言う妖精女王の声に、僅わずかな力を感じる。

　……いいいい、いい事の兆しでしょう！

　ダッドリーとしては、こういう時、妖精女王をどう呼ぼうか考える。陛下！　と呼ぶのもいいし、妖精女王！　と呼ぶのもいい。前者は基本、いつでもオッケーだが、後者は彼女がテンションアゲを望んでいる時に最適。ならば今は後者かもしれないと、そう思うが、

『──新大陸側では新大陸側として、派遣勤務ではない常勤の者達にある程度の自治を任せ、それゆえに〝現地の先住民の教きよう導どう〟として、暫定教導院が出来たものですが』

　三征西班牙トレス・エスパニア副会長が、言葉を作る。

『まさかそれが私達の役に立つ時が来ようとは』

「私は気が短いぞ」

　放たれた言葉に、一瞬だが、パブの中が静まった。彼女の言う事が何を意味するかよりも、人々の〝何かすんのか!?〟という恐れと好奇心と期待感が明らかに皆の動きを止めた。が、王賜剣二型ＥＸ．カリバーンを持ってきていないので倫敦ロンドンの損壊はないわね。セーフ。

　……セーフの基準が甘いわね！

　まあ向こうのテーブルでは、有事の際に菓子折の木箱コンテナを誰だれが持って行くかでポーカーが始まっている。大体ジョンソンが負ける。負けた。ホーキンスはこちらに〝準備完了〟の敬礼を送らなくていい。服を着なさい。

　だが、妖精女王の意図を、相手は正確に読み取った。ゆえに、

『三征西班牙は現状、中立です。武蔵むさし勢を保護したのは、前に取引をしていたからです』

　スタンス表明だ。それも中立を示すものだった。何故なぜかは解わかる。

　……メアリ・スチュアートがいるのだものね。

　武蔵勢の中にいるメアリ・スチュアートは、次期英国王の母だ。

　それを、新大陸行きの道をつけるとはいえ、敵対国が己の内に入れたのだ。三征西班牙が、武蔵勢ごと彼女を人質に取る事も出来れば、英国は〝次期英国王の母を敵国から奪還する〟という名目で乗り込む事も出来る。

　ゆえにここは中立だ。

「Ｔｅｓテスタメント．、──ではこちらからは、武蔵勢の動向を報告するよう、依頼を出そう」

「りょーかいなのー」

　カウンターに並んだ食事を、左から右に、皿全体をスプーンのようにして平らげていたセシルが振り向く。彼女が表示枠サインフレームを開き、それを丸い手で叩たたき、

「よきにはからえ──」

　と、言った瞬間だ。ど、という幾つもの声と共に、カウンターやテーブル、壁の割れ目の陰の隙すき間まからコボルド達が一斉に湧わいた。

　彼らは手紙を頭上に掲げ、外へと走り出す。

　セシルの〝生徒会活動〟だ。各委員会は大忙しとなろう。

　英国は、三征西班牙と敵対中だが、この件においては中立的となる。その上で、

『私達は武蔵勢につきます。が、条件があります』

「いい気の短さだ。条件を言ってみろ」

　Ｔｅｓ．、と、まるで事務方の定型のように、三征西班牙副会長が頷うなずく。

『条件は一つ。──武蔵勢が、羽は柴しば勢に勝利する事です』
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「ならば私は既に武蔵むさし勢の味方だ」

　フ、と妖精女王が小さく笑った。いい声だとダッドリーは思う。妖精女王はノっている、と。今の三征西班牙トレス・エスパニア副会長の言げんに乗ったのだ。

「武蔵勢は羽は柴しば勢に勝利する。これはもう、決まった事だ」

　そうだよ！　と向こうでスクランブルエッグの山をバゲットに挟みながらシェイクスピアが言うが、おとなしく食べるのよ貴女あなた。

　そして妖精女王が、手を伸ばした。コボルドが八体肩車で水の入ったグラスを持ってくる。彼女はそれを手に取り、表示枠サインフレームの西班牙スペイン副会長に鋭い視線を向けた。

「──再戦は近い。間近だ。新大陸にあるものの情報は、やはりカルロス一世関連としてM.H.R.R.神聖ローマ帝国にも伝わっている。それをそちらが引っ張り出せば、当然、M.H.R.R.も動く。

　世界がどのような結果を与えるのか、決定権を持つものの再戦はどうなると思う」

『圧倒的な戦力と、追い詰められた戦力の衝突です』

「しかし私達は〝中立〟だな？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と三征西班牙副会長が頷うなずいた。顔を伏せ、上げる動きの中でだけ、彼女が微笑したのが己には見えた。

　……この女……。

　アルマダ海戦の始まる前、あの艦隊の建造や維持、展開をまとめながら大国家を盛り立て、更には英国に特とく務む達を送ってきた女だ。開戦前夜となる話し合いにおいて、楔くさびのように刺さった言葉があった。

「──三征西班牙副会長」

　妖精女王が言う。

「今回、英国にとって大事なものを、一時なりとも貴様に預けよう。貴様に、だ」

『──Ｔｅｓ．、有り難う御座います。……しかしそれは何故なぜでしょう』

「Ｔｅｓ．、アルマダ開戦の前夜、貴様は英国を救ったからだ」

　ああ、そうだ。妖精女王も憶おぼえている。

「貴様の指示を受けて来たベラスケスがこう言った。確かあれは──」

・よう女：『何だったか。誰だれか私の知っている事を敢あえて答えるがいい。二秒な』

・薬詩人：『Oh！　またＨＮを変えたのだね妖精女王！　まるで羽化する蝶ちようのようだ！』

　ちゃんと答えなかったのでジョンソンの椅い子すの下の床が抜けて、詩人が下に落ちていった。

　シェイクスピアが、ややあってからそこにレタスの芯しんを投げ捨て、手を上げた。

「これ質問の答えじゃなくて疑問だけど、下、何処どこに繫つながってるの？」

「それを考えるのが貴様の仕事だろう、シェイクスピア」

　そっか、とシェイクスピアが頷うなずいたので、この件は終わりになった。そして己は膝ひざをつき、

「──ベラスケスめは、こう言ったのです〝武蔵むさし勢が、犠牲を認めないという方針で三み河かわを抜けてきたならば、英国にも当然そう当たれよ〟と」

「フ、私の記憶の中の台詞せりふより随分と優雅だぞダッドリー。私に合わせたか？」

「いえ、私の記憶のままに御座います、妖精女王」

「Ｔｅｓテスタメント．、優雅な記憶だ。──あの夜をそこから始めて飾り立てるといい、ダッドリー」

　さあ、と妖精女王が言った。表示枠サインフレームに対して言った。

「貴様の指示は武蔵勢を動かし、英国は救われた。──その分を、貴様に預けよう、三征西班牙トレス・エスパニア副会長」

『あれは、偶然でしょう』

　相手が、視線をフラットにして言う。妖精女王からの御褒めをまともに受け取らないのか、それとも、

　……褒められる事に、慣れない者というのはいるのよねえ。

　己がそうだから何となく解わかる。この相手にも、〝褒めて欲しい者〟がいて、その人以外からは如何いかなる賞賛も〝もっと頑張れ〟というものにしかならないのだと。

　だが、妖精女王が小さく笑みを作って言った。

「偶然。いい偶然だ。貴様がその偶然を作ったならば、貴様はまたその偶然を作るだろう。

　条件は武蔵勢か？　ならば今がそうだ。そして私は貴様に望もう。偶然をずっと続けるといい、と。そういう事だ。偶然など、そんな程度の言い訳に過ぎん」

　そして、

「偶然ではなく、必然で、犠牲を認めないという必然で、しかも答えに辿たどり着かないで人に聞くくせに行くところまで行ってしまった馬鹿どもがいる。そいつらを頼む」

　妖精女王が、びしょ濡ぬれになって外から入ってきたジョンソンを一いち瞥べつして言った。

「困った事に、──身内の恥なのだぞ、これは」
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　身内の恥とは、こういう事でしょうか、と誾ぎんは一眠りしてある程度の回復を得た頭で、そう思った。

　今、自分がいるのは、新大陸だ。

　懐かしい、というか、ここから本土に戻って一年程しか経たっていない。

　……政治的に難しい土地です。

　北部は英国、南部は三征西班牙の土地だ。

　緩衝地帯にアメリゴ教きよう導どう院いんという暫定教導院をおいたものの、これは開拓地での西英の衝突を避けるためのものだ。本土側の影響を受けず、寧むしろ本土側からの影響を如何に新大陸で無視するか、という場所で、新大陸の西英勢力は本国への物資や貿易は行うが、本土内の問題を新大陸には持ち込まない、そういうルールが出来ている。

　ゆえにアルマダ海戦も、西英戦争も、新大陸には歴史再現以上の影響を与えず、新大陸では駄竜や過酷環境などの公的災害以外は平和なもので、

「……なのでキャリア積みには最適だったのですが」

　目の前に、階段がある。

　石段だ。やや曲がっているのは、これが塔の形状に合わせてカーブしているからだった。つまり自分達は、塔、それもかなり大きめのものの中にいる。

　階段も広い。横に英国王女がいても、充分立ち回れる広さだ。しかし、

「あの、ラス・カサス先輩」

　と、階段の上を見上げると、それがいた。細身の長身。顔の両横から耳を覆う機殻が伸びているのは長寿族だからだが、彼には一つ、他と違うところがあった。

　上半身裸。いえ、これは総長だともっと凄すごいです。

　奇声。いえ、これも副王だともっと凄いです。

　覆面。ええ、はい。何か赤に黄色の二重太陽です。

　結論を言うと覆面男。彼、ラス・カサスは、上半身裸のＹポーズをとり、

「太陽の使者──！　ラス──！　カサス──！」

「あの、だから先輩」

「何だ貴様ら！」

　覆面がこちらを指差した。

「立たち花ばな・宗むね茂しげ！　立花・誾ぎん！　このラス・カサスの太陽の薫くん陶とうを受けておきながら、本土で極東勢に負けて軍門に降くだるとは！　その根性、この太陽の使者が矯きよう正せいしてくれる！」

・不退転：『自分の教え方が悪いのに強制とか、何か凄いの来たわね、立花・誾』

・未熟者：『凄い！　本場のルチャドールだよ！　まさかここで邂かい逅こう出来るなんて！』

・蜻蛉切：『誾殿の交流関係は凄いで御座るなあ』

　……どれも否定しても無意味なところが辛つらい……！

　まだ疲労で身体からだが満足に動かないというのにこの仕打ち。武蔵むさしは厳しい場所です、とじんわり思うが、ラス・カサスが空気を読まずに階段の向こうに一度下がり、助走をつけ、

「トペ・スイシーダ！」

　砲弾のように頭からこちらに跳んで来た。すると横の英国王女が、こちらに振り向き、

「あの、誾様？」

「あ、避けて大丈夫です」

　言って二人で左右に避ける。後ろの第五特とく務むと第一特務も、その後ろの総長と副王や、浅あさ間ま神社代表と総長の姉も、皆、跳んでいった覆面を避けたが、

「わああムネオさん!?」

　従士の警告と共に、宗むね茂しげへと覆面が直撃した。階段を転がり落ち、数回転の後に着地する彼の前、覆面男がちょっとバランスを崩しながら立ち上がり、

「フハハハハ！　腑ふ抜ぬけたな立たち花ばな・宗茂！　立花の名が泣くぞ！」
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・あさま：『あれ？　ムネオさんなら避けられるんじゃあ……』

・未熟者：『知らないのかい!?　ルチャの世界ではね、掛けられた技は受けないと駄目なんだよ！　相手の力を受け切る！　これが強さの証明なんだ！』

・不退転：『でも副長補佐はルチャの世界の住人じゃないわよね』

・立花嫁：『……いえ、アレは、その、……ラス・カサス先輩にとっては挨あい拶さつ代わりでして。つまり、……その、宗茂様は、コミュ能力が高いので、あの挨拶を素通り出来ないのです』

・銀　狼：『立花・宗茂のコミュ能力の高さが、あの技を受けさせてしまうのですね!?』

・俺　　：『おい、オメエら、ムネオの狂人度アゲるなよ。何か悔しいぞ俺おれ』





●






　ハハハハハ、と笑いながら太陽覆面が階段の上にまで一段抜かしで駆け上がった。そこで一息ついた彼は、もう一度こちらを指さし、

「これで決まりだ！」

　また助走をつけ、跳んだ。誾ぎんはその軌道を読み、

「宗茂様！」

　叫んで振り返った瞬間。階段の下から一つの影が来た。スカートを外した黒の三征西班牙トレス・エスパニア女子制服。しかしストールと鍔つば付き帽子を被かぶった女が走ってきて、宗茂の横で跳躍する。

　足音の無い、静かなステップだった。そう見える一歩は確かに高く、

「────」

　え？　と皆が突然の出現に首を傾かしげた直後。黒制服の女が、空中でラス・カサスの首を右肩で担ぐように捉とらえた。

　そのまま垂直落下。階段に震脚状態で落ちた衝撃が、全身から、かち上げた肩に行った。

　そこに抱えられていた覆面の首は、衝撃を彼女の肩から直撃され、全身がバウンドし、

「……!!」

　覆面姿が階段に転がり、横倒しに動かなくなった。

　広い石段の上、全ての動きを止めた中心にて、黒尽くめの女が顔を上げた。

　彼女もまた、顔を隠していた。鍔付き帽子の下、黒のレースを重ね、口元だけを見せた女が、紅を引いてなければ真っ白いばかりの肌を笑みの形にする。

「ようこそ、この大狂の塔へ。私がフアナ、そう、つまりは──」

　ストールをマントのように翻ひるがえし、胸に手を当て、彼女が言った。

「無敗の三征西班牙トレス・エスパニア王座チャンピオン、〝狂女王〟フアナとは私の事ですよ」
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　さあ、と大フアナが階段を音も無く上がっていくのを、メアリは見送りそうになった。

　衣装は濃いのに気配が薄い。

　否、動きが洗練されている事もだが、その行き過ぎで意思が見えないのだ。

　単なる呼吸のように身動きが為なされ、後ろのミトツダイラも気付いたように、

「──え、ええと、行きますわよ？　我が王」

　頷うなずき、階段を上がっていく。そこで気付くのは、自分達の物音の大きさだ。それなりに皆、訓練を積んでいるだろうに、大フアナの挙動との差を感じさせられる。

　……この方は──。

「既に死んでいますよ。私はね」

　こちらの疑問を当然とするように、大フアナが言った。

「いられるのは、この塔のみ。私をつなぎ止めているのは、私がまだ〝王位を持っている〟と信じる事と、幾つかの事。──その一つを、解きに来たのでしょう？」

「Ｊｕｄジヤツジ．。……私の母や父達に関わる事を、知りに来たのです」

　言うと、大フアナが足を止めた。振り向いて、

「──何と、サー・デイルが、私に生者を送って来たのは、そういう事」

　気付くと目の前に大フアナがいた。

　だがこの存在は、そういうものだ。精霊とは常に傍そばにいる。背後で点てん蔵ぞうが身動きを取ろうとするのを手で制し、自分は一歩を踏み出す。こちらを覗のぞき込もうとする黒のレースの重なりに対し、自ら当たりに行くようにして、階段を上り切る。すると、大フアナが言った。

「──アンとヘンリーの子」

「もう一人、キャサリンの子でもあると、そう自負しています」

「素晴らしい」

　口紅の色が笑みを作る。そして眼前が黒になった。大フアナが、裏返るようにして背を向けたのだ。彼女は香の匂においを散らしながら前へ行く。確かそこは踊り場で、また上りが続いているかと思えば、

「ここは遙かな遺跡の上に建てられた幽閉の場。過去しか無い場。そこに今から未来へ繫つながる者達を収めるのには無理があります。──だから」

　言葉と共に、周囲の風景が変わった。

　闇やみだ。

　漆しつ黒こくの、落下感のある暗さが、知覚の全域を包んだのだ。





●






　異質を感じ取ったのは、鈴すずだった。

　……何、これ。

　自分の知覚能力には、それなりの自信を持っている。が、ここは違った。

「違う……？」

　言う声が実感出来ない。口を動かして告げたのに、自分の耳にも聞こえないし、喉のどからの反響も感じられないのだ。だが、

　……あ。

　音が無い、というだけではない。気付けば、熱も感じないし、触感も、空気から得られるであろう僅わずかな匂においや味覚も無い。

　普通、〝無〟というものには感覚があると、己はそう思っている。

　外界の影響を遮断して〝無〟を作っても、それを受ける自分がいるからだ。

　そして自分の影響を乖かい離りさせる術式を使っても、〝無くなった〟感覚は残る。

　多くの場合、外界の影響を遮断した〝無〟は、乾いた舌に触れたような感触に近い。これは自分の身体からだ、特に皮膚感覚が鋭敏になり、フィードバックしてくるからだろう。

　一方、自分の影響を乖離した場合は、何か大きな袋を抱えたような感覚が来る。その袋の中にあるものが、袋の素材を通じて、存在だけ解わかるようなフィードバックだ。

　しかし今は違った。

　舌触りでも、袋でもない。

　墨だ、と己は思った。

　透明でも、澄んでもいないけど、何の粒子も残らない墨。その中に沈んで染まっていく。

　……わあ。

　怖いかと思えば、そうではない。息が詰まる感覚が無いからだ。

　息もしなくていい、そう思えるこれは、

「ああ」

　自分は気付いた。これはきっと〝死〟なのだ、と。何故なぜそんな状況になったのかは解らないが、しかし、

『問います』

　大フアナの声が聞こえた。

　ここはきっと彼女の場所。死を抱えて生きている彼女の〝幽閉〟。そこに来た自分達生者に、狂った女王が問うのだ。その内容は、

『──公主の名前を答えなさい。これもうテストですからね？』
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　は？　とネシンバラは思った。公主の名前など、大体解わかっているのだ。だけど、

「貴女あなたに教えて貰もらう、というのは駄目かな？」

『残念ですけど、私が貴方あなた達に教えるのは、この後なのですよ。──だからこれは、貴方達が私の授業を聞く価値があるか、その入試です』

　成程なあ、と己は思った。なかなかどうして、教員というのは厳しい。

　……というか、大フアナ、教員か！

「貴女は、元から教員だったのかい？」

『？　──いえ、元は学生でしたよ。ただ、私が王位を継承し、しかし狂っているから政治は行わない、という歴史再現があったじゃありませんか。それなのに私を政治的に扱おうとする連中が後を絶たないので、襲しゆう名めい者のまま教員になったのですよ。

　これで、学生権力からは逸脱、この塔を貰もらって、好きに研究に没頭出来ると喜んだのです』

「研究？」

　問うた言葉に、ええ、と大フアナの声が耳元に来た。

　囁ささやくように、狂女が後ろから言う。

『末まつ世せの解決ですよ。──教員こそがするべきじゃあありませんか、その解決は』
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「これから授業を始めまアアアアアアアアアアアアアアアアアアす!!」

　ホライゾンが叫ぶと、反応があった。

　大フアナだ。彼女は、こちらからどことなく離れた位置で軽く笑ったのだ。

　そして静かに、息をついてこう述べた。

『──懐かしい』
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　さて、とノリキは考えた。

　……俺おれもあんまり頭はよくないが、それでも解る事はあるな！

　だから考えるまでもなく、これは言える。

「答えは〝運命〟じゃないよな!?」

　公主の名前は、そうじゃない。それは俺にも解る事だ。すると、

『ほう、何故なぜ、そう思うのです？』

「だって、アンタ達の遣り取りの中に、〝運命〟となる暗号は無かったからな！」

　俺には解る。

「アンタ達、公主と友達になろうとしたんだろ!?」

　昔の俺おれには解わからなかった。それは〝付き合い〟だと、そう思っていた。貸し借りとは別の、しかし〝付き合い〟の長さによる関係があるのだと、そんな風に思っていた。

　だが、いろいろなものから解放され、伴はん侶りよを得て、気付いた。

　難しいものよりも、もっと、解りやすいものがあるのだと。

　アルマダの頃ころ、トーリと拳こぶしをぶつけ合って出陣したが、あれはそれだった。

　義務や、なすべき事よりも、もっと簡単な事。今なら素直に言える事。

「──友達になろうとしたヤツの名を呼ばないなんて、おかしいぜ！」

　ノリキ。乗のり姫き。漢字で書けば、女みたいな名前だ。

　だから嫌な名前で、カナで書く。

　そして己は無ぶ愛あい想そで。喧けん嘩かもするし、貧しいから働いてばかりだ。

　だけど皆は、そこから来るような字名アーバンネームを俺につけず、カナで呼んだ。自分がどれだけ皆から離れかけても、名前で呼んだ。煩わずらわしいとも思ったが、乗姫ではないのだ。そこに救われている気も確かにした。

　……そうだよな！

　己が解放されたのは、小お田だ原わらだった。因縁に決着し、重荷を捨てた。妹や弟達も仕事に出られる年齢となっていて、更に身軽になった。

　それでも皆は、己をノリキと呼ぶ。

　漢字ではない。カナだ。当然だ。もうその漢字の意味は無くなったのだ。

　だけどどうだろうか。

　自分は変わった。そう思う。だけど皆はこちらをノリキと呼ぶ。

　変わらない。例え自分がどうであっても、皆はこちらの扱いを変えなかった。

　それに気付かぬ己ではない。

　だから自分は安あん堵どする。かつての自分と今の自分を、皆が同じとして見てくれるならば、安心して身軽になろうと。そして、

「同じだ」

　己は言う。

「運命は自殺しようとしていた。素直なヤツだ。真ま面じ目めで、他人の事を考えているヤツだ。だから損をして、自分を追い詰め、死のうと思ったんだ。

　それを〝運命〟だなんて言いたくないヤツらが集まったんだ」

　だから、

「〝運命〟だなんて呼ばなかったろう。そいつの事をそのまま示し、しかし祝福された名前をつけて呼んだだろう」

『それが何か、解りますか？』

「俺おれには解わからないな！」

　俺にはそこまでだ。だけど解るのだ。

「俺の事を解っていたんだ、皆。──だから、このくらいは解るぞ！　絶対だ！」
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　正まさ純ずみは考えた。かつて聞いた情報を、頭の中に再起する。

　……公主について、か。

　言葉遊びなのだと、そう聞いた。そうだ、ノヴゴロドにて、消される直前のオラニエ公が全裸になりながらそう言ったのだ。全裸はどうでもいい。インパクトの強い部分が記憶に残りやすいだけだ。大事なのはここだ。

「──言葉遊びの囚とらわれ、か」
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　だとすると、公主という言葉自体に遊びがあるんですね、とアデーレは思った。

　何だろう。公主という言葉から思いつくのは、

「絞首刑……！」

『────』

　あっ、沈黙キツイ！　キツイです！

　とりあえずコレではないらしいが、だとすると、他の遊びはあるだろうか。否、

　……もっとヒントが、あった筈はずですよね。
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　直なお政まさが見当をつけていたのは、小お田だ原わらの遺跡だった。

　勘では無い。ここにいないナイトとナルゼが情報を出すとしたらどうだろうさ、と、そこからの記録や、自分の見たものを思案したのだ。

　天井にレリーフが有り、ナルゼの解析によって、そこには顔の無い赤あか子ごの絵と、祝福をする皆が彫られていた事が解ったのだ。

　赤子に、祝福か、と己は思った。

　特に前者が大事だ。〝運命〟とは、つまり、人格を与えられた時に〝産まれた〟という、そんな解釈を与えられていたのだ。この事を知っている人々が〝運命〟に名前をつけようとした場合、どういうものを与えるか。

「やはり、祝福か」

　ここでこの要素が来る。

　どのような祝福の名前を、人は〝運命〟に与えるのだろうか。
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　ハッサンは思った。名前を思った。

　……カレーですネー。

　しかしカレーは神の祝福を受けた食べ物の名前。人の名につけるものではない。本場の印イン度ドでは数百種類にも及ぶが、これらの名前が候補から除外されるのは、大きな前進だろう。

「つまり勝ちが見えましたネー」
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　メアリは、母達の事を想起した。恐らく、この場所には多くの教きよう譜ふや種族の者が、無む造ぞう作さに集められたのだろうが、祝福という言葉が引っかかる。それは、原始的であろうと現代的であろうと、教譜的な考え方なのだ。

　だが、〝運命〟が産まれて、祝福を与えられる光景を想像した時、己は気付いた。

　……あら？

　おかしい事があるのだ。

　何故なぜなら運命は〝産まれ〟ていない。母や、擬似的な母体を通してもいないのだ。

　人格を付与された事、それを〝産まれた〟とされている。だとすれば、

「────」

　自分は、この感覚の無い世界で、しかし事実に気付いた。ここにかつていた父や母達が、どのような思いで、〝運命〟に名前を与えようとしていたかを、だ。
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　過去の事を丁寧に追う事で、一つの事実を信じた者がいる。

　浅あさ間まだ。

　……多分、これが大事です。

　大事と言える根拠はある。それはかつて、IZUMOからマクデブルクに渡る途中の事。夜半の会議で壁面土下座と真空土下座の戦いを見た後で、アンヌの走徒マウスであったマザランが、ある情報を教えてくれたのだ。

　それは、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの会計であったリシュリューが、公主隠しに遭う前に残した言葉。

「公主には親がいる」

　リシュリューは、極東人だった。

　……ああ、全く……！

　何故、今まで、この事に気付かなかったのだろうか。

　公主は、母から産まれていないのだ。それなのに何故、この教室にいた筈はずのリシュリューは「親がいる」と言ったのか。

　リシュリューは極東人だった。ならば、

「これは〝親が居る〟じゃないんです」

　読み方が違った。

「公主には親が要る」

　そう。公主には親が必要だった。己はそう思った。これが大事なのだと。
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　……何処いずこの時代でも同じで御座ろうなあ。

〝運命〟を名付けようとした者達は、きっと、その友人になろうとして、気付いたのだ。

　親が要る、と。

　それがどのような事かは解わからないが、点てん蔵ぞうとしては、思う相手が居る。

　清きよ正まさの事だった。

　何とも未来の自分は、考え過ぎていたのだろう。切せつ羽ぱ詰つまった時の判断こそ間違える。

　自分達の子は、次期英国王だ。が、歴史再現が正しく行われるならば、その子、ジェームズ一世は、政治に失敗し、その子は、王を継ぎ、しかし革命にて処刑をされる。

　……祝福で御座るか。

　清正の事を、〝襲しゆう名めい〟という名付けでは祝福してやれない。そんな事を思いつつ、それゆえに自分は考えた。

　……最も、祝福されるべき名とは、何で御座ろうか。
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　……トメイトゥ……！

　二ふた代よは片っ端から考えて、イケそうだと感じたら答えようと思った。そして思案し、

　……竹ちく輪わ、半はん片ぺん、ガンモ、竹ちく輪わ麩ぶ、蒟こん蒻にやく、厚揚げ、おっと辛から子しも必要で御座るな……！

　新大陸の空で身体からだがチョイと冷えたのだろうか。多分コレではないで御座るな。
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　誾ぎんは明らかに本ほん多だ・二代が間違った事を考えているでしょうね、と確信していた。

　だが、元旧派カトリツクとして、こう思うのだ。

　……母無き子、としての祝福を、母ある子に置き換えた場合、どうなるのでしょうか。
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　成なる実みは、似たような存在を知っている。政まさ宗むねだ。彼もまた、歴史再現を重ねられるために産まれたようなもので、与えられる名が決まっていたと、そう言えよう。

　先に母ありか、または、先に子ありなのか、どちらなのだろうか。
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　旧派カトリツクの問題であろうな、そう決めた、と、ウルキアガは思考を単純にする。

　この問題は、きっと、簡単な事だ。

〝運命〟は母無き子であった。旧派で言うならば、人類の始祖と言えるだろう。アダムとイヴと言うのが良いかもしれないが、しかし、〝運命〟は一人なのだ。

　パートナーとして、アダム、またはイヴを与えようというなら解わかるが、〝母が要る〟のだ。これはどういう事かといえば、

　……〝運命〟は、人類の始祖というような扱いは受けなかった。

　旧派として考えるならば、子供の名前の大半は聖者由来だ。

　だとすれば、〝母が要る〟聖者とは、誰だれだろうか。
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　宗むね茂しげは、〝母が要る〟事と〝母がある〟事を思った。そして気付いたのは、

「……最終的には、〝母がある〟になったと、考えていいのでしょうか」

　だとすればこれは〝母を得た〟のではないだろうか。
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　最大限の祝福、という言葉を御お広ひろ敷しきは思った。

〝運命〟が人格を与えられたのは相当の昔だが、その時は〝概念的若い生命〟だったのだ。

　素晴らしい。だが、祝福の名は世界中に幾つもあるが、〝母を得た〟名とは何だ。

　そんな名前があったでしょうかね、と思い、ふと、逆を感じた。

「父が居ない、という事ですか」
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　東あずまとしては、何か場違いなところでスゴい事になった、という感想だった。

　ただ、与えられた質問を、自分なりに考えてみて思った事がある。今、恐らく腕の中で抱いている筈の少女の物言いだ。

「ぱぱがいて、ままがいないんだ……」

　そうだ。公主には父が居ない。恐らくは何らかの理由で不要と判断されたのだ。

　だとしたら、どうなのだろうか。

　そのような条件が該当する名前とは、何だろうか
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　……母無き子に、母を与える。

　ミトツダイラはそこまで思い、両親の事を考えた。

　人狼ルウガルウを初めとする精霊系の種族は、母だけで子を成す事が可能だ。

　それは父無き子を産む事。現象としてはどういう事かと言えば、

「処女懐胎ですわよね……」

　聖者というか、それに該当する存在は、いる。

　元旧派カトリツクの自分にとっては、馴な染じみ深い名前だ。

　神の子。その名前は、英国語の発音では「はい」という了承の意味となる。

「ですけど、これがどうして、〝公主〟になりますの？」
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「愚弟──？　そろそろネタ言ったら？　──私、この番組飽きちゃったのよね」
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「ああ、簡単だろ？　ホライゾンの極ごく道どう親父おやじが〝傀儡男イエスマン〟でイエスマンな？

　つまり素直な男って事だけど、それは首を下に振るってこった」

　つまり、

「首を下に振るのを〝首しゆ肯こう〟って言うだろ？　バレねえように逆さまにしたら〝肯首〟だろ？

　つまんねえ──！　頭のいい連中が考えるギャグってこれだから[image: ]」

　結論は、こうだ。

「素直で、人の事を思って、自分から損するヤツに最大の祝福の名前を与える。

　だけどそんなヤツだ、表だって仰ぎよう々ぎようしい名前をつけられたら照れて断るよな。もしくは何かソイツに気付かれちゃいけねえ理由があった。

　だから判じた。〝首肯〟を〝公主〟にした。ひょっとしたら黎れい明めいの時代からあったネタなのかもしれねえけど、ここで正式決定。そういう事なんだろ」
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「ははははは！　そうか！　流石さすがは元もと信のぶ公達、世界のエリートだな！　こんな痛快なネタを仕込むとは！　私もこのレベルを目指そう……！」
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　大フアナは、連中の物言いにちょっと迷ったけど、良しとした。
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　視界が開けた。

　来ていた皆、それぞれが見たのは、自分達が板張りの床上に立っている光景だった。

　円形教室だ。

　直径十五メートル程の、まとまった空間。広いと言えば広い。狭いと言えば狭いとも言えるのは、中に机が散らばっているからだろう。

　約三十人分の机と椅い子す。そして奥に教壇があり、

「ここは──」

　正まさ純ずみが一歩を前に出た時、後ろからトーリが動いた。正純の真似まねで、

「ここはァ──」

　ホライゾンも続いた。

「ココハァ──！」

　喜き美みも続き、ノリキや、戸惑った上でメアリも続いた。皆が続いた。連帯感の発揮であった。しかし先頭の正純は、歯を剝むいて、

「お前ら……!!」

「静かになさい！　静かに！」

　大フアナが教卓を両手で叩たたくので、皆が口を噤つぐむ。そして大フアナが腰に手を当て、

「狂人に[image: ]しからせない！　解わかりましたね！」

「Ｊｕジヤツ──────ｄジ．」

　という返答の後、で、と言ったのは点てん蔵ぞうだった。彼は手を上げ、

「ここが、……その場所で御座るか？」
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　Ｔｅｓテスタメント．、と大フアナは頷うなずいた。成程、この子達が、次代であるのですね、と。

　ならば伝えるべきだろう。答えも先程、自ら導いたのだ。

「──ここは〝幽閉〟の場所。世界の何処どこにも無い教きよう導どう院いんと言われているようですが、元々は重要物や人材を安全に確保する場所で、重奏統合争乱の直後、用意されたのです。

　そこを、私が末まつ世せを研究するために得たのですよ」

　懐かしい話だ。自分が来た時にはもう放棄と封印をされていて、解除するには一苦労だった。正気を保っていては出来ないレベルの術式が必要だったのは、建造された場所が天あま津つ乞ごい神しん令れい教導院の跡地である事にも拠よるだろう。ここを安全の場とする加護があったのだ。

「──聖せい譜ふ記述が関わるならば運命が関与している事は当然。ならば運命から隔絶出来るようなシステムを作りました。……完成形が〝花園アヴアロン〟として外で研究されて行きますけれどね」

　しかし、と己は言った。教卓を一回軽く叩たたき、

「不法に私の研究を外に持ち出し、来きたる末まつ世せを解決しようとする者達が出ました。

　彼らは運命を〝捉とらえる〟事で、その流体的な個性から、これ以上の希薄化に向けた変動が起きないよう、封印を掛けようとしたのです。そのシステムは止められたものの、研究結果が作られた事はもうどうしようもない。それが何か、解わかりますか」

「島しま原ばらさね？」

　義腕の少女の言葉に、自分は頷うなずく。するとこちらの声を待たず、彼女が言った。

「島原の乱らんにて、四し聖せいは生まれ、しかし各地に散った。──四聖のあの技術は、運命を封じるためのものだった、という事さね？」

「この世の構成要素。それを司つかさどる存在を作り、その総力から運命に繫つながろうとしたのです。ただこれは、要素がまだ足りない。熟考が未完全だったのです。だから取りやめとなりましたが、それが〝力〟として欲されるのは確実。──ゆえに欧州から持ち出し、旧派カトリツクにとっては害となる場で処分しようとしたところ、私達は出会いました」

　それが、

「織お田だ・信のぶ秀ひでや、松まつ平だいら・元もと信のぶという人材と、ね」







[image: 第六十七章『関係の関係者』]
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「禊祓みそぎですね……」

　という浅あさ間まの言葉に、ミトツダイラは頷うなずいた。

「穢けがれあるものを、害のある場を通す事で浄化したとする。……元もと信のぶ公達は、島しま原ばらを通していろいろな技術を獲得すると共に、貴女あなたと繫つながりましたのね」

「信のぶ秀ひでが公主隠しにあったため、元信は安全に授業出来る場所として、ここを選びました。

　後は大体知っての通り、……そう思いますか？」

「いえ」

　自分は首を横に振った。これは、正まさ純ずみやメアリも同じだった。しかし、

「……ええと、ホライゾン？」

　呼びかけると、ホライゾンが首を傾かしげた。

「何か？」

「いえ、あの、……ノヴゴロドで、ホライゾンの背後にも公主隠しの紋章出ましたよね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ありましたねえ、そんな事。あれが何か？」

　ちらりと視線を向けると、大フアナが両手で己を扇ぐようにカモンカモンとやっている。だから自分は、私が言う事でしょうかね……、と内心で首を傾げつつ、

「あの時、紋章出た人は、多分、親がここに来ていたんです」

　言って、数秒。ホライゾンが、自分の手を、軽く握った手で一つ打って、

「成程！　アレはそういう伏線だったのですね！」

「伏線」

　いやいやまあまあ、とホライゾンが両の掌てのひらをこちらに向けた。そして彼女は、大フアナの方を向くと右手を挙げ、

「──では、チンプンカンプンなので、説明宜しく御願い致します」

　大フアナが、落ち着いているように見えて、一回爪つめで教卓を短く搔かいたのを自分は見逃しませんでした。ええ。
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　湧わく、というよりも、移る、という感覚だった。

　メアリが理解したのは、木と泥の匂におい。懐かしいと感じたのは、これが欧州にはよくあるものだったからだ。

　屋内。土足で上がる文化なら、何処どこででもあった匂いだ。

　そして人影が来て、

　……あ。

　母達だ。記憶にはない、肖像画などの存在であった彼女達が、いる。

　自分達と同年代くらいで、他の学生達、幾つもの国の制服姿と共に話し、椅い子すに着き、授業を受けている。

　それはこの場所で、教卓の方を向きながらもばらばらな配置の机で、教卓には、若い眼鏡めがねの青年と、今と変わらぬ大フアナが立ち、時折に他の学生や母達も立ち、

「……つまり、今、私が見ているのは──」

　過去だ。〝幽閉〟されていたものが、恐らく、自分達を介して〝開いた〟のだ。

　気付けば己は、当時を見ていた。
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　過去の事例を学び、皆は二派に分かれた。

　一つは、織お田だ・信のぶ秀ひでが研究をしていた、運命の人格消去方法を推す派。

　もう一つは、その事は気付かれているのだから、運命との関係を修復しようとする派だ。

　話し合いの結果、前者は一度きりの施策であり、準備さえ出来ていれば何時いつでも出来るのだと、結論された。

　だから合流した皆は考えた。運命と友好関係を得るには、どうしたらいいかと。

　運命へのアクセス方法は、松まつ平だいら・元もと信のぶが有していた。原始的、というよりも、いろいろ足りないものであったが、二に境きよう紋もんそれ自体を交流の手て筈はずとする事で、応答が出来たのだ。

　二境紋は、対象を運命の流体に飲み込む入口。

　この教室は〝幽閉〟であるため、外界では不可能な拒否が可能だった。

　初め、拒否されて、運命は怒りを得た、と皆は考えた。二境紋の頻度が上がったからだ。ただ、こちらがそれを真似まね、元信の持つ正規の方法ではなく、〝幽閉〟の境界を持って運命にアクセスを仕掛けた時、相手は明らかに怯おびえた。

　二境紋によるアプローチが途絶えたのだ。

　見知らぬ方法でいきなり触れられた。その事について、

「驚かせてしまった」

　よくある事だ、と皆が頷うなずき、何人かは、自分もこういう事があったと言い、また何人かは、今も自分はそうだよ、と言って、運命への同情を見せた。

　ある夜だった。

　一人の少女が、それを見た。

　明かりの消えた教室に、忘れ物を取りに行ったのだ。それは友人に見せびらかしていた指輪で、自分の指を飾るというより、閉へい塞そく的な場所となるであろうここに、ちょっと異質なものを持ち込んで気晴らしとしていた、というものだった。

　だからそんな自分を「馬鹿ですよね」と笑いながら、しかし友人達と、その指輪一つでどれだけでも盛り上がれたのだ。

　姫がいた。貴族がいた。市民も、村人もいた。年齢としても離れた者達がいたために、既婚の者もいた。彼女達は「自分が指輪を受け取る時は」「私がこういうものを身につけた時は」と語り、笑って、皆が連帯感を強くした。

　一度それが盗まれた時がある。大体、誰だれがしたのかは解わかっていたが、持ち主は笑っていた。仕打ちを考えるでもなく、

「いいんですよ。──ああいうのがないと、耐えられない事もあるのだから。そういう人の守りとなればいいの」

　そう言った翌日に、指輪は机の上に置かれ、少女は後で盗んだ本人から謝られ、しかし彼女を抱きしめ、その指輪を相手の指に収めた。

　結局それは受け取られなかったものの、以後、この指輪は女子の象徴となった。

　この〝幽閉〟の場における、贅ぜい沢たく品だった。

　何故なぜかそれが、また、机の上にあった。

　盗まれた訳ではない。謝る流れももはやない。ただ忘れたのに、そうされたのだ。

　運命が〝来た〟のだった。

　翌朝から議論となった。

　勘違いや間違い、誰かの仕業というものを調べあげ、否定し、最終的に大フアナがこのように結論をした。

「運命は、人格を有した時、擬似的な〝関係〟先へのアクセス方法を獲かく得とくしている」

　運命がどうやってこちらを認識しているのか。それは世界の全ての関係と浸透的にリンクしているからだと推測されていたが、一歩進み、人のようなアプローチも可能なのだと、そういう判断がされたのだ。

　恐らく、運命は、この世界に対し、人のようにも触れる事が出来れば、犬や猫や、海や風のように触れる事も出来る。

　指輪が置かれていたのは、恐らく、運命にとって、急に構われなくなった自分の関係先で、幾つかの関係が集団を作り、その関係を深くしていたからだろう。

「運命は、ここに、〝死〟を見なかったのでしょう」

　一人の女性の言葉に、皆が頷うなずいた。そして気付いたのは、

「運命は、きっと私達ではなく、私達の〝関係〟を見ている。だから指輪を〝関係を生んで変化させたもの〟として、確かめに来たが、それが単体では何も起こさないから、解らなくなって、置いていったのだと思う」

　ならばどうすればいい。

「運命に、私達の事を気付かせればいい。──私達が関係を生み、変化させる存在なのだと気付かせればいい」

　この事には、反論があった。

「既に運命は人類の事を気付いているだろう。だから人類への強制的な死や、損失によって疲ひ弊へいしたのだ。今から私達が関係の生産者だと気付かせるのは無意味だと思う」

　その物言いには、横に座っていた相方とも言える男が手を上げた。

「私達が私達をこうして見ているのは、この〝界〟にて、流体が私達の〝型〟に収まっているからそう認識出来ているのだ。運命は、この〝型〟よりも上位の存在で、彼にとって、全ては流体もしくは地脈として見えている筈はずだ」

「聞こう、カルロス」

「Ｔｅｓテスタメント．、──この場合、私達の死は、彼にとっては自分の一部が勝手に終わる事となる。だが〝型〟がなくても、悲鳴は聞こえる。意味が解わかるか？」

「私達は木しか見えない。運命は森しか見えない。──しかし私達が倒木に潰つぶされる人の悲鳴を聞く時、運命は森から響く悲鳴を聞く。そういう事か」

「レベルは違うが、運命は上位であるからこそ、不確かながらに全ての悲鳴を聞くのだ」

　そして、

「運命は、内だい裏りからのアクセスによって、その悲鳴を強制された。

　自分がいるからこそ、何かが死んでいく。自分が解らぬままに何かを殺している。

　そんな恐怖心が常に有り続ける生活を、想像出来るか皆」
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「じゃあどうしましょう」

　という指輪の少女の声を、皆が聞いた。

　ミトツダイラは、彼らの中に気付かれず混じったようになりながら、ある事に気付いた。それは今、彼女達が話し合っている事とは、別の事だった。

　指輪の少女が、ホライゾンに似ているのだ。ならば、

「ホライゾン」

　聞こえているだろう、と、そう思いながら、己は言う。

「貴女あなたの自動人形としての魂は、喉のどにありましたのよね？　そしてその形は──」

　言う。

「技師の話では〝装飾品〟との事でしたわ」

　喉に収まるサイズの装飾品とは何か。その答えを見ていると思うのは早計だろうか。だが教卓に立った眼鏡めがねの青年が、彼女にこう問うた。

「君はどう思うかな？　〝指輪〟の君」

「そうですね。……ちょっと触れられた事で、初めて自分の〝外〟を自覚した子が、何かを悟りつつあるのだと思います。今まで、自分が聴いていた悲鳴の正体が何かと言う事と、悲鳴ではない別のものがあるのだと、そういう事を」

　だから、と彼女は指輪を掲げた。

「──教きよう導どう院いんに余計なものを持ち込むのって、素敵ですね」
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　アデーレは呟つぶやいた。

「……ホライゾン副王のお母かあさんって、……奇声あげないんですね」

　頭を叩たたいてきた硬い感触は第六特とく務むの義腕。
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　初めは、合図だった。

　定期的に〝幽閉〟の技術を使い、運命をノックする。

　言葉ではない。では何だろう、という皆の問いかけに、喜き美みは応じた。

「鼓動よ。──運命の人格は人工だもの。その思考は鼓動持つ人のあり方がベース。それを伝える事で、運命の人格を〝人〟に固定する意味も持つわ」

　返答があったのは、一週間の後だった。夜の回でそれが来た。

　皆は色めき立ったが、まずは固定化する事が大事だ。

　応じる。すると返答はなかったが、また三日後に来た。

　そこからは毎回だった。

　幾度目かの後、ノックを二回に分けた。

　初めはついて来られなかったが、五、六回目でついてきた。

　だから次は回数を変えて、戻す。するとそれにもついてきた。ならば、と男子勢が提案したのは、図形を教える事だった。

「二に境きよう紋もんが、運命の描いているものなのか、そういう現象なのかは解わからない。が、お互いの境界を開ける〝切断〟を利用して、図形は描ける筈はずだ」

「じゃあ、指輪で行って。──二境紋の図形にも近いし、この子が興味を持ったものなのよ」

　既に皆、〝この子〟だった。

　図形を描く。初め、穴を開けられるとでも思ったのだろうか。応答自体がなくなった。ただ、鼓動のステップを続け、数日、アタックの時間にそれを続けたら、ついてきた。

　円だった。

「あ」

　気付くと、〝その子〟は幾つも円を描く。指輪なのか、そういう形が好きなのか。

「じゃあ円を肯定として、否定を教えよう。意思疎通が出来るようになるために」

「×は駄目だ。円が一画なのに二画となる。統一性に気を遣おう」

　なので二に境きよう紋もんの由来として、否定は横一直線とした。

　鼓動のノックを行い、上手うまく行ったら○、出来が悪かったら│を描く。

　○を描くと、その子は喜び、○を幾つも描いてくる。│を送ると、不満なのか○を描いてくるので、それに│を与えて否定とする。

　遣り取りは、ほんの数分。一日に四回程だが、予約待ちが出来る程だった。皆、自分達が世界の重要事に関わり、成功しつつあるという思いを得ていたのだ。

　気付けば二境紋が発生しなくなっていた。

「多分、二境紋が〝否定された円〟だと認識されたからだ」

　そこからは、しかし、問題だった。運命とのコミュニケーションが複雑になるにつれ、場を作るための結界の構築難度も上がり、また、

「文字を教えるにはどうしたらいい」

　という、次のステップとしては最大の問題にぶつかっていたのだ。

　これはもう記号とは違う。しかも、音は向こうに伝えられていない。純粋に、文字をどうやったら伝えられるのか。

　この頃ころ、指輪の少女は女子のまとめ役から、全体の代表とりまとめになっていた。位階も持たない身分だったが、だからこそ、ここの卒業後に政治や経済に関わる事もない。そんな少々小こ狡ずるい保身からも得た位置を、彼女は自らも解わかっている事と甘受していたが、だがそれ以上に、誰だれもが気遣っているものがあった。

　彼女が、教卓に立つ彼に持つ好意だ。

　恐らくはお互いがそうだろう。しかし相手は後の極東の覇は権けんを、極東側として持つ身。無責任な応援や茶化しも出来ない代わりに、その想おもいをただ隠す彼女の味方に皆がついた。

　そしてある時、新入生が来た。

　言語や、流体に詳しい逸材だという。やはり身分のないところからの出身で、彼女は車椅い子すを自ら手た繰ぐって教室に入ると、頭を下げてこう言った。

「ミリアム。──宜しくね」
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「ミリアム……!?」

　東あずまは息を詰め、教卓の脇わきから自分に与えられた机に向かう彼女を見た。

　抱えている少女も、こちらの手をほどいて床に降り、

『ママ……！』

　駆け寄る。が、抱きつく事が出来ない。

　少女は前に転び、過去のミリアムは気付かない。

『ママ……!!』

　少女が何度も、何度もミリアムに触れようとする。その膝ひざに乗ろうとする。だが、

「先生」

　ミリアムが、皆の視線を浴びながら、物もの怖おじせずにこう言った。

「授業を始めて。私に何が足りないか、早く知りたいの」





●






　メアリは、凄すごい、と感想した。

　母達の術式や結界の技術力や根本的な力量もだが、チームワークだ。運命とのコミュニケーションには結界と、運命のいる〝界〟との境界操作を必要とした上で、更には言語的な遣り取りの理解度を確認する能もいる。また、生徒の多くが各国のVIPクラスであるため、遣り取りの調整や外界の情報を皆で仕入れる時間も必要なのだ。

　結界は自分の母達が主に担当した。父は術式が苦手だったかと思えば、知識と発想が豊富で、ともすれば力と格式、習慣に流され掛ける母達を上手うまく導く。見ているとキャサリンに対してカルロス一世は秘める想おもいがあるようで、もしそれが成就していたら自分達の運命も大きく変わっていたろうと、そう思う。

　そして言語的な遣り取りを術式と共に進めて行くのは浅あさ間まの母だ。一目で、似ている、と思える彼女は、ノック回数の打ち方など、舞のセンスで調整し、円を描くのにもリズムを乗せて制御していた。

　興味深いのは、極東出身の少女が一人、皆の補助として走り回っていた事だ。同じ極東出身の男子、これは小等部くらいの二人をきびきび使って、外における各国の状況などをまとめ、定期的な授業で各員の母国がどうなっているかを伝えていた。

　……ああ、この人が──。

　きっと、正まさ純ずみの母なのだ。時折に流体関係で母達が緊急にヘルプを呼んだ時、

「私、流体槽じゃないんだからな!?」

「貴女あなたが流体槽だったら常備してますよ！　安心して下さい！」

　などと酷ひどいやりとりもあって親の事ながらすまなく思う。

　ただ、見れば、懐かしい顔もある。ターバンにジャージ姿の光みつ秀ひでは浅間の母の班にいたし、全裸の少年が流体関係の純度を高める術式を研究していた。それらの、採算度外視な何もかもを計上しているのは極東系の少年で、誰だれも彼もが忙しく、しかし充実しているのが解わかった。

　そんな中に、幾つかの変化が生じていた。

　ミリアムが、最前線とも言えるコミュニケーションの場で、リーダーとなっていたのだ。
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　ミリアムという少女と、母らしき人の話を、正純は聞いていた。

　それは円形教室の外。廊下での事だった。

　母らしき人に、ミリアムが問うたのだ。

「──外に、誰だれか知り合いがいるの？」

「どうして？」

「貴女あなたが教えてくれる外の世界の分析には、貴女が評価をつけてるところがある、そんな気がするの。ひょっとして、誰か外にいて、貴女宛あてに世界の情報をまとめているの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　彼女は物もの怖おじなく応じた。

「私の昔馴な染じみが、政治家志望でね。ここの事を知らせず、先生の麾き下かが、世界全体についての資料をまとめよと、地元の教きよう導どう院いんに発布して。──どうもそれに、その人、引っかかって、何か頑張ってるらしいのよ」

「貴女は地元の名士なの？」

「違うわ。強いて言うなら街道の新聞売りの娘。でも先生の地元でもあるから、情報に親しくて、ちょっと流体関係出来たから引っ張られたのね。

　先生達から、地元の皆には、私が留学していると、そう伝えてあるらしいの」

　じゃあ、といつの間にか足を止めていた二人の内、車椅い子すからの高さで、ミリアムが問うた。

「地元の彼は、どんな人？」

　彼……、と母らしき人が、半目になって鼻で小さく笑った。

「その人は、まあ、頑張れば何処どこかの国で襲しゆう名めいも出来るのだろうけど、何故なぜかうちの地元から離れようとしてなくて。そこを先生に見込まれたんだろうけど、何考えてるのかしらね。

　ああでも趣味が趣味か」

〝彼〟が父だとしたら、当時の父には趣味があったのか。
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「コニタン！　コニタン！　武蔵むさし勢が三征西班牙トレス・エスパニアに入った事によって、欧州が一気に動き出すぞ！　我々の〝趣味〟外交で、味方になってくれるところは確実に押さえるのだ！

　ああそうだ、今なら〝偶スタ☆私の偶像崇拝活動！〟も旧派カトリツク領土で解放しよう！」

「おお！　ついに武蔵IZUMOと提携のアレを……！　偶像札が出てくる小型社務もつければ、欧州旧派で非敵対国は一気に味方になりますぞノブタン！」

「この趣味サイコォオオオ────!!」
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　父も、いろいろ大変な事があって、そういう趣味を失っていったのか、と正まさ純ずみは思い、

　……いや、この人が母とは限らないよ、な……。

　でも極東人の女性で、他にいるとしたら浅あさ間まによく似た巨乳だが、あれはどう見ても浅間の母だろう。だとすると、

　……母かあさんか。

　いや、よく似ているのだ。面影とか、そのまま。というか、自分にも似てる。父には似てない。当たり前か。でもミトツダイラは父似だと判明したしな……。

　ともあれ母はミリアムに頷うなずいた。

「成程ね」

「──何が？」

「いや、貴女あなたが、運命とのコミュニケーションを確かにしていくのを見て、どういうセンスなんだろうと思っていたけど、何となく解わかったわ。……貴女、話している相手もだけど、その先の関係を見てるのね」

「値踏みしてるようだ、って、そう思う？」

「──貴女が生きてくるのに、必要なセンスだったのでしょう？　大事だと思うわ」

　母の言葉に、ミリアムが少し考え、手を伸ばした。母も応じて握手をする。

「少しは彼の存在が、役に立った気がするわ」

「貴女、私の中では点数かなり高いのよ？」

「──詠えいちゃんは？　あっちの方が高くない？」

「言語の選び方とか、伝えるセンスは凄すごいし、何か神気バリバリなんだけど、……凄くあの人、基礎値が高いせいか、駄目なものを選びたがるクセがあるのよね……」

　ああ、と母が頷いた。

「ここにいる中からは絶対選ばないと思う」

「でも、駄目人間でもいいの見つけたら、一気にいくタイプ」

　また握手した。
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　……よ、余計な御世話をされてますようちの母……！

　浅あさ間まは、昨今、駄目人間云うん々ぬんを未来の身近にやられたばかりだというのに、過去の身近にもそれをやられて、ちょっと変な納得をしかけていた。

　というか意外な事に、母が下手へただ。何と言うか、

　……ものを教えるのが、凄い下手……。

　自分の記憶を思い返すに、自分の時にはちゃんと伝えられていたような流体経路の話などが、何かもう完全に、

「ええと、ここで気分的に下からヴァーっと強火でアオってですね。感覚的に心の手首をクイっと右に十五度くらいソフトにヒネると、術式の力が丸く収まるんですよ」

　何言ってるか解わからん。

　この教室に選ばれた者達も大概がそうだったらしく、故に母は最前線だとほぼ一人で実技となり、かなりの負担を得ていた。それでいてこなせるのは、流石さすがの我が母というところだが、そこに入って来たのがミリアムという少女だった。彼女は母とローテーションで組んだ時、

「えーと、ヴァーっとやればいいのね？　ヴァーっと」

「あ、それはヴァーっとじゃありません。それはバアアアアって感じです」

「ヴァー」

「あ！　始まりよかったです！　それ持続！」

　無む茶ちや苦く茶ちやだ。だが、母の「何言ってるか解らん」を、「だから任せる」じゃなくて「付き合うわ」とやったのは、ミリアムだった。彼女の考え方はこうだった。

「一つでもいいから貴女あなたの出来る事を、私に出来るようにさせて。

　そうすれば、貴女は一つ、楽になれるわ」

　母の「何言ってるか解らん」に対し、コレが効いた。ミリアムは母の技術を解読していったし、母は一個でも伝わると解れば、他も伝えようとして、

　……ああ……。

　母も、伝え方を考え、解りやすくしていくようになったのだ。

　結果、母の技術は皆に広められ、母が前線でやっていく中で、ミリアムの補佐の重要性が、増し始めていた。

　相手の関係を悟る、というミリアムの会話センスが、運命との応答に大事なものとなって行ったのだ。それは光みつ秀ひでが後ろから観察してまとめるに、

「……運命にものを憶おぼえさせる時、大事なのは、〝何を教えるか〟、〝どう解りやすく教えるか〟ではないんだ。

　運命には人格があります。僕達と関係を持っています。だから〝何を憶えるとこちらが褒めるか〟という、そんな〝損得〟の感覚がある。

　──彼女は、そういう事に気付くのが上手うまいんです」

「顔色窺うかがってるって、そう言っていいわよー」

　ミリアムが笑っていた。

　その頃ころには、母は前線でノックや描く記号、文字のオペレートに集中し、何を伝えるか、即応の内容決定やタイミングなどはミリアムがとるようになっていた。

　一方で、得られる情報をまとめ、出力の対応やバックアップを行うメアリの両親達がいて、彼らの足場としての現実との繫つなぎには正まさ純ずみの母達が担当する。だけど、

　……これって……、ちょっと面倒な構図が出来てますよね。

　持ち場が三つに分かれ、勢いがついてくる中で、自由になった者がいた。

　元もと信のぶだ。

　彼は、運命への対応を学生達に任せたところで、二つの研究に入っていたのだ。

　一つは、呼びつけた弟を中心に、運命との直接対話を望む研究。これは、お互いの〝界〟、どちらかに相手か自分を抽出または送り込み、それを行うものだった。

　そしてもう一つは、

「これは、先生が、行わなければならない事だね」

「何がですか」

　と、問うのは、ホライゾンの母だ。全体のまとめ役としては、指示を出すよりも報告をまとめて元もと信のぶや大フアナに届ける事が主になっていた彼女は、自然と、元信の秘書のような役になっていた。彼女は、自分が気付きの発端となった〝あの子〟の成長を、皆の報告や成果から喜び、元信に伝えていたが、

「万が一を、考えねばならない、私はね」

　元信が言った。

「運命がそれでも自殺を望んだ時、人格を殺す用意を。──それがどうあれ、君達にとっては大罪だね。だからこれは、私だけで研究をしよう」
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　全体に活気があると、ネシンバラは感じていた。

　それぞれの持ち場が確定し、誰だれもが主人公として充分だ。脇わき役やくに見えていても、その人がいたからこその技術があり、それがまた個人の成果で終わらず、皆に共有される。

　何もかもがドラマだね、と思う中で、二つの結果が見えた。

　一つは、階下の研究所の一つで行われていた実験が、成果を出せなかったのだ。それは、運命との直接対話を望むもので、運命をこちらに抽出するか、または人が運命の中へと飛び込んでいくというものだったが、

「運命を抽出しようにも、精度が確立出来ず、ノイズばかりとなるね。そして人を送り込む場合、多分、出来ているのだろうけど、抽出で戻すのがその精度だから、駄目だ。

　行ったとしても、戻って来られない。これは殺人に近いシステムだ」

　と言う、眼鏡めがねの中背が、松まつ平だいら・信のぶ康やすなのだろう。彼がここで研究していたものは、真さな田だの遺跡で完成し、羽は柴しば十じつ本ぽん槍やりに繫がるが、

　……元は失敗だったのか。

　改善と改良は続けられていくとの事だったが、皆がそこで意気を失わなかったのは、自分達の成果があげられていたからだろう。

　そう、運命がある程度の言葉を覚え、自らを表現したのだ。

　既にノックや、記号で、自分の好きなものを伝え、会話もある程度出来るようになっていた。

　かなり幼いが、表現が伴っていないだけだと思われた。

　他人の事を気遣い、自分自身にも怯おびえ、しかし素直で、何かあったならばかならず動くような、そんな存在だった。

　小等部二年くらいの単語を覚えたと、そう結論出来た時、ミリアムがふと、問うた。

「あなたの名前は？」

　無論、名などはついていない。だから、返答はなく、ゆえにミリアムが重ねて問うた。

「この言葉が好き、というの、ある？」

　この問いかけには、答えがあった。三文字。遣り取りの中で、最も早くに憶おぼえた言葉。

　○、良し、許可、了承、そう言った意味に、素直な性格が重なり、

『ＹＥＳ』

　だから皆が頷うなずいた。それを今は仮として、この子の名にしよう、と。

　母無き子だ。その事をどう思ったのか、ミリアムが一息ついてこう言った。

「私、母親？」

　それとも、とミリアムが後ろに振り向いた。

「産みの親はそっちかしら、──先生？」

　背後、車椅い子すを回して見た先には、元もと信のぶはいなかった。

　ホライゾンの母親が、教卓の向こうに立っていて、笑みを作っていた。

「Ｔｅｓテスタメント．、情報をまとめてくれますか？　先生は今、研究に忙しくて、タイミングを見て、私がそれを届けますから」
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　外への情報漏ろう洩えいがあるかもしれないし、必要に応じては外との遣り取りで必要になろう。

　ゆえに隠語として、〝その子〟を公主と呼ぶようにした。

　言葉遊びの延長だったが、ヘンリー達が「我が公主様」と仰ぎよう々ぎようしく言うのは様になっていて、皆の笑いを誘った。

　そしてまた交流は続き、これまで以上の時間が費やされたのだった。

　だが、ミリアム達が成果をあげる時、教卓には元信の姿が無かった。

　彼はもう、そこにホライゾンの母を置き、自分の研究に没頭していたのだ。
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　東あずまは以前、ミリアムから聞いた事がある。

　ああそうか、というのが、連想の感想だった。

　……こっぴどくフラれたって、この事だったのか。

　きっと、ミリアムは、自分に気付いて引き上げてくれた元信に、好意のようなものを抱いていたに違いない。

　いや、フラれてないじゃないか、と思う。だって告白してないもの。

「だけど、そういうものじゃないのかな」

　ミリアムらしくない、とも思うが、ミリアムらしいのかも、とも思う。

　恐らくは、彼女にとって、初めての事だったのだ。だから期待して、頑張って、でも察しのいい、だからこそここに選ばれたミリアムは気付いた。

　己ではないのだ、と。

　今の自分としては、嫉しつ妬ともあるので正しい推測とはいえないが、

　……ミリアム、ドライに見えて、義理とか貸し借りは厳しいからなあ……。

　田舎いなか娘で、ちょっと能力があって抜ばつ擢てきされていた身を、そこで終わらせず、更に上へと引き上げてくれた。

　自分が会った時よりも昔のミリアムは、彼女としての〝傾向〟が今より強かったろう。

　成果を出さなければ、自分の事を見つけてくれた元もと信のぶの価値が落ちる。それは、自分の価値も落ちると言う事だ。だから成果を出さなければならず──。

「うわー……、ミリアムの凄すごい処が凄いよく出てる構図というか悪い循環……」

　義務感が好意になる事はあるのだろうか。否、ミリアムがそう言っていたのだ。

　だからだろうか、ある時、廊下で、ホライゾンの母を後からミリアムが引き留めていた。

　誰だれもついてこない辺り、二人の関係を、皆、察していたのだろう。

　ミリアムが、待って、と言って、素直に待たれたので、言葉を失った。ミリアムは、前に伸ばしかけた手をどうしようか迷わせる動きをしつつ、

「え、ええと……」

「……こうして話すの、多分、初めてですね」

　笑みで言われて、ミリアムが手を戻した。一息を入れる。落ち着く。ここから先はいつもの彼女だと解わかった。そんなこちらの思いに応じるように、ミリアムが言う。

「──Ｔｅｓテスタメント．、そうね。私の方から、貴女あなた、避けてたもの。でも──」

「でも」

「私、フラれたというか、相手にもされていなかったのね」

「──何がですか？」

「解っているでしょう？」

　ミリアムが言った。肩をすくめ、

「もう、大体の事は済んだから、私、ここを卒業するわ。……別に権力も地位も身分も無いものね。これからは、モチベーション下がると思うし」

「駄目ですよ」

「──何で？　私がここで頑張ろうと思った理由が、無くなったのよ？」

　それに、とミリアムが言った。

「何で、貴女あなたはここにいるの？」

「……私達の役目ですから。末まつ世せを解決するために、私の力が必要ですし」

「そう？　……私が見ている限りだと、彼は貴女の事を気に掛けているわよ。そして貴女もそれが解わかってる。だけど身分違いから何も言えない。そうじゃない？」

　うわ、と己は思った。これはミリアムの嫉しつ妬となのだ、と。

　自分には手に入らなかったものを、相手が有しているという事。だけど、

「いいのよ。こういうの、一度や二度じゃないわ。私には手に入らないものを、誰だれかが持っているなんてフツーだし、逆だってたまにあるものね」

　ミリアムが手を差し出した。

　ホライゾンの母が、その手を握り返す。お互いに力を込め、ミリアムが言った。

「皆は、あの子の友達になれるわ。でも、私にとっては、貴女とそうなる事の方が難しかったけど、それが出来るかもしれない。そして一方的なお節介だけど──」

　ミリアムが、無理に笑った。

「私を見つけてくれたあの人を、貴女が救たすけてあげて」
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　その夜、ミリアムが教室を最後に出ようとしたのを、ミトツダイラは見ていた。

　彼女は、荷物をまとめていたのだ。

　出て行く。それを揺るがないものとして、車椅い子すの後ろには寮舎にあった着替えなどが固められている。

　教室に来たのは、しかし荷物よりも、気分だろう。

　……ケジメというものですわね。

　ミリアムが、誰も居ない教室に頭を下げる。

「有り難う。──何もかも。意味は無くなったけど、いい経験したわ。──と？」

　己は、ミリアムが、ホライゾンの母が使っていた机の上に一つの光を認めた事に気付いた。持ち主不在の机の上、そこにあるのは、

「馬鹿ね。何を忘れてるのよ。──餞せん別べつとして受け取っちゃうわよ」

　指輪だった。

　ミリアムはそれを車椅子から伸ばした手で取り、しかし指にはめなかった。

　教室の中には誰もいない。その筈はずだった。

　だがその頃ころ、無人となった教室へと走っていた影が一つあった。下の研究施設から階段を駆け上がってくるのは、

「指輪……！」

　ホライゾンの母親だった。彼女が息を切って教室へと飛び込むのと、円形教室を挟んだ向こう。ミリアムが昇降機に車椅い子すと共に入るのは同時だった。

　ミリアムは、閉じたドアの奥で、指輪の穴を覗のぞき込みつつ、言う。

「──この時間だと、あの人の研究施設かしら？　……これを渡したら、お別れの挨あい拶さつとして、キマるかしらね」
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　あとは、よくある流れだった。

　研究施設の前に来たミリアムは、今夜で解除される学生証の権限で、その扉を開けた。認証はあったが問題はない。

　入ると明かりがついていて、しかし誰だれも居なかった。

「あらまあ」

　酷ひどく乱雑な部屋だった。が、部屋の中央に、九つの表示枠サインフレームが天球図のような軌道を描いて回っており、手前には、秘書用と見える小さな机があった。

　彼女はここで、彼の対応をしているのだろう。既に彼の方は休憩に入ったのか、そちらに気配はない。仕事の後の整理を彼女が行っていた、そんな時間のようだった。

「……何だか、これでいて、距離を取ってるなんて、馬鹿じゃないの」

　心底、そう思う。素直になってしまいなさいな、と。

　だからという訳ではないが、ここに、指輪を置いておく。今、彼女は留る守すなのだろうが、よく考えてみるとこの方が都合がいいのかもしれない。

「さあ、──貴女あなたよりも先に思いを明らかにしつつ、しかし告白はしなかった弱虫女。ここに貴女の所行を見た事を証あかしとする」

　と仰ぎよう々ぎようしく言って、指輪を見る。すると、

「ん……？」

　指輪の位置がズレているような気がした。が、勝手に動くものでもあるまい。不慣れな室内で車椅子が机にぶつかったのではないか、とも思う。よくある事だ。だからミリアムは、

「じゃ、仲良くね」

　言って部屋を出て、ドアを閉じた。
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　最初の異質に気付いたのは、メアリの母、二人同時だった。

　寮舎の部屋。早く寝付いていた二人は同時に起き、顔を見合わせ、

「──誰か来ました」

「そうね。誰か来たわ。──詠えい様を頼りましょう」
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　浅あさ間まの母が、メアリの母達に呼ばれて部屋を出た時には、それが始まっていた。

「二に境きよう紋もん……!?」

　これまで出ていなかった二境紋が、寮舎の中や廊下、他の通路や倉庫にも濫らん出しゆつしているのだ。そのどれも、ちゃんとした空間に出ているのではなく、床や天井、壁から突き出し、はみ出し、叩たたきつけたように角度も揃そろっていない上で、警報も鳴り響き始め、

「増えますよ……!?」

　男子勢の中から上がる悲鳴に、浅あさ間まの母が教室へと向かおうとした。その時だ。

　教室に上がる階段から、発生する二境紋を避けつつ、一つの影が走ってきた。

「指輪！」

　ホライゾンの母だった。彼女は息を切らし、

「指輪が、無くなっていたの！　教室から忘れず持ち帰ったのに……！」

　それがどういう事か、自分には解わかる。

「あの子がフッっとやって来て、チョイとチョバったという事ですか？」

「詠えいちゃん、こ、今回は何言ってるかちょっと解りました！」

　よしよし、と頭を撫なでて相手を落ち着かせる。と、同時に、カルロス一世が、下の階から駆け上がってきた。彼は手に光るものを掲げていて、

「先生の研究施設だ！　そこにあった！」
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　浅間は、ホライゾンの母親が息を詰めたのを悟った。

「あの子は、私の指輪に興味を持っていたから……」

　だから、教室に彼女がいる時、その指輪を盗んだのだ。

　かつてあった、〝人〟としてのアプローチだ。

「名前を貰もらい、祝福され、嬉うれしくなって出てきたところに、その指輪が知覚出来たと？」

　メアリの母、キャサリンの問いに、ホライゾンの母が頷うなずいた。

「本人は悪戯いたずらとも思っていませんよね。この指輪が、あの子にとっては、〝楽しい〟事の塊。日々が、いい事ばかりだから、同じようなものとして、これを欲したのでしょう」

　だけど、

「私があの子に気付いた時のように、誰かがこの指輪を見つけ、……私に届けようと、下の研究施設に持ってきてくれたんですね」

　それは悪い事ではないでしょう、と己は思う。だが、

「間違いを犯しました」

「──何を？」

「あの研究施設は、あの子が入れないように結界も掛けていましたが、あの子は人ではなく、何にでもなれるんです。だから結界が効果を発揮しない皆の内、誰だれかが、〝指輪〟を持って入る事は可能なんです」

　だから、

「指輪に宿って、〝楽しい〟と感じていたあの子が届けられた先は、あの子を殺すための研究の場です。流体の存在であるならば、そこで何が行われているか、気付きますよね」

　皆が息を詰めた。

　これまで、ずっと、仲良く、自分達のところに呼び、一緒の時間を過ごしてきたのだ。だが、それが何故なぜかと言えば、

「自分を殺すためだと、そのために油断させようとしたと、そう思った筈はずです」

　言った直後、全フロアを閉鎖する警告の表示枠サインフレームが展開した。それは一気に危険度表示をレベル一から最高の五にまで引き上げ、

「……完全幽閉化!?」

　内部で生じている事を押さえ込めないと判断し、外界との接続を断絶。完全に閉じた空間となるが、この騒動を内部だけで収めようというのだ。
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　大フアナは、教室の前にて、一つの油断と一つの無理を感じていた。

　油断は、やはり研究施設の防護だった。

　正直言えば、このような状況は想定されていた。運命と友人になろうとする計画と、殺そうとする計画を同時に走らせているのだ。場所的な制約があるとはいえ、それがバレた時の言い訳にはならない。

　だから対運命ともいえる結界を詠えいや自分のシステムと共に張り、その室内は〝幽閉〟化を掛けてもいたのだ。

　これでもう、運命にとって、そこは知覚出来ない。その筈はずだった。だが、

「……指輪の持ち主を、探したのですね」

　多分そうだ。かつて、運命にとって、指輪が関係の源という認識だった。だが今や成長した運命は、指輪ではなく、その持ち主が大事なのだと知っている。

　楽しい事だ。しかし指輪を盗んで手に入れて、喜んでいる中で、きっとこう思ったのだ。

「指輪を奪って困らせてしまっているだろう。だから、返そう、と」

　罪悪感が運命にもあったのだろうか。だが結界によって指輪の持ち主は見つからない。

　そこに、指輪の運び手が現れた。

　あとは単純な話だ。人のあり方から指輪のあり方に己を変えた運命は、そこに宿る事で、本来なら知覚出来ない研究施設に届けられた。セキュリティは掛かっていた筈だが、調べると学生証のみで通過出来ている。これも恐らくは、

　……運命が〝通過出来る運命〟に事象を書き換えたのですね。

　何でもありの存在なのだと改めて気付き、霊体の身で寒気を感じる。

　そして運命は思っただろう。研究施設の机に置かれたところで、

「盗んでしまったが、これで戻せる。褒めて貰もらえる、と」

　だがそうではなかった。そこは、運命の死を研究する場だ。

「く」

　どうすればいい、と思ったところで、一つの無理を講じる事になる。

　それは、この塔を完全幽閉化したところで、短時間の解決にしかならないと、そういう事だった。何しろ〝幽閉〟は隔絶ではない。それは次代のシステムとして研究していたもので、〝幽閉〟とその断絶では、まだ地脈に浸っているような状態なのだ。

　大体、運命はもはや人や指輪の形から逃れ、本来の姿無き状態となっているだろう。この塔の内部に二に境きよう紋もんが連続しているのは、自分が裏切られたという錯覚からの怒りで、

「塔内部を消去したら、自殺を進めるか、外を消去し始めるかもしれませんね」

　完全幽閉を進めて時間稼ぎとするか、それとも別の手を打つか、思案した時だ。

「大先生！」

　階段から、二に境きよう紋もんに上着の裾すそを食われつつ、元もと信のぶがやって来た。

「──失敗だ！　認めよう。ここは私が責任をとろう」

「どうするつもりです？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と吐くように元信が言った。

「弟の作ったシステムで、私が運命の方に行き、運命を説得する」
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　正まさ純ずみは、元信公の案を聞いた。

「運命は子供だ。今、私達に裏切られたと思い、怒り狂っている。これが終わった時、一気に世界を消しに掛かるか、それとも自殺を進めるか、とにかく悪化を選ぶだろう。

　だから私があちらの〝界〟に己を送り、説得する」

　それは、

「運命と同化するようなものだが、弟の言げんでは、己は〝型〟をもって保たれるらしい。

　上手うまく行けば消えず、私は運命を説得出来るだろう」

　……ああ、そういう手段。

　と、己は思った。荒れた学生の説得に教員が出るのと同じだ。

　それが理解出来たのだろう。警報の中、大フアナが頷うなずいた。そして彼女は、こちらが思っている事と同じ台詞せりふを、元信に言った。

「──あのね？　貴方あなたが行っても、言う事聞かないんじゃないかしら」

「い、いきなり否定が来たぞ!?」

「いや、大体貴方、運命と親しくないでしょうに。貴方が行ったところで、誰だれお前、という状態だと思いますよ」

「じゃあどうすればいいと言うんだ……!?」

　という元信の声に、応じる者がいた。それは、

「私が行きます」

　ホライゾンの母だった。彼女は後ろに皆を連れ、胸に手を当て、

「母無き子。だけどあの子の名前は最大の祝福を受ける神の子の名前。

　だったら、──母が必要なんです」

　そして、

「私の名はマリア。名字のない、学も地位もない生まれ。──詠えいに聞きましたけど、相同の加護が私には生じる事になります。だから──」

　だから、

「私があの子の母となって、あの子を落ち着かせます。──仮となっているあの子の名前、それを本物にする時が、来たんですよ」
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「駄目だ」

　ホライゾンは、父が告げる言葉を聞いた。

「君達は学生だ。君達が自己を犠牲にするというなら、それは教員の教え方が悪かったせいだ。

　そして、そうさせようとしてしまった私は悪い教員だという事だ」

　言う。

「犠牲になるのは私だ」

「でも私、先生だとスパっというか、スカーンと通じないと思うんです」

　……浅あさ間ま様の御お母かあ様さま、感覚的にもっと言ってやって下さい……！
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　浅間は、頭を抱えながら、何となく過去の元もと信のぶに頭を下げた。
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「元信公」

　警報を浴び、警告の光を聞きながら母が言った。笑って言った。

「貴方あなたは悪い教員なんです。だから、これから先も、ずっとそうして下さい。

　世界が危機になった時、何であっても、どうであっても、犠牲を恐れず、それを救おうとして下さい。そして、そんな己を誇りに思って下さい。

　全ての汚名を着る事が出来るのは、悪い教員である自分だけなのだ、と」

　母が背を向け、皆が応じた瞬間。父と母を隔てるように二に境きよう紋もんが射出された。

「行きましょう！」

　母が皆を促し、階下に急ぐ。父は追おうとして、二境紋に阻まれ、しかし急いで逆側の階段へと足を向けた。
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　階下。そこに運命の抽出と、こちらからの射出を行う研究施設がある。

　メアリはこの過去の中で、その場所を数度見ていた。

　室内中央。円状に敷かれた結界の放射器から、ドーム状に光が放たれ、内部のものを分解してから転送する。これは自分が処刑されようとした〝刑場アンダミオ・デラ・エジエクシオン〟のシステムとよく似ている。あれも地脈に己を流し込むものだったが、

　……つまり、戻る事はないと、そういうものなのですね。

　そしてホライゾンの母、マリアが駆け込んで来た時、そこには先客がいた。

　施設を起動させ、射出準備を進めている信のぶ康やすと、

「遅かったわね。もう、始まってるわよ」

　光のドームの中に、一つの影がいるのだ。

　ミリアムだった。
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「御免、しくじったわ。──なれない事すると、駄目ね」

　東あずまは、強くなっていく光の中で、笑うミリアムを見た。

　車椅い子すに座って、荷物もそのままだ。だが既に壁を作る光は白さを増しており、

「近寄るな！」

　信康の言葉は、震えていた。

　無論、己には近寄る事は出来る。

　だが、無意味だ。

　そして今、自分よりも意味のある者達が居る。

　マリアだ。彼女が駆け寄り、転び掛け、信康の制止も聞かずに、

「──ミリアム！」

　止められる。後ろから追いついた光みつ秀ひでや、ヘンリー八世達が押さえ込もうとする。が、

「ミリアム!!」

　それでも彼女は前に出た。人が、一人、全力を出すとどうなるのかという証明のように、彼女は身体からだを振るい、しがみつく男達を引き剝はがそうとしながら、

「何故なぜ……!?」

「馬鹿ね。マリア。──貴女あなたは私の本心に気付かなかった。私は貴女の本心に気付いた。母としてどちらがちゃんと出来ると思うの？」

　それにね、とミリアムが言う。

「私のミリアムという名前は、貴女と同じなの。というか、マリアという名前は、このミリアムから由来する名前なのよ？　──ええ、貴女にどうしたら勝てるか調べてて気付いたの」

「ふざけないで！」

　マリアが言った。

「私が！　私が！　私がそこに行くべきなのよ！　だから、あの人に、あんな事言って、格好つけて、振り切ったつもりなのに……！」

「マリア」

　既に姿が、影としてしか見えなくなった室内に、朱あけの紋章が飛び込んで来た。

　二に境きよう紋もんだ。信康や皆の周囲に警告の表示枠サインフレームが幾つも展開する。

　その流れの中で、ミリアムが告げた。

「無様に頑張って。そして皆、足あ搔がいて。自分達を犠牲にする事を恐れないで。そうすれば、──貴女あなた達の子が、犠牲のない事を望み、私の子と友人になるわ。

　私がそういう風にしてあげる」

　ええ、と彼女が言った。

「今日きよう、この子の名は母を得て正式なものとなるわ。神の子。皆、全て祝福して」

　直後。光が弾はじけた。信のぶ康やすの手元にあった表示枠サインフレームが全て砕け、駆け込んで来た元もと信のぶが誰だれかの名前を叫んだ。

　だが自分は、一つの声しか聞いていなかった。それはミリアムの、光に消える、

「マリア。貴女を初めて見た時、私、こう思ったの」

　それは、

「貴女が友人だったら、私、どんなに誇らしいだろう、って。──憧あこがれたの」
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　そこで全てが終了した。

　誰もが気付くのは、自分達が先程と同じ教室に立ったままだと言う事だった。

　教卓には大フアナが立っており、

「〝幽閉〟の記憶、──見ましたね？」

　ああ、と頷うなずいたのは、トーリだった。彼は一歩、前に出て、

「黒のオバちゃん。今のは、つまり──」

「オバちゃんは余計ですが、言いなさい。見てきたものへの思いを」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とトーリが頷いた。一息つき、皆に顔を向け、頭を搔き、気まずそうに、

「実はこれ、単に人災なんじゃあ……」

　ホライゾンが正面から股こ間かんにキックを打ち込んだ。
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「すみません！　すみません！　ちょっとこういう空気不慣れなんで！」

　と、眼鏡めがねの従士が、皆で馬鹿を押さえ込みながら声を送ってくる。

　大フアナとしては、思わず霊体ながら右の拳こぶしに血管浮くくらい力を入れてしまうものだったが、まあ他の者達には伝わっているならばいいだろう。

「──運命を救おうとして、誤解から更に悪化した、そういう事です」

　告げた言葉に、手を上げて前に一歩を出た者がいる。

　……ほう。

　東とう宮ぐうだ。彼は、半透明の少女の手を引きながら、

「あの、余よは、ミリアムを知っています」

「そうでしょうね。私も、武蔵むさしの記録を見ていて気付きました。彼女がいる、と」

「……ミリアムの存在が認識出来ているんですか!?」

「ここの〝幽閉〟度も、昔からはそれなりに上がっているのです。無論、外に出たらどうだろう、とは思いますけどね」

　そして己は言った。

「元もと信のぶと、貴方あなたが原因です」

「余が？」

　ええ、と自分は首を下に振った。

「この事件の後、三十年前ですか、元信は教きよう導どう院いんを畳み、自分一人での研究にまず没頭する事としました。が、ある場所に、教室の一部を移設したのです」

　それが、

「天あま津つ乞ごい第だい零れい教導院。──何処どこにもない、という事を示すために、第零と名付けた教導院を、貴方達は知っている筈ですよ。さあ、答えなさい。そこは何処です？」
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　いきなりの質問に、点てん蔵ぞうは首を傾かしげた。

　……第零の教導院!?

　そんな「ではここでクイズです」みたいなノリで言われても困る。

　だが、答えは一つしかあるまい。

「武蔵むさしで御座るな？」

　三十年前に、武蔵は正式に今の形となった。改造と、改装、艦の追加が行われたのだ。それはIZUMO主導であるが、元信の意思が通っていない筈はずもない。

　だとすると、武蔵しかない。しかし、

「Ｔｅｓテスタメント．、いい回答です。即答なところが素晴らしいですね」

「いや、それ程でもないで御座るよ」

「では証拠は？」

　……は？

　大フアナに言われ、己は言葉を失った。

　証拠など、あろう筈がない。自分の答えは、状況的なものからの推測だ。大体、証拠と言えるようなものがあったら、武蔵上でこれまで生きてきた中で、気付いている筈だ。
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・俺　　：『アア──。点蔵君、勇み足ィ──？　ハァイ駄目ェ──！　ブウウ──！』

・十ＺＯ：『何となくそういう自覚あるけど、言われると腹立つで御座るな……！』

・あさま：『というか、そんなのありましたっけ……？　第だい零れい教きよう導どう院いんの証明ですよね？』

・副会長：『うちの校舎って、どう考えても、この塔の形してないよな……？』

・傷有り：『あの、皆様？　ちょっと宜しいでしょうか』
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　メアリは、手を上げた。大フアナが振り向くのに対し、

「証拠は、どれだけ明確であれば良いのでしょうか」

「武蔵むさしが第零の教導院だという事を示せばいいのです」

「ではこれでどうでしょうか」

　己は、僅わずかに速くなった鼓動を抑えながら、表示枠サインフレームを展開した。

　そこに映っているのは、武蔵アリアダスト教導院のサイトだ。今は地上武蔵の暫定校舎で、使われている画像もそこに合わせたものだが、以前と変わらない部分が一つある。

「武蔵の校章。──武蔵全体の国章、紋章として使われているものがありますね？」

　ふむ、と点蔵が頷いた。

「帆に風を受けてこちらへと来る武蔵。その紋章で御座るな？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、全体に配置された房。八つあるこれが、武蔵八艦を示すものだと、そのように言われていますね？」

　しかし、

「──私には、この紋章が、〝零〟の字に、八艦のモチーフを重ねたものに見えます」
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　これはきっと、錯覚でしょう、とメアリは己の思いを警戒した。

　極東語に不慣れで、文字などはどれも初見のものが多いために、〝日常的に何となく触れていた〟が無い。だから〝零〟の字を先程見た時、似たものがあると思ったのだ。

「八艦モチーフの紋章は、当然、八艦が成立した三十年前に設定されたものです」

　つまり、

「元信公としては、武蔵八艦が次の天あま津つ乞ごい第零教導院だと、そういう思いを重ねていたのではないでしょうか」

「何故なぜです」

「貴女あなたと元信公の作った、この教導院の思想です」

　自分は見た。皆も見ただろう。

「この教導院には、各国、分け隔てなく、ありとあらゆる処から人材が、年齢も問わずに集められていました。その中で自分の母達も加わり、しかし結果として、失敗しました。

　だから次は違うものとしようとしたのです。武蔵むさし上に、あらゆる処から人が自ら集まるようにして、更にはエリートだけではなく、名が残らぬような者も受け入れました。そして世界を回る〝何処どこにも無い教きよう導どう院いん〟が出来、だけど貴女あなた達は、自分達の身を外においたのです」

「──まだです」

　大フアナが、教卓を軽く叩たたいた。そして彼女が言葉を作った。

「私は証拠を出せ、と言いました。──それは推理です。証拠は、ありますか？」

「それは──」

「……ある」

　声がした。ここまで口を噤つぐんでいた正まさ純ずみだった。彼女は一歩を出て、こう言った。

「──御ご霊りよう平へい庵あんだ」
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「御霊平庵？」

　大フアナが首を傾かしげるのを、正純は見た。黒のレースの下、赤い唇が歪ゆがみ、

「それの何が、第だい零れいの教導院に繫つながる、と？」

「あの内部は、会議の場と、そのように考えていた。実際、窓から見えたのもそういう光景だったように思う。が、床面積を考えるなら、あれは、ある場所に近しいな」

「それは？」

「真さな田だにあった、運命の抽出施設。その中枢部だ。──先程見た、この階下にある同様の施設も中枢部においてはそうだったと思う」

　ならばあれは何か。

「ミリアムという少女を送り出した場。それを、これからも稼働し続けて行く〝教導院〟の中に置く事で、また彼女が戻るための加護や場としようとしたのではないか」

　言った瞬間。大フアナが教卓を叩いた。

「それも推理です。──御霊平庵の何が第零なのかと、証拠を出しなさい」

「証拠は三つある。まあ、推理と言われても仕方ないかもしれないが──」

　指を一つ立てる。

「一つは、東あずまだ。先程貴女が東を気に掛けたように、彼が一つの鍵かぎとなっている」

　いいか。

「東は帝みかどの子。それも、地脈が生んだ精霊体だ。何故なぜ、地脈がそのような選択をしたかは解わからないが、私はこう思っている。運命とは別で、地脈もまた、運命の自殺に対し抗あらがうために、この世界へのアプローチを欲したのだろう、と」

「それが何か？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、地脈は運命と近しい、同一と言ってもいい。それが東として武蔵に乗り込んで来た時、──いつかは確定出来ないが、運命は応じてしまったのだ。

　自分の中にある、同一化していないこちらの住人、ミリアムが、御ご霊りよう平へい庵あんを通じて、武蔵むさし内へと引き出された」

　飛躍だ。無む茶ちや苦く茶ちやな事を言っていると思う。だが、大フアナが問うてきた。

「その証拠はありますか？　運命が、御霊平庵を通じて、こちらの世界に反応をしてしまっている、またはそれを引き出されている、という証拠が」

「ある。それが第二の証拠だ」

　これは、己にしか言えない明確な証拠だった。

「私が、それだ」
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「私は武蔵で、幾度となく、御霊平庵が本来の姿で存在しているのに会った。何の事はない、ある条件を持って、先程見た事件に関与していた私の母、そしてその子供である私が結びつけられただけだ」

　それに気付いたのか、背後で浅あさ間まが小さく声を作った。ゆえに自分は自信をもって言う。

「──貴方あなた達の子が、犠牲のない事を望み、私の子と友人になるわ、と」

　過去においてミリアムが言った言葉。その通りだ。

「ミリアムがいる限り、〝貴方達の子〟を運命は見逃せない。私達の背後に二に境きよう紋もんが出たのと同様に、御霊平庵もまた私の前に姿を見せた。条件が重なった時に、な」

「──では、貴女のいう条件とは？」

　大フアナの問いかけに、無用な力が無い。こちらの解答に興味を得ているのだ。ゆえに、探るのではなく、正解を目の前に落とすつもりで、己は言った。

「ホライゾンだ」

　思い出す。御霊平庵にいた時、または出入りの時、何があったかを、だ。

「ホライゾンが定期的に歌う〝通とおし道どう歌か〟。あれだ。──恐らく、ホライゾンの母が持っていた指輪。それを魂とされた〝貴方達の子〟の歌が、その一人である私と重なった時、御霊平庵が私を導いたのだ」

「では」

　と大フアナが問うた。

「御霊平庵を、第だい零れいの中枢と言える理由は何ですか？」

「既にその答えは見た。御霊平庵、という言葉自体が、第零だ」

　言う。武蔵の紋章を出し、その上で、

「御霊平庵の〝霊りよう〟。これを私は〝零れい〟と読む」

「……ヅカ本ほん多だ君、君、それは僕の領分の見方だよ？」

「いいんだ。何故なぜなら先程の過去で、答えを聞いた」

　と、己は表示枠サインフレームにあるものを出した。

「公主隠しの円形紋章だ。が、──○は正解で、│は間違いなのだな？」

　ならば、

「霊りようを零れいと読む。だが霊れいは駄目だ。そう。駄目だ。──だから〝平〟で否定する。

　この○れいは│で否定されているのだ。じゃあ正解は何処どこだ？　ああ、既にあるだろう」

　表示枠にある武蔵むさしの紋章を、己は手で叩たたいた。

「これが正解だ！」
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　そうね、と喜き美みが呟つぶやくのを、ミトツダイラは聞いた。

「……ホライゾンは、十年前、事故に遭った時、手に指輪をつけていたのよね。──あれは愚弟が縁日で買ってあげたものだけど、愚弟、憶おぼえてる？」

「ああ。そうだよな……」

　王が、肩から力を抜いて、背中を向けたまま台詞せりふを紡いだ。

「あれは元々、ホライゾンが、ホライゾンのカーチャンから貰もらった指輪を嵌はめてたんだけど、カーチャンがいなくなってからしまっちゃってさ。でも俺おれはそういうのあった方がいいぜ、って、それで買ってやったんだよな」

　いやあ……、と王が安あん堵どの息を吐く。

「ホライゾンの喉のどに装飾品っぽい〝魂〟がある、って聞いた時、まさか祭の縁日の指輪じゃねえだろうな、って思ってたんだけど、本家の方か──。残念半分安心半分だよ俺──」

「フフ、愚弟、当時の財産としてちゃんと価値払ってるならそれでいいのよ？　それでホライゾン？　解わかってるわね？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが喉を撫なでながら、弟に半目を向けて言う。

「──利子分、どのくらいですかねえ」

「元値安いから、トイチでもさほどじゃねえぞ？」

　わあ、と浅あさ間まが苦笑する。己も同様だ。

　……そうですわね。

　後悔は取り返せない。だが、後悔は、望めば拾えるのではないかと、上手うまく表現は出来ないが、己はそのような事を思った。

　そして己は問うた。

「──採点は、どうですの？　証拠どころか、体験者本人がいますのよ？」
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　宜しい、と大フアナは首を下に振った。

　表示枠コルテチエフイルマを出す。そこに映すのは、○を幾何学的に配置した模様で、

「多重円による円。──正解への美しい評価ですね。光栄に思いなさい」

　言った先。生徒達が無表情になっていた。

　……え？

　何かと思った視線の先、眼鏡めがねの従士が前に出た。手を一度下に下ろし、上げて、さんはい、と皆で音おん頭どをとって、

「花丸じゃねーか！」

　誰だれが違うといいましたか。
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　大フアナは、あからさまにヤレヤレ空気を醸し始めた生徒の中、一人に視線を向けた。

　東とう宮ぐうだ。彼もこちらを気にしているらしく、視線を合わせ、

「あの、余よが会ったミリアムは──」

「本物でしょう。あちらに行って運命を説得するとしても、言語などが意味を持たない領域です。ミリアムは正しく、その存在として〝説得〟したのでしょう。だから──」

　己は、一つの存在を指差す。それは、東宮の足元にいる少女だ。

「貴方あなたとミリアムが出会った時、将来の可能性として、その子が生まれたのです」
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・俺　　：『つまりあれは余の隠し子……！』

・煙草女：『どいつもこいつも隠し子フィーバーさねえ』

・礼賛者：『直なお政まさ君は妹フィーバーだと思いますが十歳超えてるのでどうでもいいです』

・貧従士：『明日あしたの瓦かわら版ばんはコレですよね絶対。〝元東宮様に隠し子既に発覚……！〟』

・あずま：『既に発覚、って、意味は合ってるけどどうかと思うよ!?』
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「その子は、ミリアムがあちらに行って確立した〝私の子〟なのでしょう」

「だとすれば──」

　これはどういう事か。推測を語るのは教員の仕事ではありませんね、と大フアナは思いつつ、ゆえに前置きした。

「狂人はこう思うのです。──運命は、恐らく、死にたくはないのだろう、と」

　その子が、未来の可能性として出てきただけで、充分に意味がある。

「そして運命は、自分の中にそんな可能性があり、〝母〟と共にいる事に怯おびえた。

　死んで楽になりたいと思う自分を否定するもう一人の自分に、怯えたのです。

　だから己の可能性を外に置いたまま、母を手元に戻したのでしょう。このままでは、何か知らぬ事に揺るがされるかもしれないし、また裏切られるかもしれないと」

　そう、運命の力は今、ゴルゴダの信のぶ長ながによって押さえられている。しかし、

「ミリアムと、貴方あなたが、ここに来る時、……介入の隙すきがあったのでしょうね。光みつ秀ひでを通じて警告でも送れれば良かったのですが、今の三征西班牙トレス・エスパニア生徒会、総長連合とも、巻き込みたくはないという思いが、不備となりました」

　いえ、と手を上げた者がいる。立たち花ばな・宗むね茂しげだ。

「……暫定教きよう導どう院いんのデイル卿きようも、塔の守護についているラス・カサス先輩も、かつて私達がここにいた時、多くは話してくれませんでしたが、それは気遣い故です。

　気遣いは、不備とは言いません。私達が気付かなければ、それはすれ違いと言うだけです。

　──貴女あなたの気遣いによって、三征西班牙は多くの問題に巻き込まれず、済みました。下手へたをすれば三み河かわと同じ選択もあったのでしょうから」

　だから、と立花の夫妻が、頭を下げた。

「元三征西班牙代表の立場ゆえ、礼と代えさせて下さい。大フアナ」

「────」

　Ｔｅｓテスタメント．、と己は思った。デイルも、ラス・カサスも、三十年前にこの塔の運営を手伝っていた者達だ。デイルは対外的に、ラス・カサスは内のものとしてここを護まもってきてくれたし、他の者達も未いまだに彼らに続いている。

　これもまた気遣いか。そして、

　……間に合ったのですね。

　末まつ世せに近いところで、あの子達の子が届いた。それも、新しい仲間と共に、だ。トップが馬鹿なのはしょうがないが、昔も脱ぐヤツはいた。ウィレムお前だ。歴史再現無視でしょうアレ。

　ただ、言うべきはある。頼むべきとしてでもあるが、

「ミリアムを取り戻すのです」

「それは──」

「運命に、生きたいと、そう思わせなさい。きっとあの子は、そこに至るまでに裏切られただけで、生きるという事を知らないのです」

　つまり、

「絶望、裏切り、後悔、それら全てであり、しかしそれら全てから導かれるものは何か。

　答えを送りなさい武蔵むさし勢。──その時、あの子は、母を頼らずにも生きていける。本当の意味で、祝福された子となるのです」

　さあ、

「私達は失敗していませんよ。──貴方あなた達が成功すれば、ね」
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　大フアナが言った瞬間だった。

　正まさ純ずみは見た。教卓にあった黒の影が、崩れたのを、だ。

　衣装だけが落ち、そこに口紅の笑みも何も無い。

「大フアナ……！」

　何も居なくなった空間に呼びかけた時だ。ふと、己は、肩を横からつつかれた。

　何かと思うと、二ふた代よが後ろを指差している。

　……え？

　見る。すると自分達の後ろに、派手なものがいた。

　金色だ。金色の、スカートを外した三征西班牙トレス・エスパニア学生服にストール。レースも被かぶった下には、やはり真っ白い肌に金の口紅を引いた霊体がいる。

「ふふ……！　アレをやると皆、凄すごくビックリするのですが、引っかかりましたね!?

　昔もよく引っかけて、そう、メアリ、貴女あなたの母親は二人とも毎度驚いてくれましたが、そこの武蔵むさし副会長の母親は三回目くらいから〝アーハイハイ、そこの書類、後で教務室持って行ってくれません？〟とか、そんな扱いで詰まらなかったものですよ……！」

　皆がこちらを半目で見るのは何故なぜだ。だが、

「……何だその派手な格好。というか、成じよう仏ぶつしないのか、今の流れで」

「だって私、〝狂女王〟ですから。あの程度の流れで成仏するのは正常な人のする事です。まだまだ未熟ですね武蔵副会長」

　その言葉と共に、扉を開け、ラス・カサスが制服に覆面姿で入って来た。

「ハイ、ではこれから地元の英霊を御入場招き、新大陸レッスルＧＰ王者決定戦、無制限一本勝負を行います。解説は私、ラス・カサスと、地元英霊、ちょっと放送出来ない名前のカパック様にお越し頂きました」

　頭にデカい飾りを載せた霊体が出てきた。

「ドーモーゥ、カパックでえす。いやあ大フアナ選手、今日きようも仕上がりいいですねえ」

「どういう流れだよ……!?」

「というか、あの、変態皇帝の塔がその上で格闘技場となっていたのって……」

　ふふ、と狂女王が、マント様ようになっているストールを大きく翻ひるがえしながら言った。

「ここと似ている、という意味が解わかりましたか。さあ、見ていくならば見て行きなさい。

　この連続防衛がなされる限り、私は〝狂女王〟なのですからね」

　ホライゾンがラス・カサスからポップコーンを買おうとするのを流石さすがに止めた。
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〝奥おく多た摩ま〟としては、これはもう説明しない方がいいでしょうね、という判断だった。

　甲板上に吹く風は東からの夕刻の風だ。

　今、皆が塔から出てくる。入った時と違う事は無いようにも見えるが、誰だれも彼も早足だ。塔の入口の脇わきで待っていたオリオトライに気付かず、行こうとして、最後に鈴すずが振り返って知覚する。

　相変わらずだが、勢いがある。

　ならば内部では、変革に至る事があったのだ。そして、

「──！」

　皆が、こちらに気付いて足を止めた。

「さて」

　と己は右の方を見た。

　輸送艦の艦首から見る右の方角、北には、夕日を浴びる巨大な壁があった。

　建物の壁面ではない。巨大な艦の側面だった。三胴式、艦首側の方に刻印されているのは、

「山やま形がた城じよう。──最も上がみ・義よし光あき様が御待ちです。皆様。──以上」







[image: 第六十九章『階段の再会者』]
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「成程、──世界が動き出しましたか」

　讃岐さぬきはやはり小麦がいい……！　と、港沿いの食堂で、夕食としてうどんとビールと小豆あずきマーガリンの黒パンを三角食いしていた石いし川かわは、一息をついた。

　やはり前線には出てみるものだと思う。内地にいては、後から回ってくる情報が、ここでは何よりも先にやってくる。

　……最も上がみが蝦夷えぞ地ちに入りましたか。

　伊達だて家けの代理にて蝦夷地の検分、という事になっているが、武蔵むさしへの助力に向かったのだ。

　神かみ代よの時代においては、羽は柴しばが存命の内、最上は羽柴に対して距離を取っている。歴史再現としては、駒こま姫ひめ事件があり、既に松まつ平だいら側と通じているあたりよく立ち回ったものだろう。

　そして神代の伊達は親羽柴だ。しかし表向きの事であり、今の伊達もそれをよく理解している。つまり武蔵に恩ある二国が組み、表向きの理由をつけて武蔵の援護に向かったのだ。

「ある程度の国力があるとはいえ、武蔵側につくという表現を恐れぬのは見事」

　食堂の中、何枚かの表示枠レルネンフイグーアを開くこちらを、地元の漁師達や、学生がちらほらと窺うかがっている。それに対して笑みの横目で返しながら、ビールを口にする。

　苦いとは思わず、美味うまいと思う辺り、気が早いのだろうか。だが、自分もすぐに次の動きをとらねば、と、羽柴から来た指示の表示枠を見つつ、口くち端はの泡を拭ぬぐう。

「さて、……世界が動くのは武蔵のためだけではありませんよ。それも見越して最上は動いていると思いますが、決定権を有しているのはこちらだと、忘れないようにして頂きたい」
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　時間はどれだけあろうかのう、と、義よし光あきは武蔵勢を甲板に乗せて思った。

　……まあいい。せねばならん事をするだけぞえ。

　と、艦首側に上がってきた連中を見て、右の手を上げた。

「来う」

　武蔵勢ではなく、宙に言うと、夕の空からそれが降ってきた。

　土下座だ。

　自由落下から垂直に影を落とし、こちらの左右に重音をつけて着地した土下座は二体。男と女。どちらも見事なフリーフォール土下座だった。

　そして両の土下座が人型に変形した。立ち上がり、武蔵勢を見ると、こちらの左右で鮭しやけ延のべを中心としたポーズを取る。

「我ら金の使徒……！　現在は関東奥おう羽うの権益のため、最上につく者なり！」

「ヘヘン！　金無し土地無し元手無しの武蔵より、こっちの方が得だよねシロくん！　お米だって美お味いしいもんね！」

『美味しいですモン！』

　さよか、と武蔵むさし副会長が半目で言った。

「そいつら欲しいか？　最も上がみ総長」

「うーん、鮭しやけ延のべがおるからのう」

　いうと、土下座の雌めすが脚にしがみついてきた。

「ちょっと！　ちょっと最上のお金の元！　私達、金のためだったら何でもしますよ!?　靴ナメろって言ったら調理して食べて尻しりから出すところまでやりますよ!?」

「いや、鮭延の方が可愛かわいいぞえ」

「ィヤア──！　シロ君！　私、切り身の原作に負けたァ──！」

『鮭延は可愛いですモン！』

「自覚があるのがいいところだえ。なあ？」

　と言っていると、土下座の雄おすが雌の方に声を掛ける。

「落ち着けハイディ、お前は充分に美しい。これまで作られた全ての貨幣と紙幣に刻印されたり印刷された肖像画とフォントと模様の次にだがな」

「それはまだ私が人の領域って事だから頑張らないと駄目だねシロ君……！」

　自分は武蔵副会長を見た。首を傾かしげ、

「こいつら欲しいかえ？　武蔵副会長」

「そいつらがまた金を結構抱えててなあ」

「金！　金が目的で私達を欲しがってるよシロ君！　正まさ純ずみも見る目あるね！」

　ふむ、と己は頷うなずいた。

「だがこやつら、今のそちらには行きたくないようだぞえ？」

「ソウダヨー！　お金とお米が美味しい最上！　イイヨイイヨー！」

「そうか。でも讃岐さぬきに来たらうどんの御陰で神になれるぞ、その方がよくないか？」

「い、嫌な事思い出させるわねセージュン！　でも私はうどんの女神になり切れなかった女！　シロ君もそうよ！　人からうどんは出ないものなのよ！　もう讃岐には居られないわ！」

　と、浅あさ間ま神社代表が、幾つか表示枠サインフレームを出して確認。その上で土下座に言った。

「安心して下さいハイディ。神罰の中では、お尻から流体シャリの出るものがありました。そのまま一いつ升しようくらい出るのと、三十五皿分くらいのどっちがいいですか？」

「えっえっ、ここで選ばないと駄目な案件!?」

　いろいろ駄目では、とは思う。だが、

「どうするかえ？」

「まあ、こっちで引き取ろう」

　武蔵副会長が言うと、土下座が座り込んだまま半歩バックステップした。

「貧乏人！　貧乏人のところにお金の使徒はいかないかんね!?」

　成程のう、と呟つぶやいた時だ。武蔵むさし勢の中で、手を上げるものがいた。

「総長、ちょっと前出てくれるか？」

　代表委員長だ。
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　……お？　何？　何？

　このチビッコ眼鏡めがねに呼びつけられるとは珍しい。だが手招きされて前に出たなり、チビッコが狐きつねの大きいのにこう言った。

「この前、そこの会計二人は、最も上がみ総長の鬼おに切きりに屈服しとったな」

「Ｔｅｓテスタメント．、そうだえ？　それが何かのう？」

　じゃあ、とチビッコが、こちらを指差して言った。

「最上総長。──アンタの古式神格武装、うちのリニューアル馬……、総長に使ってみてくれんか？　多分通用せんで？　それを見た上で、会計は金を持ってどっちに来るか決めえや」
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「俺おれに、その刀？」

　トーリは、ホライゾンを見た。すると彼女が、首に掲げた右手を横に引いた。

　……やべえ、フィニッシュ入る気だ。

　だから姉を見た。ミトツダイラを見た。浅あさ間まを見た。

「どう思う？　チビッコは勝算あるっぽいけど」

「フフ、どういう勝算か解わからないけど、失敗したら、ここにいる全員、アウトよね？」

　それ以前に、と浅間が首を傾かしげた。

「最上総長も、トーリ君の関係の一つですからオウンゴールになってしまうのでは？」

「ああ、持ち主は制限入るから気にせんでいいぞえ」

『アフターケアはバッチリですモン！』

「ああ、うん、だったら……、って、あまりこっちはよくない気もしますのよ？」

　まあでも、とミトツダイラが浅間と共に頷うなずいた。

「我が王が大丈夫だと思ったら、それで」

「Ｊｕｄジヤツジ．、私も、治療術式など皆の分も含めて用意してますから」
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・十ＺＯ：『まあ、トーリ殿達に勝算があるなら、それに任せるが一番で御座ろう』

・傷有り：『Ｊｕｄ．、点てん蔵ぞう様に何かあっても、私の方で治療は万全ですので大丈夫です』

・不退転：『我慢よキヨナリ』

・ウキー：『おお、我慢の見せ所だな成なる実み……！』

・貧従士：『誰だれか！　誰か自分に治療術式の準備か我慢スキルを──！』

・未熟者：『何で君達、そう温度差が凄すごいんだい？』
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「身内は大事にせえよ、武蔵むさし総長」

　左のサイドスカートの内側から、義よし光あきは刀を抜いた。

　そろそろ装飾を当て直そうかという程度に古びた一刀。長さ八十センチ程の一振りだ。

　反りは緩い。既に刃やいばは朝の光を浴びており、掌てのひらを当てて垂直に構えれば、

「お？」

　武蔵総長の背後で、皆が身構える。

　……良い空気ぞえ。

　自分達の長を信頼しているが、自分の事は自分で対処する。そういう雰ふん囲い気きだ。

　ならば気兼ねなく、己も行く。義よし康やすもこっちに了承の手を上げたので、

「振り向け。──鬼おに切きり」

　言った瞬間、構えられた一刀、〝鬼切〟の刃から、あるものが放たれた。

　記憶という、この世で切れぬもののない力が跳んだのだ。
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　成実は鬼切を知っている。

　伊達だて家けは、この一刀の力によって、幾度となく最も上がみへの侵攻を防がれたのだ。

　そして成実は見た。総長の身体からだ、否、〝かたち〟から、そのままの影が後ろへと抜け掛けたのを、だ。

　……あれは──。

　総長の記憶だ。あの中にある、大事なもの全て、それに鬼切が検索を仕掛けていく。

　刃には何もかもが映り、後は義光がそれを振る事で、総長の記憶にある関係先全てが叩たたき切られる事となる。

　どれだけの数か。それを読み取るように義光が目を細め、

「これを──」

　頂こうかえ、と、柄つかを両手で握った瞬間だった。


《警告：容量過剰》



　鬼切の周囲に、赤の鳥居型表示枠サインフレームが連続した。それは開き、弾はじけ、多段に咲いて鬼切の刃を螺ら旋せんに回り、

「ほほう」

　と義よし光あきが柄つかから手を離した直後。炸さく裂れつの音と共に柄が散った。

　自壊したのだ。
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『義光様、無事かモン!?』

「鮭しやけ延のべがいると無事でなければならんのう」

　と、義光は空中で弾はじけ、回転した鬼おに切きりの刃やいばを右手で摘まんだ。

　……熱いのう。

　多大な負荷が掛かった証拠だ。そして鬼切のシステムとしては対象相手の計上と記録を行う柄部分が内側から割れ、多重の符や祝詞のりとを集積した木片部品が塵ちりとなって落ちていく。

　壊れたのだ。その事実を見て、武蔵むさし代表委員長が言う。

「すまんな。……そこまでとなるとは、思ってなかった」

「気にする事はなかろ。つまり、──古いという事だえ？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と代表委員長が頷うなずくのに合わせ、己は手の中で回した刃を、開いたサイドスカートの鞘さやに落とす。ただ顔に浮かぶのは苦笑の二字だ。

「ココ……、まず、武蔵総長、貴様の存在自体が少々厄介なものとなっておるな？

　今時分にしては珍しく現あら人ひと神がみに近い。半精霊……、否、神気を強く得た、というところか。

　……他にもそういうのが何人かおるな？」

　とはいえ鬼切は古式の存在。古き時代にはそのような者達が多く居た。だからこの破損は、それが直接の原因ではない。あり得るのは、警告表示で見た内容だ。

「武蔵総長、──貴様の記憶の中には、どれだけの人がいるのだえ？」
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　鬼切が作られた時は、まだ、重奏神州が存在していた。

　そういう意味では、鬼切は、極東という範囲専用の神格武装だ。

　だが今は違う。世界は重なって混じり、多様な行き来が始まった。鬼切もそれを理解してアップデートを自動的に行っているが、

　……限界があったか。

　武蔵総長の存在が、古式に縁のある神格化に近かったがため、鬼切側でも古いフォーマットで対応したフシがある。だがそういった事を加味しても、

「貴様の持つ関係の広さは、古き時代の最大値を既に超えたという事よのう」

　自分もその一人か。ならば、

「よかろ。──この山やま形がた城じよう、貴様らにくれてやる。抗あらがう一手とするがいいぞえ」

「……は？」

　武蔵むさし副会長が首を傾かしげる。自動人形の艦長も手を上げ、

「どういう御判断でしょうか。──以上」

「Ｔｅｓテスタメント．、何で私がここに来たか、解わかっておるか？」

「……寂しくなったから？」

　皆が武蔵総長を押さえ込んだ。従士がこちらに振り向き、

「済みません！　今すぐ！　今すぐ片付けますんで！」

「あまり気にせんでいいぞえ？　──要は貴様らよ。貴様らがここに来て、運命についての隠された過去とやらを知る。それがまた面倒を呼ぶと解っておる者達がいるのだえ」

「……羽は柴しば勢か？」

　Ｔｅｓ．、と言うしかない。だが立たち花ばなの嫁が手を上げた。

「しかし、新大陸に来るルートは、三征西班牙トレス・エスパニアが守りを固めています。……瀬せ戸と内ない海かいに戻った時、そこで羽柴勢が待っていると、そういうのですか？」

「否、──こちらに来ている情報では、まだ羽柴勢は瀬戸内海での展開を終えておらぬ」

「では──」

　と言った人狼女王の娘が、何かに気付いたかのように眉まゆを立てた。

「……羽柴が存命という条件が満たされているならば、羽柴勢は極東の東側を自由に移動出来ますのよね？　現状、羽柴の天下なんですもの」

「そう、暫定支配国が強力な欧州側を、わざわざ抜けて新大陸にいく必要はないのだえ。

　天下御免の四文字を掲げ、P.A.Oda領から東回りに空を最短で来ればいい」

『義よし光あき様……！　見えたモン！　大体南の方角だモン！』

　鮭延の声に、はっとして武蔵勢が振り向く。直後に浅あさ間ま神社代表の照準術式と、山やま形がた城じようの視覚素子からの情報がそれぞれこちらの眼前に展開した。そこに見えるのは、

「あれか……！」

　南。水平線の向こう。夕日が落ちる本土の島影の向こうに、暗雲が揺らいでいる。

「大和やまとだね。大気干渉とステルスを全開で掛けているけど、重力航行でこちらに飛んで来ているから、暗雲を引きずってる。僕達がこちらに来るのを察知してから出たならば、あと三十分もしないで激突になると思うよ？」

「大和への上陸戦を行うで御座るか？　正まさ純ずみ」

　……こいつらは……！

　潰つぶされて、無視されて、忘れられていたのに、しかし今、まるで何も無かったかのように抗あらがう態勢をとるのだ。

　全く全く、と、内心で言葉を作りながら、己は言う。

「作戦はある。──貴様らを関東へと送るのだえ。それも、西回りでな」
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　確認は急ぎだった。

〝奥おく多た摩ま〟は山やま形がた城じようの運航に関わる訳ではないが、全体の理解は同行している自動人形達の手配に繫つながる。それに最も上がみは北国なのだ。そこから来た最上総長が、三征西班牙トレス・エスパニア側から関東へと行こうとして、不備無く作戦が組めているか確認する必要もある。

　山形城の艦首甲板上。水平に構えた表示枠サインフレームに最上総長が映すのは、〝門〟の位置も考慮して繫いだ新大陸から三征西班牙、そして地ち中ちゆう海かいの概要図で、

「──まず山形城に随伴させた輸送艦を先行させる。

　それらが〝門〟を抜けた後、山形城と残りの輸送艦が突入する。もしも外でM.H.R.R.神聖ローマ帝国勢がいたとしても、監視をしていても、先に飛び込んでいった輸送艦に気け取どられるからのう。僅わずかにでも隙すきを作った上で、高度を高めて山形城で行くのだえ」

「では、そこから輸送艦は──。──以上」

「武蔵むさしの装甲輸送艦は下から山形城の下を防護。貨物や武神はこちらに移しておくがええ。

　そして山形城の輸送艦は、恐らく地中海半ばで待っているであろうM.H.R.R.艦隊に吶とつ喊かんする」

　その言葉に、里さと見み生徒会長が手を上げた。

「犠牲を生む気か？」

「私達が幾度、伊達だてを相手にこのような事を仕掛けたと思っておる。無傷のつもりよ」

「国境周辺での強襲と逃げ足の速さは見事なものよ」

　伊達家副長が半目で言うのだから、確かなのだろう。

「地中海に作られているであろう包囲網をどう越えるか、というところよのう」

「後ろの大和やまとは大丈夫なのか？　こちらに輸送艦をバリケードとして置いてはどうだ？」

「〝門〟の直径が、大和に対応しておらぬだろう。大和は八艦編成を連続した一列にせざるを得ない。だとすればその時間で充分だえ」

　と、そこで立たち花ばな・誾ぎんが手を上げた。

「地上武蔵が人質に取られる可能性があります」

　否、と応じたのは武蔵副会長だ。

「地上武蔵は現在、瑞典スウエーデン総長の預かりだ。彼女は改派プロテスタントである瑞典を旧派カトリツクに戻す歴史再現を持つが、その居場所を、三十年戦争の敗戦国であるM.H.R.R.が人質にとるとは思えない。それに地中海の状況は各国にも広報で伝わるだろう。地上武蔵の方が安全だろうな」

「Ｊｕｄジヤツジ．、了解致しました。では、山形城が地中海をぬけたものと仮定します。

　しかし大和の加速力から言って、やはり三み河かわ周辺で追いつかれるのではないでしょうか」

　という立花・誾の言葉に、己は手を上げた。

「大和の燃料系はどうなっているのでしょうか」

　言葉を繫つなぎ、疑問に思う事がある。それはかつての山やま崎ざきの合かつ戦せんの時や、記録として残っている安あ芸き撃沈の時の話から生じるものだ。

「大和やまとは巨大艦ですが、武蔵むさしも同様です。そして燃料関係で言えば、貿易艦としての武蔵の方が搭載量は上。しかし大和はあの巨大な砲を積んだ超重量の存在として、こちらに来ており、更にはステルス防護障壁と重力加速も併用しているようです。

　そのような高出力を支える燃料、補給を頻繁に行わねば保もたないでしょう。──以上」

「いい質問だえ」

　義よし光あきが一度息を吐き、概要図に両の手をついた。そして皆を見据え、

「恐らくではあるが、大和が武蔵ではなく、大和たるのは、あの主砲ではなかろう。

　あれだけの巨大な存在で実砲も有した〝戦艦〟。安あ土づちを遙かに超える存在を保つには、方法は一つしかあるまいて」

「──新型の駆動系かい？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と義光が頷うなずいた。

「恐らく、地ち脈みやく炉ろの技術を転用した、少燃料かつ大出力の駆動系を有しておる」
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　どうだえ？　ともはや期待をもって義光は武蔵勢を見た。

　すると誰だれもが、初めは沈黙した。しかしやがて頷き、それぞれが顔を見合わせ、

「……つまり俺おれ達、そういう相手に相当頑張った、って事？」

「大おお久く保ぼ！　良かったな大久保！　お前、善戦だったんだぞ！」

「頭を叩たたくなあ──！」

　そうだ。どれだけ強力な相手だろうと、抗あらがったのだ。

　己は思い出す。人狼女王レーネ・デ・ガルウから伝えられていた実況において、大和に対した武蔵の左右一番艦は、何も恐れず、抵抗を自分達の是としたのだと。

　武蔵全艦。あの艦が見せたものが、皆には届いている。ゆえに、

「〝奥おく多た摩ま〟と言ったか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、何でしょうか。──以上」

「そのような途方もない戦力である大和に対し、貴様は勝算ありと思うか？」

　問いかけに対して、即答が来た。

「その戦いが抵抗ならば、抵抗は武蔵の義務です。そして抵抗とは、それを行った時、既に勝利をしているのです。なぜならば、服従は無いからです。──以上」

「麻薬のような答えよのう」

　言って、己は身を起こした。既にどうやって対抗するか、などを話し始めている武蔵勢に対し、手を一度打って傾注を促す。

「気が早いぞ貴様ら。艦の運航は我ら最も上がみ勢が行う。羽は柴しば勢も、武蔵むさし勢と直接相あい対たいするのでなければ何らかの判断を必要とするであろうからな」

「……何処どこまで逃げる気だ？」

　武蔵副会長の問いに、己は袖そでから扇子を取り出し、口元を隠した。

「ココ、……行くならば三み河かわが臨界線。何故なぜならば、そこから東は羽柴の自由に行き来出来る土地ではあれ、欧州や中東の勢力ではない極東勢の土地。──いくら羽柴勢といえど、二度も無茶な通過をさせる道理はないぞえ？　そうであろう？」

　と呼びかけたのは、こちらの横から武蔵勢の方へと身を移す武蔵の会計達だ。

「その二人が、関東諸家を始め、周辺を回り続けて権益で縛り込んだ。どの連中も、私と丁ちよう々ちよう発はつ止しの遣り取りをしていたような諸家ばかり、羽柴に対し、一回目はいい顔をしても、二回目からは通行料くらいをせびるであろうよ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、羽柴よりも武蔵の方が得。──何しろ、羽柴の時代に、すでに松まつ平だいらは関東に土地を得て、勢力を築いていたのだ。関東以東ならば、羽柴の監視が常にある訳でも無い。羽柴が存命でも権益はこちらの方が強いのだ」

　だから、と会計が言って、自分の古巣を眺めた。

「ここで合流だ。久しぶりに、な」

「お前は離反していた方が良い仕事をするんだがなあ」

「だよなあ。オメエ、実は外だと金狂いが治まったりしてね？」

「貴様らが金にならんからだ」

「──松平は質素倹約だぞ。私が正しい見本だ。憶おぼえておけ」

　と、副会長が上げた手に、会計が平手を当てて音を鳴らす。

　そして離れた副会長の手の上に、五円玉が載っていた。浅あさ間ま神社代表が小さく笑って、

「──それ、縁を修復、という事ですかハイディ」

「何!?　何!?　尻しりから五円を出せって事!?　いいわよ！　お金だったらプリプリ出しても本望だかんね!?」

　何言ってるか解わからん。だが、決まりだ。

「行くぞ貴様ら。──まさか新大陸来て、保護者引率で帰る事があるとは思わなんだが、長生きはしてみるものよのう」
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　ようし、と皆が山やま形がた城じようの構造図を最上の学生から表示枠サインフレームで受け取り、それぞれ手助けが出来る者はその場所に向かい、そうではない者は待機所や後部甲板へと向かっていく。

　そんな動きを、立ち止まって眺めている影が一つあった。

　オリオトライだ。鈴すずが待機所に向かおうとして振り向くのに対し、気にするなと手を振ってから一息。

　……皆、挫くじけないものねえ。

　感心したように思っていると、横から声が来た。

「おーい、先生」

　トーリだ。ホライゾンを始め、本舗組を連れている。他、点てん蔵ぞうや正まさ純ずみ達もおり、こちらは待機所組とは別で後部甲板に行こうと言うのだろう。

「退避しねえの？」

「ああ、うん、どうしようかなって、そんなとこ。いろいろまとめないといけない事、多くなったからね。東あずまの事とか」

　と、ホライゾンが右の手を上げた。

「突然ですが、ぶっちゃけ、ホライゾンとトーリ様の子とは、先生の事ですね？」
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　またいきなりだな、と正純は、移動前に配られてきた戦闘糧食と冬服をバルフェットから受け取りつつ、こう思った。

　……それはどういう理屈だ？

　皆も大体同意らしい。幾人かは、まさか、という顔をしているが、それ以外は、

「──副王、いくら何でも、先生が娘だなんて、どういう事です？　先生のゴリラパワーは総長にも副王にも無いじゃないですか」

「鍛え方が違うのです、アデーレ様。アデーレ様が未来永えい劫ごうに巨乳がＭＵＲＩなのと違って、ゴリラパワーは後天的な鍛錬によるもの。先生も人間ですからね」

「今、何か余計な事が入りましたよ!?」

「というか先生の方も、今、リスペクトと同時にディスられてる？」

　だが己は見た。オリオトライが眉まゆ根ねを歪ゆがめ、苦笑しているのを、だ。

　……あれ。

　見た事のない表情だ、と思った。そして伊達だて家け副長がホライゾンに問う。

「どういう契機で、そう判断したの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、先日、皆様の隠し子ーズが言っていた事から、正純様が答えを述べたのです」

「私が？」

　何だろうか。そんな事を言っただろうか。と、首を傾かしげた時だ。

「三み河かわ争乱で、トーリ様は間に合わなかったそうですね」

　……ああ。それか。

　そうだ。十じつ本ぽん槍やりの面々が言う事が確かならば、自分達は三河争乱で失敗した。ホライゾンは〝刑場アンダミオ・デラ・エジエクシオン〟にて分解され、馬鹿もまた、あの光の壁に手を入れ、同じように散ったのだ。

　だが、今の自分達はそうではなかった。その事について、ホライゾンが言った。

「あの時、パーフェクトに死ぬ気満々でアガリ確実だった身としては、向こうから走ってくる皆様を見て、何を無駄な事を、と思ったものです。何しろ駆けつけてくる理由が解わかりませんし、こっちも救われる気は無かったですからね」

　しかし、

「そんなホライゾンの内気なデッドリー内心とは別で、皆様は間に合いました。見ていてかなり慌ただしかったのですが、しかしここにいる馬鹿がくねくねしたり意味の無いムーヴをとるくらい余裕がありました。だからホライゾンは、間に合わなかったという話を聞いて、こう思ったのです」

　それは、

「──まあそういう事もあるか、と」

「オイイイイイイイイイイイイイイ！　それちょっと話が進まないぞ！」

「おっと正まさ純ずみ様、いいツッコミです。予約として３ポイント獲得、代わりにトーリ様が５ポイントマイナスです」

「おいおいソレ、負債分の方が大きくね？　どうなの？」

　まあまあ、とホライゾンが両の掌てのひらを立てて制する。

「──正直、ホライゾンには、何故なぜ間に合ったのかが解りません。何故なら、あの時初めて皆様と会ったようなものなので、それ以前の皆様についてはよく解らないのです。

　しかし、武蔵むさしが一丁沈みまして、これは皆様の士気を上げるためにもホライゾンが格好良いところを見せねばと身体からだを鍛えていましたところ、ふと気付きました」

　それは、先程言った台詞せりふに繫つながる。

「──鍛え方が違うのです」
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「単純な話です」

　ホライゾンは言った。

「夏休みに入る前、補ほ習しゆうとして先生と追いかけっこして、武蔵には一生の思い出になるような輸送艦で〝えいっ　えいっ〟などありました」

　向こうで〝奥おく多た摩ま〟様が「ア──。──以上」などと両耳を塞ふさいでいるが、いい反応です。

「ホライゾンとしては、以前に皆様がどうであったかは解りません。が、英国に入る前辺りの授業では、先生に、村むら山やま方面まではついて行ける、と言った出来でした。しかしそれが、夏休み前には一発逆転果たせる程度になっていたのです」

「それは、皆が内容の濃い実戦を過ごしてきたからじゃないの？」

　オリオトライの台詞せりふに、己は頷うなずく。確かにそうだろう、と。だが、

「──武蔵むさし勢は総合力です、先生」

「────」

「三み河かわ争乱では、総長連合の面々が主に前に出ました。しかし英雄単位でどうとでも出来るところもあれば、出来ない部分もあります。だとすると、やはり総合力。あの時、トーリ様が流体供給術式を使ったとして、大幅に時間を稼ぐ事が出来たのは、戦士団である学生の皆様が、強化されていたからです」

　つまり、

「先生は体育教師として、他クラスなども担当しています。当然、うちのクラス程派手な事はしませんが、しかし、他の学年も見たり、他の教員とも意見を交わしますね？」

　だから己は、こう思う。

「過去よりも武蔵勢の総合力を上げる要因。そこには先生の存在が不可欠です。

　そして先生がいた事で、三河争乱でホライゾンとトーリ様は生き残り、浅あさ間ま様達は毛の世話にならずに済んだのです」

「毛」

　そうです、と頷うなずくこちらの後ろで浅間様とミトツダイラ様が「あのう……」などと言っていますが、ホライゾンの場合は毛が毛の世話になったのだからこちらの方が上です。

　しかし、オリオトライが首を傾かしげた。眉まゆ尻じりを下げた顔で、

「なかなか面白い推理だけど、やはり証拠が無いわよ？」

「確かにそうだね」

　と言ったのは、ネシンバラだ。

「ネシンバラ様……！　まさかホライゾンに逆を張れと……!?」

「逆じゃなくて素のままだよ！」

　とネシンバラが表示枠サインフレームを展開した。そこにあるのはアルファベットに似た記号的な文字の並びだ。彼はその文字列を叩たたき、

「以前、先生の名前の意味って何だろう、と考えた事があった。ちょっと聞いた事がないファンタジーネームだったからね。その時、結局解わからなかったんだけど、ORIOTRYもしくはOLIOTRI辺りだと見当をつけていた」

「聞いてくれれば教えたけどORIOTRIよ？」

「だとすると、簡単だ。ラテン語ではORIは〝昇る・生まれる〟という言葉の語源になっている。ORIENTが〝日の昇る方〟だと言えば解るかな。だから僕はその時、後ろがTRYならば〝昇る事への挑戦〟、TRIなら〝三つの昇る何か〟とか、そんな意味かな、と思ってた」

「よく考えるものねえ」

　いやいや、とネシンバラが手を左右に振る。

「そうじゃないんだ」

　長いですよ……、長いですわね……、という声が後ろから幾つも聞こえてきたが同意しておく。ただ目の前のネシンバラはメゲる事なく、こう言った。

「大罪武装ロイズモイ・オプロというものが各国に配られ、そして教皇総長が一つを追加で無心に来る、と知った時、僕はそれを調べてみる事にした。各国に預けられたものが、かなり特殊である一方、僕の興味を引かなかったのは、それがギリシャ語に由来するものだったからだね。

　だけど、調べていて面白かった。──ラテン語は、意外に新しい言葉で、ギリシャ語の方が古かったんだね」

　聞く。

「ギリシャ語の発生は紀元前三千年前後、説によってはヘブライ語などよりも古く、故に中東の文化の多くはギリシャ語に翻訳されて欧州へと入った。大罪武装もそういった流れで生まれたギリシャ語による大罪がベースだった訳だ」

　では、とネシンバラが手を左右に振った。

「ギリシャ語で考えて見よう。ORIO、という語はしかしギリシャ語にない」

「やはり……！」

「やはりじゃないよ!?　ないからね？　あるのは、ORIという言葉だ」

　ORI──！　と馬鹿とノリキと点てん蔵ぞうが人文字を作るが無視をする事にする。己が今、気にするべきは、

「その意味は？」

「古くにおいては〝地の果て〟などを示す言葉で、例えば地平線をオリゾンタスという。アリアダスト君の名前は、ギリシャ語で既に存在していたものだったんだね」

「では後ろのOTRIは？」

「さっき、中で答えを見ただろう？　○は正解。そして、関係を繫つなぐものだ。だからその話が何処どこかから伝わって──」

　ネシンバラが、馬鹿を見た。ん？　と首を前に傾かしげる男に対し、

「TRIはトーリだ。地平線に繫がるORIとトーリを、結ぶ○。

　二人の間に生まれた子供は間違いじゃなかったと、そういう意味の名前だよ」
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「馬鹿ねえ」

　と、オリオトライが苦笑を濃くしたのを、浅あさ間まは見た。

「ソレこそ君達、言葉遊びのこじつけじゃない？　大丈夫？　大体、それが私の名前だったら、私は葵あおい・オリオトライになる訳？　私はオリオトライ・真ま喜き子こだけど？」

　言う口調はやや焦りを帯びている。だが告げられた台詞せりふを聞いた時、己は気付いた。

　……そこに、正解がありますよね……？

　今更だ。今まで何故なぜ、とも思える事だ。これは山やま崎ざきの合かつ戦せんで気付いて然しかるべきだった。だけど今からでも言えるならば、

「フフ、先生。ちょっといいかしら」

　喜き美みが肩をすくめて言った。

「もしも先生が愚弟とホライゾンの子なら、それは本人同士の子供じゃなくて、何処どこかで母体となるシステムや、誰だれかが代理を望んだ、という事になるわね」

　それは、

「──そっちの未来の私は、駄目な女だったと、そういう事ね」

「喜美……！」

　いいのよ、と喜美が眉まゆを立てて笑った。

「真ま喜き子こ。──真においては喜美の子。こっちに抽出されて、運命に見つからないようにする流れの中で、その名前を名乗ってくれたんでしょう？　あっちの私としては、オリオトライの名前を与えたと思うんだけど、──慕ってくれる子の事を遠ざける程、馬鹿じゃないわ。

　見つけるのが遅くなったわね。でも、──有り難う先生。駄目な女にならずに済むわ」
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　喜美は、幾つかの事実を思い出していた。

　……先生は、いつも皆や、愚弟を応援していたわね。

　頑張れと、そう言っていた。

　三み河かわに武蔵むさしが着港した時、弟が後悔通りにアタック掛けた際も、同じだった。あの時、手て櫛ぐしで髪を梳とくから櫛を使ってやったら、こう言ったのだ。

「近所のオバちゃんね」

　あれは多分、未来にいた自分の事だ。きっと、自分は、オリオトライに産みの親だという事を伝えていなかったのだろう。だけど彼女には解わかっていた。そして、

「会ってみたかったのね、愚弟とホライゾンに。私達が大事に思い出話をする二人に。

　そして他の十じつ本ぽん槍やりの皆が、親の失敗を我が事のように捉とらえている一方で、その失敗すら出来なかった二人の事を、信じてくれたのね。

　だからこっちにきて、直接手助けをするんじゃなくて、後押しする事を選んだ。他の皆の親も含め、この人達は出来ると、そう信じて、力をつけてくれたのね」

　周囲、皆がこちらの言葉を聞いている。視線の先で、オリオトライがこちらを見ている。

　目を逸そらさずに視線を合わせているのは、これが、多分、彼女の望んだ瞬間の、一つの形なのだろう。故に己は頷うなずき、

「結果はこういう事よ」

　言った。

「──強化された私と愚弟は、自分の娘のオッパイ揉もんだのよ」
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・あさま：『喜き美みぃ──────！』

・賢姉様：『フフ、何よ浅あさ間ま！　私がシリアス空間を一分近く護まもった事で賞賛してくれるの!?　さあ！　褒めなさいカマンカマ──ン!?』

・貧従士：『ああ、親には敵かなわないって、こういう事かな……、と思いました』

・ホラ子：『つまり理論的に言って、ホライゾンも先生のオパイを揉める事になりますね？』

・銀　狼：『えっとぉ……』

・不退転：『オッパイ揉んだらダイアグラムが上になる世界かしら』

・ウキー：『拙せつ僧そう、貴様のおかげで結構上かもしれんぞ』

・傷有り：『て、点てん蔵ぞう様も上ですね……!?』

・十ＺＯ：『う、上で御座るけど、カーストは下がるので分量が大事で御座るよ？』
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　オリオトライとしては、安あん堵どした。

　三み河かわは越えて、その後も越えて来たが、まさか未来にて共にいた皆が敵となって、そして敗北するところまでは読めなかった。

　……大和やまとなんて、私の知る未来には出てこなかったものねえ。

　だが自分の教えた者達は、負けたつもりになっていない。これからも、どうにかするつもりだ。

　ならばいいのだろう。そう思った時、正まさ純ずみが言った。

「先生は、……真さな田だにあったあの施設の、中央の抽出機で？」

「え？　あ──」

　まあいいか、と思って、頷く事にする。全てを認め、是とした上で、

「そうね。……私は皆と考えが違ったから、皆と一緒に〝止める〟事は出来ないと、そう思ってたの。だから先に、一度行った試験の際、志願して先に言ったの」

「じゃあ、私が糟かす屋やと戦闘中に飛び込んで来た時──」

「気付かれてるわね。私の事。……というか、多分、前から解わかってたと思うわ。三河以降、何故なぜかを考えたら、ホライゾンと同じ事に至る筈だし、向こうには石いし川かわ先生いるから」

　自分はIZUMOに送られ、しかしこちらの持つ情報からIZUMOが確保に入った。ゆえに次の抽出では、元もと康やすが自分達で情報を収集出来るよう、P.A.Odaに他の皆を送ったのだ。

　世界の危機だというのに、政治というか、権益に振り回される。

「とはいえ、私の出しゆつ自じで運が良かったのは、IZUMOに祖父母にあたる人がいた事ね」

「ミツ様ですね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、私の安定化とかもだけど、いろいろ仕込んでくれてね。──だから武蔵むさしに入る時は、ケッコー期待してたわ。まあ、入ってみたら〝この連中は……〟と三日で思うような案件になっていたけどね」

　だけど、そこからは今に繫つながるのだ。ゆえに昔話は不要だろう。少なくとも今は、ここで足止めをしている意味はない。そう思った瞬間。

「真ま喜き子こ」

　トーリの笑った振り返りに、足を止めた。

「馬鹿」

　先生をからかうもんじゃないわよ、と言った。そのつもりだった。

　しゃがみ込んで、顔を手で覆って泣いていた。
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・約全員：『泣かしたあ──!!』

・俺　　：『いや、待て、しょうがねえだろ、コレは』

・賢姉様：『フフ、十何年分だものね。でもいいわ。今ので繫がったのよ、愚弟。後でホライゾンも呼んであげて。──先生が、アンタ達の子で、私の子で、両方で良いって、そういう事になったんだから』

・ホラ子：『つまりその時に揉もめと』

・貧従士：『いえあの、番付が付く訳じゃないんで……』
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　アデーレは、表示枠サインフレームにやれやれと書き込みながら、一つの交代を見た。

　担任が泣くのをやめ、立ち上がるのと同時に、身を沈める影が生じたのだ。

　副王ホライゾンだ。

　彼女は右手の親指を上げ、目を閉じていきながら、

「少々、いろいろあり過ぎました。三十分程軽く眠る事とします」

　力を抜き、崩れる身を、第五特とく務むが支えて抱き上げた。すると副王の周囲に、幾つかの表示枠が現れ、消えていく。これが何を示すか、自分達は知っている。

「……大罪武装ロイズモイ・オプロの最適化？」

　既に大半は行われている筈はずだ。だとすれば何か、と思った時だった。

『──出るぞえ。向こう、大和やまとも随分と近づいておる。これは競争であろうのう』

　戻るのだ。自分達の基地となる関東へ。〝門〟を利用した上で、一直線に、だ。
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　そして響く音の鳴りを、ギブアップのタップを手に受けながら大フアナは感じた。

　……行くのですか。

　行くのだ。話に拠よれば彼らの味方が来ていて、その導きで態勢を立て直すために、まずは関東へと戻るのだと言う。そこからの巻き返しとなるのだろうが、

「さて」

　音が行く。遠ざかっていく。だが、立ち上がって両腕を振り上げる身は、勝利のゴングが打ち鳴らしに揺らぎを得ているのを聞いた。

〝幽閉〟の場所に震動を外から与えるのは、流体操作によるものだ。先の音鳴りが大型の航空戦艦クラスならば、まだ接近中なのにゴングを震わせるこれは、

「……元もと信のぶの研究していた地脈炉の小型化と実用化を、正しく進めた八艦ですか」

　震動が来た。教室の板張りが震え、リングのロープが揺れ、そして、

「────」

　塔がステップしたかのような揺らぎを送り、それが東へと向かった。

　大和やまとが、武蔵むさし勢を追撃に迫っていくのだ。







[image: 第七十章『戦場の荒武者』]
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　大和やまとからの連絡は、夕刻を過ぎてもなかった。

　石いし川かわは、その事に安あん堵ども期待外れも何も感じず、ただ与えられた作戦をとる事にした。

　羽は柴しばは現状の極東勢力に対し、天下御免で自由にその上を通過したり、行動がとれる。が、だからといってそれが実際に何処どこまで完全に出来るかは別なのだ。

　奥おう羽うまで行けば、通つう神しん環境に規制を受ける事や、大和のステルス防護障壁ゆえに連絡が届かなくなってくる事は解わかっていた。

　こちらが何をすべきか、作戦としての予定表はある。そして、

「その通りに来ましたね」

　夜空。三征西班牙トレス・エスパニアの東沖海上から、艦影が高速に飛ひ翔しようしてくるのだ。

　輸送艦の群だった。

　山やま形がた城じようの艦影はまだ見えない。しかも、まずこちらに来るのは武蔵むさしの装甲輸送艦ではない。速度を上げて突っ込んでくるのは最も上がみ教きよう導どう院いんの刻印をつけた輸送艦だ。

　対し、地ち中ちゆう海かいの夜空が動いた。

　北東の海上。M.H.R.R.神聖ローマ帝国とK.P.A.Italiaの境界線となる空にいた大規模艦隊が、吶とつ喊かんの輸送艦に合わせた高度を取り始めたのだ。

　……九く鬼き君が動きますか。

　安定した挙動。均等に各艦が動いて、上下三段、交差するような組み方の壁を作って行く。ならばその後ろへと、自分達も、艦の存在を知らせる警告灯の光を立てながら、

「行きますか。──訓練艦は輸送艦を率いて九鬼艦隊の後ろへ。中盤の隙すき間まを詰めます」

　と、指示を出した時だ。艦が震動して周囲に淡く纏まとっていた仮想海を濃くすると同時。

『緊急──！』

　最上の輸送艦から、広域通神への言葉が入った。それは完全な棒読みで、

『我が最上教導院旗艦、山形城が、武蔵勢に乗っ取られましたあ──！』

　そう来ましたか。
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　九鬼は、旗艦の甲板上から迷わず砲撃を掛けようとした。

　それを思いとどまったのは、関東以東の政治的状況だ。

　……未いまだ、関東以東の諸家は、羽柴君に対して表向きの服従しかしていないのだな。

　大和を東回りで新大陸に向かわせたのも、彼らに対して羽柴の武力を見せつけるという意味がある。武蔵が無い今、それ以上の高性能艦がこちらにはあるのだと、そういう事だ。

　そのような気遣いがある上で、もしここで自分達が最上勢を何の大義名分も無しに迎撃したらどうなるか。

　関東や奥おう羽うの各教きよう導どう院いんは、これを政治的に捉とらえて羽は柴しばを警戒。今後の、創そう世せい計画の進行や導入に対して駆け引きを持ち込んでくるだろう。

　いっその事、大和やまとで関東も奥羽も支配してしまえば楽なのだが、とは思う。そうしてしまえば、欧州側で進めている政治的な交渉にも威圧が利くだろうに、と。

　……だがそれをしないのが、かつての羽柴君を継ついだ今の羽柴君か。

　よって自分は思案した。

　最も上がみ勢の通つう神しんが虚偽である可能性は高い。否、寧むしろ信しん憑ぴよう性せいの方が薄い。奥羽の狐きつねの話は、羽柴勢に伊達だて家けから引き抜かれた武神操縦指導役、鬼おに庭にわから話を聞いているのだ。

　身内に対しては柔軟で、しかし敵に対しては苛か烈れつ。更には、

「奥羽の狐は鼻が利くと聞いた。──こと、己が味方となるものとならないものを区別する嗅きゆう覚かくは凄すさまじいのだと」

　そんな風に言われる最上総長が、武蔵むさし勢を見誤るとも思えない。更には、

「関東解放で、最上勢にはやられているのだよ」

　あれは、村むら上かみ水軍との再戦ではあった。が、今と同じ夜の戦闘で、更には彼らの背後、抑えの戦力としてこちらを追い詰め、固定したのは最上の山やま形がた城じようだった。

　この敵は〝やる〟。山形城という存在を、単艦でも活いかす戦術を組むのだ。

　ゆえにここはセオリーを重視する。

『止まれ！　無用な接近をすれば砲撃を行う！』

　警告だ。大義名分ではないが、通常の対応。これで撃つならばやむなし、とも言えよう。

　だが向こうから、続く声が来た。

『駄目なんだコレが！　何しろ武蔵勢によって加速以外出来ないようにされてんだ！』

　そう来たか──、と、何となく納得してしまったくらい、相手には信頼感がある。

　だが、そうだと言って砲撃を止める理由にはならない。己は表示枠インシヤ・コトブを展開し、構えた壁の砲列の内、対応が楽な下列の艦群に照準を指示し、

『どのような理由だろうと、砲撃を止めるものにはならん！　艦から脱出しろ！　それが出来なければ撃沈する！』

『九く鬼き様！　向こうの画像です!!』

　叫びに艦内から表示枠が来た。望遠術式で、接近する輸送艦を捉とらえたものだった。

　夜故に光量増幅した甲板上に、樽たるが並んでいる。それも縄とパレットで固定され、三段式。どの輸送艦も数百の数で搭載して加速しているが、

　……火船か！

　罠わなだと、そう考えた。ゆえに己は判断した。

『砲撃しろ！』
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　石いし川かわは見た。

　一斉の砲撃がまず向かったのは、吶とつ喊かんしてくる輸送艦の列。それも前列を形成する三艦だ。

　狙そ撃げきするのは壁を形成した九く鬼きの艦隊の内、高度の合う下列の艦群となる。上列からは砲撃を当てようにも着弾位置を計算せねばならないが、下列ならば水平射撃で済むため、即応が可能だと、そう判断がされたのだ。

　……セオリー通りですね。

　ともかく敵の前列に集中する。それが火船ならば、爆発の影響で敵の後列には乱れが生じるだろうし、今はこちらが風上だ。セオリー通りにやって不利な事はない。

　その安心感をもって砲撃音が連続した。だが、

「おや」

　砲音が止やまない。音が大気を揺るがせ、背後から見る九鬼艦隊が陽かげ炎ろうに震えた。

　焦りによる間違いや指示ミスではない。撃って当てるというより、砲撃で面を形成して相手を阻止する。そういうセオリーを、九鬼はここで選んだのだ。

　……やはりセオリー通りと言えますが──。

　しかしこのような少数の吶喊に使うには度が過ぎている。

　ただこれが、今の九鬼なのだろう。

「手を抜かなくなりましたか」

　勝敗を、己の判断でつけなくなった。

　九鬼は艦隊戦の得え手てだが、そこに奇策は無いタイプの指揮者だ。質のいい艦を用い、質のいい戦士団を使い、安定した戦術で押し切る。

　単純なようでいて、大たい勢せいを把握し、敵の動きにも慌てない対応をしなければならない。

　それでいて、最後、詰める時は詰める。犠牲も厭いとわない。

　戦力を正しく整える事が出来る羽は柴しば勢やP.A.Oda、M.H.R.R.神聖ローマ帝国にとっては、最も中枢に据えるべき指揮者だ。

　だがこれまでの流れで、幾度か〝やられた〟。

　セオリーを重視し、詰めるべき処で詰める方法を、超えられる場合が出てきたのだ。

　だから、だ。

　今の九鬼が選択するのは〝最大限のセオリー〟だ。

　この、創そう世せい計画に向かう重要な時期、自分が担当する如何いかなる戦場でも、〝この程度でいい〟という考えを抱かず〝ここまでやり切る〟という方針に変えた。

　……これは、敵にとっては面倒でしょうね。

　隙すきが無い。元々、安定したセオリーとは隙が無いからこそ成立しているものだ。それを、敵戦力に対して過剰に用い、しかし指揮官は制御出来る。

　今がそうだ。向かってくる加速の輸送艦には、〝破壊すればいいだろう〟などというものではなく、〝壁で止める〟という量の砲弾が飛んだ。

　敵艦は打撃に衝突し、塵ちりとなるだろう。火船だ。ならば爆発し、背後の二列目も巻き込む。そして九く鬼きは、そこにも砲撃を加え続ける筈はずだ。

　手を抜かないとは、そういう事だ。だから、

「ヒット」

　着弾音は距離があるから、届くのに時間が掛かる。ゆえに視覚こそが先に情報を確認。艦首側に出した望遠術式の表示枠を頼らずとも、教員の目ならば結果を理解出来る。

　出来た。

　弾幕の破砕が、敵輸送艦の前列を砕いたのを、だ。しかし、

「……？」

　破壊は単純だった。

　火船ではなかったのである。
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　石いし川かわは、危険を感じた。

　意味が解わからなかったのだ。

　輸送艦を吶とつ喊かんさせるという事は、こちらに何らかの被害を与える目的があった筈はずだ。

　破壊だけではない。艦隊という〝群むれ〟に何か対応させただけで、そこにはコストが生じる。〝隙すき〟と言っていいかもしれない。

　しかし敵が使ってきた輸送艦は、火船でも何でもなかった。

　コストとして、こちらは全面砲撃の連射を用いたが、これも九鬼の方では納得済みの選択だ。実際において、艦隊砲撃以上、何のコストも生じていない。

　無駄だ。

　だから己は危険を感じた。無駄に見えるこの結果に、何の意味があるのだろうかと。そして、この思考こそが向こうの狙ねらいかもしれないと、そう考えた。陽動として迷わせる事が相手にとって大事ならば、危険を感じる事こそが向こうの狙いなのだと。

　そして己が、視線の先で起きている事を事実として受け止めた時、九鬼が判断を下した。

『砲撃続行。──敵後列を殲せん滅めつせよ』

　その声が通つう神しんに響いた時だ。

　別の声が、通神に来た。

『あー！　何て事を!!』

　最も上がみ側の学生からの、驚きも込めた叫びだった。

『うわああああ！　今のは、武蔵むさし勢から逃げ切って、最も上がみへと届けようとしていた新大陸からの献上品なのに！』
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　……クソ芝居だわ……！

　石いし川かわの艦隊から外れた前まえ田だの輸送艦に乗り、本土側、姫ひめ路じの港についていた不ふ破わは、南西の海で始まった航空艦隊の戦闘を表示枠インシヤ・コトブで確認していた。

　甲板上だ。流れ弾や艦の墜落が生じる可能性もあるから、港は全面的に警戒中で、出場しない艦や民間の船は防護を掛けたり丘上に退避している。自分がいる前田の輸送艦は着水したままだが、反応型の防護障壁を掛けていると聞く。

　今さっきまで、倒れた佐さつ々さの収容の手配と実行を進め、三み河かわから届いてきていた池いけ田だ班の報告を確認していたのだが、

　……あれ？　私、何かいつの間にかまた忙しい身になってない……？

　ぶっちゃけ自分の歴史再現なんてほぼ終了で、完遂していい身分なのだ。だがそれが為なされないのは、政治的に見て〝安全〟な身分だというのがあろう。他国と関わる事の薄い襲しゆう名めい者が隙すき間ま家具のように扱われるのを今までよく見てきたが、自分もそういう事だ。他の国からツッコミがあれば即完遂状態にされるだろうが、それまでは頭を低くしていく事になろう。

　こちらとしてもその方が現状に対しては都合が良いが、

「佐々は完遂入るだろうからねえ」

・お前田：『──そっち、仕事の分担受けようか？』

・ふわあ：『池田君の担当って誰だれ？　私、面識ないよね確か』

・お前田：『ああ、池田君、今は羽は柴しば君に直属状態なんだよね。だから十じつ本ぽん槍やりの平ひら野の君が担当だけど、彼女今、ほら、大和やまと』

　道理で委員長クラスが「とりあえず手の空いてる先輩に」と投げて来た訳だ。前線に出てしまったから仕方ないか、とも思うが、

・お前田：『上の方はどう？』

・ふわあ：『最も上がみ総長については柴しば田た班にいた時、上越露西亜スヴイエート・ルーシ経由で聞いてたけど、ホントに面倒な相手ねコレ』

　通つう神しんの方で、最上勢からの声が聞こえてくる。

『破壊するならそっちじゃないし、だから通神で言ってるのに！　何て事を！』
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　九く鬼きは、無視する事にした。

　戦術のセオリーとは、自分を動かし、必要があれば相手の動きに対応する事だ。最上勢が私的な貨物を先に逃そうとしていたとしても、こちらの壁を抜けていこうとしたのだ。

　警告も打っている。だからこれは問題ない砲撃。しかし、

『関東諸家が必要としている物資もあったのに──!!』

「構うな！」

　砲撃指示は続行だ。これによって政治的に面倒が生じたとしても、こちらはスジを通している。既に警告は放たれているのだ。だから、と思った瞬間だ。

『警告するぞえ』

　最も上がみ総長の声が通つう神しんに乗った。

『──後列の貨物も、関東や奥おう羽うでは必須の貿易品ぞ。破壊は一切罷まかり成らぬ』
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　不ふ破わは、基本的に地上勤務をしてきた身分だ。なので九く鬼きの事をこう思った。

　……うわあ、私、ああいうのやりたくないわー。

　地上の場合、陸路での品の遣り取りは関所で検疫するルールだ。なので確認が前提で、航空艦による貿易や物資の遣り取りでも同様となる。強引に抜けたところで、行き先はこちらの領土なのだ、逃げ切れるものではない。

　だがこの戦場は違う。場所としては各国の緩衝地帯とも言える瀬せ戸と内ない海かいで、突破するかしないかで駆け引きが生じているのだ。しかも、最上は羽は柴しば勢にとっては創そう世せい計画のためにとりまとめないといけない関東勢や奥羽勢にとっては、伊達だてなどと並ぶ大きな名だ。

　対応は、今後の羽柴の政治に関わる。

「私、羽柴に深く関与しない襲しゆう名めいで良かったわ──」

　言った瞬間だった。九鬼が判断を下した。

『砲撃は続行だ……！』

　断言だった。

『政治は政治家がするものだ！　ここは戦う者が為なすべきを果たす！』
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　ココ、と義よし光あきが笑った。山やま形がた城じようの甲板上で笑った。今は〝門〟を抜け、三征西班牙トレス・エスパニアの西側沖の空で笑った。左右に三征西班牙主力艦隊が避け、空いた空間を行って笑った。

「──既にこちらの術中ぞえ。九鬼・嘉よし隆たか」

　と、輸送艦の二列目が砕かれた報告を聞き、己は一つの映像を通神に乗せた。それは、先程から西側の空を見ていた武蔵むさし勢だ。

　艦尾側、甲板から後ろを見ていた彼らは、通神に乗っている事に気付き、

『お？　何？　何？　何か俺おれ達に注目!?』

　と、馬鹿が飛び跳ねるのを余所よそに、己は指示を出す。そちらの甲板からいろいろと呼びつけて、これからの動きを伝えながら、通神帯ネツトに対してこう告げた。

『おお、羽は柴しば勢よ。私を人質にとった武蔵むさし勢は山やま形がた城じように全員おるのう。──物資の輸送艦を破壊しとらんで、こっちを優先とすべきであろうよ』
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　九く鬼きは山形城を確認した。

　西の空。ここではかつて、村むら上かみ水軍に結果的な勝利を得た場所だ。

　敗北の地ではない。それにこちらは無傷で大軍。向こうの後ろからは大和やまとが詰めてきてもいるのだ。ならばここは、

　……通さぬ事が大事なのだ！

　武蔵勢は山形城にいる。そして今、

『九鬼様！　山形城に付いていた武蔵の装甲輸送艦が加速します！』

　武蔵勢はこれに乗っていない。だがこれこそが火船かもしれない。だから、

　……高度は上か！

　装甲輸送艦が来る。六艦。対する自分は上列の艦群に砲を構えさせた。接近される前に各艦がどの輸送艦を狙ねらうかを決め照しよう準じゆんの設定を行う。

　やる事は先程と同じだ。弾幕を叩たたき込み、一斉に塵ちりとする。ゆえに、

「砲撃……！」

　撃ち崩す。
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「武蔵勢、操艦を整えよ」

　義よし光あきは九鬼艦隊の気配が変わったところで指示を出した。

　ここから先は連携だ。

　……輸送艦や艦群の操艦は、うちよりも武蔵勢の方が上よのう。

　これは日々の生活や訓練のせいだろう。特にクラーケン級の最大クラス前後の艦となると、全長や重さなども体得出来ているのか、手足のように扱う。今も武蔵の総艦長代理の指示で、輸送艦六艦が急ぎの動きを見せた。

　山形城の正面で前へと伸びる一列になったのだ。

「九鬼・嘉よし隆たか。──艦隊戦ともなれば、そのような大規模戦闘の数をこなしていない私には勝ち目が無いであろうよ。しかし──」

　と、己は腰の一刀を抜いた。

　鬼おに切きりだ。既に機能を損壊させ、単なる刃やいばとなっているが、己はそれを軽く打ち振るい、大気を裂いた音を一つ作る。そして正面へと、九く鬼き艦隊へと中段に構え、

「──古式の技術。向き合った事はなかろう」
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　異質だ。

　九鬼艦隊の誰だれもが、見た事が無いものを、そこに見た。

　自分達が作った艦群の壁に向け、敵輸送艦が一列になっている。

　突とつ撃げきの艦隊だというのは解わかる。止められぬように列となり、数艦が砕かれても残りの艦が到達するように、という、そんな艦隊の作りだ。

　だが、その背後にいる山やま形がた城じようが見えなくなっていた。

「あれは──」

　ステルスでは無い。姿はあるのだ。検知系にも表示はされている。

　しかし突き込まれてくる輸送艦隊の先頭。そこにある一艦の舳へ先さきから、六艦目の艦尾までが、

「遠い……!?」

　馬鹿な、と否定する者がいた。検知系では距離が測れているのだ、と。だが、

「おい、距離を見ろ……！」

　そして皆が確認した表示枠インシヤ・コトブの中。山形城までの距離が示されていた。その数値は、

「計測不能……!?」
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「達人か……！」

　九鬼は、目の前に見えているものを、そう評するしかなかった。

　一列の輸送艦は突き込まれる鉄の刃やいばだ。

　そして長大な一刀を構えた向こう。剣先が重圧によって大きく見え、使い手を隠す程にも知覚出来ると言うように、山形城が隠れている。

　距離による錯覚と、そういう事が出来るかもしれない。だが、明らかに知覚が歪ゆがまされてしまっている。それも、照準系や検知系の術式を間違わせる程に、だ。

『九鬼様……！』

「砲撃だ！　撃て……！　検知の捉とらえる方角を頼りに砲撃を行え……」

　言った瞬間だった。狐きつねの構えた一刀がこちらの手元で伸びるように、一気に突き込まれた。

　……しまった……!!

　自分は艦隊戦をするつもりだった。そして相手も、初めはそのように誘った。しかし、

「全てはこの一刀の準備か、最も上がみ・義よし光あき……!!」
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「流石さすがは最も上がみ総長」

　そういう本ほん多だ・二ふた代よの言葉を、誾ぎんは聞いていた。

　鬼おに切きりの刃やいばに、輸送艦の操縦を連動させた表示枠サインフレーム六枚を通した義光がいる。彼女はただ余計な力を入れず、半歩前に出て、突いた。だが、

　……何と軽い。

　踏んでいないようだ。足裏が柔らかく、足首や膝ひざも使って、踏み込みに余計な力を込めないようにしている。

　これでは、突き込まれる側は、何の拍子も読めないだろう。気付けば一撃を受けている。そのレベルの使い手だ。そしてそれが、

「艦隊運動としても出来るのですか……」

　それはつまり、横に並ぶ宗むね茂しげに言わせるならば、

「誾さんが義腕で剣術を用いる事の延長でしょうね、あれは」

　艦隊を刃とし、殺気を乗せて相手の視線を奪う。達人の構えに相あい対たいすると、その一刀が大きく見えるのと同じだ。

　感覚が歪ゆがまされる。そんな異質が、魔術や神奏術などのように、流体の方から〝型〟を感じ、正式な術式無しに効果が発動していく。

　舞や歌が、術式では無くても効果が発生するものがあるのと、同じ事だ。

　己も今日きようの未明、浅あさ間ま神社で似たような事を体験した。

　あれは総長の姉が、巫女みことして機能していた事もあろうが、舞の動作や歌は、〝術式〟として固定されたものではない。その表現に神を乗せるのではなく、神が〝乗ってきた〟のだ。

　だとすれば、と己は思った。

「宗茂様。……三週間前、宗茂様は、私達の剣術の祖と勝負をされました」

「あれは充実した学びの時間でした」

「では、あれを祖として、〝型〟の為なすもの自体を学び、表現した時、そこに神は乗ってくると思いますか」

「思うどころではなく、──乗るのでしょう」

　だからこそ、と彼が言葉を続けた。

「それを感覚的に悟っていたからこそ、副長はあの舞に跳び込んだのです」

「……やはりアレ、理屈ではありませんでしたよね」

　相乗りした身として吐息する。が、伸びやかに突き込まれた一刀が効果を示した。

　刃だ。

　本来ならば幅が縦にも横にもある輸送艦の列が、一刀として走った。

　それは狼狽うろたえた照準の砲撃を装甲で弾はじき、幾つかの刃こぼれを得ながらも行く。

　達する。

　先端が大気を割って、九く鬼き艦隊に突き刺さった。

　旗艦。九鬼本人の乗った航空戦艦に食い込み、貫通したのだ。
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　九鬼は、己の身体からだを前から後ろへと貫かれたような錯覚を得た。

　……これは──。

　剣術だ。

　艦隊指揮役として、自分にとっては専攻ではない分野。しかし、

「その一刀を、艦隊戦に持ち込む者がいるのか……！」

　術式において素養あり、剣においては古式から伝わるものを持ち、更には単艦における扱いにも習熟している。

　艦隊戦ならばこちらが勝つだろう。

　だが、艦を用いた剣術では相手が遙かに上だ。その分野においては、自分はただ武器と防具を多く用意しただけの素人しろうとに過ぎない。

　乗ってしまったのが失敗だった。

　……最初の輸送艦だ！

　何の意味も無い輸送艦の突撃だった。だが〝艦隊戦〟として一艦ずつを狙ねらわされ、面で対処する事によって相手と広い視界で相あい対たいする構図になってしまった。更には下手へたな芝居によって、武蔵むさし勢が後ろで操っているというイメージを抱かされたのだ。

　そこに、一点集中の縦列で突き込まれた。

　武蔵勢だと思っていたら山やま形がた城じよう。最も上がみ・義よし光あきだ。

　面から点。更に相手を変えられた事に戸惑う事で、尚なお更さら相手の行動と名前を意識する事になってしまった。

　関東で敗北した相手、というのが、自分や麾き下かに対しては悪い要因でもあった。剣術を仕掛けられた、と解わかった瞬間、またか、と、敗北に至る記憶を思い返されたからだ。

「くそ……！」

　やられた。

　旗艦はもう使えない。そして恐らく、突き込まれた輸送艦の一刀には仕込みがある。

　……火船だ！

　道を空けるにはその方法だろう。ここで六艦が整然と爆発したならば、被害は甚大となる。

　しかし、

「ツイている！」

　旗艦からの脱出指示と、周辺の艦には後退を指示しながら己は声を上げた。

「──石いし川かわ先生！」

　自分達の背後にいた石川。その訓練艦と他数艦が、距離をとっていた。

　彼女は剣術をこなす。ゆえに最も上がみ・義よし光あきの一撃を悟り、距離を空けたのだろう。そして、

「処理を頼む……！」

　宙に身を躍らせるのと、石川の訓練艦からの砲撃が、実体弾で旗艦に叩たたき込まれるのはほぼ同時だった。
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　火が咲いた。

　六連で一斉に夜の空に散った鉄火は、しかし即座に崩された。

　花の刃やいばが突き刺さった九く鬼きの艦群の壁。その後ろから旗艦に応撃があったのだ。

　撃ち込まれる。

　一刀の貫く旗艦が、背後からの集中砲火で砕かれながら押され、前に出た。その反動で、元々接合していなかった花列は崩され、半ばから上下に折れた。

　そして爆圧が、咲いた花全てを展開する。

　六連の響きはどれも流体光と火か焰えんを均等に広げ、一瞬光球に見えた。

　直後。六つの衝撃波が重なり、微細なズレを持って夜を打った。壁となっていた艦群の内、貫通を食らった周辺は後ろに下がり、Ｖ字の隙すき間まを作っていた。その断面と下がった空間には防護障壁が射出され、光爆と炎を直撃され、

「────」

　轟ごう音おんが震動の形となり、遙か下面の海を飛沫しぶきに変えた。

　面した艦隊の装甲が一斉に破裂して剝はく離りし、炎と光を反射する。

　それらの破壊と震えと朱あけ光こうの上を、高速で通過していくものがあった。

　三胴の巨艦。山やま形がた城じようだった。
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　抜けた。

　正まさ純ずみは、鉄が空に灼やける匂においを感じた。豪風と共に、山形城が九鬼艦隊を通過する。この後ろにはM.H.R.R.神聖ローマ帝国の訓練艦隊が出ている筈はずだが、

「勢いで通過出来るで御座ろう。──概要図を見ている限り、敵の主力は九鬼艦隊であり、後ろは散発に御座る」

　クロスユナイトが広げた概要図には、瀬せ戸と内ない海かいの図が出ている。

　敵艦の所在は完全に見えるものではないが、M.H.R.R.の沿岸にある港はどれも艦隊を出していないか、出していても防御陣形だ。

「私達が、改派プロテスタントに逃れる事を止める構えか」

「どうだろう。瀬せ戸と内ない海かいでの海戦を避けるようにも見えるね」

　どちらであっても正しい、とは思う。だが、自分には気付いた事があった。

「バルフェット、向むか井い、……この山やま形がた城じようの戦い方って、アレだよな」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……アレです。アルマダ海戦での、三征西班牙トレス・エスパニアの流用ですね」

　向井も同意のようだ。ならばこれは、

「最も上がみを新大陸に寄越したのは、三征西班牙か」
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　正まさ純ずみは、自分の言葉にオーゲザヴァラーが肩をすくめたのを見た。

「あれあれ？　三征西班牙？　どうしてそう思うのかな？　セージュン」

「それは簡単だオーゲザヴァラー。お前らが金にうるさかったから、としか言いようがない」

　要はこういう事だ。

「三み河かわ争乱以前から、三征葡萄牙トレス・ポルトガルは大航海時代から続く貿易として、関東側への武装商船団を派遣していた。それは三河争乱の後に復帰していたが、三征葡萄牙は現在、三征西班牙に内包された状態だったよな。──そして貿易相手は、まず伊達だて家けだ」

　つまり、

「〝三征葡萄牙と伊達家を通す〟事で、最上には東回りで欧州の物資が届く事になる。これは奥州の大規模通商路の確定が必要になるが、お前ら会計二人は本来ならば松まつ平だいらの天下になってから行う事を、私欲の通る部分だけ採用したな？」

「だけど結果はこうなったよね？」

　Ｊｕｄ．、とそこは頷うなずかざるを得ない。

「恐らく、京で私達と話し合いをした後、三征西班牙副会長は幾つもの手て筈はずを打った。

　その一つが、私達を新大陸へ導いた後、関東へと送る事だ。

　有り難い一方で、なかなか厄介な手を打ってくるな」

「……？　何か迷惑があるんですか？」

　ホライゾンの大罪武装ロイズモイ・オプロＯＳの組み替えを確認し、その補助をしていた浅あさ間まが振り返る。彼女の疑問の表情に、自分はＪｕｄ．、と頷き、

「私達が関東に行って〝じゃあ羽は柴しばと一戦構えるか〟って準備期間に入れば、欧州でキャスティングボードを握るのは誰だれになる？　三征西班牙だ。

　三征西班牙が前に出てきたら、私達は今回の事を〝借り〟として、対応しなければならない。だから実のところ正解は、ここで関東に入らず、戦闘を行うか、改派に受け入れて貰もらえるように交渉だろうな。三征西班牙は旧派カトリツクだから、私達が改派と密接になるとあまり強気にはなれない筈はずだ」

　……三征西班牙トレス・エスパニア副会長、ホントに遣り手だよなあ……。

　相手の欲しがるところに、自分向けの持ち手がついた皿を差し出してくる。そんなイメージだ。両者が勝てる構図を作るのが上手うまい、というところだろう。

　そしてまた、

「仕込みは、三征西班牙だけではないのだろうな」

「あれあれ？　どう思うの？」

　ああ、と己は吐息した。

「三征西班牙副会長は恩を売るのが上手い。となると、手が届くところには今回の話を持ちかけているだろう？　──隣国、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとか、どうだ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、正まさ純ずみ、どんどんお金を生めるような政治家になりつつあるねえ」

　とオーゲザヴァラーが手を一つ打った。すると、

「あ」

　と皆が声を上げるのも無理はない。あるものが、艦尾甲板の入口からやって来たのだ。

　宝箱だった。幅二メートル程。奥行きと高さは一メートル程のそれには、何となくだが見覚えがある。これは確か、

「ママンの実家にあったアレか？　無限に肉とか野菜の出るアレ」

「いえ、形は似てますけど、これは単なる箱ですわ。納屋にあった……、気がしますの」

　と、ミトツダイラがそれを持ち上げると、下にはコボルドが七、八体程。それぞれクロスユナイトの方に気付き、

『ケッ。──だど』

「あ、相変わらず見事な統制で御座るな！」

「まあまあ、って、それだけじゃないんだよね。ミト、それ、中はメアリと確認してね」

　あら、とメアリが己の胸に手を当てる。

「ミトツダイラ様の御お母かあ様さま……、人狼女王レーネ・デ・ガルウ様から、私に？」

「うーん、実は私も中は確認してないのよね。とにかく二人に、って事らしくて」

　Ｊｕｄ．、と二人が頷うなずき、ミトツダイラが箱を肩に担ぐ。

「……ちょっと中身、何処どこか安全な場所で確認を──」

　という言葉に、皆が艦内への道を空ける。では、と二人が行こうとした時、

「来たぜ！」

　ノリキが艦尾方向の夜空に叫んだ。

　西の空。半月の二つ浮かぶ空の下に、長大な刃やいばが見えていた。

　大和やまとだ。

〝門〟を通過するために一列編成とした巨艦が、遂に沖から下しもの関せき方面に届いたのだ。

　展開している三征西班牙トレス・エスパニア主力艦隊に対し、衝突を避けるのか、それとも示じ威いか。ステルスを切った姿は暗雲を散らしながら来る。

「三征西班牙の領海を抜けた時、大和やまとは八艦編成を組み直すと思われます。しかし──」

〝奥おく多た摩ま〟が言った。

「対するこちらは、既に播はり磨ま灘なだへと入ります。淡あわ路じと本土の海峡は狭いので、加速をつけて大和をそこに引っかけ、南進。それで三み河かわまでは先行出来ると推測されます。──以上」
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〝奥多摩〟からの言葉を聞いて、鈴すずは僅わずかな安あん堵どを得た。

　大和の音が、思った以上に記憶に残っていたのだ。

　悪い音ではない。何か、鐘のような響きが震え、弧を描いている、というイメージだ。恐らくこれが、大和の駆動系の鳴り音なのだろう。

　武蔵むさしが沈められた夜、鐘の音ねが聞こえていたが、それに重なるように響いていた小さな音は、これだったと、今更ながらに気付かされる。

　聞き違いではない。

　それが、今度はこちらを追ってくる。どうだろう。大丈夫だろうか。

　……三河まで行ければ大丈夫。

　そう、今はトーリも復活した。あのお祭りのテンションはまだ残っているし、三征西班牙では自分達が為なすべきを知った。態勢を立て直せば、また再起出来る。

「ん」

　行けるね、と思った己は、山やま形がた城じようから受け取っている知覚系の情報から、それに気付いた。

　敵艦だ。先程、義よし光あきが一刀を打ち込んだ時、それに反応して下がった艦隊があった。

　小規模な態勢の艦群は、東へと下がって爆発の余波を切り抜け、今は三艦が山形城のやや下、しかし前方を緩やかに蛇行しながら飛んでいる。

「──あれはM.H.R.R.神聖ローマ帝国の訓練艦だよ！　今朝けさ方がた、地上武蔵を追い詰めに来た艦隊かな？」

「じゃあ、アレ、乗ってるのは石いし川かわナンタラ先生？」

「どうして教員が戦場に出てるんだよ」

　そうねえ、と苦笑で呟つぶやくオリオトライは、もう泣いていない。ただ腕を組み、全体に対して邪魔ではないような位置に立っている。

　こちらに自由にさせてくれている。その意味も理解出来た。だからこそ、再起をしたいと、そう思う。が、

　……あれ？

　こちらを前に出さぬよう先行する訓練艦。

　その甲板上に、人影が立っていた。

　知っている。が、どうしてそこに彼女がいるのかが解わからない。あれは、

「羽は柴しば、さん……!?」

　背後の大和やまとに乗っている筈はずの彼女が、どうして訓練艦の上にいるのか。
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「教員が戦場に出たら、訓練艦とは言え、怒られた訳ですよ。しかも相手には逃げられて」

　石いし川かわは艦橋の上。屋根に座って呟つぶやいた。刀を抱え、懐から取り出したカップ酒を、来る山やま形がた城じようの上、二つの月に掲げて笑う。

「だけど私は教員だから指導出来ます。三征西班牙トレス・エスパニアが手を引いているならば、日が沈む大国が関係している先、全てが武蔵むさしの味方として動くのですと、そう伝えたら、やはり石いし田だ君は優秀ですね。私と一文字合っているだけはあります。

　──大和を囮おとりに、地ち中ちゆう海かいへと武蔵勢を追い込み、迎撃する手段を作りましたよ」

　まずは九く鬼き艦隊。押さえに自分がいて、更には、

「羽柴君。いえ、石田君。──貴女あなた、神かみ代よの時代では羽柴君に陶酔していたのですよね。

　今、そのようにして得た彼女の身体からだを、有用しなさい」

　つまり、

「──試作大罪武装ロイズモイ・オプロがあれば、貴女は一軍匹敵なのです」
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　一瞬だった。

　義よし光あきの判断は最大限の回避だった。

　……そういう手を隠しておったか……！

　大和という存在が大き過ぎた、とは思う。現在の極東における最大戦力と呼べる艦なのだ。だから羽柴勢は、それを頼ると考えていた。だが、

「教員か」

　これは羽柴の発案ではあるまい。戦力や理念を分断して扱える客観的な存在の仕業だ。

　教員が地上武蔵へと侵攻したという話は、聞いていた。明確な違反行為ゆえ、そこで教員はストップしたものと、思索から除外していた。

　だが違った。

　二重、三重に、除外したものを、全て引っかけてきている。

　狐きつねが化かされるというのも話としてはあるものだが、ここでそれを食らうとは。

「引率の保護者も大変よのう」

　呟つぶやく時には、既に回避運動を山形城に入れている。

　そして来た。白の大砲撃だ。

　悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ。白光の搔かき毟むしりが夜の宙を搔くように突っ走り、

「────」

　左さ舷げん側、左胴部分を外から大きく抉えぐられた。
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　……かわされた!?

　羽は柴しばとしては、あり得ないものを目の前に見ていた。

　訓練艦が、見せかけの蛇行から正面を取った一瞬に、不意打ちで叩たたき込んだ一発なのだ。

　砲も何も、小規模なものしか持たない訓練艦が行えるとしたら、体当たりくらいのものだが、そもそも教員は学生間抗争に関わってはならない。

　だから出来る事は前方での牽けん制せいのみ。そう見せかけての不意の一撃だった。

　だが、読まれていた。中央狙ねらいだったものが、左舷を抉っただけだった。そして、

「素晴らしい」

　背後。離れた艦橋上に振り向くと、石いし川かわが立ち上がっていた。

　覗のぞき込むようにして、眼前から右に傾き、高度を下げていく山やま形がた城じようを見つめている。

「憶おぼえておきなさい石いし田だ君。これが戦上じよう手ずというものです」

　速度を落とし、こちらの下へと降下していく山形城を見て、己は気付いた。

　……左舷からの誘爆も何も無い……！

　Ｔｅｓテスタメント．、と石川が言った。

「先程の、最も上がみの輸送艦と、武蔵むさしの装甲輸送艦。最上の輸送艦は両舷内格納庫に搭載されていたのでしょう。そして弾薬などは両舷側から全て武蔵の輸送艦に積み替えた。

　両舷はほとんど空です。この場合、どうなるか解わかりますか」

「三胴艦の安定性はなくなりますが、中央艦主体のクイックな挙動が可能となります……」

「Ｔｅｓ．、三胴艦の強みは防御能力と安定性ですが、最上総長は私達羽柴勢によるイレギュラーな大規模攻撃に備え、安定性を捨てた一方、左右艦を完全な盾とする事にしました。安定性は操艦次第でどうともなりますからね。

　結果、石田君の一撃は不完全ながらも回避され、更に──」

　山形城が高度を落としていく。だがそれは沈む動きではない。

「回避運動として降下を入れていました。左舷艦の被害は上部側。出力が落ちたとしても、底面が無事なため、海面に近づけば揚力効果を得ます」

「最上は雪の土地。しかし海が使える時期は上越露西亜スヴイエート・ルーシや伊達だてなどとも海上貿易を行います。……低燃費かつ大規模輸送の技術はあると、そこまで推測が必要でしたね」

　その通りに、流体光の煙を上げながら、山形城がこちらを潜くぐるように降下していく。左舷が不備となったため、速度が下がるが、それに降下速度を足していくつもりだ。

　無論、速度はこれ以上のものとはならない。上からの攻撃を受ける事にもなろう。

　しかし、自分達の下を抜け、

「狐きつねは、家族を襲われた時、それを護まもりながら逃がし、自分も必ず巣に戻る。

　さて狩る側は、ここからどうするか、ですね」
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　義よし光あきは、艦橋屋上で山やま形がた城じようの航路と挙動の大体を設定した。

　播はり磨ま灘なだの北から淡あわ路じを障害物として大おお坂さか湾を南東に突っ切り、紀き伊い半島を越えていくつもりだった。が、今の山形城での陸地越えは、速度の低下を赦ゆるす事となり、危険だ。

　……寧むしろ、大型艦である大和やまとを振り回すためにも、沿岸沿いか。

　そのような思案をたてながら、表示枠サインフレームを開く。言葉の行き先は武蔵むさし副会長宛あてで、

「──さて、チョイと面倒になったが、そちらはどうだえ？」

　不安になっておるかのう、という心配はある。

　何しろ彼女らにとっては、武蔵以外の大型艦に身を任せるなど珍しい事であろう。現状の危険性も解わかっている筈はずだ。

　……かわした訓練艦は大和と合流し、左右に開いた九く鬼き艦隊が追ってきておるか。

　左右を九鬼、後ろからは羽は柴しばと合流した大和が詰めるという構図だ。

　大規模な狩りよのう、というのが己の感想だ。逃げ場を潰つぶして、狩人かりうどに手柄を作らせる。そういう意味では羽柴にこちらを狩らせる事で、いろいろな決着をしようというところか。

　と、そこまで考えた時、己は、武蔵勢の声を聞いた。それは武蔵副会長のもので、

『──Ｊｕｄジヤツジ．、今、地上武蔵に残っている〝青梅おうめ〟から、輸送艦を出す判断が来た。

　こちらは改派プロテスタントの方に艦を出せないか問うているが、介入を促させた方が良いか、そこの判断が難しいところだ。そちらはどのようなルートを取る？』

　矢継ぎ早に次の動きと提案が来て、己は言葉を失った。ややあってから、

「ココ」

　喉のどで笑った。

　……全く！

　可愛かわいげのない！　この私が心配してやっておるのに、何処どこまでも抵抗を貫くか。

　だが自分には解わかっている。

　抵抗とは、巨大な相手がいるという自覚の上で為なされるものなのだと。つまり、

「相手は強大だと、解っているのだえ」

　頼られている、という事実を踏まえ、弱音は言えぬのう、と苦笑した。ならばいい。付き合えるだけ付き合おうと、そう思った瞬間だ。武蔵総艦長代理が声を飛ばした。

『大和八艦、正式陣形、組む、よ……！』
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　先行して上出来でした、と〝青梅おうめ〟は数秒の判断差を僥ぎよう倖こうと考えた。

　大和やまとだ。

　自分以外の武蔵むさし七艦を撃沈させた同型艦が、左さ舷げん側の背後で一列の姿を組み替えていく。

　左右三艦。中央二艦。

　武蔵をそこに錯覚する偉容だ。自分も幾度か武蔵の艦外から八艦を見る事があったが、その光景を思い出す。

　武蔵八艦があれば、と思うが、それでも無理だろう。恐らく、という推測だが、出力系が大和は違う。山やま崎ざきの合かつ戦せんの後、追跡調査で解わかった事だが、大規模な補給を行っていないのだ。

　琵び琶わ湖こ安あ土づちはそのステルス障壁を解放し、大和を見せつけているが、そこに武装や居住系、生活系の補充はあっても、大量の流体燃料が持ち込まれた気配がない。

　だとすれば地脈炉。またはそれに該当するシステムだ。基礎的な依より代しろとしての高圧縮燃料を核として、地脈から流体を抽出し、転化している。

　依り代の獲得難度が高いが、三み河かわでそれが叶かなえられているならば問題はない。

　もはや武蔵でも敵かなわぬ相手だ。自分以外の七艦の艦長──、〝奥おく多た摩ま〟は除外として、〝武蔵〟も含めて七人はよくやったというべきだろう。

　ならば残された艦長として、ここで自分はよくやるべきだ。

　……〝奥多摩〟は、皆さんと一緒で何してるんですかね……!?

　これは私、不幸体質なのでは、と思いつつ、輸送艦を加速させる。出せたのは三艦のみ、山やま形がた城じようにいる全員の乗り込みは怪しいが、何もしないより遙かにマシだ。

　万が一を考え、地上武蔵の奥多摩からは浅あさ間ま神社とその周辺区画をパージし、運び出しもしている。山形城が落ちた場合、そこを周りの地域ごと強力な結界で保護し、武蔵の飛び地を主張しようという判断だ。

　大和が、移動しながら八艦の構成を組み替えている今が機会。讃岐さぬきの領土上空を避け、一直線に山形城を追うが、

『〝青梅〟様！　上空、九く鬼き艦隊が展開します！　──以上！』

　夜空の上。無数の艦群が手を広げるように全体の形を変えていく。

　瀬せ戸と内ない海かいの北側に展開した艦隊と、南側のこちらでの展開が違う。だとすれば、

『九鬼艦隊からの迎撃、来ます！　──以上！』
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　どうする、というのが、顔を上げた皆の中にあった疑問だった。

　故に正まさ純ずみは右手を挙げ、最初にこう言った。

「二ふた代よ、万が一の事態があった場合、総長連合は大和やまとに直接乗り込め。そして生還しろ。

　他の皆は、私とそこの馬鹿とホライゾン。そして本舗組を逃す事に尽力。

　とりあえずはそれでいいな？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と全員が頷うなずき、馬鹿も逆らわない。だが、馬鹿が口くちの端はを上げて言う。

「そこまではならねえ、って考えてんだろ？」

「幾つもの動きがある。別の万が一が生じる方が面倒だ。だがまあ……」

　苦笑も出る。

「お前が感情一つで死ななくなったのは有り難い。犠牲を是とする訳じゃないが、皆の思いきりに対してブレーキになっていたのは確かだろう」

「だからってブレーキ踏むな、って訳じゃねえぞ？」

「当たり前だ。──そして皆、ここまでの事で、踏みとどまるべきは何処どこか知っている。

　そういう連中が揃そろったんだ。もはやお前をブレーキとせず、自分で判断出来る連中がな」

　馬鹿が死ぬ事で、ようやく、というべきか。

　皆を見渡し、言っておく。

「私達は、──自分で判断出来る存在だ」

　だが、

「私達は、──他を頼る事も出来るのだ」

　Ｊｕｄ．、と誰だれかが言って、頷いた。そして、

「Ｊｕｄ．……！」

　皆が首を下に振り、了承の意を告げる。己も同じようにして、

「総員、次の準備をしつつ、山やま形がた城じようの補助に回れ！　ホライゾンはまだ寝て──」

　ミトツダイラが預かった木箱コンテナの上。置かれた布ふ団とん一式で寝ているホライゾンがいる。目を完全に開けて寝息を立てているのは、

「剛胆ね……」

　伊達だて家け副長が言うなら、そうなんだろうな、とは思うし、横で表示枠サインフレームの設定など行っている浅あさ間まがすまなさそうに俯うつむくのは、お前のせいじゃないからな？
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　砲火が夜を飾る。

　朱あけの色が散って空を穿うがつのは地中海の南の方角。

「九く鬼き先輩が、四し国こくからの武蔵むさし勢の援護を撃ちに掛かってますの？」

　鉄の灼やける匂においがキツいですの、と糟かす屋やは思った。

　昼で母の母との会議を終え、そこから旧銀釘アルジヨント・クルウを見たり、周辺の散策を行った後、やたらと出てくる土産みやげ物ものなどをまとめていたら時間が掛かった。自分は安あ芸きに出ていた平ひら野のの艦と合流するような流れで八艦構成を戻して行く大和やまとに乗り込むところだが、

・６　　：『何故なぜだ』

　先に大和で待っている皆の内、小こ六ろくが問うた。

　彼女が短く問いかける意味は解わかる。既に武蔵むさし勢には武蔵が無く、再起するにしてもそれが可能かどうかは解らないのだ。

・つるぎ：『渉外関係からの推測だと、関東に武蔵勢が入った場合、有あり明あけを旗艦とする可能性が高いと、そう言われてましたよね』

・しとお：『あの大型艦では、戦闘はキツいで御座ろうなあ』

・黒　狼：『しかし、白しら鷺さぎ城じようを落とした際、その前ぜん哨しよう戦せんとなる部分は、有明とその上に展開した武蔵勢が奮闘しましたのよ？』

・ＡｎＧ：『タケ子──。また武蔵勢が敵に回った方がいいって──？』

　いえそういう事では、と思いつつ、だが少し期待する。母の母と話していた時、言われたのだ。自分が望まれて産まれたのか、それとも母が、父との思い出作りのように産んだだけの子なのか。滅びを前提として産まれた事に何の意味があったのか、今の母に問うのは酷な事かもしれないが、問う機会は必ずあると、母の母は言ったのだ。

　その機会は、これが最後か。それとも、これで失われるのか。

　解らない。

　ただ一つ気になった事がある。

・黒　狼：『竹たけ中なか、この状況について何か思うところ、ありませんの？』

・黒　竹：『え？　あー。石いし川かわさんが面倒起こして、とか思いますけど、羽は柴しば君も乗っかったからおねーさんとしては言う事ないです。ただ、ちょっと不ふ破わさんの方から来た情報で、興味深いのがあるんですが。……平ひら野のさん、見てます？』

　何事ですの？　と思い、正面に八艦を組んでいく大和の夜景を、右手側には接近してくる平野の艦を捉とらえた時。向こうの甲板上にいる平野が言った。

・つるぎ：『三み河かわの方。池いけ田だ君が、サルベージに成功したんですね。──三河争乱の際、吹き飛んだ新しん名な古ご屋や城じようにいた自動人形の一体を』
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　何かすまないなあ、というのが池田の感想だった。

　その自動人形がサルベージ出来たのは、一昨日おとといの事だった。海水のクリーニングと稼働不備となっているパーツの除去、そして代替部品の用意と術式の確認と補完を行い、何とか起動に持ち込んだのが二時間前の事。

　天幕の中、自分は刑部おさかべ姫ひめと一緒に、その自動人形と向き合っていた。

　やはりサルベージされた侍女服を着せられているが、右腕と右足が欠損している。実際は腰も右側が破損していたが、これは別の自動人形から置き換えが利いたらしい。そんな風に蘇そ生せいされてまず初めの仕事が、

　……尋問とまではいかないが、機密情報の開示を願う訳か。

　気が重い。

　瀬せ戸と内ない海かいの方では、何だか賑にぎやかにやっているらしいが、

　……臨時担当の不ふ破わ先輩、えらく話しやすい人だったなー。

　十じつ本ぽん槍やりの平ひら野のや羽は柴しばには酷ひどく緊張してしまうが、理由はよく解わからない。襲しゆう名めい者としての年季というものでもないだろうから、人柄か。ともあれ報告は出している。

　あのくらい、これからの時間も話しやすければ良い。

　ともあれこれでようやく、何故なぜそんな事をするのか解らない仕事も終わりだ。ここから先、創そう世せい計画はあるが、白しら鷺さぎ城じようを捏こねて再生する趣味……、いや、仕事に復帰となるのだ。

　あとちょっと頑張ろう、と思い、自分は自動人形に話しかける。

「ええと、そろそろいいかな」

　言葉を掛ける。すると、

「────」

　これまで動きのなかった自動人形が、軽く顔を上げた。再起動と、定期的な小規模の初期化は済んでいるらしいから、既に動く準備は出来ているのだ。驚く事はない。ただ、

「──どちら、様ですか」

　聞こえた声に、己は思った。ようやく自分の仕事が始まるのだ、と。
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　池いけ田だは、相手に理解を促すよう、ゆっくりと言葉を進めた。

「──ああ、P.A.Oda、M.H.R.R.神聖ローマ帝国の池田・照てる政まさ。襲名者で、えーと、君のサルベージを行った。

　三み河かわの事、憶おぼえている？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──少々お待ちを」

　幾度か彼女が目を閉じ、開け直し、口の中で顎あごを動かす。傍らでは表示枠が現れては消え、一度だけ身を震わせた。

「失敬。池田・照政様。記憶の中に情報がありました。──御本人という絶対証明は？」

　表示枠を出す。聖連認可の襲名証を展開し、認証用の紋章を見せる。すると、

「──有り難う御座います。御本人と判断致します。では御用件を」

「新しん名な古ご屋や城じようで何をしてたのか聞きたいんだ」

「何故なぜですか」

「それが仕事でさあ……」

　Ｊｕｄ．、と相手が頷うなずく。と、背後から刑部おさかべ姫ひめがこっちの肩を叩たたいてきた。

『てるてるてるてるるる、ちょちょちょちょっとととと』

　何かと思えば、刑部おさかべ姫ひめがこっちの頭越しに上半身を自動人形の方に向けた。手を伸ばし、表示枠を開いて、

『これこれこれこれこれ』

「これは──」

　二人の間で、高速に表示枠が現れては消えていく。こっちはただ見ているだけだったが、二分程でそれは終了。あとは刑部姫が身体からだを戻し、

『てるてるてるてる。いけるけるけるける』

「ホントかよ!?　ってか何が？」

「M.H.R.R.神聖ローマ帝国、羽は柴しば様の命令ですか。それも創そう世せい計画が動いていて、となると現状は──」

　……あ、俺おれ、いなくて良い存在だったんじゃあ……。

　人類不要説、という言葉をつい思ってしまうが、責任者は必要なんだよね。と、そんな事を思っていると、自動人形が問うてきた。

「武蔵むさしと大和やまとは、どうなりましたか」

「え？　あれ？　刑部姫から今聞いてないの？　武蔵は沈んだよ？　大和が沈めた」

　そういうところは俺の説明として取っておいたのか、と思う視線の先、自動人形が身体を起こした。彼女はこちらに顔を向け、

「武蔵が沈んだ？　何故なぜです？」

「いや、山やま崎ざきの合かつ戦せんで。ええと、本ほん能のう寺じの変へんの後に、安あ土づちは沈められたけど、羽柴様が大和を召喚して武蔵を討ったんだよ」

　と言ったなり、視線の先で沈黙が生じた。

　自動人形には明確な表情がない。だが彼女の沈黙からこちらが受けたのは、

　……失望？

　何かミスったろうか、と思った時には、自動人形が長椅い子すに座り直している。

　そして彼女はＪｕｄジヤツジ．、と言った。だがすぐに台詞せりふが追加され、

「──羽柴様は、創世計画について、真ま面じ目めなのですね。そして聡さといのでしょう」

「どういう事？」

　Ｊｕｄ．、と自動人形がこちらを見ずに、ただ言葉を作った。

「創世計画に疑念や不安を抱かれぬよう行動されています。それは恐らく、御自分が、大和という存在のオーナーなのだからでしょうね。恐らく、全て気付いておられましょう」
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　……気付かれたとか、参ったわあ──。

　ナルゼは、室内に身内しか入れない派だ。というか作業中の机の上には〝資料〟がハードコピーでも並ぶし、食べかけの補給食などは散らばるし、床などはマルゴットが掃除しても偉い事になり続ける。

　だが今、部屋には部外者がいた。というか、この村で生活するようになってからは、自分の方が部外者なのだが、プライベートな空間として与えられた小屋に入るんだったら誰だれだろうと自分の部外者ってものだ。

　ついでに言うと、部屋の中にいるのが、村長以下、村の重役ばかりというのがやりにくい。

　つまり尋問タイムだ。更に言うと原因は簡単で、

「マルゴット君、これは何だね」

　入口を若い衆で塞ふさがれた状態で、自分は白髪を後ろに流した村長の言葉を聞く。彼がいるのは小屋の中央にある作業机の前で、そこにあるのは、

「白嬢ヴアイスフローレン二型。──〝見下し魔山エーデル・ブロツケン〟の手による機殻箒シヤーレベーゼンよ」

　要するに、見つかったのだ。







[image: 第七十一章『到達場所の浮上娘』]
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　参ったわね、とナルゼは内心で吐息した。

　作業台の上の白嬢ヴアイスフローレンは、何とか修復や、パーツ取りで機殻箒シヤーレベーゼンが作れないかと集めたものだ。

　残ざん骸がいをチェックされていたのだろうか。否、先夜の外出で騒ぎ過ぎたという事か。

　隠していてどうなるものでもない。時間稼ぎが必要な場合でもない。

　……瀬せ戸と内ない海かいで、うちの連中が偉い事になってるのよ……！

　相手が何か反応をして、隙すきが生まれたらすぐ脱出。その瞬間まではおとなしくしていようと、そう思った。

　下手へたするとモブネタを実体験ね……、などと自分の行く末を想起してしまうが、行き過ぎだろう。ただ、村長は頷うなずき、

「隣。──山を一つ境とした村でも、君のような者が一人受け入れられていると聞く」

　……いきなりそう来おったか……！

「──彼女に手を出したらただじゃおかないわよ」

「どうする気かね」

「全員、同人誌にしてやるわ。セカンド同人誌もやってあげるから、覚悟するのよ」

「同人誌？」

　……しまった！

　文化が未熟だ。これではこちらの脅威が伝わらない。伝わらなくていい。駄目か。

　ちょっと、と掌てのひらを見せ、窺うかがいながら自分の机に向かう。引き出しを開けると酷ひどい反応をされそうになったので、

　……刺激の薄い方が安全そうね……。

　とりあえず描き途中の〝１５０１は２で割れない〟の前半ラフがある。魔女テクノヘクセンだとバレないようにするため、魔術陣マギノフイグーアで描く事が出来なかったから久しぶりのアナログだ。後半のギャップを出すために前半だけで一冊になってしまったが、かなり〝泣かせ〟の内容だと思う。

　それをとりあえず束ねて村長に渡し、

「ま、こういうのを描いたりもする訳ね」

　見せる。と、村長が周囲を確認の上で読み始め、読み進め、最後は目頭を押さえて、

「尊い……」

「村長！　何かの魔術テクノマギですか……！」

　と読み始めた副村長も、しばらくの後に背を向けた。

「尊い……」

　……文化、伝わってない？

　でもまあ、とりあえず場は少し緩くなった。ラフが回され、そのたびごとに誰だれもが泣きに入る辺り、次のイベントで勝利は確実だわ有り難う本舗組。

　ともあれ、村長が一つ頷うなずいた。

「君の正体は──」

「武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いん第四特とく務む。マルガ・ナルゼ」

　ここまで来たからには、身分を明かしておいた方がいい。このクラスの者を裁ける役が、寒村にいるとも思えないからだ。そのためにも重ねて言うべきは、

「──私は元々、その〝隣〟の村の出身なの。当時の人達はいないでしょうけど、ね」

「だとすれば──」

　と、村長がちらりと見た方向。そこに何があるか、己も知っている。

「十三、四年前かしら。それぞれの村は白魔術ヴアイステクノと黒魔術シユヴアルツテクノに分かれて生活をしていたわ。それなりにお互いを警戒して、でも必要な時には協働して、ね。

　私は向こうで、白の家系として生活してたの。でもある時、それぞれの村にいた警備隊の隊長が、警備隊を連れて相手の村を強襲したのよ。──一説には、この〝新しい村〟を作る計画があって、魔女テクノヘクセンの集団が赦ゆるされるためには、もう片方の集団を消す事で〝私達は無害な魔女です〟と、そう示すためだったと、そう聞いているわ」

「その話は、……本当かね？」

「以前、こっちに来ようとした時、そういう噂うわさを聞いたの。だからこっちには、二度と来なくなっていたの」

　だって、と己は言った。

「こちらの村を強襲して、あの墓場の原因を作ったのは、部隊長だった私の親だから」
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　正確な事を話していない、と己は思った。

　あの当時、村の中では唯一の子供であった自分は逃がされ、そして戻ってきた時には、村は焼却され、他の土地から来た者が検分に入っていたのだ。

　行き場がなく、魔女である事から、施設の担当は自分を武蔵に送る事とした。

　そして行きついた先、武蔵で、自分はマルゴットに出会うのだ。

　己が住んでいた村を焼き払ったのは、彼女の父とその部隊だったというのは、お互いがお互いの素性に気付かず〝同郷の苦労話〟をしていて気付いた事だった。

　自分は彼女を恨みつつ、お互い様だと解わかっていたので、距離を取った。

　だが、同郷で、お互いは村同士の行き来から、それぞれの親の事をそれなりに憶おぼえていた。そういった事から憎にくむ事は出来ず、いろいろあって今に至るが──。

「その罪があるというなら私が被かぶるわ。でも、御願い。術式で契約でも束縛でも何でもするから、三日でいいの。イベント休みとる訳じゃないけど、私の仲間が危機にあるの」

　都合の良い事を言っている。だが、望みは言おう。

「三日間で良いから、私に自由を与えて。御願い」
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　Ｔｅｓテスタメント．、と村長が頷うなずくのを、己は見た。だがそれは同意ではない。違うＴｅｓ．だ。

　そして彼が、作業台の上の白嬢ヴアイスフローレンに触れ、しかし扉の方に歩きながら言った。

「私達は、君に、刑を科す事となる。咎とがを与える事となる。──来き給たまえ」

　扉を塞ふさいでいた若者達が背を向けて泣きながら横に退き、自分は、何か危険な代しろ物ものを描いてしまったのではと思いつつ、村長について行く。

　すると、遠く森の方から、遠雷が聞こえてきた。が、これは違うだろう。

　夜空の下、ここから海は見えないが、瀬せ戸と内ない海かいでの戦闘が音として届き、自分達のいる山渓で反響しているのだ。

　そして村長が、切り出された材木の置き場に立った。小屋に隣接するものだ。彼は半月の月明かりを浴びて、

「一つ説明をしようかね」

「聞かせて」

「かつて、二つの村がこの周辺にあった。どちらも魔術テクノマギの使い手によって運営されていた村で、しかしここは魔女テクノヘクセン裁判の歴史があるM.H.R.R.神聖ローマ帝国の土地だ。お互い、密接に連携しながら、表向きはそれぞれを警戒し、M.H.R.R.側には傭兵として身分を貸し出していた」

　……え？

　大体は記憶と合っているし、予想の範囲内だ。だが、やや違うところがある。しかし、

「問題が生じたのは、両者の境界線。そこは極小規模な重奏領域が存在していたが、厄介な事に重奏神州では疫病、ペストなどの始まりとなる土地のものだった。だから彼らはそこを塞ごうとして、M.H.R.R.側は陳情によってこう裁定した。

　地脈加工の出来る技術者を送り、その重奏領域を塞ごう、と。しかし──」

　しかし、

「〝疫病〟は、重奏神州から極東に落ちてきた時、流体的な変異を起こしていた。つまり、怪異化だな。それは不安定故、安定した〝型〟を持つ大人おとなだけが罹り患かんする。その病はあっという間に両方の村に広まり、お互いの村は、M.H.R.R.側にこう連絡してきた。

〝これよりお互いの居住地を焼き払う〟とね」

「それは──」

「この疾病の事が広まれば、M.H.R.R.の歴史ゆえ〝魔女が病を広めようとした〟と噂うわさが立つだろう。ゆえにこれは両村のいがみ合いの発展とし、M.H.R.R.が鎮圧した事になった。

　あと数日、私達が早く駆けつけていれば、重奏領域を塞ぎ、そのような事は起きなかったろうに、ね。──さあ、悪いのは誰だれかね」

　さて、と村長がこちらを見た。

「マルガ・ナルゼ。ヴァイスミュラーの姓、ニクラスとマルガレータの良き娘。

　今の友はシュヴァルツマンの姓、レオンとマルグレートの良き娘か。

　彼らの結婚式は同じ日で、後に産まれた子にはお互いの妻から名前を与えたのだった」

　どういう事か。伝えられてくる全ての情報が、

　……何？　何なの!?

　解わからないまま、若い衆が材木置き場の積まれた木々を急ぎで退どかしていく。一本、二本、というペースから皆が手伝い、すぐに数十という数が取り除かれた。

　そして材木置き場の下。現れたものがある。白と緑の長大な形は、

「砲……？」

「違う。機殻箒シヤーレベーゼンだよ」

　馬鹿な、と思ったのは理由がある。白のそれは巨大だったのだ。

　全長三メートルを超える、砲にも見える全身は白の色で、

「君の両親が使用していたものだ。当時の魔女テクノヘクセン達は魔女狩りの影響がまだ強くてね。疑心暗鬼で武装を大型化した。最後の時代のものだ」

　村長が手を叩たたく。

「君に罪と咎とがを与えよう、マルガ・ナルゼ。──両親の残したものをずっとここに置き忘れていた場所代だ。罰金は、そうだな──」

　村長が、回って来たラフを受け取り、笑みを見せた。

「いい話で頼むぞ」

「Ｊｕｄジヤツジ．！」

　頷うなずき、その機殻箒に駆け寄る。

　……何、これ……!?

　推進から何から旧型のシステムだ。新しいところなど一つもない。しかし、

　……強力過ぎるわ……！

　白嬢ヴアイスフローレン二型の推力は強力だったが、速度や加速力においては軽量である事も有利に働いていた。だがこれは、

「旧式で重いのに、……それ以上のパワーが出るという事ね」

「この件があってから、〝見下し魔山エーデル・ブロツケン〟の方向性に見直しが入り、機殻箒は細身になっていったと聞く。無論、回収もそれとなく来たが、知らぬ存ぜぬで通したよ」

「何故なぜ？」

「──君が生存者だと最初に気付いたのは私だったからだ。あとは待つだけだったが、生きている内に来てくれて僥ぎよう倖こうだ」

「村長ったら、最初はマジに〝M.H.R.R.神聖ローマ帝国の調査が来たかもしれん！〟ってビビってたのよ」

　わ、とようやく皆が笑う。そして己は起動を開始した。

　……鍵かぎ式！

　ヤバい。レトロで格好良いと思い始めたわ。だったら相性はいい。将来的にはシートなんかを自分用にする必要があるけど、

「大丈夫かね？　機体のクセなんかは──」

「上に行く頃ころには解わかってるわ」

　機体名が表示される。


《Weis Konigin》



　白后ヴアイスケーニギン。父はきっと、母を大事にしていたのか。それとも母には敵かなわなかったのか。そんな事も思わされるが、己は頷うなずいた。

　涙が下に落ち、それだけで済めと、そう思った。

「有り難う。行くわ。──今年の年末、東の地で行われる祭にて、巡礼者達によって貴方あなた達の事は尊く語り継がれ、人々の心は潤う事でしょう」

「予言かね」

　そうね、と己は頷いた。あの反則機体に対し、これがどのくらい役に立つかは不明だが、

　……有り難う。

　両親と、これまで自分を支えてくれた白嬢ヴアイスフローレンに礼を言い、己は機殻箒シヤーレベーゼンを浮上させた。

　莫大な排気音が響き、一気に機体が浮く。そして己は久しぶりに叫んだ。

「Helrich……！」
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　砲撃が来ていた。

　山やま形がた城じようは瀬せ戸と内ない海かいを東へと行き、四し国こくと本土の北東境となる小しよう豆ど島しまを左に抜けた。

　四国沿いに小豆島の右を抜けても、大和やまとが追ってくる。ならば狙ねらい目となるのはこの先。小豆島の向こうに、四国─淡あわ路じ島しま─本土という囲みで存在する播はり磨ま灘なだを、左の本土沿いに進行。淡路と本土の間の狭い海峡を抜ける事だ。

　その海峡の狭さは、大和にしてぎりぎり。斜めに進入したならば陸地側に被害を出すであろう場所だった。そこで大和に速度を落とさせ、一気に距離を空ける。そういう作戦だ。

　眼前、左側、弧を描いて淡路に至る本土が有り、備び前ぜん、赤穂あこう、姫ひめ路じ、明石あかしという土地が連なっている。明石と淡路の間、そこに夜の明かりが見えるのを、義よし光あきは遠目に確認した。

　……引っかけるならば、あそこが隙すきとなるという判断で、ルートを組んだものだが。

　播磨灘に入り、海面よりやや上の位置を滑空するように飛ぶ。速度は高いが、背後から加速してくる巨影には敵かなわない。

　既に大和やまと八艦は本来の艦隊を組み、重力加速器を展開していた。

　追い詰まる。刻一刻と、何もかもが詰められていく。

　ここまでも島が幾つもあり、引っかかるかと思えば高度を上げてやり過ごされた。

　が、淡あわ路じの先は別だ。

　高速で高度を上げて避けるにしては、淡路は大物で、しかしその先にある大おお坂さか湾は東西の幅が狭いのだ。

　大和やまとがもし、淡路─明石あかし間の海峡を上昇して抜ければ、それはそのまま大坂の町へと跳び込むか、その周辺で強引なターンを行う羽目になる。

「まあ、それでも、やると決まったらやる連中であろうよのう」

　義よし光あきは笑った。

　こちらのルートは読まれているだろう。

　単艦動作ならば、お手のものである一方、広い海上では動きがバレるのだ。

　だが、この戦場の中、一カ所だけ大和の目を逃れられる場所がある。それは、

『武蔵勢！　少し方針変更で、派手に行くぞえ！』

　義光が選んだのは、コーナーリングだった。巨大艦である大和は、どれだけ制御をしても動きが大振りになる。だから距離が近づいたところで、

「こちらならばどうであろうよ……！」

　義光は山やま形がた城じようを動かした。それも、本来の軌道となる南側ではなかった。北側、陸地の方へと、だ。
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　不ふ破わは、無茶を見た。

　全長三百メートルを超える三胴艦が、左さ舷げん側や各所から流体光の煙を上げながら、超低空で自分達の方へと突っ込んで来たのだ。

「うわあ……！」

　当たる程低くはない。理屈ではそう解わかっていても、感覚は別だ。

　あっという間に三胴の艦底が迫り、頭上を撫なでるように回っていく。

　そして南で空が軋きしんだ。

　これまで巨大な壁や島のように瀬せ戸と内ない海かい上空を飛行していた大和が、陸地側に飛び込んだ山形城を追えなくなったのだ。

　自分達がいる姫ひめ路じはM.H.R.R.神聖ローマ帝国の拠点の一つだ。居住地も多いため、大和は砲撃も出来ない。一方の山形城も、その破損故、高度をろくに上げる事が出来ず、地上では揚力効果が削られる事となる。

　ではどうするのか。その答えを山形城が振り返る視線の中で見せた。

　巨大な三胴艦が、大和やまとの下へと飛び込んだのだ。
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　音が満ちた、というのが鈴すずの感想だった。

　巨大艦である大和は、その存在だけで空に広い天井を作ってしまう。が、下にある海は波打ち、流れだって持っている。両者の隙すき間まは絶えず大気が動き、そして潰つぶれて音となる。

　耳が一杯になる、と己は思った。そして今、大和の左さ舷げん二番艦の下に飛び込んだ山やま形がた城じようの中に、義よし光あきの声が響く。

『行くぞえ……！』

　何をするかは解わかる。加速を強く入れていた大和は、現在それを止められずに姫ひめ路じから明石あかしの方へと滑り出してしまっているのだ。

　巨艦ゆえ、すぐには止まれない。オーバーシュートだ。

　対する自分達は本土側を経由してターン。大和の下を左舷から右う舷げんに抜ける。

　それは播はり磨ま灘なだを、北から南へと抜けるルートだ。

　……進路変更……！

　大おお坂さか湾を経由せず、淡あわ路じと四し国こくの間を抜け、紀き伊い水道へと行ける。

　これまで淡路と本土の間を抜けようとしていたが、大和はここでやり過ごせたのだ。

　あとは南南東へとまっすぐ行けば、最短ルートとなる紀伊半島沿岸経由で三み河かわを臨める。

　ゴールはまだ知覚出来ていない。

　だが、ゴールに至る道が確定した。

　行ける、と己は思い、そして聞いた。

　声だった。通つう神しんに乗って届いてきたのは、こちらに向かっている筈はずの〝青梅おうめ〟の、

『皆様！　回避を……！　──以上』

　何事か、と西に振り向いた己は、知覚した。

　先程北側をパスした小しよう豆ど島しまの陰。島の南と四国の間に、鉄の船が存在していたのだ。

　九く鬼き艦隊だった。

　それは〝青梅〟の輸送艦を追っている。そう思っていたが、

　……違う！

　その動きは、たまたま方向が合っていただけだ。九鬼艦隊は、大和のフォロー役として展開し、動いていたのだ。それはつまり、

「山形城が不測の動きをとった時、狙そ撃げきする……！」

　自分達の行いが無駄になろうとも、それを完遂のための保険とする。大和の補佐として、相手の指揮役が選んだ結果を、己は見た。

　飛来してきた砲弾が、これまで無事だった山形城の右舷を抉えぐったのだ。

　被弾した。
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　……やってくれる……！

　義よし光あきが歯を剝むいた笑みを作ると同時に、続く数発が山やま形がた城じようの右う舷げんに穿うがった。

　震動が立ち、間に合った防御障壁が砕けるものの、三胴艦は空中でスキッドした。

　これは保もたぬな、という感想が素直に心の中に生まれた。

　今、自分達がいるのは播はり磨ま灘なだの南方。紀き伊い水道まで二キロもない。

　ならば後は、出来る事として、

『武蔵むさし勢！　紀伊半島を目指すぞえ！』

　声を上げ、淡あわ路じと四し国こくの境界を南へと通過する。

　背後からの砲弾は流石さすがにもう追いついて来られない。

　運が良いのは、大和やまとが播磨灘を大きく回るのをやめ、淡路─本土間を抜けて大おお坂さか湾を経由するルートを選んだ事だろう。

　大和はすぐには来ない。その間、こちらは何とか紀伊半島に山形城を不時着させ、

『武蔵勢、もう一回、今度は徒歩で伊い賀が越ごえをやってみるかえ？』

『武蔵の屋根上を走って逃げ追うのと、どっちが楽だろうな』

　そうよのう、と思い、正面に紀伊水道を見た時だった。

　山形城が、震動した。

　南から北へ、右舷にあり得ない位置からの砲撃を受けたのだ。

　四国の空だった。武蔵勢を受け入れていた島側。そちらの空から、対艦砲クラスの砲撃が二発。確かに届いた。

　……四国勢か……!?

　否、違う。振り向いた視線の先。空に飛ひ翔しようしている影がある。その正体は、

「羽は柴しばの魔女テクノヘクセンか……!!」
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　間に合ったわ、と嘉よし明あきは思った。

　白姫ヴアイス・フユルステイン二型と黒姫シユヴアルツ・フユルステイン二型は巨大で、高出力な一方、動くとバレる。今の攻撃は不意打ちだからこそ意味があったのだが、それを為なすにはやはりタイミングが大事だった。

　大和が四国北側の諸島を上昇してやり過ごす時、自分達は低出力で飛び出し、四国を一度北から南に縦断。高山である剣山を西から南回りでコーナーリングして、そこからは一直線に山形城を狙ねらった。

　本来ならば、大坂湾を抜けて紀伊水道に入った山形城を狙うつもりだった。

　しかし最も上がみが播はり磨ま灘なだ経由を選んだため、突入タイミングが一気に早くなり、

「危なかったあ──！」

　安治アンジーの言う通りだ。相当に、しかしバレないようにただ急いだ。要努力。

　その成果は視線の先にある。山やま形がた城じようが左さ舷げん側に傾きながら、淡あわ路じの南を東方向に下り、海へと落ちていくのだ。

　北の方角。大おお坂さか湾では、大和やまと八艦がゆっくりとその形を変えつつあった。

　八艦全てが分離し、輪を作ろうとしているのだ。

「……かつて武蔵むさしを見送ったあの輪で、落ちた山形城を包囲して、完全決着ね」

　だが、まだ山形城の軌道が浅い。

「もう一撃かな」

　安治の言葉に、己は頷うなずいた。

　良かった、と、そう思う自分が内心にいる。母達は武蔵勢の中にはいないらしいと、そんな情報を得ている。だから母不在ではあるが、ここで決着を得られるなら、気が楽だ。

　全てを終えられる。だから手を抜かず、一直線に行く。

「──Nema」

　逆十字。切って空に降下を掛けた。

　その直後だった。

「キメちゃん！」

　言葉と同時に、己は降下軌道を跳ねさせた。

　北だ。大和の頭上を越え、一直線に何かが来た。二つ。その速度と姿は、

「機殻箒シヤーレベーゼン……!?」

　母達だった。
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　ナイトは、全力を出すと決めていた。

　先程まで、自分自身にあった事全てが、テンションを上げるのに尽くされている。

　……そうだね。

　自分の産まれた村の、隣村。その村長から過去の話を聞き、父と母の形見となる〝黒后シユヴアルツケーニギン〟を預けられた。そして空に昇ってみれば、ナルゼがいたのだ。

　二人とも魔女服はぼろぼろで、〝見下し魔山エーデル・ブロツケン〟からの自動回収も利かないくらいにやられていた。しかし長大で古めかしい二つの機殻箒は、ある事実を示している。

「ガっちゃん、取り越し苦労っていうのかな、昔の距離の取り合い」

「元もと鞘さや？　いえ、私達の結ばれる運命が、過去を歪ゆがめてくれたのよ」

　言う言う、と言っていると、彼女が目を伏せ顔を近づけてきた。

　自分も同じようにして、唇を重ねる。

　凄すごく久しぶりだ。昔はこんなの、毎日毎朝毎晩気が向いた時いつでも出来た。

　これからも出来るといい。だから離れて、笑って、

「──行こうか、ガっちゃん」

「──行くわよ、マルゴット」

　加速し、ただただ速度を上げて気付いたのは、速さならばこれだ、という事だった。燃料なども充分に搭載出来ている。とにかくトバせて最高だ。

　だが、機殻箒シヤーレベーゼンとしては砲撃重視で、飛行中の安定度が低い。更に悪い事としては、

「やはり昔の機体だから記憶容量が少ないわ……！」

　複雑な術は登録出来ない。ゆえに基本として砲撃と追尾、照準。後は加速系と安定系だけだが、操縦はどちらかというと自分本位で行う方にシフト。機体の暴れる感じが変に懐かしい。

　ただ、こちらも間に合った。

　自分の子供達。未来の縁とも言うべき二人へと、ナルゼと共にまっすぐ突っ掛け、

「悪い、皆！　遅れたね……！」

　眼下、落ちていく山やま形がた城じようを見て、感情が動きはする。しかし、

「まだ、負けてないよ……！」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と既に追撃のやり合いを始めたナルゼが応じた。

「私は知ってるわ！　──これからだ、ってね……！」
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　ああそうだ、これからだ、と正まさ純ずみは思った。

　空で始まった砲撃と追尾弾の遣り取りから視線を外し、馬鹿を見据える。

　今、自分達は、ゆっくりと紀き伊い水道と大おお坂さか湾の間へと落ちていく。

　……前に、武蔵むさしが沈んだ辺りか。

　因縁の場所と、そういう事になるのだろう。

　どうすればいいと、聞くまでもない。

「着水までに、する事はあるか、クロスユナイト」

「ベストは、トーリ殿達をナルゼ殿かナイト殿に運んで貰もらう事に御座るよ」

「それが無理でも、拙せつ僧そうと成なる実みで、本舗組は運べるだろう」

　そうね、と伊達だて家け副長が頷うなずいた。そして代わりというように、バルフェットが、

「逆に、もし捕らえられたら、どうします？」

「その時は拙者と宗むね茂しげ殿、誾ぎん殿が物理的に抵抗した上で、捕まった場合では正純が政治的な抵抗をするで御座ろう」

　Ｊｕｄ．、と皆が頷いた。そして馬鹿が一息ついて、

「ま、何とでもなるか」

　砲撃音を聞きつつ、よく言うものだ。そして自分達は見た。

　北西側、展開していた九く鬼き艦隊が、回り込むように播はり磨ま灘なだへと出てきた事を、だ。

　射角は取れている。だから、

・青　梅：『皆様！　お気をつけ下さい！　砲撃が届きます！　──以上！』

〝青梅おうめ〟には苦労を掛けている。が、遠くからの砲火が見え、砲弾が届こうという間の時間で、自分達は顔を見合わせた。

　海面は近い。砲撃は来ている。だが誰だれも負けるとは考えていなかった。

　誰もが何をどうしようかと、幾つも幾つも考えていて、その中に降伏があるとしても、それは最終的な勝利を望むためのものだと信じられる。魔女テクノヘクセン二人も届き、不思議な事に、

「──何か、珍しく皆、同じ事考えてるよな、多分」

　真さな田だでキャンプした夜とか、焚たき火びを囲んでこんな感じだったなあ、と思う。

　酷ひどく落ち着いてるのか。現実感を失っているのか。ただ、そんな中で、不意の声がした。

「あ、どうなりましたか一体」

　ホライゾンだ。右腕と左腕が飛び跳ね、本体の起床を喜んでいる後ろ、彼女は木箱コンテナの上の布ふ団とんから出てきて伸びをした。んー、と首を鳴らし、北西の空を見て、

「──おや砲弾が」

　直撃した。
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　衝撃によって山やま形がた城じようが二つに割れた。

　三胴の内、被弾した左さ舷げんが接続部から折れ、吹っ飛んだのだ。

　艦橋屋上にいた義よし光あきは、タイミング良く飛び降りながら鮭しやけ延のべを摑つかみ、傾いた壁を疾駆。その間に艦内の皆に外へ出るよう指示し、各部の扉を術式火薬でパージするように告げた。

　そして己の視界は、次弾を見た。

　九鬼艦隊から、先程の一発を測距として、命中弾の連打が来たのだ。

　……危険よのう……！

　思わず変な笑いが出るのは悪い癖。もっと真剣になるといいぞ自分。

　だが被弾の破片が散り、何もかもが緩やかに動いて見える緊張感の中、艦尾側の甲板へと外壁沿いに走った己は、それを見た。武蔵むさしの姫が、両の腕を広げ、

　……あれは──。

　大罪武装ロイズモイ・オプロだ。宙に展開しているのは八つ。それは右に三つ、中央に二つ、左に三つが並んでいる。が、その形が変わっていた。

　悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシはほぼそのままだが、他のものが有機的になり、光を帯び、

「さて、お立ち会い。ホライゾンは、ここのところで、思っていたのです。信のぶ長なが様は、断罪武装とやらで、巨大な人型を作っていましたね、と」

　だけど、

「あれは、信長様が、自分の役目に対して他人を頼らず、一人でやり遂げるために必要だった〝形〟なのではないか、と」

　ならば、

「ホライゾンは面倒ごとが嫌いですし、周囲が賑にぎやかな方が良い生き物なので、ああいう大きいのがあっても一人ではチョイと持て余します。だから、ホライゾンはこう思ったのです」

　言った。

「親父おやじ。──武蔵むさしもう一丁」
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〝青梅おうめ〟が見たのは、更なる被弾の流体光だった。

　遠く、淡あわ路じの陰ぎりぎりの位置で、落下していた山やま形がた城じようへと弾幕が飛んだ。

　九く鬼きの、手を抜かないセオリー通りの攻撃が、そこへと叩たたき込まれたのだ。

　単艦行動を是とし、如何いかに防御に優れた山形城といえど、あれでは保もたない。

　音の届いてこない遠くの事ではあるが、こちらでの砲撃音は確かに聞いた。そして望遠術式の中では、飛んだ砲弾が、明らかに山形城のいる空間を埋めるように集弾し、

「ああ……。──以上」

　何の感想も出ないとは、この事だ。

　弾はじけ、散る火花にも似た流体光が咲き、夜空を焦がした。

　何もかもを砕く連撃だ。山形城にいた皆が、無事でいるかどうかも解わからない。やり過ぎではないか、と思ったのは、あの中に、羽は柴しば十じつ本ぽん槍やりの親となる者もいるからだ。

　だが、自分の耳は確かに聞いた。

　金属音と鉄の擦過を響かせ、九鬼艦隊が更なる追加の弾幕を用意したのだ。
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「……は？　──以上」

　おかしい、と、〝青梅〟はそう思った。

　既に今の砲撃で、山形城は散った。そこに次弾を撃ち込むというならば、オーバーキルである以前に意味のない行為だ。セオリーも何も無視していると、そう思う。

　何故なぜ、そんな事を、と思い、砲撃の軌道を避けながら山形城の着水推測地に輸送艦を急がせる。そして背後で、一斉の砲音が響いた。

　……なんて事を……！

　もはやこれは、塵ちりと化した山やま形がた城じようと、それから海に落ちた人々を砕くための攻撃だ。そこまでの事をすべきなのかと思うのは、元が貿易艦の艦長だからだろうか。

　ただ　自分の行く先。砲弾が先に届き、一つの現象を起こした。

「────」

　山形城が散った空域。そこに広がっていた流体光の煙に、弾幕が激突したのだ。

　……当たった!?

　その場所には何も無い筈はずだった。だが空中にて散る流体光は連続し、分厚く重なるそれは、見覚えのあるものだった。

　まさか、まさかと人工の心が募った。そして自分は見た。

「山形城……！　──以上！」

　落下し、砕かれた山形城がそこにあった。

　空中に、まるで置かれて、下から支えられたような状態で浮いている。

　無傷ではない。だが、あれだけの弾幕を浴び、無事だ。

　皆、生きている。
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　九く鬼きはこの結果を予測していた。先程砲弾を叩たたき込んだ時、一発目は通じたが、次の弾幕で異質な反応があったのだ。

　流体光だ。

　……山形城が、その左右胴の内側に流体燃料でも納めていたのか!?

　故に流体光が散った時、己は山形城に何か未知の仕込みがあると推測。そのまま砲撃を止めず、弾幕として撃ち込み続け、決着を得たつもりだった。

　違った。

　望遠術式で見て解わかったのは、撃ち込んだ数だけ、光が散ったという事だった。ならばあれは、何処どこかが破損して流体燃料が破裂したのではない。

「防護障壁だ！　それも対艦クラスの！」

　山形城もそのくらいは展開出来るだろう。だが今の山形城はほぼ大破だ。満足に防護障壁を弾幕対応で射出制御出来るとは思えない。

　だが、やられた。

　一度だけではなく、二度も、だ。下手へたをすると完全に何もかも消し去る砲撃の束に対し、しかし射出された防護障壁は、

「何がいる……!?」

　下だ。海面の遙か下。そこから山形城を支え、護まもっている者がいる。

　それは何か、と思った時だった。ふと、言葉が届いてきた。

　声ではない。言葉だ。距離を無視して通じてくる言葉が、歌を奏でていた。





●






　──通りませ　通りませ

　行かば　何処いずこが細道なれば

　天てん神じん元もとへと　至る細道

　御意見御無用　通れぬとても

　この子の十とおの　御祝いに

　両のお札を納めに参ず

　行きはよいなぎ　帰りはこわき

　我が中こわきの──
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「通しか　な──」

　ホライゾンは歌った。声を喉のどから全ての域に通し、飲むようにしてやめ、

「────」

　前を見た瞬間。それが来た。

　眼下。海面の爆発と大風の怒ど濤とう。そして空へと突き立つように上昇する流体の滝だった。

　大質量が、半月の二つ浮かぶ夜空へと己の位置を定める。

　その形は、八つの巨影から出来ていた。
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　投光術式の光が照らす天幕内で、その自動人形は言った。

「池いけ田だ様、単純な計算です。──大和やまとの全長は約八キロ。幅はしかし、よくて三キロ弱です。

　そして新しん名な古ご屋や城じようは、十七キロ×十一キロ程の長方体の建造物。四方と中央に地脈炉があったので、内部はそれよりも狭めですが──」

　さて、

「その中に、大和は一艦しか入りませんか？」
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〝奥おく多た摩ま〟は、それを見上げていた。

　武蔵むさしだった。

　全八艦。左右三艦、中央二艦。全長約八キロの姿は、しかしよく見ると左右の重力加速器や、武蔵むさし野の艦橋の仮想砲塔成形器の形状が変わっている。

　今、莫大な海水を艦上や艦底から排出し、重力制御で拭ふき流して行く八艦は、生きている。

　更に気付かされるのは、

「これは──。──以上」

　艦首や、艦橋の上だ。そこに、見知った姿が立っている。

「〝武蔵むさし〟様……!?　他の艦長も……！　どういう事なんです!?　──以上！」
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　感覚にはズレがある。

　その補正を、〝武蔵〟は己に入れていた。

　武蔵八艦。どれも大おお坂さか湾の重奏領域に沈んだばかり。それが自分の記憶のあり様だ。が、時刻を計測するとあの時から三週間以上が経過している。

　そして思い出すのが、重奏領域に沈む時に見たものだ。

　……あれは、流体光でしたね。

　何故なぜ、海底に流体光が広がっているのか。それも武蔵を飲み込む程のものが、だ。

　そんな疑問を思い、あの時己は悟ったのだ。この流体光は海底に広がっているのではないのだ、と。

　あれは、武蔵に向けて開放された地脈輸送システムの入口だった。

　大和やまとと同じだ。

　大和が、新しん名な古ご屋や城じようの爆発によって地脈輸送で羽は柴しばの位相空間に届けられたように、あの三み河かわ消失の晩、武蔵にもそれが用意されていたと、己はそう悟った。

　位相空間ドックと言っていい。

　与えられたのは、武蔵全艦を補うだけの流体マテリアルと、大和に導入された技術の〝型〟。

　武蔵が全破した時を条件にそれは開き、〝型〟に合わせて武蔵の修復と大改修を行う。

　思えば、今までそこに繫つながるものが確かにあった。

　三河だ。

　あの湾上を移動する時、武蔵は妙なノイズを得て、特に鈴すずがそれを知覚した。あれが恐らく、新名古屋城より地脈に沈んだこの位相空間ドックからの接続確認だ。それまではただ投げられたものであったが、あの時確定したのだろう。

　一方的な、とは思うが、三河争乱以前の武蔵は聖連の監視下だ。三河から、武蔵をもう一艦用意するようなこの仕掛けは仕込めない。そして何よりも、

「……これも、教材の一つなのですね」

　生徒が無茶をして、必要な時に教員が手を差し伸べる。

　よく考えれば、羽柴には安あ土づちがあり、それを沈められてもいいように大和があった。

　ならば武蔵には何があるのか、というところか。否、

　……ホライゾン様を初めとした、武蔵むさし勢ですね。

　大和やまととの対決に際し、フェアな相あい対たいを生むためか。それとも別の運用を求めてかは、恐らく元もと信のぶも決めていない。

　ただ、創そう世せい計画に進む生徒達とは別で、自分も予測出来ない方へと進む馬鹿な生徒達に対しても、彼は公正だった。無論、その公正は〝無茶を限界までする〟という条件つきだが。

　そしてこの新型武蔵は、やはり武蔵勢のものだ。

　与えられた機能の中に、あるものがあった。

「大罪武装ロイズモイ・オプロとの連動性です」

　三十年前には追加出来る筈はずもなかったそれが、恐らくホライゾン側からのＯＳの仕上がりをもって、こちらの目覚めを促した。

　間に合い起きたのだ。

　再起という起床を得た。

　無論、ドック内の流体マテリアルは膨大だが、武蔵全艦をもう一度作るだけはない。

　間に合った上で、一回だけの手の差し延べだ。生徒の無茶に一回だけの許可を与える。自由にやる事を選んだのだから、この程度で良いと、そう言うべきか。ともあれ、

『市民の皆様』

　己は告げた。

『準バハムート級航空都市艦・武蔵が、武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんの鐘で夜二時半をお知らせ致します』

　鐘を鳴らす。響き渡らせる。

　奥おく多た摩ま後部、アリアダストの名を持つ教導院の鐘を全域に届かせる。

　現状は見えている。

『本艦は現在、大おお坂さか湾入口上空にて戦闘待機』

　やるべき事は何か。

『──これより同型艦、大和との交戦に移るものと判断しています。

　乗員。まあ、何と言いましょうか』

　言っておく。

『ぶっちゃけ、とっとと乗り込んで下さい。──以上』
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　重力制御によって上昇を促される山やま形がた城じようの上。

　武蔵の学生達が、わ、という声を上げた。その中で、義よし光あきは、馬鹿と姫が、そして副会長や義よし康やすがこちらを振り返るのを見た。

「──途中下船だけど、助かったわ。有り難うな」

「礼を言う、最も上がみ総長。──貴女あなたがいなければここまで来られなかった」

　義よし康やすも頷うなずき、頭を下げるのに対し、自分は扇子を口に当て、笑う。

「ココ、……もっと出来のいいところを見せたかったが、仕方ない」

　いいか。

「──答えを出してくるといい、武蔵むさし勢。これが万全ぞえ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と皆が頷き、こちらの背後に最上の学生達が整列した。

　自分達はここまでだ。お互いに一礼し、Ｊｕｄ．、と言い、笑った。

　見上げれば、武蔵むさし野のの艦橋上で、総艦長の〝武蔵〟がこちらに頭を下げていた。

　……充分ぞ。

　自分が得られる筈はずのなかったものを、ここまで手の中に貰もらう事が出来た。これからもそうだろうかと、期待まで得られる。それで充分だ。だから自分達は、合流する〝青梅おうめ〟の輸送艦を貰い受け、この戦場を急ぎ離れる事としながら、

「待っておるぞえ。──決着をつけ、またここに来るがいい」

　離れ、見送ったのだ。皆が教きよう導どう院いんの前、橋上に飛び降り、並び構えるのを、だ。
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　既に交戦は始まっていますねと、〝武蔵〟は思った。

　四し国こくの北東側から九く鬼き艦隊は砲撃を送ってくるし、正面とも言える構図では大和やまとが全艦の陣形を組み替え直している。

　が、こちらは防護障壁で弾幕を防ぐ事が出来、大和が陣形を組み替える間に人員の補充を急ぎ行う。特に艦長不在の青梅が難だ。奥おく多た摩まは〝武蔵野〟や自分が起動の対応が出来たが、青梅は艦長代理として〝高たか尾お〟一人に無理を利かせている。

　しかし皆、賑にぎやかだ。位相空間ドックにいた時、自分達は保護された状態で記憶もないのだが、武蔵上に声があるとはこうも賑やかなものかと思わされる。そして、

「──おや、どうされましたか」

　振り向く。そこにいるのは、

「──酒さか井い様。──以上」
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　ああ、と酒井が頷くのは、いつもの事だ。

　既に長椅い子すも、茶をサーブするセットも出している。

　後は酒井が座るだけだが、彼はそれらの用意の前で、立ち止まった。

　何か？　と首を傾かしげると、酒井がこちらを見た。そして彼が首を傾げ、

「またいつか、って、今の事かな？　〝武蔵〟さん」

「酒さか井い様」

　己は目を合わせ、こう言った。

「艦長式自動人形にとって、最後に〝──以上〟とつけない言葉は、記録に残さないものです。だから敢あえて言いましょう」

　頷うなずき、頭を下げた。この艦の代表者に一礼し、

「ようこそ、酒井様。新武蔵の総艦長〝武蔵むさし〟と申します」

　それがどういう事かと言えば、

「零ゼロ歳さいです。──以上」
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　始まったか、と、南の空で響いた轟ごう音おん二つを、窓の震えとして巴ともえ御ご前ぜんは聞いた。

　今、自分達が作業しているのは、印刷所の中だ。何の特別なものでもない。ただ印刷機の修理という、よくある作業をしていたら南の空が面倒な事となったのだ。

　作業を中断してそちらを追うのもありだろう。だが、

「決着だな」

　ゲーリケや、他の皆が自分に視線を向けるのを感じながら、言葉を作る。

「計算式は前の戦いで充分に見せた。答えもひとまずのものが出ている。あとはそこに恐れや不満のある者達の検算だ」

　一息。

「こちらはその納得がどう出るかを待てば良い。仕事を終えたら皆、南の市壁と広場に集まるように広めろ。決着は朝だ。──それまでは仕事を続けるぞ」
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　午前三時二分。大おお坂さか湾の上空に巨影の姿が二つ上昇した。

　一つは北から上がる黒と赤の八艦、大和やまと。

　もう一つは南から上がる白と黒の八艦、武蔵だ。

　武蔵には、四し国こくから急行した輸送艦群や、ぎりぎり間に合う形で浅あさ間ま神社を中心とした一部区画が届いていた。

　両艦はお互いを窺うかがうように大坂湾をぐるりと回り、そして、

「砲戦開始……！」

　羽は柴しばと、武蔵副会長の号令と共に、砲火の交換を開始した。

　教きよう導どう院いん前の橋上、常なる再起の場から、皆が立ち上がり、前に出た。

　ただ前方を、武蔵の行く末を指差す馬鹿に首肯して、共に行く。







[image: 第七十二章『集まり場所の再起者達』]











●






　先に行動を取ったのは大和やまとだった。

　まだ武蔵むさし側が操艦に不慣れである事を悟り、一気に接近を仕掛けたのだ。

　近寄り、滑り込むように武蔵よりも低い高度を確保。反撃の受けにくい下側からの砲撃を連打する。

　それに対し、武蔵は距離を取るようにしながら大きく円を描く軌道をとった。追ってくる大和の砲撃がまっすぐ通らないように、更にはプレッシャーを与えるように、円弧軌道を大きく取って行きつつ、防護障壁で飛来する砲弾を弾はじいていく。

　そして追う大和へと、武蔵の反撃が放たれた。

　砲撃だ。だが、実体弾ではない。空に一度打ち上げられ、強烈なカーブを描いて急降下する光の束は、

「──術式砲を、多段発射するのか！」

　下にいる大和の上面全域にて、莫大量の打撃と防護障壁が激突した。

　光の破砕が生じる頭上を、武蔵が加速する。

　そして己の散らした障壁を吹き飛ばし、大和も加速した。

　もはや高度を下に取る事はない。ほぼ水平。しかし武蔵を全砲門が狙ねらえるよう、左さ舷げん艦から右う舷げん艦に掛けて、やや上下差を与えての追走に入ったのだ。
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「何!?　今の派手な術式砲。武蔵にあんなのあった!?」

　第一の降下場所としている教きよう導どう院いん前の橋上。そこに哨しよう戒かいからナルゼとナイトが降りてくるのを、浅あさ間まは皆と迎えた。

「補給！　水！　符でもいいわ！　あと食べるものも、こっちも符でいいわ！」

「今の戦闘糧食は焼き肉弁当ですのよ？」

「何でそんな食べにくいもの戦闘糧食にしてんのかな？」

　その意見は尤もつともだが、まあ流れとしてそうなっているとしか言えない。ただ、それが用意されてくる間、ナルゼが一つのものを見つけた。

　大罪武装ロイズモイ・オプロだ。

　ホライゾンの正面。宙に浮いた大罪武装八つが、武蔵の八艦を模している。

「何コレ。鈴すずの作った模造みたいなアレ？」

「いえナルゼ様、これはその、つまりアレです！　とても凄すごく凄いのです……！」

「ええと、つまり、この武蔵と大罪武装の連動です」

　ん？　とナイトが首を傾かしげた。直後、武蔵全艦が術式砲による斉射を大和へと叩たたき込んだ。水の飛沫しぶくような響きが空に上がり、青の光が右う舷げん側にいる大和やまとへと飛ぶ。その際、目の前の大罪武装ロイズモイ・オプロの内、右舷側のものが強く光った。

　ナルゼがそれに気付いて指差し、

「ええと、これって……」

「ナルゼ様、よく気付きましたね。……強く光る意味、あるんでしょうか」

　演出……、と向こうでアデーレが真理を突いたが持ち主の前なので気にしない事とする。

「大罪武装は高出力の武装ですが、それはつまり流体の高度な制御が内部で行われているという事なんです。つまり最大で小しよう兼かね定さだクラスの制御をしている訳ですね。

　だからその制御能力を、武蔵むさし側で借りて、流体経路の制御などを外部処理させる、という事なんです。流体経路や他インフラの効率化として考えると、大体十五パーセント程の常時アップが計測されてます」

「そんなに……!?」

　術式砲は、弾体を持たない砲撃だ。だから弾体を有した実弾砲や流体砲に比べて威力が落ち、同じような術式系である防護障壁による減衰も大きい。だが、

「武蔵クラスの出力でそれが十五パーセント上乗せとなると……」

　結果は目に見える。武蔵の術式砲が、大和の防護障壁を砕くのだ。

・武　蔵：『本艦の弱点の一つは、実弾などの確保スペースがどうしても戦艦には劣るため、実弾系の砲台を多く構えたり、兼用出来る砲台でもそれを使えなかった事です。が、この強化があれば、全て術式砲として用いて充分でしょう。ホライゾン様の助力がなくても叶かなえられるよう、将来的には機関部と組み、経路関係は同様の強化をしたいところです。──以上』

「機関部では、マサが新型の駆動系相手にキレまくってますけどねー……」

　何しろこれまでの流体燃料の燃焼炉と違い、禁きん忌きものの地脈炉型駆動器だ。

「いいか!?　絶対機関部に被弾させるなよ!?　絶対さね!?」

　などと釘くぎを刺していたが、新しん名な古ご屋や城じようで作られ、位相空間ドックに保護されていたこのシステム自体は、完成の域にあるようだと聞いている。

　解体と再生。そんな言葉が頭に浮かぶが、

「連動という事は、ホライゾンへの元もと信のぶ公からのプレゼントかもしれませんね」

「大罪武装のオーナー宛あてでしょう。あの極ごく道どう親父おやじが聞いていた未来には、ホライゾンとトーリ様がいなかったので。ホライゾン宛、というのは些いささか荷が重いです」

　ただまあ、とホライゾンが頷うなずいた。

「今、ホライゾンと皆様は、うちの極道親父が想定したよりも先にいる訳ですね」

　はい、と己は頷いた。ナルゼも首を下に振り、

「武蔵が沈んだ事で、大きく変わったわ。もう一回チャンスがある。そういう事ね」

　そして、と彼女が言った。

「大罪武装ロイズモイ・オプロは運命を殺せなかった。──でも、この大罪武装は、どうなの？」
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　己の問いかけに、浅あさ間まとホライゾンが顔を見合わせるのをナルゼは見た。

　そしてホライゾンが頷うなずき、浅間が息を吸った。

「大罪武装ですが、恐らく性質が変わりました」

「変わった？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と応じたのはホライゾンだ。彼女は浮いている八つの大罪武装の内、奥おく多た摩まに該当する〝憤怒の閃撃マスカ・オルジイ〟を軽く叩たたき、

「──何かまあ、最大出力で撃てなくなりました」

「は？」

　いきなり過ぎる。大罪武装が全力で撃てないというのは、ちょっと問題だ。

　だからまあ、と浅間が補足に入る。

「システムはちゃんとしてるんですが、トリガーとなるものが変化したんだと思います。

　撃つための条件ですね。追加されたのか完全に変更なのか」

「大丈夫？」

「まあ普段からあまり当たりませんでしたからねえ。あ、ちなみに、ムネオ様にもチョイと試して頂きましたが、やはり同様でした」

　となると、やはり大罪武装側が変化したのだ。どういう事かは解わからないが、この新武蔵むさしとの連動となる〝焦がれの全域オロス・フトーノス〟の成立のためには必要な事だったのだろう。ならば、

「今、手元にあるものをどうするか、って事ね」

「武蔵の流体関係については、トーリ様不要説が出る塩あん梅ばいなので、これでいいかと」

「俺おれ、必要だよ！　必要!!」

　向こうで、姉と一緒に武蔵の表層部を眺め、昔とどう違うのかを検証していた馬鹿が振り向く。こっちも、死んだと思っていたが元気なものだ。

　だが今、いろいろ聞いていて解った事がある。

「──新しくなったのね」

　大罪武装が全力で撃てなくなったというのも、変化の一つだ。恐らくはホライゾンの方で、これまでに得たものが、ＯＳに影響を与えた。それが何なのか解らない辺りは流石さすがの大罪武装というところだが、

　……悪い事にはならない筈はずね。

　変化は常に、悪いものを得ないために、未来を得るために起こしてきたと、そう思う。

　ならばここは信じるべきだ。あとは、

「──これからどうするの？　回って撃ってるだけだと、下への被害だって出るわよ？」
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『──決着を作りましょう。そう進言します。〝大和やまと〟』

　以上と言わぬ同型艦の総艦長が、通つう神しんを送ってくる。それを大和艦橋上で〝大和〟は受けた。一つを頷うなずき、隣に立つ羽は柴しばに視線を向ける。すると、

「いいでしょう。戦力としてはこちらが優勢。──手加減出来ない空において、どれだけの応酬が出来るのか、お互いが見せ合いましょう」

　背後、十じつ本ぽん槍やりの面々がいる。無論、これからの戦場に全員出る事は無いが、持ち場はあり、無駄な存在など一人もいない。ゆえに自分も首を下に振った。

「性能を見せる覚悟はありますか、〝武蔵むさし〟」

『大和は創そう世せい計画のため、信のぶ長ながを殺害する目的で第二の月まで到達する必要がある。──そのように捉とらえていますが？』

「Ｔｅｓテスタメント．、ならば同型艦の貴女あなたも同じでしょう」

　自分達は、この星の外に到達する事を前提とした艦だ。

『外界』

〝武蔵〟が告げ、己が応じた。

『太平洋を走る魔海流の空』

　自分が告げ、〝武蔵〟が応じた。

『実際の新大陸と、欧州』

　そして、

『第二の月に至る高度』

「盛りだくさんのルートですね」

『それらを通過せねば、世界中の何もかもを納得させられぬでしょう』

　ならば、と己は言った。〝武蔵〟もそう言った。直後に自分達は同時に告げた。

『──以上』
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　いきなり右う舷げん側で風が爆発したのを、酒さか井いは全身への響きとして感じた。武蔵が持つ大気干渉だけではなく、防護障壁が立ったのは、その力が衝撃波となっていたためだ。

　大和が前に出たのだ。これまで大おお坂さか湾をぐるりと、加速しつつも円弧軌道で周回していたものがいきなり、東方向へと蹴け飛とばされるように前に出た。

　それだけではない。武蔵もまた、大和を追うように加速したのだ。

　一直線に東へ。これは、

「どういう事？　〝武蔵〟さん。さっき何か勝手に決めていたけど」

「Ｊｕｄジヤツジ．、酒さか井い様、これから本艦は、平和的な解決手段を執ります。──以上」

「平和的？　──俺おれ、ちょっと興味あるから、聞いていい？」

　視線の先、〝武蔵むさし〟は満足げに頷うなずき、湯飲みと受け皿、急きゆう須すを用意する。そしてサイドテーブルで茶を淹いれ始めながら、

「マラソンです。──以上」

「マラソン」

　Ｊｕｄ．、と応じて〝武蔵〟が半歩を引いた。

「創そう世せい計画が出来ると証明するため、そしてそれ以上の力があると示すため、大和やまとと本艦はこれより第二の月に至れる高度まで加速からの上昇を掛けます。が、その際、欧州勢を初めとした各国勢を納得させるため、外界を一周致します」

　つまり、

「〝世界一周、宇宙の旅付き〟です。──以上」

「俺、武蔵が旅客船だとは気付かなかったなあ……」

「当艦、出来る女ですので。なので、このレース、先に一周を終えた方が勝ちとなりますが、当然、妨害行為は有りです。ゆえに──」

　前方、紀き伊い半島に掛かろうとする大和から、幾つかの航跡が飛んで来た。

　砲撃ではない。あれは、

「敵戦力。即断で跳び込んできました。皆様、迎撃を御願い致します。──以上」
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　誾ぎんは、僥ぎよう倖こうを感じていた。

　宗むね茂しげは品しな川がわ艦首、自分は浅あさ草くさ艦首にて、敵の出方を見ようと、そう駆けつけた矢先だった。

　浅草の広い艦首甲板に、その相手がいた。

　蒼そう白はくの四脚武神。雷を模した一刀を構えているのは、

『P.A.Oda臨時副長、立たち花ばな・道どう雪せつ』

　父が名乗った。対する自分も即応して、

「武蔵所属、立花・誾」

『ならぬ』

　父が言った。その理由は解わかっている。自分達の襲しゆう名めいは今、定かではないのだ。そして、

『宗茂はあちらの艦か』

「Ｊｕｄ．、──どうされるお積もりですか」

『倒す。それが我が仕事。特に、立花の名をもって敵となれば、充実した生活であろうが、やはり看過は出来ぬものかと』

「なりません」

　己は即答した。ここは、一つ言っておかねばならない事がある。

「宗むね茂しげ様は私を超え、父上をも超える身。──父上が勝負を挑もうなどと烏滸おこがましい」

『──そこまでを見込んでいるのか？　彼に』

「ではどうするお積もりです？」

　そうだな、と父が頷うなずき、こう言った。

『ならばお前と彼を倒し、立たち花ばなの名を我が元に回収しよう。創そう世せい計画まで、夫婦仲良く、平和に過ごすがいいかと』

　父の台詞せりふに、己は即座の抜剣をした。

　自然な動作で、自然な成り行きであった。父からこちらへと敵対の言葉が出た事もだが、

「私も三み河かわ以降、思っておりました。父上。どうすれば宗茂様の再襲しゆう名めいがなるかと」

　一つ、簡単な方法がある。それは叶かなわぬものと思っていたが、今夜はいい夜だ。

「私が父上を倒せばいいのです。──そうすれば、私より強い宗茂様は、立花・道どう雪せつを超える存在、……立花・宗茂となるでしょう」

『……我が娘ながら、見事』

　このように褒められるのは、ひょっとしたら生まれて初めてかもしれない。その事を喜びと感じながら、

「父上も、嬉うれしいですか」

『左さ様よう』

　父が言いつつ抜刀した。対する己は更に抜砲した。そして父が頷き、

『戦場にて強きものと当たり戦いを得る事が武人の誉れ。そして勝つ事は武士の誉れ。更に主君から報償を得る事は武家の誉れ』

「立花の家は、まず、武人でありましょう」

　Ｔｅｓテスタメント．、と父が視線をまっすぐ向けてきた。

『そのような事を申し、果たす年とし頃ごろになったか、誾ぎん。父はとても凄すごく嬉しいかと』

　語ご彙いの少ない父であった。己はそこに触れぬ情けを持ち、調ちよう息そくを入れる。言葉としては、

「かつてからそうで御座いました。──宗茂様に敗れ、その時に、しかしこう悟ったのです」

　構え、そして前に軽く一歩を踏みながら、己は笑みで告げた。

「──夫の前に転がった塵ちり芥あくたを片付けるのは、妻の仕事だと」
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　信のぶ繁しげは、すれ違いの宙でそれを見た。

　道雪と共に飛び出し、即座に放った自分の割断竜砲に対し、

　……防ぐか！

　タイミングは一瞬だった筈はずだ。だがそれを見切り、一直線の防護障壁を列で展開した者がいる。結果として、武蔵むさし右う舷げん側には割かれて空に広がった防護障壁が流れ、だが無傷だ。

　相対速度で武蔵が先行し、次の瞬間にはもう置いて行かれている。

　自分は背から光翼を出し、一気に加速した。

　武蔵の左さ舷げん三番艦はやや遅れ気味だ。そこを狙ねらい、

『……!!』

　竜砲の連打を叩たたき込む。が、

　……妨げるか……！

　放った数だけ、帯のように防護障壁が目に映った。

　己の割断竜砲は狙った相手を目に見据える必要があるが、その直前に防護障壁が放たれ、視線を遮断するのだ。

　こちらの視線が飛ぶタイミングを、どうやって見切っているのか。解わからない。が、対応を行う者がいるのは確かだ。それは、

『何者だ!?』

『武蔵総艦長代理だわ！』

　と、上空を回り、弧を描いて後ろから追いついてきた姿がある。

　朱あけ色いろの機竜だった。名前は〝大気不足〟と言ったか。自分と同じ一年生の筈はずだが、

『そっちの援護役として来たわ……！　行くよ、真さな田だの副長!!』
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　鈴すずは集中していた。

　もはや模造に触れているだけの余裕はない。

　あるのはただ艦尾側から襲いかかる二体の竜への対応だ。

　前腕が翼となっている機竜。大気不足がこちらへと突っ掛けてくる。それは自分達が放った防護障壁を砕き、後方の砲撃を被弾や防護障壁で受けていく。

　真田・信のぶ繁しげへと攻撃の道をつけるアシスト役だ。

　一方の信繁も、高速の挙動で宙を走る。

　素早い猫のように、気を散らしていると、あっという間に逆側に回られる。

　……凄すごい。

　そう思うのは、かつてこのような天竜と戦闘を行った二ふた代よや誾ぎん、ミトツダイラ達の事だ。

　自分が全域かつ多相の知覚と情報処理や、推測計算を用いて敵を追っているのに対し、彼女達はそのようなものを持たずに相あい対たいを続けてきたのだ。そして、

「ん」

　二代が、一度、蜻蛉とんぼスペアの割かつ打だを見せてくれた。それはこの艦橋内で、投げ上げた紙一枚を散らすものだったが、そのタイミングも何もかも、自動人形達が完全計測した。

　だからタイミングは解わかっている。砲身ともいうべき力場の発生部分がこちらをとらえて、八百分の一呼吸後。そこで流体が走り、割かつ打だが飛んでくるのだ。

　しかしそれが解ったところで、発生の瞬間を捕らえ、相手の視線を塞ふさがなければならない。だが、目が見えない自分にとって、相手の目が何処どこを向いてるかは解りにくい。眼球の色が解らないので、角膜の凹おう凸とつから視線を読むしかないからだ。

　ゆえにそこは自動人形がアシストする。相手の目を視覚素子で追尾し、顔の振りと共に視線の向くところを熱として教えてくれる。ならば後は、

　……ここ……！

　宙にテープを貼はるように、両の手を振る。するとそこに防護障壁が列となり、

「──防ぎました！　……以上！」

　わ、という自動人形達の歓声に押されるようにして、貼る。幾つも幾つも、気付けば身体調整術式がフルで動くくらいに身体からだを動かしていた。そして、

「三み河かわ湾、通過致します！　──以上！」

　と〝武蔵むさし野の〟が言った時だ。己は、ある事を思い出した。

　かつて、三み方かたヶ原はらの戦いの時だった。あの時、三河湾の横断航路を移動中に、自分達は怪異のような現象にあった。

　自分達がズレて、多くの者は転んだり、一瞬だが平衡感覚を失った。

　あれがもし、この武蔵と、過去の武蔵の接続を確立するものであるならば、

「皆……！　助けてあげて！　手を伸ばして！」
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　言われた者達は、何が何だか解らなかった。

　しかし鈴すずの言う事だ。悪い事ではない。だから戦闘中の者も、かつていなかった者も、退避中の者も、仕事中の者も、誰だれもが虚空に手を伸ばした。その直後、

「あ……」

　一瞬だが、自分達は見た。

　武蔵だ。過去の中、三方ヶ原の戦いの夜の流れに乗って、必死に戦っていた。

　そして倒れ、転がりそうになる彼らを、

「すまんな。邪魔した。──だが頑張れ」

　誰もが、過去の自分を支え、こう言った。摑つかんだ手に力を返し、

「勝てるんだ。負けないんだ。──そう信じろ、自分」
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　鈴はかつての自分を支え切った。

　あの時、揺らしてしまったのはこの自分なのだろう。だがそこから今に繫つながるのだ。

　そして気付いた。当時の自分が、はっきりとこちらの手を握り、力を返してくれていたという、その事を、だ。

　頑張っていた。今よりももっとキツく、辛つらい中だというのに、耐えていた。だから、

「────」

　その手が消えるまで見送って、己は竜と相あい対たいした。

　二体の竜が飛ひ翔しようし、突撃と割断を交差させるのに対し、断言した。

「負けないから……！」

　対応する。貼はって塞ふさいで、妨げては突き放す。

　三み河かわの湾は今越える。しかし、

『前方、敵影追加来ます！』

〝国こく分ぶん寺じ〟が声を上げた。

『武神戦力。重武神、八体！　──元伊達だて家け所属、鬼おに庭にわ・綱つな元もとの左さ月げつと、麾き下か武神隊です！』
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　航空戦の出来る武神として見た場合、伊達家由来のそれは重装甲が過ぎるきらいがある。

　それでいて加速器の出力は高く、つまりは突撃性を重視した作りだ。

　鬼庭は、伊達家から羽は柴しば勢に組み込まれ、武神隊を担う役を得た後も、それを遵じゆん守しゆした。

　無論、伊達家の武神の作りは、青竜という脅威を身内に抱えていた事や、隣国最も上がみの攻撃に対して防御と即応を叶かなえるためであったが、

　……成程、これに一切咎とがめがなかったのは、武蔵むさしという存在の想定か！

　艦砲にも一撃ならば耐える装甲。その上で、武蔵にもぎりぎり追随出来る速力を保持した武神隊だった。後は、伊達家ならば刃やいばと行きたかったが、ここは長銃だ。

　麾下武神達が、機竜とまではいかないが、武蔵の周囲を縦横に飛翔し、限界速度を保って攻撃を放ち続ける。無論、燃費は度外視だ。三分と保もつまい。

　だが充分だ。手傷を負わせる事が出来れば良し、負担を与えればそれでも良い。

　……大和やまとには、武蔵に対してのハンデがある！

　道中だ。万全の状態で琵び琶わ湖こ安あ土づちを出たものの、新大陸から大おお坂さかまでを飛行したのだ。

　燃料は地脈型駆動器のために不安は少ないが、やはり艦が受けたストレスや、調整が必要な箇所は山積みとなる。それは些さ細さいな事かもしれないが、これからの長い航路を考えた場合、大きな不備の山となろう。ゆえに、

『打撃を与えろ、皆よ……！』

『Ｔｅｓテスタメント．……！』

　応じる声と共に、武蔵の全域に光が破裂した。爆砕する量も眩まぶしい障壁の芥あくただ。

　……おお……。

　どれ程の防護障壁だろうか。あらゆる角度、艦間の位置であろうと完全対応の上、分厚い。これを可能とする出力に、感嘆の息が武神の中で感覚としてただ漏れる。そしてふと思うのは、一つの疑問だ。これだけのものが伊達だて家けにあれば、自分は伊達を出ずに済んだだろうかと。

　……否。

　己が選んだのは歴史再現。ならば、

『これを討ってこそが本懐！』

　叫び、降下した。武蔵むさしの意識を自分に集中させれば、上空の麾き下か七人は砲撃がしやすくなる。そして如何いかに防護障壁といえど、武神の全力を通す事は出来ないのだ。

『だが、来るか……！』

　見える。自分と同じく、伊達を出た姿。赤と緑の機動殻で加速の飛ひ翔しようを行ってくるのは、

『久しぶりだ！　何と呼ぼうか、ただの成なる実みか、それとも元伊達家副長か！』

『勝手に決めようとしないで』

　成実が、加速した。宙に幾本も脚を連続射出し、一気に速度を上げ、両腕に顎あご剣けんを三本連結したものを構え、

『今は、敵よ』

　笑みを含んだ速度と共に、お互いは激突した。
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　二つの月の下。多大な光の花が咲く八艦の加速を下に、百足むかでと鬼が激突した。

　跳ね、弾はじかれるように行く。

　片方は長銃と刀を用い、片方は連結した顎あご剣けんを振るった。

　双方の大きさの差に意味はなく、小柄な百足は加速と小回りを利かせて夜空を跳ね、大型な鬼は装甲と勢いに任せて宙を疾駆した。

　お互いの攻撃は上下を打ち分け、距離が離れれば鬼が腰付けした長銃を放って百足の行き先を牽けん制せいする。

　放さない。そういう戦い方だった。

　そのような二人の戦闘を頭上に見る武蔵むさしでは、幾人かが物資を運び、連絡を取りながらも、双方の軌道からある事に気付いていた。

「おい、あれ……」

　鬼と百足の軌跡。流体光と加速光の行き来と反射が、あるものを描いている。それは、

「二人の中央に、何かいるぞ……」

　巨大な存在。双方の軌道から現出されるその姿は、一言で告げるなら、こうだ。

「竜だ……」

　二人の攻撃は、確かに、そのような存在を間に挟み、繰り返されていた。
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　そうね、と成なる実みは思った。

　……これはきっと、伊達だての呪のろいなの。

　政まさ宗むねを青竜から解放するまで、伊達に生きた者には、その影がつきまとう。

　しかしそれは伊達家の最高の時期とも言えるもので、だから誰だれもが青竜の呪いを当然のものとして受け取っていた。自分達は竜に支配されているのだ、と。

　生いけ贄にえに出していたのは、政宗本人だ。

　それに抗あらがおうとして出来ず、ただ押さえ込む事にも手が打ちにくくなってきた中でも、自分と鬼おに庭にわはその前線としてよく青竜と戦った。

　ほとんど交代のようなローテーションで、伊達の領内よりも外に出始めた青竜を押さえに行く。その際には麾き下かも連れて行くが、

「うちの武神隊の損そん耗もう率、半端なかったけど、皆、あるレベルからは青竜の理不尽さに鍛えられていくのよね」

　どういう思い出よ、とも思うが、それが伊達家副長としての記憶の一つだ。

　そして伊達家では、誰もが、ある程度のレベルからは、青竜の存在を認識し、「万が一」を考えて動く事となる。

　これは総長連合も、生徒会も、各委員会でも変わらない。

　上に行けば行く程、任される時間が多くなるため、逃げられない。

　鬼おに庭にわは見事だった。身体からだを張って青竜を止めたのも、二度、三度ではない。今、使用している武神〝左さ月げつ〟は父からの譲り受けだが、彼の父は最も上がみや隣国、国内の反乱勢力と激突して伊達だてをまとめた世代なのだ。その荒事専門ともいえる武神を更に改造し、しかし青竜を力尽くで押さえ込むのには専用の戦闘〝技術〟をも必要とする。

　完全に、〝対青竜〟の構えを持たねばいけなくなっていた時代。

　それが自分の副長時代だ。そして、

「鬼庭さん」

　自分もきっとそうなのだろうと思いつつ、成なる実みは告げた。

「貴方あなた、何と戦っているの」
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　鬼庭は、成実の戦闘術に重なる己の技術を、今更ながらに体感していた。

　……成程……！

　自分の戦闘術は、青竜に対する処から発している。その事は理解していた。だが、それが、自分の手て応ごたえから青竜を錯覚する程だとは、今まで気付いていなかった。

　成実だ。

　自分と同じ相手との戦闘を繰り返していたがため、同じ訓練をしていた訳でもないのに、間合いや攻撃のタイミングなどが似たものとなっている。

　そうか、と己は思った。これは伊達の呪のろいなのだな、と。だから、

『成実……！』

　己は自分の戦闘術を理解の上で、それのみを用いる事にした。

『手を抜くなよ……！』
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　これは禊祓みそぎだと、鬼庭はそう思った。

　かつて青竜によって護まもられる筈はずが、逆に蝕むしばまれつつ、だがその支配を受ける総長の御陰で、伊達は歴史再現としての恩恵を受けていた。

　自分達が青竜を祓はらえなかったからだ。

　しかしその歪ゆがみは、武蔵むさしからの使者が来た事で解決された。誰だれもが踏み込まぬ処に平気で土足を突っ込んで来た彼らこそが、正解だったのだ。

　そして伊達は青竜から解放され、政まさ宗むねを手元に収めたが、しかし、

　……その咎とがが残っているな……！

　自分達が、最後の世代だ。青竜と戦うという、そんな技術はもう不要なのだ。もっと違う事。新しい事に目を向けるならば、この技と力を捨てねばならない。だから、

『おお……！』

　もはや必要がない戦闘術の極致を用い、これ以上は無いとする。

　その禊祓みそぎに、副長が相手となるならば、幸いだと、己はそう思った。
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　激突する。そして成なる実みが叫んだ。

「残念ね、鬼おに庭にわさん、青竜を倒したのは私達よ……！」

　翻ひるがえり、鬼庭が剣をバックハンドから重ねて背後に打ち、こう応じた。

『しかし成実！　──自分の方が、幾度となく青竜を止めたのだ!!』

　高速のターンから打ち込みへの変化を、成実が身を反らしたまま大きく一回転して回避。即座に剣を放ちながら連結し、続く動きから下段の一発を叩たたき込む。

「だけど撃墜率も貴方あなたが一番高いじゃない！」

　顎あご剣けんの一撃を回避せずに一刀で払い、顎剣伝いに鬼庭が行った。

『──だから自分の方が強いのだ！』
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　鬼庭は当たりに行った。幾度となく切られるが、前に出れば刃やいばは装甲で滑るのだ。

　そして押し、打たれながら、己は笑った。確かに回避が下手へただな自分は、と。

　その上で、気付く事がある。

　成実が、同じ動きをしつつも、上に行くのだ。速度、精度、肝心な時に込める力のメリハリなど、明らかに自分よりも達している部分がある。しかも、

　……そうか。

　違うのだ。

　成実の剣の中に、青竜ではないものが入っている。

　それはもっと速度を必要とする相手であったり、回避を要する敵であったり、人に近いサイズで足回りこそが大事になるものであったりする。

　それらがもはや、成実の剣を変えている。

　ならば決まりだ。

　……成実。

　お前が上に行け。

　伊達だての呪のろいは、自分一人が抱え、捨てていく。世に必要とされぬ事で捨てるのだ。それが、

『伊達だてへの義理だ……！』

　だから、ここは決める。最後の青竜の相あい対たいとして、

『おお……！』

　武神の胴をも両断する顎あご剣けんの連結と一撃に対し、己は前に出た。青竜がかつてこちらの攻撃など気にせず突とつ撃げきしたように、自分も咆ほう吼こうし、来た刃やいばを装甲で打撃した。

　受けるのではない。ヒットの瞬間に身体からだを振り、刃を外に逃したのだ。

　装甲が割れ、だが距離が詰まり、

『成なる実み……！』

　激突する。重装甲の武神だからこそ意味がある、青竜を押さえ込むための吶とつ喊かんだ。

　当たる。そして捕らえた。武神の両腕で不ふ転てん百足むかでを抱き締めるように、潰つぶしていく。

　青竜を押さえ込み、止めるための技術。最終手段としての押さえ込みだ。

　一気に不転百足を圧壊させる。
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　鬼おに庭にわさんらしいわ、と成実は思った。

　青竜を止める時、体当たり上等で、最終手段とするのがこのタックルじみた激突だ。

　青竜は巨体故に懐に入られると弱い。長い両腕と脚が、抱え込んで来た小柄な相手に上手うまく当たらないからだ。

　出来れば背後から、というのが鬼庭の言げんだったが、こっちはもっとサイズが小さいから、抱きかかえて関節を制御するとか出来っこない。そういう意味では、

　……潰しの利かない技術ね。

　このようなものを、ずっと必須としてきたのだ。だからだろうか、

『成実……！』

　力を込め、一気に不転百足を潰しに来ながらも、鬼庭が言った。

『外に出て下がれ！』

『何故なぜ？』

　解わかっているだろう、と鬼庭が笑いを含んだ口調で言った。

『お前の方が、上だったと言う事だ』

　言葉と同時に、左さ月げつの翼が一斉に破裂した。

　同時に装甲が砕け、全身の高度が下がる。そして鬼庭が言った。

『動きの中、確実に一発ずつ、入れてきていたな』

　ああ、と彼が告げた。笑って告げた。

『自分は、ここまでだ。だが、──お前のこれまでも、こちらが奪っていこう』

『馬鹿ね。……気を使っているつもり？　鬼庭・綱つな元もとは、羽は柴しばの元から伊達に戻り、そこで政まさ宗むね達と過ごし、一生を終えるのよ』

　言っておく。

『貴方あなたは青竜を伝え、伊達だてを竜の土地として示し続けなさい。だから、──竜にしてあげる』

　直後。装甲の破裂した左さ月げつの両肩に、天上から突き刺さるものがあった。

　連続射出した左右の義腕に握られた顎あご剣けん。七本分の連結が、左月の肩を貫いたのだ。





●






　……これは──。

　鬼おに庭にわは、脇わきまで貫通された両の刃やいばによって、腕の力を失った。

　不ふ転てん百足むかでを離し、全身が落ちていく。落下していく。見上げる視界にある百足は、だが、両の腕を外していなかった。

『──万ばん千せん道どう百ひやくの改良展開。義腕を解除せずにもう一つの腕を連続射出して砲弾のように撃ち込むの。〝万ばん千せん手て百びやく〟とでも言うべきかしらね。義腕側の操作が多重化して複雑になるから、まだ実用的ではないけど、こちらを潰しに来てくれて助かったわ。

　……武蔵むさしの姫の両腕から思いついた技。武蔵の守護に使えて幸いね』

　後半何言ってるか解わからないが、そういうものだろう。

　翼を失った代わりというように、両の肩から斜め外に生えた連結の顎剣は、確かに角のようでもあり、翼のようでもある。そして成なる実みが言った。

『済まないわね。──一人で戦っていなかったわ』

　解っている。最後の二撃。義腕の射出と制御が未熟であるならば、剣の確保などもままなるまい。それを渡したのは、今、武蔵の上へと飛行していく半竜だろう。

　だが己は笑った。成実は独りではない。伊達家の副長は大事な仲間を得たのだ。ならば、

『構うな。お前は先に言ったのだ。〝私達が青竜を倒した〟と。その通りだ。

　──自分は下がり、竜を伝えていくとしよう』

　落ちる。

　見れば自分の麾き下か達も、空中で戸惑ったように震え、撃墜されていく。

『あれは──』

　ええ、と遠ざかった空で、成実が言った。

『今は知らない方がいいわ』
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「あっ、どうも初めまして！　武蔵副長補佐の立たち花ばな・宗むね茂しげと言います！　お初ですね！　羽は柴しば勢の方ですか!?　おお、三み好よし系からの傭兵ですか！　ああ、四し国こく方面も何だかんだで大変ですよね。私もそちらにしばらくいたので解ります。ええ、あ、じゃあ宜しく御願いします！」

「毎度思うが、貴様、その会話の何処どこで切りつけるのだ？」

「切りつけるのではありません、第二特とく務む！　挨あい拶さつ打ちは心で通す技なのです」

・不退転：『まさか精神論の技だとは思わなかったわ……』
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「敵武神隊、六機撃破！　二機も中破で離脱します！　──以上！」

　武蔵むさし野の艦橋内での報告に、〝武蔵野〟は一息を吐いた。人間的な行為だが、思考のクリーニングとして行うには充分だ。

　ともあれ自分としては、山やま崎ざきの合かつ戦せんからそのまま転戦しているのと同じだった。新型となった武蔵むさしの扱いもまだ不慣れな部分があり、なかなか負担が強い。

　……ですが、武神隊が下がった事で少しは楽に──。

　と思った己の視界は、鈴すずの背後、触れられていない模造の上で、敵勢の狙ねらいが何だったのかを確認した。

　現在、外の状況を映すだけとなっている模造上、そこでは各所の防護障壁や砲弾の密度などが全て表示されているが、

「鈴様……！　危険です！　こちらへ！　──以上！」

　こちらというのは、模造に振り向けという事ではない。こちらだ。全艦の艦尾側で対応している彼女にとって、艦首側の事だった。

　何故なぜ、こちらに来いと、総艦長代理に艦長レベルが指示するのかと言えば、

「武神隊が左右の砲撃を引きつけていました！　今、武神隊が下がりましたが、武蔵の中央側には弾幕の薄い部分が出来ています！　ゆえに──」

　言っている間に、それが来た。

　竜だ。

　朱あけの機竜と赤の天竜が、一瞬で加速し、艦首側へと回ったのだ。
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　しまった、と〝武蔵野〟は判断した。ここは焦っていい時間帯だ、と。

　鈴だ。鈴が危険なのだ。

　敵は恐らく、鈴が総艦長代理として操艦や敵への対応を行っている事を知っている。というか大体の国はそれを知ってる。武蔵側としてもイメージ戦略として鈴の存在を表に出している部分があるからだ。

　だがそこを敵は突いてきた。

　……竜の機動力です！

　まず、艦尾側に移動し、そこに信のぶ繁しげの竜砲による集中砲火を行う。割断の連射など、天竜皇おうだから出来る技だろう。更には大気不足による陽動も重ねてある。

　しかし鈴すずは対応出来る。ゆえに、だからこそ彼女はそこに縛られる。

　そして武神隊によって砲撃を引きつけ、道が空いたところで、竜は艦首側に移動する。

　これは、簡単に出来るようでいて、出来ない事だ。

　竜だから可能な機動力。

　天竜皇おうと機竜のコンビネーションと、道を作る武神隊の存在があってこそ、だ。

　結果として、戦艦クラスの大戦力が、一瞬ともいえる時間で武蔵むさしのような巨艦の前後を渡る。

　しかもその時、鈴は疲労している。

　艦尾から艦首へ。模造を仮想的な位置取りとして使う鈴は、疲労故、一瞬で〝艦首側〟へと移動する事が出来ない。そして自分達の方で模造を前後逆転したとしても、防御系の対応にはタイムラグが生じる。

　鈴が今、慌てて模造の艦首側へと駆け寄ろうとする。が、既に疲労軽減術式などが全開となっている彼女だ。ふらつき、汗を散らせて動くが、間に合わない。

　一方の天竜達は艦首側へと急ぎ、完全な位置を取るために再加速した。

「誰だれか……！」

　と鈴が叫んでも、間に合わない。その事が自分の状況推測では解わかっている。が、

・武　蔵：『──〝青梅おうめ〟！　──以上！』

　名前を呼んだだけの総艦長の言葉に、久しぶりの合流となる左さ舷げん三番艦が応じた。

・青　梅：『Ｊｕｄジヤツジ．！　青梅、後おくれ馳ばせながら新型青梅の解析八割終了。緊急案件であった加速系の駆動問題を解決。──全域加速可能です。──以上！』
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　大気不足の加速系を、ショルダーガードの操縦システムから全力で入れつつ、鍋なべ島しまはしかし視界全体が動いたのを見た。

　初め、視覚がおかしくなったのかと思った。が、違う。これは、

　……武蔵が加速するんだわ……！

　一瞬でもミスをすれば置いて行かれるような速度が、この段階から発揮される。

　先行する大和やまとに追いつき、越えて行こうというのか。

「そうだわな……！」

　これは、そういう相手だ。だから、

「真さな田だ副長！　追うんだわ……！」

「Ｔｅｓテスタメント．！　この機会、無駄にはせん……！」

　前に出る。そのために自分達は再度の加速を叩たたき込んだ。眼下、風景が止まっていき、そしてゆっくりと自分達が前に進み、

「先行くわ……！」

　出力を龍りゆう造ぞう寺じ四天王が強引に上げた。それに応じて自分が前に出る。競争ではない。露払いの意味があるのだ。前に飛び、そして、

　……見えた！

　武蔵むさしの艦首の向こうに、地上側が見えた。

　既に三み河かわは越え、遠江とおとうみの土地も越え、駿河するが湾も加速で抜けていこうとするところだ。ここから先は加速し、太平洋の魔海流上を行こうというのだろう。

　……そこまで、だわなあ。

　大気不足は戦闘能力が高いとは言え、機竜だ。この星を一周する間、飛行し続ける事は不可能であり、大和やまとにとっては重いペイロードとなる。先程、武神隊が出撃したのも、大和にとっての負担を最低限といえるところまで落とすためだ。

　ここで降りるか、それとも武蔵に被害を与え、

「──武蔵艦上での戦闘に切り替えるか？」

　だがまだ、前に出られる。これが恐らく最後の機会だ。外から縦横に狙ねらって破壊し、その上で武蔵艦上だろう。

　……そうだわな！

　信のぶ繁しげのエスコートも出来ている。天竜皇おうだ。大気不足もなかなかいけるが、継戦能力などを考えたら信繁を優先すべきが今の戦場だろう。ゆえに、

「行くわ……！」
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　大気不足という機竜が天竜を置いて更に前に出たのを、鈴すずは知覚した。

　……急がないと！

　我わが儘ままだが、自分が武蔵の模造の前に回った方が良い。武蔵の模造の前後を入れ替える方が早いかもしれないが、感覚がズレるのだ。艦橋内の皆も、自分達の判断が一瞬入れ替わる事を警戒していて、それは正しいと思う。だから自分は急ぎ、汗を落とし、

「……！」

　急ぎ、前に足を踏んだ時だった。不意に、耳に声が届いてきた。

『呼んだかね？』

　男の、歳としを経た誰だれかの声だ。誰かは解わからない。そしてこれが聞こえてくるのは、

「鈴様？　──以上」

〝武蔵むさし野の〟の疑問が来る。ならば自分だけ。他の誰にも聞こえないと言う事は、

　……武蔵の聴覚素子か、通つう神しんに直接!?

　誰だろうか、解らない。しかし急ぐ自分の耳に、音おと鳴なりさんから言葉が届く。

『突然ですまない。そちら、恐らくは戦闘中、機竜か何かとの交戦をしていると、そう推測出来る』

　その通りだ。そこまで、何な故ぜ解わかるのか、否、それよりも、

「貴方あなた、は……？」

『解らない。恐らくは戦闘を経て、敗北したのだろう。主人も失い、記憶関係も完全に消去されている。今の私は、自己の修復機能で思考系のみ回復したものだ。

　恐らくはこのまま朽ちていく。それも仕方ないと思っていたが──』

　僅わずかに向こうが思考の時間を作った。

『指示が欲しい。今の私は、それがないと動けない』

　じゃあ、と己は言った。息を切って、一度吸って言った。

「──名前を教えて」





●






　それは、驚いた。指示とは戦闘行動かと思えば、こちらの称呼を聞くとは。

　とはいえ自分のＯＳは一度クリーン化されている。それでも解るものとしては、この海底に沈んだ身の装甲。視覚素子で解るのは、何度も確かめた己の称呼だ。それは、

『ヴリトラという、──いいかね、御嬢さん』
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　鈴すずは言った。

「皆、私の通つう神しん先に、武蔵むさしの知覚情報を送って！　そして──」

　指示を出す。

『──救たすけて!!　私達の行く道を空けて！』
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　大和やまと上、帆としても、防護障壁の展開場としても使用されるデリッククレーンの上にて、平ひら野のは大和全体の流体経路や防御関係の指揮を執っていた。

　背後、迫るように加速を続ける武蔵がいる。が、こちらと武蔵の間に、いきなりの直線が突き抜けた。

　……海からの砲撃!?

　そう思ったのも無理はない。勢いある加速の霧をまとった姿は、伊い豆ず半島の東の海から、一直線に夜空に舞い上がったのだ。

　だが違った。そして己は気付いた。望遠術式で急ぎ確認した目が、かつて慶けい長ちようの役えきの際に安あ土づちと交戦した姿を認めたのだ。

「ヴリトラ……!?」

　黒の機竜。安あ土づちの加速系を破壊する一助となった北ほう条じよう・幻げん庵あんの機体だ。それは装甲のほとんどを失い、加速系も左側を多く損失しているが、全力という言葉そのままに空に至った。

　その上で、宙を蹴けるような独特の挙動でそれは突っ込んだ。

　真下へと、そこにいる敵竜へとパワーダイブを叩たたきつける。
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　信のぶ繁しげは、いきなりの攻撃を受けた。

　敵によるものではない。それまで先行していた大気不足が、突然身を翻ひるがえし、こちらの全身に激突してきたのだ。

　痛みは感じなかった。だが訳が解わからず、挙動を失った。背の光翼が緩み、武蔵むさし上へと落下しながら、己は空中で制動を掛ける大気不足とその出力系からの陽かげ炎ろうを視界に入れた。

　……何故なぜ……！

　と思った答えはすぐに見えた。自分が武蔵艦上に着地したのを確認した大気不足が、首を下に振った瞬間。

「──!!」

　上空から、黒の巨体が大気不足に激突したのだ。

　……あれは……!?

　知らない機竜だ。色は黒。姿は半壊に近く、何故、そのようなものが来たのか。何故、武蔵の味方としてこちらの敵に回ったのか、解らない。

　ただ、硝子ガラスを割ったような音が弾はじけ、大気不足がその機竜と共に消えた。

　体当たりによって、共に撃墜されたのだ。
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　ヴリトラは、武装を何も持っていなかった。竜砲も出力不備で、加速系に全力入れたら使えないと、そう解っていた。だがそれでも出撃を望んだのは、自分の再立ち上げを行った時、失った武装回りや、現存する駆動系、足回り、加速系から、一つの事に気付いたのだ。

　己を作った製作者は、この機体に賭かけていたのだろう、と。

　ならば、武装の有無など関係ない。

　己は戦うための存在なのだ。

　そして敵を見つけた。

　……天竜！

　記憶はないが、知識としての情報に、それは存在していた。地竜、駄竜とも違う流体反応と、その挙動。あれを出来れば討ちたかったが、

『機竜同士というのも、悪くはない』

　天竜を庇かばい、飛び込んで来た朱あけの機竜に、己は激突した。
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　装甲が散り、身軽になったとヴリトラは思った。

　敵を押さえ込む。前足の関節は両側とも不備があり、後ろ足も右側が半壊しているが、加速系のバランスを制御して出力の向きを一方向へと傾向。

　加速する。

　相手も対抗はある。前翼の大加速器で水平方向に加速し、こちらを引き剝はがそうと言うのだ。

　だが、激突時に完全に押し込んだ。勢いを変えようとしても、軌道は歪ゆがむだろうが、落下である事はもう変えられない。

　行く。もしもこの状態を変える事が出来るとしたら、

　……来たか！

　先行する大型艦の艦尾側から、弧を描いて飛んで来たものがある。

　武神だ。六枚翼の黒い機体は、右の手に長大な剣砲を持っている。そのような知識が自分の中にある事に驚くが、恐らくはああいう相手と以前は戦っていたのだろう。

　対応したいが方法はない。指示を果たせなくなるとすれば無念だと、そう思った瞬間。

『援護する！』

　頭上を東へと突き抜けた姿があった。

　青の機体。犬顔の武神を、己は知っていた。

　……里さと見み教きよう導どう院いんの、〝義ぎ〟か……！
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　鈴すずは、声を聞いた。それが自分達を救い、一直線に敵もろとも落下していく竜のもので、

『お嬢さん、あまり力になれなかったかもしれないが──』

「そんな事、ない、よ……」

　充分な事をしてくれた。それが伝わればいいが、相手は一拍の間のあと、こう言った。

『私は多分、かつて、戦ったのだろう。前の主人はそれから後、私を不要として、私は寝ていた。──どうだろう』

「どう、とは？」

『かつての私の戦いは、──君達を豊かにしたのかね』

　その答えは明確だ。

「──Ｊｕｄジヤツジ．」

　自分は頷うなずいた。周囲、自動人形達が、最大の敬意として胸に手を当て、一礼を送るのに合わせ、こう言った。

「前も、救ってくれた、よ」

『──そうか』

　ヴリトラが言った。

『──二度も道をつける事が出来、幸いだ、お嬢さん』
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　遙か頭上で、里さと見み生徒会長と、八やつ房ふさ改かいの戦闘が始まったのを、鍋なべ島しまは見ていた。

　自分はしかし、ヴリトラの直撃を受けたまま落下軌道で、

「くそ……！」

　と、抵抗を幾度も試しながら、しかし、ある事に気付いた。

　……これは──。

　その事実を知り、言葉を失った時、龍りゆう造ぞう寺じ四天王から声が飛んだ。

『御嬢！　どうする!?　一発燃料直噴で吹っ飛ばすか!?』

「いや、……せんでいいわ」

　だって、と、己は、大気不足に当たるヴリトラを確認した。

　既に加速光も消え、動かなくなっている。

　動作停止しているのだ。

　……何故なぜ……。

　解わからない。何故これがいきなり戦場に現れたのかも。何故これがこちらを敵と見なして突撃を掛けてきたのかも、自分には解らない。己とて、あの慶けい長ちようの役えきには参戦したのに、だ。

「────」

　ただただ言葉もない。戦場は離脱だ。だが敵は動作をしなくなっており、では一体、この戦闘における勝敗は何だったというのか。

　解らない。これまではこの先にあるだろう勝利への欲求や、自分への[image: ]しつ咤たがあったが、

「何故」

　このような事を、半壊した機械に対し疑問するのは、間違っているだろうか。

　ただ、自分は、加速を変えた。ヴリトラを受け止めるようにして、

「降りるわ、爺じいさん達。この機竜を、行くべき処に」

『何だい御嬢！　いきなり、……どうしたって？』

　解らない。後で説明出来るかどうかも定かではない。ただ、この機竜には行き先があると、そう思っているのは確かだ。それは眼下。頭上での戦闘を見上げられる位置にある、

「房ぼう総そうの先。丘の上だわ」

　そこに、この機体の主人が眠っている。己の故郷を見通せる場所だと、そう聞いた。

「爺じいさんども！　──里さと見み教きよう導どう院いんに通つう神しんを。非戦行動として補助願いを！」

　空では砲火と、剣けん戟げきが繰り返されている。

　そして己は思った。ヴリトラを護まもろうとした里見生徒会長は、自分が今抱いている〝何故なぜ〟に、答える事が出来るのだろうか、と。







[image: 第七十四章『一瞬の覚醒者』]
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　武蔵むさしが加速を開始した、という報告は、中央前艦の大和やまと艦橋上にいる竹たけ中なかにも伝わっていた。彼女は横にいる〝大和〟からの情報を表示枠レルネンフイグーアで確認し、

「ああ、これ、加速力を上げたというより、武蔵がこれまで足を引っ張っていた部分をなくしたと、そういうところですね。浅あさ間ま神社も結合したようですし、これから本調子と……」

「私の方でも同様の判断をしております、竹中様。──以上」

　その物言いに、竹中は視線を向ける。

「大和の方が不利ですよね。重量ありますんで」

「いえ、本艦は充分な出力を持っておりますので、劣る事はないと判断しております。最強の戦艦ですので。──以上」

「でも大和の方が重量ありますよね」

　言うと、〝大和〟が半目を向けてきた。

「何か含みがおありで？　──以上」

「いや、前みたいに身軽な無茶がどのくらい出来るかなあ、と」

「側転して見せましょうか。──以上」

・つるぎ：『今ちょっとこっち身体からだ安定させてないので勘弁して下さい……！』

・６　　：『玄げん武ぶ捨てるか』

・黒　狼：『食料捨てるのは無しですのよ!?　肉はキープ！　セーフ！』

　水も必要では、と思うが、なかなかいい反応だ。〝大和〟の向こう、羽は柴しばが吐息して、

「皆さん、いつも通りで有り難いです」

「そういう意味ではいつも通りという事ですかねー」

　と言った時だ。出場準備のために賑にぎやかな場となっている中央前艦格納庫から、一つの相談がやってきた。

・小　姫：『あ、すみません、三みつ成なり様いますかよう？』

・８４８：『はい、どうしました左さ近こん様』

・小　姫：『あ、ええとですね。ちょっと何か、親しん戚せき対決というか、鬼おに武たけ丸まるさんがキレちゃって五月蠅うるさいというか』

・８４８：『鬼武丸様はいつもキレてる気がしますが……。また何か？』

　ああ、と己は頷うなずいた。先程清きよ正まさからも似た報告を受けていたのだ。

「……何と言うか、やはり人間なんでしょーかねえ」
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　清正としては、出来れば静かにして欲しいところだった。

　とはいえ、相手は天下の元将軍。担当としては左さ近こんがいて、更にその上は羽は柴しばだ。それにこの騒々しさは、当人達にそれなりの理由が有ろう。

　今、声が上がっているのは装備品のハンガーの方だ。自分の機動殻も並ぶ一画。出場準備中の左近と共に、こちらはハンガーに掛けられた鬼おに武たけ丸まるの叫び声が聞こえてくる。

『駒こま王おう丸まる！　貴様、先程から無反応を通しているとは何事だ！　この、世界の決着する時間において、貴様は何もしないつもりなのか!?』

　駒王丸が、起動はしつつも、動こうとしないのだ。初めにそれに気付いたのは、出場準備などを行う整備課の学生で、当初は故障かと思われていた。

　そのチェックに手助けとして入ったのが、起動関係やＯＳに同じシステムを使っている鬼武丸だった。そして急ぎ通つう神しんから確認を行ったところ、判明したのは、

『貴様！　戦場が目の前にあるのだぞ！　それを見過ごすのか!?　起きていながらにして、あの駒王丸が戦場を無視出来るというのか!?』

　つまりは出場拒否だ。

　この件は、皆を驚かせた。機動殻に封じられた駒王丸の魂は反応系だけの存在となっていて、自我のようなものは無いというのが自分達の見方だったからだ。

　だが違った。機械的、ＯＳ処理的な手を尽くしてみても、動作は正常で、あるのは駒王丸自体が〝動こうとしていない〟という事だった。

　人工声帯や知覚系も正常に動いているので、言いたい事があれば言えるし、こちらの言葉も聞こえている筈はずなのだが、

『おい！　聞こえているのか!?』

　聞こえている筈なのに無視されるから、鬼武丸の声も大きくなる。なので流石さすがに、

「あの、左近様、ちょっと鬼武丸様の声を抑えて貰もらえないでしょうか」

　言うと、左近が慌てた様子で振り向いた。こちらの存在に気付いてなかったらしい。

「あ、清きよ正まさ先輩！　すみません、ええと、音、大きかったですかよう」

　音……、と、ちょっと内心で感慨深くなってしまったが、持ち主にとってはもはや慣れているレベルのものなのかもしれない。そして左近がこちらに頷うなずき、

「あ、じゃあちょっと静かにして貰いますよう。清正先輩、待ってて下さいよう」

　と言うなり、いきなり左近がハンガーの鬼武丸の頭を斜め上から三度叩たたいた。

「鬼武丸さん！　五月蠅うるさいらしいですよう！」

『いきなり目上の者の頭を叩くヤツが何処どこにいるかあ──!!』

「現実見ましょうよ鬼武丸さん。五月蠅かったら叩いて直すレベルの目上なんですよう。叩かれるの嫌なら早く音量、音量下げて下さいよう」

『音量言うなあ──！』

　よく考えたら左近様も結構声が大きいので騒音がステレオになりました。

・きめえ：『ハンガーで機動殻が機動殻に説教してるだけでも前代未み聞もんだったけど、そこに騒音がもう一人入るとか、どういう状況一体』

・ＡｎＧ：『うち、思った以上にキテレツな状況が発生しやすい環境だよね……』

・６　　：『清きよ正まさ。うるさい。早く』

　……あれ!?　私!?

　と思うが、ハンガー機動殻組としては確かに自分が一番上の格だ。何となく損する役回りになっている気もするが、

・巨　正：『──〝大和やまと〟様、竹たけ中なか様、駒こま王おう丸まる様についてですが、待機という事は可能でしょうか』

・黒　竹：『あー、私としては構わない判断です。今回、防衛組の編成は清正さんに一任したいと考えてますから』

・大　和：『〝大和〟としましても、駒王丸様の重量については全体の誤差範囲と認識しています。待機、という形で役を負って頂けるなら、万が一の場合、バリケード役になって頂く事も可能ですので、問題はないかと。──以上』

　だったら良し、と己は思った。そしてぎゃあぎゃあ言ってる左さ近こんと鬼おに武たけ丸まるに、

「あの、ちょっといいですか」

『だーかーらー小姫！　これは貴様には解わからない問題なのだ！　この馬鹿は昔から戦闘しか興味が無いくせに、肝心な時に動かぬからな……！』

「いやそうじゃなくて、鬼武丸さん、音が少し大きいからまずそこなんですってよう！」

「──すみません、会話のために王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフ持ってきた方がいいでしょうか」

　二人が静かになった。

『ほら、小姫、貴様が混ぜ返すからだぞ……！』

「鬼武丸さんが人の話聞かないからですよう」

「──二人とも同じです」

　機動殻が凄すごく何か言いたそうな雰囲気を作ったが、左近は笑って自分の頭を叩たたき、

「そんな、自分が将軍様と同じとか、ちょっとあり得ないですよう」

『ほう、小姫、私の偉大さに気付いたか』

「いやあ、迂う闊かつに暗殺されたりとかフツーあり得ないですよう」

『貴様……！』

　ハイハイ、ととりあえず二人を制して、先程の提案を述べておく。

「駒王丸様については、艦内待機とします。必要ならば表に出しはしますが、行動の気配がなければ防護建材の扱いにもなるとは御理解下さい」

『そうだぞ駒王丸、聞いたか』

　まあ返答はない。何故なぜかは解らないが、駒王丸の魂がそう決めたのだろう。だが、

「戦力として、大丈夫ですかよう、清きよ正まさ先輩。今、大変な時間帯ですよ？」

「いえ、これから大和やまとと武蔵むさしが超高速航行を開始したら、戦力の行き来はほとんど出来なくなります。だから武蔵への上陸組と防衛組に分けますが、駒こま王おう丸まる様は防衛組ですね」

「え？　──どういう事なんですよう？」

『──重力加速として、これまでの速度を超えるのか』

　Ｔｅｓテスタメント．、と己は頷うなずいた。全体ミーティングは恐らくこれから表示枠レルネンフイグーアで行われるが、既に機関部は平ひら野のの作った流体経路の指示に従って動いている。

「重力加速航行は大体音速の三倍から四倍を限界速度としますが、これから大和が行う超重力加速航行は音速の二十五倍程を限界速度とします。──この速度域では艦間の行き来はほぼ不可能。機会は設けられますが、その際にも移動出来る者は限られると考えられています」
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　えーと、と左さ近こんは考えた。だがよく解わからなかったので、

「二十五倍？」

「二十五倍です。ええ」

　と頷く清正は解っているようだ。

　……だったら大丈夫ですよう……！

　自分が解ってなくても清正クラスが解っていれば充分だ。何かあっても投げればいい判断をしてくれますよう。

『……小姫、貴様、今、何か放棄したな？』

「いえいえ、人間、無理しない事が大事ですよう」

「ちなみに左近様は上陸組に編成されると思います」

「あれ？　……清正先輩は？」

「私は防衛組です。王賜剣エクスカリバーの光撃は福ふく島しま様の一いちノ谷たにに封じる事が出来ますから。福島様が攻撃に回り、私は防衛に回る、というところです」

　それに、と彼女が言った。

「私の方は、母の持つ王賜剣を折り、父にも言いたい事を伝えましたから。……あれ以上を押しつければ、王賜剣以上のものを失う事となると思っています」

『王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフは……、貴様を護まもったのだよな？』

　清正が頷き、胸に手を当て、Ｔｅｓテスタメント．、と呟つぶやいた。

「母から継いだ王賜剣が私を護ってくれるようになった。……あの晩の、卑しい戦いで得た答えとしては、贅ぜい沢たくなものでしょう。もしもこれ以上を望むのだとすれば──」

　清正が、格納庫内の皆を見渡した。

「私の護りの剣は、私の居場所を護るための聖剣です。私がこの大和を護ろうとする時、父と母がどのように武蔵むさしを護まもるのか、出来れば見たかったですね。

　二人の剣を折ってしまった以上、……その機会はもう無い訳ですけれど」

　成程、と自分は理解した。つまり清きよ正まさはこう言いたいのだ。

「あまり他人の持ち物を壊すな、って事ですよう？」

『貴様何を聞いてたのだ、今』

　自分の機動殻なので叩たたいておく事にする。
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　叩く、という動きと結果が最善か、と義よし康やすは思った。

　空での戦闘は慣れている。そこでの翼と脚部を利用した擬似的な踏み込みも、一刀を振るう技術も、既に自分の中では確立されたものだ。

　だがこの状況は危険だ。

　黒の八やつ房ふさ。こちらよりも二メートル程長身の武神だ。その全てから放たれる速度、力、技も何もかもが完全に己の〝確立〟を超えて来る。

　当たり前だと、乾いた笑いが擬似的な排気となって空に散る。

　相手は八房のコピーで、更にはその自律挙動に、搭乗者だった義よし頼よりと姉の動作パターンを仕込んである。

　魂はない。

　仏作って魂入れず、というどころではなく、これは仏でも何でもない。

　武装だ。武神の形をした自律武装。中に人はおらず、過去の蓄積から最適パターンを判断して出して来るだけの機械だ。ただ厄介なのは、

　……動作の最適化と複合化を行うか!!

　こちらの攻撃に対し、最適な対応を作ってくる。

　それは、どの行動も一回目で通じさせねば意味が無いという事だが、

『ほとんどの攻撃を封じてくるか……！』

　義頼や姉を相手にしているのではない。二人を一つにした存在と戦っているのだ。

　どちらか片方でも、満足に攻撃を入れた事が無いというのに、その両方同時に届く一撃を入れねばならない。

　確立では駄目だ。

　確立を安全という言葉に置き換え、危険な際の逃げ場として確保。後はそこから跳ね上がるような思いつきと瞬発で、

『おお……！』

　連打を放つ。

　もはや剣としての切れ味を活いかす余裕はない。当たればいい。そのつもりで連撃し、相手の懐に飛び込んで自分の距離を保ち続ける。

　だが対する黒の八やつ房ふさが巧みだ。踏み込まれれば下がり、黒の村むら雨さめ丸まるを構え、その柄つか尻じりをこちらに突き込むようにして距離をとっていく。そして、

『────』

　一刀が来る。大振りではない。落とすような小刻みで、明らかに小柄な相手を想定した一発を、こちらの進行方向に放ってくる。そして直後に、

『……！』

　牽けん制せいからの連動で左右の斬ざん撃げきが連射される。踏み込みも時につけた圧倒だ。特に危険を感じるのは、これが下段からの跳ね上げを基礎としている事だった。

　……こちらを浮かせるつもりか……！

〝義ぎ〟が小柄故、打ちやすいように跳ね上げるつもりだ。そうでなくても、空中戦で攻撃を回避するには相手の足元へ飛び込むのが選択肢の常だと言うのに、

『く……！』

　剣を左上に弾はじかれた。

　力が強い。と言うよりも、インパクトの瞬間、村雨丸の柄尻側を握った手を抉えぐっている。これを行うと、鍔つば元もと側の手を視点にてこの原理が働き、一撃が強化されるのだ。

　当たる、という確信と余裕がなければ出来ない小技だが、威力は並の一発を遙かに超える。本来は敵の装甲を砕くための技だが、

　……こっちの刃やいばを砕くつもりか！

　当たった瞬間、即座に合わせた。弾かれる一刀から右手を離し、左手だけでホールド、肘ひじと肩の関節の駆動系をフリーにして、自らも高速の後転を放つ。四枚翼の出力は安定性が悪いがピーキー上等だ。一瞬の回転速度は跳ね上げられた刀を巻き、一回転全身で下から斜め打ちの斬撃へと転化する。

　放つ。

　狙ねらいは八房改かいの左足首だ。空中では足先など無意味に見えるが、中にあるのが義よし頼よりと姉の動作なのだ。一部欠損の場合、全ての動きに最適化を掛けねばならなくなるだろう。

　……届け！

　届く。関節を一部フリーにしたため、腕が僅わずかに伸びている。

　刃の先端が八房の足首内側を削るだろう。そこには循環系があり、この高速の空での流体燃料や情報系の流出は致命的となる。

　行った。確かに当たったと、そう思った瞬間。左の一刀を跳ね上げて回る視界の中で、巨大な影が後転した。

　下段からの攻撃を上段へと戻した八房改が、その動きを利用し、後方に一回転したのだ。

　水平を軸としていた八房改の足が、宙を蹴けってぐるりと回った。

　回る。

　それは天地を逆さにして、六枚翼の加速で身体からだを一回転した。

　……く！

　こちらが下段の旋回から振り上げを叩たたき込んだ位置に、もはや八やつ房ふさはいない。

　敵の巨体は、まるで世界を回したかのように、翼による強引な加速でこちらの回転に合わせ、更には追いついてきた。

　一刀が来る。

　自分は空振りの斬撃を振り切ろうとするところで、天上へと身体が開いている。

　その身に対し、右下から上へと、天地逆さに回った八房改かいが追いついた。

　下からこちらへと、一回転からの下方打ちが飛んでくる。

　当たる。自分は左の一刀を振り切っていないのだ。ならば、

「──！」
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　……アブな──！

　と、哨しよう戒かいから武蔵むさしに補給で戻ろうとしたナイトは、空の戦闘に感想した。現状、高速域に入り出した両艦の間を行き来する戦力は無く、哨戒もひとまず終了というところだが、

　……ヨッシー無茶するなあ……！

　万が一の際には砲撃を叩き込もうと思っていたが、ちょっと入り乱れ過ぎている。大丈夫かな、と思ったところでの、黒い武神の無茶機動だった。

　だが、それに対し、ヨッシーもまた無茶をした。

　振り上げて、それゆえに全身の動きを制御していた一刀を、空に投げたのだ。

　良い判断だった。

　慣性を切った〝義ぎ〟は、しかし即座に投げた刃やいばを追うように加速を爆発。その爆圧で黒の武神の動きを制し、高速の上昇を掛けながら振り向きざまに腰部装甲から準対艦砲を引き抜いて発射した。

　その反動で更に加速し、投げた一刀を摑つかんだ眼下。

　……うわ。

　すでに黒の武神が追いついていた。

　準対艦砲の砲弾を切り捨て、散った弾体の爆発を背後に置き、黒の姿が身構えたばかりの〝義〟へと全力を叩きつけていく。

　力の差が歴然だった。技術や性能という以前に、あらゆる部分での力において、相手の方が上。そのような交差が、視線の先で展開した。

〝義〟が防御に専念し、黒の刃がそれを削り、散らしていく。そして、

「ヨッシ──!?」

　奥おく多た摩ま上空で構えた〝黒后〟の先、〝義ぎ〟の両腕が跳ね上げられていた。

　黒の武神の下段打ちが、これまで凌しのいでいた〝義〟の刃やいばを捉とらえ、上に叩たたいたのだ。
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　義よし康やすは、〝義〟の内部で息を詰めていた。

　四畳半の仮想操縦室内。胡座あぐらを組み、急ぐのは現状の〝義〟の状態の把握だった。

　現在、自分は両手で構えた一刀を上に跳ね上げられ、身体からだを浮かされている。

　そして正面には、八やつ房ふさ改かいが飛び込んで来ている。下段からの一発で、こちらの身体を浮かし、その切り返しで上段の一撃を放つのだ。

　小柄な自分の身体は、浮かされる事で、背の高い八房改が攻撃を当てるのにベストな位置となる。

　四畳半の上で、自分は表示枠サインフレームで現状を確認しながら、軽く手を動かす。

　これから何をどうするべきなのか。〝義〟の全身の状態を読み直し、

「──よし」

　以前から慣れていたものとして、行く。
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　振り仰ぎ見たナイトと、息を整えながら知覚する鈴すずは、共に一つの動きを理解した。

　浮かされて、正しい位置を失った〝義〟が、しかし、

『──いい位置だ』

　上に跳ねられた一刀を、上段の構えに組み直し、八房改を打ったのだ。

　その一撃は、同じく上段から攻撃を放っていた八房改よりも、遅く発された。しかし届くのは浮かされて近くなった分、〝義〟の方が速く、八房改は構え直した鍔つばでそれを受け、

『……！』

〝義〟の連打に押された。

　一発ではなく、二発、三発と連続され、金属音が火花と弾はじけて、

『おおおおお!!』

　全身を叩たたきつける連撃に、その流れが止まらなくなった。
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　それは剣術だった。

　義康は、背が低いが故に、義よし頼よりや姉、他多くの者を相手とする時、それに対応した剣の扱いを行う。

　相手とは得意な距離が違うが、好き勝手も言ってられないのだ。だから全身を伸ばし、柄つか尻じりを握り、前へと強く踏み込む事で、

　……己より大きな相手に、大きな攻撃で対応する！

　だがそこで終えていては意味が無い。

　関東解放の際、立ち回っていて悟ったのは、これが自分の剣術である事だ。故にこれを基礎として、更に上を狙ねらっていく。

　基礎とは、〝確立〟の事だ。

　己より大きな相手に、もはや距離や間合いでは負けない。

　後はどうするか。

　力と速度だ。回転の速さを上げればいい。

　つまり、回して、引く。

　大きく弧を描くように発射した全身と刃やいばを、そのヒッティングポイントを過ぎた直後から引き戻す。柄尻を摑つかんでいた手首を肘ひじで引き、全身で抜くようにして戻すのだ。

　そうすれば終わりの隙すきが無くなる。

　剣の軌道は、涙滴型を横にしたようなものとなる。

　初速が速く、斬撃においては大きく重くなり、そしてまた引き戻しで高速となる。

　これを連射する。

　更には前に進みながら行う。

　最初に浮かされたのが良かった。視線の高さを、八やつ房ふさ改かいから揃そろえてくれたのだ。上を狙う必要が無く、ただ前に届かせれば良い。

　打つ。角度を変え、タイミングを変化させながら叩たたきつける。後は、

　……押し切り、隙を見つける！

　見つけた。

　誘いではない。

　こちらの攻撃を受けるために、柄を握る手に力が入り始めたのだ。結果として肘が上がり、

　……小こ手て打うち！

　手てつ甲こう、腕甲があるが、隙すき間まは解わかっている。後は全身の動作に用意を入れ、走らせ、

「────」

　左の手首を貰もらう。
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　当たる。

　高速の斬ざん撃げきは一瞬で八房改の手首を切断する。

　その筈はずだった。だが義よし康やすが見たのは、

　……は？

　自分だった。

　おかしな事に、八やつ房ふさ改かいがいるところに、己がいたのだ。

　剣の持ち方、構え方、そして受け方も何もかも、自分がそこにいて、

　……これは──。

　放った刃やいばが、コンパクトに受けられた。完全な弾はじきそらしの防御だ。この技術が何か、己は知っている。

　大柄な敵を相手にした時、小柄な自分が行う受け流しの技術だ。

「まさか」

　今、自分は、八房改の〝浮かせ〟を受け、お互いの高さを揃そろえた状態にある。

　そこから大振りの連打を打ち込むと言う事は、相手にとって、同等以上の体格をもった剣を相手にしている事と同じだ。

　そして八房改の中には、義よし頼よりや姉の動作や判断の知識が詰め込まれている。

　もしもそういった知識の中に、自分のこの剣術、その〝確立〟の基礎と当たったものがあったならば、どうだろうか。

　否。あるのだ。これは幾度となく、彼らを相手に研けん鑽さんしたものだからだ。

　あとは裏返しだ。八房改は、当時の自分と立ち会った記録から、こちらの動作を逆算した。適応、最適、複合化、それらを経てこちらに当てるのは、

『ヨッシ──！』

　いきなりの声。武蔵むさし第三特とく務むの叫びに、己は目を覚ました。
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　見上げたナイトの視界の中、〝義ぎ〟が切断された。

　全身を大きく振って引いた黒の武神の一刀が、〝義〟の一撃を弾き逸そらした上で、擦り上げからのカウンターとして決まったのだ。

　左鎖骨から左腰、左脚部の半ばまでを縦にスライスされた。

　即死コースだと思う。だが、

　……Ｊｕｄジヤツジ．！

　己の目は、同じく断たれた〝義〟の翼の陰に、白い霧の爆発を見ていた。

〝義〟の搭乗室に、義康が射出された証拠だ。緊急の対応としてハッチが吹き飛ばされ、

　……生きてる！

　義康が、力を失い落下する〝義〟の背から肩に上がった。その瞬間だった。

　黒の武神が身を起こし、本来の攻撃を放った。大上段から振りかぶり、一刀を〝義〟の残ざん骸がい、そこに立つ義よし康やすへと叩たたき込もうとしたのだ。
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「ああ……！」

　義康は高空の寒さと速度の中で叫んだ。

　敵を見据え、その攻撃を恐れずに捉とらえ、咆ほう吼こうした。

　……くそ！

　このような敵を認める訳にはいかない。

　これは私闘だと、そういう思いは確かにある。指導者となるべきが持つものではない、と。

　だが、どうしても。どうしてもこれだけは赦ゆるせないと、そう思ったのだ。自分がここまで来たもの、何もかもを踏みにじられたような、

　……汚い感情だ！

　しかし、

「貴様を認める事は出来ん！」

　叫んだと同時に、黒の弧が風を割って届いた。激突の音がして、全身が大きく揺らされた。

　そして己は見た。

「……え？」

　夜空。高速で未いまだ流れる月明かりの中、己と黒の武神の間に、別の色が挟まっている。

　大柄な全身。犬の様相。そこにあるのは白と八玉駆動器独特の黄おう銅どうの光だ。

　八やつ房ふさだった。
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　これまで微動だにしなかった里さと見み教きよう導どう院いん総長専用機体。

　それが何故なぜ、ここに来たのか。義康には解わからなかった。

　だが、八房が、今、右の手で、八房改かいの一撃を止めている。相手の、柄つかを握った両手をホールドし、

『──！』

　咆吼と共に右へと払い捨てた。

　直後。その背の搭乗室の扉が四方に全開する。

　中は無人だ。見れば扉の脇わきには、対人用の村むら雨さめ丸まるが動作鍵として鞘さやごと突き刺さっている。

　……何故。

　解らない。が、何をすべきか。八房が何を望んでいるかは解る。

　倒すのだ。

　己と共に、あの黒の敵を、だ。
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「ようやく解わかったというか、至ったかい、御嬢ちゃん」

　否、もう御嬢ちゃんとは言えねえな、と、新しくなった武神格納庫で泰たい造ぞうは呟つぶやいた。

　真新しくなったここは、格納数は前と同じだが、整備系の設備が真新しい。工具類は持ち込む必要が出来たが、オートメーションや人体工学、武神工学を含んだ作りは、随分と楽をさせてくれるだろうと、そう思う。

「部長！　──今ので全武神出ました！　ハッチ閉じます！」

「最後の一機は、出ましたってか、勝手に出て行きやがったんだけどな」

　泰造の背後で、武神整備に携わっている班員達が頷うなずいた。

「いきなり、腰の小さな対人用ブレードを背に差しましたけど、あれ、持ち主が持っておく必要、あるんですか？」

「護身用としちゃ、義よし康やすさんにゃ大きいな。レプリカの脇わき差ざし誰だれか作ってやれ」

　さて、と泰造は一息を吐ついた。

「指導者か。──正直、義康さんはよく出来た指導者だと思うぜ？　何しろ真ま面じ目めで、解ってないところも多いが、解れば充分だと、そういう能がちゃんとある。

　そして人をまとめる力もあれば、頼る事だって出来る。いい指導者だ。──だけどな？」

　口くちの端はを上げて言う。

「──だったら助けはいらねえよな」

「じゃあ、何が必要だったんだい？」

「欲だよ」

　だが、それは普通の欲じゃない。

「指導者として行う事。発展や、豊ほう穣じよう、そして護まもる事。それらに対して、合格点じゃあ駄目なんだ。その枠を超えた発展、豊穣、そして護る事。これを持つのが指導者だ。

　何故なぜなら、市民が満足出来る程度の欲しか持てねえなら、──もしも他国がそれ以上の欲を持っていた場合、蹂じゆう躙りんされる」

　だから、だ。

「うちの馬鹿は世界征服を打ち上げた。あれは馬鹿だが、いい欲だ。

　義康さんはそれが出来なかった。だけど、今、多分、違ったんだろう。

　里さと見みとして護らねばならないものが、私欲として吠ほえた。真面目で、人を頼る事も出来て、なお叶かなえられない欲を認めたんだ」

　つまり、

「これまでの指導者だって、同じだ。良い子じゃなかったんだぜ、義康さん。護りたいとか、栄えさせたいと、誰よりも手を汚して、欲深だったんだ。

　──里さと見みを護まもるための私欲に力が足りないなら、守りの剣は力を貸すさ」
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　義よし康やすは、八やつ房ふさと合一した。

　視界は〝義ぎ〟よりも広く、手足のスパンがやや長く感じられるが、これは補正が掛かるだろう。

　掛かった。

　背の翼と装甲によるクリアランスの調整。感覚差の補正。そして出力と想像の補正。それらが高速で掛けられ、視界の隅に表示枠サインフレームとして流れて行く。

　何もかもが速い。そして気付くのは、

　……いるのか。

　少しの挙動の中に、義よし頼よりと姉の存在を感じる。自分が動く際、八房の中に記録された最適動作の補正が掛かるのだが、これが二人の動きに近しいのだ。

　昔、剣を習う時、手元から姿勢から、後ろから抱きかかえられるようにして教わっていた時期があったが、あれと同じだ。

　だがそれも、段々と離れて行く。一歩、二歩と、宙を歩み、背の翼を開くにおいて、こちらの動きが優先され、過去の最適は補助へと変わるのだ。

「有り難う」

　自然とその言葉が出た。


《装甲組替：通常起動[image: ]全力攻撃用・確認》



　駆動系出力をマックスパワーにシフト。


《全駆動系最高出力用意：確認》



　攻撃に用いる駆動系を更に集中解放。


《八玉駆動系準備》



　全身、八カ所に仕掛けられた駆動系が過熱する。

　充分だ。視界の中、黒の武神が身を翻ひるがえし、向かってくる。

　あれは倒さねばならないものだ。だから、視界に浮かぶ文字を本心として告げる。

「──敵戦力に対応するために全兵装・全能力をフルバレル超過駆動開始・オープン。迎撃します」


《八玉駆動系・完全展開開始：確認》
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《武神〝八房〟より搭乗者へ》



　駆動系完全展開のため搭乗者との思考接続を０・０００２秒シャットダウンしました。

　リスタートします。
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　同等であった。寧むしろ、改というだけ、相手の方が上の部分があろうと、義よし康やすは思う。

　だが己は、知っていた。

　お互いの機体を作った二人を、知っていた。

　お互いの機体に残る二人の動作を、知っていた。

　お互いの機体を作った二人と戦う方法を、知っていた。

　そして己は、

『行こう』

　かつて、姉は一人でこの機体に合一して戦った。

　かつて、頼よし義よりは、姉と共にこの機体に合一して戦った。

　今、自分は、二人と共にいる。

　では正面。そこにいる貴様は何だ。姉と義頼の動きを得て、判断を持ち、そして己の技術を逆算はするものの、そこにあるのは、

『その武神の形をしていいのは、里さと見みの総長が乗るものだけだ』

　来る。一刀を走らせてきた。

　弾はじいた。

　前に出た。懐に入る。

　何もかもが容易たやすい。当然だ。自分の力に、里見の総力を、過去の分まで借りている。それを恥ずかしいとか、自分の力ではないなどと思わない。

　……これは私に認められたものなのだ。

　だから一度肩で弾き、相手の胸を下から跳ね上げた。

　黒の武神が抗あらがう。跳ね上げられた勢いを切り返して上段から一発を叩たたき込んでくる。

　馬鹿者。それは、相手が強大である時に使う剣だ。

　八やつ房ふさの形をしたものが使って良い剣術ではない。

　故に左腕を上げ、相手の剣が振り下ろされる前にその鍔つば元もとを左拳こぶしで上に打撃した。

　相手の左の五指が砕け、刃やいばが激震する。鍔元から刀身に亀裂が入り、黒の武神が咆ほう吼こうした。

　その顎あごから顔を、打撃した左の手でホールドする。一瞬で相手の顔面を砕き、

『その形、捨てて貰もらおう』

　首元に、村むら雨さめ丸まるを根元まで叩き込んだ。
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　引き抜く。終わった。後ろを向けば、もう興味は無くなっていた。

　姉と義頼が贈ってくれた機体なのだ。もっと圧倒せねば、とも思う。だが、

『ヨッシー！　格好いいけど後ろ！』

　……え？　格好良い？

　そんなつもりは、と思うが、確かに後ろ。動態反応がある。

　黒の武神が、まだ動くのだろう。右手は残してやった。刃やいばも完全には破砕しなかった。剣砲としては使えないから、背を向けたこちらに襲いかかってくるというところか。

『馬鹿者』

　己は、村むら雨さめ丸まるを腰の鞘さやに収めた。が、上手うまく入らなかったので恐らく姉の最適動作が補正して入れてくれた。すまん。次はもっと上手くやる。だが、

『──既に首を貫いた時、剣砲を撃ち込んでいたのに、気付かなかったか』

　言うなり、背後で爆圧が散った。

　装甲。そして風に、黒の機体の破片や、破砕の音が当たって散って消えていく。

　勝利したのだ。その中で、眼下から声が聞こえた。

・俺　　：『ペタ子、今、……爆発スゲー近くなかった？』

　だから次は上手くやると言っているだろうが……！　言ってないが。
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　空から、加速をつけて八やつ房ふさが降下する。が、その装甲や駆動系の展開が閉じ、不意に全身が力を失った。燃料不足ではない。義よし康やすを吐き出さぬまま、搭乗者への〝合わせ〟とＯＳの処理関係が開始され、自律駆動状態となったのだ。

　それは白の機体を青梅おうめの外側甲板へと着地させ、〝青梅〟がまた仕事が増えた事を言葉に作る原因となったが、

「逆さね……！　参ったなコレ……」

　という姿が、武蔵むさし野の甲板上にあった。

　直なお政まさだ。彼女は朱雀すざくに準対艦砲を持たせ、飛来物への迎撃に当たっていたが、

「……あっちに降下してくれりゃあ、何とか対処になるだろうにさ……！」

　視線の先。高たか尾おの甲板上に赤の巨影がある。

　真さな田だ・信のぶ繁しげが、身を起こし、構えているのだ。
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　真田十じゆう勇ゆう士しという組織がある。十人だから組織と言っていいだろう。

　主に真田・信繁についていた十人の忍者で、信繁のために情報収集を行ったり、産業や政治の助けや、影武者としても活躍したとされている。この極東においては元々が流れ着いた天竜達による襲しゆう名めいが行われ、後にP.A.Odaで羽は柴しば十じつ本ぽん槍やりとなれなかった十人が襲名した。

「で、私もその一人だったんですが……」

「穴あな山やま先輩、──今更いいんですよ……、別に、僕らの説明は」

「……根ね津づ君、武蔵むさしに乗り込めたというのに芸風絶好調ですね」

　という穴山は、極東学生服を着込んだ少年、茶髪を短く横に流した根津を見据えた。

　彼の背後、やはり極東の女子制服を着込んだ背の低い少女がいる。ストールを頭からかぶり、黒の長髪を流しながら、左右の腰には鎌刀を提げているのは、

「由ゆ利り君、どう思います？　根津君にも聞いておきたいです。……私達は、若様付きで、佐さ助すけさんや才さい蔵ぞうさん達がそれなりに若様と距離を保ってるのに対し、どっちかって言うと若様に従う派です」

「つまり僕達は、若様の敵ではない、……という事ですか」

　違います、と穴山は言った。

　……佐助さん達も、迷ってるだろうなあ。

　この状況は非常に難しいと、そう思って、己は物陰としている壁の角から向こうを見た。

　場所は武蔵の右う舷げん三番艦。高たか尾おの艦首側甲板上だ。そこに信のぶ繁しげが大気不足のフォローもあって着地し、今、体勢を立て直して動こうというところだが、

「まさか、……私達同様に、兄若様もいるとは」

　信繁の正面に、信のぶ之ゆきが立っているのだ。それも、フル装備で、だ。







[image: 第七十五章『東西の繫がり手』]
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　信のぶ之ゆきは、準備を整えてこの場に来ていた。

　M.H.R.R.神聖ローマ帝国に行った時、万が一を考えて装備は一式用意していたのだ。それを佐さ助すけに取り寄せさせて、地上武蔵むさしから出る青梅おうめ発の輸送艦に忍び込んだ。

　そしてここだ。まだ加速が完全ではない今、各太縄通路が生きていて幸いだった。

　目の前には弟がおり、そして自分は、

「信のぶ繁しげ」

　言いたい事は言った。みっともないところも見せた。だが現場では敢あえて言う。

「俺おれが、お前を止める」

『何故なぜだ、兄上』

「ああ。──お前は正しいのかもしれねえ。強くて、弱い者の味方で、真っ正直だ。俺みたいに弱くて、強いものの味方で、噓うそばっかのヤツとは違うし、絶対、そうならねえだろう」

　だけど、

「俺は、お前に生かされてる訳じゃねえんだ」

『それが、止める理由になるのか？』

「そうだ」

　己は頷うなずいた。

「俺はどうしようもねえくらいの卑ひ怯きよう者だが、だからこそ、他の連中がいてくれねえとやってけねえ。それは解わかってる。他の連中は、俺より真っ当で、絶対に〝上〟にいるんだって。

　──それが俺のやっていく道理だ。それを忘れたら、俺は単なる悪者だ」

　一息とともに、己は身構えた。右の手に鎧よろい通どおしを抜いておき、

「だがそれは、俺が俺に課した事だ。だけどお前は、俺からそれを奪おうとした」

『それは──』

「関係が消えれば、俺がそんな卑屈な生活する必要も無いだと？　馬鹿野郎」

　あのなあ。

「俺は、お前達と、憎にくまれたり笑われたり、馬鹿な事やってしかし放っておかれない、そういう生活が好きなんだよ！　俺にはそれしかねえんだ！　中途半端な俺が楽しくやってられるのは、今の真さな田だなんだ！　──だけどお前はそれを奪おうとする！　真田は苦しいとか、俺が苦労しているとか、そんな事、勝手に上から目線で決めつけやがって!!」

　だから決まりだ。これは俺だ。俺が戦って止めるべきだ。何故なら、

「俺が真田を護まもる。総長だからな！　副長のお前より偉いんだからな！」

『馬鹿な事を……！』

「馬鹿だからやるんだ！　解らねえのか！」

　いいか。言ってやる。もう決まっているんだ。とっくに決まっていた事なんだ。両腕を広げ、全てを抱えるようにして、見れば解わかるだろう。

「武蔵むさしだ！　──俺おれは真さな田だ・信のぶ之ゆき！　松まつ平だいらに頭下げて馬鹿は長生きするってのを証明する御ご仁じんなんだよ！　じゃあお前は何だ信のぶ繁しげ！」

『……敵か？』

「馬鹿野郎……！」

　解っちゃいねえ。だけどいいんだ。

「解らせてやるよ、俺がな……！」

　言って、己は前に出た。全力で、疾駆して、突撃した。
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　信繁は、兄の正気を疑った。

　膂りよ力りよく、大きさ、武装や攻撃など、何をとっても兄がこちらを上回る事はない。

　更に決定的な差がある。それは自分が天竜で、兄が人類であるという事で、

『兄上！　それ以上近づくな！』

　構わず、兄が来る。流石さすがにそれなりに速いが、手て練だれはもっといよう。だから、

『それ以上を近づけば、竜砲を撃つ！』

　これが警告として、最後のつもりだった。だが信之は止まらず、至近ともいえる位置に到達した。対する己は、口を開き、竜砲を放ち、

『────』

　兄の身体からだが、上下に分かれて甲板に転がった。
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　竜砲を放った瞬間。信繁は、妙な喪失を感じた。これまで、ずっと自分の中で保ってきた一線を断ってしまったような、そんな感覚を得たのだ。

　西と東の真田を分けたと、そういう事だろうか。

　……兄上……！

　人に、あの割断竜砲をかわす方法はない。兄の死体は、眼前に転がっている。

　そう。影が二つ、確かに落ちていて、

　……？

　その影が、不意に揺らいだ。

　見れば兄の死体に見えていたのは、彼が身につけていた装甲だった。

　直後。いきなりの火花が来た。爆砕術式だ。それはこちらの顔面に届くところで拡散。頭部装甲を震わせて波打たせた。

　だが竜にとって、その程度の打撃は通用しない。同クラスの竜から軽く顔を叩たたかれた程度の一発だ。しかし、

「馬──鹿！　お前の竜砲が俺おれに効くか！」

　こちらの左に回り込む声がする。振り返るまでもない。信のぶ之ゆきだ。彼が爆砕術式の符束を左手に持ちながら、右の手に鎧よろい通どおしを掲げる。その刃やいばの光は、

「お前の一撃を映して無効化するくらい、俺にだって出来るんだよ！」
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　……危ねえ──！

　死ぬかと思った！　というのが信之の素直な感想だった。

　だがかわした。無効化した。しかしこれは別に、弟に対して練習したものではない。

　……嫁取りに必要だと思ってたんだよな……！

　本ほん多だ・忠ただ勝かつだ。彼の娘を嫁にするというのが自分の歴史再現にあると知った時、まず第一に思ったのが、忠勝との相あい対たいだった。歴史再現ゆえ、素直に娘をくれる訳もなかろう。そう思って調べたらいろいろ戦せん慄りつして三日くらい部屋から出たくなくなった。

　しかし、その忠勝が三み河かわ争乱でいなくなり、良い言い方ではないが、自分の障害がなくなった。しかも三河での情報によれば、蜻蛉とんぼ切きりの割断を防ぐ方法もあると解わかったのだ。

　名を映す刃を、別のもので映し返し、無効化する。

　忠勝本人はいなくなったが、娘が蜻蛉切を持っているらしい。ならば俺がそれを無効化して「お嬢さん、私の妻になってくれるね……？」というのはありだと思ったが会ってみたらちょっとメンタルが難しくないですかねお嬢さん。言ってる意味が解らんし、

『──！』

　いきなり二発目撃つなよ馬鹿野郎!!
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　みっともねえなあ兄若様、と佐さ助すけが呟つぶやくのを才さい蔵ぞうは聞いた。場所は艦首甲板を囲う装甲壁の内側だ。風防型の巨大な建造物は、大きな影を落としているが、自分達はそこに潜んでいる。

　信之が死にかけたら急いで拾いに行こうと思っていたが、早速の機会はなくなった。

　現在。甲板上では信之が必死に立ち回っている。

　効くとは思えない爆砕術式を叩きつけ、逃げ回り、挑発する。

　対する信のぶ繁しげは、警戒しながらも付き合っている。戸惑い、というものが強くあるのは見て解る。大体、信之の攻撃はほとんど通じていないのに等しいのだ。だから今や竜砲は用いず、手足を打ち込んで捉とらえようとしているが、逃げ足と回避には定評のある信之だ。如何いかに天竜が高速であっても、回避専念をすればそれなりのレベルを保つ。

　そしてまた爆砕術式。一応の勝算については、武蔵むさしに乗り込む前に聞いているが、実行は程遠いだろう。恐らくは直じきに信のぶ繁しげの方が上回り、信のぶ之ゆきは敗北する気がする。

　だが、そんな自分達の総長を見ていて思うのは、

「ねえ、あんた」

「ああ。解わかってる。……何ていうか、俺おれもあまり口が上手うまい方じゃねえけどな」

　だけど、と佐さ助すけが身を起こし、言葉を作った。自分達、十じゆう勇ゆう士しにしか聞こえない声で、だ。

『おい、穴あな山やま、いるだろ？　──根ね津づも、由ゆ利りもいるな』

　はあ、と吐息して、佐助が装甲壁の陰から出て行く。自分もついていく。

『俺と才さい蔵ぞうは兄若様につく。──お前らは好きにしろ』
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　信之には勝算があった。天竜達を初めとした竜属の事は、地元柄よく知っているのだ。

　……信繁のような軽装甲多重型の竜は、その身体からだの構造に差があったとしても、加速器官が各部に開いている……！

　空を飛ぶ際や疾走時、全身のバランスをとるため、五体のいろいろな部分に加速器官があるのだ。それは基本、閉じているが、排気器官も兼ねているために戦闘中はよく開く。

　ならば関節系や駆動系、知覚素子に近い加速器官に爆砕術式を束で叩たたき込めば、それらに障害を与える事が出来る。

　竜を狩る知識は、真さな田だではそれこそ竜から習うものだ。

　その知識を弟相手に使う事になるとは思わなかった。

　だが止めるのだ。

　爆砕術式を投じる。効かないのは解っている。コイツの装甲は軽く見えて天竜でも最強クラス。元佐助の装甲を超えるならば、艦砲でも持ってこないと駄目だ。

　しかし、やる。

『武蔵！』

　通つう神しん用の表示枠サインフレームを開き、適当な枠で叫ぶ。これだけの船なら勝手に拾うだろう。

『真田の問題だ！　俺は強えーから任せておけ！　後で美味うまいもの食わせろよ！』

『おお、頼むわ一丁。やっとけやっとけ』

　即答が来て、ちと驚いたが、笑ってしまった。その程度だと、そう思ったからだ。だから、

「ほらよ……！」

　飛び込む。竜に接近する事に恐れはないが、緊張はする。が、実は足回りの後ろが安全だ。バックステップをキメられない限りは、竜の身体自体が傘になるし、何しろ見られない。竜の目は後頭部側にまで視界が回るから、〝隠れる〟意識が必要なのだ。

　そして脚部の裏側には、当然、加速系が存在する。

　足一本。それを奪えば、もう全力は出せない。天竜皇おうとは言え、そうなれば単なる獲物だ。羽は柴しば勢の突撃役として仕事を満足に果たせず、討たれるならば、そこでようやく話が出来るだろう。だから、また左の前足の裏に入り、

「これもだ!!」

　と、投げつけた時、右手側の空間が大きく空いた。甲板の壁が広くそちらに見える。

　……ん？

　信のぶ繁しげが、下半身をこちらとは逆方向に軽く振ったのだ。逃げるのかと、そう思ったなり、

　……お？

　空白が生まれたところに、赤い壁がいきなり生じた。

　何かと思えば、壁ではなかった。それは高速に振られてくる竜の尾だ。自分が身体からだの陰で悪さしてるのを排除するために、信繁が全身を振って尾を水平に叩たたきつけてきたのだ。

　竜の装甲は高速域では刃物に近い。当たれば死ぬか、刎はねられて重傷確定だ。

　……ヤベえ……！

　このような場合、どう逃げるか、真さな田だでは教えてくれなかった。
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　信繁は、尾を自分の身体に当て、装甲に火花を散らした後で逆にスイング。重量バランスを正しくとって姿勢を直した。そして軽く右にステップして、それを見た。

　兄だ。今の一撃を凌しのぎ、生きている。無事だ。息を荒くしているが、生きている。だがその理由に、己は淡く息を詰めた。

『佐さ助すけ、……才さい蔵ぞう』

　佐助と才蔵だ。佐助が信のぶ之ゆきの前に立ち、才蔵がその身を支えている。

　逆側から跳び込んで来て、兄を逃がしたのだ。そして佐助が言葉を落とした。

「若様。──それやったら、兄若様、死にますって」

『だが兄は、私との相あい対たいを望んだ。それを汚すのか？』

　いやまあ、と佐助が言った。頭を搔かいた。

「若様、真ま面じ目めがチョイと過ぎるんですよ。兄若様の必死に対して、若様が必死になったら、フツー、どうやっても敵かないませんって」

『私も、そう思っている。だが──』

　兄が、こちらを見ている。まっすぐに、見上げるのではなく、視線を向けてくる。

　だからだろうか。才蔵が一つ頷うなずき、うん、と何かを決め、こう言った。

「あたし達は、兄若様を手伝いますよ」

『何故なぜだ。……ハンデ解消のつもりか？』

「だからです」

『何がだ』

「ハンデ解消でも何でもない。──兄若様の方に同意出来るからです」

　言葉を失った。何が何だか解わからない。兄は自分を見下すなと言って、これは兄弟の実力差や、考えの違いかと思っていた。が、そのような関係でもない十じゆう勇ゆう士しがそう言うのであれば、

『麾き下かである筈はずの貴様らが、裏切るか』

「ま、若様からはそう見えますか」

　一息。そして佐さ助すけが言った。

「昔、伊達だてで、約束したんですわ」

『伊達で……？』

　Ｔｅｓテスタメント．、と佐助が頷うなずいた。

「俺おれ達が仕事をやるのを見逃す代わり──、格好悪い話ですけどさ、その代わり、約束しちまったんですよ」

『何をだ』

「武蔵むさし総長を護まもれって」

　その言葉に、才さい蔵ぞうが顔を上げた。

「あんた、それは──」

「いいんだ。……俺が武蔵総長を仕留め、お前が護る。そういう約束だった」

　だが、

「仕留めに来た今、俺は〝失敗した〟。兄若様につくと決めたから、失敗だ。

　じゃあ、約束は一つだ。──お前が受けたなら、俺の事でいい。そういう事だ」

　それは、

「若様、放っておくと、やっちまいますよね。だったらここは多分、俺達と若様にとっての関せきヶ原はらや大おお坂さかの役えきみたいなもんですわ。──俺達、忍しのびだから、約束守りますんで」

　佐助が両手を出した。これまで隠しているとも認識出来なかった。そこまでの手て練だれが息を吸い、整え、

「兄若様、好きにやってて下さい。面倒、俺達がどーにかしますんで」
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　根ね津づは、それを見た。

　立ち回りだ。

　武蔵の甲板上、赤の竜が加速器を使用してまで回り、走り、そして跳ねて踊る。

　轟ごう音おんが響き、咆ほう吼こうと床の軋きしみが叫ぶ中、爆発の高鳴りと余よ韻いんが炎を風に舞わせて飛ぶ。

　全体は信繁が支配しているように見える。大体、幾度の爆発を受けても無傷なのだ。それに対し、しかし信之が諦あきらめず、補助に回った佐助と才蔵が己の役目を確かにする。

　信のぶ之ゆきは相変わらずだ。それしか知らないと言うように、信のぶ繁しげの五体の裏を取り、爆砕術式を叩たたきつけて装甲を開けようとしている。

　その逆張りをするのが佐さ助すけだった。信繁の意識が信之に向かぬよう、竜の視界に必ず位置し、爆砕術式が使われるのとは逆位置の五体を、やはり爆砕や刃やいばで狙ねらう。だが、

「……何故なぜです？　何故、佐助先輩や才さい蔵ぞう先輩が……」

　己の問いに、そちらを見ていた穴あな山やまが応じた。彼は一息を入れ、

「若様が、強過ぎるからですね。──強過ぎて、皆に不備があるのが赦ゆるせない。だけど弱い者は違うんですよ。不備があっても、何か良い事があれば、それでいいやと、そこに幸いを感じるんです」

　あ、いや、と穴山が苦笑した。

「……君達の年齢では、そこまで達観する必要がないですからね？　不幸を感じたら苛いら立だち、抵抗しましょう。それが若いという事です」

「穴山先輩」

　由ゆ利りが、背後から小さく問うて来た。

「穴山先輩は、……十じつ本ぽん槍やりになれず、真さな田だに来て、……幸いですか」

　その問いかけに、穴山が答えない。彼は数呼吸を沈黙し、甲板上で行われる戦いを眺め、

「それじゃあ、駄目です」

「何がですか」

　ええ、と穴山が振り返った。細目が微笑し、静かにこう言った。

「それを自分で答えるのが、一番大事なんです。この問題は、ね」
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　佐助は全身の緊張と戦っていた。相手は天竜皇おうだ。自分達の指導役で元十じゆう勇ゆう士しだった天竜達よりも格が一つ上になるし、何よりも若い。動作は鋭く、こちらは常に高速の〝壁〟と当たり、それをどうかわすかの判断を下されているような気になる。

　……兄若様、無茶苦茶だな……！

　馬鹿みたいに跳び込んで爆砕術式を投げつけてるが、ハッキリ言って相手から受ける脅威度の捉とらえ方が違うし、思った以上に動きが読めている。つまりは兄と弟の関係というか、

　……付き合い、長かったものなあ。

　竜が弟分。その事を最も喜んでいたのは信之だと聞く。学長である昌まさ幸ゆきや、元佐助達から聞く話では、生まれ、まだ小さかった信繁を外に連れ出しては[image: ]しかられていたのは信之だし、兄はいつも弟の知らない事を教え、知らない場所に導き、尊敬されていたのだと言う。

　だが兄は、総長とされる歳としになる頃ころには、弟と比較され、疎うとまれた。

　当たり前だ。人と竜を比べるものじゃあない。

　だけど真さな田だの土地は厳しい。あらゆる危険を排除し、絶対に残ろうとするならば、強い指導者を欲するのだ。

　しかし元佐さ助すけ達、十じゆう勇ゆう士しは、たとえば自分達にハッキリとこう言った。

「貴様達が、私達以上の発展を真田にもたらすのだ」

　期待を込めた断言だった。自分達のように、とも、人間らしく、とも言わなかった。無論、竜として、真田の将来を案じ、人との差を言葉にする事はあったが、サシで向かった後継に同情するような事はなかった。

　だが信のぶ繁しげは違った。

　強過ぎて、また、優し過ぎるのだろう。恐らくは、いい人に恵まれて成長した。だから竜と人の差を解わかっていて、また、解っていない。

　人にも、誇りがあるのだと。その誇りとは、

「幸いであると、己を信じられる事さ」

　それを奪うというならば、確かにそうだ。人は竜の敵となるし、

　……ああ、そうか。

　武蔵むさし勢が、何もかも失わせないというのは、そういう事かもしれん。

　伊達だてで会った少女は、一人の男を護まもって欲しいとそう言った。それが彼女の幸いならば、

「はは」

　関係だ。あの時説教じみた事を言ったが、確かにこれは関係だ。

　俺おれ達は、あの約束で繫つながった。真田と武蔵と、兄若様と若様と、何もかもを関係し、武蔵は過去の十じつ本ぽん槍やりである俺達と今の十本槍とも繫がり、それは多分、回っていて、

「──才さい蔵ぞう！」

　仕掛ける。
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　佐助の言葉と共に、才蔵は信之を押した。

　いつもは佐助の挙動を手伝う身だが、今は違う。信之を助け、生かすために身を振り回す。

　そして佐助から合図があった。

「兄若様！」

「任せておけよ！」

　何を言ってるんだろう。助けてやってる事に気付いてない。細かいミスとか全部こっちが補正して、追い風乗せてやってんのに。だけど、

「────」

　この馬鹿な兄は、今、弟の方しか見ていない。ならばそれでいいのだ。

　足りない、未熟な、力の無い真田の長だ。ホント長生きするだろう。だけど、それをさせてやるのが自分達の役目でもあろう。だから、

「ここかい」

　佐さ助すけが逆面で爆砕を放った。かなり深い位置だ。

　信のぶ繁しげは、恐らく佐助の方を警戒している。それだけ彼が鋭く突っ込み、狙ねらいを確かとする一方で、こっちは回避重視でいい一撃を送れない。ゆえに、

『……！』

　信繁が回った。腰をこちらにスライドさせ、

　……うわお。

　信のぶ之ゆきを己に乗せて跳躍回避。これはあれだ、尻尾しつぽを叩たたきつける準備。ならば、

「兄若様……！」

　佐助は尾の一撃をどうにか出来るだろう。信之は押してやる。

　尻尾を振ると言う事は、腰から下をスイングさせる事だが、その時確実に上半身は踏み堪こたえるのだ。ならば、

「前足の裏！」

　力を込めた装甲は閉じるが、尾を振り切った直後、緩んで開く。

　後はそこに、爆砕術式を投じれば良い。

　そうした。
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　今までより一際高い爆発音が生じた時、信之は視界にそれを見た。

　弟を挟んで逆面にいた佐助が、回避姿勢を取っているのを、だ。

　……え？

　弟の巨体が無い。いや、消える筈はずがない。人化か？　とも思ったが、だったら佐助と自分の間に人の姿が有る筈だ。ならば、

　……くそ……！

　見ないでも解わかった。自分達に影が落ちていたのだ。それはつまり、

「上か……！」
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　鈴すずは知覚した。品しな川がわの甲板上で、竜が空中に一回転をキメたのだ。

　背面宙返り。尾を振るため、踏み堪えに低く構えた上半身を空に跳ね上げ、その勢いで下半身を空に引っこ抜いて回る。

　綺き麗れい、という感想が生じた瞬間だった。竜が空中で顎あごを開いた。

　竜砲だ。眼下、そこにいる三人に対して、安全な空中からの割断を、

『────』

　咆ほう吼こうした。
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　信のぶ繁しげは、空中で全てが断たれたのを見た。

　もはや変わり身ではない。完全に姿を見切り、手て応ごたえをもっての割断だ。

　佐さ助すけ、才さい蔵ぞう、信のぶ之ゆき。才蔵は風の精霊だが、割断能力は風をも割れる。

　全て断った。そして三人が分かたれ、

『──？』

　おかしな事が起きた。

　咆吼した先は三人。断ったのは三人。倒れたのも三人。

　だがいつの間にか、倒れたのが一人となっていた。それも、違う場所。己が着地する鼻先とも言える位置で、しかも、違う者が倒れている。その名は、

『穴あな山やま・小こ助すけ……!?』
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　穴山は、頽くずおれ、尻しりから後ろに倒れながら、それを見上げた。

　宙に一回転を入れ、着地してくる信繁だ。その姿を、見事ですねえ、と思いつつ、

「はは……」

　力なく、血ち飛沫しぶきと断裂の痛みを得ながら、笑いが漏れた。両肩の布袋から、化粧道具や広がる布地を幾重に散らし、

「私の変装術は、暗殺のために行うものであって、護まもるためじゃないんですけどね。

　でも困ってる人がいると、つい、世話したくなるのが、私の性分でして」

　倒れた。息をつき、血を吐き、だが笑って、

「──だけど最後くらい、私のままでいきますよ」
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　直後。着地と同時に信繁は危険を感じた。

　だが、遅かった。

　頭上には、既に影があった。才蔵の風に巻かれた佐助だった。流石さすがに己も、三人同時の実像分身からの変装を重ねられては、名を拾い切れていなかった。

　才蔵は腕を断たれ、佐助も全身から血を零こぼしている。だが彼らはこちらの背、首の付け根へと跳び込み、

「若様、知ってました？　天竜も、多くは生じる時、その身体からだが左右にそれぞれ作られて行くって。つまり──」

　身体中枢。竜にとっては内燃機関の第一である竜砲直結の心臓は首下にある。その真上の装甲は、左右に分かれて整然と並ぶもので、

「兄若様！」

　言葉と共に、首後ろの装甲継ぎ目に爆砕を叩たたき込まれた。
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　背の装甲を継ぎ目から浮かされ、砕かれ、竜が咆ほう吼こうする。それは仰のけ反ぞり、背の負傷を隠す動きを反射的にとるものだった。だが、爆発に浮かされ、放り投げられるように甲板に落ちる佐さ助すけと才さい蔵ぞうは、確かに見た。

　信のぶ之ゆきが、一人、咆吼する信のぶ繁しげに正面から突っ込んだのだ。

　よし、と佐助が笑った。

「──その継ぎ目、背だけじゃないんだよな」

　前にあるものを、逆げき鱗りんと呼ぶ。

　そして信之が届き、

「……おお！」

　威力が天竜皇おうの首元を砕いた。
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　信繁は思った。おかしい、と。

　こんな単純な仕掛けで。こんな場所で。自分はまだ何も成し遂げていないのに、

『何故なぜだ……！』

「うるせえ……！」

　声がした。爆発が響く。何度も響く。そのたびに自分は砕かれ、灼やける熱を得て、

『──！』

　咆吼する。が、竜砲が放てない。逆鱗を砕かれ、竜砲の射出系を震わされているからだ。このままでは自分自身を割断しかねない。しかし、己は見た。

「馬鹿野郎……！」

　信之が泣いているのだ。涙を散らし、それなのにこちらに爆発を叩たたきつけ、

「早く……！　早く……！　参ったと言え！」

　押される。何が何だか解わからないままに、威力と、その涙に押され、だが聞こえた。

「俺おれは、……俺はお前の兄ちゃんなんだぞ！　弟が間違ったら、俺が！　俺だけが！　こうしなきゃならねえんだ！　だから──」

　だから、

「早く参ったと言え……!!」

　その言葉に、己は気付いた。今まで、一つ、勘違いというか、忘れていた事がある、と。

　……兄上。

　兄と弟だと、そう捉とらえていた。が、言葉の意味が違うのだ。それは立場でも位置でもなく、

　……私達だけのものか。

　誰だれも介在出来ないもの。そしてお互いを尊重するもの。

　それを自分は見下し、侵したのだ。そして拡大し、真さな田だをもそうしようとした。だから、

『兄上……』

　何かを言おうと思った。だが、そこで自分は聴いた。

　爆砕の音が止まっているのだ。

　何故なぜかという、その疑問に対して、答えは明確だった。

　爆砕術式を投じようとしていた兄の肘ひじに、一本の長い針、千本が深く突き刺さっている。

　見れば向こう、壁の陰から、二つの人影が姿を見せていた。

　十じゆう勇ゆう士しの、根ね津づと由ゆ利りだ。根津の忍術はあらゆる物体を狙そ撃げきに使用出来るというものだが、ならば彼が今、兄を止めたのだろう。

　そして兄が、こちらを見上げた。熱のある息を吐き、千本の刺さった腕を見せ、

「お前だって、……見下されたぞ！」
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『────』

　言葉も無いと、信繁はそう思った。何か言おうと思っていた事も、全て我が身の保身だと、そう言われたようだった。残るのはただ、急に冷えていく体熱と、

　……そうか。

　自分は兄に負けたのだ。その敗北に押される己を、根津と由利が庇かばったのだ。

　十勇士の中、最も若い二人が、天竜皇おうが敗れるのを同情した。ならば、これは、自分がもはや人と同等、またはそれ以下という扱いを受けたという事だろう。

　つまり、己は強くなかったのだ。ただ、竜としての性能があっただけで、

『兄上』

　頭を下げ、息をついた。

『どうすればいいだろう』

「は!?　俺おれに聞くなよ!?　え、ええと、でもなあ、こういう時は──」

「あの、すみません、私、かなり酷ひどい事になってるんで、治療、ちょっと」

「何!?　穴あな山やま、お前、生きてんの!?」

　酷い話です、と穴山が笑った。急ぎ、根津と由利が駆けつけていく中、彼が言う。

「……兄若様の分の割断は、浅かったですよ。若様、──まだ見下してたんですね」

「信のぶ繁しげエエエエ！」

　兄が言った。こちらを見上げ、

「お前、やっぱいいやつだな!!」
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　天竜皇おうという存在が、疲れを示すように横倒しになるのを、佐さ助すけは初めて見た。が、自分達も相当だ。十じゆう勇ゆう士し、ここにいない連中も多いが、皆、この話は自慢に出来るだろう。そして、

「何かさあ、あたし、さっき跳び込む時、思い出しちゃったよ」

「何を？」

「アンタ、伊達だてで言ったろ。お前は約束守るけど、守り過ぎるところがあって駄目だって」

「ああ、言ったな、それ」

　だよねえ、と才さい蔵ぞうが言った。

「アンタが、砂漠であたしに気付いて認めてくれた時、あたし、嬉うれしくてね。

　アンタをずっと護まもってあげるよ、ってそう言ったね」

「言ったっけ」

「忘れてても駄目だよ。──守り過ぎるって、解わかってるんだろうから」

　そうだな、と己は苦笑した。自分達の負傷もそれなりのものだが、確かに護ったのだ。

「──何を護ったのか、言い切れねえけどな」
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　天竜が沈んだのを、武神隊を挨あい拶さつ打ちで排除した宗むね茂しげは確認した。

　第二特とく務むの手に吊つられて、武蔵むさしへと戻ってくる。その途中の事だった。

　……あの天竜には、自分か、伊達家副長が当たるものと思っていましたが。

　副長や第五特務は、後に羽は柴しば勢が乗り込んで来た時の応対役だ。高速の航行の中では手て数かずも制限される。ゆえに今の対処は制限出来るならばそうする、という手て筈はずだった。

　敵も、だからこそ、大和やまとを重量軽減するように、武神や機竜などを出してきたのだ。

　そして残りの敵。最大の存在ともいうべき相手が、そこにいた。

　浅あさ草くさだ。天竜との戦闘が行われていたのとは逆の位置で、義父がいる。

　立たち花ばな・道どう雪せつ。

　蒼そう白はくの四脚武神で、戦闘開始直後に着地し、威を唱えたのだ。

　対応したのは、誾ぎんだった。

「おい、立花・宗茂」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と第二特務に応じると、手を離された。

　浅あさ草くさ直上。身を一度翻ひるがえして着地姿勢を取る。

　風だけが吹く艦首甲板上では、戦闘が終わっていた。

　義父がいた。二つの月光に照らされた四脚の姿がある。主武装としての雷かみなり切ぎりもある。

　そして義父が言った。

『──見事』

　それだけだった。

　言葉と同時に、音がした。金属部品が跳ね、散り零こぼれ、土ど砂しやのように崩れる響きだった。

　四脚の姿が、崩壊していく。二つの腕が折れ、腰部が砕け、胴が落ち、脚も墓標のように突き立っていたかと思えば一斉に横倒しに転がって単なる鉄の音を立てた。

　蒼そう白はくの武神が、残ざん骸がいとなっていた。

　月明かり。蒼あおく白い光を浴びて、一人の女がそこに立っていた。

「誾ぎんさん──」

「宗むね茂しげ様」

　誾が、こちらを向き、ゆっくりと一礼した。風を後ろから浴び、短い髪を揺らす。

　帽子が飛んだ。

　逆光の中で、彼女の微笑が確かに見えた。
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　ひどく静かな、夜の甲板上だった。

　そこで宗むね茂しげは、妻の言葉を聞いた。彼女は笑みで、こちらを下から覗のぞき込むようにして、

「宗茂様」

「はい」

「──私が今、立たち花ばなの名において、最強の存在です」

「はい」

　その認めに、彼女が笑みの目を伏せた。そして、ややあってから、顔を上げ、

「……宗茂様、一つ、質問があります」

「何でしょう」

「宗茂様は、西さい国ごく無む双そうと呼ばれる事となる身ですが、何故なぜ、東とう国ごく無む双そうとされる本ほん多だ・忠ただ勝かつ、その襲しゆう名めいを狙ねらう本多・二ふた代よに、負けたままなのですか」

「それは、誾ぎんさんの方がよく解わかっているでしょう？」

「言って下さい。……聞きたいのです」

　そうですね、と己は頷うなずいた。これは、言葉にすると凄すごく単純なのだが、

「──強さには、限りが無いと、今の私にはまだ思えるのです」
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　……素晴らしい。

　誾は、宗茂の言葉に、心を震わせた。

　自分において、このところでようやく気付いた事を、宗茂は解っていた。

　それは、彼が元々強者とされるものではなかったからかもしれない。

「強さとは、何でしょうね」

　気付いた事がある。どれだけ剣術が確かになり、強くなろうとも、

「過去に振り返れば、莫大な受け継ぎがあり、そこから学ぼうとすれば切りがありません。立花の剣にして約五百年。その振り返りが全て有益とは思えませんが、さてそれを見る事なく最強を名乗れるかといえば、違いましょう」

　そして剣を修めたとしても、また、別のものがある。

　総長の姉と、祭の中で相あい対たいして、気付いたのだ。

「剣ではない強さも、世には多くあります。……ではその強さに、剣で辿たどり着くには、どうしたらいいのでしょうか」

　そんな事を疑問に思うのは、理由がある。

　父が、そうではなかったのだ。
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　誾ぎんは思い出す。ほんの数分前にあった、父との戦闘を、だ。

　相あい対たいして、剣で戦うには圧倒された。

　向こうは武神で、神格武装を持ち、そして経験も遙かに豊富なのだ。

　十字砲火アルカブス・クルスの砲撃も、四つ角十字クアトロ・クルスの砲撃も読まれ、対応され、回避に専念させられた。

　だが、その戦いの中で、己はこう思っていたのだ。

　きっとこれは、剣術の物差しなのだと。

　そして父も、鎌かま倉くらの世から始まる立たち花ばなの剣を、全て修めた訳ではないだろう、と。

　ならばこの戦いとは何だろうか。

　……単に、経験と、性能の比べ合いです。

　その両方が、相手よりも高ければ勝てる。低ければ負ける。そういう事だ。

　無論。戦術の嚙かみ合わせや、戦場の相性もあろう。しかし基礎的なシステムは同じだ。

　だとしたら、と、己は、父に追い詰められながら思った。父の強さとは、自分よりも長い経験と、高い性能と、自分なりのアレンジにあるのだろう、と。だが、

「その強さは、剣のみですね」

　己は知っている。剣では容易たやすくあしらわれ、しかし自分では剣を用いねば関われぬ領域の戦いがある事を、だ。

　そこでは神が顕けん現げんし、多くの人々が動き、成果を祝福した。

　自分の剣は、その中では未熟だった。

　それでも、己の剣がなければ、あの結果には至らなかったのだ。

　対し、父の剣は、どうであろうか。

　あの中に入れば、自分よりも良い成果を出せただろうか。

　……否。

　違うと、そう言い切れる。何故なぜなら、

　……私には、誘い、導き上げてくれる者がいたのです。

　東とう国ごく無む双そう。本ほん多だ・忠ただ勝かつの襲しゆう名めいを狙ねらう女だ。宿敵と、そう言っていいのだが、何故なぜかこっちを気に掛け、事あるごとにちょっかいを出して来る。

　だけど自分は気付いた。あの女は、きっと、これを悟っているのだ、と。

　何処どこが契機かは解わからない。

　しかしあの女は、強さとは剣のみに無い事を悟っている。恐らくは自覚無く、何か凄すごいもの、自分の剣で関われて、しかし敵かなわないようなものに、触れたがっている。

　そして己は解ってしまったのだ。天竜との戦闘の時も日々の馬鹿な時間も、神を降ろす黄泉よみ帰りの舞の際も、あの女が、こちらを誘ったり横に置いてきた、その理由を、だ。

　剣以外の強さに触れようよと、面白いぞと、間違いなく、〝誘っている〟。ひょっとすると、既にこちらがそういったものを悟っていて、同類だと勘違いしているフシもある。

　今更ながらに気付くとは恥を感じるが、自分はそこに至っていなかった。

　だが、もう解わかった。

　剣は強さの一つだ。自分の剣はまだ神を呼ぶ事も出来ない。だが、そこに至っている同級生は、恐らく何人もいる。

「全く、足りませんね」

　父とてそうだ。

　どれだけ強くても、神を呼び、人を震わす事は出来ない。立たち花ばなの剣の延長上どころか、その枠にいるのだ。

　だから切った。

　父との戦闘中、通神帯ネツトで、早速販売されている黄泉よみ帰りのライブ音源を検索。それはすぐに見つかったが、さてちょっと再生云うん々ぬんが不慣れです。

・立花嫁：『本ほん多だ・二ふた代よ、昨未明の音源の再生方法ですが──』

・蜻蛉切：『おお、あれ、流石さすが喜き美み殿に御座るな!!』

　こちらを負かした相手の名前がリスペクトされる事に、少し苛いらだつのは私の性格が破は綻たんしているからでしょうか。

　ただ再生方法は、単にその情報を叩たたくだけで済み、音楽が鳴った。父が僅わずかに引き、

『……何事かと。陽動のつもりか』

　ああやはり、と己は思った。父はこれを知らないのだ。

　総長の姉が曲の途中で叫ぶ。

『ロケンロ──ル！』

　何の意味か解らないが、今、必要なのはそれだと思った。

　そこからが、一方的だった。
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　成なる実みは、帰投と同時にその戦闘の記録を見ていた。

　自分がいるのは、皆が基地のように居座る教きよう導どう院いん前の橋上だ。すぐ上の生徒会居室も部屋自体は存在しているため、総長が調理道具を運ばせて軽食店のようになっている。

　窓から第一特とく務むが出入りして補給役を行う中、自分は醬しよう油ゆの焼き団子を囓かじりながら、

　……無茶苦茶ね……。

　立花・誾ぎんが、父である立花・道どう雪せつを倒す記録だ。映像でも残っているが、武蔵むさし側で計測された彼女の足位置の記録が凄すさまじい。あるところまでは美しいともいえる歩法だったのが、その時を境に、吹っ飛んでいる。

　足は揃そろわず、距離も跳ねる。まるで獣のようだが、その脚あし捌さばきを読んでいて解わかる事がある。

「楽しそうね」

「あ、そうですね」

　と応じたのは、従士だった。彼女は加速を重ねていく武蔵むさし上を一回りして、各所の差異などを計測して来たのだが、そこで立たち花ばな・誾ぎんの戦闘を確認していた。

　いやあ、と感嘆混じりのその感想は、

「──縦横っていうか、でも、無法じゃなかったですよ。ただ、誰だれも追いつけないだろうな、って、そんなテンポのステップで」

　あれは、と彼女が言葉を追加した。

「自分の性能を、それを出せる方法を選んで出した、って感じですかね」
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　黄泉よみ帰りの時、自分の身体からだがどう動いていたか。

　誾は思い出していた。

　それは剣で修めた体術を基礎として、だが、追いつけぬところは違うものを選択したのだ。

　つまりあの時自分は、剣の技術を超えていた。

　剣術としては正しくないかもしれないが、関係ないと、そう思えるようになっていた。

　もしも正しさを追うならば、鎌かま倉くらの世に生まれた原初だけでいい。それ以後は、全て改良やアレンジなのだ。

　自分の強さというものの表現があれならば、あれこそが自分の〝剣術〟の最新だ。

　だからその通りに動き、相手を穿うがった。

　敵は、知っている動きだった。己よりも上の動きだった。

　だが自分は、自分すら知らない動きだった。相手とは違う動きだった。そして己に出来る事は何でもやった。思うがままに動作し、思うが事を叶かなえて舞った。

　そうだ。

　楽しいと、そう思い、打ちながらこう感じた。この瞬間が続いて欲しいと。

　しかし、父が保もたなかった。

　砕け、穿たれ、動ける場所が無くなって行くにつれ、己も収めねばならない苦痛。

　何故なぜ、相手が落ちる時、こちらも合わせねばならないのだろうか。

　ゆえに終わりにした。緩んだ〝強さ〟に戻したくなくて、そこで切った。

　それでよかった。

　目の前に、現状最高の強さを必要とする人がいたからだ。

「宗むね茂しげ様」

　その人に、己は言った。

「私を、負かして下さい」
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「誾ぎんさん」

「はい」

「私達の強さを、どう、比較しましょうか」

「宗むね茂しげ様」

「はい」

「ここから、また、始めたいのです」
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　お互いは向き合った。

　至近距離だった。どちらの刃やいばも届く、そういう構図だ。だが、彼が笑って、

「昔、何も知らなかった私は、最初の稽けい古こでこう立ち会いましたね」

「私が木刀を振ったら直撃しました」

「あれは本当に大事な経験でした」

　今、同じ位置に、お互いが立つ。

「誾さん、憶おぼえていますか」

「何をですか」

「あのあと、失神から醒さめた私が、貴女あなたに何と言ったのか」

　はい、と誾が笑みで言った。

「明日あしたは勝ちます、と」

「では誾さん、明日とは、何時いつでしょう」

　はい、と誾が首を確かに下に振った。

「明日は、何度でも来るのです」

　顔を上げた瞬間。双方が一撃を放った。
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　誾が選択したのは最高の攻撃だった。

　全身を、自らの望むがままに振り、剣術ではなく己として一刀を打ち込む。

　最速の一発は、刺突となった。

　神を呼んだ〝戦い〟の中、幾度となく放ったものよりも速く、深く、その先端は水蒸気爆発を伴って破裂音を響かせ、

　……宗茂様！

　直撃した。
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　宗むね茂しげは誾ぎんの狙ねらいを読み切った。

　首だ。

　頸けい椎つい、下から二つ目と、三つ目の間。胴体側、脊せき椎ついから伸びる骨がまだ太く存在する間を、誾の刃やいばが狙そ撃げきした。

　受けた。

　まっすぐだ。

　妻の一刀の正確性を信じ、

「────」

　痛みも何も無く、一瞬で貫通する。

　鍔つば元もとが喉のどの骨に当たるまで刹せつ那な。首の後ろから宙に貫通した刃には血どころか肉の脂もついていまい。

　見事と、そう思った時には、己も刃を放っていた。
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　ああ、と誾は思った。

　己の夫が、こちらの攻撃を受け切った上で、既に自らの一撃を放っていた。

　かつて、自分は、逆らいと攻撃を止めるために、両腕を落とされた。

　今は違う。

　首だ。

　頸椎、下から二つ目と、三つ目の間。胴体側、脊椎から伸びる骨がまだ太く存在する間を、宗茂の刃が上下に分かたった。

　受けた。

　まっすぐだ。

　彼の一刀の正確性を信じ、

「────」

　痛みも何も無く、首が割られる。その直後、自分が彼から刃をまっすぐ引き抜くなり、

「誾さん！」

　両断された首。頭と、胴体を彼が抱えるように抱き締めてくれた。

　お互いの首の後ろ、上半身を中心とした各部に、一斉の術式表示枠サインフレームが出ている。それは止やまず増えていくが、しかし宗むね茂しげが、こちらを押さえる手に力を緩ませない。

　首から血が零こぼれ、唇からも溢あふれた。

　その口に、彼が己の唇を重ねた。

　吸われる。そして熱を帯びた息を共に作り、彼がこう言った。

「誾ぎんさん」

　呼ばれ額を当てられる。至近で息を感じると共に、言葉が来た。

「貴女あなたが、……私の立たち花ばな・誾です」

　はい、と自分も言った。涙を零し、言葉を生んだ。

「貴方あなたが、……私の立花・宗茂です」

　この傷は、お互い、残るものではないだろう。達人同士の一刀なのだ。

　己が最高の一撃を送り、それに応こたえてなお放たれた交錯。これからもこのような事は幾度とある。その始まりだと思った。

　途方もない安あん堵どに身を委ゆだね、己は目を閉じた。今、言うべきは、

「私の……」

　言った。口元に笑みを許し、こう言った。

「私の、負けです……」
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・金マル：『エクストリーム告白？』

・蜻蛉切：『Ｊｕｄジヤツジ．、これは見事な夫婦愛……！』

・あさま：『ちょ、ちょっと、治療関係！　治療関係急いで下さい！』
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　そして誾と宗茂が緊急の手当を受けている間に、武蔵むさし上では各艦の行き来に制限が掛けられていった。移動は双方の牽けん引いん帯たいによる輸送艦の誘導をもって行う事。これはつまり、

・武　蔵：『武蔵、大和やまとを追走し、これより加速専念に入ります。──以上』

　巨艦二つの姿は、既に極東を飛び出していた。

　東へ。

　魔海流と呼ばれる高速の海流が踊る太平洋上へと、人がこの地に降りて初めて、その上空へと加速していったのだ。
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〝武蔵〟は、酒さか井いに茶を淹いれ直し、一息を吐ついた。

　この戦いがどうあれ、生還はする。勝敗がどうあろうとも、艦の形は存続する。そのように、再起してからは決めていた。ゆえに、

　……戻ったら、基本船殻部を収め直し、表層部を再確立せねばなりませんね。──以上。

　思う前方。大和やまとが見えている。

　今までよりも大きな印象だ。浅あさ草くさと品しな川がわの計測でも、それが事実だと判断された。

「追いつきます。酒さか井い様。──以上」

「どのくらい？」

「追いつくのは三分程もあれば。とはいえ、向こうの気流の中に入っているからこその現状の加速です。そこから出たらほぼ同等かと」

「あ、いや、……この星一周、どのくらいかな、って」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と〝武蔵むさし〟は応じた。過去の時代に計測されたこの星のサイズが正確ならば、

「最大加速では一時間半程。速度はそこまで至っていませんが、既にある程度は進めていますので、一時間十分程でしょうか。しばらくは景色をお楽しみ下さい。──以上」







[image: 第七十七章『水平線上の相対者』]
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　風が何もかもを置いていき、ただ木々を裂くような音だけが、遠くから響く。

　それが大和やまとの大気緩衝による衝撃波の緩和と響きだと、糟かす屋やは知っていた。

　……本来なら全ての音は背後へと捨て去られ、無音となってますのよね。

　今、自分達は太平洋上という、世界の概要図でしか知らない空を飛んでいる。それは東に向かっている筈はずだが、まだ東の空は明るくならず、あるのは、暗い空と海と、

「武蔵むさしですのね……」

　右う舷げん側、七キロ程向こうを白と黒の同型艦が飛んでいる。

　既に音速を超えている事もあり、酷ひどく薄暗い世界だ。表示枠レルネンフイグーアを通せば現在の速度が音速の十七倍を超えたというのが解わかる。それはじりじりと上がって行くが、

「もっとスカーンと上げちゃえば良いのにね」

　と言う声は空から来た。脇わき坂さかだ。自分達のいる中央後艦。各艦は結界で結ばれており、ある程度の行き来は確保されているが、この魔女テクノヘクセンにとっては狭いのだろう。先程から黒姫シユヴアルツ・フユルステイン二型のパーツを小規模に展開して移動用の足を作り、うろうろしては嘉よし明あきに注意されている。

　だが、不思議な時間だ。

　前ぜん哨しよう戦せんと言える戦闘は終わり、武蔵にはそれなりの被害を与えた。特に頑張ったのは武神隊で、武蔵の防護障壁展開パターンの解析に役だったという報告があった。

　これから準備が整い次第、可能ならば遠距離戦を行い、そして、

「アンジー達の戦闘、あるとしたら、いつかなあ」

　ああ、と己は頷うなずいた。

「宇宙というか思いっきり上昇を掛けた後、降下する際、無茶苦茶に速度落ちるらしいんですの。その辺りからは極東に向け、ブレーキングしていく事になりそうなので、戦うならばそこ、と聞いていますの」

「じゃあ一時間くらい余裕があんのかな？」

　と脇坂が呟つぶやいた時だった。いきなり艦上に警報音が走った。

　表示枠が幾つもの場所に立ち、爆圧などに耐えるためのシェルターの位置までが記される。

　……これは──。

・大　和：『御注意下さい！　海上に障害物多数あり！　回避運動に入りながら加速を続行致します！　──以上！』
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　障害物？　とミトツダイラは教きよう導どう院いん前の橋上で顔を上げた。

　自分達がいるのは太平洋上だ。既に外洋と言える場所に出ていて、水深は三キロ程あると聞いている。

　……そんな場所に、何の障害物ですの!?

　だが、夜の向こう。速度が何もかもを超えて行く先に、確かにそれが見えた。

　ホライゾンが、ほう、と目を細めて前を見据え、こう言った。

「塔ですか？」

「いえ、……船ですわ！」

　船だと思う。恐らくは航空艦だろう。だが、サイズがおかしい。

　海から突き立ち、夜の空に伸びる果ては、低く見積もっても十キロを超えている。

　海底に突き刺さっている部分を推定するならば、全長十五キロは下らない筈はずだ。

「噓うそだろ……!?」

　ネシンバラが声をあげた。

「神かみ代よの時代の船だ！　宇宙から、人々がこの星に降りてきた時のものだよ！　単艦で十五キロ超なんて、どういう強度計算なんだ一体!?」

　これは頷うなずくしかない。武蔵むさしが八艦態勢なのは、〝一艦〟を作る強度を考えての構成だとされているからだ。だとすれば、

　……神代の技術は、どれ程のものですの……!?

　巨大な柱にも見えるそれが、迫り、皆が、うわあ、と振り仰いだ先、色が見えた。

　巨大な船の各所に、光が見える。星明かりにも似たそれは、脈動をしている。

　まだ、生きているのだ。そして、ネシンバラが前方を指差し、

「前だ!!」

　正まさ純ずみが「としいえか……」と呟つぶやいたが無視する。

　東の先。そちらの海上に、それがあった。

　船の乱立だった。

　垂直に立つものも、傾いたものも。寄りかかるものも離れたものもあり、そのどれもが武蔵よりも巨大な姿を構築し、

「遙か昔ですね……」

　浅あさ間まが、巨大な森のように見える神代の遺跡に対し、こう言った。

「私達の祖先が、黎れい明めいの時代に望んだのは、……こういうレベルなんですね」

「でも、それに対し、私達の武蔵だって、負けてはいないと思いますのよ」

　そうだな、と王が頷いた。

「大体今は、──俺おれ達の時代なんだし、さ」

　その言葉と共に、武蔵は鉄の森へと跳び込んだ。

　左さ舷げん側、離れた位置で大和やまとが同様に船々の間へと吶とつ喊かんした。

　両者ともに加速し、速度を上げ、

「勝負……！」
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　鈴すずは、急ぎ知覚系を働かせ、概要を作る事を優先とした。

　とりあえず前方。巨大な柱のように吹っ飛んでくる遺跡を捉とらえ、障害物として形を模造していく。表面だけでいい。裏面は回り込む必要があった時だけ知覚する。巨大建造物であっても一瞬で通り過ぎるくらい、現状の速度が上がっているのだ。

　……音が無い、ね。

　音速の十八倍を超えた。武蔵むさしが立てる音は、大気干渉の結界内のものだけで、それも大半は後ろへ飲まれて消えていく。

　正面から来る音は、武蔵に当たりはするものの、雨を受けたように渾こん然ぜんとしてしまう。それを拾っても、大気干渉の結界の形が解わかるだけだ。それよりも先のものを拾おうとすれば、音が届くよりも先に聞く、という矛む盾じゆんを望む事になるが、〝武蔵むさし野の〟に言わせれば、

「必要な技術であれば、浅あさ間ま神社に依頼しましょう。矛盾許容の世界です。望むものは出来るかと判断出来ます。──以上」

　だとすると有り難い。こちらは今、模造の武蔵むさしを左右に振って、幾つもの柱を回避して、

「あ」

　気付いた。武蔵を普通に構えていると、避けにくいのだ。

「垂直にしていい？」

〝武蔵野〟が二秒程目を伏せた。ややあってから右手を軽く挙げ、

「艦内の重力制御に消費する燃料を試算しましたが、浅間神社も機動しています。機関部と表層部、他重要区画の一部に余剰蓄積分を用いれば、七分程なら大丈夫ではないかと判断致します。以後は御相談の上で。──以上」
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　正まさ純ずみは、教きよう導どう院いん前の橋上で、向むか井いからの提案を聞いた。

　この海域、恐らくは神かみ代よの時代に人が天上から降りてきた場所なのだろう。ひょっとしたらここだけではなく、もっとこういう場所は他にもあるのだ。

　……外界に出たら、こんな発見がまだまだあるのか。

　三征西班牙トレス・エスパニア副会長も、まさか東回りで新大陸に向かう際、このような場所があるとは思うまい。記録は採っているだろうから、この情報は商材になるな、と思い、

・副会長：『向井、九十度傾けた時、重力制御は掛かるのか？』

・ベ　ル：『ん。重要部には、掛ける、って』

　よし、と己は右の手を握った。

・副会長：『許可しよう。──武蔵むさし、九十度傾斜してこの海域を安全に抜けてくれ』

　言った直後。橋上に重力制御が掛からないまま武蔵が垂直になり、正まさ純ずみは吹っ飛ばされそうになったのを二ふた代よの蜻蛉とんぼスペアの柄で拾われた。
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・貧従士：『あの、すみません！　日々の所しよ行ぎようゆえ、理由は解わかるんですが、この橋の上にも重力制御を掛けて貰もらえませんか!?』

・武蔵野：『残念ですが、全艦内を比較したところ〝教きよう導どう院いん前の橋〟という設備に重力制御を掛ける意味がありません。それだけの事です。──以上』

・賢姉様：『ククク、アンタ達全員して付加価値が無いって事よ！　残念！　残念ね！』

・ベ　ル：『──あ、砲撃来たよ？』

・約全員：『撃てんの!?』
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〝大和やまと〟は大和艦橋上から、それを見ていた。

　大和は現在、全艦を九十度傾けての航行中だ。巨大な柱となっている神かみ代よの時代の船を避け、安全に航行するにはベストの選択と、そういう判断がある。

　一方で、武蔵の方も、同様の処置をとったのが見えた。お互いは上面構造を向き合うような構図となっており、距離はさほども離れていない。通常時ならばそれぞれ、砲撃の遣り取りをしているだろう。

　だがこの速度の中では至難だ。横に座り込んだ竹たけ中なかが、三千世界を操作して言う。

「武蔵の攻撃は、ここまで見る限り術式砲に特化ですか。術式砲は、流体そのまんまなんで、流体燃料を食いますし、それは艦内のパワープールを食います。でも防護障壁とそれを共用出来るという事は、武蔵は大和に比べて流体経路を重視した作りですね」

　つまり、

「全体的に流体経路が重視されてるならば、実弾系の砲撃システムは皆無または副砲程度でしょう。やれるんだったらこっちの方から一方的に行けます」

　言いつつ、竹中が頭上を指差した。そちら、通過する巨大な柱の向こうに見える武蔵八艦に向けて、

「──砲撃」
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　赤熱した砲弾が十数の数で飛んでくるのを点てん蔵ぞうは見た。

　……あれは──。

「どういう事に御座る？　この速度の中で砲弾を放っても、大気干渉の外を出たらすぐに置いて行かれてしまうのでは御座らぬか？」

「すでにそれを解決出来る術式を作ったという事でしょうか……？」

　メアリが首を傾かしげる問いかけを作ると、

・武蔵野：『──実弾砲撃です。ただ、加速砲の機構に、大和やまとの加速を重ねる術式を使用した上で、こちらの軌道を読んだ超偏差砲撃を重ねています。それを、大和の出力とは切り離した燃料系で行っているのでしょう。──以上』

「意外と古いやりかただな！」

　ノリキの言う通りだが、砲弾は届く。

・副会長：『どうする!?　防護障壁を展開するか!?』

・武　蔵：『現状、加速専念です。防護障壁の展開は推奨出来ません』

〝武蔵むさし〟が、敢あえて、という言葉の並びでこう言った。

・武　蔵：『──鈴すず様、回避を御願い致します。──以上』
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　鈴は、頷うなずいた。先程、艦尾側で天竜達の攻撃を凌しのいだ後、自分はヴリトラに救われた。

　追いかけてみる限り、あの機体は持ち主のところへと辿たどり着いたのだと思う。

　道をつけて貰もらった。それも、自分達が関わってきた人達に、救われたのだ。

　ちゃんとしなきゃ、と、そう思った。疲れてはいるし、今日きようはいろいろな事があった。武蔵が復活したのもついさっきなのに、既に数日過ぎたような感覚すらある。

　でも、〝皆〟が自分達を見ている。

　去って行った人達ですら、自分達を推してくれたのだ。だから、

「──大気干渉の広さを表現。各艦の上限も、御願い」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　──以上！」

　武蔵の模造が、各艦、泡のようなもので包まれた。これが各艦の大気干渉の結界で全艦が複合するとやや拡大する。武蔵各艦は、この結界内ならば、自由に行き来出来るのだ。とはいえ、加速系を邪魔するような展開は無理だが、

　……それは熱で、解わかるよね。

　理解出来たら即行動。この辺り、湯屋の管理と同じだ。熱が冷めてはいけない。ならば、

「回避機動、計算御願い……！」
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　嘉よし明あきは、砲弾が母達の乗る武蔵に向かうのに対して、一つの願いを送っていた。

・きめえ：『当たって無事でいてくれないかしら』

・しとお：『……何か新しいで御座りますなソレ」

・６　　：『当たって脱落か』

　そういう事だ。という事は、小こ六ろくもこちらと同じ思いを抱いているのだろう。

　母達には、諦あきらめて欲しいのだ。

　先程見た本体部だけの機殻箒シヤーレベーゼンは、照合で正体が見えている。〝黒后・白后〟。どちらももう二十年以上前のモデルで、出力以外は役に立たないものだ。それがどうして母達の手に渡ったのか、当座の〝見下し魔山エーデル・ブロツケン〟、自分達の担当からは、

『え!?　あれ、見つかったんですか!?　保存館行きの代しろ物ものですよ……！』

　との通信文メールが来た。そこから高速域に入ったのでよくは解わからないが、母達にとってはあれが最大の抵抗手段となるのだろう。

　武蔵むさしも同じだ。

　抵抗しようという者がいて、手段を持てば、必ずそうしてくる。有り難いのは、自分達が統一幕府などを広げていない事だろう。母達を大規模テロとせず、相あい対たい者しやと出来るからだ。

　竹たけ中なかは、これを小こ牧まき長なが久く手てベースとするか、一気に進めて関せきヶ原はらベースとするか、羽は柴しばと連絡をとりつつ思案している。

　……御願い。

　出来れば、下がって欲しいと、そう思う。だけど、

・ＡｎＧ：『キメちゃん』

　解わかっている。母達には実力がある。彼女達が挑戦をしてきて、叶かなう舞台があるならば、それをこちらは受けなければならないのだ。

　大和やまとと武蔵。この戦いでどちらかが失われるとしたら、もうこの規模の戦いは無い。次にあるのは政治を基礎としたものとなろう。

　母達は再起してきた。だから願うのだ。無事のまま、脱落して欲しいと。だが、

・大　和：『武蔵、回避運動入ります！　──以上！』
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　安あん治じが見たのは、自分達が行うのと同じ回避だった。

　今、無数の砲弾が武蔵に飛んでいく。幾つもそれは、赤熱しながら弧を描くようにして届き、被弾絶対として撃ち込まれて行くが、

「割る……!?」

　武蔵が、艦隊の構成を変えるのだ。

　左さ右ゆう舷げん三艦。中央二艦。その構成を、中央三艦、下にしている左舷三艦、上になる右舷二艦へと組み替えた。

　……出来るの!?

　そのような事をすれば加速が落ちる。そう見えるが、

・きめえ：『大気干渉の結界が保つ範囲内で、更には一番ポケットになりやすい中央艦列を前に強く出しているわ。大気の抵抗は、左さ右ゆう舷げんが前に出ている時より減少してる筈はず』

　そして砲弾が、組み替えられる艦隊の間を抜けた。自分達が黒姫シユヴアルツ・フユルステインや白姫ヴアイス・フユルステインの二型で行う回避のように、運動としての回避ではなく、自分に穴を開けて避けるのだ。

　組み替える。更に追加される砲弾の飛来を、武蔵むさしがまた己を組み替え、

　……うわあ。

　それは蛇のようになり、鳥のようになり、船や砲のような姿を取り、変化する。そのたびごとに、大気干渉の結界が形を少なからず変えるのだろう。全体の背後、数キロ離れた位置で水蒸気の爆発が夜目にも明るく起き、

『──遺跡空域、抜けます！　──以上！』
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　眼前がクリアになったと同時。二艦は姿勢を戻し、加速した。

　やや武蔵が遅れているが、位置が後ろというだけだ。速度が足りない訳ではない。

　そして遺跡を背後とした時、二艦の左右にそれが来た。

　巨影だった。しかも群で、だ。
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　信のぶ繁しげは、一つの話を聞いた事がある。

　佐さ助すけが、先代から受け継がれたものとして、教えてくれたのだ。

　今、人類と共に生存している竜属は、神かみ代よの時代に天から降りてきた時、人と共に行こうと決めた者達なのだと。そこに天竜皇おうがいたため、それが〝竜属〟となったが、

『……天から降りた時、荒れた世界に対し、まず生存圏を確立するため、天竜皇の指示により、諸派が世界に散ったと……』

　巨影だった。左右の空。大和やまとと同等。更には近似のクラスとなる竜属が併走した。

　対する己は、身を起こした。

　夜の中を飛行する加速系の群は、どれも飛ひ翔しよう能力に特化した者達だった。

　他の形の者も、どこかにいる。

　これは挨あい拶さつか、何なのか。解わからぬままに見渡し、しかし言うべきを告げた。

『現天竜皇。真さな田だ・信繁。現在──』

　ああそうだ。兄達と合流したならば、今はこういう時間なのだ。

『──現在、天上に昇るための戦闘を続行中である』

　告げた言葉は、届くだろう。音ではない。竜とはそういうものだ。

　そして動きがあった。右の竜属の先頭が、金色に光る視線を下げ、

『……！』

　離脱する。散開。加速器を全開し、空へと全てが扇状に広がっていく。それは無数の光の展開で、彼らはここで加速系の力をほぼ使い果たす。つまりは、

「見送ってくれたのか？」

　兄の言葉に、応じる声があった。武蔵むさし総艦長、自動人形が言葉を放ったのだ。

『新大陸西側に到達します！　これより本艦は高度を上げ、第二の月に至るための試験を行います。総員、艦上、艦内では待機を御願い致します。──以上！』
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　竹たけ中なかは、砲撃を止めていた。竜属に囲まれた時、彼らを挑発しないよう、既にそのようにしていたのだが、ここから先は降下に入るまで未知の環境だ。

　今、大和八艦は、上昇というか、大気を斜めに切り上がる軌道に入っていた。

・黒　竹：『全艦、要所にて重力制御を掛けます。皆さん、そこで上昇中は耐えて下さい』

・つるぎ：『えっえっ、私、今、流体経路調整のためにクレーン上なんですけど……』

・ＡｎＧ：『不注意なオッパイは荷重強く受けるのかなやっぱり』

・きめえ：『私、注意力あるオッパイで良かったわ……』

・つるぎ：『見えてるから撃ち込みますよ!?　いいですね!?』

・大　和：『あ、そういう建造物の先端などは保護しますので大丈夫です。逆に動かないで下さい。あとさっきから武蔵上を精査して誰だれを探してますか。──以上』

　まあ保護者の存在は気になるところだろう。こちらとしては、しかし荷重が一気に掛かっていく中ではあるが、なるべく指示を出したい。何故なぜなら、

・黒　竹：『下降時、武蔵がついてきているならば、上陸戦闘を敢行します。その選抜を行いますので、──まあ大体解わかっていると思いますが、準備御願いします』

　言うべき事はこうだ。

・黒　竹：『上陸班は武蔵上の攪かく乱らんを基礎として、少数の突撃による武蔵艦橋の破壊を狙ねらいます。その途中で諸処戦闘がありましたら、各個で対処と言う事で』

　そして、

・黒　竹：『防衛班。前の戦いもそうでしたが、最終的な勝負は〝どちらの船が残っているか〟だと思いますし、おねーさんはなるべく大和を無傷で残したいです。

　よって防衛班は、それぞれ持ち場につき、武蔵側からの攻撃に備えて貰もらいます』

・しとお：『武蔵側からの上陸はないものと想定して御座るか？』

・８４８：『単純に言って、人員量の差です。武蔵は武蔵だけの人員で動いていて、更に今回は乗り込んだ人数が絞られています。こちらは人員がいるので、前回と同じく上陸と防衛の二段式で組みます。──ただ、やはり急ぎであったため、防衛側にも十じつ本ぽん槍やりの皆さんの力が必要と、そういう事ですね』
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　メアリは、教きよう導どう院いんの橋上からそれを見ていた。

　海が単なる色となり、雲が単なる模様となり、大地が影となり、世界が円弧となり、青の天上が青黒い広がりとなり、

「……！」

　星だ。

　知識では知っていた。本で想像図を見た事もあれば、映像でもその推測の形を何度も見た事がある。その度たびに、幾度となくこの位置に辿たどり着く想像をさせて貰もらった事があるし、英国から外を眺めた時に見える水平線の丸さは、この星が丸いという実感をくれるものだった。

　違う。

　……塊です。

　というのが、それを見た己の感想だった。

　まだ、全てが球体にはならない高度。だが、そうなる事を確信出来る位置で、更に武蔵むさしが速度を上げていく。

　既に、外から届く震えるような音は無い。

　半球が先に見えている。両手を広げて端に届かぬ程の大地のありのまま。

　全天と全地を抱える事が出来るような場所。

　下をゆっくりと流れて行く大地は新大陸だ。

　いずれ三征西班牙トレス・エスパニアが開拓に来ようと言っていた場所を、自分達は東へと越えていく。

　白の模様が流れて行く。

「何と……」

　雲の形が幾つもある。が、それらは繫つながっていた。地上から見る時は、自分のいる地域を覆う傘のようなものと感じていたが、違うのだ。下から見えていた雲は全て、どこの地域のものとも全域に繫がっており、この星の表面を回る気流を、全体で表現しているのだ。

　地上にいては、己の視界で区切って見る事しか出来ない。

　距離を取り、対象から遠ざかる事で、初めて見えて、解わかる事がある。そういう領域に、自分達は黎れい明めい以来、恐らく初めて辿り着きつつある。

　背後でネシンバラが静かに言った。

「宇宙か……」

・武　蔵：『いえ、まだ、神かみ代よの時代に設定されたという高度百キロのラインに到達しておりません。もう少々、御待ち下さい。──以上』

　と、〝武蔵むさし〟が無む造ぞう作さにネシンバラの感想を否定した時だ。

「おい！　あれ！」

　と、屋上で警備についていた長なが岡おかが叫んだ。彼は艦尾側に立ち上がって、

「第二の月がデカいぞ……!!」
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　クリスティーナは、地上武蔵の学長室で机についたまま、忠ただ興おきから送られてきた画像に総毛を震わせていた。

　月だった。二つの月が重なるように映っている。

　だがその月が、酷ひどく鮮明だ。地上から見るのと違い、大気の余計な効果も障害もない視界。

　地上との高度差ゆえか、第二の月が第一の月よりも大きく見える。

　そして、いた。

　本ほん能のう寺じの変へん以後、第二の月が得たリングの中央に、光で出来た天球図のようなものがある。恐らくは回転しているのだろう。それが地上へ最も近い位置に存在している。

　信のぶ長ながだ。

　……これは……。

　第二の月の高度も大きさも、これで正確に割り出せよう。何しろ地上からは半月に見えているが、この位置からは影になっている部分も充分に確認出来るのだ。

「忠興様……」

　月の写真を妻に送ってくるとは風雅な事。その話をどのように聞かせてくれるだろうか。

「──御待ちしておりますよ、無事に帰還される事を」
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　それは、いきなり来た。

　一番に食らったのは、浅あさ間まだった。暗い星空と、眼下に広がる淡い円弧の大地と海、広がる雲を呆ぼう然ぜんと眺めていたところ、

　……え？

　いきなり、巫女みこ服の胸の袷あわせが弾はじけるように割れたのだ。

「きゃあああ！」

「クク、どうしたの浅間！　メンタル世界で揉もんで貰もらったフィードバック!?」

　アデーレが己の手前の虚空を無言で揉み始めたが見なかった事にする。ともあれ、

「違いますよ！　というか、何です!?　いきなり！」

　荷重が消えた。これまで、微かすかな震えと共に下方向への重圧があったが、

　……消えている？

　それはつまり、どういう事かと言えば、

・武　蔵：『地上高百キロに到達。──皆様、第二の月への到達の前提となる試験は通過致しました。おめでとう御座います。これより全艦、通常重力制御下に入ります。──以上』

　気付けば、身体からだが軽い。跳ねてしまいそうで、ようやく歩けるというところだ。艦上や艦内の重力制御は効いているから安全だろうが、これでは戦闘など不可能だろう。

　そんな身軽さの中、昇降口から出てきたメアリが、英国制服の姿で上を見上げた。同じく出てきたミトツダイラも戦闘用のドレスで、頭上を仰ぎ、

「──来ますわね」

　持ってきていた木箱コンテナを降ろしたなり、影が月光を遮った。

　頭上に、巨大な影が走ったのだ。あれは、

「大和やまと……！」
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　来るねえ、と酒さか井いは湯飲みの中の茶がやたら揺れるのを手首で押さえながら呟つぶやいた。

「今が加速を必要とした最高点。ここからは下りで、速度を落とすなら砲撃も前提だ。いい位置をとるならば今の内……、となると、大和は随分と好戦的だねえ、〝武蔵むさし〟さん」

「好戦的な船がお好きでしたら、そのように致しますが？　──以上」

「いや、もう歳としだから、少し落ち着いていた方がいいかなあ、俺おれ」

　そうですか、と〝武蔵〟が頷うなずいた。彼女は直上に滑るように進行してきた大和を見上げ、

「好戦的ではありませんが、防御としては充分に対応致しましょう。──以上」

・武蔵野：『大和近接！　大気緩衝結界が衝突し、境界馴じゆん化か。交戦可能です！　──以上！』

　言葉と同時に、天上に浮かんだ都市級の戦艦から、莫大量の砲火が叩たたき込まれた。
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　羽は柴しばにとって、ここからの流れは何一つとしてミスの出来ないものだった。

　……ここまで、こちらの勝利です！

　重装甲かつ武装を搭載した大和と、基本船殻部を抜いた武蔵が競争したのだ。速度と安定性という意味では大和が勝ったと言っていいだろう。

　だが武蔵も、新型になってからすぐの状態だ。途中で左さ舷げん三番艦が遅れを取り戻した事で急加速を入れたように、これを経験として今後実力を発揮する可能性がある。だが、

「それまでにまた撃沈すればいいんです……！」

　ここからが難しい。極東に戻るまでに決着をつけたいが、砲撃や防御を行えば速度の低下を得る事となるからだ。

　そこで重要となるのが重力だ。これから加速を調整し、地球の重力に捉とらえられたならば、その重力加速を速度に乗せ、差分を砲撃に回す。

　かつて、大おお坂さか湾にて、安あ土づちを天地逆にして武蔵むさしの上に被かぶらせた事があった。その状態から至近の砲撃を撃ち込んだのだが、今はその再現を行う。

　重力が弱いため、実弾は鋭く飛ぶ。軌道を安定させるために流体砲の状態にした一斉砲撃と連射は、地球側を天上とした背面航行の自分達と武蔵の間を、ただ光の破裂で埋めた。

　轟ごう音おんが、しかし被弾においては聞こえない。

　音の無い世界だ。

　だが初弾から連続して撃ち込んだ砲撃が、一度給弾の間を持った時だ。己は見た。眼下の武蔵が無傷である事と、

「全艦防御……！」

　術式砲の一斉砲撃が、カウンターアタックのように跳ね上がってきたのだ。





●






　大和やまとが全面防御を掛けるのを、大おお久く保ぼは橋状艦橋から見上げていた。

　かつて武蔵が安土にやられた事。自分が見るしか出来なかった事を、今度は武蔵がやり返している。その光景は、

　……あの時が、あってこそやな……！

　今、大和が、砲撃を塞ふさがれた状態で防御に専念をしている。

・義　　：『……大和の反撃を封じている？』

　そや、と己は応じた。

・長安定：『攻撃と防御の関係を考えると、大体、攻撃が有利や言うねん。しかしな？　武蔵は大坂湾で大和の砲撃を受けとんのや。つまり、情報はしっかり取れてる。そして防護障壁は、交互重ねをしたり傾けたりする事も出来る。距離さえ合えば力も逃せるんや。

　条件さえ揃そろっておけば、強化の難しい砲撃側より、手を入れられる防御側の方が有利や。

　──これ、大和の攻撃を受けた武蔵は出来るけど、大和は大変やろな』

　それに、と己は付け加えた。

・長安定：『給弾が必要な実体弾の砲門とは違って、術式砲は燃料さえ届けば、砲の過熱以外に連射を止める必要が無いで。あとはここまで加速系から必要とされなかった余剰分で対応したるけど、さて、──どないや？』
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「成程なー」

　と、竹たけ中なかは吐息して腰を上げた。

　空には防護障壁が光り、そこに術式砲の光条が弧を描いて激突する。まるで湧わき上がった鍋の湯に蓋ふたをするようなもので、大気干渉結界の繫つながった現状、こちらの空は打撃音に揺れ続けるしかない。

　大和やまとは戦闘艦だ。このまま防護障壁が破られるとも思えないが、

「〝大和〟、降下状態に入ってますが、ちょっと加速しましょうか」

〝大和〟がこちらに振り向く。彼女は各艦から来ている防護障壁の展開状況を確認し、

「防御は八割展開。現在の余剰分をプールして、主砲からの砲撃を裏から撃ち込む予定ですが、それはどう致します？　──以上」

「武蔵むさしが術式砲を撃ってきたと言う事は、決着に兼かね定さだを使用する事を視野に入れていると、そう思います。ならばこの状態で地味に殴り合っていると、いきなり後ろを取られて兼定を発射される可能性があります。移動し続け、タイミングを取らせないようにしましょう」

「大気干渉結界も剝はがして、外から偏差砲撃しますか？」

　羽は柴しばの問いに、己は頷うなずく。

「そうするのがベストですね。でも、武蔵が逃げるならば、その足止めや攪かく乱らんとして──」

「羽柴様、竹たけ中なか様、皆、準備出来て御座ります」

　Ｔｅｓテスタメント．、と己は頷いた。振り向いた先。十じつ本ぽん槍やりの面々が揃そろっている。

　正式な出場前の集合だ。左さ近こんや可か児にも含め、皆が頷き、こう言った。

「──護まもります、創そう世せい計画を。──最低限でも、全てを護るために！」

　己は、皆と手を打ち合い、見送った。上陸と防衛と、これから忙しくなろう。

「さあ、何処どこのタイミングで仕掛けましょうかね」
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　そして先行した大和を追うように、武蔵も降下軌道に入って加速を入れた。

　二艦は青の円弧に飛び込む動きで、しかし絡む。ベストな軌道を取ろうとする大和に対し、武蔵がその周囲を回り、大気緩衝を触れさせて術式砲撃の弧を叩たたき込む。

　高度が下がる。

　対する大和も砲撃を撃ち込み、武蔵を押しのけるようにしては偏差の連撃を放った。

　すると武蔵が動きを変える。回避運動をもって大和の背後に飛び込んでいく。だが背後を取られぬよう、大和が加速した。距離を取り、後ろに回られるよりも先に先行する。

　明らかなオーバースピードだが武蔵は追撃した。大和が後ろへと捨てるように放った弾幕を上に回避し、八艦を解くように展開、大和の周囲を螺ら旋せん状に絡み、蛇のように回り続けながら光条を連射した。

　対抗する大和の砲台は実弾系で、追尾や誘導の性能に弱い。それを狙ねらって、常に動きながらの砲撃を叩き込む。そして大和が加速した。速度を上げて、しかし武蔵を振り切るつもりはない。八艦がその構成を淡く解き、武蔵とは逆面になるように螺旋の展開を行ったのだ。

　両艦は絡み、流体光を一瞬で数キロに渡って散らしながら、星の周囲を高速で回る。

　音が聞こえる。砲撃の音と大気の鳴動が何もかもに響いていく。そして両艦が、

『────』

　重力障壁を抜刀した。武蔵むさしでは左右一番艦から艦長式自動人形が、大和やまとでは中央前艦の艦橋上から、清きよ正まさが双の王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフにそれを構え、

「……！」

　高速の斬きり合いと打ち合いを連射した。〝浅あさ草くさ〟と〝品しな川がわ〟が絶え間なく斬ざん撃げきを叩たたき込むのに対し、清きよ正まさが同時攻撃で対応する。結果、清正が押される形となったが、彼女は狙ねらいを絞った。同時攻撃を〝浅草〟の一刀に集中し、自分の一本を砕かれながら相手の刃やいばを破砕。返す一撃で〝品川〟の一刀を割り、その軌道で水平撃ちに〝品川〟の艦上を薙なぎ払いに行ったのだ。

　全長十五キロの刃が横薙ぎに加速する。

　品川の側そく舷げんで迎撃したのは、ノリキ達だった。歯を見せた笑みで両の拳こぶしをぶつけた彼の腰、巻いたロープをペルソナ君や御お広ひろ敷しきが全力で後ろに引っ張って加速。来る巨大な刃に対して、高速の下がり打ちで弥生やよいから如月きさらぎ、睦む月つきの三段を叩き込み、更には、

「思わぬ一撃！」

　本人は教きよう導どう院いん前の橋上にいながら、右腕と左腕が品川からぶち込んだ悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシが、重力障壁の刃を砕いて大和に飛んだ。

　当たれば大金星。夫婦愛の応急処置を受けていた宗むね茂しげが期待に拳を握って誾ぎんが半目になる視線の先、大和で対応したのは、羽は柴しばだった。左さ舷げん一番艦への攻撃を中央前艦艦橋上からインターセプトするという至難を成し遂げたのは、迎撃武器が速射型の憤怒の閃撃マスカ・オルジイであった事と、

「そ、その両腕は超危険なので〝大和〟様にマークして頂いていました！」

　という理由であった。そんな彼女の言葉に持ち主が歯を剝むいて本気で悔しがるムーヴを見せるのに呼応して、両腕は持ってきていた大罪武装ロイズモイ・オプロを並べた順に羽柴に向けて発射という雑な荒技を敢行。お互いは、〝傲慢の光臨フオス・ハイペリフアニア〟で強化した〝淫蕩の御身ステイソス・ポルネイア〟を〝虚栄の光臨フオス・ケノドクシア〟で強化した〝拒絶の強欲アスピザ・フイラルジア〟で返し、羽柴の〝嫌気の怠惰アーケデイア・カタスリプシ〟を両腕が〝憤怒の閃撃マスカ・オルジイ〟で対応。返す両腕の〝飽食の一撃フイオゴス・ガストリマルジア〟を羽柴も同じ武装でカウンターする。そして最後の一発、開始とは対称に両腕が放った〝憤怒の閃撃〟を、羽柴がやや出力の弱い〝悲嘆の怠惰〟で相そう殺さいした。

　互角であった。ホライゾンは羽柴に身構え、ネシンバラと〝大和〟の筆談で、

『……その完全対応、ホライゾンと同様に、出来ますね……！』

『じゅ、順番に置いてあるからどう来るか解るんですよ！』

　迂う闊かつであった。武蔵上で皆が視線を逸そらす外、空が青黒く、大気が触れてきた。

　両艦の向きや動きに関係なく、下方に圧迫された大気が熱を持つ。

　高度が下がり、そこで両艦は完全な降下態勢に入った。お互いの打撃戦を止やめ、艦底部を下にして、赤熱の大気を突き切るように水平前進の八艦構成を確保する。

　空に散っていた星々が霞かすみ、眼下で模様のように見えていた雲が、層と重なりと広がりを露あらわにしていく。その下には海があったが、すぐに大地が引き出されてきた。

　両艦が、戻ってきた音の中で告げた。

『当艦は現在、外界の欧州、地ち中ちゆう海かい北岸に到達。このまま東へ降下を継続。終端は極東の同位置、瀬せ戸と内ない海かい北岸付近になると推測されます』

　一息。

『乗員の皆様、──戦闘の準備を御願い致します。──以上』
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　メアリは、教きよう導どう院いんの橋上で、音を聞いていた。

　幾つかの戦闘の響きはあり、今も武蔵むさしは速度と位置取りという意味で大和やまととの戦闘を続けてはいる。

　だが、今、耳に届く戦闘は、自分にも繫つながる大事なものだ。

　やがて生まれる命と、これから決着をする。それは武蔵と大和の戦いであり、武蔵勢と羽は柴しば勢の戦いであり、個人と個人の戦いであり、しかしどれもが、一つの事を求めている。

　救いたいのだ。

「点てん蔵ぞう様」

　己は、目の前に置かれたものを見る。ミトツダイラが彼女の母から預かった木箱コンテナだ。宝箱としてのチェスト。その蓋ふたは開いており、英国から自分宛あての荷物も入っている。

　それを見据え、己は、隣に立つ彼に言った。

「未来から来た子供達は、私達を救いたいと思い、過去において父や母達は運命を救いたいと思い、……私達は、何を救おうとすべきなのでしょうね」

「メアリ殿。──何を救おうなどと、常にそう身構えていたら、大変で御座るよ」

　ただ、と彼が頭を搔かきながら言う。

「……困っている者がいたら助けたいと思う心。まずそれがあれば、と思うので御座る」

「点蔵様にとって、……私は困っていましたか」

「輸送艦が落ちるところに駆けつけてくるのを見て、この御ご仁じんは人の苦難を見捨てられぬで御座ろうな、と思ったで御座るよ。──損をする御仁かと」

　思い出すと赤面ものだ。だが、自分としても言っておく事がある。

「点蔵様、──勘違いの、足りない女を救ってひっぱたかれた方が余程の損です」
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・●　画：『……久しぶりに武蔵に戻ると、大気中に酸素あるレベルでネタに満ちていて、ああ、ここは息が出来るわ、と、そう思うのよね……』

・金マル：『でも何か外にいた時は、それはそれでエキセントリックな合体実況とか来て、刺激の重要性に気付くよね』

・十ＺＯ：『何かソッコでいつもの空気になってるで御座るよ……!?』
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　メアリは、一息を吐いた。うちの〝お父とうさん〟はいつも〝お母かあさん〟を困らせます、と。

　ただ、今、自分は気付いた。三週間前、己は未来の娘と相あい対たいしたが、

「不安だったのですね」

　自分の娘を名乗り、確かにそうだと思えた存在。

　彼女は、将来、こちらがいなくなってしまう事を体験していた。それは事実で、彼女の記憶からは消し去れないものだ。だからそうならないよう、こちらを止めに来た。

　ならば自分は、どうすべきだったのか。

「戦って、単に強弱や正しさを示すのでは、駄目なのですね」

　どんなに力があっても、単なる強さや正しさでは、覆くつがえされる事もある。ならば、

「私達は大丈夫だと伝え、点てん蔵ぞう様の気遣いを知らせねばいけなかったのですね」

　鈴すずの知覚では、大和やまとの各所に十じつ本ぽん槍やりの数名が配置されている。

　防衛のためという予測があるが、きっとそれらの〝子〟達は、以前の戦闘で、こちらに伝えるべきは伝えたと、そう思っているのだろう。

　加藤・清きよ正まさも、防衛のため、大和に配置されているのを先程見た。

　彼女の言葉は聞いた。点蔵はあれからいろいろ考えていて、思うところがあるようだ。

　ならば自分達は答えるべきだ。

「武蔵むさしと、大和」

　その勝敗を通し、結論を見せねばならない。全てを知り、考えた上で完全な決着を作り、

「──この答えでいいのだと、あの子達を救いに行きましょう」

　言って、自分は箱の中に手を伸ばした。そこにて摑つかみ、引き上げるのは、

「王賜剣二型ＥＸ．カリバーン……！」

　妹が送ってきたのは、英国の要かなめと言える神格武装だった。
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　メアリの視線の先。王賜剣二型が立つように浮いている。光を帯び、それを強くしていく。

　……準備は充分ですね。

　己は聖剣の流体光を見据え、息を吸った。

　かつてとは違い、王賜剣二型がこちらを主人の一人と認めている。己が英国にとって大事な存在だから、その身を護ろうとしているのだろう。

　だが違う。

「王賜剣二型ＥＸ．カリバーン。──私の望む力を、御願い致します」

　横。点てん蔵ぞうが、今回は手助けをせずにただ頷うなずいてくれた。だからいけます、そんな自信をもって笑みを返し、自分は両の手を刃やいばの内側へ、光の中へと送り込んだ。すると、

　……あります。

　英国に預けた破片。意味はないだろうと思っていたが、摑つかみ、確保し、

「……！」

　両の腕と身体からだの膂りよ力りよくで、己はそれを引き抜いた。

「王賜剣一型!!」

　流体光と軌跡が、王賜剣二型を裂くように走り、そして己が手元に力が来た。

　振り上げ、掲げるのは、以前と変わらぬ大剣だ。

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　己は流体光を零こぼし、水のようにそれを散らす剣を眼前に掲げた。一息を入れ、

「英国を救うためならば、幾度となく、蘇よみがえる。──それゆえの護まもりの力です」

　ならば決まりだ。次代の英国が不安を抱いている。自分達が出来る事は、集合のために寄せてきた輸送艦に、皆で乗り込み、

「──困っている者がいたら、助けましょう。点蔵様」
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　大和やまと中央前艦、その艦橋上で防衛の打ち合わせを竹たけ中なか達と行っていた清きよ正まさは、ふと、それに気付いた。手の中で、王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフの両の刃が震え、青い流体光を帯びているのだ。

「清正さん。それって……」

　共鳴現象だ。この近くに、王賜剣エクスカリバーとされる刃が存在する。それはつまり、

「王賜剣が、……復活したのですか」

　竹中がえろパックを用意する手前、だが何故なぜ、と清正は思った。もしもそうであるならば自分も上陸組に参加すれば良かったかと、そうも考えたが、

　……いえ、王賜剣一型は、私の王賜剣三型で破っているのです。

　敵ではない。もしも二型が出てきても、同様だろう。自分の王賜剣三型は、一型と二型の合成だ。己の聖剣となった時点で、威力に劣る部分はない。

　では何故、という疑問を思い、己は武蔵むさしへと視線を向けた。
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「よーし！」

　とトーリは全裸で言って、皆の集合を見た。

　場所は全ての中心として武蔵むさし野の艦橋上だ。

　教きよう導どう院いん前の橋上では総員が集められない。ゆえに本格的な戦闘前に、輸送艦でここに戦士団も含めて集合とした。

　戦う連中を送り出す。その意味で、既に戦いを終えた者達も集まっている。

　無理を言って自ら出てきたのは立たち花ばな夫妻だ。自らの手で、とはいえ、首の負傷は今、術式で安定させられている。だがそれを除けば、彼らはちゃんと戦う装備だ。

　何のための時間か、間違えている者はいない。

　左さ舷げんに大和やまとの艦影を見ながら、お互いは視線を合わせた。その上で己は、

「とりあえずここで集合すっけど、こんな高いところ上がるの面倒だから、後は教導院前の橋上な。何かあったらそこって事で、まあいつも通りだ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と皆が応じる。

　……元気じゃねえか。

　俺おれ、とりあえず昨日きのうに死んだばっかなんだけどな、と思うが、よく考えたらコイツらに快気祝いの言葉を一言も貰もらってないような……。まあいい。隠れた人気はあるんだ。その筈はずだ。

「さて、──世界賭かけた親子喧げん嘩か担ってる部分あるけど、とりあえずリベンジ。挑戦者で行こうぜ俺達」

　言うと、点てん蔵ぞうが頷うなずいた。

「初心忘るべからず、で御座るな。勝って幸せな家庭で御座るよ」

「オメエんとこはオメエ一人が家庭崩壊の原因な気がすんだけど、どうよ？」

「て、点蔵様は家庭の大事な中心です……！」

　ややあってから、皆がまばらな拍手をした。メアリがあちこちに頭を下げる一方、ナルゼが半目で魔術陣マギノフイグーアを出す。

「……あ、まだ武蔵むさし内の通神帯ネツトがちゃんと設定されてないのね。浅あさ間ま、早めに調整」

「何をしようとして御座るかな──？」

　と、こちらの横、どこからか出した座ざ布ぶ団とんに座ったホライゾンが、湯飲みの茶を口に当てて一息を入れた。

「ま、一回負けてるから、ここで負けても気が楽でいいですね。……リラックス！」

「あの、ホライゾン？　負けてリラックスじゃなくて、緊張せず戦闘に臨む感じで……」

「フフ、まあいいわ。愚弟、後ろで笑って応援してるから、寒くないよう頑張るのよ」

　と、前側で酒さか井いの応対をしていた〝武蔵〟が振り返った。

「──とはいえ現在、当艦は対流圏と成層圏の界面付近にあり、外気温はマイナス七十度前後と判断出来ます。──以上」

　Ｊｕｄ．、と納得の頷きを見せたのは正まさ純ずみだった。酷ひどく考え込んだ顔を作ると、

「マイナスだけに、敵をまあいなすと、そういう事か……」

「今何か言った？　あァ？」

「ガッちゃん、落ち着こう。そろそろ装備の用意もしたいし」

「ですわね」

　というミトツダイラが鼻を動かした。

「大和やまと遠いのに匂におい解わかんの？」

「──大和くらいの巨大艦だと、何か動作する時は各部の開閉から油など匂いますのよ？　今のは鉄の匂いですから、出撃が近いんですわ」

「だとすると、向こうもそろそろ、ってところか」

　よし、と己は頷うなずいた。皆を見渡し、何か上手うまい事を言おうと、ポーズをとった。

　その瞬間。ホライゾンが叫んだ。

「──ハジマリハジマリイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ！」

　いやもう始まってんだけどさ。





●






　大和では、平ひら野のが左さ舷げん三番艦のマスト上に剣矢発射の完全装備で控え、清きよ正まさが中央前艦艦橋に位置を確定。その足下ともいえる艦首には小こ六ろくが玄げん武ぶを両腕展開状態で立った。もしも武蔵むさし側から強力な攻撃が来ても、それは片かた桐ぎりが百ひやく紋もん検けん知ちで察知の後、平野がその発射をインターセプトし、王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフと過か多た突つきの重力打撃で止める。

　そういう防衛の構えだった。

　大和を追う武蔵では、浅あさ間まが右う舷げん三番艦のマスト上に急ぎ、直なお政まさが奥おく多た摩ま艦尾に補修を終えた朱雀すざくを立たせる一方、二ふた代よとミトツダイラが、敵の上陸に備える構えを取っていた。

　一方、眼下には雲が満ち、そこへと飛び込もうという直前。大和中央艦艦尾から、剝はがれるように二機の大型機殻箒シヤーレベーゼンが離脱。大和への上陸隊を援護する白姫ヴアイス・フユルステインと黒姫シユヴアルツ・フユルステインが、追ってくる武蔵の陽動と牽けん制せいのために発進したのだ。

　応じ、武蔵からの二機の機殻箒が出撃した。白后ヴアイスケーニギンと黒后シユヴアルツケーニギンと呼ばれる機体が、二人の姫を迎撃するために宙に身を躍らせ、共に加速を開始する。

　戦闘の第二幕が始まったのだ。





●






　交戦の意味を、嘉よし明あきは思案していた。

　母達は再起してきた。その事については先程安治アンジーとも言葉を交わし、母達は、力を得るごとにこうしてくるのだと、そう思ったのだった。だが、だとすれば、

　……二人に対して、前の戦いで私達が思い、伝えた事は無駄だったのかしら。

　解らず屋、という言葉が心の底に生まれ、苛いら立だちも少し感じる。参ったわ。以前、あれだけ護まもろうと、大事にしようと思っていたのに、今、その思いが通じない事に苛いら立だっている。自分達はフラれたのだろうか。それとも愛あい想そをつかされた？　でなければ元から相手にされていなかった？　と、ネガティブな事を思った時だ。

「キメちゃん」

　安治アンジーが言った。

「前は、言いに行ったんだから、──今度は聞きに行こうよ」

　その一言で、心の悪い熱が冷めた。今、自分達は追ってくる武蔵から飛び立った二つの加速光に向かって行っているが、

　……そうね。

　母に以前も問うて、答えが得られなかったものがある。

　何故なぜ、自分達を捨てたのか。あの時、確かに〝花園アヴアロン〟に入れる人員は限られていたが、何故、別れる事を選んだのか。

　答えは無いだろう。当然だ。あの母と、この母は違う。圧倒的な敗北を経験していない。

　だからこそ、聞いてみたい。

「何故、抗あらがうの」

　呟つぶやきと共に、己は加速の一つへと、導かれるように接敵した。

　戦闘を開始する。
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　ナルゼは勝敗のラインを武蔵むさしの勝利にあると設定していた。何しろこっちはパワーはあっても旧式。操縦技術と仕込みでどれだけ戦えるかは正直謎なぞだ。だからまず行うべきは、囮おとりとなって白姫ヴアイス・フユルステインと黒姫シユヴアルツ・フユルステインの二機を武蔵から引き離す事だった。

　無論、それによって自分達が武蔵むさしに帰投出来なくなってはいけない。

　武蔵むさし野の艦橋から設定された帰投臨界点は、武蔵の周囲、半径二十キロ程。ここから離れると大気緩衝も武蔵側のピンポイントな重力制御も利かなくなる。

　……リアル欧州に置いて行かれたら、戻るのなんて不可能ねえ。

　次のイベントまでに戻れればいいけど、などと思ってみるが、状況は難しい。

　こちらに飛んで来たのは黒姫だが、やはり速度で負けるのだ。操作性でもこちらが劣るとなれば、勝つのは技術の部分だろう。だが前回、こっちの技術に対しても、向こうの未来パワーが超えて来た。卑ひ怯きようという他はない。正直、白嬢ヴアイスフローレンのパーツを集めながら思ったものだ。ここで三型が出てくるべきじゃないかしら、と。だが、ちょっと問うて見ると、

「そっちの黒姫とかいうの！　こっちの〝見下し魔山エーデル・ブロツケン〟ではどういう扱いなの!?」

「こっちのとそっちので試験競争みたいなのしてるって聞いたよ……！」

　という事は、この前自分達が撃墜された事で〝嬢〟の開発はストップかしら。

　……アチャー。

　因果応報、という意味は合っていたろうか。だがこうなると、速度は駄目、操作は駄目、技術も駄目、ついでに新型も駄目。駄目駄目尽くしで笑えてくるが、

「ナルゼママ！」

　……おおう。

　その呼び方、凄すごくぞくぞくするわ。私がママならマルゴットはナイトママ？　素敵だわ！

「──まだ、やるの!?」

　問われ、考えた。今、自分はかなり追い込まれているに違いない。父や母達の事を知り、白后を受け継いで皆と合流してテンション上がっているが、実際はピンチなのだ。だけど、

「このくらいの追い込まれ、魔女テクノヘクセンの歴史の中ではよくあった事よ」

　無論、彼女達が聞きたい答えはこれではないだろう。〝この子〟達だって、未来の世界においては追い込まれたのだ。自分達以上にピンチだったと言えるかもしれない。だけど、

「聞きたい答えを知る方法は二つあるわ」

　一つ。

「頭を下げる事」

　もう一つは、

「相手に己を認めさせる事よ。──勝利はその手段の一つ。他は、どうかしらね」

　言って、己は覚悟を決めた。無駄な加速を緩め、至近からの空戦に入るのだ。





●






　左の空でナルゼが空中戦を開始したのを見て、ナイトもそれに続いた。

　高速で空を斜め落ちに切っていく大和やまとと、それを追う武蔵むさしの横、轟ごう音おんを背後に置き捨て、自分達も空戦をスタートする。

　……だけど向こうが随分と無茶するからなあ。

　機体の特性というものだ。重力制御で、飛行するというよりも移動する。垂直の軌道変更などお手のものだ。

　だが幾つかの苦手があるのは確かだ。

　一つは、操縦者への身体からだの負担となる軌道。

　もう一つは、発生する空気抵抗を受けてしまう軌道だ。

　前者は不可避の問題だ。操縦者の身体機能などに対し、操縦者本人の加護や術式で対応しているが、それ以上のものを機体側では用意出来ていない。とはいえ、自分自身についてはどうにかするのが魔女テクノヘクセンだし、この部分を機体でクリアするならば、もはや機殻箒シヤーレベーゼンではない、別のものになるだろう。

　後者は、加速板の多くを偏向し、機体自体がしなるようにもしているようだが、やはり無理のある軌道は存在する。

　つまり彼女達が苦手なのは、こうだ。直線軌道からの、

　……ガっちゃんの描画術式による誘導で──。

　垂直側の後ろ方向に、跳ね上がるのだ。





●






　母の機体が、自分の後ろへとホップしたのを安あん治じは見た。

　……は!?

　おかしい、と思ったのは、母達の機体は重力制御も持たず、偏向加速器で飛ひ翔しようするタイプの旧式だからだ。ついでにいうと、今の動きは垂直軌道への変更よりも無茶が入っていたのに酷ひどく軽く、自分達ですら至難と思えるものだった。それを為なしたのは、

「ナルゼママの描画術式！」

　白魔術ヴアイステクノによるプラス術式で導きの線を描き、そこに自分達を乗せる。加速でも重力でもない。強いて言うなら〝動画〟として母は移動したのだ。これは以前にも見た事があったが、ここまで移動手段として明確にはしてこなかった。そして気付けば、

　……後ろ！

　母がこちらの後ろへと後方一回転で位置づけしている。

「────」

　相手の動きは見た。次は対応出来る。そう思い、己は加速した。前へと身を弾はじき、わざと追われる構図を作った上で、

「そこ……！」

　重力制御で機体を〝移動〟させる。位置は母の背後、先程のホップを行われても手前で落ちる程に後ろへと回り込む。すると、

「やるねえ……！」

　母がまた位置を変えた。上ではない。後ろだが、左だ。機首を上げ気味に軽くホップした全体が、こちらの左に並んで来た。身体からだを起こして機首を引き上げる母の笑みが見えて、

「ちょっと遊ぼうか」

　言葉に頷うなずいたと同時に、お互いの機体が空中を跳ねた。

　位置の取り合いを開始したのだ。





●






　鈴すずは、大気の飛沫しぶきを知覚した。

　両艦の間。空中に波のようなものを仮定して跳ね、それによる速度制御で位置を取り合う魔女テクノヘクセンがいる。これまでのように空を切る軌道ではない。長く美しくはないが、短く激しく、機首を上げて跳ねて後ろを取り合い、気付けば一気に加速して引き離し合う。

　ナイトとナルゼのこれは、魔術テクノマギだ。ナルゼが作った誘導術式は、恐らくお互い三枚。上後ろ方向と、左右方向への誘導術式。つまり上と左右だけの移動だが、この三つに対し、持ち前の操縦技術で傾きや速度の操作を入れ、ほぼ全方向へのホップが出来るようにする。

　跳ねる跳ねる。時たまに後ろに回らず、前に飛ぶ時もある。

　水面に石を投げて跳ねさせるのに似ている。何処どこへ飛ぶか解わからない動きは、高出力で万全な動きをするものの、大型機である二人の娘には追随を至難とさせるものだろう。

　だが娘は、母に遅れなかった。

　……凄すごい。

　初めは距離を離され、後ろを取られたものの、今は機体を密度高く圧縮し、母二人と同じように宙を跳ね、追いかけ合う。まるで子犬が、母犬と駆け回って遊んでいるようだ。

　母犬もしかし、本気で逃げて見失わせる事なく、

「そうだね……」

　距離を離さない。そういう戦いを、ナイトとナルゼは選んだのだ。





●






　凄いわ、というのが母達への感想だった。

　こちらの白姫ヴアイス・フユルステインと黒姫シユヴアルツ・フユルステインは、ありとあらゆる性能で母達の機体を上回る代しろ物ものだ。だが、だからこそ母達よりも誇張されるこちらの弱点に対し、どう突くかを叶かなえて来た。

　上回れないならばどうするかを、発想と技術で超えて来る。ならばこちらも、

「そういう貴女あなた達の子として、果たすわ……！」

　加速器に要求する動作を打ち込み、駆動させ、行って最適化させ、追随を可能とし、更にはそこから思案する。

　……何故なぜ、この動作をママ達は選んだの……!?

　攪かく乱らんのためではない。勝利のためだ。こちらに勝つ事を思案して二人はこうした。

　ああそうだ。何故まだ戦うのかと問うたばかりだが、答えの一つは明確なのだ。

　自分達の母は、勝つ人なのだ。だから、

「うん」

　記憶の中にある母達は、常に格好良くて、憧あこがれだったのだ。

　そんな二人に「まだ子供ね」と言われるのは子供ながらに誇らしく、

「マーマ！」

　叫んだ瞬間。母が来た。ホップし、空中で機体ごと一回転し、

　……こちらへ──。

　体当たりだった。





●






　恐らく、娘二人も試してない事がある、というところで、皆の意見の一致を見たものがある。

　それが、大範囲にわたる攻撃を受けた際の、回避反応だ。

　あの機体は、小型の弾丸については各部をスライドさせて弾丸を通過させる。

　だが、機体を押し潰つぶす程の一発を食らう時、どのような反応をするのか。地上ではテストがあったかもしれないが、こんな高速域の中ではしていないだろう。

　艦の主砲クラス。それが当てられればいいが、難しい。

　ならば誘導だ。

　機体を小柄にまとめる方に誘導し、当てる。

　そこで決着がつくなら良し。もしその段階で当てる事が出来なくても、機体を密集させるという事は、分離回避が至難になるという事だ。

　だったら、即座に当てに行く。当たればどうなるか。弾はじかれるかもしれないが、相手の挙動は乱せるだろう。こちらに対する警戒心を強く出来れば、それで充分だとも言える。

　自分達の勝利ラインは、武蔵むさしの勝利なのだ。

　この反則機体を武蔵に近づけぬため、自分達が警戒の壁となるなら充分意味がある。

　直接的な勝利を得られればベスト、そうでなくても武蔵勢としての勝ちに繫つながれば良い。

　だが使う武装はどうするか。

　砲弾が無理なら自分がある。まずは自らチャレンジ。その事を言うと馬鹿が笑った。

「戻って来れねえような事はすんなよ？」

「三週間もイベント出てないと死ぬわ。戻らない筈はず無いでしょ」

　そのつもりで、出撃した。そして、

「……！」

　白と黒の魔女テクノヘクセンが、旧機体ごと激突を望んだ。

　全身と機体全てで、当たりに行ったのだ。





●






　嘉よし明あきは見た。母が背からこちらに飛び込んでくるのを、だ。

　……無茶な……！

　体当たり。だが自爆狙ねらいではないのは解わかる。宙で身を機体ごと一回転させ、激突は機殻箒シヤーレベーゼンから始まる軌道を組んでいるのだ。

　そして思い至るのは、ここまでの母達のホップの連続だ。あれはこちらを攪かく乱らんし、背後をとるための挙動でもあったが、

　……この一瞬の動きとタイミングを取る練習……!?

　恐らくはそうだろう。実戦とアドリブに強い母達が、戦場に来る前に仕込んで来た戦術だ。多重の狙いの中、こちらが凌しのいだからこそここまでの事をしてきた。

　何もかもを使い尽くしてでも勝とうというのだ。

「ナルゼママ……」

　自分は呟つぶやき問うた。激突の瞬間に備えて身を縮めた母の一人に対し、

「──何故なぜ、そこまでして、勝とうとするの？」

　答えより先に、結果が見えた。白姫左主翼の基部に、母の機体が底部から激突したのだ。





●






　ナイトの視界で、黒の色が避けた。

　激突先にあった漆しつ黒こくの加速板が散り、波打って散開したのだ。

　……マジ!?

　思ったのは、それがまるで被弾したかのような展開だったからだ。

　左主翼を中心に、黒姫シユヴアルツ・フユルステインが二つに裂けた。穴が開き、前後に割れ、散って裂け、しかしこれは被害ではない。機体の自律反応が生んだ最適の〝回避〟なのだ。

　機体を両断してなお無事を願う。この機体の製作者達は、一体、どれ程の危険と絶望を最大限に捉とらえていたのだろうか。

　娘達の置かれた状況を思う事で、ナイトは今更ながらに痛感した。

　この相手が、どれだけ自分達を思っているかを、だ。

　こんな機体が生じる未来に、母たる自分達を送りたくない。そういう事だ。

　ああ、と思いながら、しかし己の身は黒姫シユヴアルツ・フユルステインを〝貫通〟した。機体を両断する回避をもって、こちらの激突すら通じなかったのだ。だが己は声を上げる。

「ガっちゃん!!」

　そして自分の視界は捉とらえた。正面。遠い位置で、同じ事をした相方がいる。

　自分達は、もはや動くだけだ。機体を両断した白と黒に対し、誘導も何も必要なくこちらが取れる動作は一つ。砲撃姿勢を構え、遠くに見える相手の両断に対し、

「Herlich!!」

　即応の一撃を撃ち込んだ。





●






　機体を割る程の大回避が行われる。その可能性は考慮されていた。

　だから、そこから先をナルゼが発案した。両断した機体の内、本体に当たる方を、これまで相手にしてなかった側から砲撃しましょう、と。

　認識外からの一撃を、大回避途中の機体にぶち当てる。

　だがこれがかわされたら、どうするか。その際は、

「砲撃の反動で本来の相手に向け、もう一撃、それでいいわ」

　そこまでを用意しての攻撃の実行と、お互いのシンクロだった。そして交差した二発が、流体光を空に弾はじいた。

　白姫ヴアイス・フユルステインと黒姫に直撃する。





●






　当たった、という事実をナルゼは音と衝撃で確認した。

　散った流体光の色は過熱の朱あけ色いろで、白姫は二つに分かたれたままだった。

　直撃したのだ。だが己は一つの形をそこに認識した。

　盾だ。

　……は？

　白姫上に立ち上がった金髪の白魔女ヴアイスヘクセンが、巨大な盾を振り返る右手に構えていた。

　割った白姫の左主翼。それを構成していた加速器が、逆三角形に近い形状の大盾となっていた。その形は、旧白姫の形に似ており、そして持ち主がこちらを見据えた。

「二型の構成は自由に変えられるわ。その中には一型の構成パターンもあり、加速器を多量に脱落した場合は、一型のように使用する事も可能。だから──」

　白魔女ヴアイスヘクセンが振った左手には魔術陣マギノフイグーア。それが弾はじけるなり、背後で変形が生じた。

　分割し、割った白姫ヴアイス・フユルステイン二型の胴体部と右主翼が、長く太い形状を構成していき、

「──一型砲撃状態改」

　言葉と共に、至近距離からの打撃が来た。

　対艦砲撃。その音と破裂が、盾にした白后ヴアイスケーニギンを直撃し、

「……っ！」

　自分達は、衝撃音とともに夜の虚空に吹き飛ばされた。

　脱落したのだ。





●






　鈴すずは声を上げていた。

「止まって!!」

「無理です鈴様！　──以上！」

〝武蔵むさし野の〟の反応は解わかる。今、武蔵むさしは、確かに降下中で速度を落としつつあった。が、大和やまとが先行している以上、追わねばならないのだ。

　止まる事は出来ない。だが、ナイトとナルゼの反応が武蔵の知覚から消えていく。半径五十キロ圏内まで伸ばした知覚範囲の外に、二人の反応が落ちていく。

　……誰だれか……。

　二人を、と思った時だ。ナイトとナルゼ程ではないが、知覚の外に落ちていく者がいた。

　魔女テクノヘクセンだ。羽は柴しば勢。ナイトとナルゼの子を名乗った二人が、自分達の加速を止めている。

　何故なぜ。

　ただ知覚の中、彼女達は後ろを向いていた。自分達の落とした母達が、彼方かなたに消えたのを見送るように見えたが、違う。速度を上げてついてこないならば、この二人は、

「待っている、の……？」
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「アンジー!!」

「解ってる……！」

　嘉よし明あきは頷うなずいた。安治アンジーが大和と武蔵を追って行かない事に安あん堵どし、そして白姫を本来の形に組み直して息を吐ついた。

　撃墜した、とは思っていない。何故なら、

「そうね」

　母達の所有していた機体は、恐らく、彼女達の親のもの。自分達にとっては祖父母にあたる人達から受け継いだ一品だろう。〝見下し魔山エーデル・ブロツケン〟から下ろされた所有者の記録に、母達の名に似た名前が載っていたのだ。

　ならばあれもまた、自分達と同様に、母達が、受け継いだものなのだ。だから、

「落ちないで……」

　自分達は、母達がいたからこそ作られた白姫と黒姫を頂いた。その機体が限界まで使用された時、〝見下し魔山〟が二型を寄越してきたが、そこには母達の協力が必要だった筈はずだ。

　離れていても、滅びに向かっていても、母達は自分達を忘れなかった。

　ならばきっと、母達においても、これは同じだ。

　受け継ぎと言う魔女テクノヘクセンの連綿の中に、母達だけがいなかった筈も無い。その証拠に、

「キメちゃん、……見た？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と己は頷うなずいた。自分が母を穿うがつ時、その瞬間に光が見えたのだ。

　防護障壁だった。
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　アレは何だろうね、と安あん治じは首を傾かしげた。

　出現した防護障壁は、武蔵むさしのものではない。携帯式の、個人用の術式のものかとも思うが、だとすれば母達が無防備に食らい過ぎだ。

　ならば、あれは一体、誰だれが射出したのだろうか。あり得る可能性としては、

「あの機殻箒シヤーレベーゼン……？」

「諸元表を見たけど、そんな機能は無かったわ」

　嘉よし明あきが言うならその通りなのだろう。だから何だか解わからないが、

「二人とも、無事ではある筈、だから、──御願い」

　嘉明が言った。

「私達が今、気付いたものが、……本当なのかどうか、見せて」
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「いやあ、参った参った」

　と、マルゴットが合流してくるのをナルゼは待った。

　正直、何で無事かよく解らん。砲撃を直じかで食らったと思ったが、この機殻箒、実は超頑丈なんじゃないかと、そんな事を思いもする。だが、

「武蔵、先に行っちゃったわねえ」

「アー、あれもう追いつかないパターン。極東まで歩いて戻る距離じゃないわよね」

「──高い山の頂上に降りて、救難を呼びつつ待つんだったっけ」

　じゃあそこで生活ね、と苦笑が漏れた。肩をすくめ、

「──あの子達を産めないじゃない」

「おお、ガっちゃんやる気だねえ」

　いやいやまあまあ、と言って、ふと、一息ついた。夜の中、遠くへと去って、下っていく武蔵むさしと大和やまとの加速光を見て、

「──あーあ、そういうダルで、何か諦あきらめながら、でも最低限の幸せは確保出来てるような生き方というか、終わり方って、ありだと思うのよ。だけど──」

　来ている。お互いの右、傍らに、魔術陣マギノフイグーアが出ているのだ。

〝見下し魔山エーデル・ブロツケン〟。一体、今更何かと思えば、

『御客様！』

　通信だ。ひょっとして極東からここまで、となると、恐らく武蔵を経由してだろう。ただ酷ひどく雑音が乗り、掠かすれた女性の声が届いてくる。

『御客様！　〝令嬢〟シリーズのテスターだったナルゼ様とナイト様と照合します！』

『ええそうよ。それが何？　新型でもくれるの？』

『いえ、それとは違いまして……』

　じゃあ何、というか、救難を申し込んだ方がいい、とマルゴットが手て捌さばきを送ってくる。

　……ああ、コレ、テスターには遭難者救助システムみたいなのがあって、つまり保障してくれると、そういう事かしら。

　何だ残念、と思っていると、確かにそのような手続きが来る。

　正規の救難要請だ。テスターを失うよりも、育生にかかる費用と手間の方が大事、という事は、〝見下し魔山〟は意外とブラックじゃないというか、白魔術ヴアイステクノありだから白ホワイトか。違うか。

　ともあれ救難要請の指示書が来て、マルゴットと二人で〝確認〟を押そうと、そう思った時だった。

『どうも有り難う御座います。ただ、お二人に再確認致します。──今、お二人が使用されている機殻箒シヤーレベーゼンは〝白后・黒后〟の二機ですね？　──その機体で、自力生還を致しますか？』

　無理だわー、と即座に思った。いくら何でも燃料が足りない。武蔵も既に遠いのだ。

『自力、無理でしょう？　いくら何でも』

　と言った時だった。向こうが平然とした口調でこう言った。

『──何故なぜです』
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　ナルゼが何か言おうとするのを、ナイトは止めた。何かがおかしいと、そう思ったのだ。

　それはナルゼも、一呼吸の間に感じたらしく。こちらに促しの会釈を送る。なので自分が、

『〝白后〟と〝黒后〟で帰るには、どうしたら最適だと思う？』

『はい、そのまま、自動巡航システムを起動して下さい』

　ナルゼが即座に首を横に振った。そんなものは無い。自分も確かめているが、無い。

　だが、不意に向こうが、慌てた声を一つ放った。

『あ、──申し訳御座いません。御客様。〝白后〟〝黒后〟、引き継ぎ手続きが完了していませんでした。緊急防御用に防護障壁の射出記録があったため、勘違いをしておりました。だとすれば急ぎ正式な手続きを致します。──そして御客様、ここから手順を説明致します』

　それは、

『御客様の機体〝白后〟〝黒后〟には、未使用状態で位相空間に格納されているバージョンアップ装備が存在しています。通常手順でその召喚を御願い致します。現在、登録手順を進行しており、──ああ！　そっち急いで！　急ぎ!!　うちの方のテスターなのよ!!　早く!!』

　現場の声が聞こえる。こちらの担当だけではなく、背後にいた複数の気配が動き、わあ、と歓声に似た音を立てて行く。そして、

『御客様、お待たせ致しました。〝白后〟〝黒后〟ともに急ぎではありますが、〝白嬢ヴアイスフローレン〟〝黒嬢シユヴアルツフローレン〟からの引き継ぎ動作を奏塡インストールしたアップデートをそちらに送ります。今回、不手際のサービスとして、魔女服の新型を一式追加。──召喚を御願い致します！』

『……私達の機殻箒シヤーレベーゼンの名は？』

『──〝白嬢・后ケーニギン〟〝黒嬢・后ケーニギン〟。そのように御扱い下さい』

　では、と相手が行った。

『ヴァイスミュラーの姓、ニクラスとマルガレータの良き娘。

　シュヴァルツマンの姓、レオンとマルグレートの良き娘。

　彼らは良き魔女であり、魔術師でした。彼らの空を継ぎなさい〝双嬢ツヴアイフローレン〟。

　──Nema』
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　二人は宙で額を合わせた。傍らで承認の印を押した魔術陣マギノフイグーアが砕けていくのに合わせ、

「──Verwandlung装境換！」

　直後。金属音と共に、魔女としての装備が、彼女達の背後に召喚された。

　ナルゼが黒の翼を開き、

「白嬢・后……!!」

　ナイトが金の翼を開き、

「黒嬢・后……!!」

　叫びと共に射出されるのは巨大な棺かん桶おけだった。全高十メートルを超えるサイズ。それが勢いよく内圧から開いた瞬間。莫大量の装備が展開した。

　ナルゼが白、ナイトが黒。弾はじける流体光を散らす装備の機軸はそれぞれが持つ木き箒ぼうきとペン。

　二人の手にある二つの道具は、埋め込まれた石に黄光を点滅させ、警告音を鳴らしながら、

『割当空間展開中・皆様お気を付け下さい』

　と、言葉が走る間に魔女テクノヘクセンの衣装が交換された。既に着ているものが左右と上下から解ほどかれるように分解、背後から包み込む翼のように来るのは白と黒の二色だ。

　肌を見せるのは一瞬。包みゆく。要所を絞り、ベルトを巻き、裾を翻し、補助翼としてのスカートに展開装甲を配置していく。

　各パーツには、〝見下し魔山エーデル・ブロツケン〟のエンブレムと、白嬢、黒嬢の文字が踊る。だがここまではこれまでにもあったものだ。だが、そこからが違った。既に機殻箒シヤーレベーゼンは表に出ているが、

「え……!?」

　スカートを覆うように、重装甲とも言える三枚の加速翼が左右に走った。駆動系や展開レールを備えたそれは、現在はスカート状だが、完全展開すれば五メートル程の翼となる筈はずだ。

　そして展開装甲の先に、加速器の塊がついた。

　数は四つ。片翼に見えるそれは己の背後、やや下側に配置され、自らを空に振る。

「ちょっと、コレ、……何処どこまでトバす気かな……？」

　ナイトが口を横に開いて言う通りだった。現在、加速系の数と大きさでは、既に白嬢や黒嬢の二型に対し、その八倍近いものとなっているのだ。

　それだけではなかった。

　呆ぼう然ぜんと振り仰ぐ両者の視界の中。巨大な棺かん桶おけからそれが射出された。

　タワー型の超大型加速系。長さは七メートルを下らないものが二本。それはこちらの両肩に射出された接続用の制御アームに、まるで落ちるように接続された。

　直後。自分達の全装備の周囲に射出された四角のボルトが、全てのパーツを固定させていく。

　あとは一瞬の連続だった。

　二人の身体からだを黒と白の魔女衣装が完全に包み、ナイトには黒の三角帽子、ナルゼは白のボンネットが追加された。

　更にはお互いの手持ちの道具に、専用の強化機殻がボルトの結合で合致する。

　白と黒の流体光が金属音とともに宙と接合部を走り、全てが成立した。

　金翼のナイトは、黒魔術師として、手には細い船のような木き箒ぼうきを携え。

　黒翼のナルゼは、白魔術師として、手には長い槍やりのようなペンを携え。

　二人の魔女は顔を見合わせると、己の脚よりも長いスカートを振り回し、花飾りにも似た四つの加速器を背の後ろに展開。その上で、肩に背負った超高層シェイプのツインタワーを前に向け、両側のスカートを長大な翼に変形させながら、

「──うん！」

　お互いの武装にまたがった。その時には既に双の視線は空を見て、

「速度を描きなさい白嬢ヴアイスフローレン！」

「加速するよ黒嬢シユヴアルツフローレン!!」

　二人は一瞬で跳ね飛んだ。受け継ぎの力に、自分のものを足して疾駆した。
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「アンジー！」

　嘉よし明あきは声を上げた。すると安治アンジーが頷うなずくのは、やはり彼女にも見えているのだ。

　遠くから来る莫大な加速光。自分達とは違う旧式の光だが、その強さが今までと違う。

　……ああ。

　視界が歪ゆがむ。だが泣くな。終わりまで泣くな。今度はそうするのだ。

　もう後ろを見る必要は無い。

　前を見る。向く。白姫ヴアイス・フユルステインを全力でスタートさせる。だが、

「遅いわよ」

「わあい。お先──！」

　白と黒の巨大なタワーとスカートが、自分達の横を突き抜けていった。
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・金マル：『ガッちゃん！　超オーバーシュートしたよ！』

・●　画：『いやあ、コレ、どうしたもんかしら、ってか、燃費の事考えていい？』

・金マル：『考えると死ぬから生きよう！　とりあえず武蔵むさしの方まで馴ならしで！』
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　鈴すずは、背後からいきなり来た二直線に身を震わせた。

　……何!?

　広げていた知覚範囲の中に、右後ろから飛び込んで来た直線が二つある。と、思っていたらそれは一瞬で四つとなった。

　速い。

　知覚で捉とらえるよりも移動が速く、直線という形をただ振り返るだけだ。武蔵を抜いたそれは、しかし不意に交差した。

　動くごとに大気を爆発させながら、交戦を開始したのだ。
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　両機は位置を入れ替えながらの打撃戦を繰り返していた。

　片方が弾幕を張れば片方はそれを通過させて回避し。

　片方が弾幕を張れば片方がそれを防護障壁で散らす。

　姫が回避で、嬢が防御だ。

　母達の機体、令嬢シリーズの三型ともいえるその形を、安あん治じは合体した姫の外から見ていた。

　……何だかもう、ゴテゴテつけまくった感じだね！

　自分達の機体より一回り小さいが、それでも密度が違う。機械とパーツが詰まって、それを何とか形にまとめた、という形状だ。

　魔女テクノヘクセン狩りの風情が残っていた時代の、最終形となる機体だと聞いた。

　大出力。そして高防御性というべきだろう。恐らく、出力系自体は自分達のものと同等、ヘタをするとそれ以上かもしれない。回避ではなく防御を選ぶとはそういう事なのだ。

　更に気になるのは、

「アンジー！　ヘタに前に出たら駄目よ！　主砲があるわ！」

　ツインタワーの間だ。そこにずっと流体光が散り、青白い光を放っている。対艦砲レベルとしても、主砲クラスの加速砲が形成されている。

　母達の決め手はそれだろう。自分達の対艦砲状態と違い、変形無しの固定型。これを旧式と取るべきかどうかは解わからないが、危険ではあるのは確かだ。だとすれば、

「攻撃は不断。そしていい位置取ったら先に砲撃だね！」
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　姫が追い、嬢がかわして位置を取り直す。そのような流れが生じた。

　速度を上げ、一切緩めずに上げ続ける中で、先を行く嬢に姫が無数の追尾弾をぶちまける。

　追われる嬢は一気に加速して散開。追尾弾がバラけた瞬間に一度軸転バレルロールからの進路変更を叩たたき込む。その動きについて来れなかった追尾弾が激突し合い、誘爆し、夜空を光らせた時にはもう、姫の後ろに嬢が回っている。

　だが姫は許さなかった。蹴け飛とばすように加速し、垂直方向に跳ね上がりながら真下へと主翼の加速器を反転。また一斉の追尾弾を雨のように射出した。

　対する嬢は相手を追う事を優先した。展開装甲の先にある四つの加速器を真下へと振り回し、ツインタワーを肩の動きで真上に跳ね上げ、力任せの垂直上昇を敢行する。

　行った。

　尻しりを前へと振りながらも、白と黒の双塔が夜空を跳ね上がる。

　対し、落ちていった追尾弾の雨が集弾した。

　嬢は構わなかった。姫の放った追尾弾の群が集まり切るより先に加速を追加。弾幕の中に飛び込み、翼と加速器を操作して落ちる光弾の間を突き抜ける。

　抜けた。

　背後となる眼下で追尾弾が嬢を追い切れず、戻ろうとして激突。誘爆をもって散る。

　そして嬢の二機が、タワー基部と加速器のバケットを展開。一斉の追尾弾を発射した。

　加速音をつけて飛ぶ弾幕の群に対し、二人の姫は的確だった。

　機殻箒シヤーレベーゼンの加速系を散らし、自らを崩す事で飛来した弾丸を通過。その直後に加速板による釣りチャフで誘爆をさせたのだ。

　同時に先行する姫が、直角に軌道を切った。下へ、眼下を行く武蔵むさしに対し、中央艦の艦首側から飛び込んでいく。

　翻す。その動きの中で二人の姫が身を寄せ、合致した。

　その前に飛んでいた双嬢ツヴアイフローレンも、宙で手を触れあうように添い、抱き合って合致した。

　二機となった白と黒が絡み合いながら一度上昇、奥おく多た摩ま艦尾へと弧を描いて加速する。
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　位置を取り合い、お互いの攻撃をかわし、奥多摩に艦尾から飛び込みながら嘉よし明あきは叫んだ。

「何故なぜ!?　何故なの……！」

　空の左右と下に、武蔵の防護障壁が連続する。それは艦尾から艦首までを走り、一直線の回廊を作り上げた。自分達はそこを、衝撃波で防護障壁を散らしながら武蔵むさし野のに飛び込み、

「何故、抵抗を続けるの……!?」

　問うた先、母達が距離を外して追尾弾を一斉発射した。だがこれは拒絶ではない。自分達も同じように弾幕を発射して撃墜。両者の間に起きた爆発の光と風はすぐに背後の置物だ。

　行く。その中で母の声が聞こえた。武蔵野艦橋を一瞬で潜くぐりながら、

「──前のは抵抗だったわ。でも、今は違うの」

「じゃあ、何だよ、今は……！」

　安あん治じの疑問に、黒の母が応じた。加速し、前に飛び出しながら、

「創そう世せい計画があったら、──二人とも、いなくなっちゃうね、って、そう思ったんだよね」
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　……そっか。

　安治は思った。確かに、創世計画があったら、自分達は産まれない、と。

　自分達はいるが、これから産まれる事はないのだ。それが嫌だと母が言うなら、

「……有り難う」

　小さく告げて、言葉を風に流して、己は吠ほえた。

「オッケー！　オッケーだよキメちゃん！」

　止めるよ、と、そう思った瞬間。武蔵野の上を機体が抜けた。

　母達が前に出る。それを追い、攻撃を入れようとした瞬間。

　前を行く母達から、直接の攻撃が届いた。

　追尾弾でも、拡散弾でもない。

　……壁！

　防護障壁だった。
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　防護障壁は確かに壁だ。当たればダメージは来る。だが破壊出来ないものではない。

　だから嘉よし明あきは決めた。姫の合体の特徴の一つは、操縦者が外側に配置される事なのだ。だからそれを利点として、

「射撃術式……！」

　掌てのひらに加速術式を展開。反動を直じかで受けるが、構わない。手の中に五百円玉をキャストし、

「……っ！」

　押し込むように放った一発は目の前にあった防護障壁を破砕した。

　反力で右の掌が裂けたが気にしない。やるべき事は一つなのだ。

「アンジー！　加速して！」

　この障壁は遮しや蔽へいだ。その向こうにいる母達の弾幕は、常に後部の加速器やタワー基部から発射される。つまり母達は、前を取った時こそ、こちらに最も分厚い攻撃を仕掛けられるのだ。

　そうなった。

　空、全天を包み、羽ばたくように白の光の束が来た。まるで全方向から押し寄せる波だ。

　しかしこの時、母達には隙すきが生じる。

　弾幕の発射はどれも加速を司つかさどる箇所からのものだ。そこからの一斉発射をするという事は、加速力が鈍ると言う事。それゆえの防護障壁の遮蔽だろう。ならば、

「行くよキメちゃん！」

　自分達は、母の真似まねをした。

　速度の落ちた母の機体に対し、全てを加速力に掛け、吶とつ喊かんしたのだ。
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　浅あさ間まは、照準術式で二つの動きを確認した。

　一つは、ナイトとナルゼの機体が分かたれ、上下に分離した事。

　もう一つは、彼女達の娘の機体が、弾はじかれたように前に出た事。

　……大丈夫なんですか……!?

　ナイトとナルゼの機体の流体反応を見るに、機首側が主砲となる作りだ。合体時ならば大砲だろうが、その力も分離状態となった今では失われている。

　そして動きが一つ追加された。

　先行した巨大な合体機が、己の姿を変形させたのだ。

　対艦砲。上下に白と黒の姿が、しかも後ろ向きに成形され、

「────」

　追い抜いたばかりのナイトとナルゼへと、彼女達の娘が砲口を照準した。
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　構えた。既に出力は間に合っている。砲撃の時間だ。が、嘉よし明あきはそれが出来なかった。

　……え？

　二機に分離した母達が、加速を止めぬまま、あり得ない挙動をしたのだ。

　空中前転だった。

　機殻箒シヤーレベーゼン。それも推力型では不可能な動作だった。だがそれを実現させたのは、

「防護障壁!?」

　フロントブレーキだった。分離した二機の先端。ツインタワーの先に、引っかけるような形で防護障壁が多重していた。それは白后ヴアイスケーニギンと黒后シユヴアルツケーニギンのフロントを止めるが、勢いでテール側が跳ね上がり、吹っ飛び、

「────」

　高速に回転した二機がこちらの頭上と下を飛び越え、弧を描いて通過する。

　突然の無茶に自分達は振り仰ぐが間に合わない。

　照準も、動態が追い切れずに解除された。しかしこれは、

「操縦ミスじゃないのコレ！」

　違う。追い求める視界が見たのは、補正するように各所多発する防護障壁と、

　……誘導ライン！

　経験と、発想と、技術の積み重ねが、その機動を制御した。

　直後。こちらの背後で回転そのままの勢いを保ち、母達が再合体した。

　金属音の合致が響き、二機がこちら向きにテールスライドしながら完全な形を取り戻す。

　対する自分達は砲を二つに分けてしまった。が、母の方は合体の一本だ。

「マーマ……！」

　己は振り向き叫んだ。そして問うた。既に答えは出ていると、そう思いながら、

「何故なぜ!?」
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　ナイトは、トリガーを絞りながら一言を告げた。

「──ナイちゃんね、憶おぼえてるんだ。昔、住んでた家は、賑にぎやかだったって」

　だから、とナルゼが言葉を継ついだ。

「今より、もっと賑やかになると、皆が喜ぶわよ」

　一瞬。相手に向けて弾体の誘導ラインが敷かれた。それを描いたナルゼと共に、己は言った。この機体を受け継がせてくれた自分達の親と、受け継いだ子に向けて、

「貴女あなた達の魂に幸いあれ。──Nema」
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　砲撃が盾を砕いた。二枚砕いた。お互いを庇かばうようにした成果として、安あん治じは嘉よし明あきと共に加速板の群に護まもられながらも吹き飛ばされる。

　落ちる。

　衝撃に散らされ、落下して行く先は大和やまとの中央艦艦尾だ。

　母達はここまで予測していたのだろうか。そんな事を思いながら、安治はしかし、

　……そっか。

　自分達は母を護りに来た。だけど母達は、そんな自分達も護るつもりなのだ。

　無い事にしない。自分達はそこまで言えなかった。それはつまり、

「キメちゃん……」

　抱き合い、落下しながら、己は嘉明の頷うなずく言葉を聞いた。

「私達は、……まだ子供で良いのね」
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　竹たけ中なかは、嘉明と安治の撃墜と、武蔵むさし艦上に双嬢ツヴアイフローレンの新型機が解体収納されながら着陸するのを見ていた。ただただ言葉も無い自分に、しかし落ちる二人が言葉を送ってくる。

・ＡｎＧ：『──まだ！　まだだよ！』

・きめえ：『ええ、……道を付けたんだから使いなさい！』

　……御見事ですね……。

　自分達の方は結論も出たろうに、しかしそこで終わりにするなと言っている。他の者達も、何故なぜこの時代に降りてきたのか、それを果たせと叫んだのだ。

　自分も随分、彼女達に親身になっている。だから告げた。

　今、両艦が遂に雲の中に入っていく。それに乗じ、

・黒　竹：『──上陸部隊、行動を開始して下さい！』





●






　上陸部隊の一人として乗り込んでいた左さ近こんは、武蔵の左さ舷げん二番艦にいた。ここは外交の艦らしく、前に降りた時に何となく雰囲気は記憶している。

　大和が武蔵の前に行き、加速をする時、艦尾から跳んだのだ。降下術式任せだったが、速度があるため、一瞬で武蔵に到達した。何事もなく行けたのは嘉明と安治が陽動を行ってくれたからだろうが、しかしこの方法は落ち場所が選べないですよう？

　ともあれここは二番艦。艦側部の高台で、さてどうしようかと思っていると、

・鬼武丸：『──小姫！　私達の役目は陽動だ！　派手に騒げばそれでいい、解わかるな？』

・小　姫：『ええと、大声を出せばいいんですかよう？』

・鬼武丸：『艦橋側へ向かえ！　そちらの方が意味がある！』

　そう言われてみると、そんな気もする。前はこの高台上で防護障壁が飛んでくるのを避けていたものだが、今回は無い。気楽ですよう、と思っていると、

「誰だれですよう」

　幅十五メートル程のこの通路の上。三つの影が立っている。

　女だ。

　M.H.R.R.神聖ローマ帝国の女子制服を着込んだ金髪の少女が一人。そして彼女が手を軽く振り、それが合図であったかのように、後ろにいた二人が下がった。

　少女が、波打つ髪を宙に走らせ、こちらを青い瞳ひとみで見据えた。

「あらあン、──乗り込んだんだからまず外交系に御ご挨あい拶さつン、なんて思ってたら、変わった人と会ったわねえ」

「誰ですよう」

　と、また問うた時だ。いきなり全身に負荷が来た。

　パワーアシストだ。用意が無かったところに発揮されたため、一瞬身体からだがついて来なかった。だが、すぐに自分を取り直し、

・小　姫：『鬼おに武たけ丸まるさん!?』

・鬼武丸：『小姫！　気をつけろ！　貴様の宿敵だ！　──各地に目撃記録だけを残していると思えば、まさかここで会うとはな！』

　だから誰ですよう、と、鬼武丸の勿もつ体たいぶりに半目となった時だ。

「こうかしらアん」

　正面に、自分がいた。M.H.R.R.制服。かなり寸詰まりに着込んでいるのは、しかし己で、

・鬼武丸：『小姫！　気をつけろ！　──ルドルフ二世だ！』

　え、と思うまでもなく。視界がぐらりと揺れた。

　首を刎はねられたのだ。
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　左さ近こんが戦闘に入ったという報告に、右う舷げん三番艦に降下していた可か児には感嘆した。

　……早速ですか！

　凄すごい！　と思う。やはり羽は柴しば様に認められただけの存在で、死なない人だけはある、と。

　ならば自分も頑張ろう。まずは現場の確認だが、この艦上、表層部の穴が防護障壁で埋められている場所は、かつて清きよ正まさと戦闘した位置によく似ている。

　……対称の形ですね！

　ならばあの当時の記憶を頼る。確か後ろが艦橋なのだ。だから急ぐ。すると、

「あ！」

　正面の通路を、艦橋へと歩く学生の姿があった。極東女子の夏服を改造して着込んだ姿は、戦闘関係の者には見えない。顔の両横にある長い飾りは長寿族の耳飾りだろう。

　どいてくれ、という気は無い。こちらが避ければいいのだ。だから、

「すみません！　通ります！」

　と言って、横を通過した時だ。

　……あれ!?

　何故なぜか視界に空が見えた。それが回って、あれれ!?　と思っているとまっすぐ着地。

　目の前に、通り過ぎる筈はずだった相手がいた。少女、といっても長寿族だったら年齢は解わからない。ただ彼女が首を傾かしげ、

「ちと聞くぞ。そこらで、ハゲの顔が長い二人組見なかったか？　艦橋に挨あい拶さつに行こうと思っとるんじゃが、もう面倒になってきてな。どうしたものかと」

「ええと！　自分が来た途中ではそういう人達は見ませんでした！」

　そうか、と頷うなずく相手に自分は一礼。こっちも艦橋に用があるのだ。だから、

「すみません！　先に行きます！」

「誰だれがいいと言ったんじゃ」

　その言葉と同時に、また視界に夜空が回った。そして己は、滞空時間という言葉を思い、一つの事実に気付いた。今、自分は、この相手によって回されているのだ、と。

　……ええ!?

　何が何だか全く解らない。何か技を掛けられた憶おぼえも無いのだ。しかし着地すると、彼女がやはり前にいて、

「貴様、何しとるんじゃ」
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「Ｔｅｓテスタメント．！　自分はこれからここの艦橋で大騒ぎするんです！」

　言った瞬間、また回された。

「大騒ぎじゃと？　何じゃ、空詠みカラオケでもするというのか？」

「いえ！　破壊活動です！」

　回された。更にその上で頭を一回、いつの間にか手にされていた脇わき差ざしで、鞘さやごと押されて座らされる。そして相手が言った。妙に深さを感じる半目で、

「ちょんまげ──」

「どういう技です!?」

「これをやられたら情報を与えねばならぬのじゃ」

「ちょんまげ凄すごいですね！」

「相手の技を習得し、それを使えるわしが凄すごいのじゃ」

「凄いです！」

　よしよし、と満足げに頷うなずかれながら正座のまま一回回された。そして、

「貴様、名前は何と言う」

「M.H.R.R.神聖ローマ帝国所属羽は柴しば班！　可か児に・才さい蔵ぞうです！　襲しゆう名めい者です！」

　ああ、と相手が顔を上げた。あー、と口を横に開いて、

「何か槍やりを発射してハネ回ってるのが、広報で出ておったなあ」

「夏休みのインタビューの時ですね!?　あれはちょっとスランプだった時期で！」

「じゃあ今、本調子という事じゃな？」

　Ｔｅｓテスタメント．！　と応じると、相手が一つ首を下に振った。こちらに、立て、と手で指示を寄越し、

「これから貴様に稽けい古こをつけてやろう。──わしの稽古が得られるのは、相当じゃぞ？」

「え!?　自分これからここの艦橋で大騒ぎする予定なんですけど！」

「後でいいじゃろ。この稽古の後だと考えが変わるぞ」

　どういう事か解わからない。が、この相手を満足させないと通してくれないようだ。それに先程からこっちを回してくる技術も気になっている。

　……誰だれなんでしょう!?

　終わったら教えて貰もらおうと思いつつ、相手の前に立った。すると、

「ふむ。……それなりに様になっておるようじゃな。じゃあ、わしに攻撃してみい」

　言われたので、やや考えた。攻撃と言っても、初対面の相手だ。相手の実力もよく解らないし、向こうだってそれは同じだろう。極東制服を着ているが、なるべく危険は避けたい。

「笹ささ群むら！」
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　視界に何の変化も無いのを、可児は見た。

　……あれ!?

　おかしい。今、自分は笹群を目の前の相手に打ち込んだ筈はずだ。

　ひょっとして乗り込む時に設定がズレただろうか。表示枠レルネンフイグーアを開いて確認。

「……おかしいところ無いですね!?」

　今も、ちゃんと射出の履歴が残っている。だが気になるのは、射出即格納となっている事で、つまり射出されなかったのでは、という事だ。

　これはちょっと警戒しないといけない。何が起きているのかをよく考えよう。

　ちゃんと良く考えてから行動です。

「笹群！」
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　目の前の事実に、可か児には首を傾かしげた。

　……あれ……!?

　やはり笹ささ群むらが射出されない。おかしいですね！　と思うが、でも同じだ。履歴を確認すると、先程と同様に射出即格納となっている。

　だが、前回とちょっと差がある事に気付いた。目の前に立つ相手の足先。それが僅わずかに外へと開いていたのだ。これはつまり、

「蹴けりました!?」

「何がじゃ？」

　はい！　と己は言った。

「〝笹群〟の射出に合わせて、出掛かりを蹴りましたか!?」

　笹群には射出時のセイフティがある。位相空間から発射される際、内側に逆進すると射出機構を破壊される。ゆえに逆進が掛かった時は強制終了し、機能を護まもるのだ。

　だが、どこから出るかも解わからない笹群の射出に合わせる事や、高加速状態で発射される鉄てつ槍やりを蹴り戻せる人がいるとは思えない。しかもそれが、一撃の際に全く身動きを感じさせないくらいの達人だとすると、

「勝負を御願いします！」

「元気じゃのう」

　しかし、相手が笑った。

「来」

　それを合図に己は放った。

　笹群の全力、八本同時発射だった。
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　可児は瞬間的に跳躍した。

　笹群は八本同時ならば、防がれまい。相手の脚は二本だ。同時に蹴り戻されても六本残る。もしも相手が高速の挙動で打つとしても、二、三本の追加が限界だろう。ならばやはり三、四本は残るのだ。

　後は八本の同時射出と連続射出のタイミングを操作し、攻撃の手を止めない事だ。

　清きよ正まさに相あい対たいした時と同じだと思った。空からの攻撃で絨じゆう毯たん爆撃を行い、足止めの上で正面からの攻撃にシフトする。

　行った。

　相手の全身目掛けて上空から連打を叩たたき込み、自分は笹群を蹴って跳ね、戦場を見下ろせる位置に至り、

「もっと早う来い」

　と声がした瞬間。高い位置で回された。

　……え!?

　即座の動きをした筈はずだった。笹ささ群むらの八本同時発射で、相手の動きは制限した筈だった。更にその位置は自分しか解わからないから、自分の方が先に上に至る筈だった。

　だが回された。

　視界の中に見えるのは、自分が至ろうとした最も高い位置の鉄てつ槍やりに、相手が立っている光景だった。そして、

　……笹群が!!

　射出から相手のいる位置周辺を穿うがつ筈だった。が、それは力なく落ち、

「……!?」

「力の軸線を揺らして外に放ってやった。初弾から回転を掛けねばいかんぞ」

　何もかもが〝筈だった〟だ。完全に上を行かれている。自分の技も武器も、まるで相手のものになってしまったようで、

「先生！」

　回されながら己は問うていた。稽けい古こをつけられているのだが、この相手は先生だと、そう思いながら言葉を重ねた。

「頑張れば、届きますか!?」

「当たり前じゃ。──わしも、相当に頑張ったのじゃからな」

　笑った音が聞こえた。そんな感覚に、良かった！　と思った直後だった。

「稽古はここまでじゃ。──感謝しとけ。わしが稽古つけた連中は、ろくな死に方しないのが多いが、大体は歴史に残るようになるのだぞ」

　言葉と共に、自分は床に頭から落ちた。

　受け身を取ったつもりだったが、出来なかった。

　稽古は終わったのだ。ただ武蔵むさしの行く風が耳に聞こえ、自分が、もの凄すごい存在と相あい対たいし、凄すさまじい経験をした事を理解した。

　衝撃に意識が遠のく中で、ふと、遠くから駆けてくる二つの足音が聞こえた。

　誰だれかの声が、自分の相手の名を呼んだ気がしたが、聞き取る前に意識は失うせていた。
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　左さ近こんの耳は、何処どこかで戦闘が一つ終了した事を悟っていた。

　鬼おに武たけ丸まるの聴覚増幅機能もある。間違いはないだろう。上陸の手て筈はずが一つ終わったのだ。

　そして自分の方もまた、幾つもの戦いを終えていた。

　死に合っているのだ。

　腕を飛ばされ、胸を貫き、首を割られては胴を裂く。自分と同じ形をしたそれは高速の動作でこちらに対応し、

「やるじゃない！　てっきり再生能力と機動殻頼りかと思えば……！」

　ついてくる。

　だが自分の方も対応だ。相手がこっちと同じ姿をしていても、同じ経験をしている訳ではない。そのくらいは解わかっているのだ。だから、

・小　姫：『鬼おに武たけ丸まるさん』

・鬼武丸：『何だ小姫。──どうしたい？』

　鬼武丸の言葉は簡潔だ。そしてまた、機嫌も珍しくフラット。ならば彼の要求通り、己はただ今望む事を告げる。自分が戦うための方法として、

・小　姫：『この前のアレ、ちょっとやろうと思いますんで』

・鬼武丸：『立たち花ばな・宗むね茂しげを相手にした時の動作か。身体からだが憶おぼえているか？』

・小　姫：『お、憶えているかどうか謎なぞだから、アシスト頼むんですよう』

・鬼武丸：『貴様、あれから三週間以上経たつが、訓練は……』

　あ、機嫌がフラットからやや悪いに移行ですよ？　ただそれでも、一拍の間があって、

・鬼武丸：『──一刀で行け、小姫。二刀はまだ早い』

　その言葉に、己は許可を感じて頷うなずいた。

　鬼武丸のアドバイスに従い、右手に木刀〝南なん天てん〟をスナップする。そして、全身各部の動作が押され始めたのを感じながら、

「行くですよう……！」





●






　ルドルフ二世は、相手の速度が上がったのを感じた。

　……回転が上がった？

　違う。速度の強化としてはそれ程ではない。動きの無駄が消えていくのだ。

　振り過ぎだった腕が確かな軌道を描いて止まり、勢いに泳ぐ身体が重心を捉とらえた。特に下半身の捌さばきは確かで、そこから発射される一刀の繫つながりが止まらない。

　上段、返して下段。横に飛んで返して中段。身体を前に入れてから中段突き、そして跳ね上げ、距離が縮んだ事を恐れず、踏み込んだ脚でこちらの移動を制限して上段。

　連撃だ。

　どの技も無理がない。基礎の基礎と言える攻撃だが、手足の長さと速さによって速射砲を相手にしているような錯覚を得る。

　……いいわねえ……！

　己は思った。自分の実験体と聞いていたけど、そこに甘んじていないのね、と。

　だけどまだ甘い。

「その程度の剣術なら、私、幾度だって相手にしたのよォ？」

　当然だ。自分を殺しに来た暗殺者は誰だれも彼も何かの技術を身につけていた。剣術の手て練だれなど何人もいた。故に、

「どうかしらァン」

　己は一歩を空け、構えた。長剣を両手で縦に構えて力を込め、上半身から前に進み、

「行くわよォン!!」
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　鬼おに武たけ丸まるは、相手の動作を悟った。

　……西洋剣術か!!

　己の現役時代では、まだ重奏統合争乱は起きていない。ゆえに当時に触れた事はないが、この身体からだになって以降、知識自体は仕入れている。

　相手が持つのは長剣。分類としては馬上用のロングソードというよりもバスタードソード。片手でも両手でも使えるが、こちらに合わせて両手で構えてきた。

　基本の構えは防御。右手を柄つかに、左手を刃やいばに当て頭上を護まもるものだ。

　胴体が空いているが、頭部優先。胴どう鎧よろいを装着する文化だと理解した。そしてそこから発射される剣技は、

　……速い!?

　幅広の両刃だ。こちらは片刃で木刀だが、打ち合いに完全対応された。

　高速の連撃に合わせ、左右に捌さばき、時折に一撃を叩たたき込んでくる。

　切っ先の振りが少ないのが理由だ。

　大剣による大振りのイメージがあったが、違う。肩と肘ひじの上下をあまり行わず、踏み込みの重心の高低で擬似的な上中下段を作り、そこから剣の軌道で高さを確定する。

　攻撃と同時に重心が移動するため、斬ざん撃げきには全体重が乗る。

　重い一撃だが、動きが小さいため、速くなる。

・小　姫：『鬼武丸さん……！　この人の剣術って……』

・鬼武丸：『逆だ！　俺おれ達が用いるのとは逆張りしている！』

　極東の剣術は、日常の衣装での訓練を行えるものだ。武士は常に臨戦態勢であるべしと言うように、あらゆる状況での戦闘を想定し、戦場や自分の状態においては、そこから有利なものを選択していくという剣術だ。

　だからこそ、剣術を指導する中で、作法や礼儀など、日常に必要な事も教えていく。

　だが今、相手の使うものは、鎧を身につけたままの、戦場限定の剣術だ。重い外装を外す事など出来ず、疲労した状態で何が出来るか。そこから割り出した剣術だといえる。

　……重装の鎧よろいを着た事を想定した剣術か……！

　恐らく、自分の剣術を基礎として尚なお、相手より小姫の方が技の数は多いだろう。

　それはそうだ。重装していても、身体からだの動きは人によって違い、クリアランスも変われば膂りよ力りよくにも差がある。それを〝重装しているから〟で縛れば、技数は最大公約数で終わる。

　技は少ない。

　だが無駄が無い。

　脚あし捌さばきは重心を落とす攻撃動作と繫つながり、一歩一歩を確実に踏んでくる。

　そしてこちらの攻撃に対しては、武器の頑丈さを頼りに当てて来て、必要ならば基礎となる両手構えの防御で凌しのぎもする。手首をほぼ固めているのも特徴で、切るというよりも刃物を当てに行っているという方が近い。

　硬く、単純だ。

　一方のこちらは、下半身を安定させてからの攻撃が主だ。誰だれでもちゃんと戦えるように、移動中の攻撃はあまり想定せず、一動作をしっかりと行う。とはいえ、重心を確かにしても、攻撃は安定する一方で、上半身だけの打ち込みになりやすい。だから上段では振りかぶるし、下段、中段でも、引いたうえで攻撃時には手首を返してインパクトを強くする。

　完全に逆と言っていい。

　しかし力と回転率で比べた場合、向こうが上だ。技と対応ではこちらが上となるが、押し込まれると危険。その事が理解出来ているなら、

・鬼武丸：『小姫、ここは──』

・小　姫：『ええと、鬼おに武たけ丸まるさん、ちょっといいですかよう』

　何だ一体、と思った時だ。小姫がこう言った。

・小　姫：『──私達、これに対抗出来るの、やっぱり逆張り的に知ってますですよう？』
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　ルドルフ二世は、いきなり死んだのを自覚した。

　……はぁン!?

　突然だった。

　相手の一発が首に届き、刎はねられたのだ。だがそれは、これまでと同じ動きだった筈はずだ。

　相手は極東系の柔軟な、脚捌きと位置取りからの狙そ撃げきを行ってきていて、自分はそれに対し単純だが押し込みが強く、防御主体となる剣術で捌いていたのだ。

　主導権はこちらにある。吶とつ喊かん型の剣術ならば当然だ。正面から盾で止めない限りはどうにもならず、だからこそ西洋では防御陣が中心となって戦場を構築する事となった。

　しかし違った。飛びかけた首を肩で挟んで戻し、相手を追う。

　右にいた。

　そう。この吶とつ喊かんに対しては回り込むのが常道。だけどこの相手は基礎的な剣術を扱うがゆえ、脚あし捌さばきから重心の安定に一動作を食うのだ。

　違った。

　回り込み、脚捌きから重心の安定を行う。ここに一動作が掛かっている事は確かだ。だがその一動作が極端に短い。その方法は、

　……全身!?

　四し肢しだ。

　次の動作は解わかっているのだから、大事なのは重心の安定を阻害する要素の排除だ。つまり余分な速度と、そこから生じる不要な荷重をどうにかすればいい。

　だからそこで長い四肢を使う。

　身体からだが揺れぬように前へと足をつき、腕を遠くに振って慣性による安定力を確定する。

　脚捌きでの踏み込み時にこれを行い、更に、

『繫つなげろ小姫……！』

「はいですよう……！」

　回転速度が高めで安定した。

　動きとしては強引だ。全身を躍動させ、襲いかかる。

　剣術ではあろう。だが、これまでのような行儀の良さが無い。

　獣の動作だ。

　常に敵の外に回り、隙すきを窺うかがい、それがあれば嚙かみつく。そうでなければ一撃を与えて崩してくる。回る事で常に相手に対して前進し、後退しない。

　そこから生まれる高速の連撃は、まるで獣の群を相手にしているようだ。

　……厄介だわァ!!

　こちらは吶喊剣術の防御を横に構え、踏み込んだ足を外や内側に捻ひねって強引に方向転換せねばならなくなる。

　これまでの利点が今からの欠点になるという感覚。それを一瞬で与えてきたという事実に、己は驚きと賞賛を相手に与えた。そして気付く事がある。相手が想定している動作は、自分も相あい対たいした憶おぼえがあるのだ。それは、

「武蔵むさしの第五特とく務む！　──人狼女王レーネ・デ・ガルウの娘ねェン!?」
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　指摘と共に、首を刎はねた瞬間だった。

　左さ近こんは、相手が姿を変えたのを見た。自分と同じように血煙と化した頭部が胴体に戻る頃ころには、そこに見知った姿が出来ている。

　頭が戻り、顔があり、長い髪が広がり、その姿が確定した。

　……武蔵むさしの第五特とく務む……！

　そうだ。自分と鬼おに武たけ丸まるが、初うい陣じんとして出会った相手だ。あの時、自分達の戦闘術は鬼武丸のアシストを基礎とした現在の剣術の亜流。それに対し、あの敵は、刃やいばを片手に高速の連打を振り回し、身を左右に弾はじいて襲いかかってきた。下がる事の無いあの動きに対応するため、自分は全身を振り回し、鬼武丸もそれをアシストしたのだ。

　人ではない獣の動作。

　あれに比べれば、どのような剣術であろうと、人の範はん疇ちゆうだ。

　だが、ここで相手が姿を完全に変えた。まるでこちらの内心を見通したように、

「行くわよォン!!」

　右手に長剣、左手に手て刀がたな。その上で自分の記憶にある通りの、

「──武蔵第五特務。似てるかしらン」

　瞬発加速で、刃が目の前に飛んで来た。







[image: 第八十章『試験場の変態』]
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　黒い衣装の狼おおかみと、黒の機動殻が豪風となって風を刻んだ。

　姿は全て残像で、二つの月下に幾つもの影と、武器の交差が火花を散らした。

　ただただ黒の影として、お互いがお互いを捉とらえようと自分や相手を振り回す。

　長剣と爪つめは銀光として月を反射し、木刀と機動殻は月光を照り返した。それら光が残光の尾を引き、回るような嵐あらしの形を見せていく。

　狼が踊った。

　小刻みな加速で黒の機動殻の周囲を弾はじき、ステップを踏むように斬ざん撃げきを発射。

　対する機動殻はここで手て数かずを追加した。

　二刀を抜いたのだ。更にはそれでも間に合わぬと悟った瞬間。

『……！』

　硬木の刃やいばを宙に離し、手て刀がたなを狼に速射。その戻しで刃を握り直して連撃に入る。

　止まらない。瞬間的な連続攻撃が盾のように面を作り、狼の刃を跳ね飛ばす。

　対する狼も速度を上げ、

「アハ……！」

　一瞬で、己の数を増やした。実像分身だった。数にして三体。そのどれもが全て己を弾き、

「────」

　咆ほう吼こうと共に、群として機動殻に襲いかかった。
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　ルドルフ二世は、感嘆していた。

　かつて自分と相あい対たいした武蔵の第五特とく務むに、だ。

　あの時、自分のところで彼女が修め、その勝敗の行方ゆくえを握ったのがこの瞬発加速だ。狼の膂りよ力りよくと狼の骨格、そして狼の身体からだでなければ満足には出来ない技だ。

　人の身で行えば、必ず何処どこかに破は綻たんが生じる。自分とて、人間の延長線上にいるものだ。強化はされていても完全に人狼ルウガルウになる事は出来ない。

　だがそれを教え、閉じこもっていた自分を解放したのは、彼女達だ。

　自分自身が完全なものであり、しかし政治的に閉じ込められた事に対し、僻ひがんでいた。このような有用な存在を、だからこそ恐れて幽閉するならば、いずれその事を後悔させてやろうと、そんな事を考え、周囲の同情に浸っていたのだ。

　違った。

　自分は完成されてもいないし、痛みを感じる存在だった。

　外に出て、各地を回り、いろいろな事を知った。世界は鉄の壁と書庫だけではなく、昼夜があり、知識以外に触れていいものがあり、そして思い出したのだ。自分はかつて、こういう中にいて、しかし僻ひがみから拒絶してしまったのだと。

　そこから外へ戻してくれた連中は、そんな事を知らないだろう。言ったところで首を傾かしげられる事でしかない。

　だけどその事実を忘れる事など出来はしない。

　ゆえに武蔵むさしが撃沈され、彼らが四し国こくへと閉じこもったと聞いた時、軽く乱れた。自分を外に解放してくれた者達が、閉じ込められたのだ。

　ルドルフ二世の襲しゆう名めいは終わっている。もしもその力が続いているならば、政治的に関与し、彼らを救う事も出来ただろうに。

　もはや一般の学生でしかない変態に、しかしある男がこう言った。

「放っておけ。どうせ這はい上がり、偉そうなヤツを殴りに来るんだぞあれは、なあ、おい」

　確かにそうだ。だがやはり思う。何か、手助けになる事はしておこう、と。

　ゆえに四国から入る輸送艦に乗り込み、一般学生としてここに来た。そして相あい対たいしたのは、

　……私の試作体ねえ……!?

　存在は聞いていた。M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクだったのだ。羽は柴しばの麾き下か、十じつ本ぽん槍やりの一人である石いし田だ・三みつ成なりが、自分の試作体を部下にしようとしていると、そんな話は確かに聞いた。

　痛覚があるのだという。

　それでは不完全ではないか、と、当時は同情した。

　だが違う。今なら解わかる。

　もしも、もしもだ。己が痛みを理解していたならば、もっと早く、僻みを捨て、あの幽閉の場を出ていたのではないか。そしてもし、そうしていたならば、己の能力を使い、

「────」

　叶かなわない夢ね、と己は思った。だけど、

「今の私も、世界を変える一助が出来るのよねェ」

　そして自分は声を上げた。この相手の攻撃は全て凌しのぐのが礼儀だと。相手の技を受け切り勝利する。それがあの鉄塔の最上階で己に課した紋章。

「行くわよ。──取り返せないものを、夢見に」

　己は瞬発した。
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　……楔くさびか！

　鬼おに武たけ丸まるは、相手の挙動の正体を知った。高速の瞬発加速の連続と三体分身。それを長時間に渡って連続するのは、敵が強化人間である事もだが、仕掛けがあるのだ。それは、

　……甲板に足場を作っているのだな!?

　自分達がいるのは硬化木材の甲板上だ。そして相手は、先の立ち回りの中で強く踏み込みつつ、足跡として微かすかな凹おう凸とつを床に与えていたのだ。

　生じた段差は小さいかもしれないが、高速の挙動を行う際、有る無しでは全く違う。

　楔くさびの踏み込みは、今も行われているだろう。今やこの周辺、何処どこを戦場としても敵には足場がある状態なのだ。

　かつて武蔵むさしの第五特とく務むと争った時、相手は空中に銀鎖で足場を組んで跳ね回った。

　こちらは鎖無しとは言え、地上特化の足場作りだ。小姫としては背が高いがゆえ、地上から胴体や顔は狙ねらわれにくい一方、こちらからのクリーンヒットも難しい。

　至難な相手だ。しかも、己には懸念があった。

・鬼武丸：『小姫、相手の事だが……』

　相手は完成体、こちらは試作体。小姫の経歴についてわざわざ調べるような事はしていないが、三みつ成なりからはそれなりの事を前提として知らされている。小姫が人を庇かばう事を主とする理由や、未いまだ中等部所属である事も、原因はつまり、今、相手にしている存在なのだ。

　元皇帝。

　自分としてはそれがこんな場所にいる事に、意味を感じる。自分とて、過去には言い訳の出来ない事をして、しかし為なした事は全て是としてきたのだ。ゆえにこの相手にも、強化人間としての事情や苦渋があったのだろうと、そう思ってしまう。

　だが小姫は別だ。もしも小姫がこの戦闘に、何か意味や、恨みを感じるならば、

　……私は、自分と同類であろう元皇帝を、敵とするのか……。

　そうか、と己は思った。今、自分は、この元皇帝を通じ、自分を測られているのだと。

　過去の所しよ行ぎようがどう扱われるのか。それは自分が追い詰めた己の娘にも通じるもので、

・小　姫：『ええと、鬼おに武たけ丸まるさん！』

・鬼武丸：『どうした、小姫』

　小姫が敵に対し、恨みや怒りを抱くならば、それを己は、自分への戒めとして、敢あえて全力を尽くそう。そう思った時だった。

・小　姫：『この相手の人、何か凄すごいですよ!?　私と同じ再生能力持ちで、それでいて私や武蔵第五特務に変身したりして！　すっごいですよう！　何なんですかよう、コレ！』

　……ん？

　何かおかしい。欠如とか、亡失とか、そんな言葉が頭に浮かぶ。他の漢字二文字は、まだ不適当だと思うので、除外はしておく。しかし、

・鬼武丸：『……おい、小姫？』

・小　姫：『え？　何ですよう!?　今、超忙しいんですけど、構って欲しいんです？』

　かなり我慢した。俺おれ偉い。だが我慢のついでに、

・鬼武丸：『今、相手にしているの、誰だれだか知ってるか？』

・小　姫：『知ってますよう。──さっきは私で、今は武蔵むさしの第五特とく務むですよう』

　三秒我慢した。だが我慢は霊体の健康に悪いな、と思ったので、漢字二文字を採用した。

・鬼武丸：『馬鹿者……！』

　三文字だった。まあいい。言うだけ言う。

・鬼武丸：『この相手はM.H.R.R.神聖ローマ帝国の元皇帝ルドルフ二世だ！　貴様の再生能力！　それが試作として、完成形がこいつだ！　こいつがいたから、貴様はそうなったのだぞ!!』
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　言った、と鬼おに武たけ丸まるは自分に一呼吸を入れた。言ってしまったな、と。

　それは己に対しても言えるような台詞せりふだ。

　俺おれがいるからお前は不幸な身となったのだ、と。そして、

・小　姫：『ええと、……鬼武丸さん？　つまり、私の身体からだを使った実験結果が、この人になったって事ですかよう』

・鬼武丸：『──ああ、まあ、そういう事だ』

・小　姫：『じゃあ、鬼武丸さんと、どっちが偉いんですよう』

　……ん？

　ちょっと待て。何かおかしくなった、気がする。だが、

・鬼武丸：『それは当然、俺の方が偉いに決まっているだろうが』

　じゃあ、と小姫が笑った。笑みの声でこう言った。

・小　姫：『私、鬼武丸さんは三みつ成なり様の次くらいに偉い人って思ってますから、鬼武丸さんより下だったら、全然気にしない相手ですよう』
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　馬鹿者、と己は思った。小姫に対して思って、自分に対して思った。

　教育を間違ったか。というか、俺は正しいけどコイツ馬鹿だから間違ってる、気がする。

　だけど思った。かつて自分が失った娘について思った。担ぎ上げてやろうとしたこちらに対し、結果を出せなかった事を、あの子は悔いて死んでいったのだと。

　そうじゃない。あの時言えなかった事を、今は間違わない。

・鬼武丸：『小姫。──俺が偉いのは、強くて、格好良くて、頭が良くて、多くの事を知っているからだ。しかし貴様には、お前自身の性能しか無い。だが──』

　だが、

・鬼武丸：『貴様は、その性能をもって、いるだけで偉い。誰だれもがそうだ。ただ、いるだけで充分なのだ。俺が偉いなら貴様も偉いのだ。その事を間違うな、小姫』

・小　姫：『はは、じゃあ、私、ずっと偉いですよう』

・鬼武丸：『──何故なぜだ？』

　だって、と図体ばかりが大きい娘が、戦闘中に笑って言った。

・小　姫：『──だって私、いなくならないですよう。この身体からだだから、死なないし、どっか行っても鬼おに武たけ丸まるさん、すぐ見つけてくれるですよ。だから鬼武丸さんが、私の事、ずっと偉くしてくれるんですよう』
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　左さ近こんは呟つぶやいた。さあ、と前に出た。難しい話をしたですよう、と踏み込んだ。すると、

『小姫』

　鬼武丸がパワーアシストを掛け、更に加勢した。

『──曲を流そう。丹に羽わの時のアレだ』
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　それは急激な変動だった。

　ルドルフ二世の高速移動と連撃に対し、敵機動殻が対応とは別の事をしたのだ。

　……これは──。

　乱れだった。これまでは高速の中で流れがあった。獣の動作だが、動きを主体に連動が作られ、途切れなく攻撃を送ってきていた。

　それが変わった。

　強いて言うなら強弱。対応して言うなれば、流れの二次制御だ。今までは動きと動きを繫つなげていただけだったものが、その繫がりや動作の中で、強引に次の動きや別の動きに飛ぶのだ。

　ステップ。獣が獲物を前に踊り、フェイントを掛けるように、無駄な動作は増えたものの全体の手て数かずが上がり、

『……！』

　攻めてきた。高速の群で迎撃するこちらに対し、獣が本性を剝むいた。巨大な姿と膂りよ力りよくを持ち、もはや人の動きでは読み切れない挙動で全力を叩たたきつけてくる。

　……やるじゃない……！

　思った己は、最終的な姿を取った。それは最初に見せた少女のものだ。

　己の本当の身。その全身を持って、長剣を携え、

「……！」

　完成形の皇帝として、自分は最速と最適の一撃を叩き込んだ。
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　左近の判断は一つだった。

　皇帝が、高速域の対応から、最初の姿に戻ったのだ。

　だが、彼女の動きは、これまでの全てを乗せたものだった。自分の真似まねをした時よりも、武蔵むさしの第五特とく務むの時よりも速く。そして見た事が無いくらいの踏み込みの強さだった。

〝人〟の剣術は、獣を倒すためのものだ。今、自分が獣となっているならば、皇帝は、それを倒すために最高の姿を見せてくれたのだろう。

　可愛かわいい、と素直に思った。綺き麗れいだと。でも三みつ成なり様の方が可愛いですよう、とも。

　だけどこのままだと勝てない。ゆえに己も変えた。

　獣の動作で楽曲に乗るのではない。

　曲に乗り、しかし、獣の全力を内包したまま、左の一刀を捨て、

・小　姫：『行きますよう』

　右の〝南なん天てん〟を中段に構え、打ち込んだのだ。

　己のステップで。全ての力を前に。五百余年の前から基礎の基礎とされた中段打ちを放つ。

　そして攻撃が交差した。
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　ルドルフ二世は、己の胸下に木刀が鍔つばまで差し込まれているのに気付いた。

　これまでの攻撃の遣り取りと、空気抵抗によって熱を持った刃やいばは、心臓を貫いた上で血流を焼き、鉄の匂においを周囲に湧わき上げている。

　見事よ、と己は思った。心臓を貫かれても再生能力者は死なない。が、心臓を構成する房の間を、筋肉の硬さに負けず貫通すれば、話が違う。心臓は破壊されずに再生し、その動きを阻害しないように刃を避けて再構成されるのだ。

　こうなった場合、血流量は乱れ、不整脈によってやがて身体からだが壊れて再生に入ってしまう。痛みを感じない自分としては、気付かぬ形で身体が動けなくなるこちらの方が怖い。

「やるわねェ」

　言って視線を上げた眼前。己の長剣が、敵に届いていた。

　喉のど。そこから首後ろを刃が貫通していたのだ。
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　しまった、と鬼おに武たけ丸まるは思った。

　小姫は丹に羽わ戦を想起した流れから、自分がやられた事と似た結果を相手に与えようとしたのだろう。だが、相手の動作は、明らかなカウンターだった。こちらの狙ねらいを悟った上で、小姫の首に一撃を入れたのだ。

　重傷度、として測るなら、心臓を摑つかまれた状態にある相手の方が不備だ。しかし皇帝は無痛覚。瞬間的な危険としては、延えん髄ずいを打たれたまま、解放されないこちらの方が危険だ。術式でも繫つなぐ事の出来ない神経系が乱れているため、再生系が働くまで小姫の身体からだは動けない。無論、そうなるまでは一瞬だが、

「貴女あなたにこれを教えてあげないと」

　と、皇帝が長剣の柄つかを握り、動いた。甲板からその縁へり、七メートル程の距離を、長剣の刃やいばにこちらを引っかけるようにして瞬発跳躍し、

　……何を……!?

　思った直後。長剣の先端が、甲板縁の金属板に嚙かみ込んだ。

　鉄の苦い音が、剣を通じて小姫の身体に通り、こちらの知覚系も震わせた直後。

「ら、らん……」

　刃の先に火花を上げて、元皇帝が瞬発したのだ。それも金属の悲鳴をかき鳴らして、だ。
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　そしてルドルフ二世は、長さが半分になった長剣を空に投げ捨て足元を見た。

　足元、自分の試作体が目を回している。機動殻の方も同様のようだ。

　かつての己もこうだったのだろうと、そう思うと小さな笑みが浮かぶ。

「開きにされなかっただけ良かったわねェン」

　己の試作体。だが、最後の動作は、もう完全に自分の範はん疇ちゆうを超えたものだった。

　どこで、彼女は〝オリジナル〟となったのだろう。

　……羨うらやましいわア。

　本当の自分がどれなのか。何処どこなのか。何年も探していたというのに、彼女はもうそれを確保しつつあるのだ。

　もし、彼女が、初めからそうだったならば、勝敗は変わっていたかもしれない。

　だが今は、まだ自分の方が偉かった、そういう事だ。己は苦笑して、胸に刺さった柄つかを握って捻ひねった。

　広がった隙すき間まから血ち飛沫しぶきが舞い、しかし木刀を抜き捨てると身体に鼓動の震えが来た。

　心臓が戻ったのだ。フフ、と笑いを漏らし、己は幸いな敵に背を向けた。血などついていない指を舐なめ、一息を入れ、笑った。

「私ったら、──化け物みたいに美しいわねェン」
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　……可か児に君と島しまさんが倒されましたか……。

　と、既に刃を交錯しながら、石いし川かわ・数かず正まさは思った。

　場所は懐かしい。武蔵むさし野のの艦橋下だ。昔はこの橋状艦橋の下が雨あめ除よけにもなるので屋台村が出来ていた。正規の区画ではない場所は、何処どこも雑多な雰囲気に満ちていたのだ。その場所では何処どこから仕入れたのかも解わからない酒や食事が売られ、剣の道を修めつつ学生となり、教員として戻ってきた身としては何も拘こだわらずにいられるいい場所だった。

　ここには酒さか井いもよく来ていた。教皇総長相手に渡り合った存在が、艦橋を上がって〝武蔵むさし〟に会いに行く。それを遠間から見ているだけで、何か歴史というか、町の一部に自分がなったような気がしたものだ。

　とはいえ屋台村は聖連の監視下で〝清掃〟され、今は左右一番艦の艦首で行われる朝市に代わられているらしいが、

「しかしここが思い出の場所である事は間違いがありませんね」

　火花が散る。身体からだを前に出し続ける。つまり押す。その先にいるのは、

「真ま喜き子こ・オリオトライ。──私の場を奪った成果は出ましたか」

「そりゃもう、充分に今、出ていますよ。──石いし川かわ先生！」

　鞘さやから抜かぬ長剣をもって、こちらの一刀を受け続ける相手がいる。

　オリオトライ。

「教員が私闘とか、何考えてるんですか、石川先生!!」

「今はこの私闘の事を考えてますよ。いえ、以前からずっと、です。今夜は良い機会。かつて私が貴女あなたに付き合った分、今は貴女が私に付き合いなさい」

　妙な女だった。

　いきなり武蔵にやってきて、教員の枠に入れて欲しいと来た。

　IZUMOからの推薦状もついており、教員連盟の極東部も能力に問題なしという、そんな話だった。だが、武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんの教員枠は埋まっていたのだ。そして本人の希望する学年の体育関係を指導していたのが自分だった。

　訳が解らなかったが、剣には自信があった。だから相あい対たいし、結果、敗北した。

　油断というしかない。恥を感じる以前に慢心を感じ、それを気付かせた彼女と、機会を与えてくれた酒井達には感謝もしたのだ。

　襲しゆう名めい通り、P.A.Odaに行くにはいい機会だった。だからそちらに行き、慢心さえしなければ、自分がされたのと同じ事を行い、上に達する事は出来た。そうして、P.A.Odaの未来を担う十じつ本ぽん槍やりの担当となった時、知ったのだ。

「オリオトライ」

　刃やいばを打ち込み、剣をかわして前に滑り、刺突を中心とした構成で相手を押す。敵の動作を全て刺突のインターセプトで止め、無理に来るなら下段から跳ね上げる。

　鉄の音。既に刃の擦過は高熱で、苦い匂においが風に乗る。

「──貴女が馬鹿ならば良かった。単なるゴリラで、それで私が負けたのならば、それで良かった。納得出来たのです」

　しかし、違った。

「──貴女あなたは解わかっていた。〝その位置〟にいる者が、世界を変える事が出来るかもしれないと、その事を解っていた」

　ならば、と己は言葉を口にする。

「何故なぜ、私に何の相談もしなかったのです」
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　解っていますよ、と数かず正まさは内心で自じ嘲ちようした。

　下手へたに話そうとすれば二に境きよう紋もんだ。聞いた者にもそれは襲いかかる。

　何よりも、〝その位置〟にいて、事が上手うまく運ぶという保証も無い。方法としては杜ず撰さんに近いもので、賭かけであったろうと、そんな風にも思う事だ。だが、

「何も知らされず、〝その位置〟を下ろされ、納得しようとしていた私は、何ですか」

「それは──」

「愚痴ですよ。貴女の正論や同情を聞くつもりはありません」

　攻撃を放つ。打ち込む。オリオトライが受ける。

　以前と逆だ。あの長剣ではろくな攻撃など出来まいと、そう思っていたら小刻みな連撃と刺突によって押され、弾はじかれたところで寸止めを食らった。

　ほんの数秒で、自分は何もかも失った。否、

「捨てさせられた、というところですか。──貴女の事を知っていれば、捨てる事は無かった。慢心も油断もせず相あい対たいし、負けたとしても関わろうとし続けた筈はずですからね」

「でもそっちはそっちで、十じつ本ぽん槍やりと関わってるじゃないですか」

「Ｔｅｓテスタメント．、──新しい居場所は居心地がいいですよ。でもね？　そこに至るまでのコストは、本来、必要ではなかったものです。それを返せ、とは言いません。ただ──」

　ただ、言っておく。そして行動とする。

「──ただ、貴女が、私を信用の視野に入れていなかった事が腹立たしい」

　部外者などとは言わせない。関係者となるべきを排除されたのだ。恐らくは二境紋や、賭けに近い事や、敵となるものの強大さ故、巻き込む事を避けようとしたのだろう。

「だがそれは、──私を路ろ肩かたの石のように扱った事。それを思い知るがいいです」
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　オリオトライは、こう思った。こちらの〝正しい〟は通じないでしょうね、と。

　二境紋の危険性は、当事者でなければ解らない事だ。その、解らない事を、今ここで理解して貰もらおうとしても無理がある。それに相手も、納得などしたくないだろう。

　怒りだ。

　傷ついた事と、怒っている事を、こちらが理解していると、そう示せばいい。が、彼女はこっちを信用していない。また、敗北の自戒がある。

　だから戦闘だ。こちらを倒せば、過去に自分が負けぬ未来もあったのだと理解出来、敗北からなる苦渋に対してプライドは保たれる。

　……ああそうか。

　これは自分の親と同じだ。三み河かわにて、教きよう導どう院いんの橋上であれだけ議論して、父は言った。母が、死ぬために生まれてきた訳ではないと。

　父には、それで充分だったのだろう。だが、そう思えたからこそ、また救えなかった時、絶望して、共に失われる事を選んだのだろう。

「石いし川かわ先生」

　言っておく。

「私を倒したところで、十じつ本ぽん槍やりがうちの子達に負けたら、同じですよ」

「その可能性は考慮しました」

　石川が、刃やいばと火花の向こうで告げた。

「その時は、貴女あなたを失わせた後で、貴女の生徒達をそうしましょう」
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　何を言っている、とオリオトライは思った。石川の剣を鞘さやで強く弾はじき、

「……それは、貴女の生徒が望んでいる事と真逆でしょう!?」

「私は生徒の代弁者じゃありませんよ、オリオトライ。寧むしろ、貴女の生徒を敵として倒すように訓練をして来たのです。──私は部外者ですからね」

　つまり、と石川が踏み込んで来た。

「世界がどうなろうと関係ありません。創そう世せい計画が何もかもを忘れさせてくれる。

　貴女も自分の生徒達を信用しなさい。もしも私が失わせようとしても、貴女の生徒は抵抗し、私を倒しに掛かるでしょう。私の生徒もそうするでしょう。──貴女の望んだ未来が勝つ可能性の方が遙かに高い。ここで狼狽うろたえないで欲しいですね」

「……そんな事して、何の意味があるんですか!!」

　言うと、石川が手首をスナップした。明らかに首元。直後に右目、更に鳩尾みぞおち、首元と、致命の位置を連続で狙ねらって来て、

「──意味を無くさせたのは、貴女でしょう。私に意味を与えず、無いものとした。

　だから、よく聞きなさい」

　石川が、一瞬だが、初めて振りかぶった。

「──貴女の意味を無くしてあげましょう」

　一撃が来た。

　……防御！

　長剣の鞘さやを構えた瞬間。それが来た。

　石いし川かわの刃やいばが、鞘の手前で止まっていたのだ。

「──寸止め」

　声が聞こえた。小さく笑い、こちらの防御の下に直ちよく蹴げりが通った。
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　壁際に転倒したオリオトライの前に、数かず正まさは身を弾はじいた。

　次の動きを取らせない。ただ言うべきは、

「腑ふ抜ぬけましたね」

「そりゃあ、私は、いい成果を得ましたから。ちょっと浮かれてるんですよ」

　それは、

「両親を救って、両親に認めて貰もらって、恩ある母にもそうして貰って。

　──信じた分、返して貰ったから」

「私を踏み台にした成果ですね」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とオリオトライが頷うなずいた。そして息を吸い、

「石川先生が踏み台にされたというなら、それを恥じませんよ、私。

　──貴女あなたの踏み台があったからこの成果を得たんです。それが現実です」

「ではこれも現実ですね」

　己は一刀の先端を弾いた。手首の動きで銀弧を発射し、彼女の首を狙ねらった。
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　音を、オリオトライは聞いた。

　風がそこに付随し、火花の匂においを感じた。だがそれ以上に気付いたのは、

　……花？

　壁際。座り込まず、長剣を翳かざした視線は、その鞘に防がれている。前を見るため、両の腕を下げず、上げた。一応は防御姿勢を保つためだ。

　すると、目の前に一つの影があった。

　石川ではない。自分の視界にあるのは、その前に立ちはだかった後ろ姿だった。

　女だ。長い髪を飾りの布で幾つにも誇らせた姿は、

「喜き美み……」

「フフ、いい女登場、ってね。何か見てようかと思ったのにカキンカキン聞こえるから、ちょっと来たら、面白い事になってるわね」

　全く、と喜美が言った。手に提げていた一刀を軽く振り、

「やあねえ、こんな箸はしより重いもの振り回して暴力的とか。ミトツダイラ辺りにやらせときゃいいんだけど、──相手してあげる。そこの冴さえない女」
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　数かず正まさは警戒した。

　葵あおい・喜き美み。この女については、武蔵むさし時代からある程度の事を知っている。

　それは、彼女が〝後悔通りの主〟の姉で、彼が死のうとしたのを引き留めた事と、

　……小お野の・忠ただ常つねと、小野・善ぜん鬼きの娘。

　だが、舞と音楽に親しく、自分がいた頃ころは、自作楽曲で最年少の週間トップ取りをしたとか、そっちの方が話題となっていたのだ。

　しかし羽は柴しば側に移り、オリオトライの話を聞いた際、疑問を得た。

　オリオトライに剣を教えた〝叔母おばさん〟とは、葵・喜美の事だろう、と。

　ただそれは未来の話だ。将来、何処どこかの経緯で葵・喜美は恐らく両親から剣術を習得し、それをオリオトライに伝えたのではないかと、そう思っていた。

　……では今は、どうなのでしょう。

　そう思った時だ。ふと、首元が軽くなった。

　何かと思えば、葵・喜美が、手の先に白い布片を引っかけて回していた。

　自分の首元にあるスカーフの、大部分だった。

「……っ!?」

　いつの間に切られたのか、奪われたのか、解わからない。ただ危険を感じ、己はこの相手を敵と認識し、身構えた。
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　オリオトライには、訳が解らなかった。

　喜美が、ただ、動いただけだったのだ。石いし川かわに対し、喜美が一歩を踏み込み、軽く抜いた刃やいばの動きそのままにスカーフを切り落とした。そして宙で布の一片を拾い、身を戻しただけ。

　それだけだ。自分が見ても解る動作で、そこには何の術式も無い。その筈はずだった。

　……だけど気付かれてなかった？

　疑問に思った視線の先、喜美の後ろ姿は揺るがない。ただ右手の指を鳴らし、快音に合わせてスカーフの切れ端を宙に飛ばした。

　直後。石川が両の肩から血ち飛沫しぶきを咲かせ、その場に頽くずおれた。

　勝負が決まったのだ。
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　長い時間だったと、数正は思った。

　目の前に立った相手が、こう言ったのだ。

「先生に聞かせたくないから、拍子を外すわね」

　そして彼女が言う。

「言っておくけど、私の事は、何も教えてあげないわよ？

　いい女はミステリアスな処があって当然だものね」

　言って、笑う女の手前で、己は動けない。

　……何ですか、これは。

　動ける筈はずだ。だが、違うと、本能の部分で解わかる。今、攻撃しても無意味だと。

「フフ、じゃ、ちょっと今回は、うち関係とは別の処の、愚弟にウケのいいヤツで相あい対たいしてあげるわね？

　ま、全部、捨てちゃってるネタなんだけど」

　葵あおい・喜き美みが、首を覆うスカーフに指を差し込んだ。折って形を整えられていたその中から引き出されるのは、型をつけるためにも使われていた細い金鎖と、やはり金の刀かたな鍔つばで出来た、

「眼帯とか、凄すごいファッションよね」

　でも、とそれを荒く右目に掛けて葵・喜美が言う。

「つまらないわよね。だって、狭いところよりももっと外に出たかったし、皆で一緒が良かったもの。だからこんなの幾つあっても無意味なもの。──多くの、残らない名前の一人でありたいと思ったわ。そう、今の最新はメリーアンね。フフ、テストに出るわよ、コレ」

　何を言っているか解らない。しかし、今、彼女が場の支配権を握っているのは解る。

　強者だ。しかしそうでありながら、力を隠しているならば、

「それは強者の傲ごう慢まんでしょうが……！」

　声が出た。行ける。怯おびえていないと、そう思った。だが葵・喜美が笑みを見せた。

「──私が強いなんて、私、一言も言ってないわよ。だって存在自体が賢く無敵だもの。

　私の強さは、剣や術ではなく、──私だからと言うそれだけから来ると、私は知ってるの」

　そして、

「私を咲かしてくれる大事なものを護まもるために、私は無敵を誇るのよ」
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　彼女の言葉に、己は動いた。告げられた台詞せりふに対して、こう思ったのだ。

　……私は……。

　自分が自分でいられなくなった時、その場を逃れた。

　別の場で、新しい自分をやっていこうと思った。だが、そこで己は、真実を知って、古い自分を取り戻そうとしてしまった。だから、

　……私は……!!

　妄もう執しゆうだったと解わかる。知っている。だけど、

「捨てられるものですか……！」

　武蔵むさしは居心地が良く、そこでは自分は時代を飾る一人として埋もれていられたのだ。

　そこを懐かしみ、また欲しいと思う事は、

「馬鹿ね」

　眼帯によって演じられる隻せき眼がんが笑った。

「だったら戻れば良いのよ。言い訳も何もせずに、ね。──お馬鹿さん」

　彼女は動かなかった。だが、両肩の付け根を前から深く貫通された。

　……これは……!?

「音楽よ。──貴女あなたの呼吸と鼓動。二重の拍子を外して攻撃したの。気がそぞろな時、音楽が耳に入ってこないように、集中の外からの動作は知覚に入らないわ」

　どうかしら。

「剣術なんかより、──ファンになっちゃうでしょう？　私の」
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　オリオトライは、喜き美みが振り向くのを見た。彼女はスカーフの形を整えていたが、自分は知っている。あのスカーフには、

「喜美、それ、……鎖が……」

　え？　と振り向いた彼女が、こちらの首元の金鎖に目をとめる。そして視線を弓にして、

「知ってる？　この鎖、愚弟が買ってくれたの。自分の流体供給術式が未熟な時、伝でん播ぱの練習用に買ったのを、余ったからって」

　フフ、と喜美が笑った。

「ホントかしらね」

「──年上をからかわない」

　やれやれ、と思うが、気付けば思ったより時間が経たっていた。その中で、恐らく、自分には見せられぬ何かがあり、石いし川かわとの決着がついたのだ。

「先生、私、箸はしより重いものは愚弟以外持てないから、この馬鹿子を担いで欲しいんだけど」

「一応、他校だけど教員よ？」

　担いで運ばれたなんて知ったら後でどんな顔をされるだろうか。まあいい、と己は思う。

　正直、剣を教えてくれた実の母の実力が、この時点でデタラメだったと解っただけでも充分。世界は広いというか深いというか、力押しでは駄目なのはよく解った。

「さて」

　喜美が軽く伸びをして、息を吐いた。

「他、親子対決がそろそろ始まるのかしら」
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　武蔵むさしの降下が止まっていく。

　その圧力と流れを、髪の揺れと足裏の震動からミトツダイラは気付いていた。

　そして正面、戦場の速度を同じように感じている者が目の前にいる。

　奥おく多た摩まの自然区画。四し国こくから合流した基本船殻部の内、浅あさ間ま神社を中心とした部分だ。

　かつて後悔通りと呼ばれ、直近では王が死を受け入れた場所で、自分は糟かす屋やと向かい合っていた。

　追いついた、という構図だった。

　初め、浅間神社の方に降下した者がいると聞き、荷物と共に急いで駆けつけたところ、浅間の父が防護結界と警報の術式を祈き禱とうで展開していてコレは違いますわね、と思った。長居すると王のための術式を盛大に並べてくるので困る。欲しくなるので。

　ともあれ気付いたのは匂においだった。

　自分と、王の匂いをブレンドしたようなそれは、どことなく燻くん製せいのような煙と母や父の匂いもあって、間違いはないと追った。そして、

「何処どこ行きますの」

　後悔通りで捕まえた。声の届く距離で黒の髪を見つけ、告げたのだ。

「貴女あなたの問いかけの答えは、我が王ではなく、私しか持ち得ませんのよ」

　そして己は、肩に掛けていた荷物を背後に落とした。細長いケース。落下の衝撃で割れ、突き立つのは銀鎖のオベリスクだ。

　以前の戦闘で破壊され、修理を母に預けていたものだが、

「──どうですの」

　数が、八本あった。
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　母の言げんでは、本来、両手の五指に合わせて、この数なのだと、そういう事だった。

　……親指か小指で押さえて八本、というところですわね。

　ただ、扱いが難しい。母が一ひと揃そろいを送ろうと思ったのは、

『王様に指をチュッチュされて瞬発加速の伝でん播ぱが出来るようになったなんて、夏休みの補習の時からは随分進みましたわね!?　私の記録に辿たどり着いたらまた広義の到達接続ログインボーナス出ますから頑張りますのよ!?』

　との事で、結論だけ言うと情報どれだけ漏れてますの。

　ただ、今の自分にとっては、力が必要だ。何故なぜなら視線の先で、

「御お母かあ様さま」

　両の腕に十字を下げた狼おおかみが、こちらに振り向いていた。

「──答えを下さいますの？」

「言葉で伝われば良いのですけど」

　でも、と己は言った。戦闘用ドレスの増設パーツに、銀鎖のオベリスクを接続。八本を一気に引き出しながら、自分の場合をふと思った。

　母との戦いという試練は、己も経てきたのだ。

　あの時、決着に勝利したからこそ、王の下へと駆け寄る自由が得られたものだが、

　……御お母かあ様さま、我が王の事、気に入ってましたものね。

　自分が負けても、王に〝預ける〟としてくれたのではないかと、今更思う。

　だとすれば、あの夜の決着に何の意味があったかと言えば、

「──どちらかの勝敗が決せねば、お互い、得た答えに安心が出来ませんのよね」

　そう告げて、己は加速した。

　対する相手を安心させるため、全力で自分をぶつけに行った。







[image: 第八十一章『夜の森の娘狼共』]
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　恐らく、私は困っていますのね、と糟かす屋やは思った。

　戦闘中だった。

　母が放つ鎖の高速射撃を銀釘アルジヨント・クルウで弾はじき、前に出て、そしてかわされては向こうからの攻撃を避け、お互いに同じ方向に瞬発する。速度は合わせるまでもなく同等で、走りながら母が鎖の射撃と斬ざん撃げきを連射するのに対し、自分は銀釘で払い、隙すきがあれば杭くいを叩たたき込む。

　風が刃物のように走り、火花が曲線を描いて弾けた。

　人工の森の中、空は高速に流れ、遠くに半月が二つある。

　人の世に生まれ出た人狼ルウガルウにとって、良い戦場だろう。

「御お母かあ様さま」

　攻撃を送り、かわされては返されながら、己は言った。

「以前の戦いも、こういう場所でしたら良かったんですのに」

「物事には順序がありますのよ？」

　母の言葉に、少し安心する。前の戦いを始まりとして、応じるつもりで来てくれたのだと。

　……そうですのよね。

　かつてもそうだ。母は何でも教えてくれたし、応じてくれた。

　ただ、こちらに伝わらなかった事も、確かにあったのだ。

　父との事だ。

　父が全裸なのはまあいい。よくない。平ひら野のに任せ……、ない方が良い気がしたりしなかったりする。どっちですの。ともあれ父の事を思うと、解わからない事があるのだ。

　己は、正しくは父を得ていない。

　自分の母は、父の遺品を基礎として、己を産んだのだと教えてくれた。それを聞いた時は、当然母しかいなかったので、こう思ったのだ。

「いいですの、御母様」

　問う。

「──御母様は、私を欲したのだと、そう思いましたの」
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　だけど、と糟屋は思う。

　昔の事だ。思い出すのも嫌な事。

　今でも時折夢に見て、起きるなり部屋を出て窓の外を見て、外の世界がある事と、表示枠レルネンフイグーアでまだ何もかもが存在している事を確認しないと、再び眠りにもつけない原因。

　……怖いんですの。

　見捨てられるような別れがあったのだ。

　そうなる理由も解わかっているが、辛つらさは心に刻まれてしまった。どうしてなのだと。

「……どうして、別れる事を選びましたの？」

　そしてこちらの世界に来た時、安あん堵どした。全ては存在していて、失われておらず、何よりも母達がいたのだ。

　ただ、気になる事があった。

　画像報告で、共にいる父と母を見た時だった。

　笑っていた。

　それはかつて自分に向けられていた笑みに似ていた。

　幸いの笑みが気になるのは、恐らくは嫉しつ妬とと、不安なのだろう。

　この世界で父や母は存在しているが、結局、自分は、捨てられるのではないかと。

　何故なぜ、そう思ってしまうのか。

「私は、……御お母かあ様さまにとって、御お父とう様さまとの思い出作りだったのではありませんの？」

　だから、別れる事が出来た。

　どうなのだろう。この推測は理論だっているが、単に現実に対しての穿うがった感想文で、そう納得しておきたいだけではないのか。

　そんな、嫌な自分の理屈を崩せるものが、あるのか。

「御母様」

　自分は瞬発する。母について行き、問うように攻撃を放ち、挑むように問いかける。

「私を産んだ御母様には、……思い出作り以外に、別の思いがありましたの？」





●






　糟かす屋やは銀鎖を払った。

　一本、二本、三本、四本、残る全てを散らし、母に跳び込んでいった。

　対する母が身構える。衝撃に耐えるためかと思えば、違った。

「──貴女あなたの理屈を覆くつがえすものは、確かにありますわ」

　ただ、と彼女が言った。金の獣じゆう瞳どうを鋭くして、

「我が王の事、変な全裸とか思ってませんわよね？」

「えっ」

　戸惑った瞬間。不意の風が来た。

　鎖だ。これまで打ち払った全てが、弧を描いて戻ってきたのだ。

　瞬発加速付きの勢いで来た八本がこちらの身体からだを、首を、腕や足を捉とらえ、

　……しまったですの……！

　父は本当に足を引っ張りますの……！　と、平ひら野のが聞いたら喜ぶような事を考えた瞬間。己は銀鎖によって宙へと絞り上げられた。

　瞬発加速を連続で叩たたき込まれる八本が、不断の圧迫でこちらを捕縛したのだ。
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　ミトツダイラはここで勝負を悟った。

　銀鎖に入れる己の瞬発加速は、糟かす屋やのそれよりも小刻みに放つ事が可能だ。

　自分がそれを最速で掛け続ける限り、糟屋は脱出が出来ない。そして彼女が身の危険を感じ、獣変調したとしても、こちらの速度と密度が勝つ。その筈はずだった。

　……え？

　疑問に思ったのは、銀鎖から伝わる反力だった。糟屋が束縛からの解放を求め、固めに来た銀鎖の中で力を叩きつけようとするのは解わかる。だが、そこで行われている瞬発加速が、

「──！」

　咆ほう吼こう付きで行われる加速が、酷ひどく長い。糟屋の瞬発はロングレンジ型だ。小刻みではないが、長い分だけ力が籠こもっている。しかし、

　……以前の瞬発は、こんなに長く力が入ってませんでしたわよ!?

　だが己は、この瞬発に憶おぼえがある。昔、この瞬発を使う相手と戦った事があるのだ。

「御お母かあ様さま──！」
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・銀　狼：『お、教えましたわね御母様！　私の相手に、対抗するための技を！』

・現役娘：『あらあら、銀鎖四本追加して貰もらっておいて、何ですのその言いぐさ。母は哀かなしくなってお父とうさんに慰めてあげてますわ今』

・銀　狼：『文法がおかしくなってますのよ──！』





●






　空に金属の断裂音と銀光が散るのをミトツダイラは見た。

　仕方ない、とは思う。こちらが小刻みに捕縛を強めていくのに対し、内部では助走をつけてぶん殴りに来ていたようなものなのだ。まさか母が、という思いと、あの母は……！　という思いがない交ぜになるが、

「────」

　咆吼を重ね、タメつきの加速から放たれた銀釘アルジヨント・クルウの杭くいが、鎖を砕いていた。

　散る。しかし銀鎖の内、四本は破壊される前に解除が出来ていた。

　砕かれた四本を、無事なものと絡めて無駄にはしない。金属の連音を響かせて全てを手元に戻し、己は前へと身を跳ばす。

　縛り掲げられた宙から着地した糟かす屋やへと、急ぐのだ。

　銀鎖は砕かれたが、ダメージは確実に与えている。ならば即座に一撃を入れ、

「……!?」

　眼前に広がった銀釘アルジヨント・クルウ左右のガードに、己の拳こぶしは防がれた。

　反動で身を止められた視線の先、糟屋が足元を滑らせながら一気に十メートルを後退した。

　そして自分は見た。糟屋が、合わせた銀釘の向こうで、両手を構えたのを、だ。

　扉を開けるような、そんな動作は、

「まさか──」

　人狼ルウガルウの王族。そんな存在にだけ許された最大加護。

　月を開くのだ。
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　叫びだった。足を踏み固め、両の手を開門に構え、人狼女王レーネ・デ・ガルウの系譜が空に吠ほえる。

　そこにあるのは、半月だ。だが、

「る、あ……！」

　狼おおかみの遠とお吠ぼえに呼応するように、光が上がった。

　照明の強い光とは違う。眼下、武蔵むさしと大和やまとが行く下。外界の欧州の森から、淡い光が昇っていく。それは、木々の陰かげで下草に溜たまった夜露の光であり、流れる小川の反射光でもあった。広大な森に住まう全ての精霊達が、それぞれに持つ小さな光。その一つ一つが、人狼女王に連なる者の要請で捧ささげられ、空に上がり、

「あ……！」

　一斉の淡光が、月に届く。

　その下で黒の狼が月の門を開けていく。

　音はない。だが光が最初から最後まであった。彼女の開く門の形は月が光を得ていく様に等しく。直下へと月光が差していく流れは全て連動していた。

　満月が生まれるのは、開門の全開動作と等しかった。そして、

「ああ……」

　完全に開いた門の中。満月の真下で、黒の影が叫びを上げる。それは遠く遠く何処どこまでも響き、その高鳴りが止やんだ時、一人の娘が狼と化していた。

　獣変調だ。

　以前と違い、完全な人狼形態だった。服も人狼としての最適なドレスへと変形しており、彼女はその両手を等しく左右へと打ち振った。

　銀釘があった。両の腕の十字が外に振られる。そして、

「……！」

　今まで以上の加速で、黒の狼おおかみが母へと疾駆した。

　最高の自分を届けるように、彼女は自分自身を発射した。
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　糟かす屋やは右の銀釘アルジヨント・クルウからのラッシュを掛けた。

　距離など一瞬で詰められた。母が鎖で行う防御を砕き、弾はじき飛ばしながら己は問う。

「何故なぜ……!?　何故、私を産んだんですの……!?」

　思い出す。

〝花園アヴアロン〟と呼ばれたシステムの中、母も友達もいて、そこでは擬似的な社会が営まれていた。

　寂しい事もあったが、母達は共にいてくれた。

　だが、自分達が幾つかの課題をこなし、合同の誕生日を迎えた日。皆がお互いを祝った翌朝、母達の姿は無くなっていた。

　彼女達の存在は、長期にはシステムの負担になる。ゆえに外へと行き、消えたのだ。

　別れのメッセージは残されていて、その意味は解わかったが、失った哀かなしみはそれ以上だった。

「何故」

　置いていって欲しくなどなかった。それなのに、

「何故！」

　何故、母達は、また自分達が失われるような道を選ぼうとするのか。

　その事実も、以前に告げて、武蔵むさしをも一度は奪ったというのに。

「何故……！」

　運命の人格などよりも、自分達を見て欲しい。創そう世せい計画が成立すれば、自分達の母子という関係も失われるが、だが、自分達自身は失われないのだ。つまり母と父を救い、しかしそれを恩に着せるような事もなく、何もかもやり直す。それをいけない事とするのは、

「何故なんですの……！」

　自分という存在は、母にとって、その程度だったのだろうか。だとすれば、

「何故、私が産まれる事を望みましたの……!?」
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　ミトツダイラは、糟屋の攻撃を捌さばきながら、母の事を思っていた。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウである母は、自分を武蔵に派遣し、そして己がホライゾンを失って、自棄やけから降りようとした時は、暴力とも言える力を振るってそれを止めた。

　だが母は、アルマダ海戦後、武蔵勢である己を、今度は武蔵から下ろそうとした。

　あの後、結果として自分は勝利し、王と共にいる事を許可され、今は逆に母からは過保護な扱いを受けてもいるのだが、

　……解わかりますわ。

　親とは、身勝手なものなのだ。

　特に、自分の身の処遇と、子が幸せになるという判断については、だ。

　糟かす屋やの世界の自分は、結局の所、他人ではないかと、そう思った事もある。が、違う。恐らく自分とて、ぎりぎりの場では、娘達を生かすために自分を犠牲にする。そういう判断をするかもしれない。そう思う。特に、

　……あちらの未来には、我が王もホライゾンもいませんのよね。

　惜しむらくは、あちらの未来に、王がいれば。そうであるならば、また別の道もあったろう。きっと、意地でも失わせず、共に残った筈はずだ。

　だがそうではなかった。だから糟屋に答えが出せないならば、違う未来に至る自分達こそが、

「答えますわ……！」

　糟屋の一撃に、迎撃の初動を入れながら、己は叫んだ。

　今なら言える。戦い、言葉を聞き、己も思いを研いだ今こそ告げられる。

「──貴女あなたは別に、私と王の思い出作りではありませんのよ」
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「ならば──」

　糟屋は叫んだ。吠ほえ、走り、打撃を入れ、母を打ちながら問うた。

　しがみついて叩たたき、せがむように言葉を放った。

「だったら、何故なぜですの!?」
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　Ｊｕｄジヤツジ．、とミトツダイラは応じた。瞬発加速を糟屋の攻撃に合わせ、銀鎖に火花を咲かせながら、高速の捌さばきを打ち込みながら言う。

「私と王は幸いだった筈」

　だから解る。幸いであれば、人はどうするか。その思い出があるならば、

「その幸いを、貴女に預けたかったんですの」

「────」

「──我が王との思い出作り？　違いますわ」

　そうだ。違う。王はいないのだ。だけど幸いであったならば、

「貴女に、そういう思い出を作りながら生きて欲しかったんですのよ」

　何故なら、

「幸いそのものとして生まれた子なら、どんな世でも生きていき、世界を継げるだろうと」

「でも……！」

　黒の髪を振り乱し、糟かす屋やが跳び込んで来た。

「私はそんな役割、望んでいませんでしたのよ……！」

　放たれた銀釘アルジヨント・クルウの一撃。右の一発からの左のコンビネーションが、こちらの防御を砕いた。

　強い。完全に割られ、下がらされている。

　……でも、違いますわ!!

「それは、役割ではありませんのよ!!」

　幸いである事や、世界を継ぐ事は、役割ではない。

　それを任されてしまった者を、己は知っている。

　運命だ。

　祝福され、幸いの名を与えられた運命は、しかし役割によって潰つぶれかけ、今、世界はどうなっているか。そのような〝役割〟を自分達は子供達に望まなかった筈はずだ。

　幸いや、受け継ぐ事。それは役割ではなく、我が王が叶かなえようとするような、

「〝夢〟として、預けましたのよ……！」
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　そうですわね、とミトツダイラは思った。

　母が自分に望んだのも、振り回したのも、それだ。

　そうであってほしいというもの。

　その程度だから、無理せず大丈夫だと教えてあげるべき事。

　だが、親は身勝手で、子供は真ま面じ目めだ。

　親が気楽に思っていても、子供が義務と思えば、幸せになる事すら辛つらいだけだ。

　……全く。

　親である事も、子である事も難しい。

　……あまり御お母かあ様さまの事、強く言えませんわ……、いえ、あれは言っていいですわね。
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　ミトツダイラは息を吸う。言葉は送った。後は納得と安あん堵どの決着だと。

　これ以上は話しても堂々巡り。そう思うが、糟屋は強い。

　……流石さすがは私の仕込み＋本人の努力だけはありますわね……！

　思う両腕のガードから、銀の飛沫しぶきが散った。銀鎖が全て砕かれ、己は、

「く……！」

　瞬発加速で逃すダメージ量が高く、浮いて吹き飛んだ。

　距離が空く。そして糟屋がこちらに全身を発射しながら、

「御母様……！」

　両の腕をぶつけるようにして、右の腕に二本の銀釘アルジヨント・クルウを連結した。

　森の中。石畳の道上。後悔通りと呼ばれた王の道に月光が落ちる。その上で完成するのは一本の巨大な砲撃システムだ。長大な回穿ドリルを突撃からパイルバンクする。それだけの武装を、黒の狼おおかみが全身の力で叩たたきつけに来た。

　来る。しかし対する己は信じた。この世界は、違う未来を歩むのだと。

　……我が王。

　王の魂は、自分の中に生きている。それは明らかに人のものだ。そして、

　……人狼ルウガルウの女王の家系！

　今、ここで、一つの争いが決着する。自分と母の戦いとは違う、人狼女王レーネ・デ・ガルウとしての素質を見せた黒の狼と、その母としての己の戦いだ。

「────」

　前に出る。次いで思う。何故なぜ、母は、銀鎖を渡しながら糟屋にも荷担したのか。

「決めますのね……！」

　黒の突撃が、銀釘を振りかぶりからの発射体勢に入ったのと同時、己も瞬発加速を多重でぶち込んだ。

　加速する。当たるのを迷わない。大丈夫。これは判断の時なのだ。

　迫る一撃に対し、己はしかし飛び込んだ。

「解わからないなら、それで構いませんわ……！」

　母を通し、自分も解ったように、彼女もまた、この戦いを通し、解るだろう。だから、

「……！」

　天上の満月に咆ほう吼こうした瞬間。走る己の眼前に、空から一つの力が落下した。

　一直線の銀。

　見た事がある。母の実家の納屋にあったものだ。

　自分の祖母にあたる先代の人狼女王が使用していたという武装。

「〝銀剣〟！」
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　それは、己の母が扱えないと言っていた武装だった。

　人狼に伝わる銀の神格武装は、使い手を選ぶ。銀鎖もそうだが、先代の人狼女王が使用していたという事は、

「────」

　走りながら引き抜いた時、そこから己の手に、力が来た。

　加護だ。先代の人狼女王。その力が宿り、全身に震えが来る。そして、

　……我が王。

　王と交換した人としての魂が、震える。

　夜空には満月。手には力。魂には王。

　気付けば己は、全身から流体の光を一度散らし、

「る、あ……！」

　獣変調を展開していた。
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　糟かす屋やは、息を飲んだ。

　母が、出来ないと言っていた獣変調を咲かせたのだ。

　……これが……！

　これが答えだとするならば、未来の自分はどのように否定されるのだろうか。

　いろいろな事が覆くつがえされる。そして、

　……何て……！

　銀の色。月の色。それも空高くに上がるとされた孤高の色だ。

　かつて黒の髪の色をもって生まれた自分は、母の髪の色が欲しいと駄々をこねた。だが母は、こちらの髪を夜の色だと言って褒めてくれた。そして、

「歳としをとったら皆、同じ色になりますのよ？　だから──」

[image: ]

　と言って口を噤つぐんだ母の言葉の先を、恐らく今、自分は望んでいい筈はずだ。

　そう、あの時きっと、母はこう言おうとしたのだ。

　……それまで一緒に過ごしましょうね……。

「お……」

　月の色。

　憧あこがれて仰いだ銀の色。

　自分が知る人狼女王レーネ・デ・ガルウの光に、今まで以上の加速で、己は一撃を叩たたき込んだ。

　これまでの自分の全て。

　これ以上は、現状、考えられない一発だ。だから、

　……ここからは……。

　思った。

　……ここからは、変わりますのよ!!





●






　ミトツダイラは応じた。一直線に突き込まれて来た流体の杭くいに対し、〝銀剣〟を大上段から加速した。

　瞬発。瞬発。瞬発。瞬発。重ねて走れ狼おおかみの剣。

　咆ほう吼こうは月の銀。

　高速の回穿杭打ちパイルバンクの、その回転も無視して刃やいばが叩たたき嚙かまれ。

「……!!」

　一直線に断ち割った。それは全身を叩きつける速度の加圧に応じて割れるごとに破砕し、

「感謝しますわ。貴女あなたと、貴女を送った未来の私に……！」

　己は告げた。

「私が貴女を送り、貴女が私の目の前に来てくれた事で、幸いは失われずに済みましたもの！」

　銀の一刀が銀の釘くぎを割り、砕き、月の色が夜の色を抱き留めた。

　瞬発加速を連続で全身に打ち込み、速度を消し切って相手の全身を受け止めたのだ。

　剣も十字も鎖も全て周囲を飾るだけとなり、

「あ……！」

　夜の色をした狼が、泣き声を上げた。

　空に浮かぶ満月を見上げ、月に抱かれて娘が泣いた。

　狼がそれを抱き、離さなかった。

　踊りの時間は、終わったのだ。
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　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとM.H.R.R.神聖ローマ帝国の中間に位置する森の中、御菓子の家の納屋の前で、人狼女王レーネ・デ・ガルウは一つの頷うなずきを作っていた。

　今、納屋は半壊だ。何しろ屋根が吹っ飛んでいる。

　だけど自分は腰に手を当て、修理にはどんな妖精を呼びつけようかと考えながら、

「まさか、私にも懐かなかった母の剣が、ネイトを救いにいくとは、予想外でしたわね」

　笑って、西の空を見る。

　ここは欧州でも極東上だ。外界の欧州の空で、あの二人は仲良くやっているだろうか。

　まだそちらに武蔵むさしと大和やまとの姿は見えないが、

「私の母が認めたなら、次期人狼女王は貴女あなたですのよ、ネイト。

　──私のようにしっかり出来るよう、戻ってきたら王様や皆ともども教育が必要ですわね」
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・奥多摩：『……というか感動のシーンの最中にすみません。何かさっき、東の方から超高速で未確認飛行物体が飛んで来て無断でうちに落ちたような。──以上』

・あさま：『というかミト、浅あさ間ま神社繫つなげて結界も万全ですよー、とか思っていたら大精霊クラスの加護がついたアーティファクトが飛び込んでくるとか一体……。少しは事前に届け出が出来ません？　お母かあさんに頼んで』

・銀　狼：『人狼ルウガルウ一家に御役所仕事の闇やみが襲いかかってますのよ──!!』
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　狼おおかみの勝利を告げる咆ほう哮こうを、二ふた代よは空中で聞いていた。

　自分達は、今、宙にいた。高速で欧州の空を抜けていく大和と武蔵の艦間。その側面を跳ね、お互いの攻撃を遣り取りしていた。

　激突は空中。下に落ちれば助かる訳もない場所で、しかし、

「────」

　空中の交錯において、二度、三度と打っては弾はじかれ、また双方の艦に着地し、跳ぶ。

　お互い、手の内は解わかっている相手だ。既に以前、充分な相あい対たいをした。ならば、

「如何いかがしたもので御座るかな、福ふく島しま殿！　拙せつ者しや、貴殿を止めねばならぬで御座る！」

「Ｔｅｓテスタメント．！　拙者、そちらの艦橋を破壊する事を目的として御座ります！」

　正直にお互いが述べ、福島がこちらの刃やいばを穂先で捉とらえた。

　槍やりごと、自分ごと空中でつり上げられ、何も無い虚空へとぶん投げられた。

　だがこちらも、自分の穂先が捉えられている〝軸〟を確認。伸縮機構を一気に伸張し、その勢いで対岸となる大和やまとの側面に着地した。

　足場が動く。

　加速する両艦が位置の取り合いをやめないからだ。

　今は併走し、急ぐか後ろに回るかの駆け引きを行っている状態だ。

　先に極東に到着し「自分の方が性能が上だ」とすべきか。

　後ろに回って主砲による砲撃をぶち込むべきか。

　前者をやるにはもっと距離をつけて〝差〟を作りたいところだ。

　後者をやるには、しかしもう欧州上空を過ぎ、アジア方面へ入りつつある。砲撃をもしもかわされたら、出力低下でそれこそ〝差〟をつけられ、先にゴールされるだろう。

　残りの距離は短く。両艦の一挙動が勝負を決めかねない状況だ。その中、お互いの駆け引きを示すように、己と福ふく島しまはまた自分達が足場にする艦を跳躍で変え、

「……！」

　打つ。絡む。しかし福島には目的があり、それゆえにお互いの居場所は武蔵むさしである場合が多くなり、その上で、

「──Ｊｕｄジヤツジ．」

「──Ｔｅｓテスタメント．」

　お互いの手の内が見えている。否、お互いが自分の戦いを曝さらけ出せば出す程に、相手に添うような戦いが生じていくのだ。

　そしていつしか、移動が、艦の側面から多た摩まの外交港上に移っていた。

　平たい場所。広大な区画。今は輸送艦もなく、ただただ広い平面だ。隠れる場所も無ければそこでは純粋に、お互いの位置を取り合い、追いかけ合う事になる。

　自分が真さな田だ十じゆう勇ゆう士しの筧かけいから体得したスライド式の脚あし捌さばきを用いれば、福ふく島しまが未来の自分から習ったスライド式の脚捌きを発揮して追随する。

　その上で福島が〝一いちノ谷たに〟の伸縮機構を使って加速と反射軌道を加えれば、こちらも蜻蛉とんぼスペアの機能で先を回る動きを見せた。

　片方が突けば片方が払い、片方が薙なげば片方が回避を行い、近接にて打ち合えば左右の回数も等しく遣り取りが放たれ、それぞれがお互いの槍やりを手にして突き引きを捌く状況すら発生した。

　見事と褒めれば、己を褒める事になるだろうか。

　仕上がりは上々。

　だがこの状況に、己は一つの疑問を抱いていた。

　恐らくは福島もそうだろう。既に自分は、以前の相あい対たいにて、一つの希望を告げたのだ。

「福島殿」

　打ち合い、身を回し、合わせて加速し、己は告げた。

「──貴殿、これ以上を望んで御座るか」
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　二ふた代よは思った。三み河かわ争乱の際、父達が自分を〝自由にしてやりたい〟と、言った事を、だ。

　それはもはや、父達自身が教えを与える事など出来ないが、しかし、

　……拙せつ者しやが実力をつけ、自分達を超える事を確信して御座ったろう。

　己について買いかぶり過ぎかもしれないが、無用な事はしない父達だった。単に日々の糧となる程度だったら、こんな発展性のある技術を教えはしないのだ。

　先があると、信じてくれた。そして自分も、福ふく島しまに同じものを見た。

　間違いなく、自分が教えた身。それが戦闘中に伸び、更には戦闘続行を望む姿を確認して、この人物の先を見たいと、そう思った。

　ならば、だ。ならばこそ、自分はこう言わねばならない。

　父達が己に望んだ事と、己が福島に望んだ事に偽りないようにするため、断言する。

「現状は、楽しいが、駄目で御座るな」

　口元に笑みが浮かぶのを自覚した。己は今、これが言えるのか、と。

「──ここより上に、行きとう御座らぬか、福島殿」







[image: 第八十二章『孤独地の進入者』]
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　福ふく島しまは、母の言葉に、息を詰めた。

　この、心地よさすら感じる状況をやめる事に、残念を得たのではない。

　……良かったで御座ります。

　安あん堵どしたのだ。何故なぜなら、

「──先日の負傷、後に響いて御座りませぬか」

　そうだ。三週間前の相あい対たいで、自分は不本意な勝利を得た。こんな筈はずではなかったと、一撃を入れてから気付く無様な終わり方だった。

　あの時、母のこちらに掛ける期待を聞き、それが救いで終わるのかと思い、

「何もかもを失うよりかは、遙かにいいと己を納得させて御座りましたが……」

「福島殿の、あの見事なションボリ、拙せつ者しやとしても祓はらわねばならぬと、そう考えて御座った」

　言われ、頰ほおに熱が上がるのを感じた。確かにあの時、思わぬ涙を零こぼしもしたのだ。

　だからと言うように、母が言葉を作った。

「万全で御座る。──神気も得て、恐らく今こ宵よいが人生最高。さあ、如何いかがするで御座る？」

　決まっている。この母親は、断るだけまだいい。下手へたをするといきなり勝手に始めて、こっちがついていけなくなって抗議すると、

「────」

　笑って、それをやめてくれるのだ。

　かつては、そうだった。やめてくれるのは、母の優しさであったろう。

　だが、今は解わかる。それは、自分の実力が不足していたからだという事と、母が、来きたる時までに全てを教え切れぬ事を悟っていたのだという、その事を、だ。

　自分は母から全てを習った訳ではない。今の母はどうだろうかと、そう思っていた。だが、

「……あるので御座りますね」

「そちらが既に習得している可能性もあるで御座るが……」

　思い当たるものがあるので、言ってみた。

「……歌で、御座りますか」
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　ほう、と二ふた代よは頷うなずいた。未いまだ位置を取り合い、攻撃をかわしながら首を下に振った。

「そういえば、ノヴゴロドで相対した時、拙者のテンポをとる歌に反応して御座ったな」

　あれは、つまりそういう事か。

「拙者の事を、いきなり歌い出したトンチキか。下手な歌だと、そう思われたのかと、そのように思って御座ったが」
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・金マル：『いや、ナイちゃん達も前科あって、まあいいかで済ますけど、外から見たらいきなり歌い出したらトンチキ言われても仕方ないかな？』

・●　画：『でも戦闘のテンポに合った歌ならいいけど、そういうの無視な動画ソングを大声でやられると困るというか心配するわよね』

・ホラ子：『♪電でん光こう石せつ火かのツッコミの腕　合体！　絶対！　ホ──ラ──イ──ゾ──ン♪』

・不退転：『始まった瞬間、武器捨てて平手で顔面張り倒すと思うわ』

・ウキー：『その反応、いいな成なる実み！　今度やってみるか！』
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　では、と母が呟つぶやいた瞬間。唐突にスタートしたのだと福ふく島しまは悟った。

　……さ、流石さすがに御座りますな！

　直後。己は背後に気配を感じた。髪と装甲の動作がそこにある、と。だが、

「……！」

　そこに彼女はいなかった。右横。そして左斜め前に、母の姿がちらつき、消えた。

　分身ではない。残像ではあろう。しかしその位置もタイミングも、こちらを攻撃出来るようなものではない。これはつまり、

　……前奏……！

　思うなり、風が来た。それも乱れ、しかし強弱のついた風だった。

　極東の古語で、風の事を荒すさと呼ぶ。

　荒んだ動きが、己の周囲でゆっくりとその存在を合わせて行く。
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　二ふた代よは行った。

「──揺らぎ」

　全身の力を抜き、ただ軸を意識して、

「──停まらず」

　傾け、加速する。

「ずっと　行く先」

　ただ己の動きが求めるところ。

「そして　停まらず」

　ただ己の速度が求めるところ。

「ずっと　行く先」

　そこへと己の軸を通していく。

「笑って　泣いて」

　相手を見た。

「いつもの我わが儘ままを　私に言って」

　彼女の要求に、己は応こたえているだろうか。

「明日あしたもまた」

　明日のないところから来た君よ。

「忘れずにいて」

　だからこそこちらを止めに来た。

「明日の貴女あなたの」

　だけどかつての己はきっと。

「背を押すから」

　そうしたかったのだ。





●






　福ふく島しまは、一度だけステップをした。

「やはり──」

　この歌を、己は知っている。

　二人の母が、共に口ずさむ事が出来た歌だ。子守歌にも聞いた。だが、その基礎は、

「やはり貴女の表現で御座りましたか……！」

　かつての時代。母はこの歌に重ねて〝速度〟を見せた事がある。

　当時の自分はついていけなかったが、しかし、

「──逆落とし」

　今の己は、落ちるように、ステップからそこへと飛び込んだ。
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　鈴すずは風の表現を知覚し、音に聞いた。

　多た摩ま外交港上。そこに二人分の高速移動とターンスライドによって薄雲が走っていた。

　動作の中心点は無い。二ふた代よと福島の二人が平面の上を回り、全身を揺らしてターンし、追い掛け合っては槍やりや肩の当て合いや取り合いを行っているからだ。

　どちらもお互いの動きの中心となって回り合い、描かれる図形は動き続ける二連歯車のようになっていた。

　常にお互いの方を向き続けながら回る羅ら針しん盤ばんが二つ。

　それは嚙かみ合い。どちらもがどちらもの周囲を回り、公転して止やまない。

　だが速度が上がった。お互いが全身に加速術式を展開したのだ。

　速度を上げながら、制御のためにも加速術式を転用する。

　達人の技だ。それを行える二人が、親子で相あい対たいする。そして、

　……うわ。

　二つの羅ら針しん盤ばんが重なり、

「……っ」

　弾はじけた。小型化した輪が無数に散って重なり、幾何学的な円の、更なる円状展開を多重円として打ち付けては停まらない。

　全ての円の中では針が相手を差し、全ての円と針が同時に動き、そして数を追加していく。
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　福ふく島しまは全力で機動した。

　動く。

　動く事でただ望む思いを現実にする。

　とはいえ、己が望んだものは以前の戦いにあった。

　ここにあるのは、望んだ以上のものだった。

　かつて到達出来なかった場所。

　このようなところがあるとも気付かなかった場所。

　取り戻せないとそう思っていた場所。

　それが己と母の動きの中にあり、外に現出している。

　望んでいいのかと、望んで大丈夫なのかと、そう封じてきた思いが、ここに果たされる。

　捨てずに良かった。

「────」

　今、自分は、泣いているのかもしれなかった。

　解わからない。

　初めて至る悉ことごとくの事柄に、感情が震えている。

　全身が狂喜し、速度の追加をただただ欲し、叶かなえていく。

　己は加速の形だ。母を追い、何処どこまでをいけるか共に試す速さの成形だ。

　行くところ、打つところ、見るところ、全ての在処ありかに速度の求めるところがあり、そこに己は加速を繫つないで自分の存在を誇示していく。

　ああ。

　母達を止めようと思う。これを失いたくないと思う。

　だが自分は解ってしまった。この先があると、知ってしまった。

　今の母達でも到達出来ない場所。

　それが今の自分達の行く先にあり、母達はそこへやがて行くのだと、気付いてしまった。

　自由になれとは、そういう事だ。

　何処どこへでも行ける。

　そう。揺るがぬ自分の行く先には、何処という果てすらないのだ。

　自由に己は己の道を行け。母はそう伝え、母もまた祖父からそう伝えられた。

　そして己は見た。

　自分達の周囲に、野原がある。

　かつて母と訓練を行い、疲れては倒れた場所だ。

　自分と母の動作に対し、この場の〝相〟が反応したのだ。術式や動作に精霊達が呼応し、顕現しては流体光を散らし、自分の動きから見える〝型〟を作り上げて行く。

　野原があった。

　木々があった。

　そして、

「────」

　屋敷があった。井戸や池があり、風が吹いていた。

　母の過去だ。彼女の動作から生まれた流体の地形が、自分の未来と母の過去を繫つなげた。

「福ふく島しま殿」

　母が言った。屋敷の奥に視線を投げて、口くちの端はを上げてこう言った。

「忝かたじけない。……拙せつ者しや、ようやく、父の背を見える位置に来たように御座る」

　やはりだ。やはりこれ以上があるのだ。そして、

「……！」

　母が、加速術式を多重化させた。
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　福島は、笑みを自覚した。あの時、出来なかった事に届き、礼を言われるとは。

　……ならば──。

　ここから先がどうなるか解わからないが、己もこう生きていこうと、そう思った。

　加速術式を多重化させ、世界を密にしながらこう思った。

　……もはや──。

　もはや何もかもが無駄になるとも、消えてしまうのだろうかとも思わない。

　自分の抱えたものを恐れない。

　何も怯おびえる事なく、かつてから、そして今から憶おぼえた全てを自分に注ぎ込んでいく。

「母上……！」

　羅ら針しん盤ばんが差す相手を、自分は追った。
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　打った。

　かわして、かわされた。

　野原の上で、祖父達の住まう屋敷の前で、母と子が〝稽けい古こ〟をする。

　その光景を、教きよう導どう院いんの橋上から正まさ純ずみは見ていた。

「おいおい」

　二人とも元気だなあ、と、そんな事を思いつつ、風に髪を揺らして言葉を作る。

「そろそろ時間だぞ」

　と、告げた視線の先。幾度となく娘が打ち、母が返して打ち込み、それをまた娘が跳ねて飛び込む。そんな打ち合いの音が繫つながり、停まらなくなり、しかし、

「────」

　不意に娘が遅れた。

　母の速度に、追いつけなくなったのだ。
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　……まだで御座ります！

　息が荒れ、汗が散り、涙も零こぼれる全身の震えに対し、福ふく島しまはしかし前進を命じた。

　折角、母が、自分がいては無理だった位置に到達し、先を見ようとしている。

　それを後押し出来ないとは、何事か。だが、力より技術より、体力が尽きている。

　……こうなると、完全に限界で御座りますな。

　ゆえに己は考えた。あと一度、加速が出来る筈はずだと。

　加速術式の暴発だ。自分の身体からだを吹き飛ばすものだが、それで母に追いつけはしよう。

　あと一回。今の状態で暴発すれば、母を押せるだろう。だからここは、

「え？」

　目の前に、母の頭があった。

「思わぬ攻撃！」

　フライングヘッドバットの直撃を食らった。
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　……何事に御座ります!?

　と、視界に光が散る感覚を得ながら、福島は姿勢を制御した。

　顔面に直食らいをしたが、今回はカウンターではなかった。そして、

　……あ。

　動作を制御しながらも、速度を落としたため、逆落としがタイムアウトで消えていく。

　加速が終わったのだ。そして正面を見れば、

「母上……！」

　母が鼻から大出血していた。今回はあっちの当たりが悪かったらしい。

　タイム、と手で指示され、応急術式が立ち上がるまで五秒。そして母がこちらを見て、右手を一回挙げた上で、

「結べ！　蜻蛉とんぼスペア！」

　切り替えの早い母であった。

　……見事で御座りますな！

　あっ、拙せつ者しや完全にリスペクターで御座りますねコレ、と思うが対処法は解わかっている。

　一いちノ谷たにの刃やいばを向けて映し返し、両者の間に発生中断の表示枠レルネンフイグーアが出れば成功。

　解除した。後は自分も、本来の目的に立ち返るだけだ。急ぎ身を回し、武蔵むさしの中央前艦。そこの艦橋に向けて、

「逆落とせ……！　一ノ谷！」





●






　ふむ。と二ふた代よは思った。

　流石さすがに先程からの加速連発は疲れた。決着はといえば、福ふく島しまがついて来れなくなったので、それで良かろうとも思う。だが彼女が放った一発がちと面倒だ。

　王賜剣エクスカリバーだった。

　恐らくは王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフ。加か藤とう・清きよ正まさの持つ一撃を、福島は一ノ谷の刃に入れてきた。

　これを防ぐには、自分の技として考えた場合。やはり蜻蛉スペアだろう。

　王賜剣の攻撃を蜻蛉スペアの割かつ打だで破砕する。そうすべきだ。が、

「ま、良いで御座ろう」

　一ノ谷から放たれた光撃が一瞬で伸張した。
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　母が何もしない事に対し、福島は目を見開いた。

　正直、母は割打の一撃で止めに来ると思っていた。しかし彼女は何もせず、

「派手で御座るなあ」

　こちらの光撃が艦橋に至るのを目で追った。それと同時。自分と武蔵野艦橋の間に、莫大な光が列に散った。それは怒ど濤とうの音を上げながら、風に流され、吹っ飛んで消えていく。

　防護障壁だ。

　流体光が、自分の放った光撃に対し、見た事もない量で重ねられ、砕けていった。

　しかし、こちらの放った一発も同じだった。光撃は完全に防がれ、

『武蔵むさし野の艦橋から報告！　王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフの光撃を防御しました！　──以上！』

　放送があるという事は、用意があったと言う事だ。それはつまり、

「福ふく島しま殿。──拙せつ者しや、最近確信して御座るが、一人で戦っているのではないので御座る」

　母が笑みで言った。ふらついて動けないこちらを蜻蛉とんぼスペアの石突きで引っかけ、持ち上げ、一気にこの港の外へと運びながら、

「もうちょっと、今の拙者のように拙者達を信用して下され。そうすれば、──あの加速域、誾ぎん殿や宗むね茂しげ殿、喜き美み殿や、そちらにも出来る御ご仁じんがいるで御座ろう。そんな皆と、もっと遠くまで行けると、拙者はそう思うので御座る」

「では……」

　虚空へ、艦外へ、大和やまとへと伸縮機構で投じられた自分に、母が笑った。

　向こうもまた、甲板に尻しり餅もちをつき、かつてと同じようにこう言った。

「何か食いたいで御座るなあ」
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　武蔵むさし上から、羽は柴しばの上陸部隊が排除、または無効化された事を、〝武蔵〟は報告で知った。

　障害は無い。動きは自由だ。そして残りの距離も僅わずかとなっている。

　……現在は、中東上空を抜け、アジア東側へと飛行中ですね。──以上。

　もはや降下はない。後はただ大和と武蔵の、艦としての勝負となる。

・武　蔵：『正まさ純ずみ様、──ここからの方針をお聞かせ下さい。先行到着による決着か、それとも砲撃による完全決着か。こちら、本艦はその遂行を尽力致します。──以上』

　と、そこまでを言った時だった。右う舷げんから音と動きが響いた。

　そちらに並行していた大和が各所に警告の表示枠サインフレームを出し、加速と共に砲撃を開始したのだ。

　既に速度は落ち、大気緩衝を繫つなげなくても導線は通る。その意気に対応すべく、こちらも防護障壁を多発に展開し砲弾の飛来を遮断する。しかし、

　……あれは……。

　大和の主砲。長大な実弾砲の各部に、警告の表示枠が一斉に点ともったのだ。
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　鈴すずは大和の狙ねらいを理解した。

　模造の中、これまで横についていた巨艦が、不意に速度を落としていく。更には、

「大和、主砲の準備始めてる！」

・金マル：『ウヒョー、派手な方望むかあ』

・ウキー：『まあ、拙せつ僧そうら、競争で負けても、武蔵があればまたやらかすからな』

・貧従士：『あー、まあ実際そうしてますから、こりゃ確かに撃沈狙ねらいですよね……』

・副会長：『というか向むか井い！　狙わせない方法があるか!?』

　顔を上げると、〝武蔵むさし野の〟が即答した。

「大和やまとの主砲の射程を考えると、先行は危険です。艦を左右に振って照準をさせない方法もありますが、砲撃時の爆圧、もしくは小しよう兼かね定さだに該当される大範囲砲撃を行われた場合、武蔵むさしには確実な被害が出ます。──以上」

　ならば選択肢は一つだ。

「大和の後ろに回り込む、よ……！」

　後退に近い勢いで制止を掛ける。そのつもりだった。が、

・高　尾：『大和左さ舷げんより強力な砲撃来ます！』

　言うより先にそれが来た。こちらの後退を差し止めるように、先に下がった大和の左舷三番艦から、主砲や副砲とは違う、酷ひどく貫通力のある打撃が飛んでくるのだ。

　……これって……。

　己は、似ているものを知っている。浅あさ間まの対艦砲撃だ。

　だが違う。浅間は武蔵にいるのだから、今、こちらを阻害する連射を放っているのは、

・高　尾：『羽は柴しば十じつ本ぽん槍やりの平ひら野の・長なが泰やす！　彼女の砲撃です！　──以上！』
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　平ひら野のは、竹たけ中なかの判断で動いていた。

「〝長おさ船ふね〟発射のため、武蔵むさしの背後に回り、──武蔵の動きを止める」

　自分がいる位置は左さ舷げん三番艦。大和やまとが下がるため、武蔵を狙ねらうにはやや難しいが、三番艦は背が高いし、万が一武蔵が強引に後退してきてもここからならば〝押し返す〟事が可能だ。

　……それだけこちらの射撃が信頼されていると言う事ですね。

　人員はクタクタだ。福ふく島しまは回収されたものの、疲労が激しくここから先の出場は見込めない。そして糟かす屋や、左さ近こん、可か児にについては武蔵側に確保されたままだ。

　武蔵側はしかし、彼女達を人質とする事は出来ない。犠牲を前提にした方針はとらないのが武蔵だからだ。

・黒　竹：『──人質交渉も平和的解決の一つだと思うんですけどねー。でもそれが無理って事は、早期に戦術を切り替えた方がいいって事です。〝長船〟については、以前の武蔵撃沈の記録から、中央下を撃てば上面構造は残る事が解ったので、そのつもりで』

　ゆえに武蔵の後ろを取って、武蔵が近づかないよう牽けん制せいだ。

　自分はまず大和の流体経路を組み替え、機関部の出力を戦闘機動用に変換。

　初動が大事なのは何事もそう。だけど今、砲門はこれまでの燃料をプールしているか、軽い副砲でなければ使えず、これでは相手の防護障壁を打ち抜けない。

「じゃあ私の出番ですね」

　マスト上にて展開する剣状矢の発射システム〝孤こ月げつ〟。

　今回は、前に母と撃ち合った際の反省から、流体式のものや小型のものを撃ち込むのではなく、大型剣を携えた上で、給剣ベルトにて実剣だけを撃ち込む事にしている。

　それもいつもより刃渡りが三寸長い代しろ物ものだ。刃やいばに祝詞のりとが長く書け、威力が上がる。

　これを連射した結果として、今、自分は武蔵の初動を潰つぶした。

　大和は武蔵の背後に回る。

　大和が望む、撃沈による勝利。その流れを作ったのだ。

　武蔵は無論、ここからも動こうとするだろう。大和から送られる砲撃に対し、強力な防護障壁で護まもり、強引に位置を変えようとする筈はずだ。

　だが自分がそれを阻止する。

　剣状矢は貫通力が高く、防護障壁をまとめて貫く事が可能だ。

　自分がここから〝孤月〟を撃ち続ける限り、武蔵は大和に接近が出来ない。つまりそれは、後ろに回る大和を追った動作が出来ないと言う事だ。

「防衛役で残っているのに、どっちかっていうと攻撃役ですね」

　照準術式を利用して、武蔵の中央後艦、教きよう導どう院いん前の橋上にいる父達を確認。見れば銀髪の姫もいて、そこに今、糟かす屋やの母が合流をするところだった。

　……え？　糟屋のお母かあさん、人狼ルウガルウになってません？

　尻尾しつぽと耳が消えていない。確か人狼化は無理だった筈はずだが、どうしてか。

「……やはり、私達のいた未来とは、変わってきてるんですね」

　父と、姫の御陰だろう。

　良かったです、と素直に思える。剣状矢を撃ち込みながら、武蔵むさしを追い詰めながら、しかし父達が生きて、未来を変えている事に安あん堵どを得る。

　良かったと、そう思うのだ。





●






　平ひら野のは思った。十じつ本ぽん槍やりとして、良かったと、そう思ってない者はいないだろう、と。

　失ったものと再会出来て、幸いを感じない者などいない。

　そしてそれは、父達にも思うのだ。

　……母さん。

　母は、昔の話をせがむと、言葉を選んで教えてくれた。

　自分達が多くを望んでしまわないように、という事だったのか、母達が辛つらくなるからなのかは今でも解わからないが、その選んだ言葉の先で解る事があった。

　三み河かわ以前にも、父は姫を一度失い、そして母達も、かつて父や、姫達を失ったり、失い掛けた事があるのだった。

　もしも三河で上手うまく行っていたら、というのが、自分の母達の結論で。もしも最終決戦で上手く行っていたら、というのが、清きよ正まさの母の結論だったように思う。そして、

「でも今は、貴女あなた達がいるからいいんですよ」

　というのが、母達の常の締め方だったのだ。

　だが、昔の話をする際、母はいつも、面白エピソードをつけてくれていたが、あの〝花園アヴアロン〟に何故なぜ入る事になったのか、そういう経緯では、哀かなしい物語も語られた。

　そんな時、自分達は、母達に同情して「可哀かわい想そう」という言葉も使ったが、

　……全く。

　こっちだって、子供なりに解っていたのだ。

　どんなに平静に振る舞って、優しく、幸いな時間を作ってくれたとしても。母達は哀しい時間を有していたのだという事を。

　哀しい事実は消える事がない。

　だから皆、母も含め、そういう事に触れないようにしてきて、

「駄目ですね……」

　哀しくないのは、幸いな事だと思う。

　しかし、哀かなしさを見ないようにしているのは、辛つらい事だと思う。

　その事がお互い解わかっていなかった。だから母達は、幸いの大きな時間を作った後ならば大丈夫だろうと考えたように思うし、自分達は反動で大きく食らってしまった。

　大事なのは、哀しさを知って、それが時間か、新しい何かか、または思いの変化で解決されるという事実を、経験し、信じられるようにしておく事だろうに。

　……親がいなくなるのがその始まりというのは、ヘビー過ぎませんかね……？

　今更ながらに自分の親達の選択ミス疑惑が出るが、まあうちの親は何か肝心な時の選択を間違うタイプだったとも聞くし、清きよ正まさの母あたりはまとも……、いや英国で深夜に旦だん那なの性癖を全世界暴露はまともな人間のする事でしょうか……、糟かす屋やの母はまあ、うん、父が全裸だったという話を避けてましたけど、あっちでは全裸ではない可能性も……、ないですね多分。

　何か考え込みながら剣状矢を撃ち込んでいたら意外と充実して、砲撃関係を司つかさどる後輩の浅あさ野のナンタラからやたら間延びした感謝通神文メールが来た。

　まあよしよし、と己を評価。

　ただ、あの〝花園アヴアロン〟の中での生活に比べ、こちらの父達はどうだろう。

　父がいて、姫がいて、母達がいて、良かった、と、そう思う。

　三み河かわで失われなかった。それは母達が哀かなしむ原因がなくなったという事で、その場合、

　……あれ？　清正のお母さんだけが一人負け……？

　否、その先が今だ。〝花園〟行きにならぬよう、創そう世せい計画にしようとしてるのが現状だ。

　そう、三河も上手うまく超えたとして、末まつ世せは来る。だからこの人達をどう護まもるかと、そういう事で創世計画を自分達は推す訳だが、

「どうなんです？」

　己は、剣状矢を撃ち込み、武蔵むさしの防護障壁を破砕して問いかけた。

「──母さん達の方は、私達を護ろうと、そう思っているんでしょうか」

　射撃する。

　力を送った先で、糟屋や福ふく島しま達は敗北した。それはこちらに抵抗するという事で、

「創世計画を排除し、別の方法を取ると言う事は、どういう事か解ってますか」

　それは、

「あのような別れはもうしないと、……約束してくれるという事ですよ」

　自分達を護り、しかし世界を存続させ、共にいようという事だ。

　どうなんです、と思いを重ね、四本連続射撃した時だ。

　光が砕けた。

　己の放った剣状矢が、途中の空で破裂したのだ。それも四本全てが、だ。

　……これは──。

　このような事が出来る者は一人しかいまい。

「母かあさん……！」

　照準術式で相手の射線を導き出し、振り向いた先。武蔵むさし右う舷げん三番艦のマスト上。

　そこに巫女みこ服姿の母が立っていた。
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　浅あさ間まは、自分をここに届けてくれたウルキアガが退避するのを、加速光で確認。そちらにいるであろう皆に軽く手を振った後、息を吸って大和やまとへと視線を向けた。

　既に武蔵の背後へと回り込む大和の奥。

　左舷三番艦のマスト上にいる平ひら野のを、視界に捉とらえる。

　以前の戦闘では、射撃の速度においてこちらが優勢。だが、

　……対抗強化をしてきていますね。

　剣の強化もだが、給剣のシステムが一番厄介だ。未来の自分が余計な事して速射を教え込んでいる可能性はかなりある。意外と私、ノリで教えてしまうので。ええ。

　ただ、そうだとしたら前回とは違う。先程から防護障壁を串にしているが、速度自体はこちらと同等。またはやや遅いか。しかし破壊力がこちらよりも高いならば、

「……私が対応するのが、当然と言えば当然ですね」

　言うなり、背後に空から落ち、突き立ったものがある。

　朱あけ色いろの長大なケースだ。着地の衝撃を利用して開く中から出るのは、

「梅うめ椿つばき。──修理終わって戻ってきましたね」
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　平野は、母の背後に立った武装を確認した。

　……梅椿！

　対艦クラスの砲撃を可能とするものだ。浅間神社のように、防衛のための主武器が弓となる神社では、このタイプのものが採用される。

　梅椿はその中でも、射程の広さと瞬間的な破壊力に優れたもので、よく考えたらこれを速射していた母はやはり何かおかしいのだが、まあそういう人だという事にしておく。

　ただ、母が浅間神社代表として所有するものは、以前、自分が破砕したのだ。

　流石さすがに三週間もすれば修理されて戻ると、そういう事だろうが、

　……力ちから勝負では、こちらが優勢なんですよ……？

　そう思った時、自分はそれを視界に入れた。武蔵の表層部。浅間神社から、一つ、長方体の影が空に射出されたのだ。

　あれは、と思う視線の先。そこには母がいる。

　上から下に。落下から着地したのは母の背後。その射出物の形は、前のものと同じだ。衝撃で展開し、中から出るものも同じ。

　梅うめ椿つばきの二本目が、母の後ろへと届けられたのだ。
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「……は？」

　平ひら野のは疑問した。

　今、こちらには強化された〝孤こ月げつ〟がある。剣状矢の剣も強化仕様だ。いざという時のための大型剣も持ってきている。

　恐らく母と撃ち合った時、拮きつ抗こうすれば、こちらが勝つだろう。剣と矢の違いというものは、こういう時に明確だ。

　だからだろうか。母は、以前のように梅椿が破壊される事を前提に、スペアを用意し、こちらに抵抗しようというのだろうか。

「悪あく手てですよ？」

　こっちの剣状矢は今回底無しだ。何度だって母を砕ける。そういう訓練を〝花園アヴアロン〟で得て、そして今に繫つなげているのだ。

　負けない。そのつもりだが、

　……え？

　母を見る照準術式に、異質な表示がある。それは、狙ねらっている相手の称号だ。

　照準術式が、その中に神しん道とう関係者がいると警告を送ってきている。同胞として、同士討ちやミスがないかどうか、IZUMOに登録された内容から所属を教えてくれるのだ。だが、母についてはもうそのあたりを許可している。そんな設定だった筈はずだが、

「……ん？」

　おかしい。母の所属が二重なのだ。

　一つは浅間神社。もう一つは、

・８４８：『気をつけて下さい平野さん！　武蔵むさしの浅間神社代表は、今、東とう照しよう宮ぐう代表も兼任しています！』

　それはどういう事か。羽は柴しばが、全員に通る通つう神しんで叫んだ。

・８４８：『──武蔵総長が松まつ平だいら・元もと信のぶを襲しゆう名めいし、権ごん現げんの権限を得たんです！　今の彼は神格化と同じ扱いになります！』
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「お？　……教員連盟の方からようやく報告か。総長の登録変更について」

　と、大おお久く保ぼは、IZUMO経由で回って来た表示枠サインフレームの内容に小さく笑った。教きよう導どう院いん前の橋。上は三年生が固まっているが、自分はその階段下だ。何もかものフロントのつもりで、

「──羽は柴しば勢も気付いたやろな。かなり登録遅らせてやったが、この段で解わかるなら文句もないやろ」

　無論、総長が神格化した事で、出来る事と言えば、あまり変化は無い。しかし、

「うちの総長は、──他を変えるで？　気をつけとけよ、大和やまと」
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　平ひら野のは、浅あさ間ま神社代表の母しか知らない。そして何故なぜ、そんな事になったかを思い、

　……まさか──。

「母かあさん、……父とうさんを死なせたの!?」

　単純に襲しゆう名めいで神格化を狙ねらうのも、今の追い詰まった武蔵ならばありだろう。だがそれを隠していた理由。昨夜ゆうべの祭や神の顕現。そこから導き出されるのは、一つの無茶だ。

　……あの流体供給術式から、黄泉よみ帰りを行った！

　思った直後だった。

　母の背後に、空から落ちてきたものがあった。

　二つだ。

　その形は、先に落ちていた二つと同じものだった。だが塗装が違った。先のものは浅間神社として白と赤だが、こちらは金の縁などもつけられている。

　着地と同時に衝撃で展開し、中から出てきたものは、

　……梅うめ椿つばき！

　梅椿が合計四本。恐らくは浅間神社代表として二本。東とう照しよう宮ぐう代表として二本だ。

　何の意図かを思案するより先に、自分は一撃を速射から叩たたき込んだ。

　放たれる術式弦の響きは鋭く、それはまっすぐに相手に届いた。

　着弾する。一本目の梅椿を手にした母の背に、直撃する。が、

「────」

　防護障壁だ。光として生じ、形を作ったそれは、浅間神社と東照宮のもの。重ねられ、武蔵を護まもるよりも多重化した壁が、対人用クラスの大きさながら母を堅守した。

　だが砕く。こちらにまで届く高い掘削音の通過で光の破裂が宙に咲いた。しかし、

　……届いていない！

　思った視線の先、風に流されて踊る流体光の向こうで、母が用意を終えていた。

　梅椿だ。

　長大な弓が、左の籠こ手てに装着されている。だが、

「……何です、あれは──」

　一本ではなかった。

　四本。横並びに立つ四重弓を、母が携えているのだ。

「梅うめ椿つばきの、左右四連装備……!?」
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　浅あさ間まは、身体強化術式の臨時調整を行いながら、四連となった梅椿を軽く振った。

　……いけますね。

　IZUMOから武蔵むさし浅間神社に預けられている装備だ。怪異として巨大な空間や、海上、山さん渓けい自体がそうなっている際の対抗装備で、本来は艦体の何処どこかに固定し、梅椿二本で運用する。

　四本使用は最大級の危険に対してで、その場合は今回のように他神社の協力を要するが、

　……見ている限り、まだ何かオプションありますよねコレ……。

　開発側はノリノリなんでしょうね、と思うが、こちらは注意を払って運用だ。

　弦は四本。それを手元で束ね、重ねて使用する。試すように一度打ち鳴らせば、

「あ」

　飛来した剣状矢に対し、弦の鳴らしによる禊祓みそぎが形となった。

　四本の梅椿が所属する神社に合わせて、防護障壁が立つのだ。これは先程、四連を装備時にも展開したもので、

「並の剣状矢では届きませんね。──これは禊祓として、穢けがれに近寄らぬままそれを行える武蔵にのみに許された、対都市級怪異用の装備ですが──」

　普通、使用許可が出るものではない。それにこれまでは、梅椿一本で足りたのだ。

　その許可が出たのは、

「……神格化した襲しゆう名めい者の船を護まもるよう、IZUMOから直じき々じきに許可が出ています」

　言った瞬間。爆風と共に防護障壁が砕かれるが、平ひら野のの剣も床に力なく落ちた。

　通じない。

　それが解わかったのだろうか、平野がこちらを見据えたまま、それを出した。

　直剣だ。しかし長い。馬上用として設定されているであろう一発は、

「うちの対艦矢と同じですね。──そちらの決め手ですか」

　己もバインダースカートから、一発を引き抜いた。それを立てて柏かしわ手でを一発。

「奏上──！」

　同時にスカートの裾すその一枚一枚が動き、先端に鳥居型の紋章を表示した。

　全てが位置を固定。更に表示枠サインフレームを重ね、硬く止める。

　その上で足先。靴のアンカーピックをいつもより深く床に叩たたき込むと、腰後ろから背後へとテールバインダーが立ち、熱気の陽かげ炎ろうを空に上げた。

　肩上、ハナミは上機嫌だ。幾つもの方位関係や照準の表示枠を立て、祝詞のりとを回し、

『位置関係禊祓終了ー』

「有り難う。──では」

　己は四連の大弓を眼前に掲げた。対艦用の矢を右手で振り上げ、一度胸に載せて射線を確定する。手元では弦のチューニングが開始され、

「白しら砂さご台だい座ざ・武蔵むさし浅あさ間ま神社用四連梅うめ椿つばき、──〝花はな祭まつり〟」
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　母の伝説を、平ひら野のは一つ確認した。

　……オッパイカタパルト……！

　ホントに胸に大型の対艦矢を載せた。えっ、どんだけ圧があるんですか……、と思うし、自分が真似まねする場合は剣の刃やいばが危なくてちょっと駄目。だが、

　……勝負ですね。

　こちらにも、速射用ではない大剣がある。それを引き抜き、構えにも入っている。

　母に見せるべきだ。

　かつて教わった事、今、出来る事。向こうが最大で来るならば、こちらも最大で、

「見せますよ……!?」
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　母が頷うなずくのを、平野は見た。

　彼女が、届く声でこう言った。言葉の全てを祝詞のりとの言こと祝ほぎとして、

「私が、貴女あなたに教え切れていなかったであろう事を、伝えましょう」

「それは──」

　お互いの射角が合致していく。その引き絞る中で、母が告げた。

「貴女が、こちらの世界の中で、私と同じように、多くのものを大事に思ってくれる事。

　それが嬉うれしいと、……私、教える事が出来なかったですよね。〝花園アヴアロン〟の環境では」

　解わかる。神しん道とうとはそういうものだ。そして問うべきは、

「じゃあ、……〝花園〟の外で、母かあさんは、父とうさんの事、大事だった？」

　言葉を投げた視線の先。母は少し頰ほおを赤くして頷いた。告げられる答えは、

「だった、じゃないですけどね。──恐らく、未来においても、です」

　そうなんですか、と己は思い、何となく、こう感じた。自分はこの人の子なのだと。

　そして全て理解の上で、母が言った。

「──会いました」

　会ったのだ。
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　浅間は、勝敗の一手を読んでいた。

　剣と矢では、剣の方が強い。威力があっても、逆にカウンターで矢の方が砕かれる。

　だが自分には一つの能と確信がある。

　義眼〝木葉このは〟から通じる照準術式と、未来の自分が彼女に全てを伝えたであろう事だ。

　見るのは平ひら野のだった。彼女の視線の中央。己の教え方が正しければ、彼女はまっすぐそこへと撃ち込んでくる。

　射角は通った。だからこちらも放った。そして、

　……通ります……！

　即座に、こちらの一撃が、剣と激突した。

　矢の先がブレる事なく、まっすぐの剣身に当たった。

　直後に、それが起きた。

　平野の剣が割れたのだ。

　こちらの矢の先端が、刃やいばの〝厚み〟の中央を貫いた。剣というものが持つ刃の大きさと、矢に与えられた鏃やじりの大きさの差。その二つの要因からなる剣身の中央部貫通が果たされたのだ。

　……やっぱり。

　未来の自分は、射る方法をちゃんと教えていた。平野もそれを護まもっていた。そして自分は二人を信じて応じて、正しかったから答えが出た。

　刃を穿うがった矢は自壊する。その設定だ。これは平野を牽けん制せいし、止めるもので、自分がいる限り彼女を無効化出来る。だから無用な破壊や攻撃にするつもりはなく、

「あれ？」

　矢が自壊せずにスっ飛んだ。

　あまりの威力と速度に、矢の自壊設定が振り切れたらしい。

「……！」

　平野が伏せた。ナイス前転。その上を矢が飛んでいったがこれは事故。ドンマイ。ただ、広義の右拳こぶしを握ってあげる平野を見ていて、己は察した。

「……避けられたと言う事は、未来でも似たような事、ありましたね？」
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　……う、うちの母かあさんは……！

　母はよく気がつく人だった筈はずだが、きっと父がそのタスクを奪っていたのだろう。あの母にうっかりをさせるとは、

　……父とうさん、素敵です……。

　だが状況は動いている。自分も、糟かす屋やや福ふく島しま達も納得を得たようだが、実際は大和やまとと武蔵むさしという〝手段かつ問題〟があるのだ。

　父や母達、また自分達も、武蔵と大和を失ったら、思いや計画の何もかもが瓦が解かいする。

　どうなのだ。

　上陸隊がその一端であったように、現実的な問題としては、これからのこの戦場の結果次第だ。そしてこの先どうなるか、羽は柴しばの声が宣言として来た。

「大和やまと、主砲用意……！」

　先着ではない。完全決着を望むのだ。
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　浅あさ間まの迎撃によって、大和からの強烈な押し返しはなくなった。

　だが大和が後ろにつく構図が、ほぼ完成された。それを模造で確認した鈴すずは、硬い唾つばを飲み、

「これで、いいの？」

　手元には正まさ純ずみからの指示が来ている。教きよう導どう院いん前の橋上で話し合い、決めた内容らしい。

　そこに記されている指示を、己は、大和が完全に武蔵むさしの後ろへとつくのを知覚しながら宣言した。

「武蔵……、全速前進！」

　こちらが望む結論は、こうだ。

「先着による勝利を得た上で、大和を確保する、よ……！」
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　大和の艦橋上で、羽柴は全艦の速度を落とす指示を入れた。

　武蔵は前にいる。

　後ろを完全にとったのだ。

　砲撃で相手を固め、平ひら野のがまたよく押しとどめてくれた結果だった。更にはこちらの砲撃を前に送る形にした事で、武蔵はこの近接状態から後ろに下がれなくなっている。

　横、竹たけ中なかが表示枠レルネンフイグーアで位置関係を確認し、片かた桐ぎりが指示を出す。

　主砲への出力が食われるのを利用して、更にこちらは後退。副砲などの砲撃で武蔵を前に突き飛ばすように送る。そして、

「主砲〝大おお長おさ船ふね〟……」

　発射指示を出そうとした時だ。不意に眼前が明るくなった。

　武蔵が、後部側の加速器に出力を叩たたき込んだのだ。それも強力に、だ。

　……え？

　これからこちらが何をするか、解わかっていない筈はずもなかろう。だが、

「何かの機動を入れて後ろに回る気ですか!?」

「一応、おねーさん、後方宙返りくらいは対抗策として距離空けてるんですけどねー」

　だとすればこの全速前進は何だろうか。否、

「敢あえて先着による勝利を求める。そんな姿勢を極東にアピールするんですか!?」

　位置として、そろそろアジアの大陸を抜ける。次に来る海を越えたら極東なのだ。

　だがそうだとしても砲撃の方が早い。故に自分は叫んだ。手元に来た主砲撃の発射許可を示す表示枠レルネンフイグーアを叩たたき、

「主砲〝大おお長おさ船ふね〟……、発射！」





●






「急げ！」

　機関部にて、泰たい造ぞうは、走り回る皆と、大ひろに向かって叫んだ。

「一瞬でいい！　武蔵むさしを蹴けり飛ばせ！　──それで勝負が決まる!!」

　直後。外向きに控えていた加速器が全て後ろに向いた。後部への大加速用に構えられた全加速器に、泰造は叫んだ。

「ぶち込め！」

　叫んだのと、背後から何もかも貫く圧が来たのはほぼ同時だった。

　大和やまとが、武蔵に主砲を叩たたき込んだのだ。
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　大和の狙ねらいは武蔵の中央部、やや下の位置だった。

　直撃の瞬間に三みつ成なりが見たのは、武蔵が一瞬だけの重力加速を働かせた事だった。

　……狙いをズラそうというのですか!?

　だが、何よりも長大な実弾が宙を走り、衝撃波を連続で発生させた。水蒸気爆発が弾体の加速ごとに散り、武蔵八艦を未明の夜空に隠す。

「……っ！」

　安あ芸きを落とす一撃だ。

　大和全体への反動も大きく。長砲はその三分の一程の長さを衝撃緩和のためにスライド。全艦もこれまでの速度を大きく失い、しかし、すぐにその回復に掛かった。

　……前へ！

　轟ごう音おんがそのまま余よ韻いんとして響き、空を走る大和の表面も豪風と霧によって洗われる中、竹たけ中なかが手を振って叫んだ。

「索敵ですよ──！」

　言っている間に、正面から霧を割って巨大な影が転がってきた。航空艦の残ざん骸がいだ。それも無数に散って、大気に激突して四散するのは、しかし、

「輸送艦です……！　──以上！」

　無数の破片が風に巻き、大和やまとの結界や防護障壁に当たって散っていった。そして、

「武蔵むさし、見えます！」

　片かた桐ぎりの言葉の向こう。白の霧雲が爆発し、それが姿を現した。

　片桐の指摘通りの存在、武蔵だった。
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　武蔵八艦が、前方の空に存在しているのを、竹たけ中なかは見た。

　えろった。素直に久しぶりにえろった。

　何しろ武蔵が現存しているのだ。〝長おさ船ふね〟を撃ち込まれたのに、だ。

　全ての艦が、無事だった。更に、

「武蔵、主砲を展開していきます!!　──以上！」

　先行する武蔵から大和に向け、仮想砲塔が成形されていく。

　だがそれは、正しい形をしていなかった。

　前後逆。向きを変えて、成形されていくのだ。

　横にいる三みつ成なりが、こちらへと狙ねらいを定める砲門を見て叫んだ。

「エェ──!?」







[image: 第八十四章『楔位置の馬鹿共』]
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　羽は柴しばは、訳が解わからなかった。

　何故なぜ、武蔵むさしが無事でいるのか。

「〝大おお長おさ船ふね〟が、通じなかった……!?」

　否、答えは見えている。

　前に一歩出て、急ぎ〝大和やまと〟へ取り舵かじ指示を出しながら確認するのは、武蔵むさし野の艦橋だ。

　艦橋のアーチの下。そこが武蔵むさしの主砲〝兼かね定さだ〟の術式チャンバーなのだが、それが成形される空間に、今、重力制御で一つの鉄塊が捉とらえられている。

　長大な砲弾だ。あれは何かと言えば、竹たけ中なかがえろぱっくから顔を上げて指摘した。

「〝長船〟の実弾ですか……！」

　そして己は理解した。

　武蔵は大和の主砲撃を無効化したのだ。幾隻もの輸送艦と、莫大な量の防護障壁。そして、

「瞬間的な大加速による、……等速化!!」

　砲弾の飛来に合わせ、一瞬だけ武蔵に加速を叩たたき込んだのだ。それも、宇宙へと飛び出すような速度を、だ。

　砲弾の速度と座標を合わせれば、如何いかに強力な一発といえど、等速の存在だ。高度を下げて武蔵上空に捉えたら、後は重力制御を強力に掛けて運動力を押さえ込み、確保すればいい。

　やられた。これから何が起きるかは解っている。

　撃つのだ。

　砲身が、仮想式だからこそ可能な技。それは、

「主砲を前後逆向きに成形し、こちらの実弾を発射するのですか……！」
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　武蔵野艦橋上、総長や、武蔵副会長と並ぶ〝武蔵〟が、こう告げた。

「Ｊｕｄジヤツジ．、極東の自動人形たるもの。──ものは大切にしますので。──以上」
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　浅あさ間まはまたウルキアガの手引きで教きよう導どう院いんの屋上に戻っていた。

　何だか慌ただしいと思いつつ、頭上に兼定のチャンバーがあるのは懐かしい光景だ。

　無論それは前後逆転だが、やる事は同じ。

「ええと、お待たせしました。──トーリ君。では、始めます」

　流体供給術式だ。表示枠サインフレームを展開し、術式名を展開すると、ホライゾンが手を上げた。

「浅間様、またこの男、泣きゲーでおっ死ちぬようになるんでしょうか」

「いえ、それはもうありません。──トーリ君の〝神〟としての権能が、これになるからです。だから以後、トーリ君は、条件がありますけど、この術式を使えます」

　え、と皆が振り向く中、喜き美みが肩をすくめた。

「死を寄越してきたヨゴレ術式が、一回死ぬ事を通して禊祓みそぎされた。そういう感じね」

　その通りだ。

「使用条件は、トーリ君を信じ、同じ願いを持つ者がいる事。──極東の平和と繁栄を願った松まつ平だいら・元もと信のぶの、その思いに重ねた術式です」

「ええと、……何人分？」

　頭を搔かきつつの彼の問いは、どっちの意味だろうか。考え過ぎですよね、とは思うが、

「手始めに五十六人分です。ええ」

　そっか、と言って、彼が術式契約の表示枠サインフレームで承認のボタンを押す。

　三み河かわの時、あれだけ不安に思った光景が、今、酷ひどく安あん堵ど出来る。肩上に浮かぶハナミも明るく誇らしげに微笑しているから、私も多分、これは誇りだ。

　そして彼の背後、立ち上がった流体供給の仮想コネクタが表示枠に勢いよく合致した。散る流体量が明らかに以前より大きく、既に神格化の影響が神界では認められているのだと知る。

　そして彼が言った。遠くに見える大和やまとを指さし、ポーズを取り、

「よっし！　──俺おれの一発は五十六人分だぜ！」

　ホライゾンが後ろから鎌かまのようなキックをその股こ間かんに打ち込んだ。

　直後。武蔵むさしの左さ舷げんに震動が来た。何事かと見た視線の先、

　大和が、強引に位置を変えようとしている。

「牽けん引いん帯たい！」

　長おさ船ふね発射によって進路が揺らいだ事を利用して、左舷側に移動。武蔵が追うよりも早く、武蔵の左舷へと牽引帯を砲弾のように打ち込んで来たのだ。
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　大和側では、総員が走り回って防御態勢に移行していた。

　武蔵の左舷に、こちらの右う舷げんから牽引帯を撃ち込めたのは僥ぎよう倖こうだった。

　牽引帯は一種のアームだ。穿うがった数本に、武蔵を右へと払いのけるような動作を取らせておけば、加速系の出力や操作を奪われる事なく、真後ろという位置から逃れられる。

「相手の主砲から即座に進路を外そうとしたのが効きましたね。先手で逃げるってのは、格好悪いですけど、まあハイリターンって事で」

　竹たけ中なかの吐息に、片かた桐ぎりが苦笑した。

「長船の発射から、出力系が急激な操艦を可能としませんからね。先に動いて正解です」

　だが今、大和の出力は落ちたままだ。流石さすがに大出力の艦といえど主砲発射直後はキツイ。

　下手へたに動けば、もう追いつけない。武蔵むさしの主砲展開がブラフだった場合、それは最悪の結果となるだろう。ゆえに竹たけ中なかが、

「このまま牽けん引いん帯たいを保ちながら前進です。追いついている限り、勝てる機会はありますから」

　その言葉に皆が頷うなずき、前へ出た。

・大　和：『武蔵はまだ〝兼かね定さだ〟用の出力が確定していません！　加速状態を保つため、総長の流体供給術式を展開しているのも確認出来ます！　──以上！』

　ならばどうするか。

　竹中の出した指示は、二つのものだった。

「まず前提として、大和やまとは防御専念。武蔵のように等速化は無理ですが、防護障壁と位置取りで可能な限りの防護を固めて下さい！　二発目の準備も同時に！」

　そして続く第二の指示は、十じつ本ぽん槍やりに向けてのものだった。

「──蜂はち須す賀かさん！　清きよ正まささん！　──頼みます！」

　狙ねらいは明確だ。

「武蔵の加速系を破壊します！　一艦でもそう出来れば全体の速度が低下しますし、主砲発射の出力確保が遅れます！　狙いは中央後艦がベストです！」

　言葉と同時に、中央前艦の艦首で巨影が立ち上がった。

　黒の色。四聖の一機、日ひ溜だまり玄げん武ぶが攻撃のために前に出たのだ。

　大和と武蔵の戦闘は、最終局面を迎えつつあった。
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　小こ六ろくは、玄武の中、青の空の下で息を整えていた。

「難しいな」

　自分の位置というか、あり方が、難しい。

　己は武蔵の第六特とく務む、直なお政まさの妹だ。未来の運命からの抽出として行われた数名の内、自分は恐らく、ややズレた運命の行き道から〝花園アヴアロン〟行きに選ばれたのだろう。地じ摺ずり朱雀すざくの合一システムから、主に〝花園〟の管理役としてその中に入る事となったのだ。

　だから皆より年上で、少し不慣れな状態だったが、しかし、

　……憶おぼえているな。

　武神と合一し、〝花園〟に入り、そしてここに来た自分の中には、記憶がある。

　襲撃に遭って、朱雀と合一する前の記憶だ。

　それは初夏の日。静かな農村の、一軒家での生活だった。

　自分は、姉達が、仕事から帰ってくるのを待っている事が多く、いつも外に出ていた。

　もう、待つ事はない。

　そのつもりだった。だが、

　……どうなのだろうな。

　創そう世せい計画が失われれば、世界は失われ、この懐かしい記憶の日々も無くなるだろう。

　だが創世計画が完遂された場合、あの記憶は、どういう扱いになるのだろう。

　既に失ったものを、どうすれば、自分は護まもった事になるのだろうか。

　解わからない。

　しかし理解出来ているのは、無くなるのは嫌だという事だ。創世計画で関係が失われても、自分や姉が存在していれば、忘れただけで、無くなる事にはならない。

　そんな小さな救いだが、それでいいと思い、ここまで来た。だから、

「守るさ」

　と、青の空の下で言葉を落とした己は、地平線の向こうに、一つの影を見た。

　姉だ。
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　玄げん武ぶは、先行する武蔵むさしの艦尾に一つの色を見ていた。

　朱雀すざくの赤だった。

　武蔵の中央後艦の艦尾。搬出港にいる朱雀が、巨大なレンチを右手に持ち、こちらへと左の手を伸ばしている。

　小こ六ろくは、玄武の視界からそれを確認して、こう思った。あの中にはもう一人の自分がいて、姉はそちらについているのだ、と。

　敵だ。あちらの方に、自分は要らない。だから敵だ。ならばやるべきは、

　……〝過か多た突つき〟を、収束させて打ち込む。

　今、大和やまとは武蔵への砲撃を行っている。甲板上の艦砲から放たれる攻撃に対し、武蔵側は後面防御だけでいいので守りが易くて分厚い状じよう態たいだ。

　貫くにはやはり自分達だろう。有り難い事に、砲撃が武蔵の防護障壁を固め、引きつけ、なるべく中央を開けるようにしてくれている。

「だからか」

　だから朱雀が、その穴を埋めるように、中央に立つのか。

　面倒だな、と己がそう思った時だった。朱雀から、指向性のある外部音声で声が来た。

「来い！」
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　直なお政まさは声を上げた。

「来い！」

　言葉を重ねるように、こう告げた。

「駄目なのかい……!?」
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　ああ、とアデーレは、教きよう導どう院いんの屋上から、それを見た。

　直なお政まさが、妹へと声を掛けている。何度も、呼びかけるように、だ。

　そして自分は呟つぶやいた。

「第六特とく務む、……アルマダ以降、妹さんの事を時たま話しますよね」

　その時、彼女は苦笑して言うのだ。

「あいつ、あたしたちが町や仕事に出る時、ついてこようとするけど、でも見知らぬ処へ行くのが怖くなってやめちまうんさ、って。それで〝来いよ〟っていうと、いつも開けっ放しの家を護まもるからいいって、そう言うんさ、って」

　だから、

「帰って来たら、いつも家の周囲で、帰りを待ってるあいつに、まず手を振るのが最初」
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　姉が、手を上げた。

　離れている。

　お互いの間には空があり、渡れない。

　どうすれば近づけるのか。解わからない。だが、

「ひどいな」

　それをやられたら、敵とは思えない。

　そういう区分け自体が、姉達を止めるために必要だったのは確かだ。

　しかし、姉と自分達との関係に対しては、不必要な事なのも確かだ。

「ひどいよ」

　己は思い出す。いつも姉達が町へ行く時、ついていこうと思いながら、しかし見知らぬところへ行くのが怖くて、家を空けるのも心配だから、いつも残っていた事を。

　その時姉は、こちらが行かないと解っていても、こう言って誘ってくれたのだ。

「来いよ」

　それにいつも答えなかったら、一度失われ、更にはもう一度失われた。

　あの時、一回でもついて行っていたら、何かが変わったのだろうか。

「来いよ」

　今も同じだ。

　だから自分は首を横に振った。重力打撃を構え、

「今は駄目だよ……！」

　その言葉に、姉が笑ったような、そんな風に見えた。

　良かった。

　いつもと同じだ。駆けつけて跳び込む事は出来ないが、今、自分にも仲間がいる。

　……知ってるか。

　あの時、一回でもついて行ったら、何か変わったかもしれない。

　だけど変わらない自分にも、今、仲間がいるのだ。その事を、姉はどのくらい理解しているだろう。

　届け。

　来いというなら送ろう。今、自分には、護まもる存在があるのだと、右腕を上げて、振り、

「届け、──過か多た突つき!!」
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　直なお政まさは、相手の事を思った。

　朱雀すざくは改修で、四し肢しを里さと見み由来の設計図に合わせた朱雀専用品にしている。それは流体経路の強化と、放出に特化したもので、

・ホラ子：『直政様！　向こうがやる気です！　こっちもタ様の一発を！』

　ホライゾンうるさい。朱雀がちょっと震動したけど、ひょっとして笑ってるのか。

「まあいいさね。四聖の加速を、右に通すよ。──夕ゆう」

　言って、合わせた。

　妹が手を上げ、近づき、その手をこちらも合わせるように。

　まず、来たのは、窺うかがうような一発だった。

　測距、狙ねらいの確定のための攻撃と、そう言えるかもしれない。しかし自分は、威力の低いその一撃を、レンチで払い受けながら前に出た。

　あの子には、こちらから近づかねばならない。そうすれば、

「────」

　来た。

　玄げん武ぶが、先の一撃をフックとして、最大限の一発を送ってくる。

　手を、こちらへと伸ばしてくるのだ。

　……そうさね。

　かつて、短い距離だが、手を握って家に帰った時期があった。

　同じだ。

　一人の妹とは、義腕から伝える指示を通して。

　もう一人の妹とは、お互いの力を通して。

「家族は何人いてもいいもんさ」

　言葉と共に、朱雀すざくが振り抜いた右腕に、澤さわの光景が重なった。これまでは背にだけ出ていたものが、今はそれだけではなく、流体光の棚引きにも似て腕に絡み、

　……これが本来のあり方さね？

　突き出した掌てのひらに押されるように、それが行った。

　加速の力が、まっすぐに玄げん武ぶへと飛んだのだ。
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　光が艦間で弾はじけた。

　重力打撃によって、光を収束した暗い破片が半径一キロ程に広がって破は散さん。その中で風が爆発して、一度球状の乱雲を作ってから裂けて流れた。

　両者の攻撃は交わされ、しかし相そう殺さいされたのだ。

　音は連続して弾ける花火にも似て、それを正面に見る清きよ正まさは、玄武の声を聞いた。

『──すまん、清正。……得られない筈はずのものを、得てしまった』
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　Ｔｅｓテスタメント．、と小こ六ろくの言葉に微び笑しようで頷うなずく清正が立つのは、中央前艦の艦橋上だった。

　全方位に対応出来るという理由だったが、今はここから武蔵むさしを狙ねらわねばならない。

　そして構える自分に応じるように、〝大和やまと〟が声を上げた。

「──出力八割戻りました！　一方の武蔵は加速を再開です！　──以上！」

　Ｔｅｓ．、と竹たけ中なかが頷き、こちらに振り向いた。

「武蔵は加速して、牽けん引いん帯たいでしがみつくこちらを強引に真後ろに振るつもりです。そうなった場合、艦が傾きますから、ちょっとピンチですね」

「どうするのです？　その場合」

「武蔵が加速するなら、こっちはそれを利用して、牽引帯を解除します。引っ張らせて貰もらって、まっすぐ武蔵の後ろにつけますから、清正さんは王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフを御願いします」

　言って、竹中が〝大和〟に振り向いた。

「どっちが先です？　あっちの主砲とこっちと」

「清正様の方が二十秒程先となります。しかし清正様が武蔵の加速系を破壊した場合、武蔵側は出力不備で砲撃シークエンスを途中から取り直しになるでしょう。その場合、恐らく当方の長おさ船ふねの方が早く二発目の準備を完了します。──以上」

　と、言っている間に大和から砲撃が飛んだ。

　武蔵の左さ舷げんに食わせている牽引帯を断ち切ったのだ。

　足元。大和の軌道が、揺れていたようなものから返すものに変わり、そして安定する。

　そして己は理解した。自分達が今、武蔵の真後ろへつけているという事実を、だ。

　……これが決着ですね。

　己は思い、王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフを合わせ、振りかぶった。





●






　……距離は申し分ありません！

　王賜剣三型の最大射程は三キロだが、山やま崎ざきの合かつ戦せん以降、明らかに出力が伸びている。

　以前ならばこの艦橋側から放てば、ぎりぎりで武蔵むさしの艦尾に届くところだろう。

　だが現状の王賜剣三型ならば、確実に武蔵中央後艦の中央部まで刃やいばが届く。

　武蔵の挙動を乱したり、発射のタイミングを遅らせるには充分な威力だ。

　だから、あと、望む事は一つだ。

「届いて下さい……！」

　自分が最後の防波堤だ、という思いはある。十じつ本ぽん槍やりの二番。福ふく島しまの対ついとして、ここにいる。

　己が繫つなぎ、大和やまとの二撃目に届かせねばならない。

　故に出力は最大。

　もうこの戦闘で王賜剣三型を放つ事はない。そんな覚悟の一発に対し、

「二人……!?」

　見えたのは、武蔵の艦尾だった。

　自分の父と母が、そこにいるのだ。

　だが、妙な配置が為なされていた。

　いつも一緒の筈はずの父と母が、左右三番艦の艦尾に、それぞれ立っているのだ。

　分かれている。
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　母と父が距離を取っている。

　こちらの世界にて、武蔵が英国を訪れて以降、常に一緒で、報告や画像などを見るたびにちょっと父の事で苛いらつかせていた二人が、距離を空けている。

　どういう事なのか。

　ひょっとして母が、こちらの抗議を気にして、距離を取ったのだろうか。

　……いえ、流石さすがにそれは……。

　と、そこまで思って、己は気付いた。自分の中で、父の事を強くする感情が、緩くなっている事に、だ。

　かつて自分は、父に遺された母を悼いたんだ。が、今、それは起きていないのだ。

　父はそういう人であろうが、今の母にとってそうではない。だから、

「……でもいろいろ画像や報告見てるとイラっと来ますね。ええ」

　じゃあ続行。己は王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフを叩たたき込む。一瞬、父の方に撃ち込むべきかとも考えたがそれでは駄目だ。中央が空いているのだからまっすぐ。

　ただ一直線に、自分は聖剣の攻撃を撃ち込んだ。

　……大丈夫です！

　全力の一撃は、武蔵むさしの防護障壁でも完全には止められない。

　そしてもし、母が王賜剣一型ＥＸ．コールブランドを修復していたとしても、その攻撃は王賜剣三型の威力には届かないのだ。

　王賜剣三型は、一型と二型の合成。更に持ち主としてこちらを自覚した以上、一型や二型が激突して敵かなうものではない。

　しかも二人で、そんな離れた位置から、何をするのか。

　疑問に思いながら、己は王賜剣三型を発射した。叫ぶ言葉は、

「果てなさい！　王賜剣三型！」
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　点てん蔵ぞうは、自分の娘を名乗る相手が、王賜剣三型を放つのを見た。

　……メアリ殿に似た、綺き麗れいなフォームに御座るなあ。

　見事と言うしかない。だが、彼女がメアリを受け継いでいる一方で、

　……自分は、何を与える事が出来たので御座ろうな。

　駄目な父親で御座るなあ、と、そう思う。が、その時だった。

・傷有り：『点蔵様』

　メアリだった。決着の瞬間だ。何か気の利いた一言でも送ってやれれば、と思うが、上手うまく言葉が出ない。ただ、応じて漏れるのは、

・十ＺＯ：『……何ともまあ、自分、不備の多い父親で御座ったのだろうなあ』

　言う。こちらも迎撃の動作を取らねばならないが、口が動き、言葉を吐いた。

・十ＺＯ：『可哀かわい想そうな事をしてしまったと、そう思わぬで御座るか、メアリ殿』

・傷有り：『点蔵様』

　メアリが言った。

・傷有り：『私は、一度もそう思った事はありませんよ、点蔵様』

　何故なぜなら、

・傷有り：『──今、点蔵様は、あの子の事を可哀想な事にはしたくないと、そう思っているからです。点蔵様はそういう方です。私の時もそうでした。ですから、私が幸いな以上、点蔵様には何の不備もありません』

・十ＺＯ：『では、彼女は何故なぜ、自分の事を──』

　Ｊｕｄジヤツジ．、とメアリが言った。

・傷有り：『あの子が、点てん蔵ぞう様を失った私の事を、可哀かわい想そうな事にはしたくないと、そう思ってくれたからです。──お父とうさん似ですよ、あの子は』
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・金マル：『それ、最後の言葉だけ見るとすごくダメなんじゃあ……』

・ホラ子：『あいやナイト様！　言葉だけではダメです！　本質を捉とらえましょう！　点蔵様は顔を常に隠すモブ系でファッションセンスが死んでてエロゲを床下に隠すような方ですからつまり本質的な判断としてダメですねコレ』

・●　画：『アー、新規で組まれた艦内通神帯ネツトの最初の情報端スレツドが点蔵ネタってどういう事よコレ。ちょっと煽あおってくるわ』

・十ＺＯ：『今、武蔵むさしの危機！　危機で御座るよ!?　ハイ仕事する！』
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　点蔵は思った。

　……嫁の器量は旦だん那なの甲か斐い性しよう、と、そんなところで御座ろうか。

　自分、しっかりせねばならぬで御座るな、と腹に力を入れ直し、

・十ＺＯ：『メアリ殿』

・傷有り：『Ｊｕｄジヤツジ．、何でしょう』

・十ＺＯ：『今、七回くらい告白したい気になったで御座るよ』

　彼女のいる高たか尾お艦尾から、白の流体光が大量に散った。嫁が元気で何よりで御座る。
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　清きよ正まさの方は、何かイラっと来たせいか、王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフの一撃が長大化した。
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　白の一撃が加速し、武蔵の艦尾へと届く。

　護まもるものはいない。ならば、

　……勝ちです！

　清正がそう思った時だった。

　己の視界の中で、母と父が答えを見せた。

　王賜剣一型Ｅｘ．コールブランドを抜いたのだ。それも、それぞれが片側ずつを持って、だ。

「……え？」

　既に一型の片割れはどちらも光を強く帯びている。しかし、一型の刃やいばは三型に敵かなわないのだ。それを更に半分に分けて、どうするというのか。
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「見事に御座る」

　点てん蔵ぞうは構えた先で、王賜剣エクスカリバーの刃やいばから光の剣が射出されるのを止めず、言葉を放った。

「──メアリ殿の剣筋、王族の正確な一刀で御座るな！」

　メアリの教えがどれだけ通っていたか、その事を感謝しながら、自分は一型の光剣を振り抜いた。右に下げた刃を、頭上を通るように、内うち舷げん側へと振り下ろしたのだ。
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　メアリも同時に動いていた。迫る一撃を視界に入れ、

　……私は、やはりこれを大事に思っていたのですね。

　三百人を殺した剣だ。だが、点蔵に認められ、多くの現場で己を救ってくれた。

　そして今も、これはきっと、救いなのだろう。

　禊祓みそぎという言葉を思いながら、己は一型を振った。点蔵とは逆、左に立てた刃を、下を通し、内舷側へと振り上げたのだ。

　言う。

「点蔵様。──力や正しさではなく、私達の在あり方を、あの子に見せましょう！」
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　清きよ正まさの視界の中、まっすぐ突き込まれた光撃に対し、母と父が動いた。

　左右。下と上から、高速の旋回で、鋏はさみのように二枚の刃が交錯する。

　間に挟撃されるのは、己の放った一撃だった。

「これは……！」

　いくら威力のある一刀とはいえ、刃の峰を上下から鋏のように穿うがたれれば結果は見えている。そして自分の目は、一つの合致を確認していた。

　距離を離し、術式の手助けも無しに、両親が完全な同期の動作を見せたのだ。

　……御お母かあ様さま。

　己は思い出した。かつての母の事を、だ。

　もしも今見ている光景と同じ事が、かつての母にも出来たとするならば、

　……御母様と、御お父とう様さまは、離れていても、共にある存在だったのですね。

　父がいなくても、母の傍そばには、常に父がいる。

　では何故なぜ、母は父を待ち続けたのか。それは弱さからではなく、きっと、

「私が、御父様を認めるのを、待っていたのですか……？」

　待つ相手が、違ったのだ。

　自分はかつて、解わかっていなかった。いなくても、傍そばにいると思えるものを、だ。

　それは、何も言わずとも通じ、求め合う人の事。

　そして気付いた。自分にも、今はもう、そういう存在がいるのだと。

　……福ふく島しま様……。
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「──っ！」

　清きよ正まさは理解した。重なったと、そう思った。

　母も父も、自分達が経たような事を過ごし、そこに至ったのだ。ならば母は信じていたのだろう。自分達の傍にいる父を、娘がいつか認め、受け入れてくれると。それはつまり、

　……御父様は傍にいて、悼いたむ事など、何も無かった……。

　ならば決まりだ。かつての母の望みを、今の自分は理解出来る。そして父もいるならば、

「御お母かあ様さま、御お父とう様さま……！」

　ずっと口に出来なかった言葉が、口から漏れていた。振るう力に、届けと思い、

「……二人、共にいるのですね……!?」

　言葉に応じるように、光が咲いた。王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフの一撃と、弧を描いて当たった一型の光の刃やいばが、抱き締め合うようにして砕け散ったのだ。

　輪が広がった。それは武蔵むさしの加速光に散り、そしてこちらに飛沫しぶく。

　その向こうで、母が笑っていた。確かな笑みで立ち、その逆で父が軽く手を上げた。

　自分はただ、己の守りとして受け継いだ王賜剣三型を抱き締め、

「──皆も、きっと同じなのでしょうね」

　その場に座り込み、己はこう思った。自分達は何も、失ってなどいなかったのだと。
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　時間が来たのを、竹たけ中なかは見た。

　正面。そこにある武蔵の主砲が、こちらに狙ねらいを確定したのだ。

　そして己は思う。自分達はもう、手を尽くし、答えを得たんですね、と。

　どうすべきか、自分は羽は柴しばに視線を向けた。すると彼女は首を下に振り、こう言った。

「──皆に賞しよう讃さんを。そして全ては、勝者に委ゆだねましょう」
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　トーリは、正まさ純ずみから来た〝大おお兼かね定さだ〟発射準備完了の報しらせに頷うなずいていた。

　背後に展開する流体供給術式で、武蔵全艦に流体を配分。

　後ろに控えた浅あさ間まがそれを管理し、踊る姉が整調し、ミトツダイラが各艦の牽けん引いん帯たいを手にして動きを整える。

　それらのサポートを得た上で、己はホライゾンと共に、決着の表示枠サインフレームを見た。

「発射、してみっか。どうする？」

「いえ、もう欧州は近いですし、何なら撃たず、平和的な解決はどうでしょうか」

「おお、最後は競争か……!!　でもその場合、セージュンの戦争率ってどうなんの？」

「フフ、発射準備完了まで行ったから、頻度は変わらないんじゃないの？」

　そういうもんか、と己は思案する。と、浅あさ間まが表示枠から顔を上げて言った。

「トーリ君、ええと、どうします？　砲撃中止なら早めの判断御願いします」

「ですわね。──中止にしておくと、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクに恩を売れていいかもしれませんわよ？」

「そうだなあ。……まあ、確かに、失うしなわせるものも出て来ちまうだろうし、ダメ押しってのも大人おとなげねえ。──だったら俺おれ達らしくダッシュ勝負にすっか？　ホライゾン」

　振り向いたホライゾンに、自分はふと、妙を見つけた。

「──オメエ、両腕は？」

　無い。ホライゾンも首を傾かしげ、さて何処どこへ、と視線を回した時だ。

　両腕がいた。

　こっちのすぐ脇わき。左腕が一枚の表示枠を掲げ、右手がその表示枠を指差している。

　兼定発射の表示枠だ。どうするのか、というホライゾンの判断を拾い、持ってきたのだろう。見れば、今の振り返りで、己の手がその承認ボタンを押している。

　押している。

　皆が顔を見合わせた。ややあってから、アデーレが皆の前に来て、両手を一度下げ、それを振り上げてから、さん、はい、と。

・約全員：『鈴すずさ──────ん!!』
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　鈴が、大丈夫かな、と引き気味に武蔵むさしの模造を摑つかんで尻しり下さがりに傾けた瞬間。

　大おお兼定が斜め打ちに発射された。
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　フアナは、セグンドは、人狼女王レーネ・デ・ガルウは、それを見た。輝てる元もとや太陽王ロワ・ソレイユ、巴ともえ御ご前ぜんや、皇帝も教皇も、遠くにおいては雷帝も、それを見た。

　欧州西側。その入口となる瀬せ戸と内ない海かいに、武蔵むさしが前のめりに突っ込んで来たのだ。

　その光景に対し、皆が歓声を上げ、

『ご、御免、ちょっと、止まれない、……よ!?』

　武蔵総艦長代理の声と、莫大な衝撃波に、沿岸部を中心とした地域の誰だれもが慌てて避難し、または衝撃波を消波する防護障壁を広範囲に立て、凌しのぎに入った。

　一方の武蔵むさしは大おお坂さか湾まで到達したところで制動。後部を大きくドリフトさせ、停止する。

　それは瀬せ戸と内ない海かいの西から、左さ舷げん前側艦の上面を大きく剝はく離りした大和やまとが進行してきたのと同時で、やがて二艦は、播はり磨ま灘なだの中央にて並び、そこを定位置とした。

　両艦とも幾つかの外装を失い、被弾の跡もある。装甲の多くは未いまだに大気圏落下時の過熱を捨て切れず、陽かげ炎ろうを上げてもいた。

　だが、両艦とも、戻ってきたのだ。

　人々は、海と風が収まる中、ゆっくりと東から朝日が昇るのを浴びながら、避難場所より出て、二艦の偉容を見上げた。

　どちらが勝ったのか。待つ誰だれも彼もの耳に、やがて声が届いた。それは武蔵副会長の、

『──先着有利！　よってこの勝負、我が武蔵勢の勝利だ！』

　そして、

『武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんはここに宣言する。末まつ世せに対し、創そう世せい計画をその解決法の一つとして、また、最終手段として控える一方、最善の方法を求めると！』

　言った。

『これら裁定は、ヴェストファーレン会議で決着する！　全ての国よ！　来きたれヴェストファーレンへ！　そこで世界と運命の行方ゆくえを決しよう！』







[image: 最終章『船上の子供達』]
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　夜が明ける。

　糟かす屋やは、大和やまとを眺めながらの朝食を頂いていた。

　自分がいるのは武蔵むさしの左さ舷げん二番艦。その外交港の上だった。

　武蔵は北に艦首を向け、大和は南に艦首を向けている。

　今、自分は西を向いて港の縁に座った姿勢だ。

　朝食は戦闘糧食だが、総菜パンがついてきた。中身は挽ひき肉にくの詰め物で、味はなかなか濃い。飲み物は竹ボトルに入った紅茶で、これは術式符で温めるのがM.H.R.R.神聖ローマ帝国には無いシステムで面白いと思った。

　暖かい。日差しが背と髪に当たるからだろう。

　空を見上げれば、輸送艦が長大なパネルを運んでいく。武蔵むさしの基本船殻部を内部へと戻そうというのだ。これは人を乗せてきているらしく、低空で来るものからは人々の声が届いてくる。

　……酷ひどく平和ですの。

　数時間前まで戦闘をしていたとは思えない。

　空に薄く見える月は半月に戻っており、自分の獣変調は相変わらず尻尾しつぽ残りだ。すると、

「武蔵の朝食はどうですの？」

　母だった。いきなり左横に座ってきた。何事かと思えば、同じような朝食のセット持ちだ。

　黒の極東制服。冬服だった。見れば後ろの方、武蔵勢がやってくる。主力の面々の中には父もいて、姫もいた。皆、冬服だった。父も全裸に冬服を着ていた。見れば左さ近こんや可か児にもいる。

　父達に対し、鼻を利かせて匂においを確かめたくなるが、朝の風が散らしてしまう。まあいい、また今度、機会は何時いつでもあるのだと思っていると、母がそちらに手を軽く振って言った。

「これからここで、羽は柴しば側との軽い会議ですの」

「講和会議ですの？」

「まあそんなところになりますわね。まだいろいろと言い足りない事もあるでしょうし、それにこれから長い付き合いになりますもの」

　告げられた言葉に、己は少し考えた。これから母達と一緒なのだと、そう思い、

「そうですのよね」

　頷うなずくと、その動きで涙が下に落ちた。あっ、と恥ずかしくなって俯うつむくと、母がこちらの髪の間に手を入れるようにして、軽く抱き寄せてくれた。

「大丈夫ですわ。──もう、何も無くさない。そのためにやっていきますのよ」

　ん、と己は頷くだけだ。ずっと昔、同じような事が何度もあった。失敗したり、嫌な事があって泣くと、母はいつもこうしてくれたのだ。それがもう無くならない。去って行く事も、失われる事も無いのだ。そんな解わかり切った事が今更ながらに実感出来て、また涙が零こぼれた。泣いてばかりですの、と思うが、これはきっと、今まで我慢してきたものだ。ここでそれを見せるべき人に見せる事に恥は感じない。

　この涙は、嬉うれしいという表現なのだ。すると、

「救われましたの？」

　母の言葉に、己はただ首を下に振る。抱き寄せる腕に頭を預けると懐かしい匂においがして、

「おーい」

　正面の空から聞き慣れた声がした。

　向かいとなる大和やまとの外交港から出た輸送艦だった。見上げれば、甲板に皆がいた。

　福ふく島しまも、清きよ正まさも、嘉よし明あきも脇わき坂さかも、片かた桐ぎりも小こ六ろくも、羽は柴しばも竹たけ中なかもいる。異族部隊の皆も、他戦士団も、だ。声を掛けてきていたのは、平ひら野のだった。彼女は見るからに浮かれた調子で、

「そっち、すぐ行きますからね！」

　飛んで来そうな声に、思わず笑ってしまった。応じるように母が笑い、

「いろいろ、教えて貰もらわなければいけませんわね」

「……？　私から何か、御お母かあ様さまに教える事が？」

　ええ、と母が言って、制服のバックスカートを軽くまくった。見せられるのは、

「……この尻尾しつぽ、収めるのどうしますの？　私、初めてですから」

　と言って母が小さく笑った時だった。

　母とは逆。右隣に、いきなり大きな極東制服が座ってきた。その人は、バックスカートを軽くまくって、金色の尻尾を見せ、

「まあ、コレの収まり、どうしますの？　私、うちの人をこれでモフりまくったばかりで」

「御母様が何故なぜ来てますの──!?」

　確かにそうだ。だが、母の母はウインク一つで右の人差し指を立て、

「対岸から保護者が来ただけですのよ？　──あ、こっちも朝食三つ程！」

「一人で食べるつもりですわね？」

　という言葉に差し挟むように、黒い右腕と左腕が戦闘糧食と竹ボトルを持ってきた。

　突然の出現に思わず引いてしまったが、その怯おびえに対し、

『────』

　右手の方が親指を立て、左手の方がやれやれのポーズを取る。そして母の母が、

「こんな事で驚いていては武蔵むさし上を歩けませんわよ？　そういうのも、ほら、ネイト、ちゃんと教えてあげないと駄目ですのよ？」

　母の母の言葉に、母がどんな顔をしているか振り返らずとも想像出来る。

　今まで無かった事だ。空から降りてくる皆にも、それがあるのだろう。私達のこれからに幸いあれ。すぐに会議があるのか、それともその前に武蔵観光か、何はともあれ、

「──御母様に、尻尾の始末を教えるのが先ですのよね」
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　そんな訳で『境きよう界かい線せん上じようのホライゾンⅩ下』をお届け致します。大台載のった上で、越こえる感じと言いますか、内容的にもここまで来たなあ、というところですね。

　ここまで来られているのも皆様のおかげです。どうも有り難う御座います。

　さて今巻で二大勢力とも言える武蔵むさし勢と羽は柴しば勢が、とりあえずの決着。ここからまた講和だ何だといろいろあるのがホライゾンですが、このあたりの合流感は史実だと関せきヶ原はら前、ということになるでしょうか。関ヶ原の合かつ戦せんは羽柴が亡くなってから二年後なので、その短期間に元羽柴陣営が急に崩れていくあたり、インフラ整ってない時代に手を尽くした家いえ康やすも見事な一方、各武ぶ将しよう、大だい名みよう達もそれぞれの情報網を使い、何を信じるかを決断していった訳ですから、ある意味、関ヶ原の合戦よりも、この二年間の方がトップマネジメントとしてのドラマがあるよなー、とか思っていたりします。

　ともあれ本編の方、大詰めに向かって行っていますが、さてどうなるか。

　今までのタイトルは〝追いかける側〟の物語でしたが、今作ではその一方で〝追われる側〟にもなる、ということで、そういう意味では今まででは行けなかった部分に踏み込んでいるので、どのようなものを見せていけるのか、書く側として面白おもしろがっていたりします。元々、今作を書こうと思ったのが中学校時代にまで遡さかのぼるので（当然、原型は今とは違うものですが）、三十年くらい掛けて一つの形をようやく作り上げられている……、と考えると、自分の未み熟じゆくを思い知りますねー……。今巻、書き上げた後にテンション高まって二日ほど眠れなくなったりしてましたが、まあ青い青い。この長い間、特に最近は市場的に作品のあり方なども変化していて、いろいろ考えていることも多かったりです。そんな感じで詰め気味ですが、チャット。

「何かイタい話ある？」

『中学校の頃って、髪型とか気になるじゃん？　それでモミアゲが何か変に伸びてて、剃そってたら思い切り上まで剃っちゃってさ。仕方なく水平ライン整えたらヒャッハー系のザコみたいになって、それで学校行ったら正門のところで教員に捕まって職員室で面談始まってさ。

〝何か家や学校で問題があったのか〟〝いえ左右の高さを間違えました〟〝噓うそをつくな〟〝噓じゃねえよ！〟なんて話して教室に行ったら〝アイツ、デビューするってよ〟みたいな空気になっててな。──そんな皆に合わせるために翌日は眉まゆ剃って学校行ったよ」

　合わせてねーよ。では今回、作業BGMは★STAR GUITARで「meaning of number」、ここ数年の中でダントツの戦闘系BGMだと思ってます。全体としては、

「一体誰だれが一番、最初から認めていたのか」

　ということで、では次は楽しい合流回。少々お待ち下さい。


平成三十年　一月　何か暖かい朝っぱら　　　　　　　

川かわ上かみ　稔みのる
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